


学 位 論 文

乍tx>(U iォl-一郎

欝苦学宝沖縄語Q)音声・・音酎関する歴史欄究

¥i :'こ

序言　　　沖縄語の歴史的研究の現状,・・、、・,・,I-・・-、川、・、川、、、・、・・、・

第一章　　　沖縄語-ンブル資料の研究、、、・、、-、、、、・、川、、、-、、川、川、・、

弟一節　　『海東諸国紀』 「語音輔訳」の沖縄語、、、、、、、、、、、-、・-

第二節　　『漂海銀』 「言語lの沖縄語.一一、・・・一・一-・、・-、、・・・

第二音　　　沖縄語漢字資料の研究

第-節　　「琉球館訳語」の沖縄語　--一一・、

第二節　　その他の漢字資料の沖縄語・・-,・・.

第三章　　　沖縄語アルファベット資料の研究・、・

「ク)-?オ-ド琉球語嚢」の沖縄語

第四章　　　沖縄語仮名資料の研究

・ -ft詩　　碑丈紀l∴.'>'J沖縄語

第二節　　「田名文書」 lこみる沖縄語

第三締　　rlA球甘-::f;隼」 r.A<;>沖縄語

WF9BP　　総毛清純:J-'j;中綿tt告

第五章　　　沖縄語の通鴫的考察

第-節　　音声・音韻史

第二節　　音声・音韻史と文法史の交渉　--・・、
(十九世紀沖縄語の動詞の成り立ち)

第三節　　三母音イヒ、 -行子音、有声子音の前の鼻音

主要奉書文献

un　　葺判

~~~　ヽ

四、

五、

「語旨紺IK! -fr引

r琉球館訳語」用字-隻

朝鮮・中国資料対照琉球語受、、-、、・、-

! vり-'-i--- l'iAW5&蛍」 irl薫能tfi語'+'

『漂海銀』 「言語」 「琉球」語索引　-



)宇　　　　*'lI赤恥訂　a.) /fy?史白<J Vy)「ブE a_) l三上a--I犬

沖縄語(ひいては琉球方言)の歴史的研究は、伊波普猷のそれ以後足緒み

状態であるo伊波がなくなってから三十年余りが経過しているが、共時的研

究が大股で前進しているのに比べると、足踏みどころかほとんど静止状態で

ある1971年に『沖縄の言語史』 (外聞守善著、法政大学出版局)が出て、

前進が始まるかに見えたが、後続らしいものが無く、その「あとがき」に述

べられている「沖縄の言語史研究の水準は、金石文やおもろさうしの語構成

を明らかにすることすらまだ不十分であり、ましてや、その他の文献資料に

ついては暗闇の中にある、といっても過言ではない」 (p297)状態が続いてい

るo沖縄語に関する文献資料は、最古のものが15世紀初止まりであるうえ

に、その数も極めて少ない。にもかかわらずそれらの資料としての整理はほ

とんど行なわれていない。 (以下、ここでは、 18世紀までの資料について紹

介する。 )

その中にあって、中国資料は比較的整えられていると言える。中国資料と

しては、

「琉球館訳語」 ( 『華夷訳語』所収、 15世紀初)

『使琉球録』 (陳侃、 1534年)

『使琉球録』 (郭汝霧、 1561年)

『音韻字海』 (周鐘　他、 1572年頃)

『篇海類編』 (屠赤水　他、 1572年頃)

『海篇正宗』 (余象斗　他、 1572年頃)

『便琉球録』、 (粛崇業、 1579年)

『中山伝信録』 (徐夜光、 1721年)

『琉球大学見聞録』 (清相、 1764年)

等がある。 (前記『沖縄の言語史』による。 )

『南島方言資料』 (東条摸編、 1923年、 1969年に復刻)の付録に「中山伝

信録音綿芋海華夷訳語琉語対照」 「音韻芋海篇海類編海篇正宗琉語校異」と

して載せられたのを初めとして、 『纂集日本訳語』 (京都大学文学部国語学
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国文学研究室編、 1968年)においては「琉球館訳語」 『便琉球録』 『青線字

海』 『中山伝信録』 『琉球大学見聞録』 (および『海東諸国紀』)に関して

各資料の解題をはじめ研究的価値についても詳しく述べられている。

これらを受けた『「琉球館訳語」 ・ 「使琉球録」 ・ 「音韻芋海」 ・ 「琉球

大学見聞録」 . 「中山伝信録」寄語対照手冊』 (坂井健一編、 1975年)が出

たことで研究の基礎固めができたと言えよう。最近になって『琉球館訳語

本文と索引』 (大友信一・木村属編、 1979年)が出た。

以上の中国資料のうち「琉球館訳語」 ・ 『使琉球録』 ・ 『音韻芋海』 ・

『中山伝信録』に関し、その相互関係、成立順序、 「日本館訳語」との関

係、各々の本質についての、服部四郎博士の考察(重要な点の略説)が『月

刊　言語』に連載の「日本祖語について」の一環として、その79年2月号・

3月号に述べられている。

「日本語」に関する朝鮮資料には、 『伊呂波』 (1492年)を初めとしてい

くつもの重要なものが存在するが、 「沖縄語」に関しては、ただひとつ『海

東諸国紀』 (申叔舟薯、 1471年)の巻末に後年付載された「語音翻訳」 (成

希顔筆録、 1501年)のみである。これは、前記『南島方言資料』に「海東諸

国紀付録語音翻訳」として写真版が載っており、また、 1975年に国書刊行会

から『海東諸国紀』が復刻されているので、入手しやすい。

この「語音翻訳」についての研究は、伊波普猷の「語音翻訳釈義一海東諸

国記付載の古琉球語の研究-」 ( 『金沢博士還暦記念　東洋語学乃研究』収

載1932年) (『伊波普猷全集　第四巻』所収)だけであったが、 78年に服

部博士により前記「日本祖語について」の一環として「語音翻訳」の分析が

なされた(78年9月号) 。これを受けて伊波論文の修正を試みた拙論「十五

・六世紀首里語の音韻-『語音翻訳』にみる- (上) 」 (『沖縄文化』51

号、 1979年3月) 、 「同(下) 」 (同52号、同6月)がある。

次に、 (漢字混じり)平仮名資料について見てみる。周知のように、 『お

もろさうし』については既に校本・索引・辞典があり、研究も、主として文

学方面から、盛んに行なわれている。ところが、 『おもろさうし』と同じく

らいに重要な資料と言われる『田名家辞令文書』 (第1号-1523年～第16号
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=1660年)については、仲原善悪の「田名文書試解」 ( 『沖縄文化』14号、

16号、 1964年1月・12月) (『仲原善悪全集　第二巻　文学篇』所収)があ

るだけである。これとても、訳し、歴史的背景を究明しようとしたもので、

言語学的分析を試みたものではないOそれより何より、本文全部を見ること

が容易ではないoたやすく入手できない。写真版さえ無いのである。

平仮名資料としては、他に、少なくない数の金石碑文を初めとして、

『東姓津波古家辞令文書』 (1523年)

『琉球神道記』 (釈袋中、 1605年)

『仲里旧記』 (1703年頃)

『女官御双紙』 (1709年頃)

『琉球国由来記』 (1713年)

等がある　(1800年以降は、省略。)

以上、大まかに述べたように、沖縄語の歴史的研究に関しては、 『沖縄語

史資料集』の作成が急務といったところであろう。

上の記述は、 1979年の暮れのものであるが、大筋においては、現在も似た

状況にあると言えようoだからといって何の歩みも無かったと言うのではな

い。

『おもろさうし』に関しては、高橋俊三『おもろさうしの動詞の研究』

『おもろさうしの国語学的研究』 (1991年、武蔵野書院)が出たことで、

「おもろさうしの語構成を明らかにすることすらまだ不十分であり」という

状態は脱し大幅な前進をみた。

名義其三成『琉球方言の古層』 (1992年、第一書房)・・が、服部四郎博士の

日本祖語論を跨まえた立場から琉球方言の古層に迫ろうとした試みをし、沖

縄語の歴史的研究に新視点を提供した。

この間、私は、 『沖縄語史資料集』の材料を整えるべく語棄集・索引等の

作成をしつつ、ハングル資料・漢字資料・アルファベット資料を中心とする

外国資料を分析・研究することで、前述の「その他の文献資料については暗

闇の中にある」という状態を幾許かの光明のさす方向へと導いた。また、
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『 「琉球・呂宋漂海録」の研究一二百年前の琉球・呂末の民俗・言語-』

(1994年、武蔵野書院)を出版、新たなハングル資料を紹介・分析・研究し

て歴史的研究の発展に寄与したと自負する。

歴史的研究においては、個々の文献資料の綿密な分析・研究が前提となる

が、その際、常に全体の流れを念頭に置く必要がある。そのために「始点」

と「終点」とも言うべき強力な二本の柱を設定し、それを結ぶ軌道を想定す

るOそして、個々の資料の検討を行いっつ軌道を修正していく。この手法

が・手堅く有効なもののように思われるoこの二本の柱のうち一本は現代語

が担うべく、他の一本は、時代的にできるだけ古く、資料的に信頼のおける

文献が担うべきであろうoそれには、沖縄語の場合、 「語音翻訳」が最も適

当であろうと思う。 (ここで「沖縄語」というのは、主に、沖縄島中・南都

地域の言葉をさして言っている。 )

ところで、沖縄語(あるいは琉球方言)の歴史に関して、時代区分のよう

なものを明確に提示したのは中本正智であろう。 『琉球語嚢史の研究』 (p25

-27)及び「琉球方言」 『沖縄大百科事典　下』 (p921)によりその要点を記

す。

琉球方言の歴史を、文化・社会的に見ると、次のように時期区分できる。

①史前琉球語の時代(紀元前300年ごろまで)

現在の方言につながらない言語が話されていたと想定される。

②原琉球語の時代( 500年ごろまで)

原日本語から分岐した原琉球語が列島全域に広がる。

③集落語の時代(1187年まで、王政以前)

④地方語の時代(1477年まで、中央集権制以前)

⑤首里王朝語の時代(1609年まで、薩摩侵入以前)
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首里方言が琉球共通語として完成する。

⑥九州語受容の時代(1879年まで、廃藩置県以前)

薩摩侵入により九州語の影響を強く受ける。

⑦共通語受容の時代(現代まで)

社会・文化的変化に付きすぎたきらいがないではないが、これからの記述

の目安としては十分であろう。

服部四郎「日本祖語について」には、たびたび、 「A時代　B時代　C時

代」という言い方が出てくるが、その絶対年代は明示されないままである。

ただ「A時代(恐らく一四〇〇年ごろまで) 」 (「同・21」)の注がある。

前述の「常に全体の流れを念頭に置く」ための道しるべのようなものとし

て次の引用をしておく。高橋俊三「琉球方言の歴史」 ( 『沖縄大百科事典

下』p930)からの(音声だけについての)要約である。

(首里方言を中心に大まかに述べると)

[15.6世紀ごろ]

▽　母音Oはuに変化している。

▽　eは、 iに変化しているという説と、まだ変化せず、中間のIあるい

はTのような音であるという説がある(エ段とイ段の音は区別されている

とする点では一致) 0

▽　連母音は今日のように融合同化せず、一方の母音が脱落する傾向が強

い。

▽ `子音の口蓋化現象、とくに子音の前のiの影響による口蓋化の傾向が盛

んにおきている。キャ・キュ・キョもチャ・チュ・チョに口蓋化する傾向が

ある。

▽　語頭のハ行音はpである。

▽　ツ・チの子音は、 ts,tいこ変化しているO

▽　ヂとジ、ヅとズはそれぞれ同一の音になっている。
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【18世紀ごろ]

▽　セとシ、メとミ、べとどなどが混同しはじめており、母音Iはiに変化

したらしい。

▽　キ・ギがチ・ジになるきざしがみえる。

-▽　ツはツイ[tsi】となりチと混同しがちである。

▽　語頭のハ行音は◎に変化している。

▽　リは子音rが脱落してiになっている。

▽ 【kur][gur]がそれぞれ【kkw】恒wjに、また【bur][mur]【zur]がhd]に変

化する傾向がある。

[19世紀ごろ]

▽　連母音al aeがe=に、 au aoがo:に融合化している。

▽ 19世紀末には、ツとチ、ヅとジ、ことネが同音になった。

沖≒　　　　畔　　　　叛　　　　摂　　　?*・*≡

考察の前提として、多和田(1979)で見たように、沖縄島中・南部地域の言

葉は、15世紀前半ごろまで、 (単)母音が　　　　　　　u O　の

5つであったと考えるoこれを、以下の記述では、それぞれ*/イ/,

*/ェ/, */ア/, */ウ/, */オ/と表示する。また、同様の理由で

*/キ　*　ケ/, ・-∴*/ス/, -・*/チ/, --・*/ツ/--・などの

表示も使用する(15世紀以前の「キ」 「ケ」 --・という意味で)0
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第一節　『海東諸国紀』 「語音翻訳」の沖縄語

申叔舟著『海東諸国紀』 (1471年)に後年(1501年)付載されたハングル

資料「語音翻訳」を分析・研究することにより十五・六世紀の沖縄語の姿を

考える。

1、 「語音翻訳」の成立、筆録者

「語音翻訳」の成立についてみる前に、その「本誌」とも言うべき『海東

諸国紀』についてあらまし述べておく。ここに、簡潔にまとめられたものが

あるので、それを引用する。

日本の地勢、国渦、交牌往来の沿革、使臣館待礼接の細目を記録した本。

1471年(成宗2年)に申叔舟が著わしたO海東諸国とは、日本本国・九州・

壱岐島・対馬島および琉球国の総称であり、この本著述当時の内容は、総図

および日本本国図・西海遺九州図・壱岐島図・対馬島図・琉球国図の6枚の

地図、および日本国紀・琉球国紀・朝碑応接紀よりなっていた。その後二・

三の追録がなされた。 (中略)

現在、燕山君1㌦ンサングン'未申宗2㌦ユンジョン,初の刊行本とされる、朝鮮史編

輯会所蔵本・東京大　学所蔵本・日本内閣文庫所蔵本があり、仁祖3,(インジョ,

初の刊行本と推測される東京文求望所蔵本が残っているが、 1933年朝鮮史編

輯会から朝鮮史料総刊の第二集として刊行された影印本が広く行われてい

るo (李弘植編　大栄出版社1976年5月15日発行『完望　国史大事典』

の「海東諸国紀」の項による)

㊥ 1)燕山君(李朝十代目の王。在位1494-1506)

2)中宗(李朝十一代目の王。在位1506-1544)

3)仁祖(李朝十六代目の王。在位1623-1649)

(主に「語音翻訳」に関して)知られているものとしては、次のようなも
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のがある。

①　『南島方言資料』の巻末の付録

②　国書刊行会の昭和50年10月に復刻したもの

③　東京大学史料編纂所「養安院本」版本

④ 『南島方言資料』の校異によってその内容の知られる文求堂本

⑤　望月語三氏校本

服部四邪「日本祖語について・7」 (『月刊　言語』78年9月号)では、

これらを順にA本・B本・C本・D本・E本と命名し、詳しい「校異」を示

すo (ただし、これが「校異」と言えるかどうかは疑問である。 「写本」な

らわかるが、同じ「板」 (版)の「写り具合」の差は「校異」になじむかど

うかoまた、次の⑦に拠れば、 ①には「修正」があるという。④も同様の恐

れがある。 )

⑥ 『纂輯　日本詩語』所収のもの(②と同一版種)

⑦　岩波文庫『海東諸国紀一朝鮮人の見た中世の日本と琉球-』

申叔舟著、田中健夫訳注(1991年12月) (③を底本とする)

⑦の次の記述は重要だと思われる。

「語音翻訳」は一九三三年朝鮮総督府による『海東諸国妃』の影印本仕朝鮮

史料叢刊第二」)と一九七五年の国書刊行会によるそれの影印(いずれも旧宗

家蔵本、現韓国国史編纂委員会蔵本)のほかに東条操編『南島方言資料』刀

江書院、一九三〇 (内閣文庫蔵本の写真に修正をほどこしたもの)でも紹介

されたが(これら三者は同じ板である) 、 『南島方言資料』にはさらに内閣

文庫本と両液松太郎氏蔵本(旧文求堂蔵本o一六二九年、崇禎二年、仁祖七

年再刊本)との異同が記されているo両者には各々誤りと思われる個所があ

る　(P437-438)

「語音翻訳」の末尾には、 「弘治十四年四月二十二日.啓下承文院」とあ

るo弘治十四年は、西紀1501年にあたるo 『海東諸国紀』の著者申叔舟は、
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1475年に58歳でなくなっているから、この一事からしても「語音翻訳」は申

叔舟とは関係なく成立したということがわかる。 (ちなみに、 「啓下」とは

王の裁可を受けることo 「承文院」は朝鮮王朝時代の外交文書を掌る所。 )

その成立の経緯については、 『朝鮮王朝実録』 「燕山君日記」巻第四十の

中に述べられている。

七年李醜治五月朔康成0辛末命宴琉球国使臣梁広等於慕華舘0兵曹判書李

季鯛掴国使臣世祖朝来齢年重来共犯風土人物世代末之詳知齢宣

愚掴希顔掴請間書干海相国記之末以備網伝綱0

琉球使節が来朝した折りに、宣慰使の成希顔に命じてその「風土人物世

代」について聞き書きをさせたという記事である。これにより「語音翻訳」

の筆録者は、成希顔(146ト1513)であるとされる。しかし、後述するよう

に、 1501年当時の成希顔はかなりの高位にあるから実際に彼が筆を取ったと

は考えにくいo琉球使節とのやりとりをしたのは成希顔であろうが、実際に

書記をしたのは下役のものである可能性が高い。後で取捨選択をし、 『海東

諸国紀』の末尾に付載したのであろうoその過程で成希顔が目を通し、何ら

かの指示・示唆を与えたのではあるまいか。

成希顔(ソン・ヒアン) (1461-世祖7-1513-中宗8)

李朝中宗時の功臣.-芋は愚翁、号は仁斎。言酎ま悪意0本貫は昌寧4,0

敦寧府5)の判官6'讃の子o母は王族の徳泉君(トクチヨングン,厚の娘O生貞7,

・センウォン,を経て1485年(成宗16年) 「文科8㌦ムンクヮ,」に及第。 「弘文正

字9㌦-ムンチヨンジャ'」・ 「副修撰10㌦スチャン)」などの官職を経験し、成宗の顧問

となったoその後「吏曹Il)ィジョー参判12㌦ヤムパ,,」兼「五衛都総府13)ォゥ.ド

チコンプ'」副総官になったO燕山君の治世に入り暴政が日増しに甚しくなってい
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くので、楊花渡行楽の時に王を訊刺する詩を献上して左遷されたが、国家動

乱に直面するや朴元宗',{ク・ウォンジョ,'、柳順汀fユ・ス納ン,と謀議、 1506年燕山

君を廃し、中宗を擁立して乱政を改革し、功臣の称号を受けた。 「刑曹14,

・ヒヨンジョ,判書15)t'tviり」に特進し、 「昌山君」となり、しばらくしてからさ

らに「府院君16)」として封爵されたO 「明」国へ渡り、王の認椎を得ること

に成功したo帰朝して「右議政17'」となり、遂には「領議政18)となった。

人となりは寛容で・思い切りがよく、朝政に入って三十余年、多くの政治上

の功績を残した。 人物考、海東名臣録(前掲『完望　国史大事典』)

㊥　4)昌寧(現　慶尚両道に昌寧という地名がある。)

5)教寧府(李朝時代王室近親の親睦をはかるために設けられた官庁)

6)判官(李朝時代の官職の従五位の位)

7)生員(普通官吏登用試験に及第した人)

8)文科(国家で行なう文官任用試験)

9)弘文正字(弘文館の-職)

10)副修撰(弘文館の正六位の官職名)

ll)吏曹(高麗及び朝鮮時の六曹の-。文官の選任と功勲封爵及び官吏

達の成績考査に関する仕事を掌った。 )

12)参判(吏菅の次職。吏菅の長は「吏曹参議(正三位) 」)

13)五衛都総府(五衛の軍務を掌る官衛。李朝世祖(七代目)の時に設

け、世祖後は単に名のみ存し、李大王(高崇)十九年1882日こ廃止

した。 )

14)刑曹(六曹の「。法律・訴訟・刑法等に関する仕事を掌った。 )

15)判書(六菅の長。正二位)

16)府院君(正一位の功臣の称号)

17)右議政(右大臣にあたる。 )

18)領議政(国務総理にあたる。 )
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2、 「語音翻訳」研究史

「語音翻訳」に関する研究(あるいは解説)としては次のようなものがあ

A、 1931年

伊波普猷「海東諸国記附我の古琉球語について」 『国語と国文学』第

八巻第三号

B、 1 932年

伊波晋猷「語音翻訳釈義一海東諸国記附載の古琉球語の研究-」 『金

沢博士還暦記念　東洋語乃研究』 (後「海東諸国記附我の古琉球語の

研究一語音翻訳釈義-」として『南島方言史致』に収載) ( 『伊波普

猷全集　第四巻』 (1974年)に収録)

C、 1978年9月

服部四郎「日本祖語について・7」 『月刊　言語』'78.9 (「日本祖

語について]のほぼ全般にわたって「語音翻訳」に言及されてい

る。 )

D、 1979年3月

服部四郎「 「語音翻訳」を通して見た15世紀の朝鮮語の発音」 『言語

の科学』第7号

E、 1979年3月・ 6月

多和田真一郎「十五・六世紀首里語の音穣一『語音翻訳』にみる-

(上) (下)」 『沖縄文化』第51号、第52号

F、 1980年3月

多和田真一郎「尚真王時代の沖縄語について」 『日本文学研究』第19
ijiiJ

Tテ

G、 1982年8月

多和田真一郎「沖縄方言と朝鮮語資料」 『国文学　解釈と鑑賞』第47

巻9号
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H、 1984年6月

多和田真一郎「沖縄語史的研究序説- 『語音翻訳』再論-」 『現代方

言学の課題　第3巻史的研究篇』

I、 1 990年

大塚秀明「『海東諸国記』の「語音翻訳」について」 『言語文化論

集』第32号

J、 1991年12月

菅野裕臣「言語資料としての『海東諸国紀』 」 『海東諸国紀一朝鮮人

の見た中世の日本と琉球-』

3、 「語音翻訳」の構成

前掲文献⑦に次のようにある。

はじめの会話の部分が当時朝鮮で用いられていた中国語教科書『老乞大』

と内容が似ていること、各項目が中国語ではじまるのは後に刊行される各種

言語の辞典の形式と似ていることも興味深い(p437)

これはひとつの知識として持っておいて、 「語音翻訳」の構成そのものを

見てみよう。

「琉球国」の風俗・習慣などに関し、 「-」何々、 「-」何々と箇条書き

ふうに記し、最後に「一語音翻詳」とある・。 「称是那裏的人♀叶木口蛸を」

の体裁で始まる、 169項目の語勇集といったところである。ただし、その項

目は、文あり、句あり、語ありで、一律ではない。

この語糞集で、まず目に付くのが、見出し語が中国語(漢語)であるとい

うことであるo暗示的でさえある。 「通草」を介さず、漢語・漢文を使って

の筆談の上に成立した語糞集であると想像することも可能性なしとしない性

質のものであるo　もっとも、 「漢文」至上主義の「朝鮮王朝」においては、
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漢語見出しは当然の帰結であったとも考えられるoその中にあって、 「外国

語」を表記するのに、中国の方法である音訳漢字を当てることなく、当時は

「諺文」と蔑称されていたハングルを使ったことを評価すべきであろうか。

また、 「語音翻訳」は、部立て分類からも自由である。部立て分類とは、

後述するように、中国資料がそこから抜け出ることのできなかった方法で、

「天文門」 「地理門」などと語嚢を分類、記述するやり方のことである。

「語音翻訳」の記述は、流れるように進む。流れすぎてめりはりがはっき

りしないきらいがないでもないが、よく見ると、内容的に大きく七つぐらい

に分けることができようo項目に通し番号を付し、それによって表示してみ

ると、次のようである。

工、 (1)称是那裏的人　(12)称初到江口人是好摩・・-「紹介」

Ⅱ、 (13)一路上喫食如何　(30)這箇人心腸ダ・・・・ォ-・・・・・- 「酒席」

Ⅲ、 (31)天　　　　　　(69)小路-・・・-・・・-・・・ 「時候・自然」

Ⅳ、 (70)酒　　　　　(106)錬---・・-・-・・-・・-・・ 「飲食物」

V、 (107)現　　　　　(140)柱・・---・・・-・--・・-・・・・「調度」

Ⅵ、 (141)身子　　　(153)牙歯-・・・-・・---・・.-- 「身体」

Ⅶ、 (154)花　　　　　(169)虎・・-・-・・--・・-・-・・ 「動・植物」

内容について少々紹介するo 「I、紹介」.と題した部分は、 ni)汝、い

づこ人」 「(2)私大和人」というやりとりに始まり、名は何と言うか、父

はあるか、兄はあるか、姉は?妹は?何時国を離れたかなどと、いささか格一

式ぼった、尋問調の響きがあるo　しかし、考えてみれば、我々が初対面で

「お国は?お名前は?、御両親は御健在ですか。御兄弟は?」などと聞い

ているようなものであって、このように考えると「語音翻訳」が実に身近な

ものに感じられてくるのであるoそうは言っても、堅苦しい雰囲気が漂って

いるのは否めないので、当事者もそれを和らげようとして、 「飲みながら食

べながら」を進めた(勧めた)のではあるまいか。 「Ⅱ、酒席」である。こ

の中に興味を引く記述があるoそれは「(16)無甚歴好下飯　さかなもありは

ぺらねども」 「(17)請-鍾鳳　さけひとつあげら」であって、二つの記述で
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一文をなすと考えられるo先に「流れるように」と述べたのは、このような

ことも含めてのことであった。

聞き書きの順に沿ってまとめたのではないかと思われ(『老乞大』のよう

な中国語教科書などを「調査票」のように使いながら) 、実際に即した記述

であると言えるo想像するに、前述したように、成希顔が琉球国使臣逮(梁

広　等)と応対および応待しているのを、下役が、風俗・習慣等の事項と

いっしょに、筆記したのではあるまいか。

ところで、 「語音翻訳」の価値を十分に認めながら、さらに注文をつける

とすれば、 「(16川7)」 (さかなもありはペらねども　さけひとつあげら)

のような記述で全体が貫かれていればどんなによかったかと思う。つまり、

接続詞や接続助詞などを伴った、文単位の記述であるoさらに言えば、やり

とりの一部始終を記録したものであるo無いものねだりであることは重々承

知しているのであるが、草稿の一部でも存在すれば、発見されればと願ラも

のである。

4、 「語音翻訳」の沖縄語

以下のハングル表記に関しては、それを転写(ローマナイズ)したものを

用いることにするので、 「語音翻訳」に現われたハングルとその転写芋との

対応表を示しておく(いくつもあるハングルのうち「語音翻訳」にはこれだ

けしか使われていないということである) 0

母音字

I ll　-†つ、1
i )〇l l∂　UJI Al

: _tl　　-蝣[- -1-　　　Mr ・."- ->!)寸tI ->蝣I
ai u o m ja ju jo oai oa ui 01

子音字

I.7~?/
1.I.:=r-し一I-'.'"-。I,、‥7こ‥r--;:_∴irTkkhotthnpphmscchstw
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「語音翻訳」に現われたハングルに関して伊波普猷に次のような記述があ

<>~

音訳には諺文が用いてあるが、諺文の制定( 『海東諸国記』の著者申叔舟も

委員の一人)より半世紀しかたゝないから、最古の字体が使ってなければな

らないはずだのに、中に千七百八十一年に改正した字母が見出されるのは、

後世翻刻した際印刷の都合上、新体に代へたと見ていゝ。 」 (『伊波普猷全

集　第四巻』p49 )

「改正した字母」というからには、 『訓民正音』で示されたハングル以外

に新しいハングルが作り出されたか、そうでなくても、例えば旧漢字から新

漢字が作り出されたような、何らかの改変が行なわれたことを意味する。時

代が下るにしたがって使われなくなったハングルはあるが、 「改正」が行な

われたことはない。

服部四郎「日本祖語について・7」においても、この問題を取り上げて詳

しく述べているOその結論は、 「一七八一年にハングル字母の『改正』のよ

うな大きな動きがあったという報告は今の所みあたらない。 」 (plOl)という

ものである。

「千七百八十一年に改正した字母」としたのは間違いであろう。そうであ

れば、その原因は何かなどを追究する必要があるかもしれない。.しかし、そ

れは別のテーマであって、ここで扱う必要はない。

後世使用されなくなったハングル(例、 Z)が使われていること、 『朝鮮

王朝実録』 「燕山君日記」の記述によ_る成立事情、及び収録されたその単語

・語法などから、 「語音翻訳」は、筆録後ずっと後になって翻刻されたもの

ではなく、 15世紀後半から16世紀前半にかけての沖縄語の姿を忠実に伝える

ものであると見てさしつかえないと考えられる。

伊波論文の誤謬に触れたっいでに、同論文の問題点について二・三述べて

おくのも、以下の諭の展開上有益だと思われる。
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@　ローマナイズは、音声表記なのか、音素表記なのか、あるいは、ハン

グルの転写(または翻字)なのかoはっきりしないところがある。

㊨ 「朝鮮語には殆ど濁音がないために、 L(n)也(り) ・ロ(m)の何れ

かを附けて、次の文字を濁った」 (『伊波普猷全集　第四巻』P55)と言

うが、どうか。

この他にも細かいことがいくつかあるが、ここでは、この二つについて簡

単に述べておくo (詳しくは、多和田(1979)参照)

㊥に関連して、次のような記述がある。

当時Oはuに遷る途中にあった為に、時としてはOに聞こえ、時とし

てはuにも聞こえ、又eもiに移る途中にあった為に、時としてはe

に聞こえ、時としてはiにも聞こえたので、まちまちな記号が使われ

たと思われるO (だから釈義のところで諺文の音訳をローマナイズす

る時には、便宜上Oとuとの間の音にはUを用ゐ∴eとiとの間の音

にはIを用いることとする。) (同全集　P52)

多分「音額諭」の洗礼を受けなかったであろう伊波としては、こうするし

かなかったのであろうo同じハングル「-joJを(yU)とも(yo)とも(yu)ともし

た次の例を示せば十分であろう。

清酒'jo-ka-sa-k臥i ('yuka sakl)

fiwTflR sa-ka-na-'jo-ra-ri (sakana yorari)

晩夕'jo-sam-pwi (yusabl)

㊨に関しては、 「有声子音の前の鼻音」で詳しく扱う。結論だけを言え

ば、伊波の記述は誤りであり、実際に鼻音が存在したということである。
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さて、本題にもどる。

本文は、国書刊行会復刻版『海東諸国紀』中の「語音翻訳」によるが、翻

刻上の誤りと思われるものや朝鮮語の影響によって誤ったと考えられるもの

など、ハングル表記に疑問のあるものに関しては、その都度、正しいと推定

されるハングル転写を<　>に入れて付記する。

なお、語例の頭の数字は、便宜のために各項目に付した通し番号である。

用例は、必要最小限に留め、 「見出し語通し番号、中国語、ハングル(伝

写)」の願に示し、その後に( )で「日本語(釈)」を付す。

Iflングルの音節と音節との　間にr・」を大紋。1

ここでは「.共時」を考える。第二節及び第二章～第四章についても同じで

ある。

「通時」的考察は、纏めの意味を込めて、第五章で行なう。

◇ ◇　　　　◇　　　　◇ ◇

『海東調削「語調訳」
(国書刊行会1975年　復刻版による)
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4- 1 母音

4-1-1　*/イ/

*/イ/相当部分は、ほとんど、ハングルの「i」で表記されている。一

例だけ「J〇」がある。用例は次のようである。

(3)甚磨　　　　kj a u ka　(いかいふか)

(10)幾時

(162)狗

(29)心腸

(133)衣服

(36)雪

(54)秩

(88)兎

(3)本国

(27)白

(158)午

(66)頂

(64)也

(68)拷

(145)口

(71)白酒

(102)普

(163)辛

(1)人

(47　向日

(68)描

9i;醤

i t C A　　いつ、何時)

n o　　いぬ、犬)

ki m o　　きも、肝) (心)

ki　ォ　r u<n u>　(きぬ、衣)

I j u・　ki　　ゆき)

a ki　　　あき)

u s aヮ　ki　　　うさぎ)

s 1 m a　　しま、島) (故郷)

s 1 r u s a　　しろさ、白さ)

u s l　　　うし)

c a n c l　　　つじ、頂)

ci　(ち)

ml cl　　みち、遭)

k hui cl　　　くち)

ri甘くniて7>・　kA　・　n a<ri>・　s a　・　kiui

(にごりさけ、濁り酒)

ri<ni>　　　　　s a　　にがさ、苦さ)

pl C A c j a　　ひつじ)

p hi　・　c h j u　(ひと)

p hi r u　　ひる、昼)

ml c l　　みち、道)

ml s j o　　みそ、味噌)
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(121)紙　kha ml　　かみ)

(139)炭　s A ml　　すみ)

(4)有　　a rl　　あり、有り)

(107)硯　s u CA ri　　すずり)

(161)鶏　thu rl　　とり、鶏、鳥)

(40)請了　Ja・sa・mj〇　1S cj〇i (やすみいりて)

ハングル「i」の音価そのままに[i]であったとして大過なかろう。

「落了　Ja SA mj〇　1S CJ〇i」の「mj。」は、多

分にバロール的なものであろう。

4-1-2　*/エ/

*/エ/相当の部分に、ハングルの「i」 「j〇i」 「jo」 ru,i」

「Ai」が現われ、複雑な様相を呈している。

同じ「テ」に対応すると思われるものの母音部分が「i」とも「J〇i]

とも表記されている次の例がある。

(23) (酒)'尽了　ml na rat<nat>サt　みななりて)

(59)後日　　　　s at・ti (あさって)

(76) (酒)酔了　　　　u thi (ゑひて)

(32) (天)陰了　ku mo tj oi (くもりて)

(33) (天)晴了　Pha ri tj〇i (はれて)

(34)下(雨)　phut・t　〇i (ふりて)

(39) (目頭)上了　　av'kat・tj〇i (あがりて)

これら・の例から、共時的には、 「i」と「J・。i」とは同一の音素に該当

すると判断されよう。

次の例は、 「j〇i」と「u,i」とが自由変異音であることを示している

と言える。

(80)大米　kho・mj〇i (こめ)

2　2



(83)米　k o muii　こめ)

「j〇i」と「tui」とは同一の音素に該当する。

次に、 */エ/に対応すると思われるもので、別の表記法のなされている

例について考える。参考のために、 『沖縄語辞典』 (の音顔表記)の対応現

代語も示す。 (アクセント省略)

(31)(32)(33)天　thJ〇n (てん　　　　　　　tin (天)

(38)(39)目頭　thj〇n ta (てんだう)　tiida (太陽)

(62)開年　mj a u nj〇n (みやうねん) -nlN　　年)

これらについては、次のような解釈が妥当と思われる。

150時前後の朝鮮語で「天」は「thj〇n」であった(因みに、現代語

はC〇n)o　これに引かれて「天　thJ〇n」とした可能性が大である。

もしそうでないのなら、 「体面　thj〇　　mj〇n」などの例のように

「thJ〇i」という綴字法は許されるのであるから、 「天thJ〇in」

と表記されたであろう。

「目頭」に関しても同様であろう。 「太陽一天」の連想が働いたに違いな

い。

「開年　mj a u nj〇n」のトnj〇n」も、朝鮮語の「年」

の「nj〇n」に引かれてしまったものであろう。

以上のように、ハングルの「iJ 「j〇i」 「J〇」 「uli」は*/エ/

の異音を表記したと考えられ、 [e]が[i]へと変化していく過程におけ

る中間的な母音の姿を写し取っていると見ることができる。

それぞれの音価はどうであったか。許雄(1965)に依ると、 (当時の)朝鮮

語の「〇」は【a]で、若干前舌的であったというから1-「j〇」は[e]

を表記したと考えられようoこれから推して「J〇i」は「I]であろう。

…°-・・・a・--.-　　　-..--・・サ・--.-.-.-.-　　　--　　　　　　　　　　-..--...--　　　日日▼

ll 『国語音韻学』p344、p358
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「lni」の朝鮮語の音価は[1j]であったとされるから、これで表記され

た沖縄語にも同様の音があったと考えられる。それは[1]であったであろ

うo (服部四郎「日本祖語について」の言うように[!i]の可能性も考えら

れなくはない。 )

これらがどのような変化経緒を辿ったかを考える。その際に次の例は注目

に値する。

(6)姐姐　　a r Ai<nAi>

[e]が[i]に変化する間に[1]を経由するが、その前に一時的に

[6]に移行したことを物語る例であろう。 e-百一i'-i2)の全変化相を

「語音翻訳」が具現していることになる。

因みに、近年まで[?umani　3 (思姉)という語が行われていた。

語例を追加しておこう。

(17)酒　s a kuii (さけ)

(78)喫飯' aヮ　khi rl　あげれ)

(22)喫　r o<no>・mi<ma>　s j Oi (のませ)

(148)手　t hi (て)

(17)-　pu・t j〇　　C A (ふてつ)

(109)筆　phun・ti (ふで)

(130)鍋児　n a・piul　なべ)

(35)雨　　a muil　あめ)

(21)他　　a riul　あれ)I

▼=　・・・　・・・　*=　-　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　-　-Ⅰ ▼　　　　　　　　　　　　　　-　-▼　-. -　　　　-　=▼　=▼　°日　日°　°日　日°

2)中本正智(1976) pl09、pllO
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4-1-3　*/ア/

ハングルの「a」で表記されている。これについては問題なかろう。ハン

グルの音価[a]と当時の沖縄語の音価とは大差なかったであろう。

語例は次のようである。

(18)他　　a ruil　あれ)

(26)紅　　a k ai　・s a (あかさ)

(93)芥　kh a・na<r a>　sl　か_らし)

(41)風　k h a n cml　かぜ)

(16)飯　s a a na (さかな)

(134)袴児　Ph a・ka ma　はかま)

(39)上了' aヮ　ka t・t j〇i (あがりて)

(102)苦　ri<ni>・ka s a　にがさ)

(16)飯　s a・k a・n a (さかな)

(70)(71)(72)(73)(74)(75)(76)酒　s a・kuii (さけ)

(ll)正月　s j a oワ　ko a・ca (Lやうぐわつ)

(27)白　sl r u s a (しろさ)

(166)龍　t h a C A (たつ)

(ll)初(三日　　c hui・t ha cl　ついたち)

(129)刀子　kh a・t a・n a (かたな)

(50)涼快　s an・t a・s a (すださ) (すずしさ)

(58)明日　　a c j a　あした)

(67)底　sl c j a (した)

(100)茶　c h j a (ちゃ)

(167)象　c a<c au> (ざう)

(2)姓　n a (な)

(53)夏　n a t・c a (なっ)

144)鼻　P h a・n a (はな)

(33)晴了　Ph a rl t j〇i (はれて)
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(52)春　p h a・　r u (はる)

152)牙歯　P h a (は)

(104)淡' a・、p a・　sJ a (あは(し)さ)

(132)火盆　p hi　・p h a・ci (ひばち)

(77)飯　　om p a ri<ni> (おばに)

(118)帳　ma・　k u (まく)

(2)日本国　　J a ma t o (やまと)

(159)馬　　u ma (うま)

(62)開年　m j a u n j〇n (みやうねん)

(HI)(113)箭　　　　　j a (いや)

(136)瓦　k h a r a (かはら)

169)虎　t o・r a (とら)

(2)(9)(ll)我　wan (われ)

(18)湯' o a・ka・si (わかせ)

4-1-4　*/ウ/

基本的にハングルの「u」で表記されているが、 「o」や「^」や「u」

などの例もある。用例は以下のとおりである。

「u」の例

(88)兎　　u s av・ki (うさぎ)

(158)牛　　u sl　うし)

(159)馬　　u ma (うま)

(137)草子　ku・r u・ma (くるま)

(118)帳　ma・ku (まく)

(20)撤酒風　s a ka・ku rul　さかぐるい)

(48)暖和　nuk<n uk>*s a (ぬくさ)

133)衣服　ki・r u<n u> (きぬ)
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(17)-　Pu t j〇　　C A (ふてつ)

(34)下(雨)　phut・t　〇i (ふりて)

(36)下(雪)　phu・ri (ふり)

(52)冬　phu j u (ふゆ)

(89)油　　a Pu・r a (あぶら)

(47)白日　phi・r u (ひる)

(52)春　ph a・r u (はる)

「o」の例

(131)等　pha o ki (はうき)

(65)平正　ma・s aワ　ko (ますぐ)

(119)席子　mo sl ru (むしろ)

(162)狗　　　　no (いぬ)

(114) C弓)弦　co nu<ru> (つる)

「A]の例

(50)涼快　san La sa(すださ) (すずしさ)

(112)岱　sA (す)

(107)現　sa・ca・ri (すずり)

(108)墨　s A ml　すみ)

(139)炭s A ml　すみ)

(26)(27)面　cA r a (つら)

(142)面　c ha・r a (つら)

(60)月　CA ki (つき)

(166)龍　th a・ca (たっ)

(53)夏　n a t・ca (なっ)

「lLJ」の例

(145)口　khui cl　くち)
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「u」で表記されたものは問題なかろう。ハングルの音価[u]に準じよ

う。

「o」については、次の「*/オ/」のところで述べる。

「A」で表記されているのは、ウ列音中「ス・ツ」に対応するものであ

り、かつて貴族・士族の男子が学習と厳しい嬢とによって習得したという

si (【si])　Cl 【tsi])と対応している。さらに、現代沖縄伊江島方言

の【si川Ji】と対立)・[tsi用tJi]と対立)とも対応するものである。

エ列音に対応するものが「iJ 「j〇iJ 「j〇」 「uJi」 「Ai」とさ

まざまに表記されているのと対照的に、 「 114) (弓)弦　c o nu

<ru>」を除いて、 「A」で表記され、ほとんど揺れがないO　当時一応安

定した音であったと考えられる。

「A」の音価は、 『国語音韻学』によると、 [A]-[v]とある。後舌

母音であるということになるが、このハングル「A」は、 1780年頃にtま消滅

し、代わりにその場所に現われたのが「a」及び「ul」であることから推し

て　3) 、多分に中舌的で「uIJに近かったといえよう。

ハングルの「A」が非円唇母音であることを重視すれば、 「A」で表記さ

れた沖縄語の音価は[hi]であると判断されようし、 「A」が多分に中舌的

であって(ハングルの) 「tu」 (音価は[l] )に近かったということに力

点を置けば、 [ォ]であると考えられよう。どちらも可能怪がないわけでは

ないo結局は、 [(s) u]からC(s) i]へ移行する過程において、 「語音

翻訳」がどの時期の様子を示していると考えるかである。変化の初期の段階

と考えるか後の段階と考えるかである。

これに示唆を与えてくれそうな例がある。前述の「 (114) (弓)弦

c o nu<ru> (つる) 」と、他に「(71)白酒　r i甘くniワ> ・

ka・n a<ri>・s a・kmi　(92)醇　s A U」がある。

°°°　-*　・ォ・　・*・　・・*　蝣・▼ .- ... -・　・・・　・*・　・・・　・・・　サ- ... -　　　　　　　　　　　-・　**・　-・　・・・　*-　▼-　=°　=*　・・・　・・・　・・・　・・・　・・・　・=

3)例　k j〇　z ar-k j〇　iur (冬)

ma r a t a-m a r m t a (乾く)

s A t a-s a t a (買う)
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(114)の「co・ru」は「ツル」に対応し、 (71)のrniワ　ka

ri」は「ニゴリ」に対応すると考えられるo 「cAJと表記されてしかる

べきところが「co」とされ、 「ko」あるいは「ku」と表記されてしか

るべきところが「kA」とされていることは、ハングルの「A」で表記され

た沖縄語の音が、多分にハングルの「o」あるいは「u」に近かったことを

頬わせる(「u,Jに近ければ「cin・ru」 「niワ　kw rl」と表記

される可能性もあった) 0

しかし、近いだけで、同じではなかった(92)の「sA U」がそれを

物語っているo 「A」と「u」とは、非円唇か円唇かで対立していたのか、

それとも中舌か後舌かで対立していたのかo 「A」が「uりよりはro」 ・

「u」に近かったらしいことを考慮に入れると、非円唇と円唇との対立で

あったと考えたほうが無難なようであるoつまり・ハングルのrA」は沖縄

語の[Ill]を表記したものであるらしい。

さて、これを音韓と認めるかどうかの問題が残されている。結論から先に

言うと、共時論的には/u/の異音として処理されようが、通時論的には音

素を設定したほうが良いと考える。

「語音翻訳」による限り、 [ui]は/S/と/C/との後にしか現われな

いのであるから、~共時態で考えれば、相補分布をなしていることになる。

(71)白酒　riワ<niワ>*kAォna<ri>*sa'kuii　を考

慮に入れると、自由変異音と見たほうがより妥当かもしれない。

しかし、通時的観点に立っと、伊江島方言などに見るように、現代の方言

が、子音の対立としてではあっても、その痕跡を留めていることは看過され

てはなるまいoさらに、この音が、 [1]を経て現代語の[i]へと変わっ

たことは疑いを容れまいから、音韻と認めるのは不当ではないと思われる。

これを音韻と認めると、音韻体系に不統一を生じる形となる。それはそれで

結構であるo音韻体系の不統一あるいは乱れこそが変化の証左となろうから

r,f,ろ〈

音素記号としては、 HI　としてもよいが、ハングルの転写記号ru,」と

紛らわしいので、 /ォ/を用いることとする。
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(145)日　khui cl　は、 「母音の無声化」で扱う。

4-1-5　*/オ/

ハングルの「o」 「u」で表記されている。 */エ/のように複雑ではな

いが、 */ア/のように単純というわけにもいかない。まず、用例を見てみ

よう。

「o」の例

(7)妹子　　o r a<na>　rl　をなり)

(68)大路　　o pu ml cl　おほみち)

(79)飯' o Pa ri<ni> (おばに)

(90)塩　ma sl o (ましお)

(115)窓　tho o rl　とはり)

(9)旧年　ku・c o (こぞ)

(83)米　ko miui (こめ)

(94)胡槻

(141)身子

(30)心腸

(12)江口

(32)陰了

(29)好'

k h o sJ o (こせう)

t o u　どう)

ki　-m o・r o<n o>-(きもの)

phu・r a<n a>　mo t o (ふなもと)

k u・mo　・　t j〇i (くもりて)

J o t a・　s j a (よたさ)

「u」の例

(85)魚　　　　　u (いを)

(14)多酒　　o pu sl　おはし)

(68)大路　　o Pu ml cl　おほみち)

(9)旧年　ku・c o (こぞ)

ll)今年　ku・tu sl　ことし)
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(69)小路　k u ml ci　こみち)

(156)黒　k u r u s a (くろさ)

(161,鶏　t h u rl　とり)

119)席子　mo sl r u (むしろ)

(27)白　sl r u s a (しろさ)

「*/ウ/」のところで、 「ウ」に対応する「o」の例を見たが、ここで

は、逆の、 「オ」に対応する「u」の例を見ることになった。改めて、代表

例を見てみよう。

「ウ」に対応する「o」の例

(131)等　Pha　二__旦　ki (はユき)

(119)席子　堅旦　Sl ru (むしろ)

(162)狗' i・旦且(い塾)

「オ」に対応する「u」の例

(9)旧年　互旦　c o (三ぞ)

(ll)今年　互u tu sl　三とし)

(69)小路　互旦　ml cl　三みち)

(156)異　ku・三」主　s a (く旦旦)

(161)鶏　t h u ri (とり)

(119)席子　旦旦　Sl ru (むしろ)

(27)白　si・工」主　s a (しろさ)

これらは、当時の沖縄語では[u]と[o]とを区別しなくなっていた、

あるいは、できなくなっていた証拠とすることができよう。

さらに、次のような例からは、ハングルの「o」と「u」とは異音を表わ

していると解釈するしかない。

(87)猪　　o o a

(160)猪　　u o a

l)(2)人　p hi　・c h j u

(29)(30)人　p h CJ O
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音価は、ハングルの「u」で表記されたものは、それと同じ[u]として

よいが、 「o」で表記されたものについては、一考の要があろう　/*o/

から/u/への変化過程にあると考えられるから、もとの[o]よりは

[u]に近付いた音でた・つたと言えよう　[u]あたりか。

さらに言えば、 */ウ/と/*オ/とが、状況に応じて、 [u]とも

[o]とも[U]ともなったというのが、あるいは、実際に近いのかもしれ

ない。

4-1-6　二重母音、長母音

(56)今日　khj o o 115)窓　tho蝣　o rl　でわかるよ

うに、長母音を表記するために同じハングル母音を重ねる方法をとったと判

断されるoしたがって、別の母音の続いている次のような例は、二重母音を

示していると認められる。

(26)紅　　a kai sa 163日章　phai (75)無　nai

(99)菜読　so nai (122)匙　khai　(138)卓子　t h a

ki<k a>　t ai　(128)梯子　k h a

131)等　Pha o　　[155)緑　a o sa (ll)正月

s j a oワ　k o a・ca　(96)生墓　s j a oワ・ka

(86)鹿　k h a u

(92)醇　s A ・' u

(90)塩　ma・si o (95)川椴　san・s‥　0　46)黒夜

u ru (57川乍日　kh ri<ni>　　u (114)弓

u  m 1

(141)身子　t o*　　u

(9)(63)正月　sJ O o V'k o a・c a

151手指頭　　OI PUll

103)酸　sUl sj a (126;砂貼是　sui・ruil (ll)初
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c hui・t ha ci (29)撤酒風　s a ka・ku rul (124)

絹　P h u・　r ui　(143)眼　mui

以上から、 「o' o」、 「aiJ 「at i」、 「a' o」 「a' u」、

「A' u」、 「i' o」、 「i' u」、 「o' u」、 「oi」、 「ui」の

組み合わせを見ることができる。

「o' o」は、長母音[〇:]を示していると見て間違いないと思われる

が、 「(9)(63)正月　sJO oV・ko CA」は、扱いに注意を要

するものである　Cau]-[〇:]の変化を先取りした例であると言えよ

うO 「11)正月　s j a o V・ko a・ca」の例もあるのであるか

ら、音韻論的に強いて解釈すれば、 /-au-/とすべきであろうが、この

「-o o 」の具体音声が[〇:]であることを推定するに留めたほうが

よいと思う。

「(56)今日　khj o o (115)窓　tho o rl」は、それ

ぞれに音嶺的に対応する現代語[t u ]・[tu Jl　に引きつけて

解釈すれば/kjuu/'/tuurl/のようになるかもしれないが、こ

れらも、具体音声が[〇:]であることを推定するに留めたほうがよがろ

う。

「aiJ 「a' i」は、 [ai]であるとしてよかろう。 『おもろさう

し』においてもまだ長母音になっていないし4㌧朝鮮語においても[ai]

-　U:]の変化は、 19世紀に起こったことである。

「ai」と「a' i」との書き分けは、アクセントの違いを示そうとした

ことによる可能性が高い。 『沖縄語辞典』の次の例がその裏付けとなる。

kee㊥(名)さじ(匙　　　kee①(名)ひっ。衣裳箱。  (後略)

㊥と①とは、アクセントを示していて、㊥が平板(ke e)を、①が頭高

(首ヨe)を表わす。これを参考に次のように言うことができよう0

°=　　　- .- .- .- .- ...-. .-　-. -. -. -　　　　　　　　　　-. -..- ... -. -. -. -. -. -°　°=　°=　°=　▼=　°=　°=

4'高橋俊三(1980) 「『おもろさうし』の表記法と音韓」 (複製『商家

本おもろ御さうし』第四分冊付録『解説おもろさうし』)章照O
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「(122)匙」は「kh ai」でよいが、 「(128)相子」はそうはいかず、

「k h a 'i」としたのであろう。現代ソウル語ではそうではなくなってい

るが、中期朝鮮語は高低アクセントを有していたから、 「語音翻訳」の筆録

者は、 「匙」と「梯子」とのアクセントの違いに注意を払ったと思われる。

「匙」は[k al　、 「梯子」は[k al　であった。

「a' o」 ・ 「i' o」 ・ 「o' u」 ・ 「oi」は、音額諭的には、それ

ぞれ/au/Vi¥x/'/uuノ　/ui/と解釈してかまわないが、具

体音声としては、それぞれ[a o]・[i o]・[ou]・[oi]にかな

り近かったであろう。

「^' u」は、 [uiu]か　/ォu/と解釈できよう。

「ui」に関して、 「(103)酸　s U 1 s j a」は音声としては

[swi )a]であって、 /sォi s j a　と解釈されよう。この語は「ス

イサ」に対応すると考えられる。前述したように、 「ス」に対応するものは

「s A」と表記されるのであったから、 「sA s j a」と表記され

るべきところであろうが、そうはなっていないので[suJ I a]などでは

なく[swi¥a]を写そうとしたと考える。 (ちなみに、 [sui S a]

であれば「s u s j aJ　と表記されたであろう。 )

「(143)眼　mui」は、表記の上から、ここに置いたが、 /*エ/に関

係して「第五章」で改めて扱うことになろう。

長音であったと思われるもので、長音表記のなされていないものも、わず

かながら、ある。次のような例がそれである。

(64)地　cl　(100)茶　c hj a (116)門　z j o

4-1-7　母音の無声化

母音の無声化を示していると考えられる次のような例がある。
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(48)暖和　r uk<nuk>ォs a　(49)天熱　　a s a

(145)口　k hui cl　(43)清早　s t o・mmi　・ti

これらは、それぞれ、 [nukusa]・[?ats曾sa]O

t si]・[siutum王ti]を表わそうとしたものに違いない。
○

[k u
°

「(145)口　khin cl」は、第一拍目に無声化が起こったために、

「ruk<nuk>ォs aJ 「　ak s a」のように子音だけでそれを

示すことができず、母音「lu」を加えることで示した。ハングルで「kc」

あるいは「khc」という綴字法が許されなかったからである。これに反

し、 「(43)清早　s to mmi ti」の場合は、 「s t」が許されるの

で、それが使えた。

4-2　　半母音

4-2-1　*/j/

現代語と同じと考えてよかろう。

(用例) (2)日本国　　j a・ma・to (4)父親　　a s j a

(29)好　　yo・ta・s j a (56)今日　khj o o

(116)門　zJ o

4-2-2　*/w/

これも現代語と同じと考えて差し支えないと思われる。

(用例) (2)(9)(ll)我　wan (3)姓　na oa (なは)

(18)港(酒　　　o a sl　(81国、米　　a o a

(ll)正月　s j a oワ　koa蝣cm (25)坐　Ju
▼

o a i・r l

「o ai」は[wai]を表わしていると見る。
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4-3　　子音

4-3-1　*/キ、ケ、カ、ク、コ/の子音

ハングルの「kJ 「kh」で表記されているoいわゆる語頭では強い有気

音を示す「kh」の例が多く、語中ではそうではないrk」の例が多いが、

次の例でわかるように、その時に気音が強ければ「kh」とし、弱ければ

「k」としたもののようである。

(80)米　kho・mj〇　　(83)米　ko mu-i

無気音を示すハングル「kk」で書かれた例はないO

以上のことから、音価は[k　　当であったと推定される。

「*キ」相当部分は「ki」 「khi」で表記されている。破擦音化して

いない　i/の後の「カ」は「kJa」である。口蓋化している。

(ll)到　kit cj〇　(29)(30)心腸　ki mo (133)衣服

ki・ru<nu> (36)(37)雪　Ju ki (54)秋　　a ki

(57)昨日　khi・ri<ni>　　u

(22伸' Jo kj〇　na<ra>　u (17日18)(19)(23)

(70)(71)(72)(73)(74)(75)(76)酒　s a kuii

(147)頭　a nan<ran>　zu (16)飯　sa ka na

(20)撤酒風　sa ka・ku rul (72)清酒　jo・ka sa・

ku-　(134)袴児　Pha a ma

(93)芥　kha・na<ra>　si (41)風　khan cml

(117)掛帳　kha・sjaくcja> (121)紙　kh ml (129)

刀子　kh ta na (136)瓦　kha・ra

(137)車子　ku ru ma :i56)黒　ku ru sa (118)悼

m a k u　　(145)口　k hin ci

(29用o)這筒　ko no　(83)米　ko mml (80)米　kho

mJ〇　(94)胡槻　kho sJ U
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(9)旧年　ku c o (69)小路　ku ml cl (19)釆　ku

(9)甚磨　　　　k j a　　(56)今日　khj o o

4-3-2　*　ギ、ゲ、ガ、グ、ゴ/の子音

ハングルの「k」で表記されており、 「ワ」に後続する形で表記された例

が多いo　この「ワ」に関しては「4-4　挿音」のところで詳しく述べるO

音価に関して、 [g]であってlv]ではなかったという決め手はない

が、現代(沖縄)語のガ行子音が語頭・語中とも[g]であり、また、現代

朝鮮語でt7の次のkは有声音となるが、それは[g]であることから推し

て、 [g]であったと判断しておく。

(88)兎　　u saヮ　ki　(7.8)喫飯' aヮ　kuii ra (n;

請　　a・ktui ra　(13)喫飯　　a kiォmo・ro<no>

(15)好下飯　　o sa ka ra na (39)上了'　a　ヮ・

kat'tj〇　(96)生董　s j a oワ　ka　(65) (地)平正

ma・sa甘　ko (20)撤酒風　s a ka u rul　(9)(63)

正月　s j o oV・koa ca (61)来月　tJ・〇　　　o a甘・

k o a　・　c a

4-3-3　*/チ、テ、夕、ツ、卜/の子音

「テ」 「夕」 「ト」に対応するのは「t」 「th」で、 「チ」 「ツ」に対

応するものは「cJ 「ch」で、それぞれ表記されている。

また、/i/の後の「テ」 「夕」 「ト」のなかにも「C」 「ch」で表記

されたものがある。破擦音化がかなり進んでいたことを知ることができる。

語頭では強い有気音の「thJ、語中ではそうではない「t」の例が多

い　[t, th]であった。

「C」 ・ 「ch」に関しても、次の例により(当時の沖縄語に)気音の有

無による対立のないことがわかる。
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無気音表記( 「t tJ 「c c」など)の例も見当たらない。

(1)人　p hi　・　c h j u

(20)人　p hi c j o

(26)面　C A r a

(142)面　c h a　・　r a

15-6世紀頃の朝鮮語の「C」 ・ 「c h」は、それぞれ[t s」　[t

であるとされるが、 「(100)茶　c h j a」の例により(当時の沖縄語に)

[t　]も確認できる。

「cA・r aJは[t stur a]であろうが、 「c ha・r a」もあるか

ら、多少口蓋化しはじめていたのであろう。 「人　phi c j o、 phi

c h j u」も同様である。

(59)後日　　　　s a t・ti (148)手　thi (34)下雨　phut

I t j〇　　　(166)龍　t h a・c a　(ll)初(三日　　c hui

t h a cl　;ii5)窓　t h o o rl　(169)虎　t o r a

(161)算島　t h u r 1

(64)地　Cl (145)口　khlu Cl　(142)面　c ha・r a (17;

-　p h u　・　t j〇　　C A　(53)夏　n a　・　c a

(150)舌頭　sl c j a　(9)起身　t hat cJ〇　(ll)到

ki t c j O　　(1)(2)人　p hi　蝣c h j u

lOO)茶　c h j a

4-3　　　　*/ヂ、デ、ダ、ヅ、ド/の子音

「デ」 「ダ」 「ド」に対応するのは「t」で表記されている　[d]で

あったと考えられる。

「ヂ」と「ヅ」とに対応する例は見当たらない。存在すれば、・「チ」 ・

「ツ」との対応関係から考えて、 「C]か「Z」かで表記されたはずであ

る。
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先行の「n」と関連して「4-4　樽音」の項参照。

(109)筆　P hun・　ti　(38)目頭　tJ〇n・　t a　(141)身子

t o　　-　u　(138)卓子　t ha・　ki<k a>・　t ai

4-3-5　*/ヒ、へ、八、フ、ホ/の子音

ハングルの「p h」と「p」で表記されている。それらと対応する現代語

とを比べてみると、次のようなことが言える。

①　「pi」で表記されたもので現代語で[◎i] (hwi)であるもの

と同時に、 「phi」で表記されたもので現代語で[◎i3 (hwi)で

あるものが存在する。

②　「p u」で表記されたもので現代語で[◎u] (h u)であるもの

と、 「p h u」で表記されたもので現代語で[◎u] (hu)であるもの

を比べると、前者が語中であって「ホ」に対応するものであるのに対し、

後者は語頭であって「フ」に対応するものである。

③　その他の「p h」は、すべて語頭である。

(例) (対応現代語は『沖縄語辞典』による。アクセント表示省略)

(163)羊　pl c a・c j a

(132)火盆　p hi　・p h a・ci

(149)足　p hi s j a

(14)多酒　　o P u s 1

(68)大路　　o p u・mi cl

(52)冬　phu・' j u

(109)筆　p h un・　ti

(98)蒜　p hmi r u

(153)花　P h a・n a

hwi ci zi (末)

hwi b a ci (火鉢)

hwi s j a (足)

?u h u s a n (多い)

?u humi ci (大通り。大

道)

hu j u (冬)

h u di (筆)

hwi r u (大蒜)

h a n a (花)

以上のことと、例えば「花」が[◎ana]であれば「ho a・n a」と
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表記された可能性があることを考え合わせると5)、 「ph」は([◎]では

なく) [　　を示している可能性が高い。

(その他の用例)

(164)老鼠' o・つa Pi chju (104)淡　　a P a

s j a　(17)-　p u・　t j〇1・C A

(1)(2)人　phi・chju (47)向日　phi ru (33)晴了

pha・ri・tj〇　(52)春　pha・ru (131)等　pha

o ki (134)袴児　Pha・ka・ma (144)鼻　Pha・na

(152)牙歯　pha (12)江口　phu・ra<na>　mo to

(34)下(雨)　phut・t　〇　(36「F(雪) Phu ri

4-3-6　*/ビ、ベ、バ、ブ、ポ/の子音

ハングルの「p」で表記されている　[b]であった。

先行の「m」に関しては「4-4　掃音」の項参照。

(24)要子　　a sium・pi (97)葱　kiv pi na<ra>

(45晩夕　　jo・sam・puii (77)飯　　om Pa ri<ni>

16)無甚磨　　a rj a-piui・ranォru<tu>　mo

(130)鍋児　na・porl (151)飯　o pa ri<ni> (80)飯
I

o p an・r a<ni>　(81)飯　　　o p a n ri<ni>

(89)油　　　　Pu r a

4-3-7　*/シ、セ、サ、ス、ソ/の子音

ハングルの「S」で表記されているo 「s a」と表記されたのと

「sja」と表記されたのがあるところから、音価は[s] [nであった

tH-.-----..-.---..-.---.---.-.-.-.-.-..------.--..--=°=…

51 『郡毎録』 「琉球」語には、 「hoa*chi・koa・chi」

(八月)の例がある。
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ことがわかる。

(3)本国　sl ma (27)白　sl ru s a (67)底　s i .

cj a (150)舌頭　sl cj a (ll)今年　ku・tu sl (14)多

酒　　o pu sl (90)塩　読　　sl o (119)席子　m u .

S 1   r u

(5)轟轟　sin ca (100)焼(茶　　oa ka sl (22)鰭

(他)喫　r o<no>・mi<ma>　s j〇i

(16)飯　s a a na (95)川棚　s an sl o

(50)涼快　san・ta・sa (92)醇　sA U (107)硯　sA・

cA rl (108)墨　s A ml (21)不要蹟　r o<no>　ma

s A r a<na> (25)平　ma・saワ　ko (40)落了　J a

s a・m j〇　　1S CJ〇　　(43)清早　s t o rauii ti

(103)酸　s Ul s j a (126)砂貼是　s ui・rini

(99)菜菰　s o n ai

1.1)正月　sj a op koa・ca (96)生董　s j a oワ・

ka (4)父親　a sja (29)好　つo ta Ja (104)演

a P a・s j a　(149)足　p hi s j a

(9)(63)正月　sJO oワ　koa・ca (91)醤　mi sj o

(94)胡槻　kho sJ U

[si]と[Si]との対立があったかどうかは、ハングルの表記から

は、わからないo対立があったとしてや、ハングルではともにrsi」と表

記する以外に方法はない。

ここで「4-1-4　*/ウ/」の項で述べたこ・とを想起したい。

「sA」で表記されたものは「ス」に対応するのであった。

ところで、貴族・士族の成年男子が近年まで区別していた[日]と

sl　との対立について考えてみると、次の例のように、日日は

「シ」 「セ」に対応し、 [si]は「ス」に対応する。

[◎u ij husl　星　[?a!i] ?asl　汗)

[sina] sina(砂　[simi slml　墨)
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[u] - [in] -[i]- [i]と変化したことによって、 「シ」 「セ」と

「ス」との対立が[ iJ　と[si]との対立として実現したのであろう。

このことと、現在でも[S i　: [sl　の対立を有する伊江島方言などで

は、 [?a si ] (汁)のように、 [si]に「セ」と対応するものが含

まれることを考え合わせると、現在では「シ」 「セ」がともに[S i]に

なっている沖縄語(首里語など)においても、 「ス」が[sIII]である段階

では、 「シ」の[S i]と「セ」の[si]とが対立していたと考えられ

る。だから、たとえば、 「(27)白　si・r u・s a」は[S i r u s a]

であり、 「(5)等寄　si n c a」は「先者(センザ) 」に対応し、

[si n d z a]であったろう。

4-3-8　*/ジ、ゼ、ザ、ズ、ゾ/の子音

ハングルの「Z」および「C」で表記されている。

(116)門　z j o　(147)頭　k a・n an<r a n>　z u

(66)頂　can・cl (41)風　khan eral　(5)等苛　si n

c a (167)象　c a<ca' u> (107)硯　sA CA rl (163)

羊　pl CA c j a　(9)旧年　ko c o

「-n z-」と-「-n c-」とで違いがあるかということになるが、

用例を見た限りにおいては、違いはない。ともに[(n) dz]か[(n)

dz] 、あるいは[ (n) d3]を表わしていよう。 「-nJとの関連で

「4-4　擦音」参照。

「ヂ」と「ヅ」とに対応する例が見当たらないので、 「ジ」と「ヂ」 ・

「ズ」と「ヅ」の区別があったかどうかには、触れられない。

4-3-9　*　ミ、メ、マ、ム、モ/の子音

ハングルの「m」で表記されている。現代語と同じ音価[m]であったろ

う。
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(23)尽了　ml na r at<nat>-t　(68)(69)路　mi・

Cl (146)耳　ml　<mi> (121)紙　kha ml (139)戻

s a・m i

(35)雨　a mml (43)清早　s to mml ti (83)米　k。

・m ui l

(90)塩　ma sl o (118)帳　ma・ku (8)本国　si・

m a　(137)車　k u r u m a

(165)蛇　Pha mu　(119)席子　mo*si *r u

(12)江口　Phu・r a<na>-mo・to (29)(30)心腸　ki・

mo　(32)桧了　k u・mo・t j〇i

(62)閏年　mj a u n j〇n

4-3-10　*/こ、ネ、ナ、ヌ、ノ/の子音

ハングルの「n」で表記されている。誤って「r」で表記された例もあ

るo　これについては、次項「4-3-11」で述べる。

(71)白酒　ri甘くniワ>・kA・na<ri>　sa kmi (102)

苦　ri<ni>・ka s a (77)飯　　om pa ri<ni>

(6)姐姐　　a tai<n Ai>

(Z)姓　na (53)夏　na t ca (144)鼻　pha・na

(48)暖和　ruk<nuk>　s a [51)向(火) r u<nu>*ku

ml　(162)狗　　　　n o　(133)衣服　ki・r u<nu>

(30)心腸　ki mo r o<no>　(60)這月　ko・ro<no>

ca・ki (8i;小米(飯　　　a oa-ro<no> (26)(27)面

C ∧　r a  r u<.nu>

現代語と同じく[n]であったoハングルでは[n]と[♪]との書き分

けがないから、 /i/の前でl>]となると断言はできないが、可能性は高

かろう。
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4-　11　　リ、レ、ラ、ル、ロ/の子音

「語音翻訳」に接してすぐに気付くことは、 rとnとの混同の多いことで

あるo沖縄語のrをnのハングルに、沖縄語のnをrのハングルにしてし

まっている例が多いo 「日本祖語について・7」には、それが全部上げら

れ、 「nとrの混同例は、全体の32パーセントに達する」 (P99)と述べら

れている。そして、その原因が次のように説明される。

知識人を除いては、 '一正式に・・はr- (a)で書かれる漢字音は実際には

n-で読まれたため、漢字音を表わすハングルを取り扱いなら(ママ,もこの点

に関する原理を十分に理解しない半知識人の間にはハングルのrとnとを混

同する傾向があったであろうo成希顔自身にそんな癖があったとは考えられ

ないから、右述の誤記を説明するためには、筆耕あるいは印刷職人にそうい

う帝があったと考えるよりほか仕方がないのではなかろうか」 (plOO)これ

以外の理由は考えられないと思われる。

このように、 rとnとが混同されている例があるので、 nで表記されてい

てもrと判断されるものはここで扱う。

(4)(6)(7)(74)有　a rl (36)下(雪)phu・ri (107)硯

S A・C A  r 1

(25)坐　Ju oai・rl (33)晴了　Pha rl tj〇i

(79)倣　sA rj。　(21)他　　a rtul (28)遺箇　ku ,ui

(126)砂貼是　s ul　詛.rml

(24)裏　u CI Pa ra (136)瓦　kha・ra (169)虎

t o r a

(47)白日　phi ru (52)春　Pha・ru (130)車　ku ru

m a　(114)弦　c o n u<r u>

(27)白　sl ru sa (119)席子　mo sl ru (156)黒

u  r u  s a

16)無甚麿　a rj a Piu ran (140)柱　Pha・nja
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<r j a>

(20)撤酒風　s a k a・　ku r ul　(124)筋　Phu・r ui

(30)夕　(' J o)　o a r s a　(44)日　Phi r ma

以上の他に、現代語のrをハングルのtで表記した例がある。次がそれで

ある。

(93)芥末　nan*t aォri<ni>-kh ta sl

これに対して、服部博士は「これは己(r)を⊂(t)に誤ったものであ

ろう」 (前掲論文　p97)と説明される。

もしそうだとすれば、 「(61)来月　t j〇　　　oaワ　ko a・ca」

のtもrを誤ったと解することができるかもしれないO　この「(61)来月」に

関して、伊波論文では、不明としながらも、 「Izをtiwagwats品と

読むと、現代語に類似の語がない。試みに第-音節の字を訓に代へて読む
5EEC

と、 rewagwats品になって来月に近くなるO瑚(de)にしても、

首里語のrは舌端が振動しないで、欧米の採訪者も往々dと思った位だか

ら、結局同じになるわけである。大島方言では、来月をdege ts uとい

い、釆来月をdedegetsuというから、これから類推して、琉球語で

もかつてdegwatsuiといっていたと考えることも出来る」 (『全集』

第四巻　p85)と述べられている。そして、 「芥末　nan*ta rl

<ni>・kha・t a sl」の項には、 (nadani kar a s h

i)とローマナイズが付され、 「草子、からしなの実を粉にしたものO今は

たゞカラシという」と述べられているだけで、ハングルではtである

(kh ta・si)のをローマナイズではrとしたことには触れられて

いない。

字形が似ていることからr (己)をt (こ)に誤ったというのは容易に首

肯できることであるOと同時に、伊波論文のrの説明にも説得力がある。

『沖縄語辞典』には、酎E首里語のrに関し、次のような記述があるO

標準語の語頭のラ行の子音は、那覇方言ではrに対応するが、首里方言で

は通常dに対応するo首里方言で語頭をrに発音するのは教養ある貴族・士
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族の成年男子の発音、文語的な発音、または新しい発音である。

標準語の語中の「ラ(ra)」 「レ(re)」 「ル(ru)」 「ロ(ro)」の子

音は首里方言でもrに対応するのが普通である　(p42)

酎宅語がそうであるからそうであったとは、俄かには言えない面もある

が、示唆に富む事柄ではある。

結局のところ、 「芥末」のtはrの誤りであり、 「来月」のtは発音通り

( [d]を)聞き取ったものであってrの誤りではないと考えられまいか。

音価は、現代語と同じであったと考えてよかろう。

4-3-12　声門閉鎖(喉頭化)と非声門閉鎖(非喉頭化)

ハングルには、声門閉鎖音を示すとされる「?」が存在するのに、 「語音

翻訳」には、それが現われていないoこのハングルが、 『東国正韓』 (六

巻、 1447年完成)の漢学者表記のために設けられたものであって、 『訓民正

音解例』の(初声)用字例から除外されており、世宗・世祖代文献において

漢字音以外の表記にこの文字が使用されたのは、動名詞語尾の表記と「間の

S」 (「～の」の意を示す)の代わりに用いられるという二つの場合に限ら

れているなど6㌧特殊な文字であったこともいくらか影響していようが、筆

録者がその存在を知らなかったとも思えず、理由は、 「語音翻訳」当時の沖

縄語に求められるべきものと考える。

もちろん、音声的に声門閉鎖音が存在しなかったとは言えない。母音が語

頭に立っもの、例えば、 (34)(35)雨　　a・muii、 (158)牛　　u sl

(14)多酒　o Pu sl　などは、それぞれ[?a一上[?u-]

t?0-]と発音されていたであろうoしかし、声門閉鎖の有無によって意

味の違いを生じたとは思われない。

…--.-..-.---..-.----..-.-.-.-.-..-...--.-.--.-.---HHH …‥‥…

6) 『韓国語の歴史』 p!33

l r,



現代語では、次の例のように、声門閉鎖の有無によって意味の違いを生じ

るものがある。

ィ、 [?j a:] (お前)

ィ、 [?n ni] (棉)

ィ、 [?wa :] (豚)

ロ、 [j　　] (寡)

ロ、 [n ni] (胸)

ロ、 [wa:] (我、我が)

これらの対立は、イのそれぞれの例の語頭母音の脱落した段階において、

初めて意識されたのではないか。湖東ば、 [?ura] (お前)の段階にお

いて[j a:] (家)との意味区別をするのが[?]であろうはずはない。

[?uraJが母音脱落を起こして[?r a　　　となり、さらに[?j

:]となった時期において声門閉鎖の有無が示差的特徴となり得たのであ

る。

他の例にしても同様である。 「稲」が[?i ne] - [?i ni] -

[?i ni] - [?nni]と変化して、 [mun e] -　muni」 -

Lnni]と変化した「胸」と対立するようになったのであり、 「豚」も

( [?owa] -) [?uwa] - [?wa　　と変化した段階において

Lwa:] (我、我が)と対立するようになったのである。

このように考えれば、少なくとも、 「語音翻訳」の段階においては、音素

/?/を認める必要はなかろう。

4-4　　　fH

朝鮮語には、音声としての有声音は存在するが、それのみを表記する文字

は、 「△」 (Z)を除いて、ないので、日本語の有声子音を表わすのに、無

声子音を示すハングル(k p)の前に鼻音の「V n m」を先

行させて示すとされる。伊波普獣は、この考えに従っている。

他の朝鮮資料は、今、措くとして、少なくとも「語音翻訳」にはこの考え

は当てはまらない。それは、次のような理由によってである。

①　鼻音を示すハングル(v n m)が、次の音が有声音であることを

示すための単なる印なのであれば、三つも使う必要はないのではないか。
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一つで事足りるのではないかoよし、三つ使ったとしても、いろいろな組

み合わせが現われてよいo朝鮮語(当時、及び現代でも)には、綴字法と

して「n・kJ 「n・pJ 「m・kJ 「m・t」 「m・C」 「ワ・t」

「ワ・pJ 「ワ・C」の組み合わせもある7㌦にもかかわらず、 「語音翻

訳」では、 「n・tJ 「n・cJ 「m・p」 「ワ・k」の組み合わせしか

なく、一種の相補分布をなしているoこれは∴(有声子音の前に)鼻音が

実際に存在したことを示していると考えられる。

②　ハングル「Z」は、それ自体有声子音であるから、鼻音の助けを借り

る必要はないのに、次のような例がある。

(147)頭　k a・nan<r an>　z u

さらに、 『捷解新語』においては、次の例のように・語頭の有声子音を示

すために、朝鮮語にはない碩学法を使ったりしている。

mpu z j〇n (豊前　　　　　nto・ko (どこ)

ワk o z a r u (ござる)

つまり、m n　ワをそれぞれp・t　に先行させてそれを-綴字の中

に取り込んでいるoもし、 「語音翻訳」における「m・p」 rn・t」

「ワ・ k」などが有声子音を表記する方法であったのならば、例えば、

「(141)身子　to u」は「nto u]と表記されたはずであ

るoそうはなっていないのであるから、 「n t]などが有声子音を表記

するための手段とは言い難い。

③　現代(首里)語では、いわゆる擦音便は消滅している。そして、ここ

で問題にしている(有声子音の前の)鼻音も現代語では消えている。この

二つの間には密接な関連があるように思われる。

H tH..---..-..--..--..-..--..-..--.-..----..-.. --.---...- °°=°日日

7)例(中期朝鮮語)　pon al　稲妻　　tun・pak

hA ta(不体裁である　　sam ki・ta(生ずる　　stam

to ja　　　汗疹　　ka rim ca(女子の礼装の時、

囲髪を掩う異の頭巾　　maiワ　tar・ta(作る　　　PU

hu。ワ　Pa hoi (鳳鳳岩　　ha　ワ　CA(布巾)
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例えば、 「読んで」に対応する[j udi]について考えてみる。これ

は[*j omi t e]・[j umi ti]から[j undi]を経てきた

形であることは間違いなかろう。その鼻音の脱落した形である。

ところで、 「筆」に対応する現代語は[◎udiJであるが、 「語音翻

訳」では「(109)筆　Phun・ti]となっている。単音が存在した。

「読んで」の鼻音と「筆」の鼻音が共に脱落しているのは、この二つが同

じ性質のものであったことを語ってくれる。

以上により、有声子音の前に鼻音が存在し、それは鼻母音などではなく、

挿音と呼べるものであったと言えよう。

さらに言えることは、その脱落が「語音翻訳」の段階で始まっていたとい

うことである。次の例がそれを示している。

(17)11　　　　　　kuti r a

(78)喫飯　　a v　・　kmi r a

(77)飯　　0m*p a'ri<ni>

(79)飯　　o p a ri<ni>

現代語で、有声子音の前に鼻音(挿音)存在する語は、語的にその現象を

留めているものか、脱落現象の終わった後に入って来たものであると言えよ

うo例えば、 「考える」は現代語で[ka5ge:jun] [kaワge:

jin　で、有声子音の前に鼻音の存在する語であるが、 『おもろさうし』

には、音韻的に「考える」に対応する語は見当たらない。 『おもろさうし』

が歌謡を集めたものであることも考慮する必要があろうが、示唆を与える事

柄であると思う。

ここで、目を別のところに転じてみる。次の例によって、 (有声子音の前

の鼻音云々に拘りなく)いわゆる「額音」の存在が確認できる。

(1 0)我　wan　(ll)我僧　wan

157)青　t h an・c h　〇ワ　(95)J![槻　s a n sl o

「s an sl o」は漢語由来と考えられ、ある意味では額音の先駆

けではなかろうかo 「than・c hj o mは、朝鮮語そのものといった
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風情であるO 「丹青」は朝鮮語で「than・chj〇t7]であるO

「san sl o」に額音の存在を見るのであれば、 「(147)頭

ka・nan<ran>・zu」も同様に扱うことができよう。そうであれ

ば、 [g]の前の[V]、 [b]の前の[m]もそれに準じるものと考えて

差し支えないのではあるまいかというのが、前述の主張である。

ただし、これらの額音と現代語の挿音とは、区別する必要があるものと思

われるo現代語のそれは、次の例のように、 [m-] [n-]の後の母音が

脱落してできたと考えられるからである。

rワk ai i]　　←

[n n a]　　　　←

[?i n]　　　　←

[k a g a n]　　ー

[w a n]　　　　ー

[mu k a! i] (昔)

[ml n a] (管)

[?i n u] (犬)

[k a g ami] (撹)

[wami] [wanu] (我身?)

先に述べたように、 「語音翻訳」に現われたような博音は、勢力が弱く

なっていたOそれと相前後して、母音脱落による樟音が生じたと考えられま

いかo 「我　wan」が、その証拠となろうoつまり、 「川槻」などの持音

と母音脱落による額音との橋渡し的(あるいは中間的)存在と考えたい。

(現代語において「読みて」の挿音(mi-∩-のは脱落しているのに、

「鏡」の掃音(mi一日)は脱落していないことの説明にもなる、か。)

ちなみに、口79)(80)(81)飯」の「 0m　-」と「・ o・-」の違いに

は、 「御飯」の「御」を「オン」というか「オ」というかの違いも反映され

ていそうである。

4-5　　促音

促音を示すと思われる次のような例がある。

(23)尽了　ml n a r a t<na t>-ti

(59)後日　　a s a t・　ti

(34)下(雨)　p.hu t・t j〇i
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(39)上了　　av'kat・t j〇i

(9)起身　t ha t c j〇i

(40)落了　Ja SA mj。　1S cj〇i

それぞれ、順に、 「みななって」 「あさって」 「降って」 「上がって」

「発って」 「やすみ入って」に対応すると思われる。

「(59)後日　a sat*ti」を例に考えてみる。 r-ll-」のよ

うに表記されていれば、無気音の表示である可能性もあるが、トt・

t-」のように、前の子音が前音節の終わりにある、つまり、朝鮮語でいう

パッチムの形になっているので、それは否定されよう。

パッチムの「S」は、 (「t」の前では「「t」と音価を同じくするか

ら、トS・C-」はr-t c-」と同じと考えてよい。

よって、パッチムに準じて考えると、 r-t・t-」トt J ri-

c-」は、その間に休止のあることをしめしていることになり、促音表

記であると考えられる。

同じくパッチムの形での表記になっている次のような例もある。

(28)甚磨子　r u<nu>　　uk・ka

(35)晴了　pha・ri t・tj〇i

(13)-路上　mi t cl mi t cl

(132)火盆　phi・pha t cl

(ll)到　ki t c j〇i

(8)幾時　　i t C A

(53)夏　n a t c a

これらについては一考を要しそうであるo対応(現代)語形との関係上、

俄かには促音表記と言えない例である。

伊波普獣は、 「朝鮮語にはtsがないので、之を写すのにス又は夫を以て

し、或はその前の音節の語尾に、 ⊂ (t)を附けて之を写したものもある」

(『全集』第四巻　p55)と説明しているが、これは当たらない。45世世紀

榛の朝鮮語の「C」 ・ 「ch」はそれぞれ[ts]・[t　　であったと

考えられるからである。
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緋点を変えて考えてみるo例えば、 「(53)夏　nat・ca」は、異体音

声が、 [natsiu]であったとして、 「na・ca」と表記すると、

「(107)硯　sA・CA・rlJ 「(9)旧年　ku co」の例が示すよう

に、母音間の「C」は有声音を表わすことになるから、そうならないように

「nat・caJとしたと考えられなくもない。しかし、これには、すぐ反

証が上がるo先に見たとおり(「4-3-3」)、 [ts]を示すと思われ

るハングル「C」は母音間のそれであったし、気音が削、と判断された時に

「cll」で表記したのであり、有声音と間違われないためにrch」とする

配慮などはなされていないのであったoそして、何よりも、 「起身that

・cJ。i」が促音の存在を裏付けるはずであるoもっとも、この例が「発

って」にではなく「発ち」に対応するというのであれば、請は別である。

疑問の余地は残しながらも、これらの例も促音表記と見てよいのではない

か。

4-6　　無気音

「4-3-1」 「4-3-3」 「4-5」などで見たように、ハングルの

無気音表記に相当する例は、見当たらない。

4-7　　口蓋化・破擦音化

「4-3-1」 「4-3.-3」で触れたoその要点は、,以下のようであっ

た。即ち、

◎　「キ」は、破擦音化していない。

◎ /i/の後の「カ」は、口蓋化している[kj a]

◎　「チ」 「ツ」は、破擦音化している。

◎　/i/の後の「テ」 「夕」 「ト」は、破擦音化している。
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4-8　　文法

文法項目に関係しそうな用例を示すに留める。

4-8-1　動詞

4-8-1-1　言い切りの形

(4、5、6、7、74)有　　a rl　あり　　(3)　　　u (言ふ)

36下雪　Ju phu rl　雪　降り)8,

4-8-1　　　連用形

40落了　J a sa mj〇 (休み～)

4-8-1-3　「～て」の形9)

(39)上了' aヮ　kat・tj〇i (上がりて)

(32)陰了　ku mo tj。i (曇りて　(33、35)晴了　Pha

rl tj〇i (晴れて　　(34)下雨　phut-tj〇i (降りて)

(76)酔了　　　　u ti (酔ひて　　(83)師　si・raワ・ka

<ki>.ti (精げて　　(23)rat<nat>-ti (成りて)

(37)(雪)住了　phi<pha>ォrit-ti (晴れて　(19)酒

oa・ka<ki>・ti (分けて　　　(40) is・cj〇i (入

… °t日.-- --.-.-.-.-.-.. - - -..-.-.-・・ォ・・-..-.-.-.-.-.-.. - --.-°日日… =

8'名詞形と考えられなくもないが、言い切りの形(終止形)である可能

性が高い。

9'形の上では「～て」であるが、構文上「過去」の意味を示している例

ばかりである。
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りて　　(24) oai・chj〇i (いらっしゃって?)　;n)棲到

(道真) kit cj〇i (来て　　(8)離了　tha cj Oi (発

ちて)・　(9)起身　tha t c j〇i (発ちて)

4-8-1-4　命令形

(24)要子　　　　sam・pi　遊べ　　(78)喫飯' aヮ　kuii

ri (「あげれ」　　(19)ku (釆　　(51)向火　ru<nu>

ku ml　温め　　(73)飲酒　nu ml　飲め　　(25)坐

Ju I oai・rl　座れ　　(82)倣　Jo ra rl rよ

られ」 ?作れ?)　(18)揚酒　　oa ka sl　沸かせ)

(79)倣　sA rj〇i (「為れ」?せよ?作れ?)　(22)哩

r o<no>・mi<ma>　s j〇i (飲ませ)

4-8-1-5　禁止形

(21)不要蹟他　ro<no>　ma sa ra<na>(飲ますな)

4-8-1-6　勧誘形、意志形

(17)請　a kui ra(「あげら」、あげよう　　(15)好下飯

o s aォk aォr aォn a (食べましょう)

4-8-1　7　丁寧な形

(16)無　　a rj a-piui・ran (ありません)

4-8-1-8　「～た」の形(?)
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(12)到　ciワ<caワ> (来た?)　(10)到　siワ<c j aワ>

(来た? )

4-8-2　Bft詞

「言い切りの形」と判断される用例しかない。いわゆる「語尾」の形によ

り分類して示す。

4-8-2- I

(155)緑　　a o s a (あをさ　　(26)紅　　　　kai s a

(あかさ　　(49)天熱　　ak s a　あっさ　　(101)甜' a・

mi<ma>-s a (あまさ　　　(106)錬　k ha・ni<r a>

s a (からさ　　(156)黒　ku ru s a (くろさ　　(105)醸

sI Pa ka*n a<r a>ォs a (渋辛さ?)　(27)白　si ・

ru s a (しろさ　　(50)涼快　san・ta・s a (涼しさ)

(102)苦　ri<ni>・ka・s a (苦さ　　(48)畷和　ruk

<n u k>・s a (温さ　　　(30)ダ　J o o a r・si

<・　o ar s a> (悪さ)

4-8-2-2

(104)淡　　a pa・s j a(あはさ　　(103)一腰　sUl s j a

(酸さ　　(29)好　　j o・ta・sj a (良さ)

4-8-2-:i

(14)多酒　　o Pu sl　おはし)
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4-8-2-4

(75)無了　n ai　ない)

4-8-3　助詞

4-8-3-1　格助詞

(26、27)　-ru<nu> (の、 ～が、主格)

(29、30)　-r o<no> (の、～が、主格)

(112、113、114)　-nu (の、所有格)

(86) -r u<nu> (の、所有格)

(63、66、67) -no (の、所有格)

(80、81)　-r o<no> (の、所有格)

4-8-3-2　接続助詞

(32、33、34・35、39) -tj〇 i (～て　　(19、23、37、76、83)　ti

(～て)　(8、9、11、24、40) -cj〇i (～て)

(16) -ru<tu>mo (ども)

4-8　　-3　副助詞

(3) -' oa (は　　(28) -　j a (は)

4-8-3-4　終助詞

(3、10、12、28、) -ka(か、疑問) (8トki<ka>(か、疑問)

(21トna (な、禁止　　(15トna (な、勧誘)
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第二節　『漂海録』 「言語」の沖縄語

『漢海録』 「言語」の沖縄語を分析・研究することにより十八・九世紀の

沖縄語の姿を考える。

1、資科解題

[所在地] :大韓民国全羅南道新安郡部車両牛耳里

[文書の体裁]

一冊本o縦24.5cm、横15.5cm　表紙に「柳毒叢書」とあり、副題とし

て、 「漂海録」 「呂宋舶制」 「卓説答客難」 「卓説答」とある。各章の初め

に、それぞれ「漂海始末」 「雲谷船説」 「卓説答客難」 「諸卓説」とある。

紙数48枚o用紙は椿紙。筆写本。匡郭は、縦約19cm・横約13cm、双

辺、 10行・22字。

『柳奄叢書』の成立は、 1818年と判断される。 「雲谷舶説」の末尾に「戊

寅中冬書干玄州書屋」とある。 「戊寅」は、 1818年に当たる。

柳葛は、流配された漢学者のようであるが、生没年不詳。

1801年末、大風のため牛耳島付近から奄美大島に流され、沖縄島・ルソン

島に滞在後、マカオから南京・北京など経て滴三年の漂泊を経験、帰郷した

朝鮮「魚商」達からの聞き書きが「漂海録」 (「漂海始末」)である。その

末尾に「言語」と題して「琉球」と「呂宋」の言葉をハングルで表記してい

る。

2、研究史

①桂徳源(1980年)

「文淳得9j　漂海録<坑球　曳　呂宋　漂流記>」 (文淳得の腰海録

<琉球および呂宋漂流記>) 『論文集』第14集　木浦海洋専門大学

②松原孝俊(1984年)
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「朝鮮への漂着と琉球への漂着一李朝時代の二つの漂着記録の詳解-」

『文明のクロスワード　Museum Kyushu』第15号(季刊　第4巻・第4

号　通巻15号)博物館等建設推進九州会議編

③多和田真一郎(1992年)

「ハングル資料沖縄語(十九世紀初) 」 『沖縄文化研究』 18号　法政大

学沖縄文化研究所

④多和田真一郎(1994年)

『 「琉球・呂宋漂海録」の研究-ニ百年前の琉球・呂末の民俗・言

語-』武蔵野書院

3、 「言語」 「琉球」語解説

「琉球」語に関して,現代語との対応を考えつつ,分析の前提となるべき

若干の解説・コメントを,それぞれに付け加えていく。

記録された言葉が,どの地域のものなのかは,分析の過程で明らかにされ

ていくであろうが,漂流者達の滞在状況から推して,沖縄本島南部地域の言

葉が主であり,それに奄美地域の言葉がいくらか混入していると判断される。

「本文」については、 「言語」の翻字(転写)の項(「付録　資料　四

『漂海録』 「言語」 「琉球」語索引)章照O

翻字に関し,ハングルのひとまとまりとひとまとまりとの問に「・」を入

れてハングルとの対応が確かめられるようにした(「ひとまとまり」は概略「音

節」相当)0

ハングルの誤記・誤写と思われるものがある場合は,正しいと考えられる

ものをく)に入れて,後のほうに示す。

表現を簡略化するために次のようにするOたとえば, 「現代語〔刺i〕と対

応すると考えられる」とすべきところを,支障のない範囲において, 「囲5i〕

と対応」と・いうように表示する。
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1.人(1)盟　SCJO
l)

〔ttju〕と対応oハングルのrJス」表記は無気音の可能性を示唆している.

また, 〔tt!oO (人は)に対応するとも考えられる。
2)

「クリフォード琉球語嚢」にはchoo (man)とある。

2.男(2)♀〃77ト'u・ski・ka

l)

〔jikiga〕 〔Ⅵ′ikiga〕と対応oハングルの「人1」も無気音を表示しようとし

たか。

なお,影印では「子中Llのように見えるが, 「♀梱」である。巨7日

と書いたのを「利になおすために「ス」の左上の部分を塗りつぶして「メ、」

としたのであるoそれで「六」のように不自然になっているO

「クリフォードごい」にはickkeega (man)とある.

°°°日日°=°日.-.. -・ォ*・・-　　　　　- -. -　　　　--.-　　　　　-. --.-...- --.-.° =°日日°=H

l)たとえば

小倉進平(1928)

朝鮮語でtoin-Slot　というのは, toinとSlotより成る　tornとは「濃い」の

義siotとは諺文人字の名柄であってvf　叫,叫,J^l等に於ける初頭に

ある場合の人に対する名前であるo此等の場合における人は,人の文字が本来

具有する処のS音をあらはすものではなく,軍に叫をkka, *S蝣をtta, -1をssi

の如く軍書する場合の二つの子音の中の最初のk, t　をあらはすものとし

て考えられて居る。 kk, tt, ssの音が長子音の如き感じを興へ,気息がそれぞ

れ発音位置に於て濃化せられる感じがあるので之を漬音と柄するのである。

撞鶴根(1968) (247貫)

以上から母音脱落に依ろうと,子音挿入に依ろうと, 「人」音が「フ,こ,

臼,A,ス」等と連接する場合I r人1」 「-」 「^dJ r可「可等の子音群が,語

中に発生することとなり,これと同様の子音群は,必然的に「漉音」の表記と

なるoまた,このような濃音の発生は相当古い時代に遡及できるように思われ

る。 (原文は朝鮮語)

・-iど,

2) Basil Hall: Account of a Voyage ofDiscouvery to tlle West Coast of
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3.女(3)♀叫叶　u・na・kui

〔jinagu〕 〔winagu〕と対応　r^」が〔guji〕を表示しているとすれば, 「女

か」であるらしいことになるが,可能性は低い。

「クリフォードごい」にはinnago (wonlan)とある。

4.国王(4)且'o

〔wo:〕と対応。

「クリフォードごい」にkowung (king,or,monarch)がある。

5.丞相(5梓音　U・SJU

〔?u!u:〕 〔?usu:〕 (「御主」)と対応。ただし,現代語は丁国王」の意となろ

う。

6.大官(6湖-At
。音tai・sjaij・koag

「大将官」に当たる語であろうが,現代語としては,機能していまい。

7.小官(7)よせ　sjo・koar)

「大官」に対する「小宮」であろう。これも現代語としてはなじみがない。

ちなみに, 「呂宋」語のてlJBlvt kAi・spi・tanはcaptain (キャプテン・船

長)である。

8.通事(8)幸三　tu・cui

〔tu:d3i)と対応。

°°=°日.-.-.-.-.-・・・・-.-.-.-.-.-.. -..-.. -..--..-- - - - -... -... - --°=H

Corea, a-id Great Loo-Choo Island, (with an Appendix, c0--tai-ling Cha鴫

and Various Hydrographical and Scientific Notices, and Vocabulary of the

Loo-Choo Language by H.J.Clifford, Esq. Lieutenat Royal Navy), London,

Jhon Murray, 1818

本文書「漂海録」の「琉球」語とほぼ同時代の「琉球譜」を記録したものと

して対照するo以下「クリフォードごい」と略称する。
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9.美雷墓2護国(9)中トpi・sa

「風寮」は「風俗が乱れないようにとりしまる規則。また,とりしまる役

人」の意。 「可丞」の形では対応する現代(沖縄)語を見出すことはむずかし

い。
iX

「呂宋」語の可能性もあるが,確証が得られない。

また,朝鮮語の「風憲」は,李朝時代「面」 「里」の仕事を司った役(所)

のひとつも意味するから,この方面からのアプローチも必要となろう。

12.宮人(10)早朝-J hu・skui*'in

未詳(cEnTkkwi:n〕 (脹れる)と関連があるかOあるいは「富貴人」 (ふう

きにん)か。

13.童児(ll)7巨r与　ka・ma・tu

〔karnadu:)という名の子供が,身近に居たのであろう。

「クリフォードごい」にworrabee (chi】d)がある。

14.無姓人(12)-1奇手mi・cju・pu

未詳oイロカノ語　BISIO [f.Sp.〕, n.viceと関連があるかもしれない。

16.口(13)子スI ku・ci

〔kirt!i〕と対応。

「クリフォードごい」にはcoocheeおよびcootchee (mouth)とある。

17」耳(1炉回mi・mi

〔mimi〕と対応。

「クリフォードごい」にはmimmee (ear)とある0

日目°----.-.---...-.----.-----..-.-.-.--..---------日日日日日日

3)例えば、イロカノ語PISKAL[f.Sp.]n.fiscal.イロカノ語に関しては、

Ernesto Constantino(1971) ''ILOKANO DICTIONARY一一　参照。
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18.鼻- (15)司　　phi

〔h云1na〕 (鼻)と直接的に対応する形ではない。誤記だとして,正しかるべ

き形を想定するとヰヰ(pha・na),耳ヰ(hoa・na),朝ヰ(ha・na)などが考

えられるが,離れすぎている。

誤記でなければ,誤解か。 「屈」である。 〔㊤i:〕 〔Gi:〕と対応すると考えるの

である。 「鼻」をつまむ動作が誤解を生んだ,と。

19.陽茎(16厘?1 tin Aiくせ可　tan 'Ai)

何?l」は「:J-o|」の誤記だと思われる。 〔tani] (陰茎)と対応するO

〔tani〕と対応するものであるのなら, 「ヰd ta*nAi」と綴ってほしいと

ころであるが,発音上は,双方差違がない(「93.舵(67)辛と自参照)。ハングル

の綴りでは,前の音節の最終子音(辛)は,後続音節が母音(字)で始まる場

合,その後続母音(辛)と結合して(発音されて)しまうからである。

20.婦人私処(17)可引　ma Luiく叫当　ma・nuii)

「ヰ⇒」の誤記oノナングルの「E(r)と「し(n)」とは,よく混同が起

こるo( 「語音翻訳」の項「第一節4-3-11」参照)

「女陰」を意味する語。ただし,沖縄本島およびその周辺の島に分布する

「ピー,ポー,ホ-, 1マンジュー」などと対応するのではなく,喜罪島(北東
4)

部)の「マ-ニュー〔mainju:〕」に当たる語であろうo文淳得らが奄美に二か

月近く滞在したということと無関係ではあるまい。

21.坐(18)増土且己1 main　岳o・o・n

C(?)melNso:ri〕 (いらっしゃいませ)と対応。 「ここへ来てお座り下さい」

の意味に取れないことはないから「坐」と解したのであろう。 〔ji「misoin〕 (お

座り下さい)ではあるまい。

ちなみに, 「クリフォードごい」にはeeree(sitdown,inachair), eemeesh-

awdee (sit down, on the ground)があるo
H H t▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼・・　・・・　・-　　　　　　　　　-°　=

4)　中本正智(1981) p76-77参照。
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22.輿(19)♀Jt巨匝l 'u・sa・ka・ri

〔柑sagan〕 (召しあがれ)と対応。

「クリフォードごい」にozagadee (offer,to)とある。

123.唯(Z㊥ヰ'u

〔?♂:〕 (目上に対する「はい」)と対応。

「クリフォードごい」にoo (yes)とある。

2・4.諾(ZO且且5」. o* oォtso

〔?o:〕 (親しい目上に対する「はい」)と対応O 「5L」の部分については保留と

しておく。

25.眠(22)c圧回'i・nAi・tsi

〔ni「nti〕 (眠って)と対応O巨Ll」のft/]は「ts」ではなく, 「tつ(無気音)

を示していると見る。

「クリフ~ォ-ドごい」にはneebooee (eyes,closingthe), ninjoong (sleep,

to), llintee (sleeping), nintoong (die, to)などがある。

26.冗(23MPT sin・jug

〔FnuN〕と対応。ハングルの綴り方としては巨1音」も可。 (「19.陽茎」

の項で述べた,前の音節末子音と後の音節の母音との結合参照)

当時の発音は〔Sijiuり〕か〔!IJIUN〕であったらしい0 〔-jiu-〕の部分に注目

したい。

「クリフォードごい」にはsheeenoong (dead), sheenoung (kill,to,bythe

fireofagu・1), sheemoong (kill, to)とある。

27.敬(24)7巨り　ka・cai

未詳Oイロカノ語のKASAR (、、edding)と関係があるか.

「クリフォードごい」にはoota (song), ootayoong (sing,to)がある.
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28.舞(25)早手可可　u・tu・i・.ri

〔wiPduji〕 「踊り」 (舞い)と対応するのか, 〔wulduri〕 「踊れ」 (舞え)と

対応するのかは,はっきりしない。

29.謝罪(26)子011車　kun oi・hja

〔kune:ja:〕冊直りだね。仲直りしようね)と対応するのであろう。 〔kuneiju

N〕 〔kune:jiN〕 (①こらえる　②仲直りする)と関連がある。

30.辱人(27)叫へ1ヰ昔　oa・skA・ra・muin

未詳o 〔W訂go:nmuN〕 (乱寒者,踏みはずし者)と対応か。 「辱人」は「けが

れた人」の意。

「呂宋」語r7可ヰ」も未詳o

33.福(28)辛　hu

〔◎u:〕 (果報,幸運)と対応。

34・風(29)^旦1 kan・mi (71司　kan・cLui, 7}^　kan・ziui)

(ka-d3i〕と対応. 「掴」のままであるとすると〔kani)のようになって
5)

「金」などと対応してしまうことになる。 「融」あるいは「71判とあるべ

きところであるoいずれにしても,有声子音の前に鼻音が存在したことを示

唆する例となろうo伺」の表記も, */e/から/i/への歴史的変化を考える

うえで,注目される。

「クリフォードごい」にはkazzee, kas占ee (wind)とある。

5)見方によっては「判の「0」が「0」ではなく, 「△」 (Z)に畢えないこ

ともないo 「(72)△1卑」も同じである。そうであれば好都合なのであるが,明らか

に「0」であって「△」に見える例が多いことからォ45)-4セム主(5相手令など),

否定的にならざるをえない。
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35.月(30)ヰ可　koa・chi

〔gwatSi〕と対応。 「月(つき)」のつもりのようであるが,後続の「正月・

二月・三月-・・-」の「-ぐわつ」を取り出して項目を立てたらしい。 (- 「言

語」 「呂宋」語　参照P(35))

「クリフォードごい」にstichee (moon, month), stchay (moon, the),

gwautsee (moon, month)とある。

36.正月(3甘土斗*] sjo・koa・chi

〔So:gwatSi) 〔soigwatの　と対応O

37.二月(ョ<y叫可'im・koa・chi

〔nirjgwatSi〕と対応。

38.三月　ow斗司　san・koa・chi

〔saPgwat!i〕と対応。

39.四月(34)土斗可　suいkoa・chi

〔!igwatSi〕 〔抽gwatのと対応。 rJ1耳司」あるいは「今回えlJ P。1ヰ司」と

あるべきであろうO　なぜ「土」と表記されたかについては「45.十月」のと

ころで述べる。

40.五月(35)早耳司'u・koa　・chi　く千舟衰I ku・koa・chi)

〔gugwatji〕 〔gurjgwatSi〕と対応。 「千舟司」のように表記されるべきとこ

ろが「♀ヰ可」となっているのは,次の理由によるO朝鮮語では語頭に有声

子音が現われないことと音声上の似通いから〔gu〕が〔wu〕と聞かれ, 「チ」

とされた。
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41.六月(3時子ヰ可sjuk・ku・koa・chi　く草子ヰ可　rjuk・ku・koa

chi)

〔rukugvvatii〕と対応o 「キ子ヰ可」とあるべきであろうが,朝鮮語の,語

頭に「己」の現われない特徴のために衷記に苦労したようである。いや「表

記の前に,既に,文淳得らに〔ru～〕が聞きとれなかった可能性が高い。 「摩

擦音」だけを聞きとったのであろうoその結果の「卑～」であると見る。

「77 」 (k-k)表記は,促音〔kk〕/Qk/ではなく,無声子音〔k〕を表わ
6)

さんがためのものと思われるo 「脊子-」だと) 〔(ru) gu- 〕となるからであ

る。

42・七月(37)申1車I chi・si・koa・chi　く車1ヰ司si・chi・koa・chi)

〔冊Igwat!i)と対応o 「車国利とあるべきところである。音位転換を起

こした表記となっているo 〔!i〕と〔t∬〕との類似性(及びその母音の無声化)

と未知の言語であることが影響していよう。

43.八月(38)卑可ヰ可　hoa・chi・koa・chi

〔hatiigwa用と対応o 「卑～」に注目したいo 〔ha〕ではなく, 〔oa〕であ

ったらしいことに。

44.九月(39)子斗可　kurj詛koa・chi

〔ku口gwatSi)と対応。

45・十月(#*国司　si・koa・chi　く三車I clu・k。a・chi)

〔d3u:gwa硯と対応o 「三羽」 (さらに言えば手ヰ机とあるべきであろ

うo 「四月」との取り違えが起こっていると考えられるo r四月　^1ヰ利「十

月　土ヰ判なら整合性が奉るがo組み合わせを変えてしまったのであるo

それには朝鮮語廿日　掴si・uOr」が介在してい甲ゝ0
---.--..-.-..----------..-...---------.-.----=H M H H…

6)現代朝鮮語の例を,参考として,示す。

田中ヰヰオ(ta・na・kka)加賀7伺(ka・ka)

v>　n



「三中7」とあるべきところが「土ヰ司」となっているのには,二つの理

由が考えられる。ひとつは,ハングル「ス」の(上の)横棒を落として「人」

としてしまった誤記。もうひとつは,朝鮮語では語頭に有声(千)音が現れな

いために沖縄語の語頭昔〔d3〕を〔S〕と聞いた。

また,この部分で,母音が円唇の「T(u)」ではなく,平唇の「-(u)」

で表記されていることが気にかかる。

46.十一月(41Ml且スlスI si・mo・ci・ci　くJtげ串I si・mu・chi・chi)

捕mu舶i〕 (霜月)と対応。ハングル通りの発音だとすると〔iimod3id3i〕

となり, 〔ilmut弼i)に近いのであれば「ス1号申1」とあるのが理想であろ

う。

47.十二月(42Ml卑^1 si oa si

〔iiwa:Si〕 (師走)と対応。

48.毎日(43)で1リ司　mAi・ni・chi

〔me:n坤〕と対応。

49.水(44)-同　mi・con

〔mPd3i〕 〔mPdzi)と対応o 「去目については, 「づ」との対応で興味ある

様相を見せている-0 「スl ci」とはなっていない. 「クリラォ-ドごい」には

meezee, meesee (water)とあるo

50.山(45)-*}づol san・sir・1

「山尻　さんしり」か。質問した者(文淳得ら)と答えた者(沖縄の人間)

とが同じ「もの」を見ながら,焦点は別々のところにあったというようなこ

とがあり,そこから生じた誤解があろう。
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また,当時の沖縄で「山(やま)」を「さん」と言ったかも疑問である。朝

鮮語「山　せ　san」の干渉があるかO
7)

「語音翻訳」に「山頂　ヰ上告ス7」 (sa・no・chAn・ci) 「山底　ヰアc*lヰ」

(sa・no・si・cja)とあるのが想起されるO何らかの影響関係があるか。

「クリフォードごい」にyamanameetchee (path)があり　yamaの存在

が知られる。

51.局(46)ロト　ma

〔?mma〕と対応。

「クリフォードごい」にma (horse)とある。

52.午(47)♀メI u・si

〔相当i〕と対応o

「クリフォードごい」にooshee (cow,bullock)とある。

53.家(48M国　si・′si

〔jam輔i〕 (猪)と対応か。

「クリフォードごい」にはboota (pig)がある。

54.鶴(49)阜可　tu・n

〔tipJl〕と対応O

「クリフォードごい」にはtooee-(cock,fowl)とあるO

55.米(50)子可　ku・mi

〔kumi〕と対応。

「クリフォードごい」にはcoomee (rice)とある。
=°　°日　日. -. .- .-　-. -. .- .-　-. -. -▼ .- .- .- .-　-. -. -. .- .-　-. -. -. .-　-. -. -. -′=°　=°　=°　°=

7)罪-節　参照。

6　8



56・橘(5柁司手kun・hiiii・pu　く子当手　ku・nLui・pu)

〔kunubu〕 〔kunibu〕 (みかん頬)と対応oハングルの綴字としては「子当
8)

手　ku'niui'pu」も可Oハングル「古叩」は母音間で弱化してしまう。そ

れと, 「19・陽茎」の項で述べた現象(前の音節末子音と後の音節の母音との結

合)とが関係して「子司羊」は結果的に「子当羊」と同じになる(「93.舵(67)

手当」参照).

「クリフォードごい」にはkooneebou (orange)とある。

57・甘藷(52相手令han u・sju

ハングル表記上は「舌け脊　ha・nu・sju」でもよい。これと音韻的欄態

的に対応するのは,奄美大島・喜界島に分布する〔hanusり〔hansu:〕などで
9)

あろうo沖縄本島南部地域ではc?mmu〕 (芋)という語形しか行われていな
い。

「クリフォードごい」にはmoo (potatoes,sweetpotatoes)とあるo

58.甘薦(53)キ>} 'uk

〔wu:d3i*〕と対応o 「キo出ま「函」と綴っても同じで, 〔wugi〕かC?ugi〕

かを表わすと考えられるo現代語では,奄美大島に〔wugi:〕 〔lvugi〕が,徳
10)

之島に〔?ugi〕が存在するロ喜界島は〔wuni用u:ni〕 〔gum〕など。沖縄本島

南部地域は,ほとんど〔wu:d3i〕であるが,南西部に〔?u:gi)がある。

8)正確には,母音と母音との聞及び「し(n),口(m), 6(o),己(r)」と母
音との間。

9)中本(1981)P182-183参照o

10)中本(1981) P194-195参照。
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59.個草(54)ヰH]--?] ta・pak・kui

〔tabaku)と対応。四司」の「;T」は, 「41.六月」で述べたのと同様,

無声子音を表記するためと考えられる。

「-71」が「 kuji」であるとすれば,疑問を表す(接尾辞)/i/が付いてい

やと解され, 「ヰ専司」は「煙草か」を意味することとなる.が, 「呂宋」語

も全く同じ綴りとなっているから,単に`tobacco'である可能性が高い。

「クリフォードごい」にはtobacco (tobacco)とある。

60.雨傘(55)7巨ト　ka・sa

〔kasa)と対応。

「クリフォードごい」にkassa(umbrella), kassa(hat,wornbythenatives)

がある。

61.管(56)舌巨I ha・si

〔haSi〕と対応。ただし,沖縄本島南部地域の現代語は〔me:!i〕か〔?ume:!i〕

である。それぞれ「み'はし　御箸」, 「おみはし　御御審」に対応すると思わ

れるo 「中1」と直接的に対応するのは,奄美大島・喜界島の〔ha$Oであろ
11)

う。喜界島には〔paji〕匝aii〕も分布する。

「クリフォードごい」にはfashay (chopsticks), mayshung (chopsticks)

がある(それぞれ「箸は」, 「箸も」に対応)0

62.個葦(57Ml己I si・n　く中国　chi・si・ri)

〔t!51iin〕 (キセル)に対応。 「チシリ」の「チ」の母音ゐ無声化が激しくrt!」

と「!」とが重なって聞こえたか。

「クリフォードごい」にもshirree (pipe)とあるO

=° =-- --..- --- - - --- ----..--..-.-.-.. --.-.-.-.--..-.-.-.-.=°日日

ll)　中本正智(1981) p370-371参照。
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63.草履(58)ヰヰ　sa・pa

〔♂ba)と対応。奄美・沖縄・宮古・八重山全域的に〔saba〕である。た

だし,奄美大島・喜界島・徳之島の一部と鳩間島に〔dzoiri)がある。

「クリフォードごい」にsabaugh, sabock (shoes, orsandals)とあるO

65.露南　側土手　SJO'CU

「焼酎」のことであろうが,現代沖縄語との直接的対応語は考えにくい。

語嚢的には〔salki〕 (酒)が対応しよう。ちなみに,現代朝鮮語には「土手(焼

酎)」があり,これは李朝期には「五号」であった。

「クリフォードごい」にsackkee (wine)とあるO

66.豆腐(60)与辛　tu・hu

〔to:◎u〕と対応O 「ェ且辛」などとなっ'ていないのは,朝鮮語「与手　tu・

pu (豆腐)」との混清があったからか。

67.油(60-}ヰ'an・ta

〔?anda〕と対応。

77.日村(62)手車　tu・ma

地名の「泊(とまり)」を差すのであれば, 「中国　tu-ma-n」か「手車

ol tu・ma・'i」かの形で表記されてしかるべきである。 「白」もさることな

がら,何らかの落ちがあるはずである。

80. - (63)^1-A stuii・'is

〔ti:tSi〕 (ひとつ)と対応かoしかし,そうであれば, 〔用と対応する国

chi」か「可　ci」かなどが表記されそうなものである。それがないのは, r^i

o)Hが[ti舶ではなく[ti:]に対応する蓋然性が高いということになろうO
l)

ハングル恒」は「無気音」を表示している可能性がある。また,母音字「」」
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12)

は, 「ふて(つ)」 */pute (tu)/から[ti:(t間に到る途中のある時点の姿を伝

えるものであると考えられる。

「クリフォードごい」にはteetesee (one)とある。

81.二(64)AC stAS

「80・ -」と同様の理由で, 「ふたつ」 〔ta舶ではなく, 「ふた」 〔ea:〕に

対応すると考えられるoまた,これも「80. -」と同じく恒」は無気音を

表わし,母音「、」 (A)は「ふた(つ)」 */puta (tu)!から〔亡a:(t間に到

る,ある時点の姿を伝えるものであろう。

「クリフォードごい」にtatesee (two)がある.

12) 〔咋戸ように聞こえたか(t'l:〕の発音が終了すると自然に舌が歯茎に着

き,内破音〔告〕の状態になった。受れを「--J」の甘」で示そうとしたの

ではなかろうかo 「81・二(64度」の二番目の(終わりの)「ぺ」も同様である。

なお,音韻対応におし亘, 〔ti:用を「ひとつ」ではなく,・「ふてつ」に遡る

とするのは,次のような理由による。

①「ひとつ」なのであれば,同じような音環境にある「ひと(人)」 〔t両や「ひ

とり上人)」 〔t!uji〕などのように・ 〔(t)t!utji〕か〔t刷i〕かとなり「と」相

当部分が〔tju)のようになるはずである。

②「ひとつ」でないのなら何であるかo 「語音翻訳」にある「請-鍾酒車樽

瑚そ0回4Jの甘舶」 pu・tjo1・CAがそれである。これは「ひとつ」では

なく「ふてつ」に対応すると考える以外にない(誤記・誤写がないという前提で)0

③「ふてつ」と考えると,後述するように( 4-1母音　-),本「漂海録」

に現れるハングル「」」 (tui)が*/ェ/に対応することとも照応する。

㊥また, 「ふたつ」が現代語で〔ta:tji〕であることとも平行的に説明できるO即

ち, */putetu/ 「ふてつ」 ・ */putatu/ 「ふたつ」の同じ/pu卜/の/-u-/の無声

化が発端となって変化が起こり,最終的には〔ti:tji〕 ・ 〔ta:tji〕に到ったのであ
o,

ちなみに, rおもろさうLjには「ふてつ」があるo 「ひとつ」はないO
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89.銭(65)^-I khan・'iui

「ヲ拍　kha・niui」と綴ってもよく, 〔kani〕と対応。母音字「-」」は

*/e/から/i/に変化する,過渡期的状態を反映していると解される。

91.交易(66)瑚ヰ　khoi・ra

〔k♂:ra〕 (変・換・代・替)と対応すると考えられる。 「交易」することは

「交換」することであるからであろう。

「クリフォードごい」のkayra (exchange, to, fans)も示唆を与えてくれ

る。

93.舵(67)手当　hu・nuii

匝uni)と対応。同」の母音字部分「-」」は, 「89.銭」の「-」」と

同様, */e/-/i/の過渡的姿。

「クリフォードごい」にhoonee (ship)とあるo

94.文字　Ml可　si・mi

〔∬mi〕と対応o音韻的・形態的には「墨」と対応する語であるが,現代語

でも「文字」 (そして「学問」)の意。

「クリフォードごい」にsimmee (ink)とある。

95.筆(69)手当　hu・tLuI'

〔肘di〕と対応o 「勘の母音字部分ト」」は「89.銭」 「93.船」と同

様, */e/-/i/途中の姿。

「クリフオー'ドごい」にhoodee (pencil)とある。

96.紙(70)7憎　ka・pir

(k刑〕月と対応Oしかし,それなら「7回」でよい。最後の「己」は何

かO 「紙なのである」と言った場合の〔kmiru好ru〕の〔ru〕に当たるかo

会話としては〔j訂ru〕を省略して園biru〕だけでも完結しよラ.もう-つ

の可能性oイロカノ語「紙」 PAPELとの混乱
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「クリフ-オドごい」にkabee (paper)とある。

97.秦(7頼"。1 mis・scig

未詳。 〔mit!i:N〕 (閉じる)と関係があるか。

あるいは,イロカノ語か。次を参照。
m

bisti (Sp. vestip), agbisti, To vest, bistian. To vest, to dress, to robe

98.管(72)ol斗'i・hoa

〔d3i:申a:〕と対応o 「叫」 (pha)ではなく, 「卑」 (hoa)であることに注意。

「クリフォードごい」にeepha,jeewa (pinworninthehairofboys)とあ

る。

99.戻(73)且可　o・ci

〔?o:d3i〕と対応。

「クリフォードごい」にojee (fan)とある。

101.無(7梱手管pi・pu・raロ
‖Ek

未詳o (撮説o「をりはべらぬ」〔wuibira。〕の音位転換かo〔wu ibiraロト(wubira。〕

→ 〔biwurag〕 (羊d7専) - (可羊甘))

102.好(75)子ヰヰ　cu・ra・sa

〔tjurasa日清らかさ・美しさ)と対応。

「クリフォードごい」にchoorasa (good,hanhsome)とある。

= °°-.-- --.-.----. -..--..----- --- ----.-.--..-.--..-.--=°=°=

13) ILOIく0-ENGLISH DICTIONARYによる0

14)手を(、vu〕に対応させるのは,朝鮮語の歴史的音変化〔p-β-W〕を参
照してのことである。
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103.大好(76)子羊己トト　cu・cu・ra・sa
Eサi

〔t!u:d3urasa〕 (強清らさ,大変(な)美しさ)と対応か。

105.平安乎(77)tV青--): kan・cju・'ja

〔gand3u:ja:〕 (頑丈でな,元気でなO頑丈だね,元気だね)と対応か。

「クリフォードごい」にooganjoo (very well (speaking of hea一th))とあ

る。

「呂宋」語の「oT可♀可　a・n　-u・si」は,スペイン語のadios(さよう

なら)に対応。

107.何処在乎(78)専ヲ国-F maり　kha・rmi・'ja

〔ma:gkajija〕 (どこには)か〔ma:gkajiga〕 (どこにか)と対応か。

108.日村在(79)手車ヲ国　tu・ma*kha・raii

〔tuITla (ji) kaji〕 (泊に)と対応か。

「107」と「108」とに関係する「クリフォードごい」として次の例がある。

amaki eechoong or moodoeeong(go to, onshore) (go to, on land, orshore)

109.彼処(80)-巨巨巨ト'a・ma・ska・ra

〔?amakara〕 (あそこから)と対応。 「F7[」の「A.」については前述。

無気音表記。

「クリフォードごい」に次のようにある。 -kara (by畠ridby) (directly) (t。

offer a)

111.取来(BD-T-^dスIA,7　mu・scin・ci・sko

〔muttSi?rTd3i ku:〕 (持って行って来い)と対応かo
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4、 『漂海録』 「言語」の沖縄語

本『漂海録』と同時代・同地域の言葉(窮球語)を記録したと考えられる

「クリフォード琉球語嚢」があるoこの資料については、第三章の第一節で

詳しく扱うが、その結果を参考にしながら、 「言語」 「琉球」語の分析を行

・)

ただし、資料の性質上、形態・統辞に触れるだけの材料がないので、残念

ながら、音声・音韻に限った分析とならざるをえない。

ところで、特に外国(語)資料を対象とする場合、その筆録者の言語(方言)

の影響が資料に現われる可能性を考慮に入れておく必要があるが、本資料に

おいては、それが二重構造になっているo普通なら、 「琉球」語及び「呂宋」

語に接した人達が全羅道(牛耳島)言葉の使い手だから、その背景だけを考え

ればよいのであろうが、今回のは、筆録者が(牛耳島の人達ではなく)全羅道

言葉以外の使い手だということがあって、注意を要する。丁若詮の言葉が中

央(ソウル)語のそれであることは掛-)し、柳毒にしても、流配された人

物らしく思われるから、同じであろうoそうであるから、全羅道言葉を背景

にもった人達の発音した「琉球」語なり「呂宋」語なりが、 「ハングル」とい

う文字で表記された時点において、それは中央語(ソウル語)を背景にした(中

央語に「翻案」された)資料となったと見なすことができるのである。もちろ

ん、全羅道言葉を一切考慮の外に置くわけではないが、以下の分析において

は、主として中央語(ソウル語)を対象にすればよいということになる。

なお、用例は(ハング!埴省き)、ハングル翻字(転写)のみで示すこととす

るoそして、その示し方は次のようにする。

⑦什琉球」語通し番号)

㊥用例ハングル翻字

0 〔対応日本語〕

㊤漢語通し番号

㊥漢轟

く例〉①　㊥　　o　　㊤　㊤

(67) hu・tLui 〔ふで〕 95　筆
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『漂海削「言語」 「琉球」語
(『「琉球・呂宋漂海録」の研究』 1994年)
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4-1　　母音

4-1-1　*/エ/と*/イ/

現代語では一様に/i/ 〔i〕であっても、遡れば*//ェ/に対応するも

のと*/イ/に対応するものとがあるので、その観点から用例を見ていく必

要がある。

*/ェ/相当部分は、以下のように、ハングルで「、t」 (ai)、 「」」 (mi)、

白」 (i)三通りの現れ方をしている。

「、】」 (Ai)の例

(16) tin・'Aiくtan　二吏)〔たね　種〕 19　陽茎

(22) 'i　垂　tsi〔いねて〕25　眠

「」」 (mi)の例

(29) kan　二聖上くkan・cLu¥, kan・zuii) 〔かぜ〕 34　風

(65) khan 〕亘〔かね〕 89　銭

(50　kun　吐垣・pu〔くねんぼ　九年母〕56　橘

(69) hu　堕〔ふで〕95　筆

(67) hu　些更〔ふね〕93　船

「1」 (i)の例

(57)亘・ri 〔(キ)セル〕62　燭台

(22) 'i・nAi・垣〔いねて〕 25　眠

(80　rnu　垣n・亘　sko〔もちていきてこ〕 111取来

(50) ku・mi(ァ) [<L&0 55　t」

まず注目されることは、 */ネ/相当部分がnAi(--n Aiも結果的に同じ)

とnuui(--n 'uii, -n・hiuiも結果的には同じ)との二様に現れるということ

である。音韻論的処理なるものを施すとすれば、一つに帰せしめてしまうの

に好都合な例となるが、そのような操作をする以前の段階で考察する0

その前に、 「、lJ 「」」に関する「呂宋」語の用例も見ておくO用例の示し

方は、前述のそれにならい、呂宋語通し番号:用例ハングル翻字:対応イロ
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カノ語(あるいはスペイン語):漢語通し番号:漢語とする。以下同じ。

③垣主・spi・tan〔KAPITAN〕7小官

⑬cu・堅軽くman・clu)〔mes〕35月

⑳kAran蛭〔grande〕78大

⑳mon弓垂〔donde〕106郡裏

⑬堅亘ka・'uor・no〔SINGYU(TALLU)〕88最小銀銭

④spA・三重〔PADRE〕10修道人

kom・spa・nm[KOMPADRE]15f」A

⑤些亘ta・ma・ri〔santamaria〕11土人

1800年ごろのハングルの音価について見てみよう。

上!」(Ai)についてみるo許雄(1965)によると、次のようである.

/AJ/>/aj/

/aj/-/aj/>/e/注)/AJ

(D豊J」
と変化した可能性が高く、「、」の消滅を1780年頃と見れば、/Aj/>/aj/

の変化も同時期であったろうから、次の段階の/aj/>/e/の変化は1800

年以後のことだと考えざるをえない(P436-437)

また、李基文(1972)には、次のようにある。少し長く引用する。

母音`、つま、すでに16世紀に第一段階の消失(第二音節以下での消失)を経

験しているが、18世紀後半に到って第二段階の消失(語頭音節での消失)が

起こり、完全にその痕跡を留めなくなる(P200)

音素`、つま消滅したが、文字・、,は、現代正書法(1933)によって廃止

されるまで続けて使用された。

この`、'の消失で第一音節の二重母音・十が`日,に変わったが、その後

しばらくして'h'[ai〕とLl一つ∂i〕は、それぞれ〔C〕〔e〕と単母音化し

た(P201)

二重母音'ォ',宜の単母音化は、18世紀末葉に起こったと結論できる。

(P202)

次に、「」」(mi)について見るo「→」は、現代語では「-」(〔ul〕あるいは
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(0)か「 l」 (〔i〕)かのどちらかで発音される傾向にあり、所有格を示す「9-日

の場合は〔e〕となるのが普通である。ここに到る過程の一端を、許雄(1965)

は「/-<)/の不安定さ」と言い、 「不安定になったのは」 「19世紀からだと考え

られる」 (P438)と言う。また、李基文(1972)には、 「中世末葉に・せ判・(梶)

の`-]'が'耳」で現われる例があるが」 「こめ傾向は17世紀になって一般化し

た」 (P203)とあり、さらに「ここに来て再び、つ>1'の変化が起こった」

(同頁)や「19世紀に入っで人六・六'の次の`-・が'1つこ変化した単語が多く

見出される」 (同頁)や「16世紀に` 、 'が非語頭音節で・-'に変化した事実」

(同貢)などが参考になる。

なお、ハングル「」」 (uJi)の用例は、 */ェ/相当部分以外には次の二例

が目につく。

(44) mi・etui 〔みづ〕 49　水

(63) stuii・'is 〔ひと(つ)〕 80　-

これらについては、後で述べる(　母音の無声化、無気音表記、

口蓋化・破擦音化　)

以上のことと、 「jI」 (。i)、 「叫(ai)の用例が長音〔C:〕を示しているらし

いこと(後述　{4}*/ai/*/ae/)、そして「クリフォードごい」の結果な

どとを照らし合わせると、「、!」と「」」とは〔C〕及び〔e〕を示している

可能性が高く、また〔りあたりまでもカバーしていると考えられる。

「1」で表わされた例が、 */i/のあとの「て」であって、ほとんど〔i〕

となっていたであろうことと照応する。

*/イ/に対応する部分は、例外なく白」 (i)である。主な用例のみを

あげる。

*/イ/の用例

(25)ユ　nAi・tsi 〔いねて〕 25　眠

(53) u生二王〔をぎ　荻〕58　甘蕉

㈹'亘・亘〔LL〕53　家

(23)亘n jur)〔しぬ〕26　死

M2)亘　oa si〔しはす〕47　十二月

8 1



(相　亘・mo・ci・ci 〔Lもつき〕.46　十一月

W) u・si〔うし〕52　牛

(56) ha　亘〔はし〕61箸

(13) ku　亘〔くち〕16　日

(37) chi・si・koa・chiくsi・垂koa・chi) 〔しちぐわつ〕 42七月

(43) rriAi亘・堕主〔まいにち〕 48　毎日

(49) tu　亘〔とり〕54　鶏

4-1-2 */ア/

これはほとんど「り(a)で表記されているo唯一の例外が、 「ふたつ」の

圧」相当部分である(64)stAs〔ふた(つ)〕81二Oこれについては「4-6」,
で述べる。

*/ア/の用例

(61) 'an・ta 〔あぶら〕 67　油

伽') 'ama・ska・ra 〔あまから〕 109　彼処

(55) ka・sa 〔かさ〕 60　雨傘

(29) kan・'iui 〔かぜ〕 34　風

鮎i) khan 'ui 〔かね〕89　銭

(l頼{a・ma・tu 〔カマド〕 13　童児

(70) ka・pir 〔かみ〕 96　紙

(52) han・'u・sju 〔かんしよ〕 57　甘蕉

(77) kan・cju・'ja 〔がんじよう〕 105　平安乎

(58) sa・ba 〔サバ〕 63　草履

(45) san・sir・'i 〔さんしり〕50　山

(16) tin・'aiくtan・'aj) 〔たね〕 19　陽茎

(54) ta・pa・1くui 〔タバコ〕 59　個草

(3) 'u・na・kui〔をなご〕 3　女

(56) ha・si〔はし〕61箸

(46) ma〔うま〕51馬
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(17) ma・rLUiくma・nuii) 〔マ-ニュー〕 20　婦人私処

(58) sa・pa 〔サバ〕~63　草履

(30) koa・chi 〔ぐわつ〕 35　月

4-1-3　*/オ/と/ウ/

*/オ/相当部分は圧倒的にト→ (u)で表記されており、自由異音的に

二・三「ェ」 (0)の例があるO 「クリフォードごい」の結果とも一致する。

*/オ/の用例

(5) 'u・sju〔おしゆ　御主〕 5　丞相

(川　ka・ma・tu〔かまど　電〕13　童児

(50) ku・mi〔こめ〕55　米

(62) tu・ma〔とま(り)〕77　白村

(49) tu・ri〔とり〕54　鶏

剛　mu・scin・ci・sko〔もちて～〕 111取来

(53) 'uk・'i〔をぎ　荻〕58　甘蕉

(25) 'u・tu・'i〔をどり、をどれ〕28　舞

(3) 'u・na・kui〔をなご〕 3　女

(川　o o rj-jお　cr・l　諾

(柑mu・scin・ci・旦垣〔もちていきてこ〕 111取来

(4カ　si・塑・ci・ci〔Lもつき〕46　十一月

(1) scjo〔ひと、ひとは〕 1人

「エ」 (0)の例に関しては、 「非語頭音節での」>-つ頃向が追加され」

(李基文前掲書　P203 )が参考になろう。

辛/ウ/は例外なく「-」 (u)である.

*/ウ/の用例

(47) u・si〔うし〕52　牛

03) ku・ci〔くち〕16　口

畑　kun・hiui・pu〔くねんぼ〕56　橘

(39) kuij・koa・chi 〔くぐわつ〕 44　九月
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¢8) hu〔ふ〕33　福

(69) hu・tuii 〔ふて〕 95　筆

(67) hu・nuui 〔ふね〕 93　船

参考として、 「呂宋」語に関する「ェ」と「-」の用例を追加する。

「ェ」 (0)の用例

⑥　kom・spA・rLui 〔KOMPARE〕 15　披人

⑮ skom・spa・ruii・koan・to・'jo1・SI 〔kompare- 〕 90億幾何

⑳ kom spa・rim・mOn・tuii pa・si・'ja 〔kompare- 〕 106那裏去

乎

⑪　sin・1・o・ra〔senora〕29　謝罪

⑭　po・pur Oi 〔POBRE〕32　可憐

⑳　man・sok 〔MANOK〕 54　鶏

⑳ lr・no・sko 〔ILOKO〕 72　-時嘱

⑳　no・i〔DOS〕81二

⑳　moi・no 〔bueno〕 102　好

⑨　tor・no Pi〔TURUG〕25　眠

⑩　Stan・i-Om 〔DANUM〕 49　水

⑳　tar・no 〔TALLU〕 82　三

⑳ sar・no・psa 〔TALLUPISI〕 85　中銀銭

「-」 (u)の用例

⑩　ma・pu〔BABUY〕53　家

⑩　mur・ni・ta・ra・〔moridera?〕 26　死

⑭ lui・mu 〔emo?〕 68　福建

⑳ hap・pun 〔HAPON〕 76　日本

⑳　pi・sju 〔PISOS〕 84　大銀銭

⑳　　n u・si 〔adi6s〕 105　平安乎

㊥　pu・'ak 〔PIPAK〕 89　銭

r-」と'o'、 r-」と・U,の対応を原則としているようであるが、交叉した対

応(ェ:U、-:o)を示す例もあ。、少々複雑である(-:iの例さえあ
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る)。それが、琉球語の表記にも、多少反映されていよう。

4-1-4　二重母音あるいは長母音

多和田(1980)では/E/と/○/とを認めているが、これはともに、音声的

実態としては「長音」である。

本資料も同様の現象を見せている。用例を、少し整理して、示す。

ai.　　　　　eO

(6)tai・sjag koaP 〔だいLやうくわん〕 6　大官

(43)mAi・ni・chi 〔まいにち〕 48　毎日

前述(P(52))の/AJ/./aj/-/C/を参照Oただし、ハングルでは、原則

として、長音が表記上に現われないから、ここで上の例を長音とするのは、

現代沖縄語から類推してのことである。以下においても同じ。

*/ae/-/ee/ 〔C:〕

kh〇i・ra 〔かへら〕 91交易

ただし、この例は、厳密な意味では　ae.に該当しない。 「ハ行転呼音」

を経過したあとの状態で捉えた場合のことになる。

(二重母音r11」 (〇i)の単母音についてはp80で述べた。 )

ちなみに、ハングル「lI」の用例として、 「呂宋」語に次のようなものがあ

る。

⑱　po・pur Oi〔POBRE〕32　可憐

au. -/oo/ 〔○:〕

(73) o・ci 〔あふぎ〕 99　扇　(ハ行転呼後の形)

(3D sjo・koa・chi 〔Lやうぐわつ〕 36　正月

(4) 'o〔わう〕 4　国王

(18) main・so・'o・ri 〔いまゐりさうらへ〕21坐

上土且「Jトso・0-)は紛れもなく長音を表記しようとしたものであ

る。

*/ao/-　oO,　用例ナシ)

eir　-/oo/ 〔っ:〕
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(7) sjo・koaP〔せうくわん〕 7　小官

(59) sjo・cu〔せうちう　焼酎〕65　雷酒

*/on/-/uu/ 〔u:〕

(77) kan・cju 〔がんじよう　岩乗〕 105　平安乎

*/ oo/-/LHi/ (用例ナシ)

*/iu/-/juu/ 〔ju:〕

(59) sjo・cu 〔せうちう〕 65　窟酒

ハングル「ス」 (C)は、このころ口蓋化してお。 (〔ti〕)、 (59)は〔刷u:〕

を表示していると考えられる。

4-1-5　(母音の)無声化

次の例は、母音の無声化を示すものと判断される。

(37) chi・si・koa・chi 〔しちぐわつ〕 42七月

(57) si・n 〔(キ)セル〕62　燭台

次の三つの例は、 「無声化」を経て「無気音」へと移行したと考えられる。
「無気音表記」参照。

(63) stuii・'is 〔ひと(つ)〕 80　-

(6㊥　StAS〔ふた(つ)〕 81二

(1) scjo〔ひと〕 1人

以上をまとめると、次のようになる。

1. */イ/　〔i〕

2. */ェ/ 〔e, e,I, i〕

3. */ア/ 〔a〕

4. */オ/ 〔U, o〕

5. *　ウ/ 〔u〕

ai.　〔e:〕

*/ ae.　〔C:〕

3　n



*/aii/　〔():〕

*/ao/　用例ナシ

*/eu/　〔o:〕

*/ou/　〔u:〕

*/oo/　用例ナシ

*/iu/　〔ju:〕

7.無声化有り。

二重母音は長母音化しているのに、 */ェ/・*/オ/は　　　　u

に移行していないoその過程にあるという姿である。これは「クリフォード

ごい」の分析結果とも一致し、沖縄語の「三母音化」なるものが、比較的新

しいものであるという可能性を示唆する。

4-2　　半母音

4-2-1　　j/

次の用例から/j/を認めることができる。

(26) kun・'。i・hja 〔クネ-ヤー十29　謝罪

(77) kan・cju・'ja 〔がんじようヤー〕 105　平安乎

(5) u・sju〔おしゆ〕 5　丞相

(52) han・'u・sju 〔かんしよ〕 57　甘蕉

kan・cju・'ja 〔がんじようヤー〕 105　平安乎

(23) sin・'jug 〔しぬ〕 26　死

(3D sjo・koa・chi 〔Lやうぐわつ〕 36　正月

(6) tai詛sjarj・koa口〔だいLやうくわん〕 6　大官

(7) sjo・koaij 〔せうくわん〕 7　小官

(59) sjo・cu 〔せうちう〕 65　露漕

(1) scjo〔ひと〕 1人

(17) ma・runくrna・noii) 〔マ-ニュー〕 20　婦人私処

「解勘で見たごとく、 (52)、 (17)は奄美の言葉である可能性が高し)から、沖縄
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島中滴郡地域の言葉に限った考察をする場合は、語例(用例)から除くべき

である。

4-2-2　/w/

次の用例から/W/が認められる。

(4) 'o〔わう〕 4　国王

(53) 'uk・'i 〔をぎ〕58　甘蕉

(2) 'u・ski・ka〔をとこ〕 2　男

(25) 'u・tu・'i・ri〔をどり、をどれ〕28　舞

(3) 'u・na・kui〔をなご〕 3　女

(72) 'i詛hoa 〔ジーファー〕 98　管

(30) koa・chi 〔ぐわつ〕 35　月

(鍾-(40) koa・chi 〔ぐわつ〕 36-45　月

(42) si・'oa・si 〔しはす〕 47　十二月

(6) tai・sjag・koaロ〔だいLやうくわん〕 6　大官

(7) sjo・koaロ〔せうくわん〕 7　小官

(38) hoa・chi・koa・chi 〔はちぐわつ〕 43　八月

(4) (53) (2) (25) (3)については{12}声門閉鎖(喉頭化)と非声門閉鎖(非

喉頭化)で述べる。

4-3　　子音

4-3-1 */車、ケ、カ、ク、コ/の子音

ハングル「フ」 (k)、 「ヲ」 (kh) 「^J (sk)で表記されているo用例は次
7

のよjLであるo

(55) ka・sa 〔かさ〕60　雨傘

(29) kan・'mi 〔かぜ〕 34　風

佃　ka・ma・tu〔カマド〕13　童児

(70) ka・pir〔かみ〕 96　紙
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OS) kuP koa・chi〔くぐわつ〕44　九月

(13) ku・ci 〔くち〕 16,口

(51) kun・hiui・pu 〔くねんぽ〕 56　橘

(50) ku・mi〔こめ〕55　米

(54) ta・pa・kui 〔タバコ〕 59　個草

(36) sjuk・ku・koa・chiくrjuk・ku・koa・chi) 〔ろくぐわつ〕 41六月

(65) khan・'mi 〔かね〕 89　銭

khoi・ra 〔かへら〕 91交易

(78) mag kha・riui 'ja 〔-かり-〕 107　何処在乎

(79) tu・ma・kha・ruii 〔-かり〕 108　日村在

伽i) 'a・ma・ska・ra 〔-から〕 109　彼処

(81) mu・scin・ci・sko　トこ〕 111取来

(29)と(65)とを比べればわかるように、ハングルの「フ」と「ヲ」とで差異を

示そうとはしていまいo　しかし、 「/q」とこれら二つとの間には違いが存し、

「有気音」と「無気音」との間瀬を考えるうえでの好材料を提供してくれて

いるo「解説」で触れたとおりである。 「無気音」のことは、 「無気音表記」で

改めて扱う。

以上により、 「クリフォードごい」より導き出された/k/〔k, kY〕に〔k・]

(無気音)が追加されなければならない。

*/キ/については、 「口蓋化・破擦音化」で述べる。

4-3-2　　　　ギ、ゲ、ガ、グ、ゴ/の子音

例外なくハングル「フ」 (k)で表記されているOこめハングルだけでは、

それが無声音〔k〕を示しているのか、有声音〔g〕を示しているのか判然と

しないのであるが、現代(沖縄)語との対応関係から有声音〔g〕と認定でき

るのである。用例は以下のとおり。

(77) kan・cju・Tja 〔がんじようヤー〕 105　平安乎

(30)-(40) koa・chi 〔ぐわつ〕 35-45　月

(2) 'u・ski・ka〔をとこ〕 2　男
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(3) 'u・na・kui〔をなご〕 3　女

(53) 'ulく・'i 〔をぎ〕 58　甘蘇

*/ギ/につい.ては、丁口蓋化・破擦音化」で述べる。

4-3-3　*/チ、テ、夕、ツ、ト/の子音

*/チ/と*/ツ/とは、口蓋化さらには破擦音化しており、ハングル「可

(c) 「ブヒ」 (ch)で表記されているo

(13) ku・ci〔くち〕16　口

(59) sjo・cu 〔せうちう〕65　露酒

(柑　mu・scin・ci・sko 〔もちていきてこ〕 111取来

(43) mAi・ni*chi 〔まいにち〕 48　毎日

(41) si・mo・ci・ci 〔Lもつき〕46　十一月

(76) cu・cu・ra・sa 〔つよきよらさ〕 103　大好

(30ト(40) koa・chi 〔ぐわつ〕 35-45　月

*/チ/*/ツ/については、　「口蓋化、破擦音化」でも述べる。

*/テ、タ、ト/は、一様にハングル「[」 (t)で表記されている。 「己」

(th)の用例はない。

(22) i・nA1・tSl 〔いねて〕 25　眠

(16) tin Aiくtan・Ai) 〔たね〕 19　陽茎

(54) ta・pa・kui 〔タバコ〕 59　個草

(60) tu・hu 〔たうふ〕 6　豆腐

(64) stAs 〔ふた(つ)〕'81二

(62) tu・ma〔とま(り)〕77　白村

(49) tu蝣ri〔とり〕54　鶏

(63) stuii・'is 〔ひと(つ)〕 80　-

有気音を示すハングル「∈=」の用例がないからといって、当時の沖縄語が

そうであったことにはならないoむしろ、逆であるo　前に・「ヲ」 (kh)の存

在を見たo後述するように「皿」 (ph)もあるからである。
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4-3　　　　*/デ、デ、ダ、ヅ、ド/の子音

*/ヂ/に対応する用例はないが、 */ヅ/が一例あり、ハングル「フく」

(C)で表記されている。現代語との対応から有声音であると見なす。 (ハン

グルの「フく」は母音間(及びこれに準じる環境)で有声音になることも考慮され

ている。 19世紀初めには、口蓋化し〔d3〕となっていた。)

(44) mi・cini 〔みづ〕 49　水

*/デ、ダ、ド/は、ハングル「⊂」 (Oで表記される。これも現代語と

の対応、ハングル「こ」の母音問での有声化現象から、有声音〔d〕を表示

したものと見なされる。

(69) hu・tuii 〔ふで〕 95　筆

(6) tai・sjag・koarj 〔だいLやうくわん〕 6　大官

(ll) ka・ma・tu〔カマド〕 13　童児

(25) 'u・tu・'i・ri〔をどり、をどれ〕28　舞

4-3-5　*/ヒ、へ、ハ、フ、ホ/の子音

「(15) phi-'i 18　鼻」が「へ(屈)」に対応するのであれば、興味ある用

例となるが、未詳のため、保留とする。

ハングル「ち」 (h)で表記された、次の例をあげることができる。

(56) ha蝣si 〔はし〕61箸

(38) hoa・chi・koa・chi 〔はちぐわつ〕 43　八月

(72) fi・hoa〔ジーファー〕98　暫

(28) hu〔ふ　福〕33　福

(69) hu・toii 〔ふで〕 95　筆

(67) hu・niui 〔ふね〕 93　船

(60) tu・hu〔たうふ〕66　豆腐

*/ヒ/と*/読/の用例がない。

*/ハ/に極り(ha)と「重り(hoa)との二通り現われている・。これをど

う解釈するか。

「解説」で見たとおり、 (5緋Ia・siは奄美の言葉である可能性が高いから、こ
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れを除外して(沖縄島中・南部の言葉を)考えることにする。

「封」 (hoa)は、両唇摩擦音「◎」を表示しようとした結果の表記であるこ

とは疑いを入れまいoこれから類推すれば「ヰ」 (hu)も〔Oujである可能性
が高くなる。

もっとも、現代語で、 「刺は〔肝:〕であるのに「歯」は〔ha:〕であると

いう事象もあるから、慎重である必要があるが、 「クリフォードごい」に`fa,

や`pha'などがあったことと照らし合わせれば、この当時の*/ヒ、へ、ハ、

フ、ホ/の子音は両唇摩擦音〔◎〕であったとしてよいのではなかろうか。

4-　　6　*　ビ、べ、バ、ブ、ポ/の子音

次の用例は、現代(潤)語との対応、ハングル桓=p)の性質等から、

両唇破裂有声音〔b〕を示しているものと判断される。

佃　kun・hLin*pu〔くねんぽ〕56　橘

(5㊥　ta・pa・kui 〔タバコ〕59　梱草

以上の他に本文中に次の例がある。

二十二の6　ku・pa 〔クバ〕九波木

二十八の2　　〃　//　〃

二十八の　ma・saくpa・sa) 〔バサ〕磨沙

ハングルの「ロ」 (m)が「呂宋」語(イロカノ語)の・b,に対応する例があ
る。

⑰　ka・ma 〔KABAYO〕51馬

⑩　ma・skx・'o 〔BAKA〕52　牛

⑳　ma・pu〔BABUY〕53　家

㊨ ma・ka・si 〔BAGAS〕55　米

⑳　ma・ki 〔BAGIO?〕 73　馬宜

㊨ mjoiP・thoロ〔BENTE〕 86　小銀

⑳　moi・no 〔bueno〕 102　好

二十八の　ma・saも同様の例であって、 〔basa〕を示す。
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4-3-7　*　シ、セ、サ、ス、ソ/の子音

(48) si・si〔LL〕53　家

(37) chi・si・koa・chi 〈si・chi・koa・chi 〔しちぐわつ〕 42　七月

(23) sin・jug 〔しぬ〕26　死

(42) si・'oa・si 〔しはす〕 47　十二月

(48　si・mo・ci・ci 〔Lもつき〕 46　十一月

(45) san蝣sir・'i 〔さんしり〕 50　山

(47) 'u・si〔うし〕52　牛

(56) ha・si〔はし〕61箸

(3D sjo・koa・chi 〔Lやうぐわつ〕 36　正月

(6) tai・sjaU koa口〔だいLやうくわん〕 6　大宮

(5) 'u*sju〔おしゆ〕 5　丞相

(52) han・'u・sju 〔かんしよ〕 57　甘薦

(7) sjo・koaP〔せうくわん〕 7　小官

(59) sjo・cu 〔せうちう〕 65　露酒

(57) si・n 〔(辛)セル〕62　梱台

(45) san*sir・'i 〔さんしり〕 50　山

(33) san・koa・chi 〔さんぐわつ〕 38

(55) ka・sa 〔かさ〕 60　雨傘

三月

(75) cu・ra・sa〔きよらさ〕 102　好

si・mi〔すみ〕94　文享

例外なくハングル「人」 (S)で表記されているo siはもとより、 sja、 sju、

sjoより硬口蓋音〔!〕を推しはかることができよう。

*/セ/、 */ス/について、 「口蓋化・破擦音化」で述べる。

4-3-8　*　ジ、ゼ、ザ、ズ、ゾ/の子音

用例が少ないo確定的なのは次の二例だけである。

(8) tu・cm〔つうじ〕 8　通事
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(77) kan・cju 〔がんじよう〕 105　平安乎

ハングル「フく」 (C)は、このころ口蓋化して刷となっており、母音問(及

びこれに準じる環境)で有声音となるから、〔d3〕を示していることになる。

「4-卜4」も参照o 「口蓋化・破擦音化」も参照。

4-3-9　　ミ、メ、マ、ム、モ/の子音

ハングル「ロ」 (m)で表記されているo特記すべき事柄はない。用例を示
*.

1

(14) mi・mi〔みみ〕17　耳

(44) mi・cmi 〔みづ〕 49　水

si・mi〔すみ〕94　文字

(50) ku・mi〔こめ〕55　米

(46) ma〔うま〕51馬

(43) rriAi・ni'chi 〔まいにち〕 48　毎日

(川　ka・ma・tu〔カマド〕13　童児

(78) ma。・kha-iruii・'ja 〔マ-～〕 107何処在乎

ma- 〔あま～〕 109　彼処

(62) tu・ma〔とま(り)〕77　白村

(41) si・mo・ci・ci〔Lもつき〕46　十一月

剛mu・scin・ci・sko 〔もちて-〕 111取来

4-3-10　*/こ、ネ、ナ、ヌ、ノ/の子音

ハングル「L」 (∩)で表記されているが、一つだけ例外的にrL」が脱落

した形のものとなっているoまた、ir解説」の関連するところで述べたように

(P62上ハングルの綴。では前の音節の最終子音(芋)は後続音節が母音で始

まる場合その後続母音(辛)と結合して(発音されて)しまう。

如　mAi・ni・chi〔まいにち〕48　毎日

(25) "i・nAi・tsi 〔いねて〕 25　眠

(16) tin A]くtan・'Ai) 〔たね〕 19　陽茎
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(65) khan 'Lui 〔かね〕 89　銭

(67) hu・nLUi 〔ふね〕 93　船

(23) sin・'jurj 〔しぬ〕 26　死

(3) 'u・na・kui〔をなご〕 3　女

(32) 'im・koa・chi 〔にぐわつ〕 37　二月

(32) lm・koa・chiについては、「掬音」で述べる。

「クリフォードごい」には、 gn'という綴りがあって、硬口蓋鼻音〔n]の

存在を確かめることができた0本資料でも(23)sin蝣'jugから同様のことが言え

よう。

4-3-ll */リ、レ、ラ、ル、ロ/の子音

「クリフォードごい」では、 (アルファベットの) 'd'・r-1・が自由異音的に

出現したのでひとつにまとめて/d/〔d, r, Dのようにしたが、本資料で

は〔d〕を示す「こ」。)と〔{〕を示す(と推測される)「己」(r)とで書

き分けが行われているo */デ、ダ、ド/については、すでに4-3-4で見た。

「己」の用例を示すo

(49　tLi詛n〔とり〕54　鶏

(45) san・sir・'i 〔さんしり〕50　山

(25) *u・tu・'i・ri〔をどり・をどれ〕28　舞

(19) 'u・sa・ka・ri 〔めしあがれ〕 22　喫

(57) si・n 〔キセル〕 62　燭台

(78) map kha・nuiトかり・かれ〕 107　何処在乎

(79) tu・ma・kha・ruii 〔とまりかり・かれ〕 108　白村在

kh。i・ra 〔かへら?〕 91交易

伽') 'a・ma蝣ska・ra 〔あまから〕 109　彼処

佃　cu・ra・sa〔きよらさ〕102　好

(36) suk・ku・koa・chiくruk・kuvkoa・chi) 〔ろくぐわつ〕 41六月

(36) suk・くu・koa・chiについては「解説」の当該箇所で述べた。

ノ＼ンブル「己」だけからは弾き音〔{]と側面昔日〕の問題は論じられ
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ないoこれを補うものとして「クリフォードごい」を位置づけることができ

よう。

4-3-12　声門閉鎖(喉頭化)と非声門閉鎖(非喉頭化)

声門閉鎖音〔?〕を示そうとしたと思われる表記例はない。

ハングルには、声門閉鎖音を表記する文字「可が用意されていたが、 19

世紀は、使用されなくなって久しきを経たころであった。本「漂海録」に現

われないのは当然である。

以上の理由により、 「クリフォードごい」と同様、対応する現代(堰)語

との関連で考えなければならない。

手がかりになると考えられるのが次の例である。

(46) ma〔うま〕51馬

現代語では〔?mma〕である。 (46)maという表記は、当時もpmma〕に近

い形であったことを物語ると思われるo〔?uma〕などであったとすれば軽口り

Cu-ma)のように表記されたであろう.漂流者が〔?m-〕を聞きとること

ができなかった可能性が高い0万一聞き取れたとして、それを再現して聞か

せても筆録者が聞き取れたかどうかoここでも聞き取ったとしても、ハング

ルの正書法では「-叫(mma)などというのは許されないから、衷記の仕様

がなかった。

現代(沖縄)語で、母音で始まる(とされる)言葉の最初は、声門閉鎖(喉

頭化)音かそうでない(非喉頭化)書かのいずれかである。また、ハングルの

綴字法では、母音で始まる音節の場合、母音字の前にre)」 (つを添えるO

この二つの事柄から、資料中「く〕+母音」の形で表記されたものには、声門

閉鎖(喉頭)普/?/を示している場合と非喉頭化音/ , /を示している場合

とがあることになるo r解説」で見たことを参照しながら整理すると、以下の

ようになる。

/? /対応例

拙'an・ta〔あぶら〕67　油

ma〔あま〕109　彼処
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(20) 'u〔う〕23　唯

岬　u・si〔うし〕52　牛

(5) 'u・sju〔おしゆ〕 5　丞相

(73) 'o・ci 〔あふぎ〕 99　扇

(2万'o'o〔おお〕24　諾

/ '/対応例

(4) 'o〔わう〕 4　国王

(53) 'uk・'i 〔をぎ〕 58　甘蕉

(2) 'u・ski・ka〔をとこ〕 2　男

(Z5) u・tu・i・n 〔をどり・をどれ〕28　舞

(3) 'u・na・kui 〔をなご〕 3　女

現代(沖縄)語には、/?j-/:　　　　?w-/: /'W-/の対立も存

するが、本資料では、その数が少ないこともあって、用例を見つけ出すこと

ができない。

4-4tit
rh

伝統的な用語に従い、 「掻音」と言う。単独で「拍」または「モーラ」を形

成すると考えられる鼻音のことである,/N/と抽象されるものどものこと

を考える。

軟口蓋音〔k〕 〔g〕を示すハングル「フ」 (k)の前と語末では「C'」

(U)、その他の前では「し」 (n)という原則が成り立つが、例外が二つあ

る(33)と(32)である。

「C)」 (U)の用例

(39) kuij・koa・chi 〔くぐわつ〕 44　九月

(6) tai・sja口　koag〔だいLやうくわん〕 6　大官

(7) sjo・koag〔せうくわん〕 7　小官

「L」 (∩)の用例

(61) 'an・ta〔あぶら〕67　油
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(細mu・scin・ci・sko(もちていきてこ〕 111取来

(18) main・so 'o　〔まゐりさうらへ〕21坐

kan・cju 〔がんじよう〕 105　平安乎

(45) san・sir・'i 〔さんしり〕50　山

(29) kan・'ujjくkan・cuii月かぜ〕 34　風

(33) san・koa・chi 〔さんぐわつ〕 38　三月

「ロ」 (叫の用例

(32) 'im・koa・chi 〔にぐわつ〕 37　二月

「-n・k-」と「一m・k-」の解釈をどうするかOまず、 (3Z)'im-koa*

chiは現代語〔ni口g-i〕に対応するのであったO細かいことは省くが、この

〔nnj〕という部分の鼻音の響きあいが「到dm)の桝とらせたo鼻音を

強調した表記になったと思われる。

w)<Dsan-koa・chiも同一線上にあると考えられようo同じく鼻音の強調

であるoハングルの正吾法上「-U・k-」でなければならないという制約が
ないことも背景にあろう。

このことは、この種の鼻音が、 「鼻母音」などという「母音」に付属したも

のではなく、 「穣音」と呼ばれるべき、独立した存在であることを主張してし)
るようで興味深い。

4-5　　促音

これも伝統的呼び名に従っている,/Q/と表示されるもの。

現代(欄)語との対応から、促音を含んでいると予想される用例は、次の

二つしかないo現代語の音声表記も添える。

(1) scjo〔ひと〕 1人〔吋u〕

舶mu・scin・ci・sko 〔もちていきてこ〕 111取来〔mut駒dsiku:〕

そしてこれらは、図らずもと言うべきか、当然の結果と言うべきかこ無気
音表記の形をとっているのである。
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4-6　　無気音表記

既に見てきたように、次の例は、ハングルの無気音表記に相当するもので

あった。

「 Jl」 (sk)の例

(2) 'u・ski・ka〔をとこ〕 2　男

'a・ma・ska・ra 〔あまから〕 109　彼処

(81) mu蝣scin・ci・sko 〔もちていきてこ〕 111取来

「収」 (sc)の例

(1) scjo〔ひと〕 1人

(81) mu・scin・ci・sko 〔もちていきてこ〕 111取来

「疋」 (st)の例

(63) stuii・'is 〔ひと(つ)〕 80　-

(梱　stAs〔ふた(つ)〕81二

「り」 (ts)の例(これは「疋」に準じる)

(22) i・nA1・tSl 〔いねて〕 25　眠

「フ・フ」 (k・k)の例

(36) suk・ku・koa・chiくruk・ku・kda・chi) 〔ろくぐわつ〕 41六月

(54) ta・palく　kui 〔タバコ〕 59　個草

考察を進める前に、 「呂宋」語の用例も見ておこう。

「月」 (sk)の例

⑬　ma・skA・'o 〔BAKA〕52　牛

⑳　ma・ska・'oi 〔Makau〕 71湊門

⑳ ir・no・sko 〔ILOKO〕 72　-時嘱

⑳　mai・sa・siくO.　n・sa 〔MAYSAKUARTA〕 83　-銭

⑮　skom・spa・riui・1toan・to・jつ　SI 〔komparecu云ntoes〕 90　慣

幾何

「収」 (sc)の例ナシ
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「社」 (st)の例

⑯　stan・non- 〔DANUM〕 49　水

「ju 」 (ss)の例

⑦sslui・'in・ta (未詳) 21坐

⑬　mi a・ssa蝣pi〔MIAsaber?〕31不知

「AJ」 (sp)の例

③　kAi・spi・tan O<APITAN〕 7　小官

④　spA・rLui 〔PADRE, pari〕 10　修道人

⑥　kom・spA・ruii 〔KOMPARE〕 15　彼人

⑳ kom spa・rmi・mOn・tuii・pa・si・'ja 〔komparedondePASYAR〕

106那裏去乎

rnJ「怨」「収」「-瑚」などが、無気音(濃昔)の表示であること

は、 「解説」で確認した。

これは、今のところ、表面的印象にすぎないが、フィリピンからの・留

学生達の発音は(フィリピンの言葉も日本語も)、無声破裂音の場合、総じて無

気書的であるOハングルの無気音表記の信&性を裏付けるものとなろう.

⑩Stan・nomは、語頭に有声子音を有しない「ハングルの耳」が、有声子

音を聞いて、その無気音性に反応した(有声音性を捨象した)好例だと思われ
る。

ハングルの表記法や「呂宋」語の用例などから見て、上記「坑球」語の例

が、音声的実態として無気昔の怪質を帯びていたことは疑いないようである

が、現代語との対応から三つのグループに分かれるらしいごとに気づく。そ

れは次のようである。

〔1〕現代語では無声有気音に近く実現するもの

(2日ji堕ga,wi型ga〕

(80) 〔?ama互逢ra〕

(紬〔mu嘩?nd殖逗:〕

〔2〕現代語では「促音」として実現するもの

(1日叫u〕
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剛〔mu叫i～〕

〔3〕現代語でも方言によっては、語的に無気昔を残すとされているもの

(63) 〔t'i:悼)〕

(64) 〔t'a: (t∬)〕

(ここで現代語と言っているのは、たびたび述べているように、沖縄島中・南部

地域の現代語である。)

〔1〕は軟口蓋破裂音、 〔2〕は硬口蓋歯茎破擦音、 〔3〕は歯茎破裂音で

あるという違いを、まず上げることができる。次に、変化の過程において「母

音の無声化」 (さらにその母音の脱落までも)を経験したらしい〔2〕 〔3)とそ

うでない〔1〕という対立がある。母音の脱落後、その次の子音の無気音化

を招いたようであり、それが「促音」の形をとる方向へ行ったもの〔2〕と

無気音を維持しようとしたもの〔3〕とに分かれたらしく思える。

沖縄語の歴史(音変化)を考えるうえで興味ある事柄であって、さらに追究

していきたいところであるが、これだけのわずかな資料だけでは決定的なこ

とは言えないので、今回は、ここまでに留めておくことにしよう。

4-7　　口蓋化・破擦音化

口蓋化・破擦音化と関連して、多和田(1980)では、語音翻訳-翻・クリフ

ォード琉球語桑-坑・沖縄語辞典-沖を対照しつつ次貢のような表を作った

ことがあった。

資料の年代を確認しておくo翻-1501年。琉-1818年O沖-1963年(ただ
▼

し、言語資料としては、主たる資料提供者二人の生年が1883年と1890年であること

から、 19世紀末から20世紀初のそれとしたほうがよい)0

け」 「ゲ」は、それぞれ/i/の直後のものに限っている。

「漂海録」の用例を検討し、この表と対照しようとする。

*/キ/の用例

(41) si・mo・ci・ci 〔Lもつき〕46　十一月

(75) cu・ra・sa〔きよらさ〕 102　好
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翻 疏 沖

辛 k i 棉 qi

シ ∫i ∫i ～i

チ 叫 輯 輯

ケ k i
棉

tSi
棉

セ Si
～i

Si
∫i

ス SH I Si Si

ツ tSLu tSi tSi

.潤 疏 沖

ギ gi d 5i d5i

ジ (d)ji d3i d.3i

.it d 3i d3i d 3i

ゲ g t
d3i

d zi
d3i

ゼ Zl
d 5i

Zi
d 5i

ズ Izu I d Zi d Zi

ヅ d Zu l d)zi d Zi

*/シ/の用例( 「　3-7」で見た。省略)

*/チ/の用例( 「4-3-3」参照)

*/ケ/の用例(/i/のあとの「ケ」という条件の例ナシ)

*/セ/の用例

(57) si・ri 〔(辛)セル〕62　燭台

*/ス/の用例

si・mi 〔すみ〕94　文字

*/ツ/の用例

(41) si・mo・ci・ci 〔Lもつき〕 46　十一月

(76) cu・cu・ra・sa 〔つよきよさら〕 103　大好

(30ト(40) koa・chi 〔ぐわつ〕 35-45　月

(8) tu・cui〔つうじ〕 8　適事

*/ギ/の用例

(73) o・ci〔あふぎ〕99　扇

・*/ジ/の用例( 「4-3-8」参照)

辛/チ/の用例(ナシ)

辛/ゲ/の用例(ナシ)

*/ゼ/の用例(ナシ)
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*/ズ/の用例(ナシ)

*/ヅ/の用例

w) mi・cLui〔みづ〕49　水

「用例ナシ」が多くて心もとない限りであるが、その制約の中で以下のこ

とが言えよう。

*/辛/は、 「クリフォードごい」も示すように、完全に破擦音化してい

た。 〔輯〕。

*/ギ/も、破擦音化していたo 〔d3i〕.ただし、 「(53)'uk-'i (をぎ〕 58　甘

削示あるoこれは、 r解説」で見たとおり、ここでは対象外となるo

*/シ　*　ジ/は、「クリフォードごい」と同じ。

*/チ/は、 「語音翻訳」の段階で破擦音化して.おり、このころはその延長

線上にある。

*/チ/は、用例はないが、 */チ/に準じると考えられる。

*/ケ　*　ゲ/は、用例はないが、「クリフォードごい」と同じと思わ

LU<>,

*/セ/は、用となっていた。 */ゼ/もこれに準じよう。

*/ス/は、母音が〔i〕になっていたことは確かだが、子音が〔!〕か〔S〕

かはハングル「人」だけではわからないo 「クリフォードごい」の支援を得て

〔si〕とする。 */ズ/も同様。

*/ツ/は、 「クリフォードごい」と同じく、 〔tsi〕に近かったと思われる

が、 「(8)tu- LU 〔つうじ〕」があり、慎重を要する。佃縄語辞典』に「通事」

は収録されていないが、これと同音と考えられる、 「印uZi①(名)通じ。便通」l

があるOこれを音声表記にすれば〔tsu:d3i〕であるo毎i〕はおろか〔tSLU〕

にも至っていないo音声環境(後続母音が*/ウ/であること)が関係していよ

うが、ハングル子音が破擦音の「フ弓(C)ではなく、破裂音の「こ」 (t)で

奉ることが問題を複雑にしているo語的な、例外的なものと片付けてしまう

のは簡単だが、重大な何かが秘められている可能性がある(「じ」部分のraJ

(CLU)もそうである)。後日を期す。

*/ヅ/は、一例しかないが、近年まで〔midzi〕の形を保持していた「水」
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の例であることは幸運であった。

「4-ト1」で見た限りにおいてハングル「」」 (uii)は〔e〕 〔りを

示し・ている可能性があるが、ここでは〔e〕は適合しないO 〔Oであ・るとみる

のが妥当であるoしてみると、 「クリフォードごい」から導き出された〔(d)

zi〕は〔(d)z月と修正される余地が出てきた。

⑳(4-l-1)(50)ku-mi 〔こめ〕は、匝珂」 (ku-muji)と綴られてもよさそうな

ものであるが、 「ロ」 (m)が「-」 (ui)をも兼ねた響きを持っていること

と、次に引用するようなことが重なって、このような表記になったと思

われる。

「近代語の時期に起こった注目すべき母音変化のひとつに唇音.ロ,

臼,正,胡'下の母音`-'の円唇化があるoJ 「この円唇母音化はi7世

紀末葉に起こったと推定されるo」 (李基文(1972) P202)
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第一節　　「琉球館訳語」の沖縄語

1、 「琉球館訳語」の成立

明代に中国で編纂された、外国語に関するテキスト・教科書を一括して

『華夷訳語』と呼ぶが、その中に「日本館訳語」 「朝鮮館訳語」などととも

に「琉球館訳語」と称されるものがある。

『華夷訳語』は、石田幹之助によって甲・乙・丙・丁の四種に分類されて

いる。

王聞達の「考慈堂書目」に、それぞれの訳語の採録・編集者として「毛寅

朝鮮語　李広元　西番語　呉之任-　琉球語　楊振　日本語」などとあるこ

とから「琉球語」の採録・編集者は呉之任とされるが、それ以外のことは伺

もわからない。

『華夷訳語』そのものの編纂年代が不明であるので(十五世紀から十六世

紀初めにかけてではあるらしい) 、 「琉球館訳語」の成立時期についても不

詳あるいは未詳ということになるが、伊波普獣の十五世紀半ば成立説が有力

な説として最近まで受け継がれてきたoしかし、それは誤りであるらしいこ

とがはっきりしてきている。 (私は、十六世紀前半ではないかと考えてい

る。 )

書誌学的な、詳しいことは、福島邦道(1993) 『日本館訳語致』や大友信一

・木村属(1979) 『琉球館訳語　本文と索引』などを参照。

『華夷訳語』の成立状況や「坑球館訳語」記載の言語の分析などから十五・

六世紀の沖縄の言葉を反映したものと思われる。
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2、研究史

「琉球館訳語」の研究史に関して、福島邦道(1993)に次のような記述があ

る。

琉球の資料は前にのべたが、日本にくらべて、その研究はおくれている。

(p75)

「琉球館訳語」以降の、中国資料における琉球語研究は、 「琉球館訳語」

における琉球語研究の不十分なことを、そのまま受けついでいるのである。

p126)

『華夷訳語』の丙種本で、ほかの「訳語」にくらぺて、 「琉球館訳語」の

研究をいちじるしく遅らせ、研究の進んだほかの「訳語」にくらペて、はな

はだ見劣りのするものとなってしまったのである。服部氏の研究も、部分的

には、きわめてすぐれたものであるが、全面的な解読にはいたっていないた

め、掻痔の感をいだかざるを得ないのである　(P127)

「琉球館訳語」の研究の完成をまつべきであるが、その人とその資料がな

いようである　　(p128)

『華夷訳語』の研究史上、琉球語の研究に見るべきものがほとんどないと

いうことである　　(pl29)

そうであれば、本論が、その本格的研究の第一歩であるということになろ

う。
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3、 「琉球館訳語」 「言語」の解説

第-章第一節でハングル資料「語音翻訳」の分析を行なうことで、十五・

六世紀の沖縄語の音韻について考察したが、それを踏まえて「琉球館訳語」

の沖縄語について考える。

前述のように、 「琉球館訳語」に関する研究は、遅れているそうであるか

ら、まず、初歩的なところから押えていく必要がある。その手初めとして、

「琉球館訳語」に記載された「琉球語」のそれぞれが、現代沖縄語の何と対

応すると考えられるかについて述べることにする。ここで対照する現代沖縄

語とは、具体的には、首里方言に準じる、 「ヤードィ言葉」の宜野湾市赤道

(あかみち)方言である。

項目順に音声表記による現代沖縄語を対応させ、解説を加える。

アクセントは、次のように表示する。

(例)「[?u Si] (牛　　[?u]が高く、 [日コは低い。

~[?mma] (馬　　[?m]と[ma]とが同じ高さ。

(この方言の語アクセントは、一拍目が商いか、そうでないかの二種類だ

けであると言ってよい。 )

本文は、 『琉球館訳語　本文と索引』所収のロンドン本による。

如通し番号、漢語、音訳字、現代沖縄語、 (日本語訳)の順である。

1　　　1　　1

1　　　1　　1

(例　　001、　天　　旬尼

1　　　　　　　1

1　　　　　　　1

1　　　　　　　1

「 [ti n]　　　天)
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天　文　門

001、_　天　旬尼

「 [ti n] (天) 0

002、　日　非禄

「 [ci r u] (昼) 0

003、　月　都及

[t t i] (月) 。

004、風　増築

- 【k a d3i3 (風) 0

005、　雲　枯木

[k umu] (雲) 0

006、　雷　刊毎那立

~ [k a n n a j l] (冒) 0

007、　雨　噴也

L?aml] (雨) 0

008、雪　由乞

「[j utJi] (守)。但し、 (沖縄)古語では「霞」を「ゆき」と

言う。

00g、星　波失

~[◎ui i] (星) 0

010、霧　乞立

[t¥lri] (罪)。 [t Siri?ura s o:n] (霧が

かかっている)のように言う。

011、電　科立

「科立」は、 「こはり」で、 「[ku rl] (氷)が対応しよう。但

し、近年まで「氷砂糖」を- [ku rl　と言っていた。

012、電　波得那

~[◎udi:nu] (稲光の、稲光が)0 「波得」 [◎udi:]

(ほでり)と「那」 [nu] (の)とに分析できる。
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013、霞　全唾尼

「霞」 (かすみ)に対応するのは~[ka¥ imi　であろうし、 「全

噴尼」に対応するのは「 [kug ani] (黄金、こがね)であろう。

014、　霜　失莫

[5 i mu] (霜) 0

015、今日　交哩

~[t u:j a] (今日は)0 「交」 [tJu ] (今日)と「哩」

【j a] (は)とに分析できる。

016、起風　唾集福禄姑

「唾集」は-[kad3i] (風)、 「福禄姑」は~[◎utiuN]

であろうが、 「福禄姑」には疑問が存する。 「日本語」であろうか。 1'

「語音翻訳」から推せば、当時の沖縄語としては、 「フキ」あるいは「フ

チ」に対応する形が想定される。

017、天陰　旬尼奴姑木的

「[tinnu]  [kumuti] (天の　曇って)0 「語音翻訳」

には「天陰了　tJ〇n ku・mo・t j〇i」とある。

018、天晴　旬尼奴法立的

「[tinnu]  [hariti] (天の　晴れて)0 「語音翻訳」

には「天晴了　tJ〇n Pha rl tj〇iJとある。

019、下雨　唾tl福禄

[?ami]~[euj un] (雨　降る)0 「語音翻訳」には「下

雨　　amuii・phu t・t j oi」とある。

この「福禄」も「日本語」である可能性が高い。

**・蝣=-.-　　　-・・・・・-.--*・*・*・-詛・・・---　　　　　　　　　-.-.-.-..-　　　　　　-　　　　　　　　…

り　『日本館訳語致』に次のようにある。

琉球館と日本館とで、どちらかの訳語が先にでき、どちらかがどちらかの訳

語によったと考えられるが、その解決は将来にまたなければならな.い。(p35)

「日本館」 「琉球館」と言いながら、収録したものに、ふさわしくないもの

があり、 「琉球館訳語」の方にそれがいちじるしいのである(p!16)
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020、　下雪　由乞欄禄

r j u t　]-[eUJUNJ (雪　降る)。 「語音翻訳」には

「下雪　J u ki・phu rl」とある。

この「福禄」も「日本語」である可能性が高い。

021、　明日　阿者

~[?at j a] (明日) 0

022、昨日　乞奴

~[tJ i nu 】 (昨日) 0

023、風電　噴集科立

004、011参照。

地　理　門

024、露　禿有

[tJ i j u] (露) 0

025、地　只尼

[d31 ] (也)0 「尼」は「001、天　旬尼」からの類推でつい

たものか。あるいは「天に～、地に～」に対応するのか。

「日本館訳語」は「地　只」である。

026、土　是只

En t S a] (土) 0 「是只」は「日本語」であろう。

「日本館訳語」には「土　足只」とある。

027、江　密乃度

「 [n n a t u] (港) 0

028、河　噴哩

現代沖縄語の「河」は「[ka ra] 「[ka　　は「井戸」。

「日本館訳語」も同じ「河　噴哩」である。

029、海　烏tl

[?urni] (海) 0
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030、　山　亜馬奴

[j amanu] (山の)0 「亜馬」 [j ama] (山)と「奴」

[n u] (の)とに分析できる。

「日本館訳語」は「山　牙馬」である。

031、水　民足

「 [mi d3iJ (水) 0

「日本館訳語」も同じ「水　民足」である。

032、氷　姑亦立

「011、霞　科立」参照。

033,拷　密集

「 [mi ti i] (道) 0

034、　石　亦石

r L?i　5 i] (石) 0

035、井　亦噴脚

「028、河　噴哩」参照。

036、増　那別

- [kubi] (壁)。 「 [kabi]は「紙」。

037、城　適

「城」は[gusuku] [gu!iku] 「透」は「日本語」であ

る可能性が高い。 「日本館訳語」も「城　透」である。

038、泥　十tl禄

「泥(どろ)」なら[duruj、 「控ねる(こねる)」なら[ku

niJ UNj [k u ni : n]

「全tl禄」は「日本語」かo 「日本館訳語」は「泥　各轟禄」。

039、沙　是那

r li i n a] (砂) 0

040、灰　活今立

「填(ほこり)」は「[◎uji] 「灰(はい)」は「[◎e:]。
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041、橋　軸只

- 【h a S i] (檎) 0

042、時　亜及亦石

音韓的には、 「 [j a t! i?i 5 i]を対応させることができるが、

現実的ではない。

043、　瓦　喧嘩嚇

[k a a] (瓦) 0

「日本館訳語」も同じ「瓦　噴哩嚇」 0

044、岸　倭噴

「陸(おか) 」は「 [?agi】 0

「日本館訳語」も同じ「岸　倭増」。

045、嶺　密tj

「嶺(みね) 」の対応語不詳。

046、遠　富加撒

「[tu s a] (遠さ)、 「[tu s an」 (遠い)0

「加」は、次の「近　集加撒」と揃えよう(?)として挿入したか。

「日本館訳語」は「通　電撒」である。

047、近　集加撤

~[tJikas a] (近さ)、  [t!ikas aN] (近い)0

048、長　那噴失

[nagas a] (長さ)、  [nagas aNJ (長い)0

049、短　密失那失

[?int5asa] (短さ)、  [?intT asan] (短い)

050、前　馬tl

~[m　　'(前) 0

051、後　烏失禄

「Lku Si] (後ろ)、  [kus a:] (後ろ)、 [Ji.ri:]

(後ろ) (尻) 0
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052、左　分連立

「[qi d3a ji] (左) 。

053、　右　民及立

「 [ni d31riJ (右) 0

054、上　烏tl

r [?i :J [?wi :] (上) 0

055、下　世莫

- [ i t a] (下) 、 「 [i i mu] (下) 。

056、東　加尼

「 [?a g a ri] (東、 「あがり」 ) 0 「加尼」は、何らかの事情で

「アガリ」の「ア」相当部分が表記されなかった結果であろう。

057、　西　尼失

- [?i ri] (西、 「いり」 ) 0 「 [ni S i]は「北」。

058、　南　米南米

- [◎e :] (南) 。

「日本館訳語」は「南　密納密」であるが、 「米南米」は「日本語」であ

ろう。

059、北　乞大

r Lni　5 i] (北) 。 「乞大」は「日本語」か。

060、掲近　密集奴集加撒

「 [mi t S i nu]~[t! i kas an] (道が　近い) 。

061、精通　密集奴富加撤

- [mi t S i nu] - [tu s an] (道が-・-遠い) 0

062、一山水　亜馬奴民足

[j amanu] - [mi d3i] (山の　水) 0

OB3、海洋　烏U民iL

['?umimi d3i] (海水) 。~[?umi nu] 「 ,ml

dこ31] (海の　水) 0
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064、水路　民足密集

- [mi d3i mi t) i] (水道、ミヅミチ) (?)

時　令　門

065、春　疎禄

「 [h a r u] (春) 0

066、夏　那都

r na t i i　(夏) 0

067,秋　阿及

- [?a t J i】 (秩) 0

068、冬　由福

- [◎u j u] (冬) 0 「由福」は「福由」の誤りであろう。

「日本館訳語」は「福由」である。

009、冷　必SB撒

Ici d3ur u s a] (冷たさ) 、　[ci d3u r u s ai¥r]

(冷たい) 0

070、熱　唱子撤

[?atJ i s a] (熱さ) 、  [?a t] i s an] (熱い)。

071、寒　必角禄撤

「必角禄撒」は「 [ci d3urus a] (冷たさ)」に対応。

「寒い」は　[c s an「。

072、暑　奴禄撤

「奴禄撒」は　[nurus a] (温さ、ぬるさ)に対応。 「暑い」は

[?a t S i s aNJ 。

073、陰　姑木的

~[kumu ti] (曇って) 0

074、陽　法立的

~[h ari ti] (晴れて) 。

075、童　必禄

「 [ci r u] (昼) 、 ~[ci r uma] (昼間)0
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076、夜　由禄

-「j u r u] (夜) 、 ~「J u u] (夜) 0

077、早　速多

[j i ti mi ti] (早朝) 0

078、晩　的姑立的

~[j u r [kuri ti] (夜　暮れて) 0

079、時　吐及

~　L t u t¥ i] (時) 0

080、　気　亦及

[?　　　　] (息) 0

081、年　多失

Lt u j i] (年) 0

082、節　些姑尼集

ll「　t]i] (節)0 「些姑尼集」は「節句目　せつくにち」か0

083、今年　十多失

[kundu] (「こんど」、今年　　[kutu Si] (今年)

もあるが、あまり使わない。

084、　明年　百年

J a n] (来年) 0

085、今E]交哩

-　015　参照。

086、明日　阿者

→　021参照。

087、昨日　乞奴

-　022　参照。

088、早起　速多密的

→　077　参照。

089、正月　焼哩的

~[s o:gwat s i] (正月)0
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090、二月　寧唾的

nlワgwa t) i] (二月) 0

091、三月　撒哩的

[s aワgw a t ∫ i] (三月) 。

092、　四月　升哩的

[5　ワgwat Si] (四月).-[ii gwat　] (四月)

093、五月　悪哩的

Lg uワgwa t　　] (五月) 0

094、六月　禄姑哩的

~ [r u ku gwa t S i] (六月) 0

095、七月　是止哩的

~li i ti i gwa t S i] (七月) 0

096、八月　法只哩的

~【h a ti i gwa t's i] (八月) 0

097、九月　姑哩的

~[kuワgwa ti i] (九月) 0

098、十月　柔哩的

Cd3U gwa ti i] (十月) 0

099、十一月　矢木多及

~[!irauti i t!i] (十一月、霜月) 。

180、十二月　失唾思

C5 iwa J i]. (十二月、師走) 0

101、閏月　烏奴烏多及

「 [j und3i t S i] (閏月) 。

102、今年閏月　全多失烏奴烏多及

[kundunu] 「 [j und3i t S i] (今年の　閏月)0

103、今年閏三月　全多失烏奴烏多及撒哩的

[kundunu]「[j und3i tiinu]  [s atf gwa

tJ i]今年の　閏月の　三月) 0
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104、明年閏十月　百年烏奴烏多及柔哩的

Ja nnu]-i[j und3itJinu] [d3u:gwa

t! i] (来年の　閏月の　十月)-0

花　木　門

105、茶　托

~[ti a:] (莱) 0

106、花　法那

[h a n a] (花) 0

107、米　姑米

[kumi] (米) 0

108、樹　那及

~【　] (木)o 「那及」は「～の　き(木)」であろう。 rlll、

相　馬足那及」参照。

109、果　烏tl

r [?mmiコ(梶) 0

110、松　馬足

[m i] (松) 0

111、相　馬足那及

~　ma　月inuki:] (松の木　　[ma igi 〕

(松木) 。

112、梅　烏tl

r [?mmi] (梶) 0

113、夢　達及

r td a ki] (竹) 0

114、竹　達及

「 [d a ki] (竹) 。

115、革　姑撤

[ku s a] (草) 。
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116、葉　那多tl

不詳。言うとすれば、 [n a t S i mi

ll7、葉　菜

[j a s e　] (野菜) 0

118、瓜　烏立

[?u ji] (瓜) 、あるいは　[V u ji gwa:] (瓜) 0

( [-gwa:]は指小辞) 0

119、葉　尼

- [◎a:J (葉) 0 「尼」は朝鮮語を示している。つまり、朝鮮語が

混入した例である。 「葉(は) 」は、中期朝鮮語で「.豆　niph」、現代朝

鮮語で「 Ol 'iph」である。

120、　番　稿

~ [?u k o :] (御香) 0

lZl、蓮蓬　花孫奴殻

「はすの　こ」であろうが、対応語無し。 「日本語」 ?

122、蓮子　花孫奴米

「はすの　み」であろうが、対応語無し。 「日本語」 ?

「み(笑) 」は　[na jl] (成り)と言う。~[k nu n a

J l] (木の実、 「木の成り」 ) 0

123、蓮花　花孫奴法那

「はすの　はな」 0 「日本語」 ?

124、龍眼　隆暗

rlワg a n] (龍眼) 0

125、蒜枝　立是

rl t　¥ i] (蒜枝) 0

126、甘蕉　翁枝

[wu:d3i] (甘燕、 「荻(をぎ) 」 ) 0

127、胡概　姑焼

対応語無し。あるとすれば、  [kus u:]か。
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128、木香　南木稿

「なんもかう」 。対応語無し。

129、薪木　思哩

「すはう」 。対応語無し。

130、連番　申自密稿

[j i nd simi k o:]

131、丁香　胡失

[t¥o:d3i] (丁子) 0

132、沈香　定稿

[d3i9k o:] (沈香) 0

133、檀香　別姑月結

~[bj akudatf gi:] (白檀木)。  [¥indan] (棉

檀) 、 ~[; i ndaワgl ] (栴檀木)0

134、乳香　由稿

「にゆうかう」 。対応語無し。

135、血蝿　糟奴結

対応語無し。

「血蝿」の意味不詳。 「槽奴結」は「ぞうのち(象の血) 」と考えられな

いこともないがl)、 「花木門」には馴染みそうにない。

136、咳児茶　烏定尼

「咳児茶」未詳。あるいは~[?ut Sinni]か。

137、苛南香　加奴木稿・

「かのもかう」 。対応語無し。

日日.-.. -..-.-.-.-.-- -..-.-.-.-.-.-.-.. --.-.-.-.. - - - - -...=°=H H H

l' 『琉球館訳語　本文と索引』のp122に「ざう-の-ち[象の血]

<?>」とある。
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鳥　獣　門

138、　帝　達多

- [t a t5 i] (竜、辰)

139、虎　宅噺

- [t u r a】 (虎、寅) 0

140、　鹿　加冒

[k o nu i i i] (鹿) 0

「加目」は不詳。

141、馬　烏馬

[?mma] (局) 0

142、　獅

~[J s a ] (獅子)。  [¥　　Si]とも。

143、牛　烏失

- [?u　] (午) 0

144、兎　烏撤及

[?us ad3i] (兎) 0

145、熊　姑馬

[kuma] (輿) 。

146、象　槽

「 [d z o:] (象) 0

147、粕　官立

「 [t uJl] (鳥、.鶏) 0

148、鷲　連噴

「 【t a ka] (鷹) 0

149、猪　喝哩

[?wa ] (豚) 0

150、境　仝

~[?wa:] (豚) 0
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151、牒　仝

「 [?w a :] (豚) 0

152、狗　亦奴

[?i n] (犬) 0

153、皮　唾哩

[k a　] (皮) 。

154、　貝　毒

[ni:] (子)。十二支の子である。 「鼠」は　[?entJuj

あるいは　[?we n tJ u]

155、鴬　連十

「連十」は「たか(鷹) 」である2)0

「うぐいす(鴬)」は~[?uguJl S i]　笹鳴きの時は~[t o

t t i o r a　　　と言う。

156、魚　亦窟

r l?i j u] (負) 0

157、羊　非多只

r Lci t¥ i d3i] (羊、未) 0

158、蛇　密密

「[habu] (ハブ)0 「ミミ」という古い形があったことになる。

「語音翻訳」には「蛇　Pha・muJとある。

159、狽　撒禄

[s a r u ] (猿) 0

160、亀　噂tl

[k ml　] (亀) 0

161、雀　思孫tl

[kur a ] (雀) 。 [Iid3imi]などとは言わない。

tee+.......--...........-......日.................................I...-..............-.fr-.Fro fPf fff Ht

21この項目については、他の「-訳語」 (「日本館」 「朝鮮館」 「西番

館」)もこのように誤っている。 『日本館訳語致』 p96-97参照。
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162、鳳鳳　夫窟

- [◎u w o　　か。

」eb;

163、　麟麟　乞芥

「頼麟」は「麟麟」の間違い。 「キリン」。~[t Sirin]

164、孔雀　公少

[k u d3a ku] (孔雀) 。

165、　獅子　乞食

-142　参照。

166、棚番　害宅

「かいち(捕劣) 」 。対応語無し。寺群射ま、牛に似ている神獣の名。

167、仙鵜　思禄

- [t i r u] (鞠) 0

168、象牙　精華

- [dz o nu]　[ha ] (象の　歯)

169、刑増　唾tl那全

[ka ml r「ku:] (亀の甲　　[ka mlna

ku:】は「電甲」のことである。

170、　亀全　項t1

-160参照。

171、牛角　烏失祖奴

[?u! i nu t 'i nu] (牛の角) 0

172、横皮　撒禄増哩

[s a r u:nuka:] (猿の皮) 0

173、熊皮　姑馬噴哩

~[kuma nuk a:] (熊の皮) 0

174、喜雀　孔加査思

「孔加査思」不詳。

「烏」は　[garas a　　あるいは~[gar a
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日夏^^^ESTij　臣

~【g a r a s a:]あるいは　[g a r a¥ i] 。

176、釣魚　亦音独立的

- [?i j u]~[tu ti] (魚　取って・釣って)0

177、海蛇　烏tl孫必

対応語未詳。

178、鴻鹿　達十

一155参照。

179、紫鷹　麻達咽真意

「席連明真意」に対応するか疑問は残るが、 「燕」を~[mat t a

r a　　　と言う。

180,鞠頂　官立那姑只

「 [tuji nu] - [ku ti i] (鳥の　口) 0

181、海幾度　咽姑奴唾哩

~【r akkonu]  [k　] (ラッコの　皮)0

182、大海速　密洋殻

183、粥増殻　唾tl那今

[k mi naku:] (亀甲) 0

184、犀牛角　烏失祖奴

「[?u5 inu]「[t i nu] (牛の　角)0

宮　室　門

185、城　遠

-　37　参照。

186、増　那別

-　36　参照。

187、塔　塔把

対応語不詳。 「塔」は「たふば(塔場)」か。
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188,　門　勤那

[d30:nu] (門の)0 「勤那」は「軌」  [d30:] (門)

と「那」 [n u] (の)とに分析できるo

l89、窓　慢多

対応語無し。

「R本館訳語」に「宙　牙暗部」とあり、これが「琉球館訳語」に収録さ

れるべく、 「窓　博多」は「R本館訳語」に入るべきであったか。

『図説琉球語辞典』の「戸」の項によると、沖縄島中・北部地域(恩納村

付近)に「ヤードゥ　j a:du」が分布するO参考になろう。

190、房　亦某

「亦葉」が「家」を示しているのであれば~[j a　　が対応するo

lgl、楼　塔噴憲

[t a ka j a:] (高家、高屋)か。

192、井　亦唾咽

-　35参照。

193、河　唾唾

-　28参照。

194、御河　噴哩

-　28参照。

195、御前　憲亜

「懇亜」未詳　　r?uj anuj a 1 (親の家)の前半分の[?u

j a]に相当するか。

196、御路　密集

-　33　参照。

197、御橋　軸只

-　41参照。

198、母増　密集

-　33　参照。
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199、皇城　姑速姑

[g u s u ku】あるいは~[gu S i k u] (城) 0

200、館駅　葉急

「えき」 。対応語無し。

201、　開門　勤那阿全軍

[d30 : nuJ r [?a ti UN] (門が　開く) 0

[d30:3 「 [?a ki :n] (「 [?a ki j un] ) (門　開け

る) 0

「阿全軍」 (あける)は「日本語」であろう。

202、　関門　勘那大業夢

[d3o nu]　[mi t S a j un] ( [mi tJ a ji N]

(門が　閉まる　　　[d30:]　[mi ti i j un] ( [mi

i :n] (門　閉める) 0

「大栗夢」 (とじる)は「日本語」であろう。

203、草房　姑撒亦葉

[ku s a j a　] (草家、草屋) 0

204、瓦房　噴哩嚇亦葉

[k a r a j a　] (瓦家、瓦屋)

205、見朝　大立葉亦及

対応語無し。 「内裏へ　行き」か。

「行く」は「 [?i tJ un]

206、入朝　大立葉密達

対応語無し。 「内裏へ　見た」か。

「見た」は　[n t!an]

207、鮮朝　慢多夢

「慢多夢」は「日本語」で「もどる」か。

「戻る」は　[muduj un]あるいは　[mudujin]

208、朝裏去　烏只八藍亦及

対応語無し。
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「うちばらへ　行き」か。

「語音翻訳」に「講義頭要子　　u cI Pa r a o ai

c h〇　　　　　a s uim・　pi」とある。

209、上御道　烏tl密集

r c?　mltii]あるいは「[?w mitつi】 (上道)0

器　用　門

210、盈　干不立

「盈」は「かぶと(輿)」。 「干不立」は「かぶり(被り)」に対応す

るのであろう。

「被る」は　[kand3UN】。

211、　甲　的夢亦

「約夢亦」は「よろい(鍾)」　[juruji] (鍾)0

212、　刀　連只

[t a t5 i] (太刀) .

213、箭　亜

[j a ] (矢) 0

214、　弓　由密

~[j umi] (弓) 0

215、弦　禿奴

- [t¥ i r u] (弦) 0

216、　鎗　亜立

[j a ji] (檎) 0

217、車　代

~[d　] (台) 0

218、盤　拙只

[h a　　　] (鉢、皿) 0

219、盆　大箱

[t a r e 】 (盟) .
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220、　瓶　瓢

「 [bi n] (瓶) 0

221、床　堕全

t u.k u　(床)

222、虹　福尼

-[◎uni] (船、舟) 0

223、　樵　花時

~[h a j a] (柱) 0

224、舵　看失

~[k a d3i] (舵) 0

225、　櫓　夢

~　r u　] (檎) 0

226、蓬　賀

~[◎u:] (帆) 0

227、萄　軸只

[?urne: Ji] (箸、 「おみはし　御御箸」か)0

228、帯　乞角必

[?u bi] (ft)

「乞角必」は「ききぴ」で、 『おもろさうし』に出てくる「き、うひ」 ・

「き、おひ」 ・ 「きゝおぴ」 (帯)に当たる。

229、童　莫

「[kata] (絵、・ 「形」　　　Jl ] (絵)0 「絵を措く」は

「[kata]~[kat S un], (例)~[?innukata]

[ka L S un] (犬の絵(杏)措く) 0

230、書　福密

~[◎umil (文、手紙) 0

231、筆　分帖

「 [◎u di] (筆) 0
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232、字　間的

[ka月i] (書いて　　[ka月uN] (書く)0

233、　墨　思墨

~ll inii] (墨、学問) 0

234、純　増LJ.

「 [kabi] (紙) 0

235、　硯　孫思立

~L S i d3i ri] (覗)

236、鎖　撤舎

~[sa iJ (錠、錠前)o 「撒舎」には、これが対応しよう0

237、　碗　肺加立

[maka ji] (碗、まかり)0

238、犀風　訊布

~[bJ o bu] (犀風)0

239、香炉　稿炉

[?uko:ru] (御香炉)0

240、花瓶　法那瓢

[hanabiN] (花瓶、はなぴん)0

241、番金　稿法全

[ko b aku] (香箱)。

242、倭扇　昂及

[?o:d3i] (局) 0

243、香珠　稿達馬

~[ko dama] (香玉)0

244、演刀　那及那連

~[nad3inata] (長刀)0

245、鉄猫　烏失加尼

対応語未詳o　ト加尼」はトかね(金、金属)・」に対応O
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246、馬虹　烏馬奴福尼

[?mmanu」~[◎uni]に対応しよう。これは、音韻的には

「うまの　ふね(馬の舶)」にも「うまの　はね(馬の甘)」にも対応す

るO意味的には、後者が無難のようにも思えるが、漢語の「馬虹」に重蕃

を置けば、 「馬を載せる(載せた)船一馬の船」という解釈も成り立っか。

247、　快虹　福尼

~ [◎uni] (船、舟) 0

248、絹子　凱

-[k　] (檀)0 「語音翻訳」に「絹子　kh　　　」とある。

249、板持　全失加及

[ku5 i kaki] (腰掛け) 0

250、交床　仝

[kui i kakij (腰掛け) 0

251、交椅　喬古魯古

対応語無し。 「きよくろく」。

252、酒鍾　撒増子及

「 [s akad3i t S i] (杯、さかづき).

253、茶鍾　滞鳴子及

-[t!u ka:] (急斉)o 「薄増子及」は「おちやつぎ」。

254、食羅　大箱

~Cta r e:] (盟)。219参照。

255、撃陸　速禄姑

~[S i guruku] (双六)

256、美子　乞是

対応語無し。

「美子」は「棋子」 (碁石)に同じo 「乞是」は、その昔「きし」を示し

ているらしい。あるいは、 「碁石」の意の「いし」か。

257、木盆　大箱

→219、254　参照。

1 3　0



258、舗孟　是及莫那

- [S i t S i raun] (敷物) 0

259、金亀　孔加尼噴tl

対応語無し。

「孔加尼噴tl」は「こがわかめ(黄金亀) 」で、対応としては「 [ku

g a ni k a:miコ　が考えられる。

260、銀鶴　両者思禄

対応語無し。 「なんぢやつる」。

[nand3a]は「銀」。 (例)~[nand3ad3i　◎a:]

(銀の暫) 0

26l、銀亀　雨音嘘tl

対応語無し。 「雨音噴tl」は「なんぢやがめ」だから、対応としては、

[n and3a g a ml　　が考えられる。

262、金鶴　孔加尼思禄

対応語無し。 「こがねつる」。

263、金帯　孔加尼乞角必

対応語無し。 「こがねききおび」。

「乞角必」について　228参照。

264、玉帯　亦石乞各必

対応語無し。 「いしききおび」。

「乞各必」は「乞角必」と同じ　228参照。

265、銀帝　南者乞角必ノ

対応語無し。 「なんぢやききおび」。

「乞角必」について　228参照。

266、花帝　法那乞角必

対応語無し。 「はなききおび」。

「乞角必」について　228参照。

267、角帯　祖奴乞角必

対応語無し。 「つのききおび」。
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「乞角必」について　228参照。

268、_　金鍾　孔加尼麻加立

対応語無しo 「こがねまかり」。 「麻加立」について　237参照。

269、水筒　民足大箱

[bindare:] (水盤)o 「みづだらひ」から「ビングレー」

への(育)変化がある。

「大箱」について　219参照。

270、鞍子　烏馬奴姑報

[?mmanukura] (馬の鞍)0 「うまの　くら」。

271、鞭子　烏馬奴不只

[?mmanubu t S i] (馬の鞭)0 「うまの　むち」。

272、金粉金　孔加尼法全

- [kuganibaku] (黄金箱) 0 「こがねばこ」。

273、銀粉会　商者法全

対応語無し。 「なんぢやばこ」。

274、硯瓦金　孫司立法全

[S id3iribaku] (硯箱)0

275、鎖扶板　密連

対応語無し。 「密連」未詳。

276、討修虻隻　福尼蓑孤立

「福尼茄孤立」は「ふねつくり」か。 「船を造る」は~[◎uni

[tJukuj uN]、 「船を造って」は~[◎uni]-[tiu

ku ti].

人　物　門

Z77、皇帝　倭的毎

対応語無し。

278、王妃　fL瑚

対応語無し。 (参考)~[?unad3ara] (貴人の夫人)O

1 3　2



279、　王旧　放那使多

対応語無し。 「わうのしうと」 0

「王」は　[wo　、 「男」は「 [J i t u]

280、　国王　放那

~[wo nu] (王の)0 「放那」は　[wo:] (王)と[nu]

(の)とに分析できる。

281、　王子　放那烏唾

[wo nu] 「 [k kwa] (王の　子) 0

282、朝廷　倭毎奴

対応語無し。 「おまへの」 (御前の)か。

283、大夫　大福

対応語無し。 「たいふ」 0

284、長吏　大思

対応語無し。 「たいし」 0

285、　使者　使臣

対応語無し。 「ししん」 0

286、通事　度目

対応語無し。 「つうじ」。

『漂海録』に「通事　t u・cuiJがある0

287、正使　申思

対応語無し。 「しんし」 (真便)か。

288、師父　失農包

対応語無し。 「しのぼう」 0

289、唐人　大力那必周

「 [t o:nu t ti u] (唐の人) 0

「大力那必周」は「だいたうのひと」であろう。トカ-」は　ト刀-」

の誤記と見る。 「303、大唐大人　大刀郡安周」とある。

290、副使　付思

対応語無し。 「ふくし」 。
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291、尚書　上寿

対応語無し。 「Lやうしよ」 0

292、和尚　包子

~ [b o : d3i] (坊主) 0

293、長老　朝老

対応語無し。 「ちゃうらう」。

294、父親　阿舎多

「語音翻訳」の「父親　　a s j a」に同じ。 「阿舎多」は「阿舎」

(あしゃ)と「多」 (と)に分析できる。

現代語の「父親」は　[jikiganu?uj a] (男の親)。呼びか

けの場合は　[?o t o:]、以前は~Cs u:]、更に遡れば、

[t a rl　コ　があった。

295、　母親　阿tl

~[?aj a ] (母親)。但し、最近は　[?oka:]。

296、大唐人　大力那必周

一289　参照。

297、大明人　大首必周

「 [mi nnu t t S u] (明の人) 0

298、琉球人　倭及奴必周

[?u tJ i na n t¥u] (沖縄の人) 0

299、　日本人　重馬奴必周

[j amatuntlu] (大和の人、 「日本人」)。但し、 「亜馬

奴」は「アマヌ」とも考えられるoそうであれば、 ・F向こうの人」の意と

なる。

300、大明皇帝　大苗倭的毎

対応語無し。

301、高歳皇帝　麻柔倭的毎

対応語無し。
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302、朝責使臣　唾得那使者

対応語無し。

「唾得那」は「くわうてい(皇帝)の」か。

303、大層大人　大刀郡安周

対応語無し。 「だいたうのあじ」か。 「あじ」は「按司」か。

-289、296　参照。

304、都通事　度目

-　286　参照。

305、兄　先礼

[S d3a] (年上のきょうだい。兄、姉) 。

「語音翻訳」に「轟苛　si n c a」とある。

306、　弟　非都只

~[?u t t u] (年下のきょうだい。弟、妹) 0

「非都只」は「ひとつ」にしか対応しない。何かの誤解が働いたか0 「日

本館訳語」には「弟　吾都都」 (おとと)とある。

307、妻　眠多木

「 [t ud3i] (妻、とぎ) 0

「眠多木」は「めども」に対応か。宮古・八重山では、女性を「ミドゥ

ン」または「ミドゥム」と言う。

308、　子　烏唾

「 [kkwa] (子) 。~[?u j a] (戟)に対する「子」。

[?u◎ut ti u] (おとな)に対する「子」は　[war abi]

(童) 。

309、大使臣　先度

対応語未詳。 「先度」は琉球王朝の官職名の「せんどう(船頭) 」か。

「田名文書」に「せんとう」とある。

舟の船頭は　[S i ndu:]と言う。

310、二使臣　才付

「才付」不詳。
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311、三使臣　官舎

対応語無し。

「田名文書」に「くわにLや」 「くわんLや」とある。

312、琉球国王　倭及那放那

[?u t

280参照。

313、琉球使臣

~ [?u t

314、琉球大夫

~ [?u t　5

315、琉球長便

[?u t S

316、琉球大伴

L?u t J

317、琉球都通草

L?u t　5

318、琉球正使

~ [?u tJ

319、琉球封国王

-312　参照。

l n a wo nil] (沖縄王の) 。 「放那」について

倭及那使者

i na nu] (沖縄の) 「使者」。 -302参照。

倭及那大福

i n a nu] (沖縄の) 「太福」 0 -283参照。

倭及那大恩

i n a nu] (沖縄の) 「大思」。 -284参照。

倭及那必周

i n a nu] 「 [t t S u] (沖縄の　人)

倭及那度目

i na nu] (沖縄の) 「度目」。 -286、304参照。

倭及那申思

i n a nu] (沖縄の) 「申思」。 -287参照。

倭及那放那

人　事　門

320、脆　非撒慢多及

[gis amant Si:] (脆き座り)0 「非撒慢多及」は「ひざ

まづき」 0

321、　説　噴連立

「[kataj un]あるいは「[katajin] (語る「。文語的

である。
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322、拝　排是

[wu g amuN]あるいは　[wug anuN] (拝む) 0

「排是」は「はいす(拝す) 」か「はいし(拝し) 」。 「日本館訳語」に

収録されるべきであったか。 「日本館訳語」には「吾阿tl」 (をがみ)と

ある。

323、興　烏連的唆亦

対応語無し。 「烏達的唆亦」は「お立ちさう(ら)へ」か。

324、産　tl姑亦及

~[◎　　ku] 「 [?i ki] (- [?i ke:])(早く　行け)。

「行く」は「 [?i tl un]、 「行って」は「 [?nd3i]、 「行き

(たい) 」は「 [?i tJ i (b u s an) ]

325、去　亦及

「亦及」は、 「行き」 (連用形)なのか、 「行け」 (命令形)なのか、

定かではない。この点は、 324　も同様である。

326、来　外亦立

~[tJ u:n] (来る)。~[11Ji] (来て　　[ku　　あ

るいは　[ku wa] (来い　　[tJ　　(bus an)] (来

(たい)) 。

「外亦立」は、音醸的に　[t u N】とは対応しない。 「語音翻訳」

に「 o ai ch〇i」とある。また、宮古島地域には[wa: l]が

ある。

327、佃　烏咽哩

r t?J a j a] (君は、お前は) 0

「烏明哩」は「烏瑚」と「哩」とに分析できる。 「語音翻訳」に「' u・

r a」とある。

328、無　乃

[n e n] (無い) 0

「乃」は「ない」を示していようが、これが直接　　ne n]に繋るの

かどうなのかに関しては、疑問を残す。
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329、　我　昂哩

[wanJ a] (私は)、  [wanne:] (私は)0

「昂哩」は「昂」と「哩」とに分析できる。 「語音翻訳」に「wan]と

ある。

330、西　尼失

-057参照。

331、　有　阿立

~[?aN] (有る、在る　　[?ati] (あって)、~[?a

J 1 (gi s a ) ] (あり(そう)) 0

「阿立」は「あり」に対応o 「語音翻訳」に「 a rj a Puli・

r a n・r u・mo (ありはべらねども) 」とある。

332、　夕　哩禄撤

[was s an」 (悪い　　[waruku] (悪く)、　wa

k k u] (悪く) 0

「語音翻訳」に「 J o o ar・s a」とある。

333、東　加尼

-056　参照。

334、　睡　眠不立

「[nind3UN] (眠る)。「[ninti] (眠って)、.

- [nind3i (bus aN) ] (眠り(たい))0

335、　好　的立撒

[j utas aNJ (よろしい　　[j uta Siku] (よろし

く) 0

「語音翻訳」に「 J o t a s j a」とある。

336、　費　高菜

「高菜」の代わりに、次の項目の「烏立」が来るべきである。

「[?u j UN] 「[?ujiN] (売る)、 「 [?uti] (売っ

て) 0
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337、　買　烏立

「烏立」の代わりに、前の項目の「高莫」が来るべきである。更に言え

ば、 「日本館訳語」の「買　稿的」が、本来的には、ここにあるべきもの

と考えられる。

-[ko j uN] 「[ko Jin] (買う)、 -[ko:ti]

(買って) 0

338、請来　子毒矢

「 [t S i ke:] 「 [M i] (遣い　して) 0

「 [s un] (為る) 、 「 [M i] (為て) 、 「 [J　　(bus a

N) 】 (し(たい))、 「 [s aw] (為た) 、 「 [s an] (為ない) 0

「 【s a n t an】 (為なかった) 0

339、辞了.由的

[j ti]

[j i : j un]

j i (b u s a N)

[ji : r an]

かった) 0

(酔って) 。

(酔う) 、　Jl tiコ(酔って) 、　Jl

] (酔い(たい)) 、 ~[j t an] (酔った) 、

(酔わない)、　Jl r anrtaw] (酔わな

r語音邦訳」に「　　　u ti」とある。

340、入朝　大立某密達

-206参照。

341、見朝　大立莫亦及

-205参照。

342、大明　大前

「 [min] (明)0 「大首」に関して　297、300参照。

343、請行　有明立

対応語無し。 [◎　　dari] (行きやがれ、行ってしまえ)は関係

があるか。

344、鞠射　烏孫必

対応語無し。 「語音翻訳」に「 a suim Pi」 (遊べ、か)とあ
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るのは参考になるか。

345、　底環　烏乞立

[?uki ri]　[?uki r e ] (起きろ、起きよ)0

~[?ukij un]　[?uki:n] (起きる),  [?uki

ti] (起きて) 、  [?uki : (bus aN)] (起き(たい))、

[?uki tan] (起きた)、  [VukiraNi] (起きない)

[V uki r an t aN] (起きなかった) 0

346、欄薯　那珂別

「 [n a r abi] (並び、並べ) 。

「 [nar abuN] (並ぶ) 、 「 [n_ar adi] (並んで) 、

「【narabi (bus arsi)] (並び(たい))、 -[narada ]

(並んだ) 、 「 [nar abaN] (並ばない) 、 「 [nar aban

t a nJ (並ばなかった) 0

347、　叩頭　唾藍子

[k a r a d3i] (髪) a

「語音翻訳」には「頭髪　kha sl r a」 「頭　ka nan

z u」とある。これは、逆かもしれない。入れ替わった可能性がある。

348、立住　逮只外立

~[tat ti o rl] (立っていよ、立っていろ)に対応か。

349、朝貢　噂得那

対応語無し。 「くわうていの(皇帝の) 」か。

-302　参照。

350、謝恩　密温普姑立

対応語無し。 「みおんほこり(御御誇り)」か。

351、平身　十失烏奴必約

[gamaku]~[nuba Si] (腰　伸ばせ)0

「十失烏奴必約」は「こしをのペよ(腰を伸べよ) 」であろう。

352、慶賀　密由外立

[?uj uwe ] (お祝い)0 「密由外立」は「みゆはひり」か。
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353、　引領　阿老思

対応語不詳。

354、表孝　標那

対応語無し。 「ひやうの(表の) 」 ?

355、賞賜　非近的

[ci ti i dimuN] (引き出物) 0

356、起来　掲只

~[ttJi] (来て)。~[t5u:n] (来る)、~【tJ

(bu s an) ] (栄(たい)) 0 「掲只」は「キチ」であろう。

357、進貢　唾得那

-302、349　参照。

358、進表　漂那阿結的

「漂那」「[?agi ti] (漂那　上げて)0 「漂那」は　354に同

じ。

359、進本　盆那阿緒的

「[hon]~[turat　] (本　取らせて-上げて)0

「阿緒的」は　358に同じ(「上げて」 ) 0

360、報名　包名

対応語無し。 「包名」は「はうめい」。

361、齢朝　慢多夢

-207参照。

362、　回去　慢多夢

-207、361参照。

363、早起　速多密的

-077、088　参照。

364、下種　林斤

対応語不詳。

365、延宴　札半失

対応語無し。 「札半失」は「ちやばんじ(茶飯事)」か。
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366、買費　烏立高菜

-336、337参照。

367、勅書　着姑少

対応語無し。 「ちよくしよ」。

368、重来　莫只全

[muttii]  [ku J (持って来い)。

369、好肴　的連撒密的

「[j mitJi] (良い遺)o 「約達撤」は「よたさ」。

370、不好　哩禄敬

一332　参照。

371、放下　烏着刻

[?ut S akuJ (お客) 0

372、作揖　撒哩立是立

「撤哩立是立」不詳o 「語音翻訳」に「倣飯　　o Pa ri siu

rj〇i」とあり、 「是立」は、このrsui・rj〇i」と同じであろ

う。 「作れ」か。

373、給賞　非近的

-355参照。

374、方物　木那哩

[munuja] (物は)、~[muno:] (物は)。

375、多少　亦加撤

~[りassa] (いくら)o 「イカサ」から「チャッサ」への変化

ありき。

376、言語　姑只

「[ku自i] (口)o「[ku月i]単独では「言語・言葉」の

意味は表わさないo　トgu月i]の形で「～語、～言葉」の意味とな

るo (例)~[?u月ina gu月i] (「沖縄口」、沖縄語、沖

縄言葉)、 [jamatugu月] (「大和口」、日本語、日本の

言葉)、~[?urandagutつi] (「オランダ日」、外国語)O
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377,聖旨　由奴ゝ失

「 [j unun u S i] (世の主) 。

378、 '暁的　失速哩

L¥ittJi] (知って　　[Sittie:] (知っては)0

「失達哩」は「しったは」で、 「知ったは」の可能性が考えられようが、

余りに文語的過ぎるという感は否めない。

379、不暁的　民那失速哩

「[nna]「[5iran] (皆　知らない)。否定(文)のはずで

ある。

380、今年慶賛　全多少密由外立

→083、102、183及び　352参照。

381、明E]早起　阿音速多密的

→021、086、及び　363参照。

382、御前謝恩　悪亜密温普姑立

-195及び　350参照。

383、且慢走　烏乞立乃

「烏乞立乃」は「日本語」的　[?ukiraraN] (起きられな

い)か。

384、上緊走　排姑亦及

-324参照。

「排姑」に関して　324には「tl姑」とあるが、この「排姑」が正しい音

訳か。

385、上御路　烏tl密集

-209参照。

386、再叩頭　馬連唾藍子乞

-347参照。

387、我酔了　昂哩由約

-329、339　参照。

388、不好看　吐禄撤密的
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[warumit日] (悪い道)。「[j anamitii] (悪

い道) 0

389、昨日賞賜　乞奴非近的

-022、叩7、355参照。

390、今日御前謝恩　交唾悪亜密温普姑立

ー015、085、195、350、382　参照。

衣　服　門

391、椴　恕思

[dUN S i] (鍛子) (どんす) 0

「恕思」は「日本語」で、 「しゆす」か。

392、秒　撒

対応語無し。 「さ」。

393、　羅　買

対応語無し。 「ろ」 0

394、綿　活見

[?　　　　u] (棉) 0

「活見」対応語無し。 「ほつけん」。

395、紬　柔

対応語無し。 「しう」 0

396、布　木綿

[mumi n] (木綿) 0

397、靴　姑足

「 [ku t s u] (靴) 0

398、禎　都姑tl

不詳。 「積」は「たび(足袋) 」のはずであるから、それに対応するも

のを想定すべきか。

「足袋を履く」を(現代)沖縄語で　[ta bi]-[kumun」と

言うo「[kudi] (履いて)、 「 [kumi (bus aN)] (履き
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(たい))、「[kumi] (履け)などとなるe 「姑也」は、これらと関連

がありそうであるo 「都」は「たび」とo 『琉球館訳語　本文と索引』で

は「都」を「那」と見ているが、その必要はあるまい。

もう-つの可能性o 「碩」の訳として「足衣」が考えられるが、この「足

衣」を「ソクイ」と読んだとすれば、 「都姑也」と(音が)近くなること

がわかる。

「朝鮮館訳語」には「輯　展亨　蛙」とあるが、文雄杢『朝鮮館詩語研

究』は「[展亨]このままでは到底解読できない。」とする。

399、軽　三拙

「 [s ab aコ(草履) 0

400、帽　看不立

→210参照e 「干不立」と「看不立」とは同じ(音を表示している)と

思われる。

401、帯　乞角必

-228参照。

402、網巾　網巾

対応語無し。 「まうきん」。

403、秒帽　紗帽

対応語無し。 「Lやばう」。

404、月領　及都

不詳e 「貞」が「まる、まるいもの、まるい」を意味し、 「領」が「う

なじ、くび、着物の襟」を意味するとすれば、その方面からのアプローチ

が必要になるo 「及都」は、 (音が) 「キツ」かこれに近いもを考えたほ

うが良い。 「キヌ」ではなかろう。

現代朝鮮語で「襟」を「貴ZJ'・os-kis」あるいは単に「ろミkis」と言

うが、朝鮮古語でも.「?A kis」であった○これは示唆に富む。つまり、

「及都」は「襟」を意味する朝鮮語である可能性が高い。

ちなみに、 「朝鮮館訳語」には「囲領　完零」とある。 「完零」は、漢語

「園領」の発音を示しているだけである。朝鮮語の訳語ではない。
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405、衣服　乞那

~[t 1 N】 (衣、着物) 0

406、綿布　奴ゝ木綿

「奴ゝ」と「木綿」は膿序が逆のように思える。つまり、 「ぬの-もめ

ん」ではなく「もめん-ぬの」であろう。~【mumi nnunu] (木

綿布) 。

407、彩段　法那恕思

「法那」は「はな(花) 」。 「恕思」は　391に同じ。

408、竹布　達及木綿

「たけもめん(竹木綿) 」 ?

409、夏布　那多木綿

「なっもめん(夏木綿) 」 ?

410、官絹　活見

-394　参照。

411、葛布　噴布

対応語無し。 「かつふ」 0

412、改機　蓋乞

対応語無し。 「かいき」。 「改機」は、絹布の名。日本では「海機」と

も書く。

413、段子　恕思

-391参照。

414、倭絹　清見

-394、410参照。

415、表裏　烏明悪美的

[?ur a?umu ti] (裏表) 0

416、西洋布　尼失木綿

対応語無し。 「にLもめん」。 「西洋の木綿」の意(?)

417、飛増帯　嘘tl奴全乞各必

→ 「噴tl奴十」は183「唾tl那全」に同じ。 「乞各必」は　264参照。
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418、亀全帝　噴tl乞角必

- 「唾tl」は160参照。 「乞角必」は.228、263、265、266、401に同じ。

419、樽頂帝　官立那姑只乞各必

- 「官立」は147、180参照。 「姑只」は180参照。 「乞各必」は264、

417　参照。

420、虎斑絹　宅明清見

- r宅叫」は139参照。 「活見」は394、410、414参照。

421、積金雲絹　孔加尼姑木活見

- 「孔加尼」は259、262、263、268、272参照。 「姑木」は005参照。 「活

見」は394、410、414、420参照。

422、玉帝　亦石乞角必

- 「亦石」は034、042、264参照。 「乞角必」は228、263、265、266、267、

401、418　に同じ。

423、銀帝　雨着乞角必

- 「両者」は260、261、265、273に同じ。 「乞角必」は228、263、265、266、

267、401、418、422　に同じ。

424、金帯　孔加尼乞角必

- 「孔加尼」は259、262、263、268、272、421参照0 「乞角必」は

228、263、265、266、267、401、418、422、423に同じ。

425、積金綜段　孔加尼法那恕思

→ 「孔加尼」は259、262、263、268、272、421、424参照。 「法那」は106、

123、240、266、407参照。 「恕思」は391、413参照。

426、花帝　法那乞各必

- 「法那」は106、123、240、266、407、425参照。

「乞各必」は264、417、419参照。

飲　食　門

427、酒　撒及

「 [s a ki] (酒) 0
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428、　肉　失失

~「 i i] (肉) 0

429、　茶　‡L

-105参照。

430、飯　翁班尼

[?ub un] (御飯) 0

「語音翻訳」に「 o Pa ri<ni>」 「 0m・pa・ri

<ni>」 「　o pan ri<ni>」とある。

431、麺　以立蒙乞

対応語不詳。 「いりむぎ(煎り麦)」か。

432、莫　烏t1

-101、112参照。 「うめ(梶) 」 0

433、葉　菜

-117参照。

434、水　民足

→031、062、064、269参照。

435、酔了　由的

-339、387　参照。

436、飽了　唾那密撒

[wata]  [mitt!aN】 (満腹した。腹満ちた)0

「唾那密撤」未詳。 「ワタ　ミッチャ」ぐらいは想定できそうである。

437、飢了　亜撤

J a s an] (空腹だ、ひもじい) 0

438、酒飯　撤及翁斑尼

-「撒及」は427、 「翁班尼」は430参照。

439、鮮魚　必撒莫只

『混効験集』に「むしやもち　魚の類を云　さかなな、云か如し」とあ

るのは、 「必撒莫只」と同じと判断される。

-156、176参照。
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440、　喫茶　昂乞立手L

-「昂乞立」は358、359の「阿緒的」と同語(活用形は違う) 0 「乱」

は105、429参照。

441、喫飯　昂乞立翁斑尼

- 「昂乞立」は440 、 「翁斑尼」は430、438参照。

442、喫肉　昂乞立失失

- 「昂乞立」は440、441 、 「失失」は428参照。

443、喫水　昂乞立民足

- 「昂乞立」は440、441、442参照。 「民足」は031、062、064、269、434参

照。

444、蝶蛸肉　密洋失失

[ta nna] (田螺、 「たにな」)0 「密洋失失」は「にな」の

「LL」 0 「失失」は428、442参照。

445、酒販喫　撤及翁班尼昂乞立

- 「撒及」は427、438 、 「翁斑尼」は430、438、441 、 「昂乞立」は440、

441、442、443参照。

446、　吃　昂乞立

→440、441、442、443、445　参照。

447、明日早起喫延宴　阿音速多密的昂乞立札半失

- 「阿者」は021、086、381 、 「速多密的」は088、363、381 、 「昂乞立」

は440、441、442、443、445、446 、 「札半失」は365参照。

#　m n

448、頭　唾藍子

~【t!iburu] (頭)。~[karad3i] (頭髪)0

→347、386参照。

449、耳　眉

[mlml] (耳)0 「日本館訳語」には「耳　密密」とある。

「語音翻訳」にも「mi]とある。双方共に「落ち」があるか。
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450、　眉　馬由

~[ma j u] (局) 0

451、　日　tl

[mi :] (目)0 「語音翻訳」に「mui]とある。

452、　口　姑之

「[kut Si] (口)。-180、419、376参照。

「語音翻訳」に「khtu cl」とある。

453、　牙　華

[ha:] (歯) 0 -168参照。

「語音翻訳」に「p ha」とある。

454、鼻　花那

「 [h a n a] (鼻) 。

「語音翻訳」に「Pha `na」とある。

455、手　帖

Cti :] (^)

「語音翻訳」に「t hi」とある。

456、脚　亜矢

「 [ci s a] (足) 0

「語音翻訳」に「phi s j a」とある.

457、心　十十夢

~[kukuru] (心　　[tiimu] (T肝」、心)とも言

う。

「語音翻訳」に「ki mo」とある。

458、身　度

~[du ] (「胴」、身体)0

「語音翻訳」に「to u」とある。

459、髪　加藍

~[karad3i] (頭髪)0-347、448参照。
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460、　眉毛　不潔

[maj u】 (眉　　　[maJ ugl ] (眉毛)0

「不潔」不詳。 「まゆげ」の「ゆげ」の部分に相当するか。

461、　胡子　晶乞

「 [ci d3i] (髭、髭) 0

珍　宝　門

462、金　孔加尼

259、262、263、268、272、421、424、425参照。

463、銀　南者

→260、261、265,273、423参照。

464、鋼　増加加尼

「 [?akugani] (あかがね、銅)0 -[do:]とも。

465、鉄　姑禄加尼

~[kurugani] (くろがね、鉄)。一丁[tiりi]とも0

466、錫　失禄加尼

~[iirugani] (しろがね、錫　　[Sid3i]とも。

467、錦　熟尼

~[d3i n] (銭、金) 0

468、秒　支尼

-467　に同じ。

469、玉　亦石

→034、042、264、422参照。

470、珠　連馬

-243参照。

471、石　亦石

→034、042、264、422、469参照。

472、瑠璃　烏馬那逮馬

「うまのたま」 0 「鳥居」は141、246、270、271 、 「達馬」は243、470参
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照。

473、珊瑚　亜馬那連馬

「やまのたま」。 「珊瑚」が何故「山の珠」か。

「亜馬」は030、062 、 r達馬」は243、470、472参照。

474、弥珠　達馬

-243、470、472、473参照。

475、象牙　糟畢

「ざうは」 0 「糟」は135、146、168 、 「華」は168、453参照。

476、水晶　民足達馬

「みづたま」 。 「民足」は031、062、064、269、434 、 「達馬」は243、470、

473、474参照。

477、玉石　達馬亦石

「たまいし」 0 「達馬」は243、470、472、473、474、476 、 「亦石」は034、

042、264、422、469、471参照。

478、凍拍　宅嚇

-139、420参照。

479、　呼子　遠馬

→243、470、472、473、474、476477参照0

480、亀全　項tl

→160、169、170、183、259、261、417参照。

481、粥増　唾tl那十

一169　と同じ。

482、犀角　烏失祖奴

rうしつの」 0 「烏失」は143、171、184、245 、 「祖奴」は171、184、267

参照。

483、倭扇　昂及

-242参照。

484、倭刀　達只

-212　参照。
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485、硫積　魚敷

[j u we　] (硫黄)

486、　片脳　兵下

対応語無し。 「ぴんペん」 。

487、悪味　悪肺

対応語無し。 「やあふい」 0

488、丁香　朝失

-131参照。

489、　沈香　定稿

-132　に同じ。

490、連番　申自密稿

-130　に同じ。

491、木香　南木稿

-128　に同じ。

492、乳香　由稿

-134　に同じ。

493、檀香　別姑旦稿

-133参照。

494、貴著　晃琴

対応語無し。 「くわうばん」 0

495、血結　槽那結

「ざうのち」 0 「槽」は135、146、148、475 、 「結」は135参照。

496、香珠　稿達馬

「かうたま」 0 「稿」は120、128、130、132、134、239、241、243、489、490、

491、492、493 、 「達馬」は243、470、472、473、476、477、479参照。

497、蘇木　思唾

-129　に同じ。

498、欄轍　姑焼

-127参照。
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499、海虹　烏tl孫必

-177　に同じ。

500、金剛幕　孔加尼

-259、262、263、268、272、421、424、425、462参照。

501、　阿芙蓉　阿下

~[?a◎i n] (阿片) 0

502、瑠璃珠　烏馬那達尼

「うまのたま」　472参照。

503、珊瑚珠　亜馬那達馬

-473参照。

504、帝南香　加那木桶

-137参照。

505、接児茶　烏定尼

-136参照。

506、蘇合重　恩合的

「すはうやく」 0 「思合」 129、497参照。

数　日　門

507、　-　的子

[t tJ i] (一つ) 0

508、二　連子

「 [t tJ i] (二つ) 。

509、三　密子

- [m t5 i] (三つ) 0

510、　四　由子

r J u　　! i】 (四つ) 。

511、五　亦子子

~[?i tJ i tJ i] (五つ) 0
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512、　六　木子

- [mu: t S i] (六つ) 0

513、　七　那那子

[nana t! i] (七つ) 0

514、八　甲子

「 [j a tJ i] (八つ) 0

515、九　姑姑奴子

[kukunu tj i】 (九つ) 。

516、十　吐

「 [t u ] (十、とお) 0

517、十一　吐的子

- [tu ti　　　] (とおひとつ)。現代語では、-[dau:

?i t　] (十一)が普通。

518、十二　吐連子

「[tu ta　　　] (とおふたつ)。現代語では、~[d3u

nl] (十二)が普通。

519、十三　吐密子

- [tu rnl tJ i] (とおみっつ)。現代語では、  [d3U

s an] (十三)が普通。

520、十四　吐由子

「[tu J u tJ i] (とおよっつ)。現代語では、~Cd3u

～ i】 (十四)が普通。

521、十五　吐亦子子

「 [tu:?i tii t S i] (とおいつつ)。現代語では、

~[d3u go] (十五)が普通。

522、十六　吐木子

「[tu mu　　　] (とおむっつ)。現代語では、  [d3u

r o ku] (十六)が普通。
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523、十七　吐那那子

- [tu nana tJ i] (とおななつ) 。現代語では、

[d3u i t! i] (十七)が普通。

524、十八　吐甲子

「 [tu J a tJ i] (とおやっつ)。現代語では、　Cd3u

h a t! i] (十八)が普通。

525、十九　吐姑姑奴子

「 [tu;kukunuti i] (とおここの)。現代語では、

~[d3u ku] (十九)が普通。

526、二十　連子吐

「 [ta t¥ i tu:] (ふたつと串) 。現代語では、 「[ni

d3u:J (二十)が普通。

527、二十一　連子吐的子

「 [t tl i tu:ti　　　] (ふたつとおひとつ)。現代語

では、 「 [ni d3u: ?i t S i] (二十一)が普通。

528、二十二　連子吐連子

「[ta:tiitu:ta　!i] (ふたつとおふたつ)。現代語

では、 「 [ni d3u nl　] (二十二)が普通。

529、二十三　連子吐密子

「[-ta:t Si tu ml t5i] (ふたつとおみっつ)。現代語

では、 「 [ni d g u r s aN] (二十三)が普通。

530、二十四　連子吐由子

「[t tli tu J u t Si] (ふたつとおよっつ)。現代語

では、 「 [ni d3u　　　] (二十四)が普通。

531、二十五　連子吐亦亦子

r Cta t S i tu:?i ti tJ 】 (ふたつとおいつつ)。現

代語では、 - [nid3u:go:] (二十五)が普通。

532、二十六　連子吐木子

「 [ta　! i tu mu tJ i】 (ふたつとおむっつ)。現代語
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では、 「[nid3u:roku] (二十六)が普通。

533、二十七　連子吐那那子

「[ta t jitu:nanat Si] (ふたつとおななっ)。現代

語では、 「 【nid3u　! i t　] (二十七)が普通。

534、二十八　連子吐甲子

「[t itu Ja t Si] (ふたつとおやっつ)。現代語

では、 「 [nid3u:ha t S i] (二十八)が普通。

535、二十九　連子吐姑姑奴子

「[ta:tlitu:kukunut!i] (ふたっとおここのつ)

現代語では、 「[ni d3u:ku:] (二十九)が普通。

536、三十　密子吐

-[m t¥ i tu:] (みっつとお)。現代語では、~　s an

d3u:] (三十)が普通。

537、 -銭　亦止買毎

対応語無し。 「いちもんめ」。

538、二銭　尼買毎

対応語無し。 「にもんめ」。

539、三銭　杉買毎

対応詩無し。 「さんもんめ」。

540、四銭　深買毎

対応語無し。 「Lもんめ」。

541、五銭　烏買毎

対応語無し。 「ごもんめ」。

542、六銭　禄姑買毎

対応語無し。 「ろくもんめ」。

543、七銭　是止冥毎

対応語無し。 「しちもんめ」。

544、八銭　法只賓毎

対応語無し。 「はちもんめ」。
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545、九銭　姑買毎

対応語無し。 「くもんめ」 0

546、一両　就買毎

対応語無し。 「じうもんめ」 0

547、十両　必亜姑就毎

対応語無し。 「ひやくじうもんめ」。 「就冥毎」のはずである。 「買」

脱落。

548、一百両　必亜姑

[c j a k u] (育) 0

549、一千十　森那

r Li innu] (千の) 0 「森」 (せん)と「那」 (の)とに分析で

きる。

550、一高　麻柔吐失

対応語無し。 「吐失」は「とし(年)」であろうが、 「麻柔」は未詳。

「高」に関連するだろうが。

551、千歳　森那

-549　参照。

552、蔦高歳　麻柔吐失

-550参照。

通　用　門

553、　買　烏立

-337、366参照。

554、責　高菜

-336、366　参照。

555、釆　外亦立

-326　参照。

556、去　亦及

→205、208、324、325、341、384参照。
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557、

558、

55!)、

560、

561、

562、

563、

564、

565、

566、

567、

568、

569、

570、

5　<蝣)

遠　富加撒

-046、0612参照。

近　集加撤

-047、060参照。

上　烏t1

-054、209、385参照。

下　失莫

-055参照。

東　加尼

-056、333参照。

西　尼失

-057、330、416参照。

南　米南米

-058　参照。

北　乞大

-059　参照。

前　馬也

-050参照。

後　烏失禄

-051参照。

左　分連立

-052　参照。

右　民及立

-053参照。

作　烏嚇哩

-327　参照。

我　昂哩

-329、387参照。



571、　有　阿立

-331参照。

572、　無　乃

-383　参照。

573、説　唾連立

-321参照。

574、　看　密只

-206、304参照。

575、　求討　逮毛立

[t ab o rl] (賜れ) 。　[tab o:j un] (賜る) 、

[t ab o: ri] (賜り) 0

576、什物　是及莫奴

-258　参照。

577、起身　掲只亦及

- 「掲只」は356 、 「亦及」は205、341、208、325、556参照。

「きていき」 (来て行き)に対応。 「たちていき」ではない。

578、起去　掲只亦及

-577　参照。

579、起来　掲只

-356、577、578　参照。

大筋として　*キテ[ki te]　-　*キチェ[ki t¥e]　-

*キチ[ki t　　　　-　ツチ[t t S i]　のような変化過程が考え

られるが、その「キチ」の段階を示しているようである。

580、　回去　慢多夢

-207、361、362　参照。

581、請来　子蓋失

-338参照。

582、説話　噴連立

-321、573参照。

1 6　0



583、不敢　揚密撒

- [j ami s a] (止めるよ) 0

584、　暁的　失達哩

-378　参照。

585、知道　失只

i tt!i] (知って)0 「[Si j un] (知る)、 「「日

anj (知らない)、 ~[J i t tJ an] (知った) 、 「 [i ar a

n t anJ (知らなかった) 0

586、　不苔　仝

-585参照。

587、　回腸　仝

-585参照。

588、好看　約通徹密只

-335、369参照。

589、不好　唾禄撒

-332、370参照。

590、買膏　烏立高葉

-366　に同じ。

591、有無　阿立及(ママ)

-331、571参照。

592、東西　加尼尼失

- 「加尼」は056、333、561 、 「尼失」は057、330、416、562参照。

593、不暁的　民那失達唾

-379　に同じ。

594、不知遺　失藍子

- [J i r an] (知らない) 0 -378、379、584、585、593参照。

595、明日起身　阿者速多密的掲只

- 「阿者」は021、086、381、447 、 「速多密的」は088、363、381、447、595

参照。 「掲只」は356、577、578、579参照。
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4、 「琉球館訳語」の沖縄語

「語音翻訳」の分析結果につけ加えるべきものはない。ここでは、用字・

用例を示すに留める。

「琉球館訳語」

(『琉球館訳語　本文と索引』 1979年　による)

上
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「琉球館訳語」音訳漢字用例一覧

本文は、ロンドン本による。

配列は、対応すると考えられる「歴史的仮名遣い」により、五十音順とす

る。用字は、総画数の少ないものから多いものへと並べる。

見出し語通し番号を用い、用例数を示す。但し、 「003」、 「087j　などの

rOO」、rO」などは省き、 「3」、 「87」などのようにした。 0

良呈・監囲(語頭、語中の順で、かつ見出し語通し番号順) (用字部分は

「 - 」で示す) ・対応する本文の中国語( [ ]でくくる。対応するも

のが無い場合は、 ( )で和訳を示す) ・用例の見出し語通し番号　の順で

あるO

(例)

之

用　字　　　用　例

[口]

対応する本文
見出し中国語
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あ

ヽf
t

あ
　
い

安　一周[大人] 303
7.`▼

亜　一失　⊂脚J　456

-馬奴　⊂日本3　299

阿　一及[秋] 67

-給的　⊂進3　358, 359

-全夢[開] 201

-舎多　⊂父親] 294

-着[明日1 21, 86, 381, 447, 595

-下[阿芙蓉1 501

-セ　[母親1 295
7~7

-老思　⊂引領1 353

昂
　
哀
　
睦

昂
　
以
　
亦

-立　⊂有1 331, 571, 591

一乞立[喫3　440, 441, 442, 443, 445, 446, 447

麻達剰一恵　⊂紫惰] 179

-加加尼　⊂銅] 464

一子撤　⊂熱コ　70

-セ　⊂雨: 7, 9

-及　亡倭昂1 242, 483

-立葉乞　⊂麺] 431

-加撒　⊂多少D　375

-及　⊂気コ　80

-及　⊂去H　208, 325, 556, 577, 578

⊂走3　324, 384

亡兄II　205, 341

-石・ ⊂石コ　34, 42, 447, 469

[玉～コ　264, 422

-止買毎　⊂一銭3　537

一子子[五D　511

-赤子[五I] 521, 531

-奴[狗1 152

-某　⊂房3 190, 203, 204

-m ZMl 176

外一立[来1 326, 555

1 6　8



ラ 烏　一徹乃　⊂兎] 144

一失　⊂牛J 143, 171, 184, 482

-失加尼　⊂鉄描I] 245

一失禄[後D　51, 556

-孫必　⊂鞠窮] 344

一定尼[咳児茶II 136, 505

-只八監[朝裏1 208

-セ[上J　54, 209, 385, 559

-馬[馬J 141,.246, 270, 271, 472, 502

-セ[海j　29, 63, 177, 499

-セ　[果J 109

[華1 112

[梅J 132

-剰悪美的[表裏1 415

-痢瞳[弥1 327, 569

-立[瓜J 118

-立[買J　338, 366, 553, 590
K^fj

-奴一多及[閏月1 101, 102, 103, 104

-畦[猪1 149

[醇3 150

[騨J 151

菓　一息[館駅] 200

烏　一乞立[底頭D　345

-乞立乃[且慢走1 383

一連的唆亦　⊂興3　323

倭　一及郡　⊂琉球D　312, 313, 314, 315, 316, 317, 318, 319

-及奴[琉球] 298

一的毎[皇帝D　277, 300, 301

-毎奴　⊂朝廷1 282

翁　-斑尼[飯3　430, 438, 441, 445

悪　烏痢一別的[表裏: 4i5

-亜[御前] 195, 382, 390

淳　一峰子及[茶鍾] 253

おん　　混　在「普姑立[謝恩] 350, 382, 390
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か 全　連-1 ⊂鴬D 155

⊂鴻嘱1 178

千　一不立　⊂泰1 210

加　一奴不稿[奇南香1 137, 504

-日　⊂鹿3 140

睦-加尼[銅1 464

亦一撒　⊂多少3　375

烏失一尼[鉄猫1 245

全失一及[板鐙D　249

[交床H　250

集-撒[近3　47, 60, 558

rE-撒　⊂遠U　46, 61, 557

麻一立[碗] 237

郡　一別[壌1 36, 183
`T .丁

密失一失[短⊃　49

着　一失　⊂舵] 224

-不立[帽3　400

高.一葉[売J　336, 366, 554, 590
~rt

嘘　一集　E風1 4, 16, 23

-連立[説1 321, 573　C説話3　582

-布　E若布3　411

一味[河3　28, 193, 194

⊂皮: 153, 172, 173, 181

-吐剤[瓦U　43, 204

-セ[紙J　234

⊂亀II 160, 169, 170, 183, 259, 261, 417, 418, 480,

481

-藍子[頭] 347, 386, 459

-藍　⊂髪] 459

-剰思[老醜] 175

撒-子及[酒鍾] 252

達-　⊂驚] 148

塔一悪[楼] 191
Kfi

倭- [岸] 44
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かい

ふ
　
ん

'
^
^
^
^
m
^
^
^
^
r
H

カ

　

カ

　

カ

書
芸
　
開
　
稿

蓋
　
凱
　
今
　
宮
　
加

-宅lI鮮牙1 166
-乞[改機1 412

-的[字1 232

-　⊂香J 120, 128, 130, 132, 134, 137, 489, 490

-連馬[香珠U　243, 496

-法全[香食] 241

-炉[香炉1 239

子一失[請来J　338, 581

- [箱子3　248

睦七那- [釈瑠] 169, 183, 417, 481

-舎　⊂三使臣: 3ii

嘘加一尼[銅3　464

孔一尼[金] 259, 262, 263, 268, 272, 421, 425, 462

孔一査思[書雀] 174
て~丁

失禄一尼[錫1 466

一尼[東1 56, 333, 561, 593

睦　姑禄一尼[鉄D　465

千一尼[霞] 13

那一失

亦一刻

お
各
　
島

長
井

[

　

⊂

がん　　暗

き　　　乞

隆一[棺限]

29

r
:′

　

4

c
o
 
i
n
 
c
m

E
?
^
^
K
i
u
!
^
^
B
5
日

一角必[帯D　228, 263, 265, 266, 267, 401, 418, 422,423,

424

-各必[帯II　264, 417, 419, 426

-大　⊂北3　59, 564

-是　⊂幸子D　256

-奴　⊂昨日II　389

-立[罪] 10

一斉　⊂戯麟1 163

烏一立　⊂底頭3　345

烏一立乃　⊂且慢走1 383

馬連睦藍子- [再叩頭1 386
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l
　
阿
　
亦

一
部
都
門
奴
　
t

⊂樹H 108

⊂衣服1 405

⊂貞領3　404

⊂昨日3　22, 87

[秋⊃　67

-　⊂気]蝣80

倭一奴[琉球] 298

倭一郡[琉球3 312, 313, 314, 315, 316, 317, 318, 319

孟- [改機3　412

薄睦子- [酒鐘3　252

是一美郡[舗孟3　258

是一美奴[什物D　576

蒋暁子- [茶鍾: 253

都- [月コ　3

多-　⊂月H　99, 101, 102, 103, 104

吐「 [時コ　79

非撤慢多-[脆3　320

馬足部- [松3　no

[柾] ul
亜一亦石　⊂碍コ　42

近　非一的　⊂賞賜1 355, 389

⊂給賞1 373

各　乞-必　⊂帯1 264, 417, 419, 426

角　乞一必　⊂帯3　228, 263, 265, 266, 267, 401,418,422,423, 424

急　菓-　⊂館駅3　200

掲　一只　⊂起来] 356,579

-只[起3　577, 578, 595

よ
　
ん

き
　
き

結
　
喬
　
巾
　
斤

別姑旦-　⊂理香1 133

-古魯古　⊂交椅1 251

柄- [網巾3　403

林- [下程] 364
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ぎ

く
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-郡阿結的[道本] 359

1 9　0



ま 馬　-達[再:

一足[松: no, in

-セ　[前] 50

-也[前1 565

-由[眉1 450

亜一奴必周　⊂日本人]

烏- [馬]

姑- [熊⊃

逮- [珠⊃

6　3　　04　7　72　　1　　4

i

n

 

r

o

 

n

~̂
f

C
s
l
 
L
O

299

205272172072
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亜- [山J　30, 62, 473, 503

麻　一加立[碗] 237

孔加尼一加立　⊂金鍾1 268

-連判哀致[紫馬D 179

慢　-多[窓1 189

非撒一多及[抗] 320

まう　　網　一巾[網巾: 402

富へ　　毎　倭- [朝廷] 282

倭的-　⊂皇帝3　300, 301

普(ん)麻　- [万3　301, 550, 552

み　　　セ　鳥- [海1 29, 63, 177, 499
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都姑- [機] 398

民　一及立[右1 53, 568

-足　E水D　31, 62, 63, 64, 269, 434, 443, 476

-那(管) 379, 593

-乃度　⊂江コ　27

米　- (実) 122

-南-　⊂南] 58, 563
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眉　- [耳J　449
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密　一温(御恩) 350, 382, 390
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一連(見た) 206, 340
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米　姑- [米1 107

毎　買-　⊂銭] 537, 538, 539, 540, 541, 542, 543, 544, 545,

546, 547

眠　一多木[妻] 307

密　速多一的[早起] 88, 363, 381, 447, 595

揚一撒[不敢D　583

めん　　締　木- [布] 396, 406, 408, 409, 416

も　　　木　一部畦　⊂方物] 374

-綿[布J　396, 406, 408, 409, 416

毛　達一立[求討1 575

日　加-　⊂鹿j 140

真　一只今[章来] 368

是及一郡[舗差1 258

是及一奴　⊂什物] 576

世- [下コ　55

失- [下J　560

慢　一多夢[辞朝3　207, 361

[回去J　362, 580

もん　　買　一毎[銭] 537, 538, 539, 540, 541, 542, 543, 544, 545,

itif

546, 547

セ　阿- [母親J　295
idiEj

-姑亦及　⊂走] 324

甲　一子[八1 514, 524, 534

亜　-　E約1 213

-撒[飢了J　437

-及亦石[碑コ　42

一馬[山] 30, 62, 473, 503

-立　⊂鎗1 216

鳥- [御前] 195

悪-　⊂御前3　382, 390

必一姑(冒) 547, 548

必一撤[冷コ　69
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洋　密一殻　⊂大海螺3 182

密一失失[螺蜘肉1 444

悪　一肺　⊂悪味1 487
-▼▼

塔嘘-　⊂楼1 191

揚　-密撤　⊂不敢II　583

やく　　約　思合一　⊂蘇合薬] 506

ゆ　　由　一乞　⊂雪D　8,20

-密　⊂弓] 214

密一外立　⊂慶賀] 352, 380

-福[冬] 68
1′†

馬- [眉3　450

有　禿-　⊂露] 24
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魚　一散[硫蘭1 485

不　一潔　⊂眉毛J　460

由　一(世) 377

一子　⊂四J　510, 520, 530

-禄. [夜] 76

約　一姑立的[晩] 78

一連撒[好] 335, 369, 588

-夢亦[甲コ

今失烏奴必- [平身D　351

老　阿一思　⊂引領3　353

査　孔加一思[青笹1 174
t-r

剰　鳥一悪美的[表裏1 415

鳥一畦[弥1 327, 569

窟二立　⊂諸行1 343

嘘一思　⊂老璃J 175

唖畦-　⊂瓦1 43, 204

乳-　⊂王妃J　278

E-　C虎3 139, 420

[現拍J　478

郡一別[輝着J　346

麻達-哀鼓[紫惰: 179

亦嘘-　⊂井] 35, 192
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藍　烏只八一　⊂朝襲1 208

唖一子[頭J　347, 448

加- [髪J　459

老　朝一　⊂長老1 293

刑　一姑[海額1 181

抽　大- [盆] 219

[食羅J　254

[木盆J　257

民足大- [水筒1 267

立　阿- [有3　331, 571, 591

以一葉乞　⊂麺1 431

烏- [瓜3 118

烏-　⊂買1 337, 366, 553, 590
-r -r

瞳達- [説3　321, 573

[説話1 582

干不一　仁慈: 2io

看不一[帽3　400

刊毎郡-　⊂雷]　6

乞- [零] 10

孔加尼麻加-　⊂金鍾1 268

科- [電3 ll, 23

姑亦- [氷コ　32
-r-t

撒畦一是-　亡作揖] 372

孫思- [硯3　235

孫司- [硯1 274

大-　⊂朝J　205, 206, 340, 341

達只外- [立住] 348

宅- [鶏3 147

[鶴: i80,・ 419

独一的　⊂釣1 176

眠不一[陸3　334

分達-　⊂左1 52, 567
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密温普姑- [謝恩] 350, 382, 390

民及-　⊂右D　53, 568

密由外-　⊂慶賀3　352, 380

亜- [鎗] 216

外亦-　⊂来3　555

加- [東1 56, 333, 561, 592

-暗　⊂絹限] 124

-斤[下程] 364

乞-　⊂麟鱗3 163

烏一烏多及[閏月] 101, 102, 103, 104

禿- [弦] 215

夢　阿千一[開H　201

大英二　⊂閉3　202 .

慢多-　⊂辞朝] 207, 361

[回去U　362, 580
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~VT

今セー　⊂泥] 38
ォfi

撒- [振1 159

思-　⊂仙鶴3 167, 260, 262
「′-r
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法-　⊂春コ　65
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必-　⊂昼コ　75
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福一　⊂下　-H 19, 20

LfcJ　76
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[不好J　370, 589
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れ 立　昂乞-　⊂喫] 440, 441, 442, 443, 445, 447

⊂吃J　446
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⊂慢走I] 383

窟剰- [諸行] 343
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的姑一的[晩] 78

れい　　立　一是[募枝] 125
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[羅j　393

今十一[心3　457

約一亦　⊂甲3　211

炉　稿- [香炉I] 239

禄　一姑[六] 94, 542

烏失-　E後] 51, 566

姑一嘘尼[鉄D　465

失一加尼　⊂錫j　466

速一姑　⊂双陸1 255

魯　喬古一古　⊂交椅] 251

外　一亦立　⊂釆3　326, 555

密由一立[慶賀] 352, 380

吐　一禄撒　⊂不好II　388
KdcI

睦　一棟撒[夢II　332

⊂不好3　370, 589

-郡密撒　⊂飽了1 436

鴨-　⊂猪3 149
fi.

E楓3 150
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烏- [子] 281, 308

撤一立是立[作揖] 372
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魚- [硫碩1 485
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ゐ
　
ゑ

杏

昂
亦
　
由
　
薬
　
外
　
倭
　
烏
　
翁
　
窟

一畦　⊂我] 329, 387, 570

-嘘刑[井] 35, 192

-的[酔了] 339, 387, 435

-　⊂画H　229

達只一立[立住H　348

-回im　44

全失一奴必約[平身3　351

-及[甘蕉] 126

-剰立[諸行1 343

W-　LMl 156

(第五章のための準備)

◆　二重母音及び長母音

「琉球館訳語」の中に　*ai相当部分を含むと考えられる語例を求め、

「語音翻訳」と対照すると、その用字例は、圧:】ではなく[ai]を示し

ていることが確認できる。

(例) 「用字、用例、対応する本文見出し中国語」の順

「かい」相当の例

嘉　一乞　<改機>、　開　一的　<芋>

「さい」相当の例

才　一付　く二使臣>、　菜　-　<菜>

「だい」相当の例

大　一首　<大明>、-立葉　<朝>　　代　-　<車>

この時期は、 /-iwa/-/-ij a/の変化はあったが、 /-awa/,

uwa/, (-owa)はそのままであったと言えよう。

「語音翻訳」の例

-aw a/の例
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姓　na・o a (名は～)、　小米飯　　a o a r o<no>

o p a n ri<ni> (粟の御飯)

-uwa/, (/-owa/)

猪肉　　o oa*no sl sl　豚の肉)、　猪' u・

o a (豚)

/-i j a/の例

違箇　ku rl J a　これは～)

「琉球館訳語」の例

-awa/の例

作　烏嚇哩(うらは)、　河　噴哩(かは)、　御河　噴哩(か

は)、　皮　噴哩(かは)、　瓦　噴哩明(かはら)

-uw a/の例

今日　交哩(けふは)、　方物　木那唾(ものは)

「琉球館訳語」では、総じて、 「名詞+助詞」の分析ができずに、それが

あたかも名詞のみであるかのように考えたと解釈される例が少なくない。

は、 「琉球館訳語」 「言語」の解説)で見たとおりであるが、改めて例

を示そう。 ( )は和訳。

「名詞+の」の例

山　亜馬奴(山の)、朝廷　倭毎奴(御前の)、電　波得那(雷

の)、　門　勤那(門の)、　国王　放那(王の)、　琉球国王　倭及

那放那(沖縄王の)、琉球封国王　倭及那放那(沖縄王の)、一千

全　森那(千の) 、　千歳　森那(千の)

「名詞+は」の例

今日　交唾(今日は)、欄　烏明唾(汝は)、我　昂哩(我は)、

方物　木那哩(物は)

「名詞十へ」の例

朝　大立葉(内裏へ)
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・これに対し、 「語音翻訳」では、 「名詞+助詞」を分析できていないとい

うことはほとんどない。この違いは筆録者の分析能力の差によることもある

であろうが、その根底にある卯ま、母語の差であろう。助詞を有する朝鮮語

とそうでない中国語との違いであろう。

◆-　有声子音の前の鼻音

「語音翻訳」で見たように、 「琉球館訳語」でも有声子音の前に鼻音が存

することを示していると思われる例が多い。

①ガ行子音の前の用字が醸尾に鼻音を有する例(当該箇所に下線を施す。

以下同じ。 )

鑑迦尼<金>、孔迦査思<喜雀>、以立星重く麺>、乱盈<倭

扇>、　烏遡及<兎>、　民盈立<右>、　亀盈<甘煮>、　昂乞立

<喫>、　品名<胡子>

②ザ行子音の前の用字が韻尾に鼻音を有する例

噴監王<叩頭><頭>、公望<孔雀>、失藍王<不知道>、遜旦

立法全く硯瓦金>、　逸見<兄>

③ダ行子音の前の用字が親尾に鼻音を有する例

盆遵立<左>、　畳失<舵>、　非撤鑑真及<脆>、　民良く水>、

全盛<筆>、　非迄飽く賞賜><給賞>、監重く窓>　　鰻重夢<辞

朝><回去>、　塾真木<妻>

申バ行子音の前の用字が韻尾に鼻音を有する例

三払<軽>、翁遡尼<飯>、烏弘道<鞠粥>、烏や盈逝く海蛇>

王互立<盈>　畳杢立<帽>、鑑王立<睡>

その他の項目に関しては、 「第五章　適時的考察」に譲る。

語嚢は、 「朝鮮・中国資料対照琉球語嚢」として最終部「付録　資料」に

収録した。
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第二節　　その他の漢字資料の沖縄語

沖縄の言葉をそれとして記録した中国資料は、 「琉球館訳語」以外に、次

のようなものがある。

陳侃『使琉球録』中の「夷語j 「東学J (1534年)

郭汝需『使琉球錬』中の「夷語」 (1561年)

周鐘　等『音韻字海』中の「附録夷語音釈」 「附夷字音釈J (1572年頃)

屠赤水　等『篇海類編』中の「外夷語音之殊」 (1572年頃)

余象斗　等『海篇正宗』中の「夷語音釈」 (1572年頃)

斎崇業・謝禿『使琉球録』中の「東語附」 (1579年)

夏子陽・王士禎『使坑球録』中の「夷語附J r東学附」 (1606年)

徐藻光『中山伝信録』中の「字母」 「琉球語」 (1721年)

浦相『琉球大学見聞録』中の「土音」 「字母」 (1764年)

中国の皇帝が琉球国「中山王」を封ずるのが「冊封」で、そのために派遣

された使者「冊封使」の正使あるいは副使の行なった報告記録が『使琉球

録』や『使琉球記』 (後出)や『中山伝信録』等である。それぞれの冊封使

は、あらかじめ琉球に関する調査、研究をしてから出発している。当然、前

の冊封使の記録も読んでいる。それぞれに前記録の内容を取り込んだり、批

判したりしているが、こと「夷語」に関しては、前の記録を捲襲した部分が

多い。 ( 「夷語」という名称そのものが最たるものである。その中にあって

『中山伝侶録』の「琉球語」は異彩である。 )

項目を立てて言葉を取り扱っていないので別にしたが、他の冊封使記録に

次のようなものがある。

張学札『使琉球記』 (1664年)

荘横『使琉球雑記』 (1683年)

周煙『琉球国志略』 (1757)

李鼎元『使琉球記』 (1802年)

斉鯖・費錫車『続琉球国志略』 (1808年) *
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林鴻年『使琉球録』 (1838年) *

趨新『続琉球国志略』 (1866年) *　　(*は,釆琉の年)

さて、 「夷語」記録の元資料になったのではないかと考えられるのが、

「琉球館訳語」である。

「琉球館訳語」は、次のような槻序で語(あるいは句、文)が分類、配列

されているO

天文門、地理門、時令門、花木門、鳥獣門、宮室門、器用門、人物門、

人事門、衣服門、飲食門、身体門、珍宝門、数日門、通用門

陳侃以下の四つの『使琉球録』の分類、配列もこれとまったく同じである。

(ちなみに、 『音韻字海』およびこれと同類の『篇海類編』、 『海篇正宗』

も同じである。 )

その序文で、それまでの使縁類の誤りを正し、 「信」を「伝」えると述べ

ている、徐藻光『中山伝信録』 (1721)は、次のような願序であるO

天文、地理、時令、花木、鳥獣、宮室、器用、人物、人事、身体、

衣服、飲食、珍宝、数日、通用

「門」の字がなく、 「身体」が「衣服」の前に置かれている。これは、

『華夷訳語』中の「日本館訳語」の頗序と同じで、その「文史門」 ・ 「声色

門」 ・方隅門」を欠いた形となっている。

「日本館訳語」

天文門、地理門、時令門、花木門、鳥獣門、冒室門、器用門、人物門、

人事門、身体門、衣服門、飲食門、珍宝門、文史門、声色門、数日門、

方隅門,通用門

ついでながら, 「朝鮮館訳語」は次のようになっている。

「朝鮮脂訳語」

天文門、地理門、時令門、花木門,鳥獣門、宮室門、器用門、人物門、

人事門、身体門、衣服門、声色門、珍宝門、飲食門、文史門、数日門、

干支門、封名門.通用門
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「夷語」資料それぞれの(天文の)初めの二・三語の音訳字を比べてみる。

「琉球飽訳語」

天fサu!t!亡蛸t-I

J-I爺吐:-s集

陳侃の『使琉球録』

天旬尼　日非禄　月都及　風唾済

『音韻芋海』

天fait-　コ悶　巨都.3　鮮:.r?

蕎崇業・謝奈の『使琉球録』

天旬尼　H飛睦　月都急　魔境済

夏子陽・王士損の『使琉球録』

夫旬尼　日飛陸　月都急　魔境済

垂姑木
コ耳

牽姑木
コ耳

専姑木
コ耳

専姑木
頭

垂姑木
コ耳

『中山伝信録』

天Hif u等　滝　里重　sr　棉

『琉球入学見聞録』

天磨　日虚　月聾　星空　風等　雨撃
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・これだけでも「琉球館訳語」と数種の『使琉球録』との影響関係が窺い知

れよう。直接の影響の外にあると考えられる、 『中山伝信録』と『琉球大学

見聞録』では、語形が変わり(時代が下るから当然だとも言えるが) 、語の

配列塀に異同があり、音訳字の場合でも二行にするなど、違いを見せてい

る。

詳しくはr朝鮮・中国資料対照琉球語嚢」参照。

「第五章　適時的考察」において、上記賢料の相互関係についても述べる

予定である。

『使坑球録』 「夷語」 「東学」

(『纂輯　日本詩語』 1968年　による)
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『音韻字海』 「附銅語音釈」 「附宿昔釈」
(『纂輯　日本評語』 1968年　による)
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岬山伝信削「学凱「舶語」
(『纂輯　日本詩語』 196時　による)
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『納入学見聞録』 「土昔日字母」
(『纂輯　日本詩語』 1968年　による)
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「クリフォード琉球語童」の沖縄語

英語で表記された「クリフォード琉球語嚢」 (1818年)に資料としての検

討を加えた上で、十九世紀初の沖縄語の音韻について考える。

沖縄語を「畑」に誓えると、その「歴史」の「畑」は、先人によってある

程度耕されていたにも拘らず、久しく作物が入れられなかったために、土が

少々固くなってしまった。耕し直さなければならない。その場合、時の流れ

に沿ってコツコツと耕していくのも一法であろうが、固い土に出会った時

に、それを砕くことのみに労力を奪われ、なかなか前に進めないことにな

る。それよりは、比較的柔らかいところから耕し始め、その部分にだけでも

作物を入れて収穫を得るようにしたほうがよい。そうすれば、その作物が周

りの固い土を砕いてくれ、労力も軽減されようし、能率も上がるであろう。

比較的柔らかい土壌の一つとして、 「語音翻訳」があった。面積は小さい

が、肥沃な部分であり、耕せば耕すほど収穫の増えるところである。

次に比較的柔らかい土壌の一つが、 「クリフォード　琉球語糞」であろう

と思われる。ただし、これは小石や砂などの混じった部分であって、その小

石や砂などを取り除くことから始めなければならない。

まず、それがどのような土壌であるかについて見ておくことにしよう。

1、資料

1 - 1

Captain Basil Hall　の航海記　``Account of a Voyage of Discovery

to the West Coast of Corea, and the Great Loo-Choo Island" (1818)の

付録として載せられている　`VOCABULARY OF THE LANGUAGE SPOKEN AT THE

JAPAN SEA. COMPILED BY HERBERT JOHN CLIFFORD, ESQ. LIEUTENANT,ROYAL

NAVY.(IN TWO PARTS)'が「クリフォード氏の坑球語糞」と言われるもので

あることは周知のことである。
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その付載の事情については、 『航海記』の本文に詳しく述べられている。

『南島方言資料』にはその簡単な要約があり、服部四郎「国語諸方言のアク

セント概観(六) 」 (『方言』第三巻第六号)では、 14ページ中9ページに

わたって言語資料としての観点からの説明がなされている。

この点に関して、ここでは、省略に従う。

以下の分析にあたっては、勉誠社文庫71 『ク田オーF琉球語嚢』 (1979年12月

30B　第一刷)を使用した。

1 -2

先に、小石や砂などが混じっていると述べたのは、資料として不適切な

ものや取り扱う際に注意を要するものなどが少なからず存在するという意味

である。これは、偏にクリフォードの誤解あるいは勘違いに起因するもので

あると言えよう。調査者と被調査者との間の意思疎通がうまくいかなかった

ということである。もっとも、このようなことは、今日の方言調査などにも

多々あることであるから、ひとりクリフォードを責める訳にはいかない。む

しろ、初めて接する「琉球語」をかなりなまでに正しく聞き取ったと判断さ

れるその耳を褒めるべきであろう。

資料をどのように取り扱ったかを示す意味で、このことに関して少し述べ

ておこうと思う。綴字等に関しては、後で詳しく述べるから、ここでは主に

語義に関して述べることにする。

1 -3

例に出した語の所在箇所がわかるように、通し番号を付す(PART Iの

み) 。後述する音韻の項で例を出す時に便利なように、通し番号は、見出し

語たる`English'にではなく、訳語たる`Loo-Choo'に付することとする。

English

Above, or the top of a thing

Alive

2 1 3

Loo-Choo

(1) Wee

(2) Itch-itchee



Cap

Yours

(中略)

(中略)

(94) Cammoodee.or

Mawtsee

(955) Co高ra ya moong

(1)から(955)までということになるが、 (94)で明らかなように、語数が

955あることにはならない。優に千を越える。

1 -4

双方とも同一物を見ていながら、それぞれ別の「もの」を考えてしまう

のは、同じ「言語」を話している人々の間でもよく起こることであるから、

クリフォードと「琉球人」との間でそのようなことが起こったのは、当然と

言えば当然であろう。いくつか例を示し、念のために、注をつける。

Bird　　　　　(37) H占t.o

( 「鳩」を指して「鳥」を聞いたつもりになった言)

Button　　　　(85) Hagannee, 。r K孟nnee

( 「ボタン」に相当する言葉は無かったであろうから、船員あるいは軍人の

「金ボタン」を示された　native speaker　は「カネ(金属) 」と答えざる

を得なかった。 )

Cask (101) So`co。

(「桶」の「底」を指して「これは?」などと聞いたのであろう。)

Watch　　　(885) Kまrahigh

(「(腕)時計」と「磁石」との勘違いと言えよう。)

具体的な物でこのようであるからこ　そうでない「概念語」とも言うべきも
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のは推して知るべLである。
ノ

Die, to　　　　(166) Nintoong

( 「死ぬ」と「寝ている、横たわっている」 )

Jump, to　　(372) M`yoong

( 「跳ぶ」と「踊る」 )

Here　　　　　　(339) Coo

( 「ここ」と「来い」 。ただし、 Coo　は　Cooma　の　-maが印刷の過程かで

落ちた可能性もある。 )

Let, t。, fall a thing　(409) N去gee。。ng

( 「落とす」と「投げる」 )

数字に関しては、ほとんどが位取りを誤っている。その一部を示す0

Eighteen

( 「八十」 )

Eighty

( 「八百」 )

Eleven

( 「十」 )

Fifteen

( 「五十」 )

Fifty

( 「五百」 )

Hundred

( 「千」 )

Million

(201) Kwatchee joo, or fatchee joo
メ

(202) Hapack coo, or Habback coo

(203) Too

ノ

(231) Goonjoo

/ .

(232) Gooshacoo, or gooyacoo

(・359) Sing

(465) Chaw

( 「兆」 )

`PARTII'の初めの部分に`NUMERALS'という項目があって、 lone-から

`Ten　に対する正しい`Loo-Choo'が示されており、その漢字まで添えて

ある。にもかかわらず、上に示したようなことになる。二桁以上の数字に関

しては、ほとんどが間違っている。外国語を学習する際に、一番難しいのは
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数字であって、数を数えるのに即座にその言語で行なうことができれば、そ

の言語をほぼマスターしたといってよいと言われるほどだから、クリフォー

ドの間違いは、あたり前のことであろう1)0

未知の言語に接したのであるから.、これまた無理のないことであるが、

「分節」`の仕方を誤っている例がいくつかある。

Four-sided figure　　　(273) Sicca C。石dair

( 「四角台」の意味であろうが、 「シカ=クダイ」と分析してしまったよう

なものである。 )

Letting a thing escape　(348) Ootoo Batch

(「飛ばしてしまって」の意であろう。 「プット=バシテ」などと分析した

ようなものである。 )

次のような例も、広い意味では分析の仕方を誤ったと言えよう。

Sterm of a boat　　　　　(750) Cooma toomo

( Cooma toomo　は、 「ここ(は)艦」の意)

Mew, to, as a cat　　　　(461) Nachoong deeoong

( Nachoong deeoongは、 「なくと言う」の意味であるから、 「と言う」に

当たる　deeoong　は不要である。 )

この、つn)dee' (と)及びつn)deeoong' (と言う)を、クリフォ

ードは、分析できなかった、あるいは、その意味が分からなかったと言うこ

とができる。同じ例が他にもある。

Potatoes∴sweet　　　　　(563) Moo, or Moondee

Web-footed bird leg　　　(894) Sha

two legs　(895) Shandee

-・　・・・　・・・　・・・　蝣・・　・・ォ,ォ,ササ#　サ-　　　　　　　-・　・・・　・・・・*・　-　　　　　　　　　-　　　　　　　-*　・・・　・・・　・・*　・H

l'ただし、次のような正しい例もあることはある。

Years, eighteen, of age　(942) Joo hatchee

, fourteen

, thirty

, twenty-five

(943) Joo shee

(944) Sanjoo

(945) Neejoo goo
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次のようなものは、英語が紛れ込んだと判断されよう。

Yellow, dirty or dingy　(948) Cheeroo dingee

( dingeeは、英語　dingy　の直訳に他なるまい。 )

water tub　　　　　　(875) Meez-。fwh`kee( c。nt. 。f meezee

and ofoowookee)

( -ofwhokee、 ofoowookeeの　ofは、英語の　ofではないかと考えられ

る。 )

全部の例をあげたわけではないが、このような例の占める割合は、そう高

くない。つまり、このような例に注意すれば、相当に信頼のおける資料であ

る2)。そのことは、後述の分析で明らかになろう。

-　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　=・・詛・・ォ・・ォ*・・・・・・・・・

豆'ちなみに、 『クリ7才-ド琉球語糞』 (勉誠社文庫71)の「解説」に、次の

ようにある。

こんな項目もなく的いというふく紳ら、もっとはるかにいっそういかがとお肌いへんてこりんな例をあえては、さらに

ここにくわえても、こ柑ク7)フォードのひたむくな探求心そのものに直接ひびくところはないとして、しれながら、つぎ

のばあいには中途においてとにかくなにかおかしな手ち恥がそこにあっ,たに往やっ的ちがいないので辻なかろうかO

すなわち

《Lake, or light Purple-Coomoola satchee》

と。うす紫を　《Coomoola satchee》とするの根かろう帥ど、はじ柳　《Lake》については、もと

メモとか手稿のたぐいにわて如-マ字をもってクムイにあたる形の書きと択あったのを整理の段階のそ

のどこかでおとしてしまって、それで、はわ帥31の接する、とんでもない見たしにまとまってしまったといった、とにかくそうい

うなんらかの不幸なことがここに背後におこっているものと考えたい(p83-84) 。

この解釈には疑問がある。 《Lake》を「池」と考えればこういう解釈も

生まれようが、 「深紅(色) 」と考えればこの見出しには何の不自然さも

なかろう。 「深紅(色) 」と「薄紫(色) 」とは近いはずである。無理に

「クムイ」 (池)と関連づける必要はなかろう。
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2、その「琉球語嚢」は首里方言か那覇方言か

「クリフォード琉球語嚢」に関する研究としては、前掲の服部論文が唯一

のものと言ってよい。しかし、これはアクセントだけについて述べたもので

あるから、狭義の音韻に関して「クリフォード琉球語嚢」を取りあげたのは

皆無ということになる。

さて、服部論文では、 「クリフォード琉球語嚢」が首里方言か那覇方言か

について、次のように結論づけている。すなわち、検討の結果、そのアクセ

ント表記法は信用できないものであり3)、この点から首里方言か那覇方言か

を断ずることはできないが、クリフォードに「琉球語」を教えた人々の中で

重要な役割を演じた　Madera (-真栄平房昭)が生粋の首里人であるという

ことなどから「那覇方言よりも首里方言に近いと思はれる点の多いのは」

「興味がある」と。

°4°　°▼°　e°°　°°°　°°°　°▼°　▼°°　°°°　°°°　°°t　°▼°　▼°°　°°°　▼e▼　°e°　°°▼　°1°　一°°　°°°　e°°　°°°　°°°　°°t　°°t l°°　▼▼°　°▼°　t°°　°°°　°°°　°°°　°4°　°°°　▼°°

3)伊波和正「『クリフォード琉球語嚢』 : `U' 」 (『琉球の方言』

14. 1990年　3月)に次のようにある。

7クセント記号'が子音の後に置かれている場合は促音の存在を示す。

ケ叩オードはアクセ沖記号法「音節の最後Q)母音の上に記すJ (p.7)と明記しながら、

その原則に惇り、子音の後に'を記したりしている。それなりの理由があるものと考え

られる(p.91)

(現代語との対応から) 「促音の存在を示す」と考えられる場合もある

が、そうでない場合もある。

ついでに言えば、この伊波論文は「読みにくい」 。分かりにくい。例え

ば、 r英語において馳ng酎^N上unk酎∧Nk]と発音さ摘場合が普通である。従ってクリ7オ

ー陀おいても、[aN]、hNk]と読むべきであろう.」(p.91)と言うが、 「クリフォード琉球

語嚢」を「英語として読む」のであろうか。また、 「原則としてIPAを用いる。

樽音は、nで表記されたもの、ngで表記されたものがあるが、【N摘用いる。促音は【Q]を用

いる。Hp.90)に到っては、伊波晋獣と似ているとしか思えない。 「音声」と

「音親」とを区別する頭では理解しにくい。 []は音声を、Qは音韻を示すはず。
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いま、これに付け加えるべきものを持たない。ただ、これは直観に過ぎな

いが、首里方言を主とし、それに那覇方言及び他の方言が混入している可能

性がある。例えば、 Father(224)Shoo　は、首里方言なら、 [t a rl

(Tareeなどと表記されたか)であろうし4)、 Smoke(715)Kinsee　も首里方

言なら、 [ki b u S i3 (Kibooseeなど)であったろう。

分析していく過程において、どの方言の要素が多いかが分かって来よう。

3、綴字

`VOCABULARY　の冒頭に`Note on the orthography used in the follow

ing vocabulary. -The sounds in the Loo-Choo words are expressed by

the letters which in English correspond nearest to those sounds.　と

ある。 「その昔に最も近い英語の綴り」で表記したと言うのであるが、それ

がどういうことであるのかを確認しておく必要があるように思う。原則とし

ては、所謂ローマ字式表記法に準じていると考えてよさそうであるが、必ず

しもそうではない。例えば、 Compass (134) Karahigh / Seed (661) Nigh

は、それぞれ英語の`high-, `night　などの発音を想起しなければならな

い。つまり、 `igh　は[ai]を示しているのである5)。このような意味

における「英語の綴り」であることを念頭におく必要がある。

なお、 18世紀後半から19世紀初めの英語は`Moddrn English'の範噂で捉

えて大過なかろうが、厳密には、クリフォードの出身地の方言などを参考に

にして考えるべきであろう。しかし、今その方面の資料を持たない。

▼・・・*・・・

4)　これには問題があるかもしれない。 「南島八重垣」によると、昔は

シュー(主)と言っていたが、久米村から始まったタ-リーという呼び方

が首里にも及んだという。だから、夕→リーに追われる前のシューの可能

性もある。

5' K去rahighは「磁石」 、 Nighは「果実」の意である。
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4、音韻

予め、記述上の約束をしておく。

①　音素・音声、英語式による表記法(綴字) 、語例、考察の順に述べ

る。

②　英語式表記法(綴字)に関して:子音の項では、考察に便利なよう

に、いわゆるモーラ(あるいは拍)相当を示す。

③　語例については、次のようにする。

ア、　English　は省略し、 `Loo-Choo'とその「和訳」を示す。

ただし、前述のような「誤解あるいは勘違い」の存すると認められる

ものについては`English　　も付す。

ィ、アクセント表示は、削除する。

ウ、頭文字が大文字で表記されているが、そうすることが有意義だとも

思われないので、小文字に改める。

エ、提示する例は、必要最小限に留める。

4-1　母音

1-1　/i/ [

綴字　　　e e u

語例: (715) kinsee (煙) , (335) ting (天), (260) shishee,(肉) ,

(9) aree(あれ) , (213) raee (冒) , (34) magesa (大きさ、大きい),

(100) tenakikakittee (手に掛けて) , (102) eegoosecoo (城), (118)

mayshung (箸も)

`i' 、 `e e'で表記されたものは、共に[日　を示していると認めら

れる。あえて音声的違いを求めるならば、 `i'は短く、　e e　は長いと

いうことになろうか。伊江島方言の[i i ∫ 1月(肉)と(260) shishee

の例を比べてみると、そのように言えそうである。 (長母音について後述す

るので、そこで詳しく述べることになろう。 )
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(34)、(100)、 102)の`e'は、現代語[magisa]　[t

nakajiJ~[kakiti] ・「[?　gui ku]との対比か

ら[I]と推定するo (~・「はアクセントを示すo第二章に同じO以下同

じ。 )

英語`sun ` un　などから腰推して、 (118)の・uつま、 [I]

あるいは[a]辺りであろう。

(100) Le(辛)と(521)・Lee(辛)の例があり、 `e・と・ee,とは変異

音を示しているo詳述はしないが、他もそれぞれ/i/に該当すると判断さ

れる。

4-1-2　/　　[e]

綴字　ai, ay, ay eh, a

語例(223) quaitee (太って) , (378) doogaitee (転んで) , (273)

sicca coodair (四角台) , (208) kayara (替えよう) , (310) paychin

(親雲上) , (636) hayay (走ること) , (265) hayah (蝿) , (306)

sayeh (飛蛙) , (731) whfa(南主(84) habaroo (蝶主(326) nang

(無い)サ(326) narang(無い)

英語の`aim `say ・make　などと現代(沖縄)語の

~[kW」 ti] (太って上「[k a] C替えよう)、

[ha J」 J (走ること)、「[s　] (飛蛙)、-[◎巳:]

(南)、~[ha b」:ru:] (煤)、 [n n] -　ns

ranJ (無い)などとを考え合わせると・ai・ 一ay, `ayeh'

`a'が[e:]を示していることは間違いなかろう.

(265) hayah, (306) sayehの・-hつま、長音であることを意識的に示

そうとした結果だと思われる(273)の・-r'も同様であろう.

-- -..-.-　　-.--..-- - --.-.-詛・*・-.-.-.. - --　　=--..-.-.-.-.. -=°°

5)第一・二章では、簡略表記のため、 U:]の代わりに[e:]を用

いている。
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1-3　　a Ca　α, A]

綴字: a,aa,au(gh),aw,e,u,O,i(gh)

語例: (688) ka(皮) , (517) fooca (外) , (279) tatee (立て) ,

(473) gnafing (もっと) , (682) sabaugh (草履は) , (886) sasee

noo quaw ( 「鍵の子」 、鍵) <Watch key >, (237) eebeegwaw (小指),

(106) skehdang (掴んだ) , (596) oonajera (女王) , 684) kutta (宿)

(283) kagung(鏡) , (455) assa bung (朝食) , (42) korosa (暗さ)

(626) morrosa (太さ、丸し) , (134) karahigh(磁石) , (661) nigh

(実) <Seed>

`The letter a is invariably sounded as in the English word

far.というコメントにより、 `aつま大分後ろ寄りの音を示していること

が明らかとなる。 `u'や`o'がそのことを強調していよう。 `e'の例

は、前寄りであることを示していると考えられる。

4-1-4　/xx/ [u u o]

綴字　u o o o O U, Wl a

語例: (639) ootooshung (落とす) , (631) ootooshoong (落とす)

(735) cooba (蜘妹) , (673) sooyoong(剃る) , (440) woo (牡)

(42) korosa (黒さ、黒し) , (121) nonoo (布) , (160) sheenoong

(死ぬ) , (198) kaふoong (食べる) , (378) sheenoung (死ぬ) ,

(356) twitchee (時) , (376) koorashoong (殺す) , (456) feera moo

moong (昼食)

英語の`mo on　`t o o t h'などから推して、 `o oつま[u]と

考えるべく、それより短いと判断したものを`u'と表記したように思わわ

る。 `o'は[U]か[o]かであろう。 `o u'も同様であろう。

(198)の　mo o n gと(378)の-no un g　　に見るように、これら

は変異音であり、また、 (121)nonoo(布)が示しているように、 *Oに対応

するのが[o]で、 *uに対応するのが[u]であるなどとも言えない。
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4-1-5　/〇/ [〇] 6)

綴字　o a u aw

語例(39) bodsee,or bodzee (坊主) , (37) hotoo (鳩) <Bird>

(145) hoyoong (這う) , (460) oowhoko (たくさん) , (372) moyoong

(踊る) <Jump,じo>, (168) sau・Leeyoong (育てる) , (728) nautee

(治って) <Sore from riding>, (141) oohawkoooong (たくさんいる)

(146) hawyoong (這う) , (219) tawshoong (倒す)

次に示すように、現代語との対応から、 `o o au aw　はともに

[〇 :]を表わしていると認定できる。

-[bo d3i] (坊主)、-[h。:tu] (鳩)、-[h〇:ju

N] (這う)、「[?uh〇　ku] (たくさん)、~[n。 ti] (袷

って)

(145)と(1・46) 、 (460)と(141)を見れば明らかなように、綴字の違いに

よって別の音を表わしているとは思えない。

4-1-6　長母音

「4-1-2」の終わりのところで、 (265)hayeh, (306)sayehの・-eh'

は、長音を示そうとした結果であろうと述べたが、全体としてみると、長音

であるかどうかについては、それほど神経を使っていないと見ることができ

る。

例えば、 (335)ting (天)と(522)・Lee(辛) 、 (451)hatung (布団)

<Mat>と(204)too(十) <Eleven>を比べると、 `i'が[日を、

`ee'が[i:]を表わしており、同じように、 ・u・が[u]を、

`oo'が[u:]を表わしているような印象を与えるが、 (21)dakee

(竹)と(374)king (蹴る)とが示すように、必ずしもそうではない。

-.-.-.-- -..-- - - -..-.-.-.-.-日... - -. - -..-.--..-.-.-.‥.=・・・*=°.

6'第一・二章では、簡略表記のため、 [。:]の代わりに[o:]を用

いている。
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ところで、クリフォードとしては、 /i/に相当する音を`e e'で、

/u/に相当する音を`o o'で表記しようとしたようである。冒頭の注記

の一都　Ee and oo, whether accented or not, always express one sylla

ble.が、それを物語っていると解釈できよう7)。と同時に、この注記は、

クリフォードが音の長短にあまり注意しなかったことの証左になるのではな

いかOつまり、彼の関心は、 `s yl l abl e　にあったのであり、

` tip　と`teeth　とは共に`o n e s yl l a bl e　と聞くクリ

フォードの英語の耳には[tiワ]でも[t　　(V) ]でも`s yl 1 a

bl e　としては「同じ」であったに違いない。

/a/に関して考えてみよう。 `aa'の例は、次に示す三例しか無く、

`言'などの例は見当たらない。他はすべて`a'である。

(9) aree ga aanyoong (彼がそう言う) <Answer, to>, (144) gaanee

(壁) , (739) kaa　<Spoon　>

`aanyoong　は、むしろ　anyoong　と表記されるペく、 `kaa　は、長

母音表記がされてしかるべき(688) ka　皮)や(362)kamee(壷) <Jar,

large earthern>などと比べると、特に長く聞こえたので、これだけそう表

記されたと考えるしかない8)0

4-1　　　母音の無声化

母音の無声化を示すような例がある。

°e°　=・... ...・・・...・・・.ォ・　・・・... ... ... .#. ... ... ... ... ... ... ... ... ... .#, ... ... 4日

7)現に用例を見ると、例えば`chee' 30例に対して`chi ' 10例、

`coo　84例に対して　cu　　例といった具合である(PARTIのみ) 0

`i 'ぉよび`u 'で表記されたものは、たまたま英語に同様のものが

あった場合であろう。例えば、 (120) ching (衣、着物) 、 (296) ching

(金) 、 (310) payching(親雲上)などは、英語の`chin'などが連想さ

れた結果ではなかろうか。

8) (739) kaaは[k　　　の可能性もある。
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当該箇所に下線を施す。

ィ、 (707) roo室packcoo (六百)くsixty)

ロ、 (139) o旦tang(覆った) (381)至pootee (吸って)くKiss, to

(lit. Kissing the mouth)〉

ハ、 (454)竺timmee teeraoong (朝食) (640)旦pookarasa (塩辛さ)

ニ、 (271)巨peeaakoo (四百)くForty〉 (35)旦tcha (下)

(831)さtcha (舌)

ホ、 (572) shee主旦keeoong (押しつける) (729) na主至kasha (恋しさ)

(595) ti麺koong (拳)くQuarrel, to>

イ[k曾],ロ[su]ハHi]あるいは[su]ニHi]O            o                 o            o

ホ　t si]であると考えられる。
○

4-2　半母音

特に問題は無いと思われるので、語例を示すに留める。

4-2-1　/j/ [j]

(357) ya(家) , (952) ya(君), (135) neenyagooroo (嬢) ,

(62) yoomee (弓) , (70) ooyoong(折る) , (290) yawna (ゆっくり)

4-2-2　/w/ [w]

(1) wee (上) , (80) weekee (ゑけり) , (140) sack-quee (咳)

(282) queeoong (与える) , (223) quaitee (太って) , (33) watta

(腹) , (535) jeewa (暫) , (237) eebeegwaw (小指) , (20) quashee

(菓子) , (110) quatee(食って) , (82) woo ooshee (牡牛)

vor^
*_j<uサ_/



4-3　子音

4-3-1　/k/ [k, kh]

綴字: k i, k ee k a y k a , k e , k u k o o , k o k o , k a w

C a C U ,C O O ,C O C 0

q u i, q w e e q u a i q u a , q u a w

語例: (551) akirree (開けよ) , (12) ooking (起きる) , (21) dakee

(竹) , (80) weekee (兄弟、 「ゑけり」 ) ; (208) kayra(替えよう);

(196) kamoong (食べる) , (688) ka(皮) , (106) skehdang(掴んだ)

(684) kutta (宿) , (94) camraoodee (冠)くCap〉 ; (477) kootoo (翠)

(602) kookoo fooyoong (小さく降る)くRain, lightly〉 , (42) korosa

(黒さ) ; (130) cung coo(ここ　来い) , (486) coobee(育) , (199)

(卵) , (823) tobacco (タバコ) ; (437) skoyoong(作る、準備する)

(452) kaw (香) , (301)ふaconarang(おいしくもまない) ;

(910) quirree (くれ) , (140) sack-quee (咲) ; (223) quaitee

(太って) ; (20) quashee (菓子) , (886) sasee noo quaw(鍵)くWatch

keyン

ほとんど現代語(首里、那覇を問わず)と同じと考えてよい。

*ke, *koに対応するものは、それぞれ[ki] , [ku]となって

いる。

*kiに対応するものは、後述するように、 Ct! i]となっている。

4-3-2　/%/ [g]

綴字:
g ee, g a i, U g u g oo , g o go , g aw

gu a , gw aw
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語例: (816) naging(投げる) , (409) nageeoong (投げる)くLet, to,

fall a thing〉　(34) raagesa (大きさ) ; (378) doogaitee (転んで)

(116) ootooga (顎) ; (148) garrasee(烏) , (144) gaannee (蟹) ,

(694) harraga (脇腹) , (283) kagung (撹) ; (102) gooseecoo (城)

(256) goo (五) , (114) innago(女) ; (654) weegosa (痔さ) ,

(458) gawjee hackkiyoongくMeasure, to〉　(88) ooshee gua (子牛) ,

(237) eebeegwaw (小指)

現代語と同じ。 *畠　　*g oに対応するものは、 [gi] /gi/,

[g u] /g w/となっている　*gi, * (i) g eについては後述(-

/z/)

4-3-3　/t/ [t, th ]

綴字: ti, tee, te tayeh ta, to tu, too ,tw i to, taw

語例: (335) ting(天) , (695) titskoong (拳　くQuarrel, to,〉 ,

(77) tootee (取って) , (522) tee (辛) , (100) te(辛) ; (915)

tayehfoo (台風) ; (938) taraoong (蘇) , (437) sata(砂糖) , (823)

tobacco (タバコ) ; (451) hatung (布団) , (37) hotoo (鳩)くBird〉,

(477) kootoo (翠) , (356) twitchee (時) ; (424) simraatong (住んで

いる) , (219) tawshoong (倒す)

*七　　*t oに対応するものは、それぞれ[ti]　七　/, [t u]

t xx/である。

*ti, *t uについては後述する(-/c/

(318) keeくHand〉は、有気音[th ]を示している例であろう9)0

▼°°　°°°　°e°　4°° ... ... ... ... ..°　°°°　▼°°　°°1　°°°　°°°　°°°　°°°　°°▼　°°°　°°°　°°°　°°°　tt°　°°°　°°°　°°°　°°°　°°°　°e°　°°°　°▼°　°°°　°°°　°°°　°°e

9)もっとも、この例には、次のような注がついている。
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4-3-4　/d/[d l]

額字: dee, de dai, d eh d a d u,do o,do d aW

la 100

d ie

n , ree ree ra , ru, ro ro o, ra

語例: (529) hoodee(翠)くpencil), (803) addee (あれ) , (808)

coodee(これ) , (61) deeshoong(礼する、おじぎをする) , (815)

noodee (喉) , (820) kadezee ( 「干れ地」 ?)くTide〉 (295) oorittee

(下りて) , (219) tawring (倒れる) , (9) aree(あれ) ; (273)

sicca coodair (四角台) , (835) chirreedeh (切り台) ;くTray, or

waiter>, (388) samooree (侍) ; (21) dake占(竹) , (427) teeda (太

陽) , (583) moola sachee (栄) , (425) undlecha(姉暢) , (386)

eeranna (鎌) , (400) warrayoong(笑う) , (161) chee karung (聞こ

えない) , (42) korosa (暗さ) ; (5) noodung (飲んでいる) , (476)

dooroo(撹) , (657) doo (檎) , (414) doochoo oota(琉歌) , (46)

koorooraa(車) , (23) teeroo (龍) , (376) koorashoong (殺す) ;

°=　・・・サ・・・H.-　　　-・・・　・・・　・-.--　　　　　　　　　　--. -*・・*・-　-..- .-.-　・・・・-　-　　　　　=▼　=**・・・・・

This word is used to denote a tree as well as a hand ; this

probably arises from the similarity ; considering the hand as the

trunk, and the fingers the branches of the tree.

これぐらいの類推なら稚気があっていいのであるが、類推は、時に思わぬ

方向へ行ってしまうことがあるので自戒したいところである。例えば、首里

語では東京語の「キ」が「チ」になる。だから、 「キモノ(着物)」は「チ

ムt/」となると説明した人がいるo形式的にはそう言えようが、実際の首隻

語では「着物」のことは「チン」と言う(「衣(キヌ)」に対応)0 「チム

ン」は「肝も」あるいは「心も」という意味になる。
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(90) daw (蝋燭)

(803) addee (あれ) 、 (9) aree(あれ) 、 (414) doochoo oota(琉歌)

(414) loochoo oota(琉歌)を比べると一目瞭然、 [d] , [f] , [1]

は自由異音である。と同時に( loochooを別にして) `r'は語頭には現わ

れず10) 、語頭の例はすべて`d'であるので、一種の相補分布的様相も呈

している(すでに見たように、 `d'は語中にも現われるから相補分布では

ありえないが) 0

『那覇方言概説』 (金城朝永著、 1944年、三省堂)には、音韻の第七項

[ホ]のところに、次のようにある。

極端にいふと、那覇方言には、 d音は殆ど使用されてゐないと見ても、差

支えない位である。これに反して、首里方言では、 d音とr音とを便ひ分

けてゐるので、標準語のd音を割合正確に写してゐるが、どちらかといへ

ばd音を好んで用ひ、標準語でr音であるものまで、 d音にしてしまう傾

向が多分にある　(p67)

さらに「第三章　アクセント」では、前掲の服部論文を紹介した後、 「クリ

フォード琉球語嚢」に関して、次のように断じている。

この語童が首里方言であることは、ボートの「擢」 (scull of a boat)

くdo:くro,檎)の語頭をd音に表記してあること(那覇方言ならばru:

これについては、音韻第七項[ホ]参照)や、 「火を取ってこい(Bring

fire here)の　Fee tooteecooくfi: tutiku:)の　tooteecoo　の第二音節

(tee)が、所謂促音化してゐないこと(那覇方言では必らず　tuttiku:

と発音される)などから推しても、明らかである　(p76-p77)

・・・・=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=・・・*・・・・=　　　　　　=　　　　=t

10)  (777) rejeecoong (拳?)くStrike, to〉の例があるが、これは、

tejeecoongの誤りと考えられる。
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d音とr音の問題は、首里方言と那覇方言とを区別する重要な指標となる

ことは間違いない。しかし、これだけをもって「琉球語嚢」全部が首里方言

であると断定することはできない。関連するところでその都度述べるが、那

覇方言の要素も多分に含んでいるのである(-/p/, /c/, /z/,

/Q/など参照) 0

表記法について少し検討しておくべき問題がある。それは、 `d'と

`dd'ぉよび`r'と　rr　とに何らかの違いが認められるかというこ

とである。結論から先に言おう。何らかの音声的違いを示しているとは考え

られないo `ddee'と　rra　の例が多いので、母音に関係しているのかと

も思われるが、 `rree　や`rroo　の例もあるので11㌦　それは言えない0

それよりも、 (803) addee (あれ)と(808) c占odeeを示せば十分であろう。

英語に引かれてこのようにした可能性が高い。 `arrange　`arrow

`arrear　`addition'など参照。

(583) raoola satcheeの`1'は`colour'の連想によると考えるのは穿

ちすぎであろうか。

4-3-5　/v/[　　　　◎　　　hj

綴字:
pi, p ee pay pa, (p ha ) poo

II, fee fa fa, p ha f0 0

w h fee w hfa 、

w fav

w ho o W ho

hee ha yeh ha ,ho,high ho o, h a ho, haw

e日　日°　°=　-. .-　　　　- .-　・・・　・- ... -*　ォ・・　*・・　・・・　-・　*・*　-・　・・*　・サ・　・・・　・-　　　　　　　　　-

11'　次のような例がある　(19) irreechang (妙めた) , (79)

chirreetee (切れて) , (302) worroosa (悪さ)
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語例: (863) pintaw (弁当?)くVictual or dinner box),(271) speeakoo

(四百)くForty〉, (269) fisha (足、脚) , (270) fitchayeh (額) ,

(473)-gnafing (もっと) , (416) feeroo(昼) , (77) fee(火) ,(548)

feera (養) , (188) afeeroo (家鴨) , (906) fee fee(口笛) , (142)

awhfee (兄、恋人)くCountry〉, (156)(416) heeroo (昼) ;(310) paychin

(親雲上) , (731) fa(南) , (731) whfa(南) , (173) wfaysa(早さ)

くDon't stir( said to a person rising to depart )〉, (265) hayeh

(蛾) ; (202) hapack coo (八百)くEighty〉, (535) jeepha(撃12)

(200) fatchee (八) , (553) woo noo fa(芭蕉の莫) , (263) fanna

(花) , (551) fanna (鼻) , (848) hacoo (育)くTwenty〉,(499)honna

(鼻) , (494) coohacoo (九百)くNinety〉, (134) karahigh (磁石) ;

(640) spookarasa (塩辛さ) , (162) fookassa (深さ) , (747) fooshee

(星) , (637) foo (帆) , (915) tayehfoo(台風) , (790) whfoota

(蓋) , (485) whoosoo (磨) , (677) hoonee(舵) , (365) hoota

(義) , (451) hatting(布団) ; (460) oowhoko (たくさん) ,(37)hotoo

(鳩) , (145) hoyoong (這う) , (141) oohawkoo-oong(たくさん居る),

(146) hawyoong (這う)

`f'が[◎]を表わしていることは間違いないし、 `wh'も英語の

`who　などを持ち出すまでもなく、 [◎]を表わしている　(485) whoo

soo (脚)には`A strong aspirate on the first syllable. 'という注

が付いていて、このことを裏付けている。 `wf'や`whfつま`whつこ準じ

ようo　これから推して`hee　はC9ilであると判断できる。

次のような例によって、 「琉球語嚢」内においては、 [p] [◎] [9]

[h]は、音素/p/に該当すると解釈してよかろう。

tヽ°　°°°　°°°　°°°　°°°　°°. e.. ... ... ... ... ... ... ... ... ... ..° ... °.. °°°　°°. °°°　°°°　°°°　°°°　一°°　°°°　°°°　4°°　°°°　▼▼°　°°▼　°°▼　°▼°

12) `ph'は、英語の'phone　`graph　などから推すと[ph　3　では

なく、 [◎]を示している可能性が高い　(315) kurrazzeeの脚注の文

中に`jeefa　の例がある。

2　3 1



fanna

honna

(鼻)

(790)

(365)

whfoota

(義)

hoota

(271)

(494)

speeakoo (四百)

coohacoo (九百)

しかし、史的観点及び「琉球語嚢」が単一の方言とは限らないと言う観点

に立つと事態は変わってくる。

まず、 (731) fa,whfa (南)と(265) hayeh (塊)とに注目したい。

「南」は[◎C:]、 「蝿」は[h　　　であることを示している。 19世紀

末から20世紀初の首里方言を収録したと考えてよい『沖縄語辞典』 13)によ

ると、 「南」は　hweeゥ、 「蝿」は　hwee①である。アクセントは違うもの

の、共に[◎8:]である。つまり、 [h　] (蝿)は首里方言ではあり

えない。

また、 p-◎-hの変遷から見ると、 hacoo (育) 、 speeakoo(四百) 、

coohacoo (九百)が、同一方言内に存在するとは考えにくい。

あるいは、 「ヒ」 -hee、 「へ」 -fee、 「フ」 -hoo、 「ホ」 =fOoか

というと、次に示すので明らかなように、そうでもない。

fee　　　火)　(ヒ)

feera (箆)　(へ)

heeroo (昼)　(ヒ)

fookasa (深さ)　(フ)

hoota　　　蓋)　　(フ)

fooshee (星)　　(ホ)

hooyoong (掘る)　(ホ)

『那覇方言概説』に、次のようにある。

「ハ」 (ha)は、那覇方言では、語間と語尾ではf音を保存するが、語頭

-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-. -　　　　　　　- =

13)　主たる資料提供者二人(島袋盛敏、比嘉春潮)の生年が、それぞれ

1890年と1883年である。
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においては、 h音に代る場合が妙くない。 (p52)

ある語などは、 f音もh音も両方使ひ、 f>hの過渡期に属している。例

へば、前出の「木の葉」の「莫」 (fa)などは、 ki:-nu-fa:の如く、語尾に

くる時には今でも決してha:とは発音せず、 f音を頑固に踏襲して、必ず

fa:といっているが、たゞ一語だけの場合、または語頭にくる時には、

ha:も同じ程度に用ひ(る　　(p52)

標準語の波行の所謂劫音　hja,(hju),hjoは、那覇方言では、例えば、

hjaku (育) >　ha:ku(<　hja:ku), hjo:Si (拍子) >　hjo:¥iの如

く、やはり、 h音が用ひられてゐる。この場合には、 hjoは別として、

hjaは所謂直音化する傾向が認められる(p53)

『那覇方言概説』でいう那覇方言がいっごろの資料か判然としないが、 20

世紀初のそれと考えて大過なかろう。今引用したことと前述したこととを考

え合わせると、 「琉球語嚢」に那覇方言が混入していると言って差し支えあ

るまいo少なくとも、 「蝿」 (hayeh)と「百」 (hacoo)は、那覇方言であろ

う。

細説はしないが、次の例は、さらにその~他の方言の混入を予想させるもの

である。

(232) gooshacoo, or gooyacoo (五百)くFifty>

ちなみに、 (535) jeewaは、ハ行転呼音を想起させるおもしろい例である

( `wha　あるいは`hwa　の例がないので、印刷過程上の`h'.の脱落は

考えにくい) 0

4-3-6　/b/ [b]

綴字:
bi, bee ba, bau(gh), bu, bo

語例: (904) binta (びんた)くWhiskers〉, (235) eebee (描) , (280)

oobee (帯) ; (84) habaroo (煤) ; (742) banjaw gaunnee (曲尺) ,

2　3　3



(54) sabannee (サバニ) , (682) saback(草履) ; (22) boochee (鞭)

(534) boota (蘇) , (217) neebooee (眠り) , (720) haboo(ハブ);

(39) bodsee (坊主) , (951) ba官(棒、天秤棒)

説明不要のように思われる。

4-3-7　/s/ [s, J]

綴字:
si, see, se Sayeh Sa S00 sa u, saw

shi, shee, (sh ay ), shu Sh ay sha , shu sh u,shoo sh aw

語例: (663) sitchee (七) , (359) sing(千)くhundred〉 (139) sinna

(砂) , (78) nasibbee (茄子) , (170) seenoong (死ぬ) , (730)seesa

(酸っぱい) , (102) gooseecoo (城) , (148) garrasee(烏) , (92).

d左官secoo (蝋燭) , (101) eegoosecoo (嘘) , (260) shishee (肉) ,

(323) sangshing ( 「三線」 、三味線) , (57) sheemootsee (書物、本)

(160) sheenoong (死ぬ) , (67) quashee (菓子) , (75) hashee (檎)

(118) raayshung (箸も) ; (306) sayeh (飛蛙) ,(118) fashay(箸は);

(180) sackkee (酒) , (472) saroo (演) , (157) asattee (明後日)

(269) fisha (足、脚) , (578) basha (芭蕉布) , (316) gooshung

(杖)くHammer>; (91) soocoo (底) , (485) whoosoo (磨) , (630)

ootooshung(落とす) , (224) shoo (父) , (358) mashoo (塩) , (631)

ootooshoong (落とす) , (569) eenshoo (味噌　くPowder>; (168) sau

teeyoong(育てる) , (545) saw (棉) , (611) sawkee(隻) , (264)

hanshaw (笛) , (703) eemeeshawdee (お座り下さい)

ここでは「シ」 「セ」 「ス」と[S i] [si]との関係が問題になる。

英語の綴字では、例えば、 `sip　と`s hip　や`se ep　と
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`sheep　などのように、 `si'と`seeつま[si]を、

`shi　と`shee　は[Si]を示すoクリフォードは、このことを

「琉球語」に適用している。

今、 (663) sitchee (七)と(170) seenoong(死ぬ)を除いて、 「シ・

セ・ス」と`si' `see `sh　・shee　との対応関係を表に

すると、次のようになる。

シ セ .ス

S h i

s h e e

S h i

S 1

S i

S e e

『沖縄語辞典』における　sicigwaci㊥(七月)、 hasi①

(棉)、siN①(千)、sansin①(三味線上苧ina①(砂)、

gara亭i㊥(烏)などをもとに、同じような表を作ってみると、次のよ

うになる。

シ セ ス

S i S 1 苧 i

これらと、 「語音翻訳」における「シ-[! ] [si]、セ　rsl

[si]、ス- [sra]」とを対照する。

語音翻訳 琉球語意 沖縄語辞典

シ ～i 、S i ∫i ∫i
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セ S 1 、 S I 巨 、 S i ∫ i

ズ S lll S .i S i

ソ S 0 、 S U s u S u

(音声表記o参考までに「ソ」も示した。 )

これによって、 「セ」 si一日の変化が起きたのは、 1800年前後らしい

ことがわかるoここに到って、先に除外しておいた、 「シ」に対応する

`si'の例も説明がっこうoその理・由は、過渡期にJ細る「揺れ過ぎ」

''と、 Lsi]と日i]とを正確に聞き分けるクリフォードの耳に求めるこ

とができる。 ,

以上は、首里方言という前提に立っての見解であるo那覇方言などの要素

が混じっているとすれば、少し修正を受けようo例えば、 (323) sangshing

(三味線)などは那覇方言であるかもしれない14)そうであれば、 「セ」

si→日の変化時期は、もう少し下ることになる。

4-3-8　/c/[tj, ts〕

綴字:

°°°　44°　°一°　°°°

14)

chi,chee,(chay) chav cha,chu choo chaw

tChee / tcha
tsi, tsee (tsa)

sti, stee

tZee (tZa)

..‥.‥..……‥‥.‥.‥.‥詛・・・‥.‥.‥.‥.‥.‥.‥.‥..…...‥.‥.‥.‥.‥.‥..…...

『那覇方言概説』参照o 「五十音図の佐行と、那覇方言との対応関

係を示すと、大塊sa=sa言i=J su>J se-

s o=s uとなってゐ」る(p64)
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語例: (120) ching (衣、着物) , (397) chawching (提燈) , (623)

chinna(柄) , (79) chirreetee (切れて) , (888) tinchee (天気) ,

(151) cheeoong(切る) , (381) coochee (口) , (620) meechee (道)

(230) cheeroo (弦) , (254) cheena(柄) , (565) cheejoong (注ぐ)

(468) stchay (月は) , (470) oostitchee (御月、大月)くMoon, full〉;

(242) cha-chee(消して) , (31) coocha (寝室) , (474) acha・(明日)

(817) oochung-ging (投げ捨てる主(35) stcha (下) , (831) stcha

(舌) ; (129) choong(来る主(284) eechoong(行く) ; (465) chaw

(兆)くMillion>, (60) neechawng (似ている) ; (215) matsidjee

(畦) , (330) tseebooroo(頭) , (119) matsee kee(紘) , (353)

tsnnoo(角) , (218) steera(顔、 「面」) , (371) titzee(秩) (;

(7) neetsaくAngry〉, (346) katsameeoong (掴む) , (921) dackkeezitza

くWine kettle〉)

「キ」 「チ」 「ツ」との対応が問題になる15)  『沖縄語辞典』から次の

語例を参考にして、前項と同じような表を作ると、次のとおりとなる0

ciN㊥(着物　　cIJ UN㊥(切る　　tinci①(天気),

kuci①(口　mici①(道　　iru①(弦　9ina㊥

(綱　1ZUN①(注ぐ　ma9igi㊥(捷),9iburu㊥

(頭　maa　㊥(松　9inu㊥(角　　ira㊥(顔)

語音翻訳 琉球語糞 沖縄語辞典

辛 〔ki 〕 chi, chee 〔LJi〕 Ci 〔tji)

チ トi-i I chee( tfil ci [ tfil

ツ L tsui1

Chi▼chee

〔tti〕 霊il

Lsee,stee
tzee

〔tSi〕

冒i 〔LSi〕

°H H*　・**　=°　日. ..▼　-. -・・　・*・　ォ・蝣　・・・　*・ォ　・-　　　　　　　　-. -*　・・・　・詛ォ　サ・・　-　　　-*・・*　・・・　・・・　・・・　・-　-. =

15)　i/　の環境における「ケ」も取りあげるべきであるが、適当な

例が見つからないので、今仮りに除いておく。

2　3　7



『沖縄語辞典』で「ツ」- [t sl　であるから、 「琉球語費」の「ツ」

= [t i]の語例は、首里方言ではないことになる。那覇方言であろう。

なお、 /y/　の環境における「夕」が、 `c h a　ではなく、

t c h a　と表記されていることに注目したい( (35上(831) )　まだ

[t S a]になり切っていないことを示していると考えられる。 「語音翻

訳」に関して、 [tsa]か【tァa]かを推定したのは、当を得ていた。

4-3-9　/z/〔d3, dz, z〕

[4 j" M^-^^M

Ji, jee ja, je j00 jaw

zi, zee, zzee Za

diee

dsee

dzcc dZ00

je-ee

語例: (698) jing(銀) , (220) ojee(扇) , (25) feejee (良) ,

(230) teenoo feejee (肘) , (410) jee (字) , (194) jee (也) ,

(402) raeejee kannee ( 「水金」 、鉛) , (921) dackkeezitza (酒注ぎ)

くWine kettle〉　(870) meezee(水) , (315) kurrazzee (髪) , 011)

kazzee(風) , (215) matsidjee (捷) , (39) b百dsee (坊主)蝣, (39)

b冨dzee (坊主) , (666) sadge-ee (下僕) ; (41) injassa(苦さ) ,

(292) feeja (山羊) , (596) oonajerra (女王) , (759) choozackkee

(強酒) ; (151) feejoong(削る) , (587) kanjoong(被る) , (801)

joo (十) ,(864) joobackkoo(重箱) , (252) dzoo (尾) ; (742)banjaw

gaunnee (曲尺)

英語を参考にすると、 j ee-[d3i], z e e- [zi], dz ee

[dZlコと仮定できよう。 「ギ、ジ、ヂ、ゲ16' 、ゼ、ズ、ヅ」との対

2　3　8



応関係を考えてみる。

まず、 『沖縄語辞典』から関連する代表語を選び出してみる(簡略にする

ために、A一語ずつとした) 0

?o o zi㊥(扇　　Zll㊥(字) , hwl zl g e e①(肘) ,

hwizi①(髭　kazl①(風),boo亨i㊥(坊主),

mi等i①(水)

Zl=[d31　号　-[d3i] [d亨i] )

これらから推して、 「琉球語嚢」における　「ズ」 -j e e、 「ヅ」 -

J e e　の例は、首里方言ではないと判断できる(那覇方言であろう) 0

今、このような例を除いて、これまでと同じような表を作ってみる0

ギ ゲ ジ ゼ チ ズ ヅ

ji

jee

日 .. ..

jee

Zee

d jee

」ee

.. .. ..

Zee

jeo

.. .. ..

d zoe

dsee

Zee

(ズ-dz e eから考えて、ヅ-dz e eとありたいところである。 )

さらに、 「キ、シ、チ、ケ、セ、ス、ツ」と対照した表を作ると、次のよ

うになる(翻=語音翻訳、琉=琉球語糞、沖=沖縄語辞典　である) 0

・*ォ　詛=　°日　日°　-. -サ　・*・　サ**　-・　・・・　・・・　*蝣・　-・　・・*　*-　　　　　　　-　　　　　　-蝣　・・*　-・　+詛・　*・サ　・・・　ォ・#　詛・・　・・・　*・・　・・・　・・*　蝣・・　*=

16)　　　　_の環境における「ゲ」である。
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瑚 疏 沖

キ ki tfi t～i

シ ～i ～i 51.

チ tSi .叩 棉

ケ kT (A )
trD

t5i

セ SI
～i

Si
～i

ス sa i Si Si

ツ tsm tSi tSi

潤 琉 沖

. ギ 01 d 3i dSi

メ (dh i d3i Clvi

チ dZi d3i d3i

T gr
d5i

d zi dSi

ゼ 21
は

Zl
d3i

ズ (d )a u dZi 中 i

1ヅ d zuj (d)zi dZi

ここに「同型性」の考え方を応用すれば、 A=[月i/tsl], B=

Ld3i]が想定できよう。

この表から、次のような変化を読み取ることができると思う。

(a) k　一月iの変化は、 19世紀初以前に起こった。 (キ)

(b) ki-kiの変化が19世紀初以前に起こり、それがさらに七日に変

化したのは、 1800年前後である。 (ケ)

(c)-s i一日の変化も1800年前後に起こった。 (セ)

(d) sui-Si・-siの変化が考えられ、 S三一siは19世紀初以前であ
る。 (スー)

(e) tshi-tsi・-tsiの変化が考えられ、 tsI-tsiは19世紀
初以前である。 (ツ)

4-3-10　/m/[m]

語例(190) mimmee (罪)サ(382) sheemirree (締めよ) , (836)

kooraming (踏む)サ(72) namee(披) , (213) mee (冒)言44)

meegua (冒) ; (118) mayshung(お箸も) ; (119) raatseekee (松) ,

(470) maroo (丸)くMoon, full)I (24) tamma(玉) , (354) ma(局) ,

°°=°日.-.-*・・蝣-.-.-.-.-.-.-　-.-.-.-.-.-.--..-.-.-.--.-.-- - --.-°° =

17) ?ici㊥(「池」、庭池)など参凱
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(626) morroosa　丸さ) ; (73) moonee (胸) , (94) cammoodee(冠) ,

(122) moo　芋) ; (372) moyoong (踊る)くJump, to〉, (783) oodeemaw

(腕無し)

現代語と同じと考えてよかろう。

3-ll /n/(n, ji]

綴字:
m , nee, (n ay ) n ay , n a n a, nigh n oo , no

n ou, n a れo一a,nau,naw

gれee nea,nya,
gnea,gna

語例(261) ning(煮る)くFlesh, to〉 (708) ninjoong (寝る) , (60)

neechawng (似ている) ,(144) gaannee (隻) ,(217) neebooee(眠り),

(225) hannee (羽) , (part n.48) atookarra qua gnee queeoong (あと

で子供にやる) ; (249) hannay(羽は) , (326) nang(無い) ; (26)

nashee (無し) , (125) naee (実)くCocoa-nuts>, (158) asa tinnacha

(明明後日) , (263) fanna (花) , (541) nay (実主(661) nigh

(実)くSeed〉 (4) eenea, ignea(Italian gn.) (管) , (135) neenya

gooroo(蝿) , (473) gnafing (もっと) ; (5) noodung (飲んでいる)

(121) nonoo (香) , (950) cheenoo (昨日) ,(198) kanoung(食べる)

(614) manayoong (馬　乗る) ; (667) no-a-yoong(縫う) , (728)

nautee (治って) , (433) nawyoong (縫う)

クリフォードは、例に見るように、 Cni]と[jli]とを聞き分けてい

る　(4)に付けられた注記`Italian gn.　がこのことをよく物語ってい

<?>o

しかし、 [ni] [♪i]共に/n　　と考えてよさそうである(261)
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と(708)参照oつまり、 「ニ」 「ネ」の違いはない(ただし、 [♪a]は、

当然、 /n j a/と考える) 0

4-3-12　/　　　/,　/　　/

声門閉鎖音を示した綴字は、特に見当たらない。しかし、次の例は、その

存在を窺わせるものである。

(421) quaw seebaくLip, upper〉

これは「上唇」の意味であるから、 [?wa iba]を示そうとした

に違いないoところが、次のような例もあるので、必ずしも声門閉鎖音が聞

き分けられたのではないようである。

(41) injassa (苦さ)

(446) injasa (短さ)

(586) injashoong (出す)

(対応する現代語は、それぞれ、 [nd3asan] [?intiasa]

L?nd3a s uN]である。 )

次の例を見ると一層その感を深くする。

(354) ma(馬　　　(168) moo (芋)

(対応する現代語は、 C?mma] [?mmu]である。)

これには、英語では声門閉鎖音を表記する方法がなかったことも原因して

いよう。

いずれにしても、声門閉鎖音の存在は否定できまい。

injashoongを[?rid3a¥un]と推定して、/?Nzj as j u　/

と解釈するならば、 injassa [nd3asa]は/Nzjasa/と解釈し

てもよいが、 /　nz j as a/とすれば、所謂長音の解釈にも資すると

考えられるので、 /?/とともに/ '/を設定するとよい。
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4-4　博音　/N/〔m, n,ロ, N〕

明らかに樟音を示していると思われる例に、次のようなものがある。

(94) cammoodee (冠)くCap〉, (278) hamboong (半分) ; (89) koonda

(膝) , (154) innago oongua (娘) , (166) nintoong(寝ている)くDie,

to〉, (195) fingassee (東) , (597) kanjoong (被る) , (901) indeeta

oong (濡れている) ; (807) sangbacoo (三百)くThirty〉;(310) paychin

(親雲上) , (12) ooking (起きる) , (605) yoomoong(読む)

ところが、同じような表記がなされていて擦音とは思えない例も、多く存

在する。

(190) mimmee (耳) , (343) gammacoo (腰) , (367) simmee (義)くInk〉;

(114) innago(女) , (139) sinna (珍) , (144) gannee(壁) , (263)

fanna (花) , (349) anna(冗) , (623) chinna(柄)　など。

これらの語と対応する現代語には、 「額音」は存在しない。現代語にはな

く、 19世紀初にはあったということであるとか、あるいは首里方言・那覇方

言以外の方言には存したというのであれば、興味ある問題であるが、どうも

そうとは考えられない。例が`mm nn　に限るところから、英語にその原

因があることがわかる。 `hammer' `summer `cannon `manner　など参

照。

4-5　促音　/a/

`kk' `tt'　ss　などと表記されたのが、促音を示すであろうと一応見

当がつけられるが、その中で、現代(首里)語との対照において、促音と認

められるものはわずかにすぎない。次がそうである。

(140) sack-quee (咳) ,(83) akka (痛い! ) , (96) mootchee eechoong

(持って行く) ,(947) kassa cheeroo ( 「軽い黄色」 ?)くYellow,dark>
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これに対して、次のような例は、それに対応する現代(首里)語では促音

とならないものである。

(238) nackka eebee (中指) , (443) ickkeega (男) , (741) kackkoo

(角) , (919) sackkee (潤) , (34) watta(腹) , (157) asattee (明

後日) , (684) kutta (宿) , (768) tettee(照って) , (162) fookassa

(深さ) , (195) fingassee (莱) , (324) kassa (笠) ,

(304) goositchee (薄) , (48) foo-tchoong (吹く) ,(63) feetchoong

(引く)

これらの表記が正しければ、 19世紀初めまでは存した促音が現代(首里)

語では消えてしまったか、これらの語が首里方言ではないかのいずれかであ

るということになる。即断Lがたい問題なので、保留しておきたい。ただ、

今のところ、この表記の正しさに対して否定的である。 (注3)参照)
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第-節　　碑文記にみる沖縄語

『琉球国中碑文記』 (漢字仮名混じり文)所収の次の碑文の分析を行な

う。五十音順の語嚢集である。

1、たまおとんのひもん(1501年)

2、石門之真之碑文(国王頒徳碑) (1522年)

3、石門の西のひもん(真珠湊碑文) (1522年)

4、崇元寺之前東之碑うらの文(1527年)

5、かたはなの碑おもての文(1543年)

6、添継御門の南のひのもん(1546年)

7、やらさもりくすくの碑のおもての文(1554年)

8、浦添城の前の碑おもての文
ヽ
　
-
　
ノ年79

1
5日

印

′
し

9、ようとれのひのもん(1609年)

10、本業山碑文(1624年)

本文は、 「伊波本」をもととし、 「東恩納本(甲乙) 」 『仲原善悪全集

第二巻　文学編』およ一び塚田清策『坑球国碑文記』を参照~した。

★本文を,適宜分かち書きにし,句読点を施し

た。 ( 1行30字とした。)(行数・字数を示す

数字を付した) (印刷の都合上横書きとした)

☆索引は,見出し語を五十音順に並べる。

j細例は,田頓(年代順,行順)に並`ペる。た

だし,五十音順としたほうがよいと思われる

場合は,そのようにする.

用例中三おける見出し語相当部分を「-」

で示す.

★所在個所をrl(1)1」のよぅに示す.これは

「たまおとんのひのもん」の1行目の-宇目

であることを示している。・同じように, ,「Ⅱ

(2)5」は「石門之真之碑文」の2行目の5宇

目である。

*:.>;ナ十十　---i　酢il・ ‥.1:こ.

宜上,字音による50音順にして配列した。た

とえば, 「一日」ヒ日」は「いちにち」 「に

にち」とし, 「一人」 「二人」は「いちにん」

「ににん」とする。

癖字のあてられるものは,見出し語の次に日

に入れて示した。漢字のものは,そのまま見

出し語とした。

如一昔となる見出し語は,ひらがな・アタカ
ナ・漢字の頓とする。

☆名詞・動詞・形容詞・副詞・接続詞・助動詞

・助詞(格助詞・接続助詞・副助詞・終助詞)

`接辞の頓とした。品詞名は,略号とし,く)

で示す.次のとおり。
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(名)-名詞

く補助) -補助動詞

く副)-副詞

nl.和、

I/揺.サ"!こ:L声1l,i・:

(終助) -終助詞

・′?:;蝣こ=S詞7

:  、・ :普'.".-.蝣:-J

く接)-接続詞

・'tf::;;- :、こ-win

く副助) -副助詞

/i富.'.'V.' '-

(

接頭辞

接尾辞

★「-L=ま,その項と対照せよの意(主に,か

なづかいに関して)。

束(漢字の)旧字体を新字体に改めた。ただし,

両綴覚れる例に・ついては違いを示した。

例　「万」と「貰」O

(どのような言葉がどのような形で碑文の中に

存在しているかを知るのが目的であって,見易

さを旨としたので,本文の行数あるいは1行の

字数などは,原本通りではない。)

I　たまおとんのひのもん　　(1501年)

1 2 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718192021222324252627282930
Eu

1　首里おきやかもひかなし　まあかとたる

2　　御一人　よそひおとんの　大あんし　おきやか

3　　御-大　きこゑ大きみの　あんし　おとちとの　もいかね

4　　御一人　さすかさの　あんし　まなへたる

5　　徴一人　中くすくの　あんし　まにきよたる

6　　御一人　みやきせんの　あんし　まにきよたる

7　　御一人　こゑくの　あんし　まさふろかね

8 ・御一人　きん?　あんし・まさふろかね.1

g　　御一人　とよみくすくの　あんし　おもひふたかね

10

ll

12

13

14

15

16

17

18
pEi

しよりの　御ミ事　　　　い上九人

この　御すゑ　千年　万年に　いたるまで

この　ところに　おさまるへし。

もし、のちに　あらそふ　人　あらは、

この　すミ　見るへし。

この　かきつけ　そむく　人　あらは、

てんに　あをき、ちに　ふして　たゝる-し。

大明弘治十四年九月吉日

Ⅱ　石門之真之碑文　　(国王項徳碑　　(1522年)

1 2 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718192021222324252627282930
(

1首里おきやかもいかなしの　御代に　ミヤこより　ち金丸　ミこし

2　ミ玉の　わたり申侯　時に　たて申侯　ひの　もんO

(以下漢文,略)

且　大明嘉靖元年壬午12月吉日　　住山円覚仙岩畳謹記之

'1  .1　丁



Ⅲ　石門の酉のひのもん　　(真珠湊碑文　　　(1522年)

2 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718192021222324252627282930

7　首虫の王　おきやかもいかなし天の　ミ御ミ事に、ま玉ミなとの

2　ミち　っくり、はし　わたし申候　時の　ひの　もん.

3　嘉靖元年　ミつの-む真のとL Fq月九日　きのとのとりの-に、

4　きこゑ大きミきみ、---Ⅵ　おれめしよわちへまうはらいの　時に、

5　御せる,　たまわり申侯。

6　　とよミもり　よそいもり　おくのミよ　くもことまりに、

7　　ま玉はし　くにのまたや　わたしよわち-、つかしよわちへ、

8　　たしきやくき　つさしよわちへ、あさかかね　ととめわち-、

9　　ミしまよねん　みくによねんてて、御ゆわい　めしよわちや事、

10　千人の　さとぬLへ　あくかへ　そろて、御はい　おかミ申候。

11　この　はしハ、くにの　あんし　けすの　ため、又　世の

12　　御さうせの　ために、ねたてひかわ、又　とよミくすく。

13　　此　くすくと　ミつのかくこのために、 -はんの　さとぬLへ

14　　あくか-Oはへはら　しまおそい大さと　ち-ねん　さしきわ、

1台　ま玉はしお　わたり、下しましり　ともに　かきのはなちに

16　　せいそろい.

17　天,三十三天.地は　十八天、あかめ_たて_まつり候て、三百人

1g　そうたち、はしく`やうの　御ゆ`ゎい　申候。

19　　　　　此　すみの　ことは-　三人の　世あすたへ

20　　　　　　　　　　　まかねたる　くにかみの　大やくもい

21　　　　　　　　　　　まうしかね　かうちの　大やくもい

Zg・　　　　　　　　　たるかねもい　たくしの　大やくもい

Ⅳ　崇元寺之前菜之碑　　　うらの文　　(1522年)

ら-

l　あんLも　けすも　くまにて　むまから　おれるへし.ヽ._.′

(西之碑モ同ジ)

Ⅴ　かたはなの碑　　　おもての文　　(1543年)

1 2 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718192021222324252627282930
(

1　首里天の　御ミ事　をかみ申、みち　つくり、まつ　うへ申候

2　ひの　もん.

3　大りうきう国　中山王　尚清-、そんとんより　このかた

4　二十一代の　王の　御くらひを　つきめしよわちへ、天より　王の

5　御なをは　天つき王にせと　さつけめしよわちへ、御いわひ事
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6　かきりなし。王かなしノ、、むまれなから　むかしいまの　事を

7　さとりめしよわち-、天下を　お.さめめしよわる　事、むかし

8　もろこしの　ていわう　きよう　しゆんの　御代に　にたり。

9　しかれは、御たか-めしよわる　もり　あり。たいりより

10　ひかしに　あたりて　へんの　たけと　いふ。これノ、、

11きこゑ大きみきミ＼＼ノく　かミ　ほとけの　御あそひめしよわる

12　ところ。あめ　ふる　時ハ、とろ　つち　ふかさ　あるけに、

13　国王の　御ミ事に、ミちを　っく　り,まつを　うへれとの

14　御ミ事を　をかミ、くに＼-/の　あんLへ　あすた-

15　大やくもいた　里主へ　けら-　あくか-、こころ　一に　あわせ、

16　ちからを　そろ-、いLを　はめ、まつを　う-れ/、、ミちバ

17　きよらく、まつ-　すゝし。 -すしの　ミちに　千りやうの　金を

18　人々　ミおほけに　あひ申候O　されは、

19　嘉靖二十二年　ミつのとのう　六月二十四日　ひのとのとりの-に、

20　きこゑ大きみきミ＼＼〉/の　をれめしよわち-

21天つき王にせの　あんLをそひかなし、

22　ミ御ミつかひ　めしよわち-、あまこ　あわしめしよわちへ、

23　御ほこりめしよわちや事、おもひくわへ　くに＼)　の　あんし-

24　あすた-　大やくもいた　里主へ　けらへ　あくか-　そろて

25　ミはい　をかミ申侯。おひ人　わか人　めとも　わらへに

26　いたるまて　よるも　ひるも　御たか-　し申侯。ねかひ事

27　かなひ、よろこひ.たのしむ　事　かきりなし。

28　大明嘉靖二十二年　ミつのとのう　八月大吉日

29　　世あすた-　三人

30　　　大さとの　大やく　もい　まふとかね

31　　　きすゝの　大やくもい　いぬ亘るかね

32　　　ミや平の　大やくもい　まいくさかね

33　　奉行　一人

14　　花くすくの`大やくもい　真玉ら

Ⅵ.捧轟御門の南のひのもん　　(1546年)

1 2　3　4 5　6　7. 8 9101112131415161718192021222324252627282930
Iコi田

1首里の王　天つき王にせの　あんしおそいかなし天q?

2　ミ御ミ事に、すゑつきの・御ちゃう　御石かき　つミ申侯　時の

3　ひの　もん。
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4　首里天つきの　あんしおそいかなし天の　ミ御ミ事、御くすくの

5　　御石かき　きよらさ　ちよさ　あれとも、御くすくの　こし

6　　あて、は-おもての　ひと-に　ありよるけに、首里の　御世の

7　　御さうせ　めしよわちへ　御石かき　っませて　ミ御ミ事

8　　をかミ侯て、くに---/の　あんし-　ミはんの　大やくもいた、

9　　里ぬLへ　けら-　あくか-　こくより　上下、又　おくとより

10　上、ミヤこ　や-藍の　おゑか人　大小の　人々　そろて、

11　御石かき　つみ申候o御石かきの　ねたての　ふかさ/、二ひろ、

12　あっさ-　五ひろ、たけ-　十ひろ、なけノ、二百三十ひろに、

13　　つミみち-て　御くらともに　けらへ申候。

14　嘉靖二十五年　ひの-むまの年　八月一日　ミつのととりのへに、

15　きこゑ大きみきミ--の　をれめしよわち-、まうはら-の　時に、

16　　御せゝる　御たほひ　めしよわちへ、首里もり　またまもワ

17　　けら-て、くもこたけ　世つきたけ　おりあけわち-、

18　　っミあけわち-、世の　こし　あて　あをりやたけ

19　　おりあけわち-、つミあけわち-、すゑつきの　ミ物

20　　いちゃちや　けらへわち-、御ゆわい　めしよわち-　御おもろ

21　御たほい　めしよわちや事、おもひくわへ　くに-)の

22　　あんし-　大やくもいた　里主-　けら-　あくかへ　こくより

23　　上下、おくとより　上,ミやこ　やへまの　おゑか人

24　　しま　ともに　ミはい　をかミ申侯0

25　耳　九月三日　ひのとのミの-に、

-26　にるやの大ぬし　きみ-I-の　御のほりめしよわちへ、

27　首里天つきの　あんしおそひかなし、ミ御ミつか井

28　　めしよわち-、御ゆわひ　めしよわちへ、御おもろ御たほい

29　　めしよわちや事、そろて　ミはい　をかみ申候。

30　又　ちゃうらう　そうたち　そろて、御石かきの　御くやうの

31　御ゆわひ申候。

32　この　御石かき　つミ申侯　あひた-、日々の　ミ御ほけハ

33　　かすしらす、月々に　おゑか　をかみ申候。みはいハ

34　首里天つきの　あんしおそひかなし天の　ともゝと　とひやくさと

35　ミはい　をか`ミ申侯。

36　　嘉靖二十五年　ひのへむま　十二月三十日に　しるし申候0

37　　　　世あすた-　三人

38　　　　　　かなはの　大やくもい　しほたるかね

二:・i

ちゃうらう

伊波本は

「ちゃうちう」



39　　　　　　かうちの　大やくもい　たるかね

40　　　　　　くにかミの　大やくもい　しほたるかね

41　　　　奉行　三人

42

43

43

Lやなの　里主　ま五ら

花くすくの　里主　まさかひ

まふにの　里主　ま三ら

Ⅶ　やらさもりくすくの碑　　　おもての文　　(1554年)

2 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718192021222324252627282930
・ーヽ

1　　琉球国　中山王

2　尚清　てにつきわうにせの　あんしおそぴかなしの　ミ御ミ事0

3　　国の　ようし、とまりの　かくこの　ために、やらさもりの

4　　ほかに　くすく　っませてて　おかて、くに＼ノの　あんLへ

5　　ミはんの　さとぬLへ　けらへ　あくか-　かミしも　ち

6　　はなれ　そろて、からめち-、くすく　_つミつけて

7　　ミおやしちやれは、

8　嘉靖三十二年　ミつのとのうし　五月四日　つちのとのとりのへに、

9　きこゑ大きみきミ＼J　の　をれめしよわち-、まうはらひ

10　　めしよわちやる　ミせせるに、

11　やらさもり　やへさもり、いしらこは,ましらこは、

12　　おりあけ-ち-、つミあけハち-,ミしまよねん　おくのよねん

ユ3　　世そふもり　国のまてや　けら--ちへ、このミよノ、ち-、

14　　たしきやくき　ついさしよハちへ、あさかかね　とゝめハちへ、

15　　まう　はらて、みよ　はらててゝ　いのりめしよ/、ちやるけに、

16　　ともゝ　すゑ、せいくさ　よせらやいて、と

17　わうかなしむ　ミはひ　おかミめしよはる。かミしもの　あんし

18　　けす　そろて　千万の　ミはひ　おかて　あり。

19　又　ちゃうらう　はうすた　そろて　ちかための　およノ、ひ

20　　しめさしよノ、る。

21　おきなハの　天きや　下ハ、きこゑ大きみの　卸せちの

22　　ミまふりめしよノ、るけに、むかしから　いくさ　かちよくの

23　　きちやる　ことノ、　なきやもの　や九とも

24　　御世の　おさうせ　国の　ようしの　ために　いきやて、

25　　いよことの　あら　時や　ミはんの　御ま人。-はんの　せいや

26　　Lより御城の　御まふり。 -はんの　せいや　なはの　はん。

2
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27　1二はんの　せい　又　はゑはら　しまおそい大さと

28　　ち-ねん　きしき　しもしましりきやめの　せいや

29　　かきのはなち　ゃらさもり　くすくに　よりそふて、ミおやたいり

30　　おかむやに　おさためめしよハやる　み御ミ'事ノ、　しま世の

31　てやちきやら　ねいし　まいしの　やに　いつきやめむ

32　　いきよくまし。くるくまし.

33　大明嘉靖三十三年六月吉日

34　　世あすた-　三人

35　　　　　くすくまの　大やくもい　まいくさ

36　　　　　うちまの　大やくもい　まとく

37　　　　　こちひらの　大やくもい　まうし

38　　ふきやう　ー人

39　　　かつれんの　大やくもい　まふとう

同碑うらの文

40　やらさもり　くすくの　かくこ、又　ねたてひかわの　ミつの

41　かくこ/、、三人　おろくの　大やくもい　きまの　大やくもい

42　かなくすくの　大やく　もい。いつきやめむ　ちよく　かたく

43　かくこ　する-し。
ヽ-′

Ⅶ　浦添城の前の碑　　　おもての文　　( 1597年)

1 2　3　4　5　6　7　8　9101112131415161718192021222324252627282930
(

1　首里天の　ミ御ミ事に　たい-いけう　たひらはし　つミ申　時の

2　ひの　もん。り　うきうこく　　ちうさんわう

3　Lやうねいノ、、そんとんより　このかた　二十四代の　わうの

4　　御くらゐを　つきめしよわちへ、うら去そひより　しよりに

5　　てりあかりめしよわちや事、

6　てんより　わうの　御なをは,てたかすゑ　あんしおそひ

7　　すゑまさる　わうにせてゝ　つけめしよわちへ、千高の

8　　　御ゆわい事　ありo Lかれは、

9　首里てたかすゑ　あんしおそひかなし天の　ミ御ミ事。

10　　くにの　あち　けす　たミひやく　Lやうの　ため、御世の

11　御さうせ　めしよ/、ちへ、

12　　たひらおはなハ　たひらの　かはら、雨　ふる　時ハ　とろ

7　R　9
-・-



13　　つち　ミつの　ふかさ

14　　きはくひりまて　みちに

15　　ミはんの　大やくもいた

16　　かミ　しも　ち・はなれ

あるけに、はし　かけさせ、

いし　はめさせてゝ　をかて、

さとぬし-　けら-　あくかへ

そろて、ミち.はし　つミつけて

17　　ミおやしたれハ、

18　高暦二十五年　ひのとのとり　八月十二日　つちのとのミのへに

19　かミほとけの　をれめしよ-ちゑ、まうはらひ　めしよはちやる

20　　ミせゝるに、

21　たひらもり　おしあけもり、いしらこは　ましらこは

22　　おりあけわち-、つミあけわち-、くもこはし　ミ物はし

23・かけよわちへ、わたしよわち-、ミしまよねん　くにのまてや

24　このミよわちへ、けらへわちてゝ、いのりめしよわちやるけに、

25　きこゑ大きみかなし　玉うらおそひに　御ちよわひ

26　　めしよノ、ちや事、

27　わうかなしの　おほこりめしよ/、ちゑ、おらおそひの御・くすく世の

28　　つちに　御ちよわいめしよ/、ちゑ、御くすくの　うちほかの

29　御い-　ひのかミ　御たか-めしよわちや事、

30　　あち　けす　そろて　ミはい　おかミ申侯。

31　又　くに　　の　あち-　ちゃうらうた　あすたへ

32　　かなそめはつまき　はうすた　ミはんの　大やくもいた

33　さとぬし-'けらへ　あくか-　御よひめしよわちへ、

34　御いちやわり-　千りやうの　金よりも　なを　まさりの

35　　ミおはけに　あひ申侯。

36　又　うらおそひまきりの　大やくもいた　さとぬLへ　けらへ

37　あくか-　おゑか人　のろへ　しまの　あすた　くにの　あむた、

38　大小の　ゑくか　おなこ　ともに　御よひめしよわち-、

39　　ミおはけ-　かすしらす　おゑか　たまわり申。

40　ミはい　おきなハの　天か下の　あち　けす　おゑ人　わか人

41　おなこ　わら↑まても　おもひ事へ

42　首里てたかすゑ　あんしおそひかなし天の　ねいし　まいしの

43　　やに　いつまても　御ちよわいめしよわる　卸かほう

44　ねかひ申し侯て、よるも　ひるも　ミはい　をかミ申侯。

45　高暦二十五年　ひのとのとり　九月大吉日

46　　　世あすた-　三人

47　　　　くにかミの　大やくもい　ま五ら
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とよミ城の　大やくもい　まうし

なこの　大やくもい　またる

ふきやう　二人

くすくまの　大やくもい　またる

か-かミの　大やくもい　またる

Ⅸ　ようとれのひのもん　　(1609年)

〈 1 2 3 4 5 6 7 8 91011ユ2131415161718192021222324252627282930

1りうきう国　てたかすゑ　あんしおそい　す-まさる

2　王にせかなしは　うらおそいより　しよりに

3　てりあかりめしよわちやこと、うらおそいの　ようとれは

4　ゑそのてたの　御はか　やりよるけにてゝ、御さうせ

5　めしよわちへ、ちよく　きよらく　けらゑらしめしよわち-、

6　大ちよもいかなし　おやかなし　ミ御ミつかい　めしよわちへ、

7　あと-　てたかすゑ　あんしおそいかなしも　御ちよわひ

8　めしよわに`、あに　あれはと　千代　苗代　なるまても　御なハ

9　のこらに　しゆるて、、御さうせ　めしよわちへと　この　ひの

10　もんノ、たてめしよわちやる。

11この　御はかの　さうちへうらおせいまき。より　はん　正月

12　まゑに　きよらく　からめくへLと　ミ御ミ事　おかミ・申候0

13　世あすた-　三人、いけくすくの　大やくもい　よむたもさの

14　大やくもい　とよみくすくの　大やくもい。

15　そうふきやう　二人、あはこんの　大やくもい　こちひらの

16　大やくもい。

17　いしふき・やう　ー人、たまくすくの　大やくもい。

18　この　すミの　あさく　ならは　ほるへし。

Lg　高暦四十八年　かの-_さる　八月吉日

Ⅹ　本覚山碑文　　(1624年)

1 2 3 4 5 6 7.8 9101112131415161718192021222324252627282930

1首里の王　天きやすゑ　あんしおそいかなしの　おなこの

2　おやかなしの　卸すきりめしよわちや事　ミいくに　御はか

3　けら-わち-　御ミつかい　すれてて、ミ御ミ事

4　をかミ申侯　はとに、石の　さいく　あっめ侯て、一七日の

5　うちに　からめきミち-て

2　5　4



6　天啓四年　甲子　十月六日　ひのとのゐのへに、御おくり　し申侯。

7　あに　あれは、国中の　僧侶　やとも　わらへの　いふに

8　およひ申さす。

9 、をりふ己　唐より　御っかいの　ちい-い・御わたり侯て

10　御さ候間、御とむらひに　いろいろの　かさり物を　すゑ、

11かくにて　代の　宮人の　さいもん　よミ侯て　ミはい

12　からめき申侯。

13　かに　ある　事は　昔今にも　あるましく侯ほとに、末代の

14　しる-　の　ために　ひの　もん　御たてめされ候。

15　此　御はかところは、大あんしおしられの　おもひくわへ

16　ゑくか　御三人、おなこ　御五人に　御給り候はとに、

17　千年高年まても　此　御すLより　ほかに　あんLも　けすも

18　人事　あらは、天に.あふき、地に　ふして　たたるへし。

19　世あすた-　三人、くしかミ　まによこ　国かミ　まさふろ

20　いまきしん　思ひとく。

21総奉行　なか城　おもひこら。

22　石ふきやう　あたにや太郎　敬白

23　千時大明天啓四年竜集甲子冬十月如意珠日
ヽー
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索引　及び用例

あかめ(崇め)く動)

-たてまつり侯て　Ⅲ07)14

あかり(一上がり)(補動)

てり-めしよわちやこと　K(3)3

あくか-(赤頭)(名)

inao}i2, m掴2,

VH9Jll, VIC詔22,

V(15)16, V伽21,

W(5)17, W(15)23,

Ⅷ幻312, W(37)2

・あけ(一上げ) (補動)

i;'ト--I-*".'*、、 lmコ.i

つミ-ノ、ち-　Ⅶ(1オ12

つミ-わちへ　VMS4, VK1912, W(22)12

あさかかね　く名)

1(8)17, VH掴18

あさく(浅く)(形)

-ならははる-L IX(18).

あすた(長老達) (令)

し丈し【　　＼msc'j

あすた-(長老部)く名)

V(14)21, V伽1 , MK3D21

世　　111(19)21, V脚3

あそひ(遊び)く動)

御-めしよわる　V(ll)21

あたにや太郎(安谷屋太郎)く名)

Tl -*蝣・きで　　　　xe?丁

あたり(当たり) (戟)

ひかしに-て　VttO)6

あち(按司)く名)E>あんし

くにの-けす　Ⅷ旺0)6

-けすそろて　TillvJUfLj

天か下の-けす　Ⅶ㈲)17

あちへ(按司部)く名)

くに＼ー・/の　　　WGDIO

あっさ(厚さ) (名)

--一・、 -i'i・'・*"サ　i、こ.-1二:i・

あっめ(集め)く動)

さいく--候て　X(4)18

-あて( -当て)く接辞)

こし-M(6)2, W(18)16

あと(後)く名)

--　K7)l

あに　く副)

-あれは　K(8)7, X(7)l

あはこん(阿波根)く名)

-の大やくもい　K(15)ll

あひ(会ひ)く動)

ミおはけに-申候　　V(18)10, W伍)8

あひた(問)(名)

御着かきつみ申侯--　Ⅵ脚14

聞　く接助)

御さ候-　Ⅹ仁0)4

あふき(仰ぎ) (戟)¢あをき

天に-地にふして　XO8)ll

あまこ(眼)く名)

*蝣-.i蝣.'　ニトI.し・・ ll

あむた　く名)

らこ.蝣I-　-　¥J∵∴.

あめ(雨)く名)

-ふる時-　VQ25

iif　　も.

-ふる時-　Ⅷ仁2)19

あら(有ら)く動)

あらそふ人-は　1(14)20

そむく人-は　I(16)20

人事-は　X(18)4

いよことの-時や　Ⅶ伍)8

2　5　ごいl



あらそふ(争ふ) (戟)

-人あらは　I(14)13

あり(有り)(動)

r>'・;へt'一　・・-　^

たるけに　M(6)17

あり(有り) (動)

もり　　　　V(9)19

御ゆわい事　　　W8)i

あり　く婿動)

おかて　.　W(18)21

ある(有る)く動)

ふかさ-けに　V(12)24, WQ3)13

かに-事は　X(13)4

-ましく侯はとに　X(13)15

あれ(有れ)く動)

きよらさちよさ-とも　VH5J16

あに-は　K(8)10, X(7)4

あわし(合わし)(動)

・v,.1二二　一　　　こ　、・、 ＼'->*l∴.1

あわせ(合わせ) (動)

こころ-に　　　V(15)28

あをき(仰ぎ) (動)¢あふき

てんに-　I(川10

あをりやたけ(煽りや放)(名)

-おりあけわちへ　VI(18)19

あんし(按司) (名)Ejあち

きこゑ大きみの-　I(3)14

きんの　　　1(8)10

こゑくの-　1(7)ll

さすかさcr>-　　I (4)12

とよみくすくのr I(9)14

中くすくの　・　I(5)12

みやきせんの-　1(6)13

よそひおとんの大-　1(2)15

くにの-けす　1(ll)13

-もけすもIV(1)1, X(17)21

かミしもの-けす　W(17)27

あんしおしられ(按司お知られ)く名)

大-のおもひくわ-　Ⅹ(ユ5は2

あんしおそい(按司掛、)く名)

てたかすゑ-の　K(l)13

あんしおそいかなし(按司掛、加郡志) (名)

-も　K(7)lユ

天きやすゑ-の　X(l)12

あんしおそいかなし天(接司掛、加郡志天)

く名)

天つき王の　　　VHU14

首里天つきの-のミ御ミ事　vI(4)8

あんしおそひ(按司嚢ひ)く名)

てたかすゑ　　11(6)21

あんしおそひかなし(按司嚢ひ加那志)く名)

首里天つきの-　W7);

てにつきわうにせの　　　vn(2月4

あんしおそひかなし天(按司嚢ひ加郡悪天)

(名)

首里天つきの-の　Ⅵ㈲8

-のミ御ミ事　W9)9

首里てたかすゑ-の　W(42)'

あんし-(按司部)く名)

くに＼/の　　　Y{14116, V位126, VK8114

Ⅵ皿2, YH(4)26

あんLをそひかなし(按司嚢ひ加那志)く名)

天つき王にせの-　Ⅴ¢1)9

い

いきや(如何)く副)

-てゝ　Ⅶ¢423

いきよく(動く)く動)

J.し　'.,:1-・-*
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いくさ(翠) (名)

-かちよくのきちやることハ　Ⅶ鋤20

いけくすく(池城)(名)

-の大やくもい　K(13)10

いし(石)く名)

-をはめ　VO6)10

-はめさせ七, Ⅷ(1射4

-のさいくあつめ候で　X(4)ll

石かき(石垣)(名)

御-つみ申候時の　VI(2)19

御-つみ申侯　VI(1D3

SH: -一、7・中隼.{蝣・>n.'.こ・、 1主こ二.5

御くすくの御-きよらきちよさあれとも

VT53

嗣-一・.1:ヒ　　　　vi:丁、i-'.1

御-のねたてのふかさハ　VKID13

御-の御くやうの　Ⅵ伽)19

いしふきやう(石奉行) (名)

-一人IX(17)1

石ふきやう(石奉行)く名)

-あたにや太郎　X(22)1

い上(以上) (名)

IOO)18

いしらこ(石子) (名)

-はましらこは　VHQD14, WGD15

いたる(到る)く動)

千年万年に-まて　1(12)20

わらへに-まて　V防)1

-日　く名)

八月　　M(H)18

-人　(名)

奉行-　　V{33) 5

ふきやう-　Ⅶ(誠5

いしふきやう-　Ⅸ仕7)8

-はん(一番) (名)

-のさとぬLへ11(13)20

-のせい　VK25J23, W脚14, W(27)2

いちゃちや(板門)く名)

-けら-わら-　Ⅵ伽)2

いちやわり(労り)く名)

占- ・・、 llt-l'1日

いっ(何時)く名)

-きやめむ　VHOD21, YH旭14

-まても　TO3)5

五　く名)

ト　、　-~.-'.' ¥二.∴/

いぬたるかね(犬櫓金)く名)

きすゝの大やくもい-　VOl)14

いのり(祈り)く動)

-めしよハちやるけに　Ⅶ個17,伽19

いふ(言ふ)く勤)

へんのたけと　　　　VQOU9

いふ(言ふ)く動)

-におよひ申さす　　x(7)24

い-(威部)く名)

・・1-、　　い: ¥ r・-∵・エ::　J..j:・・/

いま(今)く名)

むかし-の事を　V(6)23

'/.

昔今にも　x(13)ll

いまきしん(今帰仁)く名)

-思ひとく　Ⅹ伽日

いよこと(異様事)く名)

・*　* I-j-、  1、工:

入　く動)

-事あらは　X(18)l

いろいろ　く名)

-のかさり物を　X(10)13

いわひ事(祝ひ事) (名)C3ゆわい事

御-かきりなし　　V(5)25
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つ

う(卯) (令)

ミつのとの-　V(19)13, V闇15

うし(丑) (名)

みつのとの-　YK813

うち　(名)

一七日の-に　X(5)l

うちほか(内外) (外)

-の御い-ひのかみ　Ⅶ伽)24

うちま(内聞)く名)

-の大やくもい　Ⅶ伍)4

ラ-(植-)く動)

まつ-申侯ひのもん　V(l)25

うへれ(種へれ)く動)

まつを-との御ミ事　V(13)22

う-れ(植-れ) (動)

まつを-は　V(16)21

うらおそい(浦貴い) (名)Ejうらおそひ

-のようとれは　K(3)15

-よりしよりに　K(2)15

うらおそいまきり(浦襲い間切) (名)

-より　KQIJ14

うらおそひ(浦男ひ)く名)　うらおそい

-よりLより.に　VB4J17

うらおそひまきり(浦弟ひ間切) (名)

-の大やくもいた　Ⅶ伍)4

え　　ナシ

御　(接辞)

-あそひ

∴めしよわる　V(ll)20

:.・ :

-i-1つ,さ

-つみ申候時の　VI(2)8

御くすくの-きよらさちよさ　VI(5)2

-つませてて　VH7U4

- -　　　宰'.'-..蝣・　　tサ.:; ::.

-のねたてのふかさ-　vI(ll)12

-の御くやうの　VI(30)18

この-つみ申候あひた-　VI(詔5

-A

I(2)2,I(3)2, 1(4)2, 1(5)2

1(6)2, 1(7)2, 1(8)2　工(9)2

-tr、h-<?わリ

--　＼ic>c2

-レヽへ

うちほかの-ひのかみ　Ⅷ都)2

-いわひ事

-かきりなし　　V(5124

-おく　り

-し申侯　　x(6)23

-おもろ

-御たほいめしよわちや事　Ⅵ伽)27

VI倒21

-かほう

-ねかひ申し侯て11(43)22

-くら

-ともにけら-申侯　　VH13)9

BEX

-の御石かき　VI(4)25

-のこしあて　YI(5)21

おらおそひの-　Ⅷ即25

-のうちほかの　W(28)5

- ."^

し.ここ. ・一i　.'"・蝣蝣・T∴・・n　＼I-.蝣':

-くやう

-の御ゆわひ　Ⅵ卸)24



-くらひ

王の-をっきめしよわち-　V(4)10

-〈らゐ

わうの-をっきめしよわち-　W(4)2

-五人

-に御捻り候ほとに　Ⅹ㈹13

-さうせ

首里の御世の-のために　mud2

首里の御世の-めしよわち-　via)2

御世の-めしよ-ちへ　W(ll)2

-めしよわち-　K(4)2L K(9)12

-さため

-めしよ-やる　VH(30).

一三人

ゑくか　　X(16)5

-すきり

-めしよわちや事　X(2)8

1すし

-よりほかに　X(17)ll

-すゑ

この-千年万年に　1(12)9

-せゝる

-御たほひめしよわらへ　YIQ6)2

-せち

-のミまふりめしよノ、るけに　Ⅶ提1)23

-たかへ

-めしよわるもり　V(9)6

し小熊J VJIllI.''

-　-wLアi>ナ蝣蝣・:・!f la-j*日

-たて

れさJlft..　x:三Il17

-たほい

御おもろ-めしよわちや事　vI(21)2

Ⅵ腿)26

-たほひ

御せゝる-めしよわちへ　VMS7

-給り

-侯ほとに　X(16)18
i.　サ.  -

すゑつきの　　　VI(2)13

-ちよわい

-めしよ/、ちゑ　Ⅶ切)6

-めしよわる　W(43)ll

1ちよわひ

-めしよ-ちや事　Ⅷ脚ユ9

-めしよわに　K(7)22

-つかい

-のちい-い　X(9)10

-とむらひ

-一に　XI

-な

王の-をは　V(5)l

わうの-をは　¥ffi(6)10

-ハのこらに　K(8)27

-のほり

-めしよわち-　VK2G)15

-はか

ゑそのてたの-やりよるけにIX(4)8

この-のきうちは　KttlM

ミいくに-けろ-わちへ　X(2)24

-はかところ

此-は　X(15)3

-ほけく>　おはけ

ii'''蝣こ　・、 I.日∴;

-ほこり

Vト・L. ::1* '蝣'蝣- :　∴:机

-めしよ-ちゑ　W(27)<

-ま人

ミはんの　　　VII(25)19

-まふり.
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し土星鍾:蝣.- ;　＼uLjォr''

-ミ事

しよりの　　iami

首里天の　　　V(l) 6

国王の-　V(13)5

-ををかミ　V(M白

み--　Ⅶ即)20

ミ-に　VIf2)2

あんしおそいかなし天のミ　　　VI(4)21

ミ-をかみ候て　VI(7)26

あんしおそひかなしのミ-　Vff(2)26

首里天のミ-に　Wl)7

あんしおそひかなし天のミ　　　W(9)22

ミ-おかみ申侯　IX(12)19

ミ-をかミ申候はとに　X(3)20

-ミつかい

-すれてて　X(3)8

ミ-めしよわちへ　K(6)17

-ミつか井

-めしよわちへ　Ⅵ(邪19

-ゆわい

・v、し.i; 、J- 、∵　iif:n:J.-

はしくやうの-申候　　n(i8)i3

-めしよわち-　Ⅵ伽)15

蝣;bi-い都

子高の-あり　　W8)2

-ゆはひ⊂〉　およハひ

-めしよわち-　Ⅵ倒9

-申候　　vK3D 2

i'H:

-の御さうせ　VH6J28, W¢蝣4)2, WQO125

-代

-に　11(1)14, V(8)21

-よひ

-めしよわち-　Ⅷ脚17, W(38)18

2 (う・ii

-わたり

-侯て御さ候間　X(9)21

お　く格助)

・ま玉はし-わたり　1(15)6

おかて(置かて) (動十接助)

くすくつませてて　　W(4)16

おかて(拝で)く動+接助)

ミはひ-あり　　TO8甘7

おかミ(拝ミ)く動)

御はい-申侯　nao)25

ミはひ-めしよはる　　W(17)12

ざ:・∴　　　肯'蝣　　*l*?I"^': ;

ミ御ミ事-申侯　K(12)23

おかむ(拝む)く動)

-やにおさためめしよ-やる　W(30)2

おきなノ、(沖縄)く名)

-の天きや下/、 W(21)2

-の天か下のあち　W(40)6

おきやか　く名)

よそひおとんの大あんし　　1(2は9

おきやかもいかなし天(おきやか思い加那志天)

く名)

首里の王の-のミ御ミ事に111(1)6

おきやかもひかなし(おきやか思ひ加那志)-

く名)

首里-まあかとたる　1(1)3

おく(輿)-く名)

-のミよ　111(6)14

おくのよ(奥の世)く名)

-ねん　TO225

おくと(奥渡)く名)

-より上　vI(9)26, YTC23)5

おくのミよ(奥の滞)く名)

とよみもりよそいもり-くもことまりに

1614



おくり(送り)く名)

御-し申候。x(6)24

おさうせ(御丁簡)く名)cs御さうせ,さうせ

御世のW6

おさまる(納まる)く動)

このところに--し1(13)ユ4

おさめ(治め)(戟)

-めしよわる事V(7)15

おしあけもり(押し上げ杜)く名)

r:.j.hr.1い")＼王コei:-<モ:

-おしられく接辞)

大あんし-のX(15)15

-おそい(一襲い)(接辞)coおそひ,をそひ

あんし-かなし天のVHD17,YK4Jll

あんし-Kfl)16

あんし-かなしもK(7)14

あんし-かなしのX(l)15

うら-よりしよりにK(2)ll

うら-のようとれはIX(3)17

うら-まきりよりK(ll)16

-おそひ(一襲ひ)く接辞)Ejおそい,をそひ

あんし-かなLVI(27)ll

あんし-かなし天のVI別11,W2)12

あんし-かなしの町2)17

うら-まきりⅦ伍)6

大ちよもいかなし(大ちよ思い加那志)(名)

-おやかなしK(6)l

おとちとの(おとち殿)

-ち-いかね1(3)18

おとん(御殿)(名)

よそひ-の大あんし1(2)9

おなこ(女)く名)

大小のs.二/;>1"1---.
Ill..サニー;::.

わか人-わらへまてもW(41)2

-のおやかなしのX(l)23

・*蝣'-." `∴　X、日~..'

'ぉひ人(老ひ人)く名)cD　おゑ人

-わか人めとも　V伍は1

おほ⊥(大つ　く接辞)

・.'}・" - ."V・蝣　¶・:

大-　く接頭)

よそひおとんの-あんしおきやかI(2は4

-あんしおしら九の　X(15)ll

1i'i"---　　T:  :・' ..・:'

ミ-にあひ申侯　　V(18)5, W35)3

-ノ、　Ⅷ伽)3

大さと(大里)(名)

しまおそい　　111(14)17, 1班(27)22

-の大やくもい　Ⅴ伽)3

大ぬし(大主)く名)

にるやの-きみ-、--の　Ⅵ伍)5

おもひくわへ(思ひ子部) (名)

-くに-のあんし-　V(23)13, VI(21)15

大あんしおしら九の　　X(15)21

おもひ事(思ひ事)く名)

--　W(4D13

おもひこら(思二良)く名)

なか城　　　x(21) 9

思ひとく(思徳)く名)

いまきしん-　X捌7

おもひふたかね(思二金)く名)

とよみくすくのあんL I(9)18

おもろ・(名)

御-御たほい　Ⅵ伽}28, VI(28)22

おやかなし(親加郡志)く名)

大ちよもいかなL K(6)10

おなこの-の　X(2)l

大やくもい(大屋子思い)く名) ・

あはこんの　　　KO5J17

いけくすくの　　IX(13)17
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うち文の-　Ⅶ闇9

大きI-.-ト1--　＼・・ォ?.}

おろくの-　VH41)14

かうちの　　"1(21)22, VI脚11

かつh.: -・-I-　1¶'.'?i:I

かなくすくの　　　W(i2).

かf」に'蝣>--　　uC?.1!王

・か′、かミの-　W5310

きすゝの　　　VOD8

きまの-　VHC4D24

くすくまの　　　VHG910, W5MO

くにかみの-　Ⅲ伽D23, VH40K12)

くにかミの-　V!(40)12, W(4m0

こちひらの-　Ⅶ(謂10, KOQl

た・:し・-0　-　me:::当

たまくすくの　　IX(17)18

とよみくすくの-　K(14)15

とよミ城の　　　WHffllO

なこの　　　Wォ9)

花くすくの-　Ⅴ伽9

ミヤ平の-　Ⅴ㈲8

よむたもさの　　　K(14)l

大やくもいた(大屋子思い達)く名)

あすたへ-里主-　V(15)1, V伽6, Ⅵ燭

7

うらおそひまきりの- ll(36)14

ミはんの-　VH8J24, W15)7, WC詔21

およ/、ひ(御祝ひ) (名)¢御ゆわい,御ゆわ

ひ

ちかための-　W(19)24

およひ(及び)(戟)

いふに-申さす　　X(8)l

おらおそひ(浦襲ひ) (名)

-の御くすく　WCT19

おりあけ(おり上げ) (動)

′Z x　*t

くもこたけ世つきたけ-わち-　Ⅵum9

あをりやたけ-わち-　VI(19)2

いしらこはましらこは-ハち-　VI(12)2

いしらこはましらこは-わち-　Ⅷ鋤2

おれ(降れ) (動)　をれ

きこゑ大きミきみ＼-＼/の-めしよわちへ

in413

おれる(降れる) (動)

むまから--L F(l)20

おろく(小禄)く名)

-の大やくもい　Mil)9

おゑか　く名)

-をかみ申侯　　W(33)16

-たまわり申　　W(39)14

おゑか人　く名)

ミヤこや-まの-VI(10)13, VI(23)22

あくか--のろへ　Ⅷ(謂7

おゑ人(老ゑ人)く名)csおひ人

けす一一二わか人11(40)23

か

-か　く格助)

首里てた-すゑ　W(9)5,町'42)5

てた-すゑ　W6)17, K(l)9, K(7)7

おきなハの天-下のあち　W(40)13

かうち(河内)く名)

-の大やくもい　1(21)17, VI(39)6

かきつけ(書き付け)く名)

この-そむく人あらは. I

かきのはなち(垣花地) (名)

・-にせいそろい　1(15)22

-やらさもりくすくによりそろて　Ⅶ田)2

かきり(限り)く名)

-なし　　V(6)1, V(27)17



かく(此く)(那)

-にてXQDl

か-くこ(格護)く名)

ミつの-のために103)12

とまりの-のためにW(3)14

やらさもりくすくの蝣Mfflll

ミつの-ノ、W(41日

一二一するへLwmi

かけ(架け)く動)

はし-させW(13)21

くもこはしミ物はし-よわちへ¥ffl(23)2

かさ(傘)(名)

さす-のあんし1(4)8

かさり物(飾り物)(名)

-をすゑxao)i9

かす(数)く名)

ミ御はけ--しらすⅥ脚2

こ[ゴITiI.r.Lr.、--I.'..千..て1:..'・'.・-.

嘉靖く名)

-元年n(3)1

-二十二年V(19)l

小口一ニーI一二年V,V-'.-5

-二十五年VI{14)1,VI闇3

-三十二年vn(8)i

大明-三十三年Ⅶ庸)3

かた(方)く名)

そんとんよりこの-V(3)25,W!3)17

かたく(堅く)(形)

ちよく-かくこする-LVI(42)25

かちよく(海賊?)く名)

いくさ-のⅦ物24

かつれん(勝連)(名)

一蝣ir>-:・-てバもト＼uy)1

かなくすく(金城)(名)

-の大やくもい.Ⅶ働1

~かなし( 」m那志)く接辞)

・*!' !-　,' :　丁

あんしおそい一天の　VHU20, VK4J14

あん・Lおそい-の　X(l)15

あんしおそひ-　Ⅵ即14, W(2)20

あんしおそひ一天の　Ⅵ餌14, W9115,

W4215

あんLをそひ-　V(21)15

串きやかもひ- 1(1)9

大ちよもい　　K(6)6

おや　　K(6)12

おなこのおや-の　X(2)3

きこゑ大きみ-　Ⅷ拓)7

卜~　-　・^　t.1j・・"l

わう1-の　TO)3

王--　V(6)8

王にせ-は　K(2)4

かなそめはつまき(金染鉢巻)く名)

あすた--はうすた　W(32)2

かなは(我那覇)く名)

-の大やくもい　Ⅵ朗6

かなひ(叶ひ)く動)

ねかひ事　　　V(27) l

かに　く副)

-ある事は　XO3)1

金　く名)

千りやうの-を　V(17)29

千りやうの-よりも　W(34)16

かの-(庚)く名)

-さる　K(19)9

かノ、かミ(河上)(名)

「の大やくもい　Ⅷ朗4

かはら(河原)く名)

*-*.・"ご'　-　-・'.一蝣二

かほう(果報)く名)
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御-ねかひ申し候て　Ⅷ個23

かミ(秤) (名)

ひの-　Ⅷ切)8

-はとけの御あそひめしよわるところ

VI(ll 12

-はとけのをれめしよハちゑ　W(19)2

上　(名)

おくとより-　VICIO)2, VI出)ll

かみLも(上下) (名)

-ちはなれそろて　Mas2

かミLも(上下) (名)

-ちはなれそろて　YH(5)22

-のあんしけす　W(17]21

上下　く名)

こくより-　VI(9)21, VI幻)2

-から　(格助)

むま-おれる-L IV(1)17

むかし‥-　Ⅶ鋤17

からめき　(動)

-ミち-　X(5)5

ミはい-申候　　X(12)l

からめく　く動)

きよく-へしと　IX(12)10

からめち-　(戟+接助)

ちはなれ-、くすくつみつけて　W(6)10

き(来) (動)

いくさかちよくの-ちやること-　Ⅶ鶴)2

きこゑ大きみ(聞得大君)く名)

-のあんし　1(3)6

-きみ＼、〉　VQDl, VB(9)1

-きミ〉Ⅴ伽1, MQ5日

--の前i-t、、rl ＼コc:;i;i

きこゑ大きミ(聞得大君)く名)

-きみ＼-　11(4) 1

きこゑ大きみかなし(聞得大君加郡志)く名主

-‥-:ミ: 、 '・r--1!・"::|.*"こ∴　　"J　二:

きすゝ(宜寿次)く名)

-の大やくもい''V8113

吉日　(名)

六月大ー　Ⅶ(調12

八月大-　Ⅴ(却20

八月- IX(19)17

九月大　　1 08)16, ¥i(45)18

;.;　　/*

-子　X(6)6, X幻)ll

きのと(乙)く名)

-のとり　1(3)21

きはくひり(儀保小坂)く名)

-まて　Ⅷ(用2

きま(儀間) (名)

-の大やくもい　W(41)20

きみ＼・〉/(君々)く名)

きこゑ大きミ-の　1(4)7

にるやの大ぬし-の　Ⅵ脚9

きミ＼/(君々)く名)

きこゑ大きみ　　Vttl)7, V伽17,VK15) 7,MI(9)7

-きや　(格助)

おきな-の天-下ハ　Ⅶロ1)9

天-すゑ　X(l)7

きやう(莞) (名)

-しゆんの御代ににたり　　V(8は2

-きやめ　(副助)

しもしましり-の　Ⅶ(凋ユ7

いつ-む　W(31)23, W(42)16

きよらく(清らく)く形)

ミちは　　　V(17)l

ちよく-けらゑらしめしよわちへ　K(5)12

I b



-からめくへLと　IX(12)5

きよらさ(清らさ)く名)

御石かきの-ちよさあれとも　VI(5)7

きん(金武) (名)

-のあんし　1(8)6

くき(釘) (名)

たしきや-　1(8)6, W皿6

九月　(名)

-大吉日　108)13, W(45)15

-三日　VI(293

くしかミ(具志頭) (名)

-圭によこ　XQ910

くすく(城) (名)

御-の御石かき　VH4J26

御-のこしあて　VI!5)22

御-のうちほかの御い-ひのかみ　Ⅷ図19

-つませてて　VH(4)6

-つミつけて　VK(6)16

とよみ　　　nO2)24

やらさもり-に　Ⅶ脚14

やらさもり-のかくこ　ma6

おちおそひの御　　　W(27)26

城-(名)

Lより御-の御まふり　Ⅶ佑)6

くすくま(城間)く名)

-の大やくもい　Ⅶ伍4, W6D4

くに(国)く名)

-のまたや　n<7)7

1・し'、与ふ　　　　　B:¥'v0

-のまてや　Ⅷ腿)24

-のあらけすたミひやくLやうの　wao)2

-のあむた　Ⅶ(珊24

:チ-,　1.

-のようし　W(3)2, VE¢飢1

--のまてや　サ

くにかみ(国頭) (名)

-の大やくもい　nI伽1)17, 71(40)6

くにかミ(国頭) (名)

-の大やくもい　W(47)4

国かミ(国頭)く名)

-まさふろ　XO9)20

くに〉(国々)(令)

-のあんLへ　V(14)10, V田)20, VI(8)i

VI(21)22, W(4)20

-のあらへ　W3D4

国中　(名)

-の僧侶　X(7)i

九日　く名)

四月　　　in(3)18

九人　(名)

い上-　I旺0)21

くひり(小坂)く名)

きほ-まて　WM4

くま(此処)く名)

-にて　IVllO

くもこたけ(雲子獄)く名)

-世つきたけおりあけわち-　VI(17)7

くもことまり(雲子泊)く名)

-に　111(620

くもこはし(雪子橋)く名)

-ミ物はL WG2318

くやう(供養) (名)

はし-　mass

御-の御ゆわひ　VieO)25

くら(義)く名)

御-ともに　YLQ3J12

くらひ(位)く名)吟くらゐ
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玉の御-をっきめしよわちへ　V(4)ll

〈らゐ(位) (名)のくらひ

わうの御-をっきめしよわち-　M(4)3

くるく( 「狂う」か) (動)

-まし　Ⅶ(功9

くわ(チ) (名)

おもひ--　Ⅵ位1)18, X(15)24

月　・蝣:ftl

五-四日　VK(8)17

六-二十四日　V(19)16

六-大吉日　VHG3HO

八-大吉日　Ⅴ脚18

八-吉日　1XO9)16

八-二日　Ⅵ掴17

八-十二日　Ⅷ仏8)17

九-大吉日　1(1814, TO)16

Jl　　二[1　vi:ユ・・!

十-六日　X(6)10

十　　　XG315

十二-三十日に　Ⅵ価)18

官人　く名)

代の-の　XQD9

元年　(名)

嘉靖　　　I(3) 3

敬白

石ふきやうあさにや太郎-　Ⅹ四14

けす(下司) (名)

あんし-のため　1(ll)17

あんLも-も　IV(l)6, Xtt7)26

かミしものあんL was2

くにのあち-たミひやくLやうめ　HI(10)9

あち-そろて　Ⅷ伽)5

2　6　7

天か下のあち　　　W(40)20

けに　く援助)

ふかさある-　V(12)26,　は3)15

ありたる-　VH6121

いのりめしよわちやる　　　VHU528, ME(24)29

ミまふりめしよノ、る-　Ⅶ田11

やりよる-てて　K416

けら--あくかへ(家来赤頭)く名)

里主へ　　　YQ912,関根7, VI(22)18

里ぬし-　　　VI(9)7

さとぬし-　　　W(5)13, W(i5)19, TO)8

W3S27

けら-(追-) (動)

いちゃちや-わちへ　Ⅵ伽)8

-わち-てて　Ⅷロ机0

御はか-わちへ　X(3)l

国のまてや-ノ、ちへ　VH(13)16

御くらともに-申候　　VI(13)16

首里もりまたまもり-て　VI(17)2

けらゑらし(造らゑらし) (動)

ちよくきよらく-めしよわち-　K(5)17

弘治　(名)

-十四年　ias8

こく(此処) (名)

-より上下　VI(9)16, VI田27

こく(冒)く名)

りうきう-ちうさんわう　11(2)ll

国　(名)

大りうきう-　V(3)6-

琉球　　　VWD 4

りうきう　IX(1)5

国王　(名)



-の御ミ事に　VQ3)1

五月　(名)

-四日　YH(8)16

千

一　時.KmTiw隼　vs'rv*

こころ(心) (名)

-一にあわせ　V(15)21

御さ侯　(動)

御わたり侯て-間　XttOll

こしあて(腰当て)く名)

御くすく<n V[(5)27

世の-あをりやたけ　VI(18)13

こちひら(東風平) (名)

-の大やくもい　Ⅶ(珊4, 1XO5)23

こと(事)く名)

きちやる-ノ、なきやもの　Ⅶの7

邦　・f.>

むかしいまの-を　V(6)27

おさめめしよわる-　V(7)24

よろこひたのしむ-かきりなし。　Ⅴ(却15

かにある-は　X(23)7

人-あらは　X(18)2

こと　(接助)

めしよわちや　　　K(3)12

事　(接助)

めしよハちや-　Ⅷ伍18

めしよわちや-　1(9)29, V田ill, VK2D13,

VI田8, lffl(5)13, W伽D21,

X218

ことは(-言葉)く名)

此すミの-′、 111(19)ll

五人　(名)

ゑくか御　　　X(16)14

この(此) (名+格助)

-御石かき　VI闇1

-卸すゑ　1026

-御はかの　KQl)1

-かきつけ　1(16)6

そんとんより-かた　V(3)23,・11(3)15

-すミ　I(15)6, K(18)1

-ところに　1(13)6

-はし/、　1(ll)2

-ひのもんノ、　K(9)25

此　(名+格助)

-御すLより　Ⅹは7)9

-御はかところは　X(15)l

-くすく　111(13)4

-すミのことはin(19)5

このミ(工ミ)く動)

国のまてやけら-ノ、ちへ-よノ、ちへ

Ⅶ(13)2 1

くにのまてや-よわち-けら-わちへてて

lno 2

これ　(名)

-ハ　VttO)22

こゑく(越来)く名)

--のあんし　1(7)6

さ(歳)く名)

ともゝととひやく-と　VI(34)29

-さ　く接辞)

きよら　　蝣YE(5)10

ちよ　　　VH514

ふか- V色2)22, VKID25, W(13)ll

さいく(細工)(名)

石の-あつめ候て　Ⅹ(4廿4

さいもん(祭文)く名)

-よミ侯て　X(ll)13

蝣?-.6　蝣8



さうせ(想思)く名)

世の御-のために　Ⅲuオ3

御-めしよわち-　VI(7)3, K(4)22, K(9)

13

幣I-.'∴・お　-　＼i;_M'7

御-めしよ-ち-　Ⅶ(用3

さうち(掃除) (名)

御はかの-′、 IXUD9

さし(刺し) (動)

たしきやくきっい-よノ、ち-　vn(4)ii

たしきやくきつ-よわち- 111(8)10

さしき(佐敷)く名)

ち-ねん-わ　Ⅲ掴26

ち-ねん-しもしましり　Ⅶ図7

さす(差す)く動)

-かさのあんし　1(4)6

させ(助動)

はしかけ　　　11(13)23

いしはめ-て、　TO4J18

さため(定め)く動)

お-めしよ′、やる　Ⅶ伽)9

さつけ(授け)く動)

-めしよわち-　V(5)14

里主　く名)

Lやなの　　　VI(42)ll

花くすくの　　　VH4312

まふI..'・-I-　＼"I:Ul.I

さとぬLへ(里主部)く名)

千人の-あくか-　nao)6

-はんの　　　1(1325

みはんの-　VH(5)7

ミはんの大やくもいた　　　¥K15)14, TO)2

うらおそひまきりの大やくもいた1-　Ⅷ伍)

21

里ぬし-(里主部)く名)

2　6　9

大やくもいた-　vI(9)2

塁主へ(里主部)く名)

大やくもいた-　V(15)8, V伽13, VI田14

さとり(悟り) (戟)

-めしよわちへ　V(7)l

候　く補動)

-て

あかめたてまつり- ll(17)22

あっめ　　　x(4)21

御わたり　　　x(9)25

よミ　　　X(1U20

ねかひ申し-　Ⅷ触7

ミ御ミ事をかミ-　VI(8)5

°

御たてめされ　　　　x(14)22

申-0

ミおほけにあひ-　　VQS13, W(35)ll

おかみ-。　Ⅷ伽D20, IX(12)27

おかミ-　　11(10)29

卸ゆわい　　　111(18)19

御ゆわひ　　　　viei)

からめき　　　　Xo26

けら--　　VI(13)20

卸おくりL X!6)30

御たかへし-。　V伍)22

十二月三十日にしるし-O　Ⅵ脚28

卸せゝるたまわり-.　n(5)ii

御石かきっみ-.　vramo"

ミはいをかみ　　　Y[(24)17, VI田G22,

VII

おゑかをかみ-　　VI(33)20

ミはいをかミ-。　V伍9, ¥f(44)26

ニー(+名詞)

御わたり侯て御さ-問　xao)3

あるましく-はとに　X(13)20



御給り‥一一はとに　X(16)21

E!トー( +r,jサー:‖

つみ-あひた-　Ⅵ鋤12

つみ-時の　VH2126

わたり-時に　n{2)9

わたし-時のひのもん11(2)15

う--ひのもん　VUJ28

たて-ひのもん　11(2)17

をかミ-はとに　X!4)5

さる(申)(名)

かの--　Ⅸ凋12

されは　(按)

-嘉靖二十二年　V(18)15

三十

二百-ひろに　VI(12)25

三十三天　(名)

天　　111 (17) 2

三十二年　く名)

嘉靖　　　W(8) 3

三十三年　く名)

寮靖一・・ ㌧蝣Tirn~-

三十日　く名)

十二月-に　VI髄は9

三日　く名)

九月-ひのとのミの-に　Ⅵ伍)5 I

三人　(名)

-の世あすたへ111(19)16

性あすた--　V伽　VI即10, W則8,

TO)9, 1XO3)7, X凋7

奉行　　　vI(41) 7

-おろくの大やくもいきまの大やくもい

かなくすくの大やくもい　W(41)6

°Iゑくか御-　X(16)6

三百人　(名)

-そうたち111(17)25

し(為)く動)

御おく'り-申胤　x(6)28

御たかへ-申候o v伍)20

しかれは　く接)

御代ににたり。一

御ゆわい事あり。

V9)l

W(8)ll

四月　く名)

-九日　酎3)16

四十八年・(名)

高層　　IX(19) 4

下　く名)

おきなノ、の天きや-ハ　VHGD12

天か-のあちけす　Ⅶ(拙4

十　く名)

二百三-ひろに　VI{12)26

十月　く名)

-一六日　X(6)9

甲子冬-　Ⅹ幻)14

-七日　(名)

-のうちに　X(4)24

し・ほたるかね(小樽金) (名)

かなはの大やくもい-　Ⅵ(調17

くにかみの大やくもい二　VI(40)18

十二月　く名)

-三十日にしるし申候　　M(38)16

十二日　(令)

八月-　wasis

十八天　く名)

地は　　11 (17)10

十四年　く名)

弘治　　　I 08)10

しま(島) (名)

-ともにミはいを串、み申候　Ⅵ伽2
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-のあすた　Ⅶ即16

しまおそい(島襲い)く接辞)

-大さと　1(14)12, YK(27)17

しましり(島尻) (名)I

下　　　　n (iai3

Lも　　　vm凋13

しまよ(島世) (名)

ミ-にん　1(9)3, VH(1飢9, Ⅷ幻)18

しま世(島世)く名)

-のてやちきやら　Ⅶ伽)25

しめさし　(戟)

およノ、ひ-よハる。　Ⅶ田)2

Lも(下) (名)

かミ-のあんしけす　vnn7)23

かみ-ちはなれそろて　WQ64

下　(名)

こくより上　　　VK9H9, VIの3

しもしましり(下島尻) (名)

ち-ねんさしき-　Ⅶ(孤ll

下しましり(下島尻) (名)

-ともに　1(15)12

小　(名)

:六一一!、　'蝣・t蝣∴、こ　1円・>V>.'・

正月　(令)

はん-まゑに　KttiE8

尚清　く名)

中山王-ハ　V(3)12

琉球国中山王-　W(2)l

Lやうねい(尚寧)く名)

ちうさんわう-ノ、　W(3)l

Lやな(討名)く名)

-の里主　VT836

しゆる(為ゆる) (戟)

のこらに-てて　1X9)6

しゆん(蘇) (名)

つ　7　1ムー1　　　　　　　　　　　　-

きやう-の御代に　V(8)16

Lより(首里)く名)

-の御ミ事　1(ll)6

うらおそひより-に　W(4)25, K(2)17

首里　く名)

-の王　nd)1, vidii, xtui

-の御世の御さうせ　YI(6)24

首里おきやかもいかなし(首里おぎゃか思い加

郡志)く名)

-の御代に　nan

首里おきやかもひかなし(首里おぎゃか思ひ加

郡志)く名)

-まあかとたる　I l l

Lより御城(首里御城) (令)

-の御まふり　Ⅶ防)2

首里てたかすゑ(首里てだが末)く名)

-あんしおそひかなし天の　W(9)1, ll(42)

1

首里天　く名)

-の御ミ事　V(l)l

-のミ御ミ事　Ⅷ廿日

首里天つき(首里天継ぎ)く名)

-のあんしおそいかなし天の　YI(4)1

-のあんしおそひかなし　Ⅵ(郡1

-のあんしおそひかなし天の　Ⅵ制1

首里もり(首里杜)く名)

-またまもりけら-て　VI(15)19

しら(知ら)く動)

ミ御ほけ-かす-す　Ⅵ位)4

かす-すおゑかたまわり申　　TOIO

Lるし(記し)く動)

十二月三十日に-申候。　VI脚24

しる-(漂)く名)

-のために　XQ4)1



す

一十　く助動)

およひ申さ　　　　X(8)6

かすしら-。　VI田)6

かすしら-おゑかたまわり申。 Ⅷ働12

すきり(過ぎり) (動)

御-めしよわちや事　X(2)9

すし(防) (名)

御-より　X(17)12

--のミち　Vf17)15

すゝし(涼し) (形)

まつ′、　　　V(17)10

す-(末) (令)　⊂〉すゑ

-まさる王にせかなしは　Ⅸ(1120

すみ(墨)く名)

此-のこと-　m(19)7

すミ(墨)く名)

この-見る-し。  I(15)9

この-のあさくならはIX(18)4

する(為る) (動)

・かくこ--L YW4315

すれ(為れ)く動)

粥ミ一.-,f.小一・て　　V:

すゑ(末)く名) cjす-

この御-　1(1飢0

とも、-　VEQ6)6

てたか　蝣11(6)18, K(l)10, K(7)8

-まさるわうにせてて　172

首里てたか　　　W(9)6, W2)6

天きや-　Xl)9

す_ゑ(据ゑ) (動)

かさり物を　　　X{10)25

ナゑつき(添継)(名) -

-の御ちゃう　VI(27

-のミ物　VI(19)18

せ

せい(努) (名)

-そろい　1(16)2

-はんのせいや　Ⅶ拓)28, VI価)19

-はんの-Ⅶm7

しもしましりきやめの-や　W(28)22

せいいくさ(努軍) (名)

-よせらやいてゝと　TO9

せち(霊力) (名)

きこゑ大きみの御-の　YIK2D24

千代　く名)

-苗代なるまても　K(8)15

千人　(名)

-のさとぬLへあくか-　1(10)2

千年　く名)

-万年にいたるまて　102)13

-高年まても　XQ7]1

千万　(名)

-のミはひ　VHQ89

千高　く名)

-の御ゆわい事　W(7)24

千りやう(千両)(名)

-の金を　Vtt7)23

-の金.^0も　＼Hii)10

そうたち(僧達)く名)

三百人-　皿(18)1

「、 ・十・ ∴　　　　　　　　、-.ォ.!'

そうふきやう(総奉行) (名`)

-二人IXQ5)1
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総奉行　く名)

-なか城おもひこら　XGDl

僧侶　(名)

国中の-めとも　X(7)12

そむく(背く)く動)

このかきつけ-人あらは　106)14

そめ(染め') (接辞)

かな-はつまき　W(32!4

1そろい( -揃い) (接辞)

せい-mas4

そろて(揃て)く動+援助)

さとぬLへあくか--　mao)i7

けら-あくか--　V伽26

大Jトの人々-　Ⅵ任0)25

-ミはいをかみ申侯.　Ⅵ脚は0

ちゃうらうそうたち-　VI(3014

ちはなれ　　　W(6)6, WQ6113

あんしけす-　W815

あちけす-　Ⅷ伽)8

ちゃうらうはうすた　　　VE(ie)14

そろ-(捕-)く動)

ちからを-　VttG)6

そんとん(尊敦)く名)

-よりこのかた　VOJ16, W(3)8

た

-た(一連)く接辞)

あす　　　WOT22

ふit -　lSKtf:工l

大やくもい-　V(15)6, V(2机1, VK8)29,

Ⅵ四12, W肌2, W6326,

1℡(3Gl 1 9

ちゃうらう-　W8D19

はうす　　　Vtt(1912, Wi詔14

2　7　3

大-(接辞)

.　　　　　　　、∴∴: ! ,'・

六月-吉日　vns3)ii

九月-吉日　108)15, W(45)17 .

-明　Ia8)6, V(28)l, W(盟, X(23)3

-りうきう国　V(3)l

代　(名)

二十一-の王の　V(4)4

二十四-のわうの　M2(3)23

千-希代なるまても　K(8)16

千代高-なるまても　K(8)19

大小(名)

-の人々　vraoiiR

-Aのゑくかおなこ　Ⅷ(認2

たい-いけう(太平橋) (名)

-　.}二:. ∴* Il*　　*l、∴∴:;

たいり(内裏)く名)

-より　V(9)22

唐　く名)

-より　X(9)6

たか-(崇ペ)く動)

御-めしよわるもり　V(9)7

御-し申侯　V拓は6

・:iト　*>-i　--*・r　・工　¥.il. :、

たくし(沢咽) (名)

-の大やくもい　1(22)18

たけ(丈)く名)

-ハ十ひろ　M(12)ll

たけ(衣) (名)

へんの-　vaojis

くもこ-　Ⅵ仁7)10

世っき　　　vI(17)16

あをりや　　　VIQ8J23

たしきやくき(だしきや釘)く名)

-つたしよわち-　21(8)2



-ついさしよハち-　VI(14)2

たたる(崇る)く動)

--し　　107)21, X(18)22

-たち(一連) (接辞)

そう　　　　EIQS3

たて(建て) (戟)

-申候ひのもん　11(2)14

このひのもん--めしよわちやる　IX(10)5

ひのもん御-めされ侯　　X(14)18

たてまつり(奉り) (補劫)

あかめ-候て　107)17

たのしむ(楽しむ) (動)

よろこひ-事かきりなし　　V(27)10

たひら(平良) (令)

-のかはら　WU210

たひらおほな　(平良大庭)く名)

-′、たひらのかはら　Ⅷは2)2

たひらはし(平良橋) (名)

たい-いけう　　　¥f(lH9

たひらもり(平良杜) (負)

-おしあけもり　W(2D2

たほい　(名)　¢たほひ

御おもろ御-めしよわちや事　VK2D3,

Ⅵ(誠27

たほひ　く名)　⊂〇たほい

御せゝる御-めしよわち-　MS);

給り　(戟)

御-候ほとに　X(16)19

玉うらおそひ(玉浦襲ひ) (名)

-に御ちよわひ　Ⅷ伍Ul

たまくすく(玉城)(名)

--の大やくもい1XO7)ll

たまわり(賜り) (動)

御せゝる-申侯　1(5)6

おゑか-申.　Ⅶ脚18

たミひやくLやう(民百姓) (名)

-のため　WQOl12

ため(負) (名)

くにのあんしけすの　　in(ll)2r

たミひやくLやうの-　Ⅷ肌)22

御させの-に　fflaa:

ミつかくこの-に　1(13)16

とまりのかくこの-に　YG(3)19

国のようしの-に　ⅦC2根9

しるへの-に　X(14J7

太郎　(名)

石ふきやうあたにや-　X幻11

た　　　:¥:-; V:

きようしゆんの御代にに-　　V(8)26

たるかね(棒金) (名)

かうちの大やくもい-　Ⅵ田)17

たるかねもい(捨金思い) (名)

-たくしの大やくもい　Ⅲ闇11

ち(也)く名)

-にふして　1(17)14

と!i　　　・.

-は十八天　El(17)7

-にふして　Ⅹ(用15

ち(来)く動)

に卸　　こ:?-l'、 ＼1'!'* '

御-よわいめしよノ、ちゑ　Ⅷ即)7

いつまても御-よわいめしよわる　W43)12

御-よわひめしよわに　K(7)23

ちいへい(指揮)く名)

御つかいの　　　X(9)16

ちうさんわう(中山王)く名)

り　うきうこく-Lやう,ねい-　W(2)14
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中山王　(名)

大りうきう国-尚清-　V!3)8

琉球国-尚輝　116

ちかため(地固め) (名)

-のおよノ、ひ　W1918

ちから(力) (名)

-をそろへ　VQ91

ち金九(治金丸) (名)

ミヤこ.より-ミこしミ玉の11(1)24

ちきやら(力)(名)

しま世のてや　　　W(31) 4

ちはなれ(地雛れ) (名)

-そろて　MK5J27, W(16)7

-ち-　く接辞)C3-ちゑ, -て

-めしよわ-

あわし-　Ⅴ固26

御のほり-　Ⅵ伍)23

御よひ-　Ⅷ蔚;)24, W闇25

おれ-　n419

さつけ　　　V(5)21

さとり　　　　V(78

つき　　　V(4)22, W4114

つけ　　　W721

をれ-　Ⅴ働19, VM919, "Vtt(9)19

-よわ-

かけ-　Ⅶの6

けらゑらL K(5)26

このミ　-I lTH^il,・?

つかし-　m(7)27

つさし-　in(8)14

めし-　V田12, 71(7)ll, VI(15)16,

Ⅵ脚23, VI図6 , VI(28)18,

K(5)5, K(6)27, K(9)21

わたし-　Ⅲ(7は9, W(23)14

-よ′、-

2　7　5

このミ　　　711(13)26, MK14)15

めL WQDll

-わ-

おりあけ-　Ⅵu第24,

けら--　Ⅵ田1)12,　伽14, X(3)5

っミあけ　　　VI(18)7 , VK19J15

ととめ-　11(8)27

とゝめ-　Ⅶ掴28

-′ヽ　　~

おりあけ　　　VII(12)7

けら-　　　WQ3118

つミあけ　　　TO215

からめ　　　　VK(6)13

からめきミ　　　X510

つみみ-て　VI(13)5

ち-ねん(知念) (名)

'蝣*　　-<'　*'.∴∴

「さしきしもしましり"VK282

-ちや　(接辞)

-めしよわ-

御すきり-事　X(216

御たか--事　Ⅶ闇)19

御ほこり-　Ⅴ偽)9

てりあかり-事　W(5)ll

てりあかり-こと　1X13)10

めしよハ-事　Ⅷ防)6

めしよわ-事IH(9127, VIGDll, VI伽)6

ちや(門) (名)

いちや-けらへわちへ　VI価)5

ちゃう(門)く名)

すゑつきの御　　　VH2U4

ちゃううう(長老)(令)

-そうたちそろて　VI郡)3

-はうすたそろて　YE19)3

ちゃうらうた(長老達) (_名)



くに＼J　のあち--あすた-　ⅦOD14

-ちやる(接辞)

いのりめしよわ-けに　・11(15)25, W鋤26

き-ことノ、　W(23)3

たてめしよわ-　　K(10)ll

めしよは-ミせゝるに　WQ9128

めしよわ-ミせせるに　vn(io)6

-ちやれ(接辞)

くすくつみつけてみおやし-は　M(7)6

ちよ　く名)

大-もいかなL K(6)2

ちよく(強く) (形)

いくさか-のきちやることハ　Ⅶ鋤25

-かたくかくこする-L MI(42)21

-きよらくけらゑらし　3X(5)8

ちよさ(強さ) (名)

御石かききよらさ-あれとも　VH5I12

-ちゑ(接辞)　吟ち-, -て

おほこりめしよ-　　　W27116

めしよ--　Ⅷ図15

をれめしよ′、-　W(19)15

つ

ついさし(突い刺し)(動)　ESつさし

たしきやくき-よわちへ　Ⅶ(用9

つかい(遣い) (名) C3つかひ,つか井

ミ御ミ-すれてて　X(3)10

御ミ-のちいへい　X(9)ll

つかし(着かし) (動)

ま玉はしくにのまたやわたしよわち--

よわち-　111(7)22

つかひ(遣ひ)く名)・ ¢つかい,つか井

ミ御ミー-めしよわち-　Ⅴ聞4

つか井(漣ゐ) (名) ¢つかい,つかひ

ミ御ミ-めしよわち-　VI(27)21

つき(継ぎ)く動)

御くらひを-めしよわちへ　V(4)16

御くらゐを-めしよわちへ　W(4)

月Z:　く名)

-におゑかをかみ申候O　Ⅵロ)8

つくり(造り)く動)

ミち　　　1(2)4

みち　　　　V(l)18

ミちを-　V(13)14

つけ(付け)く動)

すゑまさるわうにせてて-めしよわちへ

W715

-つけ( -付け) (補動)

くすくつミ-て　W(6)22

ミちはしつミ-て　VI(16)24

つさし(突刺し) (動) E3ついさし

たしきやくき-よわち-　蝣in(8)9

つち(土)く名)

とろ-ふかさあるけに　V(12)17

とろ-~ミつのふかさあるけに　was2

つち(頂)く名)

世の-に　Ⅷ甜2

つちのと(己)く名)

-のとりの-に　Vtt(8)21

-のミの-に　Ⅷ(用22

つませ(積ませ) (戟)

御石かき-てて　VK7J19

くすく-てておかて　W(4)10

つミ(横ミ) (戟)

なけノ、二百三十ひろに-みち-て　VI(13)2

御ちゃう御石かき-申侯時の　M(2)23

御石かき-申侯　Wll)7▼

この御石かき-申候あひたハ　Ⅵ(盟)9

くすく-つけて　W(6)20

:: 7 i:''



くもこたけ世つきたけおりあけわちへ-あ

けわら-YIU82

ホ>・nt'/たりおr.r-
.f?ii;蝣;へJ、げ∴J_

VI(19)10

いしらこはましらこはおりあけハち--あ

け/、ち-VHQ310

いしらこはましらこはおりあけわち--あ

けわち-Ⅷ鋤10

たいらはし-申時のひのもん11(1)25

ミちはし-つけてW(16)22

て

て(辛?) (名)

しま世の-やちきやら　W61)2

・T　・こ控?蝣;ニ

ひかしにあたり-　VttO)9

くすくつませてておか　　　VH418

はめさせてゝをか-　W(14)25

ミはひおか-あり　　TO8)19

からめきミち-　　　XI5J12

汀mi、rlま.'二>J--・いi-l".J蝣・一一一・ ～

あかめたてまつり候　　111(17)23

あっめ候　　　X(4)22

御わたり候-御さ侯間　X(9)26

ねかひ申し侯-よるもひるも　Ⅷ(軸8

よミ候-　X(ll)21

ミ御ミ事をかミ候　　　YE(8)6

千人のさとぬLへあくか-そろ-　naoii9

けら-あくか-そろ-　Ⅴ餌28

大小の人々そろ　　　VIQO)27

そろ-ミはいをかみ申侯。　Ⅵ(却12

ちゃうらうそうたちそろ-　Ⅵ伽)16

ちゃうらうはうすたそろ-　W(19)16

ちはなれそろ-　W(6)8, TO15

2　7　7

あんしけすそろ-　was7

あちけすそろ-　Ⅷ即)10

細石かきつませ-　M(7)22

くすくつみつけ　　　VE(6)24

ミちはしつミつけ　　　WQ6I26

なけノ、二百三十ひろにつみみち-　　　VI(137

まうはら　　　VH(15)7

みよはら-てゝ　was14

よりそふ-　Ⅶ脚23

ちにふし-　1(17)19

地にふし-　X(18)20

かくに　　　XQD4

ていわう(帝王)(名)

もろこしの　　　V(8)7

てた　(名)

-かすゑあんしおそひ　W(6)15

首里-かすゑあんしおそひかなし天の

3,

-かすゑあんしおそい　K(l)7

ゑその-の御はかIX(4)4

-かすゑあんしおそいかなしも　K(7)5

てて　(援助)

御ミつかいすれ　　　X(3)16

やりよるけに　　　K(4)18

わうにせ-つけめしよわち-　W(7)12

てゝ　く接助)

けらへわち--いのりめしよわちやるけに

TO16

のこらにしゆる　　　1X9　9

ミしまよねんみくによねん　　　1(9)15

いきや-　Ⅶ¢蝣4)26

はめさせ-をかて　VK(14)20

みよはらて　　　　VII(1515

よせらやい-と　Ⅶは019

てにらきわうにせ(天継ぎ王にせ)く名)



-のあんしおそひかなしの　VE(2)4

てりあかり(照り上がり)(動)

しよりに-めしよわちや事　W5)2

しよりに-めしよわちやこと　K(3)l

てん(天) (名)

-にあをき　107)6

-よりわうの御なをは　¥ffl(6)l

天　(名)

-より王の御なをは　V(4)25

おきな・、・-'"蝣>　-き　r蝣'- ㌔.11∴:つ

-きやすゑあんしおそいかなしの　X(l)6

-にあふき　x(18);

-三十三天　皿(17)1

-天　く接辞)

あんしおそいかなし-の　YKD23, VI(4)17

あんしおそひかなし-の　W(42)18

三十三　　　1(17) 5

十八　　　mam2

天下　く名)

-をおさめめしよわる事　V(7)ll

天啓　(名)

-四年　x(6)l

大明-四年　XG3)5

天つき(天継ぎ) (名)

首里-のあんしおそいかなし天の　VI(4)3

天つき王にせ(天継ぎ王仁世)く名)

御なをは-とさつけめしよわち-　V(5)6

-のあんLをそひかなし　Ⅴ飢日

-のあんしおそいかなL VI(1)6

十　く名)

たけ--ひろ　710215

-と　(格助)

此くすく-ミつのかくこのためにintt3)7

御なをは天つき王にせ-さっけめしよわち

-　V5)12

へんのたけ-といふ　　vao;は7

ともゝととひやくさ-ミはいをかミ申侯。

YI G4K3 0

まっをうへれ-の御ミ事をかミ　V(13)25

あにあれは　　　K

からめくへし-　ミ御ミ事おかみ申候。

K (12)16

と　く副助)

せいくさよせらやいて、　　　-おかミめL

よはる　　W(16)21

御さうせめしよわち--このひのもんノ、た

てめしよわちやる。　X(9)23

ii-'-i'  ' '蝣:';

まうはらいの-に　111(4)29

まうはら-の-に　VI(15)29

いよことのあら-や　Ⅶ脚11

あめふる-ハ　VO2)ll

両ふる--　WQ324

たいらはしつミ申-のひのもん　W(l)29

御ちゃう御石かきつみ申侯-のひのもん・

VI 2)28

はしわたし申候-のひのもん　in(2)17

ち金丸ミこしミ玉のわたり申侯-にたて申

侯ひのもん　1(2)ll

- t　・/卜∴王,'・"一蝣"蝣)王I. '、∴ニ.、

と(午) (名)

ともゝ-とひやくさと　VI(34)23

ところ(所)く名)

この-に　1(13)9

御あそひめしよわる　　　V(12)l

とし(午)(名)

ミつの-むまの　　　111(3)13

.J　・、:I



牢　∴r..・

ひのへむまの　　　VIU4)14

ととめ(留め)く動)

あさかかね-わち-　1(8)23

と、め(留め) (動)

あさかかね-ノ、ち-　Ⅶ掴24

とひやく(十百) (名)

とも、と-さと　^(34)25

とまり(泊) (名)

-のかくこのために　1(3)9

とむらひ(弔ひ) (名)

御-にいろいろのかさり物をすゑ　XttOIY

も( ?;i (甘誉・

おひ人わか人め-わらへにいたるまて

Ⅴ伍)20

僧侶め-わらへのいふにおよひ申さすo

X76

-とも　く接助)

きよらさちよさあれ　　　VI(518

なきやものやれ　　　W{23)19

ともに(共に)(刺)

下しましり-かきのはなちにせいそろい

Ⅲ (15)18

しま-ミはいをかみ申候。　VI倒)5

大小のゑくかおなこ-御よひめしよわちへ

Ⅷ闇14

ともに(共に) (刺)

御くら-　M(13)14

ともゝ(十百) (名)

-ととひやくさと　Ⅵ糾20

-すゑ　T02

とよみくすく(豊見城)(名)

-のあんし　1(9)6

-の大やくもい　nxaォ7

とよみくすく(鳴響み城)(名)

2　7　9

-のあんし　1 96

---∴-T-'・こ:い、・ i.こ;;.!i ,

とよみくすく(鳴響み城) (名)

蝣*蝣. _ V.二、 -・''*'.'・-.　　　二:

とよミ城(豊見城)(名)

-の大やくもい　Ⅷ(蝿4

とよミもり(鳴響み杜) (名)

-よそいもり　1(6)2

とり(酉) (名) ・

きのとの-の-に　1(3)25

つちのとの-の-に1蝣1(8)26

ひのとの　　　V(19)26, M13,価(45)12

ミつのとの-のへに　VI(14)25

とろ(梶) (名)

-つちふかさあるけに　Ⅴ∽14

-つちミつのふかさあるけに　W(12)27

な(名) (名)

王の御-をは　V(5)2

わうの御-をは　W611

御-ハのこらに　K(8)28

な(症) (名)

たひらなほ-/、 MI(12)7

なか城.(中城) (名)

-おもひこら　X(2D5

中くすく(中城) (令)

-のあんし　1(5)6

-なから　(援助)

むまれ-むかしいまのことを　V(6)16

なき(無き) (形)

きちやることハ-やもの　Ⅶ助11

なけ(長) (名)

ニーノ、二百三十ひろに　VI(1219



なこ(名護) (名)

-の大やくもい　Ⅶ(凋4

なし(無し)く形)

かきり-　V(6)4, V即20

なは(那覇) (名)

1-のはん　Ⅶ伍)23

なら(成ら) (動)

あさく--ははるへL KQ812

なる(成る) (動)

千代苗代-まても　K8)21

なを(猶) (刺)

金よりも-まさりの　Ⅷ伽)21

に

に(似) (戟)

きようしゆんの御代に-たり　　V(8)25

に　(助動)

ひと--ありたるけに

かく-て　XQU3

二百　(名)

なけノ、-三十ひろに　VI(12)23

-に　(格助)

(時)

千年万年-いたるまて　I(1飢8

のち　　　I 04)ll

御代-　11(1)16

わたり申候時　　　11(2)12

まうはらいの時　　　1(4)30

まうはら-の時　　　VI(15)30

きのとのとりの-　　　111(3)29

ひのとのとりの-　　　V(19)30

ひのとのミの--　VI伍)15

ひのとのゐの-　　　X6)21

ミつのとのとりのへ　　　VI(14)29

つちのとのとりの-　　　VH(8)30

つちのとのミの--　W(18)30

月と-おゑかをかみ申侯　　VI83)10

十二月三十日-しるし申候。　Ⅵ脚22

はん正月~丈ゑ-　Ⅸ且乃3

-七日のうち-からめきミちへ　X(5)3

昔今-も　X(13)12

(場所)

このところ-おさまる-L I(1312

くもことまり-ま玉はしくにのまたやわた

しよわち-　1(6)26

-すしのミち-千りやうの金を　V(17)21

みち-いしはめさせてゝ　11(1412

やらさもりのほか-くすくっませてて

Ml (14) 4

めしよわちやるミせせる　　　　vn(10)14

めしよはちやるみせゝる-　Ⅷ伽)6

(対象)

ち-ふして　1(17)15

也-ふして　X(18)16

てん-あふき　I{17)8

天-あふき　XQS9

きようしゆんの御代-にたり　　V(8)23

ミおほけ-あひ申候　　V(18):　　伍)6

御五人-御給り候はとに　X(16)16

御すLよりほか-あんLもけすも人事あら

は　Xtt7)19

(原因)

ミ御ミ事-,ま玉ミなとのミちつくり　-

Eld22

世の御さうけのため-,ねたてひかわ又と

よミくすく　1(12)10

国王の御ミ事-,ミちをっくり　V(13)8

あんしおそいかなし天のミ御ミ事`-,すゑ

つきの御ちゃう　71(2)5

首里天のミ御ミ事-たいへいけうたいらは

2　8　0



しつミ申時の　wcnio

(理由)

てたかすゑあん・.Lおそいかなしも御ちよわひ

めしよわ-,あにあれはと　K85

ミ御ミ事をかミ申候はと-,石のさいくあ

つめ候て　X49

かにある事は昔今にもあるましく侯ほと-

末代のしるへのために　X(13)23

御五人に御給り候はと-,千年高年まても

-・人事あらは　X(16)24

(目的)

ミつかくこのため-,-はんのさとぬLへ

1 (13)18

とまりかくこのため-,やらさもりのほか

にくすくつませてて　VBG21

国のようしのため-,いきやてゝ　Ⅶ伽21

しるへのため-ひのもん御たてめされ侯。

Xlti9

御なノ、のこら-しゆるてて　K(94

御とむらひ-いろいろのかさり物をすゑ

XttO ll

(結果)

こころ--あわせ　V(15)26

なけハ二百三十ひろ-つみみちへて

VI (1229

(帰着点)

わら--いたるまて　Ⅴ伍)26

かきのはなち-せいそろい　1(15)28

やらさもりくすく-よりそふて　Ⅶ脚17

Lより-てりあかりめし

よわちや事　W(4)28

Lより-てりあかりめしよわちやこと

K220

玉うらおそひ-御ちよわひ　Ⅷ防)17

世のつち-御ちよわいめしよ-ちゑ

:r1 8

＼ICS-1

(方角)

ひかし-あた・りて　VttO)4

(比況)

ねいしまいしのや-いつまても御ちよわい

¥I(43)3

-に　(接助)

いふ-およひ申さす　　X(7)26

二十一代　(名)

-の王の　V(4 1

二十二年　(名)

嘉靖-　V(19)3

大明嘉靖-　Ⅴ(誠5

二十四日　(名)

六月　　　　V(19)17

二十四代　く名)

-のわうの　1丑(3)20

二十五年　く名)

嘉靖-　VI(14)3,.VI僕)5

高暦-　l i4, W(45)3

-日　(接辞)

六月二十四-　V(19)20

八月十二　　　W(18)20

九月大富　　　1 08)17, ll(45)19

九月三-　l蝣IIS!6

十二月三十-に　Ⅵ脚21

-七-のうちに　X(4)26

二人　(名)

ふきやう　　　　TOO)

そうふきやう　　　IX(15)

一にて　く格助)

くま-むらからおれる-し。 IVl12

にるやの大ぬし(にるやの大主)く名)

-きみ＼ー/の　Ⅵ凶1

-a　(mm)



三百-そうたち　111(17)27

≡-の世あすた- ll(19)17

位あすた-≡-　V脚9, Ⅵ即日

奉行三　　　VH41) I

ふきやう二-. Ⅷ馴9

そうふき-蝣^蝣:>∴　-　lv::",".ミj

ゑくか御五　　　X(16)15

ぬ　ナシ

ね

子　(名)

甲　　　X(6)7, X幻は2

-わ　く格助)

ミしまよ-ん11(9)6, WO222, ¥I23)21

みくによ-んinO)13

おくのよ-ん　Ⅶua29

わいし(根石) (令)

-まいしのやに　YIGD9, W(42)21

ねかひ(願ひ) (動)

御かほう-申し候て　MH(44)2

ねかひ事(顧ひ事) (名)

-かなひ　V佑)24

ねたて(根立て) (名)

御石かきの-のふかさ-　VI(ll)18

ねたてひかわ(根立て樋川) (令)

-又とよミくすく　102)12

-のミつのかくこハ　Vn(40)17

-年　く接辞)

大明弘治十四-　108)12

嘉靖二十二ニー　V(19)6

大明嘉靖二十二-　Ⅴ(誠8

嘉靖二十五-　Ⅵ掴6, VI価)8

嘉靖三十二　　　VH(8) 6

嘉靖三十三-　Ⅶ田8

粛暦二十五-　Ⅷu甜7, VHH436

/.・"蝣::号:　、 ・　Tl工/-:

天啓四-　X(6)4, Xm8

千-万年にいたるまて　H惚14

千-高年まても　x(17)2

千年万-にいたるまて　I(12)17

千年高-まても　x(17)4

の

-の　く格助)

上主二~.'1 I

あんしおそひかなし天-・-・・・御ちよわいめ

しよわる　lffl(4219

いくさかちよく-きちやること/、 Ⅶ励25

いよこと-あら時や　Ⅶ脚6

御せち-　ミまふりめしよハるけに　Ⅶ飢)26

おやかなし-御すきりめしよわちや事

X　26

御社-御さうせめしよわち-　M630

御世-御さうせめしよノ、ちへ　wao)27

かみはとけ-御あそひめしよわる　Vu机8

かミほとけ-をれめしよ-ちゑ　W(19)7　蝣

きこゑ大きミきみ＼〉--おれめしよわちへ

1 (4)ll

きこゑ大きみきミ＼ー/-をれめしよわち-

Ⅴ伽1)ll, VI(15)ll

きこゑ大きみきみ＼＼/-をれめしよわちへ

vno ll

代の宮人-さいもんよミ候て　XQDll

このすミ-あさくならは　K(18)6

首里天つきのあんしおそひかなし-ともゝ

ととひやくさと　VI(34)18

にるやの大ぬしきみ＼＼!/」一一一御のほりめしよ

わち-　Ⅵ伍)13

2　8　2



ミつ-ふかさあるけに　VI(137

は-おもて-ひとへにありたるけに

ミこしミ玉-わたり申侯　1(2)3

わうかなし-おほこりめしよ-ちゑ

(所有格)

-あんし

きこゑ大きみ-　I(3)12

きん-　I(8)8

こゑく-　1(7)9

さすかさ　　　I (4)10

とよみくすく　　　I(9)12

中くすく　　　I(5)10

みやきせん-　1(6)ll

-大やくもい

あはこん　　　IX(15)15

いけくすく　　　KQ315

う:~、 _J-　　　＼I!...5H T

太さと　-　V':蝣?!'>'蝣

おろく　　　TO12

かうち　　　1(21)20, VIC調9

かつれん　　　VK(39)

かなくすく-　1蝣11(436

かなは　　　　VI(盟) 9

かノ、かミ-　Ⅷ6オ8

きす、-　Ⅴ81)6

きま　　　YEC4D22

くすくま-　Ⅶ(58, TOD8

くにかみ-　Ⅲ脚D21, VK40IIO

くにかミ　　　W(47)l

こちひら　　　MS7J8, 1XO5)27

たくし-　illごニ1

たまくすく-　Ⅸum6

とよみくすく　　1XO4)13

VI 6)10

Ⅷ郡6

2　8　3

とよミ城-　Ⅷ個8

なこ　　　　Wォ96

花くすく　　　vmi

みや平-　V(詔6

よむたもさ　　　KQ3J28

-ため

御さうせ-に　1(12)6

ミつかくこ-に　VH(3)17

くにのあんしけす-　111(ll)19

たミひやくLやう-　VI(10)20

しる--に　Ⅹ(1封4

国のようし-に　TO17

あんしおそいかなし-おなこのおやかなし

の　Xl121

あんしおそしかなし天-ミ御ミ事に

VH124, VK4118

あんしおそひかなし-ミ御ミ事　V3I(2)23

あんしおそひかなし天-ミ御ミ事　11(9)19

石-さいく　X(4)12

-はん-さとぬLへ　1(1323

-はん-せい　Ⅶ伍)26, W伍517, W(27)5

いろいろ-かざり物を　X(10)17

うちほか-御いへひのかみ　¥i(28)28

まつをう-れと-御ミ事　V(13)26

うらおそい-ようとれは　K(3)20

おらおそひ-御くすく世の　W(27)24

うらおそひまきり-大やくもいた　11(36)12

御石かき-ねたてのふかさ/、 VI(ll)16

・..・I ':∴　　　　司　l.、　　、∴I.1'二二

おきなハ-天きや下ハ　TO6

おきなハ-天か下の　Ⅷ(亜)10

おきやかもいかなし天-ミ御ミ事に

I116

おく-ミよ　n616

御くすく-御石かき　VI(4)2



御くすく-こしあて　VI5)25

御くすく-うちほかの　Ⅷ腿)22

御くやう-御ゆわひ　VI(30)28

御つかい-ちいへい　X(9)14

おなこ-おやかなしの　Xl)26

御はか-さうちは　KQD7

大あんしおしられ-おもひくわ-　X(15)19

御世-おさうせ　Ⅶ(誠4

かミLも-あんしけす　W(17)25

きこゑ大きみ-あんし蝣1(3)12

きこゑ大きみ-御せちの　VHG1121

きのと-とりの-に　IS(3)24, n(3)27

きようしゆん-御代に　V(8)19

くに-またや　1(79

くに-あんしけすinami

くに-あちけすたミひやくLやうの

WQO1 4

くに-まてや　W(23)26

くに　「　あむた　Ⅶ即26

円　　>fc ,-蝣¥-　1m:flQ

冒-ようし　Ytt(3)3, VII¢4)12

くに＼＼/-あんLへ　v(im v偽i)24,

VI(8)12, M(12)26, ^(4)24

くに＼ノ一七一llあちへ　M(3D8

国中-僧侶　X(7)10

国王-御ミ事に　VQ313

三人-世あすた-　m(19)18

-七日-うちに　X(4)27

しま-あすた　Ⅶ即)18

しま世-てやちきわら　Ⅶ捌28

しもしましりきやめ-こせいや　Ⅶ図20

Lやな-里主　VI(42)9

Lより-御ミ事　1(ll)9

首里-御性の　VI(6)26

首里-王1(1)3, VHU3, X(l)3

首里おきやかもいかなし-御代に　E(1)12

・Lより御城-御まふり　Ⅶ践)7

首里天-御ミ事　V(l)4

首里天-`ミ御ミ事に　W(l)4

首里天つき-あんしおそひかなL VI(27)6

首里天つき-あんしおそいかなし天の

VI4)6

首里天つき-あんしおそひかなし天の

VI別6

此すミ-ことはノ＼　mi

すゑつき-御ちゃう　VI(2)ll

すゑつき-ミ物　VI(19)22

千人-さとぬし-あくか-　nao)4

千番-ミはひ　vEiaii

千高-御ゆわい事　W(7)26

千りやう-金　Ⅴ87)27, W(誠14

大小-人々　VI(10)20

大小-ゑぐかおなこ　Ⅶ僅)4

r=.こ) '"・蝣　　-"'''<てJ: ＼fi∴1こ

ちかため-「およハひ　W(19)22

っちのと一二とりのへに　W(8)25

つちのとのとり--に　W{8)28

っちのと-ミの-に　¥ffl(18)26

つちのとのミ--に　WU8128

てにつきわうにせ-あんしおそ坊かなしの

VE(2 12

天か下-あちけす　W(40!15

天つき王にせ-あんLをそひかなL

Vご1)7

天つき王にせ-あんLtぉそいかなL

VI112

つミ申候時-ひのもん　VI(2)29

つミ申時-ひのもん　W(l)30

はしわたし申候時-ひのもん111(2)18

とまり-かくこのために　VH(3)12

2　8　4



なは-I-はん　W(26125

二十一代-王の　V(4)5

二十四代-h.うの　W(3)24

にるや-大ぬしきみト、/の　Ⅵ伍)4

ねいしまいし-やに　VHOU16, ¥I(42)28

御石かき,nねたて-ふかさノ、 VI(ll)21

ねたてひかわ-ミつの　W(40)23

はしくやう-御ゆわい　1(18)ll

花くすく-里主　VIMSIO

ひ-かミ　WB97

ひ-もん　11(2)20, 111(2)21, V(2)2, VI(3)

2, W(2)2, K(9)29, X(14)12

-すし-ミち　V(17)17

ひのと-とり　V(19)25, W(18)12, ¥ffl(45)ll

ひのと-ミの-に　Ⅵ伍)ll

ひのとのミ--に　VI(25)13

ひのと-ゐの-に　X(6)17

ひのとのゐ--に　X(6)19

ひのへぬま-年　VI(14)13

口　蝣v　　　ミ'&¥l¥'r 、 ＼'iwl,i

まうはらい-時に　1(4)27

まうはら--時に　VIO5)27

T; V; '、-　　ミーi.・に　　　　yi"--'丁

ま玉ミなと-ミちつくり　in(1)29

末代-しる-のために　X(13)27

まふに-里主　VIM9

ミいくに-御はか　X(2)24

ミつ-かくこIHQ311, W40127

ミつのと-う　V(19)12, VC卸14-

みつのと-うL VII812

ミつのととり-へに　YI(14)27

ミつのへむま-とし　1(3)12

みはん-さとぬし-　¥I(5)5

ミはん-大やくもいた　VI(8)22, W(15i5,

1IG319

:I /. 「・

ミはん-御ま人　Ⅶ防)17

ミやこや-ま　　おゑか人　YIQQIir, VI(23)20

むかしいま-事を　V(6)25

もろこし-ていわう　V(8)5

やらさもり-ほかに　W(3)28

やらさもりくすく-かくこ　YD[(40)9

世-御さうせ　m(ll)27

世-こしあて　Ⅵu飢1

おらおそひの御くすく世-つちに　W(27)30

代-宮人の　XQl)7

よそひおとん-大あんし　工(2)12

二十四代のわう-御くらゐを　W(3)28

わう-御なをは　VI(6)

王-御くらひ　V(4)

王-御なをは　V(6)30

わら--いふにおよひ申さす　　X(7)22

ゑそのてた-御はか　K(4)6

(同格)

ゑそ-てたの御はか　K(4)3

のこら(残ら)く動)

御なノ、-にしゆるてて　K(9)l

のち(後)く名)

-にあらそふ人あらは　1(14)9

のほり(上り)く動)

にるやの大ぬしきみ＼〉-の御-めしよわち

-　Ⅵ防)16

のろ-(ノロ部).く名)

あくかへおゑか人-しまのあすた　Ⅷ(罰12

-は　く副助)

いしらこ-ましらこは　VHQD18,　m19

御はかところ　　　X(15)9

かたある事-　X(13)8



いしら二は生しらこ-Ⅶ仕1)24,TOD25

うらおそいのようとれK(3)26

-ノ、く副助)

あと-てたかすゑあんしおそいかなしも

K7)3

つみ申侯あひた-Ⅵ甜17

あっさ-五ひろVI(125

御いちやわりwm¥

御な-のこらにK(8)29

たひらおはな-Ⅶ(∽8

*蝣サJ
蝣t>t、こし'"K…Mi;!?

ミつのかくこYII{41)4

きちやること-なきやものⅦ協)9

此すミのことは1(1914

さうちKQD12

これV(10)24

中山王尚清-蝣V(3)14

LやうねいM5(3)6

天きや下VBC2U13

たけ-十ひろVI(12)13

地-十八天1(17)

あめふる時VQ313

両ふる時WQ2J25

なけ-二百三十ひろにVI(12)21

このはし-3H(iォ7

このひのもん-たてめしよわちやる。

KM3

御石かきのねたてのふかさVI(ll)26

ミち-きよらくV(16)28

まつ-すゝLV(17)

日とのミ御はけ-かすしらすⅥ田27

ミおほけ-Ⅷ脚・6

み御ミ事-Ⅶ朗23

みはい-I-racn

王かなしV(6)ll

-は　く副助)

王の御なを　　　V(5)4

わうの御なを　　　W(6)13

-は　(接助)

人あら-　Iuむ22, I偶22

人事あら-　Ⅹu甜6

あにあれ-　K(8)12, X(7)6

あさくなら-ほる-し。　Ⅸ仕8)14

くすくつみつけてみおやしちやれ-

"VHI7　9

-/、 (接助)

まつをう-れ　　　V(16)24

三∴　　　　　こ　　　　'la"- ".・

はい(痔)く名)

み-ハ　VI(33)23

ミ-おかみ申候。　Ⅷ捌13

ミ-をかミ申侯　Ⅴ脚2, VI(24)10, VK29I15,

Ⅵ伍2, ¥f(44)19

ミ　　ー<・・'÷　　　　V! ':i-

ミ-かうめき申侯　XQD24

御-おかミ申侯　　1(10)22

はうすた(坊主達) (名)

ちゃうらう-そろて　VBttff19

かなそめはつまき-ミはんの大やくもいた

Ⅷ位)ll

はか(墓)く名)

御-やりよるけにてて　K(4)9

この御-の　K(1D5

ミいくに御-けら-申ちへ　X(2)25

はかところ(墓所)く名)

此御-は　X(15)4

はし(檎) (名)

-わたし申候　ffi(2)

この-ハ　mutt5

-かけさせ　W(13)18

*>　O p



ミち-つミつけて　W(16)19

-はし(一橋)く接辞)

くもこ-　嘘∞21

たひら　　　W(l)22

ま玉　　　1(7)4, 1(194

ミ物-　¥I(22)26

はしくやう(橋供養)(名)

-の御ゆわい　1(18)6

八月　(名)

-大吉日　Ⅴ図17

--日　YI(14}16

-十二日　TO16

-吉日　Ⅸロ9)15

-ノ、ちへ　く補動) ¢わち-

おりあけ　　　YHO26

けら-　　　W(13)17

っミあけ-　Ⅶはオ14

・とゝめ　　　MI(14)27

はつまき(鉢巻)く名)

かA*-^一小--・ ＼卦こ::・.二

花くすく(花城)(名)

-の大やくもい　V(34)3

-cMUi; W:r,一蝣;

はひ(拝)く名) ¢はい

ミ-おかミめしよはる　　T09

.ミ-おかてあり　　W(18)14

はへおもて(南風表)く名)・

-のひと-にありたるけに　7165

はへはら(南風原)く名) Qはゑはら

-しまおそい大さと　Ⅲ掴7

はめ(妖め)(動)

いLを　　　V(16)14

いし-させてゝ　Ⅶ掴17

はら(班)(戟)

まう-て　Ⅶ個5

2　8　7

みよ-ててゝ　Ⅶ(1飢2

-J^ ・.-、 I.iiミ・'/ I--",:蝣蝣'  '・*・　i :I

まう-の時にIE(4)24

-はらひ(一萩ひ)(接辞) csはらい,はらへ

まう-めしよはちやるミせゝるに　W(19)20

まう-めしよわちやるミせせるに　W(9)24

-はらへ(-萩へ)く接辞) cjはらい,はらひ

まう-の時に　71(15)24

はゑはら(南風原)ぐ名) csは-はら

「-しまおそい大さと　Ⅶ飢2

はん(香) (名~)

こ.'.-　-　VI-.二さ

-はん(一番) (接辞)

--のさとぬし-　机3)21

ミ-の大やくもいた　Yl(8)20

ひ

ひ(火)く名)

-のかミ　Ⅶ闇)6

ひ(碑)く名)

-のもん　1(2)19, 1(2)20, V(2)l, YI(2)

1, ¥S(2)1, K(9)28, X偶11

ひかし(莱)く名)I

-にあたりて　VttOJl

ひかわ(樋川)く名)

ねたて　　　1 (12)15,

人・く名)

あらそふ-あらは　1(14)18

そむく-あらは　1(16)18

-すし(一筋) (名)

-のミち　Vtt7)14

-　く名)

こころ-にあわせ　V(15)25

人々　(名)



-ミおほけにあひ申侯　　VQ8Jl

大小の-そろて　VT(10)22

ひと>(一重) (名.)

--にありたるけに　VI612

ひのかミ(火の神) (名)

御い--御たかへめしよわち`や事　Ⅶ伽)6

ひのと(丁)(名)

-のとり　V{19)22, MQ8)9, W(45)8

-のミの-に　Ⅵ伍)8

-のゐの-に　X(6)14蝣

ひの-(丙) (名)

-むま　VIQ08, VI価)10

日く　く名)

-のミ御はけ　　VI脚19

ひやく(冒) (名)

とも,とと-さと　VI(34)26

百　(名)

三-人　皿(17)26

二-三十ひろに　VI(1324

ひやくLやう(百姓) (名)

たミ-のため　¥S(10)14

ひる(昼)く名)

よるも-も　Ⅴ体511, W(44)14

-ひろ(一尋) (接辞)

あっさハ五　　　VI(12):

たけノ、十-　710316

ねたてのふかさは二-　VIQD29

なけハ二百三十-に　Ⅵ且オ27

ふ

ふかさ(深さ) (名)

とろつち-あるけに　V(12)20

御石かきのねたての-ハ　VKID23

ミつの-あるけに　Ⅷ個9

ふきやう(奉行)く名)

-「一人　Ⅶ捌2

-二人　ⅧⅢ3

いL K(17) 3

石-　X田2

そう-二人　Ⅷ即)3

奉行　(名)

-一人　VG312

-三人　VI(41)4

総-　Ⅹ位1)2

ふし(伏し) (戟)

ちに-て　1(17)7

地にニーて　Ⅹ偶18

二ひろ(二尋) (名)

ふかさ/、-　VI(ll)28

与　' i-r

l-.日　二t∴二蝣-1・-'

ふる(降る)く動)

あめ-時ノ、　VO28

雨-時/、　WQ2)21

iZI

へ(日)く名)

きのとのとりの-に　蝣1(3)28

つちのとのとりの-に　蝣VH(8)29

つちのとのミの-に　W(1829

ひのとのとりの-に　Ⅴ仕9)29

ひのとのミの-に　VTG914

ひのとのゐの-に　X(6120

ミつのとのとりの-に　Ⅵ掴28

--(一部)く接辞)

あすたr Vuの24, V伽4, Ⅷ拙24

あち　　　WQD12

あんし-　V欄19, V田i)29, YI(8)17, VI掛
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5 , VH(4)29

ぉもひくわ-　Ⅴ協J18, VI跳21, X個26`

さとぬし-　皿HO)10, HI(13)29, VH(5)ll,

(15)18, M3位6,　割25

里ぬL VI9)5

里主　. VU910, VG4J15, VI田16

のろ--　＼!Si)14

世あすた　　DI(19)24, V脚6, VI{珊8, Ⅶ

捌6, W(46)7, K(13)5, X(19)

5

へし　(助動)

おさまる-。　工(13)18

おれる一一二一　IV(1)23

かくこする　　　　VH(43)7

きよらくからめく-と1XO2)14

たたる　　　id¶24, X(18)25

見る-。 1(15は4

ほる　.　KQ818

へんのたけ(弁の撤) (名)

たいりよりひかしにあたりて-といふo

V(10)ll

ほ

ほか(外) (名)

やらさもりの-に　Vff(4)2

うち-の御い-ひのかみ　Ⅶ甜)26

御すLより-に　Xu第17

ほけ　(名)

ミお-にあひ申候　　VQ8)6, W(35)4

ミお- ・!、 ＼HI':-:コ!'t

日とのミ御-ノ、かすしらす　Ⅵ(詔25

ほこり(慶り)(戟)

御-めしよわちや事　Ⅴ伍)2

お-めしよノ、ちゑ　Ⅶ即9

il　<"-> .-I

ほと(堤)く副助)

あるましく候-に　X(13)21

御給り候-に　X(16)22

をかミ申候-に　Ⅹ(4日

ほとけ(仏) (名)

かミ-の御あそひめしよわるところ

V(ll)15

かみ-のをれめしよ/、ちゑ　W(19)4

はる(彫る)く動)

このすミのあさくならは-へし　　K(18)16

はん(盈)く名)

-正月まゑに　K(ll)25

まあかとたる(其加戸樽)(名)

首里おきやかもひかなし-　工(1)13

まいくさ(其伊久佐)く名)

くすくまの大やくもい-　Ⅶ伍)16

まいくさかね(真伊久佐金) (名)

,.-t一蝣TT-/十　*,V　　　　∴こ:'i

まいし(裏石) (名)

ねいし-のやに　W(31)13, W42125

まう(毛)く名)

-はらいの時に　皿(4)24

-はらひめしよわちやるミせせるに

YE(9)22

-はらひめしょばちやるミせゝるに

W19 20

-はらへの時に　VI(15)22

-はらて　W(152

申さ　く補動)

いふにおよひ-す　　X!8)4

まうし(貫牛)く名)

こちひらの大やくもい-　Ⅶ(珊16



とよミ城の大やくもい-　Ⅷ胤6

申し　(禰動)

ねかひ-侯て　W(44)5

申　(動)

はしくやうの御ゆわい-侯　no8)18

御ゆわひ　「　侯。　Ⅵ81)6

S　<サ>
ミおほけにあひ-候.　Ⅴ蝕2, mmは0

まつう--候ひのもん　V(l)27

ミはいおかみ-。　Ⅷ伽19

ミ御ミ事おかみ-　　KQ226

御はいおかミ-候　　HI(10)28

ミはいからめき-候。　Ⅹ閥5

御くうとものけら--候　vIO3)19

御おくりし-灰　　x(6)28

御たか-し-候。　Ⅴ脚21 -

十二月三十日に.しるし-候。 Ⅵ伍)27

たて-候ひのもん11(2)16

御せゝるたまわり-候　1(5)10

御石かきっみ-候時のひのもん　VI(2)25

御石かきっみ-候　　yIUD 9

御石かきっみ--侯あひたハ　Ⅵ物日

はしわたし-侯時のひわもん　皿(2)14

ち金丸ミこしミ玉のわたり-侯時に

11(2)8

ミはいをかみ-侯o　Ⅵ伽16, VI伽521,

Ⅵ伍)8

おゑかをかみ-候　VI田19

ミはいをかミ-候。　Ⅴ伍8, W(44)25

ミ御ミ事をかミ-候はとに　X(4)4

首里天の御ミ事をかみ-、みちつくり

Ⅴ(1月3

申　(補動)

たいらはしつミ-時のひのもん　11(1)27

申　く補動)

おゑかたまわり-。ミはいおきなハの

lil1 5Tlごこ

まうし(真牛) (名)

とよミ城の大やくもい　　　MI(8)16

まうしかね(其牛金)(名)

-かうちの大やくもい　m(2i)ii

まうはらい(毛掛、)く名) .

-の時に　皿(4)22

まうはらひ(毛疎ひ)く名)

-めしよはちやるミせゝるにlml飢8

-めしよわちやるミせせるに　W(9)22

まうはらへ(毛穣-)(名)

-の時に　VI(15)22

まかねたる(真金掃)く名)

-くにかみの大やくもい　Ⅲ伽)ll

まきり(問切)(名)

うらおそい-より　KQD19

-.' -r*そ'¥　,一　・I"ち.;I::一

ま王ら(真玉良)く名)

花くすくの大やくもい-　V(誠15

Lやなの里主-　Ⅵ旭14

くにかミの大やくもい　　VI(47)16

まさかひ(真栄)く名)

花くすくの里主-　Ⅵ(拙5

まさふろ(裏三郎)く名)

国かミ-　X(19)24

まきふろかね(真三郎金)く名)

こゑくのあんL I(7)15

きんのあんL I(8)14

まさり(勝り)(令)

なを-のミおはけに　Ⅷ制24

まさる(勝る)(動)

すゑ-わうにせてて　W(7)4

す--王にせかなしは　K(l)22

ま三ら(其三良)く名)

ユ;)・j



まふに.?蝣蝣, I吉l-i:　　＼.i判て・''

まし(助動)

いきよく-　Ⅶ田6

くるく-　Ⅶ田12

ましく　く助動)

ある-侯ほとに　X(13)17

ましらこ(其石子)(名)

いしらこは-は　Ⅶ且把0, Ⅶ位1)21

又　(刺)

ll(ll)24, 1(12)19, VK9J24, VI(25)1 , VI伽日・

W(19)1, WMO, VH(40)15, W釦2, Ⅷ脚2

ま王様(真玉橋)く名)

-くにのまたやわたしよわちへ　172

-をわたり　]HQ5)2

ま玉ミなと(真玉湊)(名)

-のミちつくり　1(1)24

またまもり(真玉杜)(名)

首里もり-けら-て　VI(16)24

また　く名)

くにの-や11(7)10

またる(真浄)(名)

なこの大やくもい　　　W(49)14

くすくまの大やくもい　　　WSD16

iJ* 、小ミ・.'l'二蝣^・'-t、し-　-　＼削二1r"

まつ(栓)く名)

-ラ-申侯ひのもん　Vl)22

二をう-れとの　V(13)18

-をう-れは　V(16)17

-ノ、すゝ L Vtt7)6

末代　く名)

-のしる人のために　X(13)25

-まて　(副助)

いたる　　　10323, V伍)4

なる-も　IX(8)23

いつ-も　Wョ1

2　9 1

きほくひり-　Ⅶ掴7

千年高年-も　X(17)5

おなこわら--も　W(41)9

まて　(名)

国の-や　Ⅶ個10

くにの-や　W(23]27

まとく(其徳) (名)

うちまの大やくもい　　　VK(3S)15

まな-たる(其鍋樽)く名)

さすかさのあんし-　1(4)16

まにきよたる(頁仁尭櫓)く名)

中くすくのあんL I(5)16

まによこ(真如古)く名)

くしかミ・--　X(19)15

ま人(真人)く名)

ミはんの御-　Ⅶ伍)20

まふとう(真布度) (令)

か・つ.れんの大やくもい-　Ⅶ脚16

まふとかね(真布度金)く名)

大さとの大や-くもい-　V郡)14

まふに(摩文仁)く名)

--の里主　Ⅵ舶6

まふり(守り)く動)

御せちのミ-めしよ-るけに. Ⅶ田3

まふり(守り)く名)

∴こrt-i-¥甘　蝣y-　　＼mcJ:

まもたいかね(其武体金)く名)

みやきせんのあんし　　1(6)17

まゑ(節)く名)

ほん正月一一に　Ⅸum

高　く名)

千-のミはひ　wasio

千-の御ゆわい事　W(7)25

苗代　(名)

千代-なるまても　K(8)18



万年　く名)

千年-にいたるまて　I(1316

高年　(名)

千年-まても　X(17)3

高磨　く名)

-二十五年　Was2, W491

-四十八年IX(19)2

ミ(巳) (名)

ひのと<T)-一一の-に　VI(25)12

つちのとの-のへに　¥I(18)27

み-(御つ(接辞)

-御ミ事-　Ⅶ捌19

-くによねん　11(9)9

-はい-　VIO3)22

-よはらて　W(15)9

ミ-(御-) (接辞)

-おほけ

あひ申候　　V(18)4, ll(35)2

-/、　Ⅶ闇2

⊥御ほけ

日との-ハ　Ⅵ鋤23

-御ミ事

おきやかもいかなし天の-に　1(1)18

あんしおそいかなし天の-に　VH2!1

あんしおそいかなし天の　　　YK4J20

あんしおそひかなしの　　　¥i(2)25

あんしおそひかなし天の　　　W(9)21

首里天の-に-　W(l)6

-・をかミ侯て　VI7)25

-おかみ申候。　Ⅸu飢8

-をかミ申候ほとに　X(3)19

ti^aj^^^^BHかい

-すれててX(3)9

-御ミつかい

-.めしよわちへK(6)16

-御ミつかひ

-めし-よわも-V(22)l

一御ミつか井

-めしよわち-VI(27)18

-おやたいり

-おかむやにlTIC9!25

-しまよ

-ねんIff(9)2,VHO318,鋤17

-はい

-をかミ申侯。Ⅴ伍1,W(44)18

-をかみ申侯VI(24)9,VI伽514,YI(討

-おかみ申侯。W(30)12

-おきなノ、のIff12

-からめき申候oXは1)23

-はひ

-おかミめしよはるVKtt7)

-おかてありVH(18)13

-まふり

-めしよノ、るけにⅦ(詔2

御-く接辞)

-はいおかミ申候mao)2i

ミいくにく副)

--1v
l-r::

ミおやしく動)

くすくつみつけて-ちやれはⅥ【(7)2

ミちはしつミつけて-たれ-Ⅷは772

ミこし(御腰)く名)

ち金丸-ミ玉のわたり申侯時にn(i)28

ミせせるく名)

めしよわちやる-にVHQQUO

ミせゝるく名)

めしよはちやる-にⅧ伽)2

蝣{ I　　　-　*　　　^^



御せ,る　く名)

-たまわり申候　　El(5)1

-御たほひめ-.しよわち-　VI(16)2

ミ玉(御玉)く名)

ち金丸ミこし-の11(2)1

みち(道) (名)

-つくり　V(115

-にいしはめさせてゝ　Ⅷ掴10

ミち(道)く名)

-つくり　1(2)1

-をつくり　V(13)10

-はきよらく　V(16)26

-すしの-に　V(17)19

-はしつミつけて　¥I(16)17

-ミち-　(補動)

からめき-て　X(5)9

-みち-　(補動)

つみ-て　VI13)4

ミつ(衣) (名)

-のかくこのために　1(13)9

-のかくこ-　・11(40)25

-のふかさあるけに　11(13)5

ミつのと(突)(負)

-のう　V!19)8, V闇10

-とりのへに　VI(14)21

-のうL vn(8)<

ミつのへ(壬) (名)

-む圭のとし　1(3)6

ミなと(湊) (名)

ま玉-　1(1)26

ミはん(三番) (名)

-の大やくもいた　VK8119, T02, W闇

16

-の御ま人　Ⅶ伍は4

～のさとぬし-　YN52

2　9　3

ミ物(見物) (名)

すゑつきの-いちゃちや　VIQ9124

くもこはし-はし　Ⅷ励24

みやきせん(今帰仁)く名)

-のあんし　1 6　6

ミやこ(宮古)く名)

-より　1(1)18

-やへまのおゑか人　VI(10サ4, VI(23)13

ミや平(宮平)く名主

-の大やくもい　V(323

みよ(滞) (名)

-はらて　VI(159

ミよ(滞) (名)

おくの　　　I617

見る　(動)

このすミ--L I(15)12

明　く名)

大　1(187, V闇2,　　2, X瓜)4

む

一二　　　~, :'l

いつきやめ　　　VK3D26,

わうかなL VII(17)6

むかし(普) (名)

-いまの事を　V(6)20-

-もろこしのていわう　V(7>26

-から　Ⅶ(功14

昔　く名)

-今にも　X(13)10

むま.(局)く名)

-からおれるへし　IV(1)15

むま(午) (名)

ひの-　　　VI(1飢1, Ⅵ脚13

ミつの--のとし　1(3)10



むまれ(生まれ)く動)

-なから　V(6)13

め

め(女) (名)

-とも　Ⅴ防319, X(7日5

-めき(一召さ)く補動)

御たて-れ侯　　x(14)20

めし(召し)く動)

御さうせ-よわち-　VI{7)7, K(5)l,

K(9)ユ7

御さうせ-よノ、ち-　Ⅷ(王1)7

御おもろ御たほい-よわちや事　Ⅵ¢1)7

Ⅵ伽)2

御せゝる御たほひ-よわち-　VHIGI12

御ゆわい-よわちや事111(9)23

御ゆわい-よわち-　Ⅵ伽)20

御ゆわひ-よわち-　VI(28)14

まうはらひ-よわちやるミせゝるに　W(10)

2

まうはらひ-よはちやるミせゝるに　¥K19)

24

ミ御ミつかい-よわちへIX(6)23

ミ御ミつかひ-よわも-　V(238

ミ御ミつか井-よわち-　Ⅵ防)2

-めし( -召し)(補動)

あまこあわし-よわち-　Ⅴ掛22

いのり-よハちやるけに　WQS21, W(24)22

御あそひ-よわる　V(ll)24

ミはひおかミ-よはる　　VI(17)15

おさため-よノ、やる。　Ⅶ伽)12

おさめ-よわる事　V(7)18

卸すきり-よわちや事　X(2)12

御たか-ニーよわるもり　V(9)10

御たか--よわちや事Ⅷ伽は5

御ちよわい-よ/、ちゑⅦ皿)ll

御ちよわい-よわるⅧ個16

御ちよわひ-よハちや事LⅧ闇2

御ちよわひ-よわにK(8)l

御のほり-よわらへⅥ闇19

おほこり-よ-ちゑⅧ即12

御ほこり-よわちや事Ⅴ鶴)5

御よひ-よわち-¥BO3)20,W(38)21

おれ-よわちへ11(4)15

けらゑらし-よわち-K(5)22

-¥-I
蝣.一・・・-*蝣、㌔∴::

さとり-よわちへV(7)4

たて-よわらやるK(10)7

御くらひをっき-よわちへV(4)18

御くらゐをっき-よわちへW(4)10

つけ-よわち-W(7)17

てりあかり-よわちや事W5)7

てりあかり-よわちやことK{3)6

ミまふり-よノ、るけにVI(22)6

をれ-よわち-VC2G915,VH15は5,W(9)15

をれ-よ/、ちゑ11(19)ll

-も　(副助)

あんしニーけすもIV(1)4, X(用24

あんしおそいかなし-　K(7)20

あんLもけす　　IV(1)8, XO7)28

よるもひる-　V(36113, ¥S(44)16

よる-ひるも　V伍9, Y5幽12

昔今に-ある宜しく侯はとに　X(13)13

いつまて　　　W(43) 9

千年高年まて　　　X(17) 7

わらへまて-　WHDll

2　9　∠1



なるまて　　　1X18)25

金より　　　MG4)19

1もい(思い)(接辞) _cjもひ

大ちよ-かなL K(6)4

おとちとの-かね　I(3)24

もし　く副)

-のちに　IQォ6

もの　(名)

t」き千、 --　-;N; ,'_・・.. Vlに..'・・I't

-もひ(思ひ)(接辞) C>もい

おきやか「-かなし1(1)7

も、(育) (名)

と-ととひやくさとミはい　Ⅵ糾21

もり(杜) (名)

御たか-めしよわる　　　V(916

おしあけ-　WGIH2

首里-またまもり　YIW21

たひら　　　W(2D 5

とよみ　　　in(6)5

首里もりまたま　　　VI(16)27

や-さ　　　wttini

やらさ-　W(3)26, VII皿5

やらさ-くすくに　W(23112

やらさ-くすくのかく二　mm4

よそい　　1(6)ll

世そふ　　　VK(13) 5

もろこし(唐土`) (令)

-のていわう　V(8 1

もん(文)く名)

ひの- ll(2)22, 1(2)23, V(2)4, Yl(3)4

W(2)4, KdO)1, X(H)14

早

-や　(副助)

2　9　5

なき-ものやれとも　Ⅶ位)13

-.-　　・・3-:圭「

・.-・・".こ　　一　、,.i'T二

一はんのせい-　Ⅶ伍330, VI伍)21

しもしましりきやめのせい-　Ⅶ健)24

しま世のて　　　Ml(31) 3

くにのまた　　　1(7)12

国のまて　　　VI(13)12

くにのまて-　Ⅵ偽)29

やに(様に)く副助)

おかむ-おさためめしよ-やる　Ⅶ伽)5

ねいしまいしの　　　YHSIH8, W(43)2

やへさもり(八重座杜) (名)

やらさもり　　　　Wttl)

やへま(八重山)く名)

ミやこ-のおゑか人　viao)8, vi偲)17

やらさもり(屋良座杜) (名)

-のほかに　VH(3)23

-やへさもり　VI(ID2

やらさもりくすく(屋良座杜城)く名)

-によりそふて　Ⅶ闇)9

-のかくこ　WHO)1

やりよる　く助動)

御はか-けにてて　K(4)12

やれ　(助動)

なきやもの-とも　Ⅶの)17

ゆわい(祝い)く名) ¢ゆわひ,よハひ

御-めしよわちや事　HK9119

はしくやうの御-　血u飢4

ゆわい事(祝い事)く名) ESいわい事

御-あり　　W(8)3

ゆわひ(祝ひ) (名) ¢ゆわい,よハひ



節--iJ、LJ二.ht.、.、 V31:I '-, M^i'i

御-申候∴　vIOD3 .

世.(負)

-の御さうせ　I(ll)26

御-の御さうせ　VI(6)29, VR(24)3,　位0)26

-のこしあて　VI(1810

おらおそひの御くすく-のつちに　Ⅷ(却29

代　(名)

きようしゆんの御-ににたり　　V(8)22

-の宮人の　XOD6

世あすた-(健長老部) (名)

三人の-　n(19)20

-三人　Ⅴ幻2, VI(37)4, YH伽2, W(46)3,

Kl13)1, X澗1

ようし(要事) (名)

国の-　VH{3)5, W(24)14

ようとれ　(令)

うらおそいの-は　KI322

よせらやい(寄せらやい) (戟)

せいくさ-てゝと　VH(16)14

よそいもり(堆襲い杜) (名)

とよミもり-　1(6)8

よそひおとん(世襲ひ御殿) (名)

-の大あんし　1(2)6

世号ふもり(世襲ふ杜) (名)

-国のまてやけら--ちへ　was2

世つきたけ(世継ぎ赦) (名)

くもこたけ-おりあけわち-　VI(17)13

四日　(名)

五月-　VHI818

四年　(名)

天啓-　X(6)3, X(23)7

-よノ、ちへ　く補助) ESよハちゑ,よわちへ

このミ-　W(13)24

-ついさL--- '・"i'Mlこ・

御さう早めし-　Ⅷ皿9

-よノ、ちや　(補動) ¢よわちや

めし--事　TO94

-よはちやる　く補動) ESよわちやる

まうはらひれ「ミせゝるに11(19)26

-よハちやるく補動)

いのりめし-けに　MH1523

-よ-ちゑ　く補動) E3よ-ち-,よわち-

御ちよわいめし-　Ⅷ闇13

-I*・iミニ′日L.- ; -‥蝣　'>*!..?:・'-

をれめL W(19)13

よ/、ひ(祝ひ)く名) ¢ゆわい,ゆわひ,よ

わい

お　　　VI (19)2 5

-よ-やる　く補動)

おさためめし-ミ御ミ事/、 W(30)14

-よはる　(補動) csよ-る,よわる

おかミめし-　TO7H7

-よ-る(補動) Qよはる,よわる

しめさし-.　Ⅶ伽)6

ミまふりめし-けに　Ⅶ田8

しめさし--o IHCjG)5

ミまふりめし-けに　Ⅶ囚8

よひ(呼ひ)く動)

お-めしよわち-　Ⅷ的18

御-めしよわちへ　Ⅷ(認19

よミ(諦ミ) (動)

さいもん-候て　Ⅹ血18

よむたもさ(読谷山)く名) ~

-.の大やくもい1XO3)23

-より　く格助)

うらおそい-しよりに　IX(2)14

二; ': i・



うらおそひ-しよりに¥i(4)22

うらおそいまきりK(ll)22

おくと-上VI(9)29,VI倒8

比'.h>
1"・*十Ltミニ、I-こ:i:.¥¥

こく-上下VK9118,VII勿29

そんとん-このかたV(3)20,¥i(3)12

たいり-V(9)25

唐-X97

てん-わうの御なをはMH(6)3

天V(4)26

ミヤこ-nD21

r-n蝣、Pう'-V一寸、＼I!,.'"I'・'.・

よりそふ(寄り揃)く動)

やらさもりくすくに-てⅦ伽)19

よる(衣)く名)

-もひるもV伍7,W(44)10

-よる(補動)

あり-けにM(6)19

よろこひ(喜び)(動)

-たのしむ事かきりなし。V(抑5

よわく補動)

御ちよわひめし-にK(83

-よわい(補動)¢よわひ

御ち-めしよ-ちゑ¥ffl(28)8

御ち-めしよわるTO)13

-よわち-(補動)Oよハち-,よ/、ちゑ

あまこあわしめLV62)24

御のほり-Ⅵ伍)21

御よひめLMG3132,W(38)23

おれめし1(4)17

かけ-Ⅷ田4

けらゑらLK(5総4

このミW(24)5

さつけめし-V(5)19

さとりめLV(76

つかし　　　1(7)25

つきめL V(4)20, W(4)12

つけめL MK7119

ろさし　　111(8)12

御さうせめL VI(7)9, K(5)3, K(9)19

卸せゝる御たほひめし-　VI個14

∴4 i'.' i.　　　＼l'・∴._:

告・bi .・・./ :　　　y一・・-,::I

ミ御ミつかいめL K(6)25

ミ御ミつかひめし-　Ⅴ田10

ミ御ミつか井めし--　Ⅵ切)4

わたし-　-111(7)17,　位)12

をれめし-　V伽i)17, VN1317, W(9)17

-よわちや　(補動) csよハちや

御すきりめし-一事　X(2)14

御たか-めし-事　Ⅷ脚17

御ほこりめし-事　Ⅴ偽)7

てりあかりめし-事　¥i(5)9

てりあかりめし-こと　K(3)

御ゆわいめし-事　HI(9)25

御たほいめし-事　VI飢9, VI偲)4

-よわちやる　(補動)　C3よはちやる

いのりめし-けに　＼懲(24)24

まうはらひめし-ミせせるに　VII(10)4

このひのもんノ、たてめL K(10)9

-よわひ　く補動) C3よわい

・:.:¥- '　　　一　　　　　詛・亡1、13.: :'蝣

御ち-めしよわにIX(7)24

-よわる　く補動) Ejよはる,よノ、る

御あそひめし-ところ　V(ll)26

おさめめし-事　V(7)20

御たか-めし-もり　V(9)12

御ちよわいめし-封かほう　W(43)18

ら　　　ナシ
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り

りうきう(琉球)く名)

-.こくちうさんわう　W2)7

大-国　V(3J2

-国　K(l)l

境球　く名)

-国　VH(1)2

りやう(両)く接辞)

千-の金を　V(17)24

千-の金よりも　Ⅷ鋤11

る　　　　ナシ

一九_ (助動)

御たてめさ-候。　Ⅹ掴22

六月　く_名)

-二十四日　V(19)15

二七#H　1103I9

六日　く名)

十月-　x(6)ll

ーわ　く副助)

ち-わんさしき　　　HI(1-1)29

わう(≡)く名)

-の御くらゐを　W(3}26

-の御なをは　W(6)6

ちうさん-Lやうわいハ　W2I18

三こ　・;% .

首里の　.21(1)4, VHIJ4, X(l)4

1-の御くらひ　V(4)7

-の御なをは　V{4)29

中l-':--　T*二''l.'S

わうかなし(王加郡志)く名)

-む　VEQ7J1

-のおほこりめしよ-ちゑ　¥ffi(27)1

王かなし(王加郡志) (名)

-ハ　V6)7

わうにせ(王仁世)く名)

すゑまさる-てて　VI(7)i

王にせ(王仁世)く名)

天つき　　　V(5)9

王にせかなし(王仁世加郡志)く名)

ナ-まさる-ばIX(2)1

わか人(若人) (名),

おひ人-あ~と.も　V(25)15

おゑ人-おなこ　W(40)27

わたし(渡し)く動)

はし-申侯時の　1(2)ll

-よわち-　1(7)14, ¥i脚9

わたり(渡り)(戟)

-申侯11(2)5

ま玉はしお　　in(B

御-侯て御さ侯問　X(9)22

-*-.-ちへ'.Til;知.: C:・ハt、-

おりあけ　　VItt7)23, YI(19)6,田6

いちゃちやけら--　VI(20)ll

けら--てて　Ⅶ伽13

けら-　　　X(3)4

つミあけ-　Ⅵ掴6, VI(19)14,田ユ4

ととめ　　　1(8)23

わら-(童)く名)

--一一　にI.・ナ　　　て　1・蝣!>--f-,-7

2　9　8



おなこ-まても　Ⅷ姐6

-のいふにおよひ申さす。 x(7J19,

ゐ(亥)く名)

ひのとの-の-に　X(6)18

ゑくか(男)く名)

大′Jx0--・∫-w-V'こ＼可V.1!-

--.-i¥]-.-I1---人x.:刺

ゑそのてた(英祖のテダ)く名)

-の碑はかK(4)i

-をく格助)

いし-はめVQO12

王のくらひ一つきめしよわちへⅤ(4は4

御くらゐ一つきめしよわちへW(4)6

王の御な-はV(5)3

わうの御な-はW(6)ユ2

御ミ事-をかミVd4)4

かさり物-すゑⅩOa23

千りヤうの金-Ⅴ87)30

むかしいまの事-V(6)28

ちからそろ-＼".'|!5a

.10/-i
天下一おさめめLよわる事V(7)13

まっ-うへ九とのⅤ0320

まつ一一・一う-九は＼^GSJO

ミち-つくりVQ312

をか(匿か)く動)

はめさせて,-てW(H)23

o c_I <J

をかみ(拝み)く動)

-申　V(l)10

i>一二r.蝣*,　勘　11,',∴二・:i

ミ御ミ事一俵て　VI(8)2

ミは.い-申候　M(29)18

をかミ(拝ミ)く動)

・・ォ]ミ芋　　　　蝣蝣:{蝣・:

ミ　　　''・-jj:一二　　∴

ミはい・-申侯　V(25)5, VI拙3, Ⅵ伍)5

Ⅷ(軸22

-t-.z.二L・濁、 -i.".t*I-・ :

あんし-かなし　Ⅴem2

をりふし(折り節)く名)

-唐より　Ⅹ(9日

-'-^い'?*-'・・-: I-ち ::J-.∴

きこゑ大きみきミ＼㌧/の-めしよわちへ

'V捌13, VI仁5>13

きこゑ大きみきみ＼-の-めしよわち-

Ⅶ(9は3

かミほとげの-めしよ-ちゑ　W19)9

ん

~ん　く副助)

おくのよね-　Ⅶuオ30

みくによに　　Iff(9は4

ミしまよね　　21(9)7, WO223, MS.防)22



第二節　　「冒名文書」にみる沖縄語

「田名文書」第-早(1523年)から第十一号(1606年)までの分

析を行なうo五十音順の語嚢集であるo m]名(たな)文書」とは、首里の田名

家(麻氏)に保存されていた同家の辞令集三十二枚のことである`(仲原善悪

「田名文書試解」 『仲原善悪全集　第二巻　文学編』) (現在は、沖縄県立

博物館蔵) 。本文も、 「田名文書試解」に拠る。

同文書は、仲原により下記のように三分類されている。

「平仮名書き和文」 (第1号～第11号)

第1号(1523年) 、第2号(1536年) 、第3号(1537年) 、

第4号(1541年) 、第5号(1545年) 、第6号(1551年) 、

第7号(1560年) 、第8号(1562年) 、第9号(1563年) 、

第10号(1593年) 、第11号(1606年)

「仮名交り和文、漢字を主体とする」 (第12号～第16)

第12号(1627年) 、第13号(1630年) 、第14号(1631年) 、

第15号(1634年) 、第16号(1660年)

「漢文」 (第17号-第32号)

第17号(1671年) 、第18号(1698年) 、

第20号(1712年) 、第21号(1713年) 、

第23号(1720年) 、第24号(1732年) 、

第26号(1759年) 、第27号(1768年) 、

第29号(1779年) 、第30号(1805年) 、

第32号(1850年)

第19号(1709年) 、

第22号(1718年) 、

第25号(1749年) 、

第28号(1772年) 、

第31号(1832年) 、

第1号から第11号は、 「和文の中に沖縄語がまざり、また、漢字もはさま

れている」 (仲原)もので、十六世紀から十七世紀頃の「沖縄文語」とも言

うべきものを見せてくれる。
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e見出し語と同じ部分を-_Jで示す。
◎本文に,行数を示す数字を入れた。

e所在箇所を文書番号と行数とて示す。

例　「あめく 2~3」は,文書第二号の三行目の意。

本:・文　_

(1)て意.".;y t-"チ

1・しよbの御ミ事

2.たうへまいる

3・たから丸か

4・くわにしやわ

5・せいやbとみかひきの

6・一一六し.:・>た　主ゝ

7.てこくに

8・たまわb申侯

9・しよbよb Lかたるもい

10・てこくの方今まわる

嘉靖二年八月二十六日

(オ　文書第二号

1・しよbの御ミ事

2・忙しはらまき少の

3・~　ぁめくのさとめしところハ

4・忙しのこおbの

5. -人くわんLやに

6.たま1?I‖;i*S

7.しよbよbくわんLやの

8.方へまいる

嘉靖十五年五月十三日

・.I I) ll



(3)文書第三号

1.しよDの御ミ事

2. -たう-まいる

3,よつきとみかせん「とう-」

4.はゑのこおb 「の」

5. -人あめくの大や

6. 「くもいに」

7・たまわb申供

8A.しよbよbあめくの

9・大や`くもいの方-まいる

届靖十六年八月「二〇」

(4)文書第四号

1.しよDの御ミ事

2.隻/^i -メ∴-ft,まI.,->Z

3・せちあらとミかちくとの-

4.つつかねてIII〕/";.

51 -人まきふろてこくに

6.友達わ少申俣

7.しよbよbまきふろ

8.てこくの方へまいる

嘉靖二十年八月十日

(5)文書第五号

1.しよbの御ミ事

2.ま-M--まき)蝣蝣二)

3.きまのかなくすくの

4.亨とぬしところ-

5.はゑOL%・!)<D

6.　＼もめて(,}

7.大やくもい¥'~

8.たまわb申供

9・しよbよbあめくの大やくもいか方へまいる

-　某靖二十四年十一月六日

3　0　2



(㊥　文書第六号

L Lノよ恒ニー|.--',;ミーーji-

2.まわしまきDの

3.きまのさとめしところ-

・1.杜ゑoこ:い'.<0

5. -人きまかなくすくの

6.大やくもいに

7.車まわり申候

8.しよbよりかなくすくの大やくもいか方へまいる

嘉靖三十年四月十三甲

(7)文垂範七号

1.しよbの御ミ事

2.とよみくすくまきbの

3.大ミねのさとぬしところハ

4.にしのこおbの

5. -人せそこの`大やくもいに

6.たまわり申俣

7.し去iX　蝣-'.至　　　上・t¥,.十'.-i-..へま十

嘉靖三十九年十二月五日

(8)文書第八号

1.しよDの御ミ事

2.ふきいとミかひきの

3.けらゑあくかへの

4.せんとう-

5.はゑのこおbの

6. -人夫ミ打二つ-I---:ォ-,もい1-

7.た　bin卜供

8.しよbよb大ミわの大やくもいか方-参る

嘉靖四十一年十二月五日

0　3



(9)文書第九号

t・しよDの御ミ事

2・せちあらとミかひきの

3・さとめし-けら-あくかへの1

4.せんとう-

51は.テ'.Oこ:ト!)0

6・ 「人大ミねの大やくもいに

7・たまわb申俣

8・しよbよb大みねの大やくも励ゝ方-頼る

嘉靖四十二年十一月五日

的　文書第十号

1・しよbの御ミ事

2・まわしききDの

3・きまの'さとめLとItろハ

1. K Lo亡--}>-弓i<D

5・一人きまのさとぬし大やくもhに

6・た_まわb申侯_.

7・しよb・よbきまのさとめし大やくもVlか方-まVlる

万暦二十一年五月十六日

用　文書第十一号

L Lよbの御ミ事

2・ちゃくにとミかひきの

3・さとぬし-けらへ

4・あくか-のせんとう-

5・にしのこお恒D

6・一人かしあげとミか

7・せんとう大やこもいに

8・たまわb申侯

9・しよbよbかしあけとミかせんとう大やこもいか方-まわる
万暦三十四年八月十一日
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索引

固

あくかへ-

さとめし-けら-　　　9-3, ll-4・

けらゑ　　　　8-3

もtf)く

2-3, 3-5　　-8, 5-6, 5-9

S;

ナシ

臣]

ナシ

m

ナシ

国

かしあ`けとき

11-6, .11⊥9

御ミ事・

1-1

10-1, ll-1

大ミね

3-1,4-1,5-1,6-1,7-　8-1　-1,

7-3, 8-　　8-8　　-6

大みね

9-8

大やくもV1

3-5,3-9・-7,-9,6-6,6-8　　　-7;8-6,
8-8, 9-6, 9-8

さとぬし-　10-　10-7

大やこもい

せんとうー　11-　11-9

「> II T・



PJ1

-か

た7W.九一・一

せいやbとみ-

よつきとみこ

せちあらとミ一

大やくもh-

ふきいとミー

ちゃくにとミ-

-t一主.*>u,上:--

1-3

1-5

3-3

4-3　-2

5-9　　8,7-7,8-8,9-　10-7′

ll-9

8-2

11-2

11-6, ll-9

方

ト10　　8　-　　8,5-9　-　7-7　-8,
9-8, 10-7, ll

かなくすく

5-3, 6-5, 6-8

由
きま

5-3, 6-3,6-5, 10-3,10-5,10-7

K]

くわ忙しや

1-A

くわんLや

2-5, 2-7

団

けらへ

亨とぬLへ-　あくか-　9-3, ll-3

けらゑ

一　子,く;十、、 8--3

匡]

°it-h

2-4　　　-5,7-　8-5,9-5,10 ,1ト5
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こは9

(i-4

匡】

さとぬし大やくもh

l0-5, 10-7

さとぬしところ

2-3　　　　　6　　　7　　10-3

亨とぬLへ

-けら-あくか-　　　　11-3

-俣

申供-1-8　　　3-7　-6,-8,6-7,7-6,8-7,

10-6, ll-8

It

Lかたるもh

1-6, 1-9

LX';

1-1, 1-9　　　　　　7, 3-1, 3-8

5-9, 6-　6-8, 1-1,1-1, 8-1, 8-　　1, 9- ,

10∴1, 10-7, ll-1, ll-9

任'

ナシ

団

せいやbとみかひき

1-5

せそこ

7-7

せちあらとミ

-かちくとの　4-3

-かひき　9-2

せんとう

あくかへの-　　8-4, 9-4, ll-4

よつきとみか-　　3-3
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おしあげとミか一　　大やくもw ll

かしあげとミか一　　大やこもい11-7

匡]

ナシ′

(fa

たう

O o o

たから丸

1-3

7.-まかり.

-申候1-8　-6,3-7,4-6　-8, 6-　7-6,

8-7　　　7, 10-6, ll-8

国

ちくとの

せちあらとミか-　　4-3

し''J-)l

つづカ_1ねてはり

4-4

a

てこく

1-　　1-10, 4-5　　-8

田

-・とみ

せいや9-　　1--5

.I-・'')き　　　　　0 -

-とミ

せちあら-

ふさh-

ちゃくに-

も・L&i才一

とよみくすく

7-2

4-3, 9-2

8-2

11-2

ll-6, ll
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匠]

ナ三/

帽

～に

てこく-　1-7　　-5

くわんLや-　　2-5

大やくもい-　-7,6-6,7-5,8-6,9-　10-5

11-7

にし

2-4　　-　10-4, ll-5

卜つノI-;.

2-2

回

ナシ′

匝!

ナシ'

m

～の

Lよ卜　1-1,2-1,3-1,4-1,5-1,6-1,7-1,
8-1, 9-1, 10・-　11

・‥ひき-　1-5, 8-2, 9-　11-2

てこく-　1-10　　-8

まきD-　2-2, 5-2　-2, 7r 10

あめト　2-3　-　3-8, 5-6, 5-9

にし-　2-4, 7-　10-4, ll-5

こお0-　2-4,3-4　　　7-4,8-5,9-5,10-4,

11-5

こはり-　　6-4

くわんLや-　　2-7

はゑ-　3-　　　　6-4,8-5,9-5

大やくもい-　　3-9

つつかねては9-　　4-4
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きま一　一5-3　-　10-3, 10-5, 10-7

かなくすく-　　5　　　-5, 6-8

大ミね　　7-3,8-6,8-8,9-6,9-8

せそこ-　　7-5, 7-7

あくかへ-　8-3, 9-3, ll

国
～ノヽ

書とぬしところ-　2-　5-4,6-3,7　10-3

せんとうー　3-3, 8-4　-4, ll-4

て蝣.)<上/.*蝣蝣'　　ト3

はゑ

3-4, 5-5, 6-　　8-5, 9-5

四

一ひき

せいやbとみか-　1-5

ふ:TI..ち I-ミ圭　-　iS-''

-isi言蝣'・-)とミ:　　　　トこて

ちゃくにとミか　　　11

-A

1-6,2-　3-5　-　　　6-5,7-5,8-6,9-6,
10-5, ll-6

国

ふきいとミ

-かひき　8-2

E]

′、・へ

たう　　1-2, 3-2

方-　ト10,2-8,3-9　,5-9　　8,7-7,
8-8　　　8, 10-　11-9

団

ナシ
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簡

まい蝣h

1-2, 1-10, 2-8　　-2, 3-9, 4-　　4-　　5-9

6-8, 7-7, 9-8, 10-7, ll-9

参る
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-申

一俵1-　　　6, 3-7　-6, 5-8, 6-7, 7-6, 8-7,

10　　　　11-8

まき9
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ままふろ

4-5, 4-7

ま夜-ん

4-2

・ま!一・し
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RH
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固
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蘭
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回
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団
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固
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園

～ゑ

頚を-ん-

シ

　

　

　

シ

暦

ナ

囚

ナ
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第三節　　「琉球官話集」にみる沖縄語

『坑球官話集』の「呼称類、内外親属称呼之類、向人回答類、人物死後称
呼之言、応答人物死後之類、身体之類、食物之類」中の仮名で衰記された
「坑球語」を分析し、五十音順に配列する。
本文は、 「宮良富壮全集10　琉球官話集』に拠る。
官話とは、清朝時代の公用語・標準語のことであるが、近世の「坑球」で

は、冊封・進貢貿易等に関して中国人との問で使われた中国語を言う。その
学習書が「官話集」である。それに付された丁坑球語」の分析である0

☆　「漢語」項目に、通し番号を
付す。 ( 「頭註」は対象外とし
た。 )

☆　見出し語は、ひらがなとし、
「歴史的仮名遣い」による。
漢字の当てられるものは、その
ようにする。ただし、送り仮名
は省く。

☆　「助動詞」 「助詞」のみにつ
いて、 <助動 >

品詞名を付す。
<
判

(文法的) 「意味

に、>i-. "-

う
上
　
o

よ
宜
す

の
便
示

>
の
も

助fcj-. '」
えば、次のとおり。

た'<助動><過去>
の　く格助>`<主格>

奇.

あか(赤,紅)

アカ,429　紅相　-カウズ

あか(垢)

アカ　278　垢翰
wh'l'

あかかうじ(赤地)

アカカウズ　429　紅抽　-

あざと(鍔門)

カクズ　238　埠悟　-
1*

あぐ(描)

7ゲ　383　油札枝　アンラークワシ

ンラゲイ

あくび(欠伸)

∴-　∴　.."'i　-　'蝣・.'.i:午

306　阿欠　-　ノヲビ

<v　>　主:

アサ　476　早飯　シテミチメシ　ーメシ

477　年飯　ヒjL,マモノ　-バン

あさげ(削食)

シテ主テミシ　476　早飯　-　アサミシ

アサミシ　476　早飯　シテミテミシ　ー

_>.ささ

ビイナ　591帯寛　一

あきる(漁)

アサル　341刷牙　バンザキヤア　バー
蝣ss

あし(脚)

アシ　522　蒸蹄　ンブシブタ-

アX　520　膜蹄　ブター

ヒサ　221仲脚　-ノベル

222　抑揚　-ザキ
MC

223　後択　一ノアル
1,ll

ヒシャ　224　脚面　-ノワタ

372　脚底板　-ノウラ

あしさき(足先)

アシザキ　222　脚路　一
、1!',

ア　　　あせ(汗)

アシ　279　汗水　-

ゲイ　383　油札醍　アンラ7ゲクワシ　　あせも(汗疹)

アンラー　　　　　　　　アスボ　294　癌子

3 1 5



330汗唐-

あっざけ(熱酒)

/'‥-ll/t--,-<vvLilコ熱清一・一

・543患酒-アツラシサケ

あっし(熱)

7ツ542熱酒-ザケ

あっちす(?)(熱)

アツラシ543患酒上仝-ザケ

アツラス555畑茶温茶也チャー

あほ(莱)

アハ393箆頭高-マンツヨ

・.蝣S.i小米・-

あばた(痘痕)

クモザ197麻険一面帯痘逆

あはま>v'.)し'?蝣'>いtmG

アパマンツヨ393鰻頭高-

あひる(家鴨)

アヒル523鴨肉-ノせ丁.
tei
524蒸鴨ンポシー

525鴨蚤-ノコヲガ
ifil
あふ(合)

イヤヱ488便飯テリーノモノ

あぶら(油)

アン_ラ383滴札桂一アゲクワシー

アゲイ

5.く'<>Jltlff-J一二'<'一蝣蝣'

565茶油ツバナー

567芯油マアヨマアー

アンダ566香油ウクマ-

あぶらあげ(油揚)

アンラアゲ383油札粍-クワシア

ンラゲイ

アンラゲイ383油札提アンラ7ゲク

7i>-

あぶらあげくわし(油揚菓子)

アンラアゲクワシ　383　油札琶　-　ア

ンラゲイ

あぶらtL (油肉)

アンラズシ　509　肥肉-

あまきけ(甘酒?)

アマサケ　541福酒　マキリノウナが)

サケ　-

あまし　肘?)

アマ　541祐酒　マキリノウナ#'Jサケ

-サケ

あらたし(節)

アラ　276　破爪　女子初与人交合間色也

-ホガシ

あらはがし(破爪)

アラホガシ　276　破爪　女子初与人交合

間色也　-

あり(育)

:Tリ　488　使飯---イヤヱノモノ

アン　346　有病　ヤマヱノ-

ありあふ(有合)

アリイヤヱ　488　便飯　-ノモノ

あをし(育,緑)

アヲ　452　線豆　-マミ

466　稲桐　-ヨ子　粗米也

あをまめ(青豆,緑豆)

アヲマミ　452　線豆

あをよね(青米,緑米)

アオヨ子　466　稲桐

あん(砲)

親米也

アン　411包子　-モキ

413　包心　マンツヨノー

422　硝子　-モキ　上同

あんもち　儲餅)

アンモキ　411包子　-

422　緒子 上同

?. I o



iV]

いづ(出)

イギル　322　発熱　ニッノー

イジ^　327 ,LH膿　ウメノー　上仝

イシル　329　抜膿　ウメノー
言l、

テル　231増床　シヨビン　シイハエ
ii U　^~7

ヨー

いぬ(夫)

イン　505　狗肉　-ノせ、

いね(描)

イ子　464　稲谷　-ムメ
田

465　天桂　一ノホヲ
.'蝣・蝣蝣>

いね{>'l (f:i;持:

イ子ムメ　464　稲谷　-
5寸

いまだ(末)

こヤラ193　蓮頭　-サバカンカラズ

ポリイカラズー　髪乱

也

いも(辛)

イモ　425　番薯　-　パンツン-

・127　地瓜

(vOS　山華3?

いりLL (妙肉)

イリキジ、 511秒肉　-
,;サ!

いる(入)

イリ　286　疹癒　ガサ
・*?
I ..

195　仮髪　女ノーカン

イリ、 486　盛飯　メシー
M'*.

553　抱茶　チャー　チヤワカス

いる(珍)

イリキ　511秒肉　-ジ、
サJ

いれがみ(入髪)

イリカン195　仮髪　女ノー

いを(負)

'一・　　T T

tJ　　　⊥　　　L

イヲ　526　鮮魚　ナマ-
HI

527　煎魚　カアカシー

528　鹸魚　ショー
I'て1,

f"*J'点1-i　　トこ・二.

いをなます(魚賠)

イヨナマシ　534　魚腹　-

いんげんまめ(穏元豆)

ウコマメ　447　霜食　-

ウクマミ　454　福豆　-

5]

うごま(胡麻)

ウクマ　566　香油　-アンダ

ウグマ　588　芝策　-

うし　招二)

'-L"　　　・士

うしろ(後)

ウシル182　頭後`-クブ

189　脳坑　-コブ

うしろくぼ(後窪)

ウシルクブ182　頭後　-

ウシルコブ189　脳坑　-

うす(自)

ウヲス　470　純米　モミーニスル

うつ(打)

ウチ　362　眠跳　日展跳動也　メイボト

キスル　ミ-シヨ;ul

うみ(膿)

ウミ　325　作膿　-ノック　上仝

326　壷膿　-ノイヤイル

rl'v" '蝣・,・.; -';'∴∴　　・　　-
1

327　出濃　-ノイジル　上仝

329　捌農　-ノイシル
*u

うら(塞)

ウラ　372　脚底板　ヒシャノー



うり(瓜)

ウヱ　578　槽瓜　カスキケ-

581音瓜　モ7--

::>i二,r.; '!:・、 -")"・、-・'  .;;:v:

うるち(梗)

サクグミ　462　冬米　-　カンミイ

サクグメ　463　梗米　-　ヤハラグミ

カンミイ　462　冬米　サクダミ　ー

ヤハラグミ　463　梗米　サクグメ　ー

うんさい(雲薬)

I:/ン、.バ' r.ni　-」'A

うんペん(雲片)

ウンパン　377　雲片耗　-カウ

包

なし

固'
お(御)

ウ　541福酒　マキリノーナガリサケ

アマサケ

おく(輿)

ウ>./　23:>　)二If　-　->、

おくば(奥歯)

ウクハ　235　大牙　-

おそふ(襲,被)

ウソヤ　209　日艮畢　メー
l

おとがひ(梓)

や卜蝣v-v- :さ37

おふし(哩)

ソ1　　　3'V,畦唯　一

おほ(大)

ウ7　313　大舌　ウホシタ　ーグキスル

シタクワヱ

374　大栂指　-オヘビ

437　大麦　-ムジ

ウホ　214　n指　-イビ

313　大舌　-シタ　ウフ

グキスル　シダ

クワヱ

おはし(多)

ウホサ　347　多病　ヤマヱノー

おや(親)

ウヤ　36　乾母　ヤシナイ-

おゆぴ(指)

オヘビ　373　手指頭　-

374　大把持　ウ7-

ウヘビ　376　無名指　ナラシー

イピ　213　中指　ナカー

214　把持　ウポー

375　小抱指　-ンクワ

・-r"v

かうじ(麹)

- :・・"・　j・, ∴i二

かうらい(高菜)

クヲリヤ　570　花敏・-グソ

かきがさ(接癌)

カキガサ　292　小痘　-　グマガサ

かく(掻)

カキ　292　小痘　-ガサ　グマガサ

カク　339　雁耳　ミ、-

340　折痔　ヲヘカウサー「

かく(欠)

カ、　360　ゥt唇　スパー

かさ(療)

カサ　288　痘撞　-ノヲへ　カフサ

321生療　-ノシャウジタン

324　湛膿　-ノウメソ、モ
【

328　収ロ　ーノコキクヲル

.'l I　ゴ



287　賊痘・ハシー　壊痘
[川1

291痘庇　痘売也キヨラーノケヅ

ガサ　285　痘痕　キヨラー

286　疹癖　イリI
aa

292　小店　カキー　グマ～

293　蝋癒　アマハイ　ハイー

319　庁痘　チヤウ-

かしき(炊飯)

カシキヱ　481蒸飯　-
';Fi

かしら(頭)

カラアジ　280　頭疹　-ノヤリ

カラズ179　頭首　-

カマキ181頭角　カタ-

~かしらげ(頭髪)

:I---,二　191ニ::'沌J-

193　蓬髪　ニヤラサバカン-

・-;'蝣i! ;　　工工

かす'(粕)

蝣-'.':蝣ノ　r>Hl ifitf二　- '/蝣'1.

カス　577　糟菜・-lヅケツケナ

578　糟瓜　-キケウヱ

かすてら(paodeCastella)

カステラ　384　鶏蚤庄　-

かた　借)

・/;'・' 18i　頭角　.1.-・.'.-
,;m

かたし(濃)

カ・>' ;";蝣)!濃<U: ---.'I'、・

かたし(阿)

カタ　244　願骨　-ズラ
・・K

かたじる(濃汁)

カタジル　551濃揚　-

かたつら(囲面?)

カタズラ　244　軒骨　-
II*、

がて_う(放鳥)

ガアナタ　529　苦肉　-せ、

3 1 9

530　焼勅　ヤキー

かは(皮)

カ7　205　脱皮　ミノー

225　筋条　-ズ
,'1 I

332　限度　ミイノー　頚出

ガ　251牡皮　ツター

かはく(乾)

カケハル　358　蝪掲クッ二
】

かはすぢ(皮筋?)

カアズ　225　筋条　-
.-て「,

かはら(義)

ガアラ:370　障買蓋　チンシー
1.㍍イ∴野

鼠Earn

カボ　596　蔓青　-　ンリノルイ
晶

インリ　597　菜頭　-

ンリ　596　喜青　カポ　ーノルイ
llて捕

かまち(韓?,荏?)

‥、..1.卜三　工1''-I　---.・
I-て咋

かまぼこ(蒲鉾)

カマブク　408　肉員　シ、-

かみ(髪)

・カン195　仮髪　女ノイリー

かむつ校,食)

カミ　485　吃飯　モノー

かゆ(宿)

カイ　496　煮　粥　一夕ク
二I'll、/f1

497　稀飯　-

4、'し　'・".'I.　　- ∴

かゆし(鰭)

ヲヘカウサ　340　折桂　一カク

から(磨?) (辛?)

二・トI.山∴.言k;  . ,・.---

からいも(唐芋?,辛芋?)

カヤイモ　608　U」薬薯　-

からし(幸子)



カラス　573芥殊　-
て一別Ill'て奴

からしな(幸子某)

カラスナア　595　芥菜　ナア

かわかす(醍)

カアカシ　527　煎魚　-イヨ

かんたうふ(寒豆腐)

カンタヲホ　557　豆干　-

かんまい(寒米)

カンミイ　462　冬米　サクグミ

陶

き(蘇)

チ.600　胡萄　-リヤク子
㍍十・

609　黄羅萄　-タイク子イ

きうり(胡瓜)

ケウヱ　598　瓜菜　-

きく(莱)

キク　605　苗高菜　シヲンー

きず(衣)

ケジ　203　文花　ヤツヲー

ケヅ　291痘痕　痘売也キヨウカサノー

きだいこん(黄大根)

チヤリヤク子　600　胡萄　-
i.1-

チタイク子イ　609　黄羅萄　-

きつペん(橘餅)

チパン　431桔餅

・きば(牙)

チイバ　234　牙歯

きび(秦)

キビ　460　高梁・

きも(肝)

キモ　366　心頭　-

Bサ

367　心肝　上仝

きよら(清)

キヨラ　285　*Kf　-・・一-!U

291症庇　痘克也-カサノケヅ

ツヨラ198　光喰　-ズラ

きよらかさ(清痘)

キヨここ.;.-:. :　・・J-:圭!.;.  .了

キヨラガサ　285　&療　-

きよらつら(宿-L的

ツヨラズラ198　光陰　-

きりにら(切韮)

キリビラ　589　韮某　-
i,¥

きりもち(切餅)

チリモヅ　445　大和　-

きる(切)

キリ　589　韮菜　-ビラ
SJ

チリ　445　大喪　-モヅ

E]

くさし(臭)

コサ・、 357　鳴臭.クキノ∵

くそ(莱)

クソ Zft尿
榊

良nHH
H

、
L
U

02

ヽ
ヽ
ヽ

...;.耳83
つ
J

355 ナ＼ノ煤鼻

くち(口)

クキ　356　歪塀　-ヤウガア
二;fiK叫

357　塀真　一ノコサ、

クツ　358　日渇　-カバケル
∴・・l

コキ　328　取口　カサノ-クヲル

グキ　313　人舌　ウホシタ　ウフ～スル

シタクワヱ

314　刀舌　ヤナースル

くちびる(唇)

スバ　359　塀唇　一
日as

360　紋唇　-カ、

こ-f

コジ　428　葛粉　ワラビー
rI-r.r

3-2　0



くづる(捕)

クジラ7　337　耳畢　ミ、-

くびす(鍾)

アル　223　後損　ヒサノー
m日

くぼ(鍾)

クブ182　頭桂　ウシルー

コプ189　脳坑　ウシルー

くぼむ(窪)

コブミ　369　娼子鶴　ワキノー

くむ(*)

グン192　寿章子　ヒラー

くろし(異)

コル　450　鳥豆　-マメ

451黒豆　上同

コ・ 364　窯仁　ミイノーミ

くろまめ(黒豆)

コルマメ　450　烏豆　-

451黒豆　上同

くろめ　m自)

コ、ミ　364　窯仁　ミイノ-

くわし(菓子)

クワシ　377　雲片撲　ウンパン-

383　油札枝　アンラアデー　ア

ニ　ー~./,*/

401　軟撲　ノンクウ7-
`′r/シ

クワス　402　糠槙　-

403　餅琵　上同

424　糖粍　サトフモキ　ー

99

団

朝

1
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ゲ

H
u

2　　3　　47　　7　　7
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け
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毛
　
毛
　
毛

苦
　
下
　
拾
-
j
-

3　2 1

けじらみ(毛風)

ヒヤアン　275　烏蟹

葛

こ'(千)

クワ　37　乾児　ヤシナイ-

こ(粉)

クヲ　396　蕎麦粉　ソバー
・t I

l 1 ′_

コ　432　米粉　ヨヲノー

コヲ　439 13"粉　モジノー

560　麦空音　上仝　モジノ-ミソ

グヲ　436　中粉　ナカ-

こ(小)

グマ　292　小唐　カキガサ　-ガサ

こ　く一小)-

クワ157　先叔　亡父之弟也　シ、ルヲ

ザ、ア-

375　小把持-_イビン「

409　口包　マンツヨ-

コハ　334　鼠眠　メイー
smr.

こがさ(小癒)

グマガサ　292　小店　カキガサ　ー

ここ(此所)

コ、 268　陰門　女ノー

ござう(五臓)

十'I　∴・、・ミ　・'I>t　-

こし(育)

クシ　211手背　ティノ-

255　脊背　-ナガ二

こし(腰)

コシ　282　腰疹　-ノヤモン

こしぎけ(醒酒)

コシザケ　540　麗酒-　下溝也　料簡也

こす(演)

コシ　540　櫨酒-ザケ下酒也勘酒也



こせ(古都)

カウス　289　癖曝-　シゴキャパ

290　疹癒　上全
mし由

力フサ　288　癒樺　カサノヲヘ　-

シゴキャパ　289　碗癖　カウス　-

こせう(刷榔

クソ　571斑敏　一

グソ　570　花轍ク.ヲ蝣})ヤ-

568　胡敏　一
iてT'J

569　番轍　上全.

こと(事)、

I　362　隈跳　日雇跳動也　メイボトミ

キスル　ミウナシヨルー

こはげ_(強毛,陰毛)

コヲゲ　272　下毛　-

273　陰毛　女ノー

274　陽毛　男ノー

こはし(強,硬)

クハ　242　智炊　一声子
H3f

243　^腔　-ム子ノシタ　上仝

コヲ　272　下毛　-ゲ

273　陰毛　女ノーゲ

274　陽毛　男ノーゲ

こはむね(強胸,硬胸)

クハム子　242　Uil吹　-
〕ffi.1官

243　^股.-ノシタ　上仝

こはる(強,硬)
l'て訂!

クハ　266　硬了　一タン　夕子ノウワル
Kit,'て4".

クワヱ　313　人舌　ウホシタ　ウフグキ

スル　シター
,.3.'

ウワル　266　硬了　クハタン　夕子ノー
空i!JサBi

こぶ(痛)

グヲホ184　枕骨　アクラー

こぶし(翠)

カウサア　216　虎拳　-

ティズクン　215　革頭　-

こほり(氷)

コヲリ　430　氷粧　-サタウ

こはりさたう(氷砂糖)

コヲリサタウ　430　氷糖　-

こむぎ(小麦)

ンナムジ　438　小麦　-「

こむら(俳)

コング　259　小槌　-

- '・　　蝣I.　・

こめ(栄)

コミ　471春米　-シラケル

472　揺米　-ワル　上仝

473　筋米　-ヨル-

グミ　434　白米　シラゲ-

1!、1 I. ・　　　-
IE

462　冬米　サクー　カンミイ

463 ,校革　サクグメ　ヤハラー

Lグメ　463　梗米　サク-　ヤバラ'グミ

ゴミ　475　妙米　ハキャー
叫

クビ　397　西国米　シイヤカー

L-ご

さい(莱)

十i ':・・'二J--t-　　・二

602　婆蕗某　ホルゴー
1.手一1

サアイ　483　拷飯　シャイバンーンバン

シャイ　483　拷飯　-ンバン　サアイン

ノヽン

さいごくこめ　価回米)

シイヤカクビ　397　西国米　-

さいはん(菜飯)

サイパン　489　菜飯.-

サアインバン　483　拷飯　シャインバン

3　2　2



シャインパン　483　拷飯　-　サアイン

ノヽン

さうまい(粍米)

ノヲマイ　469　未来摘昇　一wm*

さうめん　m班)

サウミン　442　素姓　一

サウメン　443　線型　-

さき(先)-

ザキ　222　脚路　ヒサー
II'IP.

さけ(潤)

サケ　541福浦L　マキ..)ノウナガリー

アマサケ

r>-{、-I　帖酉　-.・."" ¥i-∴・・.・蝣・'蝣'蝣'蝣!'.
T

545こ.締酒　上仝

546　昌酒　上仝
∴て

547　倒酒　上仝

ザケ　540　醒酒　コシー　下酒也　勘酒

也

541福酒　マキリノウナガリサケ

アマ-

542　熱酒　アツー

543　主生酒　上仝　アツラシー

さけかす(酒粕)

カシサイ　549　酒漣　-

ささげ

ホヲダヲ　453　豆工豆　-マミ
,,蝣蝣*

459　菜豆　-マミ

ホヲラフ　599　豆籍　-

きたう(砂糖)

サタウ　430　氷糖　コヲリー

サト7　424　糖躍　-モキ　クワス

さたうもち(砂糖餅)

サトソモーT　42-1倍持I

さといも(里芋)

ツ∴!二7 .12　　T-'A7　-

3　2　3

さばく(裁)

サバカ　193 蓬頭　ニヤラーンカラズ

ポリイカラズ.髪乱

也'

「〕:

じ(痩)

: 1.二　　I"1.:r>

.目し

L L (肉)

シ、 408　肉員　=カマブク

508　精肉　マ1-

510　痩肉　マ-

513　蒸肉　ンブシブタ　ーンブシ

こ　　!?,一・　　　ミニ

ジ、 511妙肉　イリキー
W-3

512　焼肉　ヤキー
traい

ス、　412　内包　-マン`ッヨ

・r-1.' Il:1":.:

502　牛肉

514　煮肉

せ、　503　鶏肉

504　羊肉

505　狗肉

506　猪肉

523　鴨肉
蝣蝣'-I

529　鴛肉

ズシ　509　肥肉

ズせ　507　灼肉
ra_i

Lす(死)

シ、 157　先叔

>-tJ蝣

子イ-

ト土ノー

ヒキズノ-

インノー

ホタ-

アヒルノ-

ガアナアー

アンラ-

ンボシ-

亡父之弟也　-ルヲ

ザ、アクワ

した(育)

シ　　'">"・"・　　*"-"・・" -

:.∴・; i".'i': --　蝣,"・:.t.

310　舌根　-ノ子イ



313　大舌　ウホー　ウフグキスル

ークワヱ

した(下)

シタ　243　割重　クハム子ノー

シキヤ　250　小旺　-ワタ

Lは(堤)

シヨ　515　塩肉　-ブタ
HE

528　鹸魚　-イヨ
1'て1・T

532　魚泰　乾魚也　-ツケ
I';那

しほいを　(塩魚)

シヨイヨ　528　餌魚　-
Ill-

Lはづけ(塩漬)

シヨツケ　532　魚脊　乾魚也　-
W,l

Lはぶた(塩豚)

シヨブタ　515　塩肉　-

しける(絞)

シポヱ　315　痢病　リイビウ7　-ハタ

しはりわた(絞腸)

シポヱハタ　315　痢病　リイビウ7　-

Lやうが(生麦)

シャウガ　574　糟音　ツケ-
.17V-1TJt

610　生喜　ナマ-

Lやうず(坐)

シャウジ　321生塘　カサノータ!

Lやうゆ(醤油)

シャウヨ　562　活醤　-

563　醤油　-

しゆんぎく(春菊)

シヨンキク　605　両高菜　-

じゆんさふ(鴫痛)

ンタラ・-307　純増　-
i.m

しらぐ(捕)

シラグ　434　白米　-グミ

シラケル　471春米　コミ-

しらけごめ(精米)

シラゲグミ　434　白米　-

しらばい(自責)

ll.  、1 I:'1! ¥¥'-i:: -

298　汗病　-

しり(尻)

チビ　226　展股　-

し　モ-,T'・

シル　500　肉墓　七、ノー

r;蝣　?言

552　清湯　-

・,*;.　こ　　　昌　一・t.**

しろうり(白瓜)

モフウヱ　581青瓜　-

:: ^・r;:;　　言上

しろし(白)

シル　363　白仁　ミイノーミ

449　白豆　-マミ

.L'ろまめ`伯豆)

シルマミ　449　日豆　-

しろめ(白日)

シルミ　363　白仁　ミイノー

しん(心)

シン　361脱晴　メノー

しんしゃく(勘酌) ?

シンシヤク　342　精　択　　一
叶くsfiォ

回

す(為)

スル　313　大舌　ウホシタ　ウフグキー

,

・

.
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シタクワヱ

ヤナグキー

ヒキ'ミー　シャウマア

日展跳動也　メイボト

ミキ-　ミ　ウチシヨ

ル1

-'　'　A



シヨル　362　限跳　日展跳動也　メイボ

トミキスル　ミウチ-l

す(酢)

スヱ　572　較軒　-　ハヤイ

ハヤイ　572　酸酷　スヱ　-

ず(助動) (打消)

ン193　蓬頭　ニヤラサバカーカラズ

ホリイカラズ　髪乱也

すがめ(紗)

シャウマ7　333　余祁艮　ヒキミスル　ー
rt・

すぢ(筋)

カアズ　225　筋粂　一
蝣蝣';i

する(擦)

スル　470　砲米　モミウヲスニー

回

せうちう(焼酎)

ソウフキヨ　539　焼酎　気酒

ーせうべん(小便)

シヨビン　231激尿
蝣i-r<

ごtv>　A'Jf壬
.17蝣'd

263　小便

せき(咳)

シイバヱヨテル

ー上同

す玩困　堅田IIK8!^3^^^^^^B

せむし　雁怯)

カウグヲ　陀晋　背不能伸　一

クウグヲ　258　湾腰　クシー

せんきゆう(川考)

センチヨ　594　胃薬　-

覇

そば(蕎麦)

ソ′　300　里葦　′:Il  I

そばこ(蕎麦粉)

ソバクヲ　396　蕎麦粉　-
1.'. !,¥

3　2　5

そふ(揺)

スイリ　487　添飯　メシー

囲

だいこん(大根)

タイク子イ　609　黄擢葡　チー

リヤク子　600　胡衛　-
,;i・

たいふしんばん

タイフシンパン　484　請飯　-
1 j

だいべん(大使)

リヤピン　261大便　-

たう(磨)

トウ　455　田豆　-マアメ

457　洗豆　インラヲマミ　ーマアミ

458　蚕豆　-マミ

たうがらし(唐辛子)

クオリヤグソ　570　花敏　一

:'二・∴V' !l. ''・*・'

タウホ　556　豆腐　-

558　豆乳　-イヤウ

タヲホ　557　豆干　カン-

トウ7　448　黄豆　-マメ

たうふまめ(豆席豆)

トウフマメ　448　黄豆　-

たうふゆ(豆腐湯)

タウポイヤウ　558　豆乳　-

たうまめ(唐豆)

トウマアメ　455　田豆「

トウマアミ　457　洗豆　インラヲマミ　-

トウマミ　458　蚕豆　-

たく(炊)

タグ　496　煮　粥　　カイー
HiEU

・V・'・- ''-'"　<蝣:・ ( ・一三・

たち(太刀)

タキ　456　7J立　-ワキ



たちはき(大-JJ侃)

タキワキ　456　フ」}J. 「

たな(初)

ザナ　398　年琶　正月餅トシーモキ

たね(珪)

タナ　467. 軒J-　:^ ;'-T-
Mft

たto (&」)

y-T-　2`蝣15 Jill!巴　-ll

246　秒色　上仝

265　卵塊　-ノクヲガ　ヤクワン

了l>

棚
硬
的

6
C
U

2

ォEHE

267　軟了
ki上flT.Lrヤシ

ル

たわがはり(種変)

タナガヱ　467

たまご(卵)

クハタン　-ノウワル

ヤハラシャ-ノダデ

甘t-　-/-T-

クヲガ　265　卵捷　タネノー　ヤクワン

コヲ・ガ'525 ∴鴨糞.アヒルノ⊥
mり=

531建蛋　十ヱノ二

たり(助動) (完了)
,,a

タン　266　硬了クバー　夕子ノヱヱルむI*,一思

321生癒　カサノシャウジー

たる(垂)‥
・tBCりぢ

ダデル　267　軟了　ヤハラシャ　夕子ノ
iHIBiT :11・シ

ライ　354　鼻水　バナー

たわむ(揺)

タマヤ196　凹面　チラ-　由口船也

だんご(団子)

ダアJ*-　423　滝Ii　-

圏

ち　Olio

キ十　302　吐血　-バク

ち(礼)

チイ　365　班乳-
iTl†.1てTLI

ぢまめ(地豆)

了ミ"・-''-'　工上　-

ちや(秦)

チヤ　553　抱茶　-イリ、 -ワカス

554　烹茶　上同
i;Ⅵ

555　純茶　温茶也「ァソラス

r-jや:亘j>-v t.・-jサ・

チヤウガサ　319　庁痕　-

ちゆうぷ(中風)

キヨブ　343　中風　-

:_:一.i

つ'く(価

ツク　325　作膿　ウミノー上仝

ツキ　495　鍋杷　ナン一

つく(演)

ツケ　532-寧蕎
574　槽茸

i |- V-i-?JE

. 575　直或菜

576　韓菜

577　籍菜

579　昔菜

580　湊芳
こI/J

ズケ　579　葺菜

ヅケ　577　梧菜

キケ　578　糟瓜

つぐ(荏)

'一・'x' I).M　声
,;*

545　錆酒

546　昌酒
IB

乾魚也:-ラ.ヨ十

二シャ`ゥガ

ーナ

上全

力スヅケーナ

ミソズケーナ

-ヒル

ミソ-ツケナ

カスーツナナ

蝣'蝣　-.・　-- ,.・, -,.

サケ-　杯ニッタ也

上仝

上仝

547　倒酒　上仝

ツク　544　勘酒　サケツグ　杯ニー也i,ih

つくる.(作)

ツヨクリ　482　倣飯　メセ-

3　2　6



つけLやうが(潰生妾)

ツケシャウガ　574-.酢?f　一
㌧Tv,u

つけな(漬菜)

ツケナ　575画業「

576　m菜　上仝-

577　糟菜　カスヅケ-

579　苦菜. ・ミソズケ-

つけひる(漬蒜)

ツケヒル　580　掩蒜　-
H tl

つじ(旋毛)

キ　　180　脳隈.ヒヨルキ「

つつむ(也)

ツ、モ　324　湛輝　カサノウメ一
l

つとめて

シテミテ　476　早飯　-ミシ　7サミシ

つばき(棉)

ツハチ　565　茶油　-アンラ

?ばきあぶら(椿油)

シバチアンラ　565　茶油　一

つめ(爪)

ツメ　212　指甲　-

ツマグ　521爪尖　ブタ「

つら(而)

テラ196　P服l-　一夕マヤ　面如船也

;I:ラ　L'-M　軒i　>';:'・--
nasFiJl

つんぼ(壁)

ミ、クジラア　337　耳聾　-

匡「

て(辛)

ティ　210　手皆. -ノヒギ

211手洋　一ノクシ

ご　　蝣'/蝣:頭　-・・・r',ン

217　弾手　-ハンク

218　挽手　-マプル
.蝣'.It

3　2　7

220　ftp手　-ノピル

227　手栄　一ノワタ

229　手湾　-ノヒズノマカヱ.

283　手疹　-ノヤモン

田

とうぐわ(冬瓜)

シボヱ　583　冬瓜　-

とし(辛)

トシ　398　年喋　正月餅　-ザナモキ

としだなもち(年棚餅)

トシザナモキ　398　年琶　正月餅　-

とづ(聞)

クヲル　328　取口　カサノコキー

どもり(吃)

ンザナ　311急舌　-

312　結舌　上仝

とり　_(負)

トエ　503　鶏肉　-ノせ、

531薙蛋　-ノコオガ

とりゆ(取揚)

ト-∴・:: -1こ;.: :・>r.!'

とる(敬)

トヨン　350　把月永-ミヤクンツヨン.

ヤク-

.し、蝣!'・・; ;^,.二. I _≡:・・

とんし(頓死)

トンシ　317　暴病　-

圏

な(名)

ナ　376　無名指　-ラシウヘビ

蝣;' .':'I

ナ　577　糟菜　カスヅケツケ-

579　苦菜　ミソズケツケ～



590　毘菜　ンザ-

591若菜　ビイ1

603　苦芯菜　キシアー　ホクテル・

ニガ-

ナア　595　芥某　-　カラスー

RY, ^蝣t:f:　い/ ,チ-I
rT4t

ないぎ(内儀)

アヤ前　38　尊夫人　一　御内俵

なか(中)

ナカ　213　中指　-イビ

436　中粉　-グヲ

なかご(中粉)

ナカグヲ　436　中粉　-

ながね(長峰)

ナガ二　225　脊背　クシー

256　腰肋　雷蛇切二音力裂　一

・!*ネ

ながねばね(長峰骨?)

ナガニポネ　256　腰肋　雷蛇切二音力裂

なかゆぴ(中指)

ナカイビ　213　中指　-

ながる(読)

ナガリ　541福酒　マキリノウーサケ

アマザケ

なし(無)

ラシ　376　無名指　ナーウヘビ

なすび(茄子)

ナアスビ584　茄子　-

ななし(名無)

ナラシ　376　無名指　-ウヘビ

ななしゆぴ(名無指)

ナラシウヘビ　376　無名指　-

なべ(鍋)

ナン　495　鍋杷　-ツキ

なべつき(鍋付飯)

ナンツキ　495　鍋抱　-

なま(坐)

ナマ　526　鮮魚　-イヨ
i'A:

610　生葦　-シャウガ

なまいを(生魚)

ナマイヨ　526　鮮魚　-
99

なましやうが(生生妾)

ナマシャウガ　610　生井　-

なます(胎)

ナマシ　534　魚腹　イヨ-

なみだ(演)

ナラ　207　脹涙　ミイノー

p

に　く格助)

ニ　470　柑米　モミウヲス-スル

にく格政)

ニ　544　勘酒　サケツゲ　杯-ツク也
Ml)

にがし(苦)

ンザ　590　菟菜　-ナ

ニガ　603　苦蒜菜　キシアナ　ホクテル

-ナ

にがな(若菜)

ニガナ　603　苦蒜菜　キシアナ　ホクテ

JL　_

ンザナ　590　菟菜　-

キシアナ　603　苦憲菜　-　ホクテル

ニガナ

ホクテル　603　苦蒜菜　キシアナ　一

二ガナ

にひ(節)

メイ　399　綜千　五月五日　-モキ

にひもち(新鮮) ?

メイモキ　399　綜千　五月五日　-

'.サ　」 ,Q



にら(義)

ビラ　587　葱子
勺HI

シンモト

580 iii-ft　キI;-

にる(煮)

子イ　514　煮肉　一七、

国

ぬか(糠)

ノカ　474　米糠

ぬんくう(暖鍋)

ノンクウ7　401
蝣/'/ >

軟桂　一クワシ

恕

ね(梶)

子イ　310　舌根　シタノ-

ねぎ(葱)

シンモト　587　葱子　ビラ
HI

の

のく格助)(属格)

ノ阜95仮髪

205限度

207眼涙

210手皆

211手背

223校択
HI

224脚面

227手掌

229手湾

230脚湾

239腎門

:M3(・ii;
ll:持

265卵抱

268陰門

273陰毛

!i　:一Il-:,:

ミ-カア

14-f?

ティービギ

ティークシ

fc -9-T )V

ヒシヤーワタ

ティーワタ

ティーヒズ-マカヱ

ツンシ-マガヱ

サナズーアズマア

クハム子-シタ

夕子-クヲガ　ヤクワン

,'j -　　　ト

女-　∴:-:*′一

3　2　9

274　除毛　男-コヲゲ

2、(I ,'V.・'・..:　　し　　、

211 -*,!*∴ J,':?'-'.工　-.∴一・　　-',-蝣・-

310　舌根　シター子イ

332　隈皮　ミイ-カア　重出

361眼精　メ-シン

363　白仁　ミイーシルミ

364　異≒仁　ミイーコ、ミ

369　扇子窮　ワキーコブミ　手爽下`

也

372　脚底板　ヒシャ-ケラ

413　包心

432　米粉

439　紅粉

465　天穂
,',-　I1

488　使飯

500　肉糞

502　-T一肉

503　鶏肉

504　羊肉

505　狗肉

516　猪址

517　猪肺

523　鴨肉
9K

525　鴨蚤
I

531抱蚤

541福酒

豆V-i'

596
"i¥V iI三

・iZ M

wビ

マンツヨ-アン

ヨヲ-コ

モジーコヲ

イ子-ホヲ

アリイヤエーモノ

七、-シル

ウ七一七、

トエーせ、

i:-i　こく　一・一・

イン-せ、

ブタ-ウホガイ

ブクーホク

アヒル-せ、

アヒル-コヲガ

トエーコヲガ

マキリーウナガリサケ

上仝　モジーコヲミソ

カボ　ンリー)レイ

の　く格助) (主格)
mすg

ノ　266　硬子　クハタン　夕子-ウワル
至uォss

.1て蝣/ifン

267　打て　ヤハラシャ　タ千一ダ
5日亡m :itン

デル

280　頭疹　カ7ラジーヤリ

281恨疹　メイ-ヤモン



282　腰捧-

283　手捲

ご;一・・・!脚宣

321生療

322　発熱

324　瀧膿
It ・LI

1

325　作膿

コシーヤモン

ティーヤモン

ヒサーヤモン

カサーシャウジタン

ニツーイギル

カサ-ケメソ、モ

ウミ-ツク　上仝

326　湛膿　ウ.ミーイヤイル

327　山麓

328　収口

32'.*　扶・It:
1′、

346　有病

347　多病

357　塀臭

のど(喉)

ノヲリイ　232

のぶ(仲)

ノビル

ノベル

ノヲビ

ウミニイジル　上仝

カサーコキクヲル

ウメ-イシル

ヤマエーアン

ヤマヱーウホサ;

クキーコサ、

*

-

1

イ

　

サ

　

ク

テ

　

ヒ

　

ア

手
　
脚
　
欠

申
・
申
　
可

′

1

-

　

　

′

　

ー

　

　

　

P

O
　
　
1
　
　
6

弘
明
　
　
[
蝣
B
^
K
サ
:

2

　

　

2

　

　

3

団

は(歯)

ハ7　234　牙歯　チイバ　‥-

ハ　235　大牙　ウクハ

236　小牙　マイ-

341刷牙　-ンザキヤア　-アサル
..c

はい(柿)

ホク　517　猪肺　ブタノー

ほうき(寿)

ホウフナ　607　払詳菜　-ナア
he

はうきな(詳菜)

ホウプチナア　607　私等菜　一
購

はく(吐)

バク　302　吐血　キイー

ほ・: I'.n,

ワキ　456　フ」豆　タキー

はくしゆ(白酒)

パアキヨ　538　白酒　林荒酒　-

はしカこ(麻疹)

イリガサ　286　疹臆　-

はじく(弾)

ハンク　217　弾手　ティー

ハキヤ　475　秒米　-ゴミ
糾

はじけごめ(弾米)`

ハキヤゴミ　475　秒米　一
帥

はだ- (膚)

ハタヱ　253　皮膚　-
;,*

は」 (舟)

ハナ　353　鼻千　一

354　鼻水　-ライ

355　鼻尿　-クソ

はなくそ(鼻糞)

ハナクソ　355　鼻尿　-

はなだれ(鼻垂)

ハナライ　354　男.水　-

はふ(這)

バイ　201汗斑　シラー

298　汗三瓶　シラー

はる(腫)

バリル　323　脆了　-

ハレ　301嘉馴長　中表也　ツタ-ヤマヘ
IV;,|　上LL

はん(飯)

ノヽン C
O
 
c
r
>

C

O

 

O

O

4

　

　

4

7　　8　　37　　7　　8

一

^

　

　

-

;

蝣

　

　

一

山

.

.

ンv
-

ノ

・
/
　
・
-
.
'
　
　
　
　
∴

・
.
-
=
・
い
、

I:.こ・s i'.・i:i:

蝣Ia
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シャイバン　サアインー

サイ-

ヒルマモノ　7サー

ヨ-

シャインー　サアイン

ノ＼ン

タイフシン-



はんだま

ハンクマ　604　紅根菜

バンラマ　592　辛苦

はノ、 :;,*さ　く載?・'.'.・'

バンカサ　287　賊痘
I-7糊

はんつんいも(蕃貸手)

壊痘

パンツンイモ　425　番薯　イモ

団

ひきみ(引見)

ヒキミ　333　余潮見　-スル　シャウマア
ナtニ

ひく(引)

ヒキ　333　斜眼　」ミスル　シャウマア
'i*

ひざ(斜)

ナンシ　370　睦買主　-ガアラ.
;"・I !

ソンシ　230　脚湾　-ノマガヱ

ひたひ(額)

ヒタイ185　額頭　-

ひぢ　廿ナ)

ヒギ　210　手普　ティノー

ヒズ　229　手湾　ティノーノマカヱ

ひつじ(辛)

ヒキズ　504　羊肉　-ノせ、

弧1EH

ヒミキ　304　疾呼　-

ひゆ　Ui

ミンボトケ　606　蟻歯音

ひよめき(WTfi)

ヒヨルキ　ユ80　脳預　-

183　頚門1-

186　頭脳　-

187　脳蓋　上仝

188　脳円　上仝

ひら(辛)

ビラ192　厨子　-グン

キ、`

3　3 1

ひらぐみ(宰親)

と・.:. ∴　!i"・　　・:

ひる(義)

ヒル　580　沌蒜　ツケ～
1. -('t

=・1 .-!∵

ひるげ(昼食)

アサハン　477　年飯　ヒルマモノ　-

ヒルマモノ　477　午飯　-　アサハン

ひるま(昼間)

ヒルマ　477　年飯~-モノ　アサハン

・二:・一一一: :>蝣'i:

ご二・': :・..i　^'-,--;

.''S¥. '..　'¥I[ふ,

ヒンタウ　406　相加　-

y--.

ふくげ(ふく毛)

ホクゲ199　苦毛　-

ふくる(脂)

ホクワ7　335　眼腫　メイ-

ボコヱ　316　虚腫　ンナ-

ふさがる(塞)

ホサカル　208　開眼　ミクラ　大隈也
雛

>A

ふすべ(辛)

クツへ　320　肉庄　T

ふ　　　・V

ブタ　513　蒸肉　ンブシー　シ、ンブシ

Sr J-.:.-j :

516　猪批　-ノウホガイ

517.猪肺　-ノホク

518　腰子　-マミ

520　跨蹄　-アス

521爪尖　-ツマグ

522　蒸蹄　ンブシーアシ　猪足也



ホタ　506　猪肉　-せ、

ふる(征)

ホリイ193　蓬頭　ニヤラサバカンカラ

x　-　-/>,

ふる(梶)

ホレイ　344　檀疾　-
サ,

ふんどし(韓)

サナズ　239　腎門　-ノアズマア

風

へちま(糸瓜)

ナベラ7　585　茄子

団

は(培)

ホヲ　465　天梗　イ子ノ-
,'.- a

ぼうぼう(麦粉菓子)

ハウー415　花餅　一　夏倣的山東人愛吃

416　醇餅　上仝

417　醇々　上仝

418　飽子　上同

419　柏餅　上同

はがす(穴門)

ホガシ　276　破爪　女子初与人交合間色

也　アラー

ほじる?

ザキヤア　341刷牙　バンー　ハアサル
ilt

はぞ(培)

ホソ　252　旺暦　-

ほとめく

ポトミキ　362　眼挑　日展挑動也　メイ

-スル　ミウナシ

ヨル1

はね(骨)

ポネ　256　腰肋　雷蛇切二音力裂　ナガ

はるごさい

ホルゴサイ　602　婆綾菜　-
Wfi

囲

.I: Iii.:

'こ' r.,,,う　;'.'''、

:一二　　f.v;・蝣I　　蝣" .

ま(麻) ?

マ7　567　v*油　-ヨ　-、ンラ

まい(栄)

ミイ　462　冬米　サクグミ　カン-

マイ　469　招来　米末路音/,ヲ-

まえ(前)

マイ　236　小牙　-ハ

まえば(前歯)

マイハ　236　小牙　-

まがる(曲).

マカヱ　229　手湾　ティノヒズノー

マガヱ　230　脚湾　ツンシノー

まぐ(曲)

マゲル　218　挽手　ティー
iT・輯

219　校手　上仝

まくら(撹)

マクラ184　枕骨　-グヲホ

またたく(瞬)

メイポトミキ　362　眼跳　日原跳動也

-スル　ミ　ウチシ

ヨル1

ミウチ　362　眼跳　日展跳動也　メイボ

トミキスル　ーシヨ

ル1

まつり(祭)

マキリ　541福酒　-ノウナガリサケ

アマサケ

3　3　2



まふ(舞)

マヱ　348　看病　ミイ-

まめ(豆)

マアミ　389　落花生　ズー

457　流豆　インラヲマミトウ-

559　豆醤　-、ソ

マアメ　455　田豆

マミ　449　白豆

452　線豆

453　虹豆
1'i叫

if.! !i-iy:

457　洗豆

・1F.;5 .蝣臣T

トウ-

シル-

アヲ-

ホヲダヲー

ウク-

インラヲ-　トウマア

iF

トウ-

459　菜豆　ホヲダヲ-

vA　4】7　¥,サTJ. ・1.i:トー

・uざ　jTl'.'ト'>・7

450 '.島豆　コルニー

451黒豆　上同

まめ(豆) (腎臓)

マミ　518　腰子　ブクー

まゆ(局)

-一、・°ヨ　20.)眉毛　-

まんぢゆうL(接頭)

マンツヨ　393　接頭喬　アバー

409　口包　-クワ

410　接頭　-

412　内包　ス、-

413　包心　-ノアン

421掴貞　一

国

みき(御酒)

ミキ　499　米肌

みそ(味噌)

:< :・・. ;'.

ミソ　559　豆苦　マアミー

560　短音　上仝　モジノコヲ1

561麦醤　上仝　モジー

579　醤菜　-ズケツ・ケナ

みそづけ(味噌漬)

ミソズケ　579　苦茶　-ツケナ・

みな(管) (虚)

ンナ　316　虚腫　-ボコヱ

みまひ(見舞)

ミイマヱ　348　看病　-

みみ(耳)

ミ、　337　耳聾　-クジラア

338　耳尿　-クソ
I1′L-

,"'"!."・."i芋::　　　・・

みみくそ(耳糞)

ミ、クソ　338　耳尿　-
ifに

みみず(妊矧) <病名>

ミ・・汁　　　∴:ご　;蝣・!.'

みやく(舵)

ミヤク　350　把線　-ンツヨンートヨン

351診月永　上仝

352　着紙　上仝

みる(見)

ミイ　348　看病　-マヱ

ンツヨン　350　抱月永　ミヤクー　ミヤク

トヨン

351草月永　上仝

352　着月氷　上仝

ミ　333　斜眼　ヒキースル　シャウマア
ia

固

むぎ(麦)

ムジ　437　大麦　ウ7-

・I."-.-、・ ..ド;;　′ ∴

モジ　439　夏二錐}　-ノコヲ



?・・.;::蝣　君　　主圭・ ・・こ　ミ、J

561麦誇　上仝　ニミソ

モヅ　445　大敗　チリ-

むこ(婿)

モヲク　26　女婿　女子之郊也　-
H3!

むす(莱)

ンポシ　507　頼勾　-ズせ
IL-I-L・

r>:>1薫鱈　　I">':

ンブシ　513　蒸肉　-ブタ　シ、-

522　蒸蹄L-ブタアシ　猪足也

*s-i.". (結1,

アズマア　239　腎門　サナズノー

trte iJi'V)

ム子　242　包丁玖　クハ.-
;-,I,F r.

243　W魔クバーノシタ　上仝

248　包厄　上同　一グキ

むねぐち(胸口)

ム子グヰ　248　日'口.上同　-

&コ

め　柑)

メ　208　開眼　ミクラ　大隈也　-ホサ

カル

209　限畢　-ウソヤ　近眼物也

361眼精　-ノシン

メイ　281日良彦　-ノヤモン

33-1鼠UK　　コ・、
.1て.T

335　|i.間「 I I;さて..'蝣'''丁

362　眼跳　日屠跳動也　-ボトミ

キスル　ミ　ウナシヨ

ル1

ミ　205　眼皮　-ノカア

2"6　HUN'; -　<・v

i.H

362　眼跳　日展跳動也　メイポトミ

キスル　ーウチシヨル

363　白仁　ミイノシルー

364　黒仁　ミイノコ、-

ミイ　207　伐涙　-ノナラ

二・一三:二　私　　　　・),-.'　、

363　白仁　一ノシルミ

364　畳仁　一コ、ミ

めくそ(自発)

ミクソ　206　混尿　-
.Hと

めくら(育)

ミクラ　208　開眼　一　入眼也　メホサ
雛

カル・

ミクワ　336　御足　-
;;・「

めし(顔)

メシ　480　煮飯　一夕ケ

486　盛飯　-イリ、
唖

487　添飯　-スイリ

メセ　482　倣飯　-ツヨクリ_

・-ミシ-476　早飯　シテミ-テ「-　アサー

533　魚飯　シ、⊥

固

もち(鉾)

モキ　398　年粍　正月餅トシザナー

399　綜千　五月五日　メイ-

411包子　アンー

422　相子　アン-　上同

<.w i㍉し・し'・*蝣'.-.　:・、

もちごめ(精米)

モキグミ　461糟米-
{HTl

もの(狗)

モノ　477　年飯　ヒルマ-　アサハン

488　使飯　アリイヤヱノ「

485　吃飯　-カミ

もみ(粗)

モミ　470　沌米　-ウヲスニスル
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ムメ　464　稲谷　イ子-
til

t>i. :'眺1

モ、　228　大腿　-

519　大腿　-

もろみ(醒) ?

TJしこ　Six　出I"I

団

やうじゃう(養生)

ヤウジヤウ　349　治病　-

やさと(灸)

ヤ、"..'~l ::'/xl:　・<.さ　　　　三、

やく(焼)

ヤキ　512　焼肉　-ジ、
;'ト

530　焼掲　-ガアナア

ヤ・.:汁/　・蝣V:4?i:i

ヤクワン　265　卵地　夕子ノクヲガ　一

一や・、、: :∴　　f.!LL*'iJ

ヤコビヤウ　295　府療　-

やしなふ(莱)

ヤシナイ　36　乾母　-ウヤ

3T V:里　‥・*.***

やはらし(柔,秩)
mnm

ヤハラシャ　267　W了　-
h.i亡.∴IV.

ヤバラ　463　梗米　サクグメ　ーグミ

やまひ(柄)

ヤマヘ　301盛脹　中表也　ワタハレー
恥中Il'.ffi

ヤマヱ　346　宥病　-ノアン

347　多病　-ノウホサ

やむ(捕)

ヤモン　281眼疹　メイノー

282　腰疹　コシノー

383　手蜂　ティノー

こ・ご;m　|lL-:ii/  :・tl ・・

ヤリ　280　頭疹　カアラジノー

3　3　5

I　¥

'ォ'- !^こ::

ヨ　550　煮湯　-ポカシ

ヨヲ　432　米粉　-ノコ

'蝣..I　　圭　・. I

イヤウ　558　豆乳　タウホー

ゆ(油)

ヨ　567　K*.油　マアー

ゆがむ(読)

ヤウガ7　356　葺潤クキ-
Tnan'

ゆのこ(湯粉)

ヨヲノコ　432　米粉　-

ゆぼり(梶)

シイハエ　231撒尿　シヨビン　⊥ヨテル
HS

固

よ(夜)

ヨ　478　晩飯　-バン

よう(慈)

ヲヘ　288　癒珪　カサノー　カフサ

よね(栄)

ヨ子　466　稲桐　アヲー　租米甘

ここ:./ ::'1*'"'V'

ヨハン　478　晩飯　-

よる(選)

ヨル　473　筋米　コミ-

三「

らい(癖)

クンキ　299　磁束

クンツヤ　297　癖疾

らうがい(疾掠)

ポラヒ　345　療病

らふさう(蝋唐)



アマバイ　293　蝋癒　-　ハイがサ

ハイガサ　293　蝋塘　アマバイ　-

団

り(助動) (完了)

ル157　先叔　亡父之弟也　シ、-ラ

ザ、アクワ

りぴよう(痢病)

リイビウ7　315　痢病　-　シポエバタ

なし

圏

わかす(沸)

ワカス　553　泡茶　チャイリ、　チャー

554　烹茶　上同

ホカシ　550　煮揚　ヨ-

わ套(脇)

ワキ　369　隔子寓　-ノコプミ　手爽下也

わた(梶)

ワタ C
O
 
C
O
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C
S
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C
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C
O

Hwタヽノ

面
　
掌
　
子
　
旺
　
皮
　
脹
州
病

脚
　
手
　
旺
　
小
　
姓
小
道
皿
れ
・
 
I
 
~
痢

蝣

^

T

 

t

*

-

　

　

O
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O

　

　

ォ

ー

t

 

r

-

i

 

C

O

ヒシャノー

ティノー

シキャー

-ガ

中表也　-ハレヤマヘ

リイピウフ　シポヱ-
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わたがは(楊皮)

りタガ　251 1¥:皮　-

わたはれ(腸脹)
-ヽ. I

;

ワダハル　301魚眼　中表也　-ヤマヘ
k・い!l:K

わらび　蝣&!*・

二'II・-I .0-・'蝣:ち -

I.'I

わらびくづ(蕨幕)

ワラビコジ　428　葛粉　-
ll-"f

わる(割)

ワル　472　揺米　コミー　上全

わるぐち(悪口)

ヤナグキ　314　刀舌　-スル

わろし(悪)

ヤナ　314　-J]舌　-グキスル

囲

ゐ(冒)

ウホガイ　516　猪肱　ブタノー

国

ゑんどう(束豆)

インラヲマミー　457　蔑豆　-トウマアミ

トウマアミ　457　魂豆　イン_ラヲマミ　ー

胤

を(格助)

ヨ　231撤尿　シヨビシ　シイバエーテ
iffi

ル

をぢ(叔父)I

ヲザ、ア157　先叔　亡父之弟也　シ、

ル-クワ



第四節　　仮名資料にみる沖縄語

第-節・第二節・第三節でそれぞれの資料の分析を行なった。ここで、以

上の仮名資料全体に関する考察をする。

結論的には、高橋俊三(1991) 『おもろさうしの国語学的研究』の分析・

研究結果の域を出るものはないoその要点だけを摘記してみると、次のよう

である。

『おもろさうし』で使われている言語の音韻の主な特徴は次のようなこと

である(四頁～六頁による) 0

一、母音

(1) 『おもろさうし』の時代、主な短母音は五個　a・1　　u*o)

であったと考えられる。オ段の仮名と、ウ段の仮名を正しく書き分けようと

しているが、 (混用した例も多いので)多くの語において、 Oはuに変わり

つつあったと考えられる。 『おもろさうし』においてすらこのように混同し

ているのであるから、日常口頭語ではほとんど区別を失っていたであろう。

しかし、完全にOがuになった時期はauがo:と変化するようになった時

とするのが穏当なように考えられる。

(2Iア行・ハ行・ワ行以外の行では、エ段の仮名とイ段の仮名を混用した

例はほとんどない。エ段の母音がiに近い音になっていたが、まだ完全にi

になっていなかったからであろう。

ゑそこ・いそこ(良き船) 、こへ・こい・こゑ(声)

(3)ウ段音の母音uは変化なくuであったが、ス・ツ・ズ・ヅにおいては

iに変化していた。

するむ・せるむ(宣る) 、よせぎ・よすぎ(濯ぎ)

(4)本土の-音節の語に対応する語の母音は長音であった(ただし、当時

短音か長音かということは意味の区別に影響しなかったと考えられる) 0

せひ(岩礁) 、よう(世)

'ー)　　ォ">　　　r-*

o I



(5)達母音aiやau等は、後の母音が脱落しやすかった。運母音ou等

は融合してo uあるいは、 u:に近い音になっていた。
」&4

しりきや(しりがい)、ひやし(拍子)、おむうな・おもな(思うな)

二、子音

(1)語中のハ行音の転呼はすでに生じている。

といろ(十尋) 、おうね(御船)

(2)四つ仮名の混同はすでに生じている。

しまじり・しまぢり(島尻) 、ずれ・づれ(いづれ)

(3)子音の前のi母音の影響による口蓋化の現象が盛んである。そのため

劫音が音韻として存在する。

いみや(今) 、こしあてはりや(腰当柱)

(4) 『おもろさうし』では、子音の後のi母音の影響による軟口蓋破裂音

の口蓋化の現象(キ・ギがチ・デになる現象)はまだ生じていない。ただ

し、破裂音の口蓋化現象(キャ・ギヤ・がチャ・ヂャになる現象)は生じて

いる。

ちよわる(釆給う) 、ちよらのはな(清らの花)

(5)はねる音が存在する。

はんた(崖)

(6)つまる音が存在したかと思われる。 (存在したにしてもーモーラとは

みなされなかったであろう。 )

もちちへ・もちゑ(持って)

(7) 『おもろさうし』ではriの子音が脱落してiになる現象はまだ生じ

てない。

とり(鳥) 、もり(社)

(8) 『おもろさうし』ではkuraや　ur aのQkwやNgwへの変化

はまだ生じていない。

まくら(枕) 、てくらん(天願)

8



(9)語尾のシが脱落することがある。

むか(昔) 、ももと(百年)

(10)ダ行音がラ行音に変化した例は二、三あるのみである。

ろ(係助詞) 、てしなみ(レイシ並) 、ここら( 「ここだ」)

(ll) 「お」と「を」の仮名は語頭おいても混用されている。今日の首里方
eft

言でも区別があるところからすると、それは音の同一化によるのではなく、

仮名文字の使用に関する問題だと思われる。

おかう・をかう(御顔) 、おなり・をなり(姉妹)

(12)ア行の「え」の仮名は使わず、すべてワ行の「ゑ」を使っているが、

これも、音の同一化によるものでなく、仮名文字の使用に関する問題だと思

われる。

また、 『混効験集』 (1711年) 、 『仲里旧記』 (1703年頃) 、

『君南風由来井位階且公事』 (1703年頃) 、 『琉球国由来記』

(1713年)をもとにした「十八世紀初期の音韻」の要点は、次のとおり

である(四〇二頁～四二一頁による) o

-、エ段音とイ段音

(ア行・ハ行・ワ行以外では)混同しておらず、原則的に区別があるとい

える。母親eがiに変化する途中の音、例えばiなどを映そうとしたらしい

もの、あるいは母親eとiの中間のような音を映そうとしたものもある。

二、キ・ギ口蓋化

大体において、力行劫音は口蓋化し、キは口蓋化していない。

三、ツ・ヅ・ス・ズの口蓋化

大勢として、ツとチ、スとシ、ヅ・ズとジの区別を保存している。

四、リの子音脱落

リはイに変化しているとみなしてよい。

五、その他の音韓的特徴

(主に『混効験集』により)

・">　　・- '　f.



◇子音の前のi母譲の影響による口蓋化の現象が非常に発達している0

◇『おもろさうし』ではまだkur・gurが(k) kw・ng (w)

に音変化していないのに『混効験集』では音変化している。

◇b ur a, mu・r a, z ur aがnd aに音変化している。

☆　　　　☆　　　　☆　　　　☆　　　　☆　　　　☆

碑文記・田名文書・琉球官話集をもとにいささか付け加えるとすれば、以

下のようになる。

(碑文記)

[オ段とウ段] (混同例少なし)

こく(此処) VI(9)16、 VI(22)27、くま(此処) IV(1)10

[エ段とイ段] (混同例少なし)

(老人)おひ人V(25)ll

おゑ人VI(40)23

(今帰仁)みやきせんI (6)6　　いまきしんX(20)1

[ス・ツ]

すみ(墨) in(19)7、すミ(墨) I(15)9-DC(18)4 (「しみ」ナシ)

ちよく(強く) Ⅶ・(22)25、ちよさ(強さ) vI(5)12

[ (もと) -音節]

『おもろさうし』の「よう(世) 」に当たる例は、 「世」と、漢字で

しか出てこない。

[連母音の後の母音の脱落]

ちや(門) VI(20)5　　　ただし、 「ちゃう(門) VI(2)14」もある。

やに(様に) VH(30)5

つさし(突刺し) in(8)9

[ハ行転呼]

「仰ぎ」　あふき二X(18)11、あをきI(17)10

「祝事」　いわひ事V(5)25 、ゆわい事VI(8)3

3　4　0



「襲ひ」　おそいK(3)15 、おそひVI(4)17

「位」　　くらひV(4)ll 、くらゐVI(4)3

「末」　　すへIX(1)20 、すゑI (12)10

(資料の年代は反映されていない七いう結果を得る。つまり、新旧の差は

ないと言える。 )

[口蓋化]

子音の前のiの影響による口蓋化

いきや(如何) VII(24)23、　いきよく(動く) VE(32)2 、

みやきせん(今帰仁) I (6)6、　いちゃちや(板門) VI(20)2 、

いちやわり(労り) W(34)3 、　かちよく(海賊?) VH(22)24、

ちから(力) VH(31)4

破裂音の口蓋化

ちよわひ(釆給ひ) VI(25)20

[はねる音]

あんし(按司) I(3)14　- I (8)10　-ffl(ll)13・IV(1)1・Vfl(17)27-

いまきしん(今帰仁) X(20)1 、みやきせん(今帰仁) I (6)6、

かつれん(勝連) VII(39)4 、きん(金武) I (8)10 、しゆん(舜) Ⅴ

(8)16 、てん(天) I (17)6　・VI(6)1、はん(香) VH(26)27、はん

(塞) K(ll)25、もん(文) n(2)22

[riの子音脱落] (ナシ)

とまり(泊) VI　3)9

とり(酉) El(3)25 、 V(19)26、 VI(14)25、 VH(8)26　--

[語尾のシ脱落]

と(年) VI(34)23　(ただし、とし(年) IE(3)13　あり)

[語頭の「お」と「を」 ]

おれ(降れ) ffl(4)13

をれ(降れ) V(20)13、 VI(15)13、 Vfl(9)13 、 VI(19)9

3　4 1



(田名文書)

資料が、 1523年1606年と古いこと、それに「辞令書」であるこ

とも影響していようo 「変化」が少ないo 「歴史的仮名遣い」に近い現われ

をしている。しかし、いくらかの「揺れ」は、ある。

[オ段とウ段]

(親雲上)大やくもい　3-5、 3-9、 517、 5-9、 6-6、

6-8、 7-5、 7-7、 8-6、 8-8、

9-6、 9-8

大やこもい　11-7、 ll-9

[ハ行転呼]

(家来)けらへ　9-3、 ll-3

けらゑ　8-3

(那)こおり　2-3、 3-4、 5-5、 7-4、 815、 9-5、

10　　、 ll-5

こftサ1　6-4

蝣A

蝣」>

工

[はねる音]

2-3、 3-3、 4-3、 5-4、 6-3、 7-3、 8-4

9-4、 10-3、 ll-4

1 -4

1-2、 1-10、 2-8、 3-2、 3-9、 4-8、 5-9、

6-8、 7-7、 8-8、 9-8、 10-7、 ll-9

4-2

くわんLや　2-5、 2-7

(ちなみに、 『硫球館訳語』 「311三使臣　官舎」の「官舎」は、こ

の「くわんLや」である。 「くわにLや」 (1-4)ともあるO)

せんとう　3-3、 8-4、 9-4、 ll-　、 ll-7、 ll-9

まなハん　4-2

3　4　2



(琉球官話集)

標準的あるいは規範的「大和口(大和言葉、日本語) 」を意識した表記を

心掛けているようであるが、 「現実(の音声) 」には勝てず、それが露呈し

ている例が多いo最後に[ (誤ったつ規範意識による(誤った)類推仮名遣

い]という項目を設け、これについて少々詳・しく述べた。

これと関連して、次の引用をしておく。

『琉球官話集』が明治になってから書き改められた可能性がある。

†平和彦「近世琉球の官話」 『宮良雷壮全集　月報7』昭和56年6月〉

[オ段とウ段]

イ子ムメ(464) (稲籾)、ウクマ(566)ウグマ588) (う胡麻)千

ウシルクプ(182)　ウシロコプ(189) (後窪)、ウク(235) (輿)、

カボ(596) (蕪)、カマブク(408) (蒲鉾)、コサ、(357) (臭さ)、

コル(450) (黒) 、クシ(211) (育) 、ノカ(474) (糠) 、ホサカル

(208) (塞)、モジ(439) (麦)、モヲク(26) (婿)、マヨ(204)局)、

タウホ(556-558)　タヲホ(557)トウフ(448) (豆腐)

[エ段とイ段]

ウセ(502) (午)、ムメ(464) (籾)、ウメ(324-327-329) (膿)、

ケジ(203) (症) 、マアミ(389-457蝣559)　マアメ(455)　マミ(449

452-453-454-457-458-459)マメ(447-448-450・451) (豆) 、メシ

(480-486-487)　メセ(482)　ミシ(476-533) (飯) 、マイハ(236)

(前歯) 、バリル(323) (腫)

[ス・ツ・ズ・ザ]

アシ(522)　アス(520) (脚)、アスボ(294) (汗疹)、イギル(322)

イジル(327)　イシル(329) (出)、カシ(549)　カス(577:578)

(粕) 、カタズラ(244) (固面?) 、カラス(573)(幸子) 、ケジ(203)

ケヅ(291) (症)、ツヨラズラ(198) (清面上　コジ(428) (葛)、

スヱ(572) (酢) 、チラ(196) (面)、ナマシ(534) (鰭)、ミソズケ

(579) (味噌漬)、ウヲス(470) (臼)、カウズ(429) (麹)
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[ (もと) -音節]

クヲ(396)　コヲ(439-560) (粉)、ホヲ(465) (檀)

[ハ行転呼]

ウトガヱ(237) (慣) (おとがひ)、コヲリ(430) (氷) (こはり)、

シヲ(515・528-532) (塩) (Lは)、ハ37ヱ(253) (膚) (はだへ) 、

ヒタイ(185) (額) (ひたひ主ミイマヱ(348) (見舞) (みまひ)、

ヤマヱ(346-347)つ病) (やまひ)

(規範に則った例)

アハ(393-433) (莱) 、アヒル(523丁524-525)塚鴨)

[口蓋化]

破裂音の口蓋化

チ(600-609) (黄)、チイ叫234) (牙主ツヨラ(198) (清ら)、

チリ(445) (切り)、ツバチ(5時(椿上ホウフチ(607) (筆主

ムジ(437-438日モジ(439・560蝣561'モヅ(445) (麦) 、ンザナ

(590) (吉葉)

[はねる音]

アンラ(383-509-565-567日アンダ(566) (削、アン(411-413-422)

(鰯)、イン(505) (犬上イリカン(195) (入れ髪)、コンダ(259

260)(俳)、サウミン(442) (素麺)、シン(361) (芯)、シヨビン

(231-26写263) (小便)、リヤビン(261) (大便)、トヨン(350) (敬

る) 、マンツヨ(393・409-410-412-413-421) (鰻頭) 、ンザナ311

312) (吃)、ンナ(316) (管)、ンポシ(507-524) (蒸し)

[riの子音脱落]

トヱ(503-531) (鳥) 、ウヱ(578-581-582) (瓜)

[bura, mura-nda]

アンラ(383・509・565-567)アンダ(566) (油) (あぶら) 、

コング(259-260): (俳) (こむら)
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[ (誤った)規範意識による(誤った)類推仮名遣い]

「き・ち・つ」、 「ぎ・ぢ・づ・じ」、 「し・せ・す」、 「じ・ぜ・ず」

が、それぞれに同じ音になっていた.こと(順に[月iコ　[d

日J, [d31])を示す例どもであるO例えば、本来「っ」であるべ

きところを「き」としているのが、その最たるものである。

冒(くち)クキ(356-357)、クツ(358) 、コキ(328)

餅(もち)　モキ(398-399-411-422-424)

太刀(たち)　タキ(456)

血(ち)　キイ(302)

中風(ちゆうぶ)　キヨブ(343)

祭(まつり)　マキリ(541)

辛(ひつじ)　ヒキズ(504)

演(つけ)　キケ(578)

旋毛(つじ)　キゞ(180)

出(いづ)イギル(322) 、イジル(327) 、イシル(329)

肉(LL)　シゝ(408・508-510-513-533)

スゝ (412)

セゝ (500-502-514)

せゝ (503-504-505-506-523-529)

～ジゝ (511-512)

～ズせ(507)

～ズシ(509)

この他に、次のような例もある。

麦(むぎ)　モヅ(445)

豆腐(たうふ)タウ射556-558) 、タヲホ(557) 、トウフ(448)
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第一節　音声・音韻史

第-章から第四章までの一通りの纏めをすることで、沖縄語の音

声・音掛こ関する適時的考察を行なう。

『おもろさうし』を中心とする仮名資料をもとにして、沖縄語の

音変化の過程は、ほぼ明らかにされたと思われるが、時間との関わ

り(その昔変化はいっごろ起こったか、その音はいつごろまで行な

われたかなど)については、詳らかでない部分が少なからず存在す

ると言えるoここの纏めを、この時間の問題を考える出発点とした

い。

また、後半において、沖縄語の音変化の特徴を如実に示している

と思われる「口蓋化と破擦音化」及び「有声子音の前の鼻音」を取

り上げ、時間の問題を少し詳しく見ていくことにする。

資料を、次のものに絞るo記述においては、以下のように、略号

を用いる。

①　翻・・-・--・- 「語音翻訳」 (1501年)

②　館---- 「琉球館訳語」 (16世紀前半成立?)

③　使・・-一日・『使坑球録』 (1534年)

④　字・・--・=-『音韻字海』 (1572年頃)

⑤　信・-一一-『中山伝信録』 (1721年)

⑥　見--・-・・-・ 『琉球大学見聞録』 (1764年)

⑦ク')一日　「クリフォード琉球譜勇」 (1818年)

⑧　漂・----『漂海録』 (の「坑球」語) (181年)

(ただし、前半においては「翻」 「館」 「信」 「ク男「漂」を中心

に考察する。 )

各資料に共通に現れる語例をもとに考察していくが、それが見つか

らない場合は、音環境の似ているものを使う(主に後半において)。

(中国資料の場合は、先行文献の引き写し項目・事項が少なくない

ので、この点にも留意する必要がある。 )
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本論で対象としたのは、 16世紀以降の沖縄語である。 15世紀以前

はどうであったか。想定される音韻は、以下のようであろうか。

*　i

*k i

tr i

*t i

*di

*pl

*b i

*s i

*z i

*mi

2SSH

*r 1

* ,1 1

*wl

*　　　　　*　a

*k e　　　*k a

*　　　　　　　*

*t e　　　*t a

*d e　　　*d a

*P e　　*Pa

*b e　　　*b a

*s e　　　*s a

*z e　　　*z a

*m e　　　*ma

*n e　　　*n a

*r e　　　*r a

*j e　　*j a

*w e　　　*wa

*　u　　　*　o

*ku　　*k o

*　u　　*g O

*t u　　　*Jヒo

*d u　　*d o

*pu　　*p O

*b u　　*b o

*s u　　　*s o

*z u　　　*z o

*mu　　　*mo

*nu　　　*n o

*r u　　　*r o

*J u　　*j o

*wu　　　*wo

15世紀以前の沖縄語の(想定される)音韻

果たしてこれでよいのか、その上限はどの辺りかなど、検討すべ

きことが多く、今後の研究に待たなければならないが、 16世紀以降

と対照するための臨時的尺度としては、容認可能であろう。
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1_6世紀以降の沖縄語の音韻

「語音翻訳」の分析結果によれば、母音は、 /i/-/a/-

/u/三母音化への傾斜を見せているが、　　　　w.　e.

も認めることができる。

/i/は*　　から/i/へ移行する途中の姿であり、　ォ.

は/ス/・/ツ/・/ズ/・/ヅ/において認められるものである

し、 /0/は*/O　から/u/への移行を見せはじめていると判

断される/オ/である。

「琉球館訳語」においても同様のことが言える。それを確認する

ために、エ段音とオ段音に焦点を絞り、代表的音訳字の音を、 「坑

球館訳語」よりは時代が下ることになるが、 『中原音韻』 (1324)

と比べれば、時代的に「琉球館訳語」により近いと考えられる『西

儒耳目資』 (1626)で調べてみる。以下のようである。

なお、 『西儒耳目資』には声調記号(′、 、、 ~など)が付され

ているが、此処では直接関係がないので、煩雑さを避けるために、

これは省く。また、原本のアルファベットは筆記体であるが、活字

体に改める。

エ　　葉:xe 1 e

ケ　　全:ko　及:ki e　潔　kie

ゲ　　乞:k` i k` i e nl e

セ　　(なし)

ゼ　　支:chi　緯:Qie　熱:Ⅹo

テ　　帖:t` i e　的　ti e

ア　　支　-　テ

的　-　テ

ネ　尼:nie nl　轟:nie　眠:mien

へ　'):圭　一‥- .-L".
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ベ　　別:pi e

メ　　米:mi　毎:moei mul　密:mie　眠　-ネ

レ　　立　1 i e

オ　　倭:goei uel uo　悪:o u la

i.i m

コ　　十　一ケ　姑:ku　殻:k` io　孔:k` un

ゴ　　憲　一オ

ソ　　(なし)

ゾ　　(なし)

卜　　大:to t` o ta t` oi　宅:t` a t` 0

Xe　多:to　吐:t` u　周　cheu　独:七〇

度　to tu c e　都:tu　堕:t` o to

h o e i

ド　　多　-卜　　度　-ト

ノ　　那:na no　叡:nu

ホ　　波:pi po poei　活　kuo huo

賀:ho

ボ　　普:p` u

モ　　木:mo　目:mo　莫:mu mo　毛:mao

ヨ　　由: i eu　約: i ao 1 o

ロ　　禄: 1 o　魯: 1u

ヲ　　外:vai ual　倭　-オ　翁　-オ

微妙なバリエーションがあって、単純ではないが、基本的には、

*/エ/相当部分に「-ei」と「-i」とを含む字が、 */オ/

相当部分に「-o」と「-u」とを含む字が( 「琉球館訳語」にお

いて)使用されていることを確認することができる。
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服部四郎「日本祖語について　1-22」 (『月刊　言語』1978年

1月　-1979年12月)で述べられていることを、此処でいちいち取り

上げて検討するのが、ある立場からすれば、筋かもしれないが、も

との記述があまりに詳細過ぎることもあって、それを引用しつつ論

を進めていくと錯綜してしまう懸念が大きいことから、どこでどの

ような頻度で触れられているかを示すに留めようと思う。連載第一

回目の『月刊　言語』1978年1月号の66頁を「1頁冒」と見なして

「通しの頁」をつけていくと、最終回(22回)の最終頁が218頁と

なる。この方式にしたがって、項目とその所在頁とを示すことにす

る(詳細なものではないが) 0

エ(47、181) 、オ(182 ) 、二重母音(112 ) 、長母音(203)

キ(71-79、 81-87、 97) 、ケ(52-55、 71-79、 81-88、 97主

力(138)、ギ(71-79、 81-87) 、ゲ(52-55、 71-79、 81-　、

ガ(138)

チ(100、102、103、105　、テ(102、104、106、216、217主　ツ(113、

114、115、216、217トト(Ill上　ヂ(102、103、108主　デ(102、103、

108)、ヅ(114)

ハ行昔( 118-127)　へ(186主　フ(216、217)、ホ(129、132)

ジ(102、103、108)

nとr (64-69)　ナ(198主　ヌ(198主　ノ(133)

リ(132、197)

声門閉鎖と非声門閉鎖(137)　無気昔(169、170)

喉頭化音と非喉頭化音(有気音) (16)

滞肯(89)　鼻母音(51)

口蓋化・破擦音化(Ill、187)

日本館訳語・坑球館訳語の成立(123、126、130)
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以下の表中「( )」は、 「用例なし」であるが、前後左右から

類推したもの。 「現」は、現代語。

各資料(翻・館・信・クリ・漂)のそれぞれのモーラ相当部分の用

字・用例を示し、それから推定される音声・音韻を表示する。 (ハ

ングルは原則として転写字で示す。音訳芋は代表例を示す。 )

1、　*/ィ、エ、ア、ウ、オ/

1-1　*　イ/

節: i

鰭:以、亦

信:夷、亦、-、衣、俵、畏

クリ　e e,

漢: i

翻 鰭 信 一㍗ 漢 J "'

立 =こヒ
[∃ 戸

音 韻

1

▼日

1

1

H . ... ...

1

1

... ... ...

1

1

1

1

1

1

-.. ... .日

1

1-2　*/エ/

那:j〇, j〇　inl

鰭:葉

信　蝣>/、 ・、貝

クリ　　　e e,　　u

漂　AI LUl
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節 館 信 クリ 漢 覗

☆ こJ.∫蝪F�"

昔串

e I I e C 1

1

I

1

6

1

i

1

1

1

1

I

1

a

1

1

c

1

1

1

1-3　*　ア/

翻: a

鰭:安、垂、阿、哀

伝:阿、亜、唖、柾

クリ　a, aa, au(gh主　aw,　u o　(gh)

漢: a

節 鰭 信 . ㍗ 漢 硯

^E-rtr[∃戸

音韻

a

a

a

a

a

a

a

α

A

a

a

a

a

a
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1-4　*　ウ/

u m,　o A

棺　f-H

信:K、屋、烏、吾

クリ　u o o o ou a

漢:u

翻 鰭 伝
クリ ll*: 覗

蝣&.-
g m

音韻

u

UI

U

A

u

u

u

u

u

u

U

0

u

u

u

u

u

1-5　*/オ/

翻　o u

鰭:烏、倭、翁、悪

信:烏、倭、屋、文、五、撃

クリ　o o o Wl a

漂　u o

翻 脂 信 A-リ 漢 覗

音声

0 o U 0 o u

U

u

U u U

u

(U)

u
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音韻 0 0 u u u u

1-6　二重母音、長母音

かい　翻: kai

館:義

信:痩

クリ　k a a

漂: (ナシ)

ない　翻: n ai

館:乃

信: (尼)

クリ: na

漂: (ナシ)

はう　翻　pha o

館:包、哩

信:火、和、哩

クリ　ho, h aw

漂: (ナシ)

どう　翻　to u

館:痩

信:度

クリ: d o o

漂: (ナシ)

たい　翻: tai

館:大

i"一　蝣　-y;

クリ:deh

漂　t ai

かう　翻:kha u

館:稿

信:-f";

クリ　kaw

漂: (ナシ)

ばう　翻: (ナシ)

酷:.1'

信:巴、

クリ　b aw, bo

漂: (ナシ)

とを　翻: (ナシ)

館: ;'!:-

信:土

クリ: t o o

漂: (ナシ)
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ちや　翻　chj a

館:‡し

信:札、茶

ク・J:chA

漂: (ナシ)

つい　翻　chui

館: (ナシ)

信:之

クリ: (ナシ)

漂: (ナシ)

翻 鰭 信 クリ 漢 現

a i a i a i ai.e a : a : C :

a u au au 〇 : 〇: 〇 : 〇 :

0 u Oil 0u u : u ‥ u : u :

0 0 oo) (oo) u : u : u :) u :

iJa l.ia ij a a : a : a :) a :

u i u i u i i : H 一 は 一 i :

ae.　　ao/, /e eu.　　eo.　　ol

/1U,　10. /uu.などについては、用例が断片的にし

か得られず、統一的な取り扱いが困難なので、省略にしたがう。

1-7　母音の無声化

m 鰭 伝 クリ 漢 覗

○ (○) (○) ○ ○ ○

(Oは、 「無声化」あり)
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2、　*/キ、ケ、カ、ク、コ/

キ　翻　ki, kh

館・・乞、及、近、急、掲、・結

信:乞、及、吉、鶏、刻、締、気、選、軽、琴

V):C hi, ch e e

漂: ci

ケ　翻: kj〇　　khi

館:全、及

信:鶏

クリ　ki, ke

漂: (例なし)

カ　翻　ka, kha

館:全、‥干、加、高、噴、看

信:加、項、看、客、暗、脚、突、蛤、謀

V):ka, ke, ku, ca

漂　ka, kha

ク　翻　ku, khui

館:公、古、姑、孤、刻

信:空、苦、枯、活、谷、巽、可、克、窟

クリ: ko, c o o

漂: ku

コ　翻:ko kho, ku

館:全、‥孔、姑、殻

信:孔、姑、古、誇、括、椙、谷、巽、可、克、窟
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クリ　koo, coo, co, cu

漂　ku, s ko

音声音韻 .翻 鰭 つ言 ,.-i: 漢 覗

キ

Vr.-L--E3 "

音韻

k i

k h i

k i t S i

t ～i

! :蝣i t ～i t ∫i

k i k i C i C i C i C i

'l-

ZVV.̂ rf∃戸

音韻

k I

k i

k I

k Y

k J i k = i k =

k h i

k

k i k i k i k i k i k i

カ

二己ここニヒm .p->

肯韓

k a k a k a k a k a k a

k h a k α k h a k A

k α

k h a

k , a

k a k a k a k a k a k a

ク

コ±二ここヒ
H P71

音韻

k u k u k u k u k u k u

k h k U k U k U

k u k u k u k u k u k u

コ

ユ⊥二=土ご[∃戸 k 0 k 0 k U k U k o . k u

k , 0

k u

k U

k u

k u k u k U
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「 iカ」などに関して、 [口蓋化と破擦音化]を参照。

3、　*/ギ、ゲ、ガ、グ、ゴ/

ギ　翻: ki

館:乞、及

信:及、某、吉、鶏、棋

クリ:Jl j e e

漂:ci

ゲ　翻　ki, kuii

館:乞、結、潔

信:某、之、凡、潔、傑

クリ　　　　　ee,

・'tin k i

ガ　翻: ka

館:加、噴、晴

信:胡

クリ　ga,　u

漂　K-I

グ　翻　ku, ko

館:姑

信:吾、活
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クリ: go o

漢: (例なし)

ゴ　翻:ko, ka

館:烏ママ、悪ママ

信:吾、古、姑、荷、谷

クリ: go

漂:ku

音声音韻 翻 鰭 信 クリ 漢 現

ギ

立ここ土ごE]戸

音韻

g i g i d Z i

d 3 i

d 3 i d 3 i d 3 i

g i g i Z i Z i Z i Z i

ゲ

二王こことご
H /13

音韻

g i

g l

g I

S l

g i g i gi) g i

g i g i g i g i (gi g i

ガ

☆二上ごE3r�"

音韻

S a g a

g A

g a g a

」A

S a

g a g a

g a g a g a g a g a g a

グ

h Jt[ヨ戸 g u g u g u g u g u g u

g U g U g U g U
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音 韻

,

g u g u g u g u g u g u

ゴ

立 =土ゴf∃戸

音 韻

g 0 g 0 g U g 0 g u g u

g U

g A

g U

.g u

g u g.U

g u

g 0 g 0 g u g u g u g u

「 iガ」などに関して、 [口蓋化と破擦音化]を参照。

4、　*/チ、テ、夕、ツ、ト/

チ　翻　Cl c hi

館:之、止、只、宅、結、集

信:池、着、斉

クリ　che e, tehee

漂　Cl c hi

テ　翻:tjo thj〇, tjoら　ti, thi

館:帖、的、只

信:蹄、的、帝、得、執、堤、僚

クリ　ti, te e, te

漂　t si

夕　翻　ta, tha

館:大、都、達、塔

信:大、都、達、塔、挺、治、他
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クリ　ta, t o

蝣l-I:　1

ツ　翻:cA, cO cha,. chu

館:子、多、禿、的、祖、藁、都、.息是

信:子、禿、祖、之、磁、足、速、争、左

クリ　chi, che tsee, tsi, tzee

s ti, s t e e

漂　ci, chi

ト　翻　to, thu

館:大、多、吐、独、度、都、堕

信:多、吐、禿、砥、土

クリ　too, tu, twi

漂: tu

音声音韻 、翻 鰭 信 '蝣:i 漢 覗

チ

立=土ご
【∃戸

音韓

t S i t S i t s i

t ～i

r ・i t ∫i '蝣 i

t i t i C l C i C i C i

チ

立=土ご【ヨ戸

音韓

t e

t I

t i

t h i

t e

t I

t i

t I t I

t i

t , i t i

t it i . t i t i t i t i
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I r T

夕

ĉr.-=i-fヨP

a aP

t a

t 九 a

t a t a t a t a t a

t a t a t .a t a t a t a

ツ

zJ」.=k?[∃戸

音 韻

t S U t s ui t s l t S i t S i t ∫i

t S U I t s l t ～ i t S u

C t圭 C ti C i C i C i C i

ト

J3*E=fcr
Elf"

音韻

七〇

t h U

七〇

t U

t u

t U

t u

t u t u t u

t 0 t 0 t u t u t u t u

「i夕」 「i卜」などに関しては、 [口蓋化と破擦音化]を参

5、　*/デ、デ、ダ、ヅ、ド/

3　6　3

照。

ヂ　翻: ci

館:失

信:失,之

クリ:j e e

漂: (例なし)



デ　翻　(t o, tjoi) t

館:帖、的、得

信:的

クリ　d e e

漂　tuii

ダ　翻: t a

館:達、大、代、旦

信:苔、大

クリ　d a

蝣Iltl"　t ;i

ヅ　翻　z u　　入

館:子、多、足

信:千

クリ　j e e, z e e

漂:ciui

ド　翻　t o, tu

館:多、度

信:度、動

クリ: d o o

漂: t u

音 声 音 韻 1翻 鰭 信 狗 漢 覗

チ

立 =土r
u fu d Z i

d 3

d v.

d Z i

d 3 i d 3 i (d 3 d 3 i

-
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音 韻 d i d i Z i T Z i Zl f Z i

1.P、T

Jr.T-+..-【∃ノココ

音 韻

d e

d I

d i

d e

d I

d i

d I

d i

d i d V d i

d i d i d i d i d i d i

蝣蝣'<

舟 .」L.b r"

音韻

d a d a d a d a (da) d a

d a d a d a d a (da) d a

ヅ

コ三ここ=土ご[∃戸

音 韓

(dZu)

Cd Ztu )

d z m

d z I

d z i d Z i d z d 3 i

z tt z t* Z i Z i Z i Z i

ド

立 こ上ご d 0

d U

d 0

d U

d u

d U

d u

d u d u d u

d u

日戸

立 d 0 d 0 d u d u d uE]韻

「 iダ」 「iド」などに関しては、 [口蓋化と破擦音化]を参
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照。



6、　*/ヒ、へ、ハ、フ、ホ/

ヒ　翻　pl Ph

館:亦、必、非、品、葉、.分

信:必、非、皮、飛、蹄、分

クリ‥fi, fee, hee, pee

漂: (例なし)

へ　翻　phlui

館:也、 tlママ、葉

信:莱

クリ　f e e

漂: (例なし)

ハ　翻:pa, pha

館:花、法、聾、哩

信・・花、法、華、哩、河、寄、番

クリ‥fa, ha, high, whfa

漂　ho a, ha

フ　翻　pu, phu

館:付、一福、分、肺

信‥付、福、夫、朗、灰

クリ　foo, whfoo hoo, ha

漂:hu

ホ　翻: (例なし)

館:波、活、賀、晋、夫

信:活、賀、夫、谷、巽

3　6　6



舛　f o o, who o

漢: (例なし)

TlV.-十丁止 t] 翻 鰭 / ¥ クリ 漂 覗日戸 ij 韻

ヒ

コ缶二二土ご【∃戸

音 韓

p i p 1

◎ i

p i

◎ i

p i

◎ i

C i

(◎i) 9 i

p i p i p i hw i (h i) (hw i h i

ヘ

立 士H P

音 韻

p p I p I ◎ i (◎ H 工 ÷

◎ I

p l

$ i

◎ I

p i

◎ i

(◎i)

p i p i p i hW i hw i) h i

ノ＼

二亡ここニ土ごE]戸

音韻

p a p a p a ◎ a ◎ a ◎ a

p h a ◎ a ◎ a h a

h A

h a

h a

p a p a p a h Wa

h a

hWa

(ha).

h Wa

h a

フ

p u

p 蝣蝣li

(pu)

◎ u

(pu )

◎ u

◎ u ◎ u ◎ uji.-rt-ヒ∃戸

I ー I
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音韻 p u p u p u h u h u h u

ホ

立士[∃戸

音韻

(p0) p 0

◎0

p U

◎U

p 0

◎0

p U

◎U

◎U

◎u

(◎u) ◎u

(p 0 ) p 0 p u h u (hu) h u

7、　*/ビ、ペ、バ、ブ、ボ/

ビ　翻:pi

館:必、別、瓢

信:瓢、平

クリ　bi, b e e

漂: (例なし)

A.　　Ptlll, pi

館:別

信:牌、培

クリ: b e e

漂: (例なし)

バ　翻:pa

館:八、把、法、班、包、帽

信:巴、百、褒

クリ: b a

旧⇒ ISE!

3　6　8



ブ　翻:pu

館:不、布

信:風

クリ　b o o

漂: (例なし)

ポ　翻: (例なし)

館: (例なし)

信:毛、菩

クリ: b o

?:';! p u

音声音韻 .那 鰭 信 クリ vir 覗

ビ

立.=ヒ13/̂

音韻

b i b i b i b i b i b i

b i b i b i b i b i b i

ベ

立こ上ご日戸

音韻

b i b I b I b i bi b i

b i b V b i bi

b i b i b i b i (bi) b i

バ

-*-.i-fcra r"1

音韻

b a b a b a b a b a b .a

b a b a b a b a b a b a

-eĉ h-
【ヨ戸 b u b u b u b u b u b u
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ブ

音韓

I I

b u b u b u b u b u b u

ポ

jV.=H
【∃戸

音韻

bo (b0)

(b u

b 0

b U

(bu) (bu) b u

b e b e b u bu) (bu) b u

8、　*/シ、セ、サ、ス、ソ/

シ　翻: si

館:升、少、失、世、石、使、是、思、時、食

信:失、使、四、式、紬、施、昔、借、十、錫、什

クリ　sl s ee sh上 shee

漂: si

セ　翻:s j o sl

館:焼、些、先、森

信:些、先、森、失、司

クリ　sl s hi

漂: si

サ　翻: s a

館:三、撒、才、菜

信:三、撒、殺

クリ: s a

漂: s a
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ス　翻: s A

館:目、合、思、是、速、孫

信:合、思、是、司、細、西、色

クリ　sl s e e

津: :-; l

ソ　翻: s o

館:逮

信:靴、山

クリ: s o o

漂: (例なし)

音 声 音 韻 .翻 鰭 信 クリ -{・':
・蝣*u

シ

^t --J
e f -1

音 韻

∫ i ∫ i ∫ i ∫ i ～ i ∫ i

S l S i S i

S i S i S i S i S i S i

セ

îft ^tr
f∃戸

音 韓

S 】‥ S I S l S i s i '・ i

S i

(s i )

S l ∫ i 日 i)

S i S l S i S i s i S i

サ

A J r
【∃戸

音 韓

S a S a S a S a S a S a

S a S a S a S a S a S a

I
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ス

tV -
Fa p

音韻

S u S i S i S i S i 5 i

S t王 S ti S i S i S i S i

ソ

h l*【∃戸

音韻

S 0

S U

S 0

S U

S u

s u

S u

u su S u

S 0 S 0 S u S u su S u

9、 */ジ、ゼ、ザ、ズ、ゾ/

ジ　翻: ci

館:子、日、失、周ママ、柔

信:之、坐、狙、執、就

クリ: j e e

漂: ci

ゼ　翻:cml

`館:支、集、熱

信:支

クリ: z z e e

漂: (例なし)

ザ　翻: c a

館:糟

信:石

クリ: z a
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漢: (例なし)

ズ　翻: cA

館:千

信:千

クリ　ds e e, dz e e

漂: (例なし)

ゾ　翻:c o

館: (例なし)

信: (例なし)

クリ: (例なし)

漂: (例なし)

音声音 韓 翻 鰭 信 川 漢 覗

ジ

立=壬ごヒ∃戸

音韻

d s i : d 3 i d 3 i d 3 i d 3 i d こうi

zi Z i Z i Z i Z i Z i

ゼ

音声

音 韻

Z l d z

d Z i

d)z 1 1 -6 i d Z i

(d 3 i)

d 3 i

Z i Z i Z i Z i Z i Z i

ザ

zrtlT-fcr
【∃戸

音韻

(d z a (d z a d z a d こうa (d 3 d 3 a

Z a Z a Z a Z a za Z a

I
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ズ

二立士E3/=

音韻

(d)z u i (d z 1 d )z 1 d Z i d zi d 3 i

Z Z H Z i Z i Zl Z i

ゾ

立 ここ上ごヒ∃戸

音 韻

z o fl d) zo

((d)z u

((d)zu

((d)z u )

((d)zu)

(d 3 d 3 U d 3 u

Z 0 z 9 zu zu) zu ) Z u

10、 /ミ、メ、マ、ム、モ/

ミ　翻:mi

館:tj、一民、米、毎、眉、・密、墨

信:也、眉、米、密、名、陰、弥、佃、迷

クリ　mi, me e

津:111i

メ　翻:mj o miui mul

館:也、米、毎、眠、密

信:美、梅

クリ　mi, me e

漂:mi

マ　翻:ma

館:馬、麻、怪、網、毎

信:馬、麻、麦、木、易、末、浬、網

クリ　ma, mo
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漢:ma

ム　翻:mo, mu

館:木、不、蒙

信:母、栂、唱、美

クリ:mo o

漂: (例なし)

モ　翻:mo

館:木、毛、目、美、憤、買

信:木、美、買、母、摩、磨、悶

クリ: (例なし)

漂　mo, mu

音声音韻 翻 鰭 信一 クリ 漢 班

、

±ここ1ごE∃戸

音韻

m i m i m i m i m i m i

m l m i m i m i m i m i

メ

立士【∃戸

音韻

m e

m i

m in i

m I

m i

m I

m l

m i m i m i

m i m i m i m i m i m i

マ

コ三ここ土ごa FLI m a m a m a m a

m (ー

m a m a

i
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音韻 m a m a m a m a m a m a

ム

音声

音韻

m U

m u

m u m u m u (mu) m u

m u m u m u m u (mu) m u

モ

立=土ご日fu

音韻

m 0 m 0

m U

m u

m U

m u

mu ) m U m u

m 6 m O m u muj m u m u

第-章第-節4-1-6(p34)で保留にした「mui」の問題を

考える。表中の「メ」相当部分の[ml∬i]は、この「mui」か

ら推定したものである。

第一章第二節4-1-1の「注」 (plO4)で、次のような引用をし

た。つまり、近世朝鮮語の時期に唇音`m, p, ph, sp　下の

母音`u'が円唇母音化した。こゐ円唇母音化は17世紀末葉に起こ

ったとされる、というものであった。

ここの「mui」は、この記述と逆の現象を見せているのである

が、 「u」と「tu」との交替性の萌芽を示しているとも考えられ、

「mui」を「mtul」の変異と捉えることが可能であるo

してみれば、 「mui」は[mmi]よりは[mi] [me]を

示している可能怪が高くなる。

「mui」の表記には、子音[m]の響きも無縁ではなかろう。
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11、　*/二、ネ、ナ、ヌ、ノ/

翻:ni

鰭:尼、寧

伝:尼、泥、月式

クリ　ni, nee, gnee

・KIT　11 i

ネ　翻:nj〇, nAi

館:也、尼、眠、轟、年

信:義

クリ:nら　ne e

漂　nai n inl nmi

ナ　翻:na

館:乃、奴、郡、南

信:郡、南、章、納、押

クリ:n a

臣mimi

ヌ　翻:nu, no

館:奴、那

信:k¥-

クリ: no

漂: (例なし)

ノ　翻:no, nu

館:奴、・那、農

信:奴、郡、章、諾

クリ　no o, na

漂: (例なし)
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音声 音韻 料 鰭 信 .・'I 漢 現

& *【∃P] n i n l n l n i

n l

n i

n i

n i

n i

音 韻 n i n i n 1 n l n i n l

ネ

n e n I n I n i n e n iVt-t
【∃

音韻

n 6 n l n i n i- n i

n i n i n i n i n l n i

チ

立こ土ご
E∃戸

肯串

n a n a n a n a n a n a

n a n a n a n a n a n a

メ

nV.=fc【∃戸

立

n u

n U

n u n u n u

n U

nu n u

n u n u n u n u nu n uE]韻

ノ

立 士
E3 r-i n 0 n o n U n u nu ) n u

n U n U

n u

n u n U

-iV n 0 n 0 n u n u nu n u日額
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12、　*/リ、レ、ラ、ル、ロ/

リ　翻　nl ni<ri>

館:立、尼、林

信:利、里、衣、 -

クリ:rら　r e e e e

漂:ri

レ　翻:r j o ruii

館:立

信:礼、利、菱

クリ　ri, ree, dee, de

漂　rl run

ラ　翻:r a

館:老、研、藍

信:窪、乱

クリ1a ra, ru, ro

漂: r a

ル　翻　ru, r

館:奴ママ、夢、禄

信:履、陸、奴、禄

クリ:r o o

漂: (例なし)

ロ　翻: (例なし)

館:夢、炉、禄、魯

信:羅、魯、六

クリ　do o, r a

漂: s u k<r uk>
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音声音韻 棉 鰭 信 "'l 漢 覗

リ

J3*」-=fc
H Fl

音韻 .

r i r i r i r i r i J i

1 i 1 i

j i

J l 一十

r l r l I.n , 1 ,▼rr, 1 rL H ) , 1

レ

rt-.=fcrーヨ戸

B E

r I r I r I r i r i r i

r l 1 I

r l

1 i

1 I

r i

1 i

d i r l

r i r i r i r i r i r i

ラ

3t=tE一戸

音韻

r a r a

1 a

r a

1 a

r a

da)

r a r a

r a r a r a r a r a r a

ノレ

音声

音韻

r u r u

1 u

ru)

(1u)

r u

(du)

ru) r u

r u r u ru r u ru) r u

ロ

音声 ru r 0 r U r u r u I ll

ro 1 0

r U

1 U

r u

du

3　8　0



音韻

1 U 1 u

(r e ) r 0 r u r u I U r u

13、　*/ヤ、ユ、ヨ/

ヤ　翻:j a

館:t1ママ、亜、洋、揚、甲

信:亜、洋、牙、耶、塀、鵠

クリ: y a

悪: .5n

ユ　翻:j u

館:由、有、魚、不

信:由、有、油、又、難、憂

クリ:y o o

漂: j u

ヨ　翻:j o

館:由、・約

信:由、郡、天、幼、優、貰

クリ: (例なし)

漂: (例なし)
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音声 音韻 翻 脂 伝 クリ 漢 覗

ヤ

コ三こ士ヒ∃戸

音 韻

j a j a j a j a j a j a

j a J a J a ▼ja †J<l ▼ja

二L

立 =ヒ[∃P

音 串

j u j u j u j u j u j u

j u J u j u ■.Ju tju ,ju

ヨ

ztff ztr
H Z"1"1

音韻

j U j U

j u

j U

j u

(Ju) ju j u

j 0 j 0 j u fju) ('ju lJu

14、　*/ヰ、ヱ、ワ、ウ、ヲ/

ヰ　翻: (例なし)

館:亦

信:依、冗

クリ: e e

漂: (例なし)

ヱ　翻:' 1

館:由、葉

信:夷、威

クリ:we e

漂: (例なし)
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ワ　翻:wa‥o a

館:外、吐ママ、畦、放、盲

信:哩、放、華、倭、瓦、歪、碗

クリ:wa

漂:o a

ヲ　翻: (例なし)

館:外、倭、烏、翁、音

信:烏、_翁、戸、唱、歪

クリ:wo O

漂:u

音声 音韻 .翻 鰭 信 クリ 漢 覗

ヰ

二亡ここ上ご
fcj P"1

音 韻

(w i) W i W i j i wi) j i

W l) W i W i , 1 (I.i) , 1

j二

こ亡亡こL
E∃Jn

音韻

W i

(w e)

(w i )

W I

W l

W I

W i

W i w i) W i

W i W i W i , 1 十一日 , 1

ワ

立 二王ご
u /"

音 韻

W a W a W a W a 、V a W a

W a W a W a . ,
w a , W a , W a

コ上=士ご
nip-1

(w u
W 0

W U

W U

W u

W u W u W u
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15、　声門閉鎖(喉頭化)と非声門閉鎖(非喉頭化)

(用字・用例省略)

翻 鰭 宿 クリ 漢 覗

立士u ;t' ○ ○ ○ ○ ○ ○

舌 根 / / ? ○ ○ ○

( 「O」は、声門閉鎖音あり)

(用字・用例省略)

16、　額音

翻 鰭 信 ',-I ・.:!:" !=

○ ○ ○ ○ ○ ○

(「O」は、樺音あり)
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17、　促音

(用字・用例省略)

那 鰭 伝 クリ 'rife 覗

○ ○ ○ ○ ○ ○

(「O」は、促音あり)

(用字・用例省略)

18、　無気音

翻 鰭 信 クリ 漢 覗

× ○ ○ × ○ ○

( 「O」は、無気音表記・用字あり、 「×」はナシ)

無気音表記があるか、無気青系統の用字があるかを見ただけで、

それが音韻としてそうだと言う意味ではない。

現代語では、音声的には無気音も現われるが、余剰的特徴であ

る。
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[口蓋化と破擦音化]

口蓋化と破擦音化現象につい・て考えるために、現代語の

[t!i] [(d) 3i]と対応する.

(1) 「カ・ガと夕・ダ」、

LtJi] [(d) 31と対応する

(2) 「キ・ギ、チ・デと田の後のケ・ゲ、テ・デ」、

Mi] [(d) 3i] 「七つi] [(d) 3i]と対応する

(3) 「ス・ズとツ・ヅ」

を取り上げる。

「音訳芋」の昔価推定の目安として、 『学研漢和大字典』 (以下

『学研字典』と呼ぶ) (藤堂明保編、学習研究社、 1981年2月1日

第iom)の「上古昔(周・秦) -中古音(隅・唐) -『中原音韓』

(元) -北京語および、排普(北京式ローマ字)による現代音」 1'

の項を使用する。

語例については、朝鮮資料はハングルとその転写とを示すO中国

資料は「音訳字」のみを示し、 「漢語」は省略する。 (旧字体を新

字体に改めたものが多い。 )

日.‥‖‖.-.---.-.--.-...--.--.-...-　　　-.-日.-...-----.=▼日日…

I)その「凡例」「日(七神国乱によれば, r上古音一現代昔」は「ロー

マ字」表記とあるが,これは「音声表記」とみなされる。
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rl)　カ・ガと夕・ダ

〔 i 〕に後続する「カ、」を含む語車して,現代語の〔tja.0, 〔tfiUasaN],

〔m叫a〕2)に対応する「いか(如何)」 「ちかし(近)」 「みか(≡

冒)」を取り上げるoただし,八っ6)資料に共通に現われるものは

・4.いっ

いか　靭ol叶i蝣kja

ちかし　館集加順　使即加散　字印加撒　見恥略撒

みか　信密介　見密憂

窮の「0回・」に,口蓋化現象を見ることができるが,他の資料で

はどうかo F学研字典。によれば「加」 「略」 「介」「牽」の音価は次

のようである。

加　kar-k云-kia-tSia(jiえ)

暗　k'ak-kVk-k'iai・k'0-k'∂(ke・kえ)

介　k云d-kAi-kiai-LSieO'i芭)

茸　k5t-k^卜kia-tSia(jia)

普価を推定するに際し,館使字については　r中原音韻」のそれに

ならってよいが,信見の場合は,その成立年代から考えて,現代(北

京)語音に近い状態を想定すべきであろう。3)上の倒だけからす

ると館使字で〔kja〕,信兄でCts 〕あるいは〔tJa〕かと考えられ

るが, 〔i〕のあと以外の「カ」にも同様の音訳字が当てられており,

即断を許さない。 〔i〕のあと以外の「カ」の例を次に示す。

-　　　　▼.▼　　　　=-.-　　　　　　　--..-.--..-..-...-.--=--..-.-　　　-.-.日　日日日=°

2)アクセントは省略。以下同じ。

3)たとえば, 「タ」の項でとりあげる信の「失脚衣(ひたひ)」の

例参照o脚klak-klak-kiau-tァiau(jiao蝣jue)の←kiau」ではなく,

「t苔iau」をとるべきであろう。
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まかり(梶)

姉7軸　ka n館麻加立使麻佳豊涌力瞳字麻佳里,

麻加盟　信麦介衣,麻佳里見磨暗恰

いつか(五日)

信一子介　見一之牽

をか(陸)

館任瞳使倭唾字債嘘信倭晴　見倭暗

かぜ(風)

靭坤khan・cuii館噴集使監嵐噴活字噴済信略買子,
-7マ

晴買　見鳴子,昭子クリkazzee,kassee漂掴kaふIUl

かみ(紙)

載ヲ回kha・mi館嘘也使嘘也字堪批信轄皮見喰比

ク'j kabee漂7柁ka.pir

「加・暗・介・乳以外の「カ」相当字のr学研字勘による音

価は次のとおり。

佳　k芭g-k云i-kiai-と苫ia(jiき)

噴　kap-kap-ko-lo(ge・ke)

斤ap一石ap-ho-hg(he)

監　kl五m-k云m-kiam-tヨianQ'ian蝣ji叫

蛤Ejh叩-h叩-ha-ha(ha・h急)

日99P-Q9P-　4)

崎　kaトkaトko-k∂(g芭・gさ) 5)

堪　k'am-k'am-k・am-k'an(kan)

措　hえトh云トhitl的(xi急)

・・詛・・-..---.-.-..------一一..-.-.---..----..-一一一一--.-.-..日日°°

4) 「・・・」は「現代語が・上古・中古音かLら,著しく不規則な変化

をしたもの」O (r学研字勘凡例, (七沖国語)

5) 「葛」による。
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覇の男」という口蓋化を示す表記はゆるぎない事実と思われる.

〔i〕のあと以外の「カ」はすべて「7圧a」か廟kha」であるこ

とがこのことを裏付けている。それでは,中国資料の, 〔i〕のあ

と以外の「カ」に口蓋化音ら・しいものを含む音訳字が当てられてい

るものがあるのはなぜかoこれは,気音の強いのを口蓋化した音の

ように開いた結果ではないかと推測される。 「かぜ」 「かみ」の例に

それが顕著に現われていると言える。気音の強くなる語頭音である

こと,朝ではともに有気昔を示すハングル「テkh」が用いられて

いることと兄の「かぜ」の「蛤ha-ha」,字の「かみ」の「堪k'am」,

信の「かみ」の「括hia一桁」とを比べれば首肯できよう.

その他の「カ」相当用字例については, (4)の「用字一覧」参照。

〔i〕に後続する「ガ」を含み,現代語の口蓋化(さらに破擦音

化)したものとつながる語としては,軌二「にがし(普)」がある

だけである　慨代語は〔nd3asaN〕)0

r軸JrJとあって,一見口蓋化表記がなされてない。ところが,よ

く見ると「叶,の「ト」の部分の横線が次の叫」の「ト」のそれ

より若干上にあるo他の「ト」の部分と比べても同じことが言える。

「日とあるべきところ,下の横線が印刷不鮮明で消えてしまった

のではあるまいかOこのことはr纂輯　日本詳軌および簡島方

言資親中の「語音翻訳」のその部分についても同様である。 r纂

輯　日本詩軌の場合は生」の部分がほとんど消えており,国書

刊行会復刻版鳩東諸国亀においても「T」の部分が不鮮明であ

るOつまり,司フ巨白ま己回ヰとあったはずのもので,口蓋化を示す

表記のなされた例であると判断できる. 「己主は「リ」の誤りと考

えられるからリア叫である。

現代語に到る破擦音化の時期については, 「カ」に準じて考えれ

ば字と信との間あたりになろうが,資料不足により,保留せざるを

えない。

他の「ガ」用字例については(4惨照。
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〔i〕に後続する「タ」を含む語として「あした(明日)」←した

(下)→「した(舌)」「ひたひ(額)膏とりあげるO (現代語は〔フatja),

LJitja〕・ lfiba〕 6), 〔gitjs:〕)つ育例は次のとおり。

あした(明日)

即スた'a蝣cja館阿音便阿音字阿音信阿着見阿雑
クリacha

した(下)

軒車hi・cja　信昔着,借着クリsticha

した(舌)

靭ス1袖i・cja　信実老　兄失速ク!i seeba

ひたひ(顔)

信失脚衣　見虚直衣クリfitchayeh

軒の句cja一により, 16世紀初めには口蓋化の段階〔もaHtja〕

を過ぎ,破擦音の時期に到っていたとみ　ることができる。それ

がいつまで続くか。中国資料ではどうか○例により音訳字の「学研

字勘による推定音価をみるO

古　t軸-tna一陣t;::.(/.he)

着　diak-tjiak tfIo-tSu3(zhu。)

tjiau-^au(zhAo蝣zhao)

雑　dzsp-dzap-tsa一tsa(za)

清　t(ミ;"ir打卜[?;i-1?>T;.-!ifij

脚　klak-klak-kiau-tァiau(ji畠oつu巨)

日日-一.-.-..一一---一一.-..-..一一..-----..-.-.-.=-...----.---=°日日

8)現代語の〔Jiba〕は,音韻的には「舌」とは対応しない。 「ク

リフォード琉球語桑」には・seeba'とあるo
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館使字の「者Jmは〔tjie〕に,信の「着」は短a。〕に,兄の

「稚」は[tsa〕にそれぞれよるべく,輔と考え合わせると, (あま

り口蓋化のない)破擦音の状態が兄の時代,つまり18世甜麦半ごろ

まで続いていたと考えられるo (「着」 「逆」のそり舌音, 「雑」 「脚」

の無気音であることも傍証となるか。)ただし,覇の「ヰ」が示す

ように,全然口蓋化がなかったわけではないOそれが,現代語のよ

うに,口蓋化した破擦音への傾斜を見せるのは18世紀末から19世紀

初あたりではないかと考えられるo 「クリフォード琉球語免」 (1818

午)に'acha-'sticha'Titchayeh-とあるをその根拠とする。

ちなみに, 「ひたひ→の末尾の母音に関し,信見ともに, L脚勘

「一連衣」と,二重母音〔-ai〕を示しているらしいのに,「クリフォー

ド」では'-tchayeh'と〔-E:〕になっているO 〔ai〕 - 〔E:〕の変化

を知るのに示唆を与えてくれる。

「タ」の他の用字例については(4)参照。

〔i〕に後続する「ダ」を含む語として「あしだ(足駄)」と「ひ

だり(左)」 (現代語は〔?aJid3a〕と〔(pid3ai〕)とがあげられるが,

「あしだ」は覇館使字に収録されてない。桶には「ひだり」もない。

あしだ(足駄)

信阿書着　見阿失杜

ひだり(左)

館分連立　使分達里　字分達里　信分搭厘　見虚措匝8'

クリfeejeeree

日日°=°=---.--..-..--.-.---.--..--.--.-...--.-..--.-..-.--°=°°=°HHH

7)用字法から見て,先行文献(館か)の引き写しにより,三者同

じになったものであろう。

8)印刷不鮮明。
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用字「達→ 「胤門答Jは「搭」の異体字)のr学研字勘の音

価は次のとおりo (「乱雑」については「夕」のところで示したの

で,省略)

達　daトdaトta-ta(d云)

搭　t'apィap寸aイa(瑚

「あしだ一に関しては, 1言見で破擦音化していることがわかるO

「ひだり」については閥があるが, f言の「胤は,先行文献の材

和二「手を加えて音訳漢字などを変えたもの」 9)に属すると考え

られ(「分」 「里」は先行文献と同じ),兄の「搭」は, ←ヵ」で述べ

たことと逆の現象として・破擦音的要素を有気音に聞き取ったと解

され,解決がつこう。

なお・この「ダ」については・その前に鼻音が存したであろうこ

とも関連して7破擦音化が「夕→よ。遅れたとも考えられる。

「ダ」の前に鼻音が存したであろうことは, 「ひだり」の例でも

わかるが, 「ふで(筆)」の例ではっきりしよう。

ふで(筆)

覇者cjphun・ti館分帖債分帖字分・噴信夫的10,見弗

的ク'Jhoodee　漕手^¥ hu-tiui

「あしだ一についても,翻館使字に収録されていたとすれ(Uひ

だり」と似たような様相を豊したにちがいない。

その他の「ダ」の音訳字については(4惨照。

=°日日.-.--..-..-------..----..-.-.=---.-.--.=---　　-‥日日日日=°▼

9' 「碁輯日本詩語j P258C

10)これにより信の「分描凱(ひだり)が,先行文献の←分」「里」

をそのままにし, 「勘だけを変えたものであることがわかる。

3　9　2



(2)キ・ギ,ケ・ゲとチ・デ,テ・デ

「カ・ガ,夕・ダ」がその前の母音〔i〕によって口蓋化および

破擦音化が起こるのに対し, 「キ・ギ,チ・ヂ」は自らの母音〔i〕

だけにより,先行母音の如何にかかわらないo (「ケ・ゲ,テ・デ」

は先行母音にかかわると言えよう。)

「キ・ギ→を含む語で, (八っの中)四つ以上の資糾二収録され

ているものをいくつか示そう。

あき(秩)

楓O軒a・ki館阿及　使阿及　字阿及　信阿紀　見阿吾

いき(息)

館亦及　使亦急　字亦急　信亦吾クリeechee

つき(月)

辞それa・ki館都札多及　使都急,都及　字郡急,都及

信子急　見此吾クリstitchee漂ス回ci.ci

ゆき(質)

和音フlju・ki館由乞　使由其　字由旗　信又急　見欲吉

おきはな　榊縄)

館倭及奴,倭及郡使倭急事字倭急書信倭急書　見屋其惹
き(木)

館及,結　使急　字急　信吉,鶏クリkee

きぬ(衣)

町子ki ru(nu)舘及那使急郡　字遮那信軽,乳量
奴クリching

みぎ(右)

館民及立　使民急望　字民急里　信名急里　見蜜吉歴クリmeejeeree

うさぎ(兎)

翻♀せフu・saロ・ki館鳥撤及　使吾撒急　字吾撤急　信フC
故=ヒ
ハヽ、ロ
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あふぎ(扇)

館昂及　使昂季　字柾其　信Y書,柾其　見舞吾ク・Jojee　漂土ス「。-CJ

をぎ(衣) (甘剰

館翁及　使翁急　字翁急　信翁吾クリoojee　漢音。「uk.'i

「キ・ギ」相当の音訳字を整理すると以下のようになる。どの資

料に現われるかということと, r学研字勘の音価も合わせて示す。

音訳字 資 料 「学研字典」による音価

辛 結

乞

及

鰭

館使字信

館使字信見

ket ket kie ヨie (jie-jie)

k.h k'la k'iai tS'i(b l)

′glap gb p kiei t2沌i)

忠 使字信 kb p kb p kiai tgiO O

其 使字信見 kI∂ klei ki 誉i(jl)

気 使字信見 k.b k'l∂ k'l∂i tS'i(qi)

玩 辛 gb g glei k'i §蝣i(qf)

鹿共

近

辛

辛

kl∂ klei ki tSi(jT)

tは t;ia tjle 担 (zhe)

起 字信 k'Isg k'lei k'i 至'i(ql)

凡 伝
klar kli ki tSi(jl-jl)

啓 信 k'er k'ei k'iai 玉・iCor)

爽 信 kap kAp kia 苫ia O'ia つi云)

定 信 kb g klci ki ヨiO O

椅 信 k王ar k"le k'i tS'i(qi)

鶴 伝 ker kei ki∂i tgi0 0

LUj三. 信 k'lsr k'l∂j k.∂i tS ì(ql)

辛 信 tsiag tsiei tsl tsl(zl'zi

tアr
【=】

杏

樵

近

進

信見

見

見

館使

使

kiet kiet kiai tヨiO O

lar gle k'i 苔・i(q i)

日klar kl芭 ki tヨ100

klar kl∂i kjai t菖Of)

glsn gl∂n ki∂ tsi∂n G in)

tsein tsien tsi∂n t芸i∂n O in)

之 信 tiag 曲 i 脚 tsl(zhi)
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.V- -

キヌ

巾

君

軽

裏

館使 信

辛

信見

信

kJ5n k len k i∂n tヨi∂n G in )

k lu an k lua n k iu∂n t至的 n 短 n)

k 'ieg k '軸 k一iaD t玉l軸 (qlng )

k .Ia m k *I∂m k 'i∂m t茸.i∂m (qln )

k 'ak k'A k 〈 k'ok 'ia言 霊 )-1 ->. 客

恰

信

見 k'ap k 1人P k ìa ts'ia (q ia)

k '"0 k 's o k 'iarj tS.jaロ(q ian g)

g '3g glEu k 'ieu tS'ia u (q iao)

キヤン 鷹 見

キ ヨ 杏

>R

館

見 slog g l3 u k 'i∂U t至.i∂u (q iの

→ キ
辛

.ギ ヌ

乞

及

急

事

巳

其

演

鷲

既

之

士
[コ

機

翠

蝣ft

巾

剛

′館

館 字信見
・r

使字

倭

便 見

字信

→ キ

kied k ii k i 苔i0 0

g iag (y iei) ziei芦 si(s i)

→ キ

信

信

gI∂ glei k 'i 玉'i(q O

ー◆キ

信

信

klar k l∂i k i∂i t苫iO i)

'*

信 見

見

蝣*

ー→キ

信

信

見

見

glam g ls m k 'ism tg'i∂n (q in )

k I五g k lA rj k i∂ tSi∂抽 ng )

→キ ン

ka k Afi k ian 至. U .

la n (jian ・jia n)

表 1 「キ . ギ」用字
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「キ・ギ」の破擦音化の時期をいつごろに仮設するか。麦1を念

頭におき・字の「遮那」 (きぬ)と債の「非進的」 (ひさで目前掲

語例には示されてない)とをてがかりに考察を進めていこうO

まず,字の「英語音乳および「夷字音軌は債の「夷語」 「夷字」

の転載されたものであるということを前提にするo債と字とで音訳

字が違うものは,字が転載の際に字を変えたと見るo 「きぬ」に関

して言えば,使の「急那」を字が「遮那」に変えたと見たい。もと

もと軟口蓋破裂音系統の頭子音をもつ「急」を, r中原音軌の段

階で硬口蓋歯茎破擦音系統の頭子音をもつものになっていたであろ

う「遮一に変えたのである。字の時期には, 「急」と「遮」とが同

じ音(ではないにしてもかなり近い普)を有する:ように打っていた

と考えられ, 「急」 (の頭子音)が破擦音化していたことを示すもの

となううoこのことと,沖縄語の「キ」が破擦音化していたかどう

かの問題とは直接には結びつかないが・館使字信見に共通に現われ

る・もともと軟口蓋破裂音系統の頭子音を有する音訳字(たとえば,

及・乞,急)は,信晃では現代(北京)語音に近い碩口蓋歯茎破擦

音系統のそれに変わっていた(先行文献資料の引き写しであるもの

を除き)と判断してよい材料となろうo (0)「カ」のところで述べ

たことと関連する。)

しかし了遮那」に関しては,ことはそれほど単純ではない。問

題なしとしないO用例の現われ方を見てみる。

使　292　衣服　急那

字　2sr>　n　逆鞘

299　衣服　乙依
由rh

(数字は資料の本文に付した通し番号である。以下同じ)
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字の漢語見出し「軌に相当するものが使に存在しないこと,辛

で「衣服」に「乙依→の音訳字が当てら.れていることが紺問題と

なろうoこれらについては次のように考える。

字が「挺」相当の「琉球語」に(使に「軌がないので),意味

の似ている「衣服」のそれを持って来て,音訳字を変えた。 「那」

にその痕跡を留めているO「衣服」についてはさらに字を変えた。「乙」

は「乞」の誤りであろうoただし, r依」と「那」とが同音とみな

されるか問題が残る。

さらに問題なのは,字の「勘の部分が不鮮明で,果して「近」

なのか判然としないことである。今,疑問を残しておく。

射こ使の「非道的(ひきで)」について考察するo rひきで」に相

当する語は館と債とにしか存しないo次のようである。

館　355,389　賞賜　非近的

373　　　給賞　非近的

使　249　　賞賜　非進的

266　　　給賞　非近的

この例は館の成立時期間題とも関連をもちそうである。

さて,陳侃はその恨琉球鈍を編むにあた。∴かなりの意気込

みを持っていたようであるo言纏に載せられた琉球の記事について

自らの実見をもとに批判していることはその現われであろう。そし

て, 「夷語夷字」については,進蔓で・自分が初めて載せたもので

あるとしてその独自性を強調しているo Lかし,先行の冊封使記録

に「夷語夷字」が載ってないからといって当時の帽にそれに類す

るものがなかったことにはならないo多分あったであろうし,それ

は「琉球錯訳軌ではなかったか。陳侃はそれを「参考資札に使っ
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たのではないかoそれに依りながら「夷語」を調べたのではないか。

「これは参考資料と同じOそ・のまま書いておこう。」 「これも同じだ

が, (独自性を示すために)用字を変えようかo」などという過程が

あったのではなかろうかoその結果,館と使とに漢語,音訳字とも

に一致するものが多くなったo (っいでに言えば,付載「夷語夷字」

は冊封使記録の中にあってその独自性を示すに足るものであればよ

いのであるから,量は多くなくてよいoそれな。の数で充分である。

それが,収親告数が館より少ない理由のひとつか.)

先行文献の用字を変えたりした最たるものが信であるが,その帰

結として用字の数が多くなっているo表1の「キ」の用字だけでも

このことが知られるo同様のことが債についても言えるのではある

まいかo館より使のほうが用字数が多い傾向にある。概して,館の

用字に別の用字が加わる((4)の用字一覧参照)

「ひきで」に話をもどそう。まず,債の「進」は「近」の誤記・

誤写とは考えにくく・書き変えたと見るのが妥当であろう。債の時

代の「近」と「進」とが同音であった可能性は小さく,書き変えた

のは,当時の沖縄語の(「ひきで」の) 「き」の昔が,硬口蓋歯茎破

擦音系の頭子音を持つ「進」に近いそれであったからであろう。と

ころが, 「266給賜」では「近」となっているoなぜか。この時は先

行文献をそのまま写したかoそれではあま。に単純すぎる。 「給賜」

を聞いた時には「近」と音訳するのがよいと思われる音が得られた

のだと考えるのはどうかoそうだとすれば「キ」が破擦音化する過

渡期にあったと解釈できよう。

陳侃が館を参考にしたかどうかの問題を抜きにして, 「万暦の頃

の便録が言己録嚢編中に収められた時,流域結訳語を省略し,少し
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く写書法をかえて,付釦こした→川という考えに従った場合,沖

縄語の「キ」の破擦音化時期を示す有力な根拠にはならないが,万

暦の頃(16幌後半から17世記初) (「ひきで」の音訳字中の) 「進」

と「近→とが中国語で同音であったらしいことになり,前述したよ

うに信見に現われる,軟口蓋破裂音系の頭子音をもつ音訳字は,覗

代(北京)語に近い・硬口蓋歯茎破擦音と考えてよいということを

支える例となる。

輔の「・フIki」および「ヲkhi」が示すように16世記初めごろの「キ」

は破擦音化してないo 「クリフォード琉球語嚢」と『漂海剛が

教えるように、 19世紀の初めごろには、完全に破擦音化している。

( eetchee　息、 stitchee　ス図　月、 ching衣)

そして,以上見てきたように,破擦音化が始まったのは16世紀の

半ばごろであり, 17世紀の初めには破擦音化が終了していたと考え

られる。

「ギ」は, 「キ」に準じよう。省略。

「ケ・ゲ」を含む語例。

さけ(酒)

顧tス国sa・ktui館撤及使撤急字撤其信mji見撒吾,
乾接

たけ(竹)

館達及　使達急　字達急　信托凡,打吉　見他告

ひげ(髭)

館品乞　使品其　字品其　信非凡　見虚及

あぐ(上目あげて,あげよ)

酎判-ar)・kiui・ri館阿籍的,昂乞立使阿傑取昂乞利

°=°=--..-..--.-------------=---.--.----……=……

川『纂輯日本詳語』 p253。
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字安急弟　信阿傑的

「ケ・ゲ」に対して用いられた音訳字は,ほとんど「キ・ギ」の

それと同じである。しかし・だからとい・つて「キ」と「ケ」, 「ギ」

と「ゲ→とが同音になっていたということにはならない。 (〔i〕の

あとのケ・ゲを除いて)現代語がそうではないことが何よりの言蛾

であり,朝の例がそれを物語っている。

「ケ」の音訳字と資料との関鼠それぞれの字の音価(「中原音軌

と現代北京語)を表にしてみる。

音訳字 資 料 昔 価

及

乞

急

鰭

館

使 字 信

kiei tSi00

kIi∂i tヨ・i(ql)

kiai 至i00

其 便 字 信 ki t玉Ot)

. 凡 伝 ki 萱iOi'Jl)

a 宿 kiai 至iGT)

=ヒ
口 信 見 kiai 誉i00

輯 見 kia tSiOi)

交 館 kiau tSiau G'iSo)

表2　「ケ」の用字

これからまず気付くことは, 「乞」を除き,無気昔系統の字が使

われていることであるoたとえ「キ」に変化していたとしても,口

蓋化はしてなかったo館の「乞」は・母音部分に重きをおいた音訳

であると思われる。

ところで、翻段階の「ケ」の母音部分にはL日だけしか出現し
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ないが、他のエ段音に「 Al」 「柚i」のハングル母音が現われる

ことから(罪-章第一節4-1-2参照上「ケ」にも同様の異音

が存したと考えられるoこのことと前記・「キ」の項で考察したこと

を結合すると次のようになろう。

913ft}* 鰭 使 辛 信 見 クリ 漢

辛 ki ki 年 ts.i ts.. 時 時 症 川

ケ ke.ke. k iーkI ke, kl, kl k i V kJi k}i k}i kJi

蓑3　「キ」「ケ」の変化

「ギ」 「ゲ」も平行的に変化したと考えてさしつかえなかろう。

〔i〕のあとの「ケ」の例が見出せないので, 「ひげ」を例にし

て「ゲ」で考えることにするo毒虹は,この語は存しないが,収録

されていたとすれば「5拍phig・kuii」などであったろうことは想

像に難くないoクリには, feejeeとあり,破擦音化した姿を見せて

いるoこの変化はいつごろ起こったのかo 「キ」 「ギ」の破擦音化よ

りは遅れたとするのが無難だろうから, 1言の前あたり, 16世紀末か

ら17世記初に設定できるか。

「チ・ヂ」を取。上げるのは・ rキ.ギ」の破擦音化「テ・デ」

の口蓋化さらに破擦音化との関係をみるためである。

まず「チ・ヂ」の語例を示す。

み.ち(追)

恥lスmi蝣ci舘密集使密集,蜜即字密集,蜜即信吾Z,
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密即　見蜜至クリmeetchee,raeechee

くち(口)

覇王ス1khui・ci館姑只,姑之　使谷只,谷之　字谷只,窟止

信谷之,可之見窟止・窟歯・クリcootchee,coochee漂デス圧U-Cl
ち(也)

耐スIci館只　使只　字只　信池　見歯

ちや(茶)

郎{^chja　館札　で射し　字札茶　信札茶　見茶

かぢ(舵)

館看失　使看失　字看息　信看失　見蛤帯

「チ」はもと〔ti〕であったと考えられるが,有では破擦音化し、

た形「ス1ci」で現われているo当時の朝鮮語のハングル「ス」が、

Its」であったらしいことと、館を初めとする中国資料の用字例と

からftsi]であったとみることができる。

ところで・例は多くないが, 「チ」相当音訳字の中に「キ」でも

現われるものがあるoそして,それは主として信と兄とにおいて見

られるoたとえば,次のような例がある。

信夷夷暗之(ゑかき,画)信密之(みち,通)見亦之(いち,

i)

「キ」と「チ」とが同音になった時期を示しそうな例であるO.ク

リではともに〔tJi〕となっている。

( meetchee.meechee (みち) , cootchee,coochee (くち) ) 0

(「夷夷暗之」は「ゑかきて」の可能性もある。)

その他の「チ」および「ヂ」の用字例については(4惨照。
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「テ・デ」について考える。語例を示す。

きて(莱)

載zl瑚kit・cjoi　館掲只　使掲知　字掲知　信掲之

かきて(普,描)

館関的　使関的　字間第つ言暗之クリkatchee

Lりて(知)

館失只　使失知　字誰之　信識之　見失之

はれて(晴)

翻車軸1pha・ri・tj。i,車軸1pha・rit・tjoら司宅可phi(pha) ・

rit・ti　館法立的　便法立的　字法立的　信法力的　見花力的

て(辛)

翻可thi　館帖　使帖　字剃　信蹄　見蹄クリtee

てん(天)

翻zlthjon　館旬尼　使旬尼　字句私旬泥　信町,磨　見磨クリting

ふで(筆)

載昔可phun・ti館分帖　使分帖　字書噴　信夫的　見弗的クリh。。dee

は孟芸n'電忘波得字披得信賀的見福礼　1漂辛軸-i

「テ」は,母音の問題と関連して, 「ケ」と共通する部分が多か

ろう.朝の時期には, 「ケ」と同様に,次のような異音が認められ

よう。つまり, 〔t巨,te,tl,ti〕などである。これは中国資料の用字か

らも支持されよう。

例に見るように, 〔i〕に先行された「テ」はその影響を受けて

破擦音化している。事覇段階では〔tse,tse,tsl,tsi〕などであり,信

段階では〔tsi〕であった(〔tJJ.〕ではなかった)と思われるOこの
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ことについては・ rツ」のとキろも関連がある。

ところで, 「かきて」は(「きて→「しりて」と比べて)少し梯子

が違うo破擦音化が認められるのは信の段階においてである。これ

は「い音便」のためと思われるo 「カキテ」が「カイテ」に変わっ

た願では吊が後続の「テ」を破擦音化する力がなく言kaiti]

などを経過するまで待たなければならなかったようである。これに

対して(「促音便」の) 「しりて」のほうは「し」の母音の力が働い

たようであるo軒の「OJ甘軸蝣kat・tjoi (あが。て)」, r脚is・

cjoi (いりて)」の例参照oさらに,次の例とも対照。

うりて(売)

字屋的　信屋的　見屋的

くもりて(曇)

珂千旦恥1mo・tjOi館姑木的使姑木的信姑木的見窟
木的

ふりて(降)

靭苦丁軸-ut・tj.-ii信信的　旦餌;

また, 「～ひて」の類も破擦音化されない。 「～ひて」にではなく,

「-うて」などに対応するからであろうo如ような例がある。
かひて(質)

字科的　信科的　見科的

わらひてr(笑)

字瓦刺的信瓦刺的見瓦刺的ク!i warratee
ゑひて(酔)

翻ol♀叫・・u・ti館由的信威帝見威帯

ちなみに/*e/から変化した′i/Eま後続の/i/を破擦音化しな
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いo 「はれて」がそうであるが,他に-ような例があげられる。
つとめて(夙)

取叫sto・miui・ti館達多密的債速多蜜的字速粕的
信連多密的

あげて　は)

館阿結的　使阿傑的　字安急弟　信阿傑的

「デ」は「テ」に準じるo省略o用字例は(4惨照。

(3)ス・ズとツ・ヅ

現代語の〔Ji〕 I [川-3i〕言tjO 〔(d)3i〕に到る「ス.ズ,ツ・

ヅ」の変化について考える。

「ス」 「ズ」の語例を示すo (現は現代語)

さす(鎖)

館撒舎使沙合字挿息信-柴心見-　-クリsasee (現〔sa:Ji〕)
ぐすく(城)

館姑速姑

すな(珍)
使谷僧谷字窟栢孤クリgooseecoo現〔gusyku〕, 〔gujiku〕)

館是那使是郡字是那信瑚見息抜クリsinna (環〔Jina〕)
すみ(墨)

翻叫S八・mi館思是使思墨字司黙細米,司邑西

未見思密,酋米クリsimraee漂ス回si-mi (現〔Jimi〕)
すずり(覗)

凱そ恥∧・ca・n館孫忠立一荘司立使孫思利字孫司利

信忠子里　見息子利　偶〔Ji'^in])

ぼうず(坊主)
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館包子使飽子字束子信巴子クリbodsee,bodzee(現〔bo:IJ13i〕)

「ス」の昔変化は「シ・セ・ソ」との関係で考えなければならな

いo 「第一章第二節4-7、第三章第-節4-3-7」で述べたこ

とも参考にして,次のような変化過程を堪する(細かいバリュー

・ションは除外して) 0

a b C d e f

シ Si S i ∫i 石 事 声

七 Se ST Si Ji. s i ∫i ∫i

ス Su stu ST Si Si ∫i

ソ S0 Su Su Su su Su

漂
aは翻以前(多分15C末ごろまで), dがクリ, Cが「沖縄語辞典J

12)　が現代語であるoそれぞれの中国資料はどの段階を示して

いるか。

(4)の細字例でわかるように,他の資料では多く「シ」の音訳字に

用いられている「共」が信兄では「セ」の音訳字としても用いられ,

さらに「ス」のそれとしても用いられているoまた,債では「ス」

の音訳字である「司」が,字信では「ス」以外に「セ」に使われて

いる。

「ぐすく(城)」の「ス」に当たる用字を見ると,館が「連」,倭

が「憎」,字が「福」で,この順で,前寄りの母音を含む字に変わっ

てきている。

以上のことを表にすると次のようである。

…=°-..---...一一---..-.-.--..-.-.-.--..----------.=°日日

王2】第三章(注13)で述べたごとく、 20世紀初めごろの沖縄

語とみて対処するのがよいと考える。
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音訳字
昔 価

中原音韻 現 .代 語

し

せ 失

館 使 字 信 見

∫Iai si(shT)信 見

信 見す

す

せ
司

使 字 信

字 信
si sl(sー)

グ
ス
ク
の
「
ス
」

逮 館 su su(su)

僧 使 SaD S∂n (seng)

栢 辛 S1U su(su)Siau XId・xiu)

355

これだけでは断定的なことは言えないが, f言に, 「ス」 「シ」両方

に当てられている音訳字がいくつかある(rPg,軌色」など)こ

とや「ソ→相当音訳字も考慮に入れると13)館がaからbの軌

債がIC・信兄がCとdの間あた。に位置することになるか。

「ズ」は「ス」に準じよう。省略。

「ツ・ヅ」を含む語例。

いつつ(五)

館亦子子　使亦子子　字一子孜　信一子子クリittitsee

ひつじ(辛)

酌1号袖i'ca・ga館非多只　使非都知　字匹牝知
たっ(龍)

載中tha・ca蛇達多　伎達多字達多信達多

=°=--.‥.-..-.-------.-..--.-.-.～.---.-------.---=°=°Hl

131ただし,館触ま「あそぷ(遊)」 anLかないoこれは,覗

代語はPaJibuN]で・ rソ」が〔f山こ対応する形となっていて,

例外的であるoおそらく「アスブ」に対応するのであろう。

4　0　7



なっ(夏)

載せそ-・C^館那軌那多欄掌都字書都信約之見

郡即　ク!/nannatsee (七っ)

ぐわっ(月)

甫斗そkoa・ca館唾的使舶字唾的信括子見制止漂舶koa-chi
まつ(栓)

館馬足使馬足字馬足信貿子クリmatesee,matsee kee
ひとつ(-)

靭榊そpu・tjO1・CA館的子債的子字的子信醇クリteetesee
つき(月)

漂　叫ol stLill-IS

靭珂ca・ki館都及,多及使都急,都及字都息都及
信子急

見此吾クリsLitchee漂ス回CI-Cl
つち(土)

館是只　使足只　字足只　信足池見歯至

つとめて(夙)

触羽sto・muii・ti館速多密的使速多蜜的字速都密

的,速昌画壇信連都密的,達細枚
つゆ(露)

館禿有　使禿有字禿有　信禿有　見七欲
つる(弦)

転唇o・nu(ru)館禿奴使禿奴字子奴信子奴見子
魯クリcheeroo

みづ(水)

館民足使民足字民私血子髄+・血子見階蜜子,

梅子クリmeezee漂可青mi-ciui TT
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輔が一貫して破擦音を示すハングル「ス」を用いていることは注

酎二倍するoこれに対して中国資料では,破裂音・破擦音両方が現

わオ†る。現代(北京)語でも破裂音である「多,軌禿」の存在rは

貴重である14)そして信においてこれらの音訳字が用いられてい

るのは,先行文献の引き写しであると判断してよく,同じことは使

に対してもあてはまるのではないか.つまり,使は覇より後に成立

したものであるから15)債の破裂音系用字は,使独自のものでは

なく,先行文献(すなわち館)の資料を転載したものと考えざるを

えないoこの転載説を補強する例が「つち」であろう。館の「是」

が使では「足一になっているo字信も同じである○これは,使が「足」

に書き改め・字信がこれを踏襲した証しであろうo (館が　7」を

摩擦音系統の字で写した,他の例に「思禄(つる,鶴)」がある。

これは「ツ→が破擦音的要素を帯びていたことの反映であろう。こ

の例は,使字信では,ともに「司禄」とある。)

なお,館だけの用字で「机があるo 「ユ76釣魚　亦寓独立的」が

それで,これが「つりて」に対応するのか「とりて」なのか判然と

しないところもあるが,示唆を与える例である。

クリでも　matsee (秩), stitchee (月), stinnoo (角)などの例

が示すように〔tsi〕の状態にあったから(r沖縄語辞典」も同じ),

信兄は,当然,それと同じか,その前の段階にあった。

「ヅ」も「ツ」と同様に考えてよがろうoただ,現代語では〔(d)3>〕

になっていると言えるが,老年層には〔dzi〕が保持されているこ

とがある1981年夏に,宜野湾市赤道在住(出生時以来転居なし)

の八十歳の男性から〔midzi〕 (水)を聞いた。

°=°日.-.---...-..-‥--.-.---------.-.-..-.--.--.-一日目日日=°

14)　中原音韻」で, r学研字典jによれば,多tuo,郡tu,禿t'u。

15'用字の母音にも注目して。
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(4)用字-・p..

。ト(3)に関する音訳漢字をまとめて表にすると次のようであるo

語例については,欄「朝鮮・咽資料対照琉球語凱参照。

「O」で用字の存在を示すo空欄は∴その資料に,その用字のな
い意。

「カ」の用字一覧(「カン」 「カイ・カヒ」 「カウ」を含tT)

鰭

介 噴 加 噴 噌 帽 イ圭 臣 堪 格 爽 指 由 他 措 .客 暗 瞭

lTT T T
〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

倭

′▲.二子一

伝

見

華 干 刊 看 監 董 孟 笠 間 動 高 科 那 塞

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○
ママ

○

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ .○

○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○

○

○ ○

○

「ガ」の用字一覧

加 噴 胡 暗 敢 爽 介 茄 描 蛤 平 暗 梗 喝

館 ○ ○ ○

便 ○ ○ ○

辛 〇 〇 〇 〇 ○

伝 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○

見 〇 〇 〇
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「タ」の用字一覧(「タイ」「タウ.タフ」を含む)

著 大 着 脚 搭 雑 泣 搭 答 達 塔 林 苔 拐 珪 提 打 托

鰭 ○ ○ 〇 〇 〇

使 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

辛 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

信 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

見 〇 〇 〇 〇 ○ ○

措 搭 他 答 搭 棒 大 .太 大 帖 塔 力 刀 卯 駄

T了
○ ○ 〇 〇 〇

○ ○

〇 〇 〇
○ ○

○

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○

「ダ」の用字一覧(「ダン」 「ダイ」を含tr)

達 者 搭 雑 搭 連 打 搭 壁 代 大 苔

館 (⊃ ○ ○ ○ ○

便 0 iO ○ ○

辛 ○ ○ ○ ○

信 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見 ○ ○

「キ」 ・ 「ギ」の用字一覧-表1

r十( I日昌p‥-て*'"-*上!
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「ゲ」の用字一覧

乞 潔 結 其 傑 之 急 凡 及 子

.鰭 〇 〇 〇

使 〇 〇 〇 〇

辛 〇 〇 〇

信 〇 〇 〇 〇

見 ○ ○

「チ」の用字一覧(「チウ」 「チヤ」 「チヤウ」 「チヨ」を含む)

止 宅 集 些 只 之 籍 的 即 知 子 七 汁 着 症 生 地 斉 至

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

館

使

辛

伝

見 〇 〇 〇 〇 〇

歯 竹 恥 馳 莱 札 札 茶 朝 胡 丈 苛
~7~7

若 察

○ ○ ○ ○ ○

I*・・○ ○ ○

○ ○ ○

〇 〇 〇 〇

○ ○ ○

○ ○ ○
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「ヂ」の用字一覧(「ヂン」を含む)

周 失 息 之 凡 帯 近 浴

鰭 ○ ○ C )

使 ○

辛 ○

伝 〇 〇 〇 ○

見 ○

「テ」の用字一覧(「ティ」 「テウ」 「テン」を含む)

的 帖 第 弟 枚 剃 帝 得 虞 蹄 針 只 知 其 之 巳 只 止

▼7.7鰭 ○ ○ ○

使 ○ ○ ○ ○

辛 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

信 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

見 o O O i
〇 〇 〇

「デ」の用字一覧

堤 帳 梯 提 鳥 句 町 磨

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

的 帖 得 哩 札

鰭 〇 〇 〇

使 〇 〇 〇

字 ○ ○

信 ○

見 ○ ○
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「ス」の用字一覧

館

使

′JL一

思 舎 孫 速 足 佃 司 息 訟 摘 心 四 細 酋 色 共 洗 虹 技

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

千

伝

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

見 〇 〇 〇 〇 〇

「ズ」の用字一覧

田
′じ、

司 千

鰭 ○ ○ ○

便 ○ ○

(・蝣 ○ ○

信 ○

見 ○

ri・_∫ <7>in-;-:一一r,i

失石是少升深食乞使思只時式世司実P匹中

一7.7 .7マ館〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

使〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇

辛〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

信〇〇〇 〇 〇 〇〇〇

見〇〇 〇〇
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・M　! Il i:  l:v;・"・I.　倍　　b!-! 拝啓生　垣失　市　色

〇　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

00　　　0

叔子着無

○

○○ ○

〇〇〇〇〇〇〇〇

「ジ」の用字一覧(「ジフ」を含む)

尖 日 冥 加 資 嘘 着 子 汁 柔 就 環 之 坐 祖 執 暮 肉.

鰭 〇 〇 〇 ○ ○

使 〇 〇 〇 ○ ○

辛 〇 〇 〇 ○ ○

伝 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

見 O . ○ ○ ○
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「七」の用字一覧

些 司 啓 失 焼 受 捜 索 整 森 先 層 心 身

鰭 ○ ○ ○ Cう

使 ○ ○ ○

辛 ○ ○ ○ ○

伝 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

見 ○

'.) O用字.覧

孫 沙 靴 山 述

鰭 ○

使 ○

字

伝 〇 〇 〇

見 ○

「ツ→の用字一覧(「ツウ」を含む)

「ゾ」の用字一覧

素 逮

鰭

使

辛

揺 ○

見 ○

多 子 都 的 足 ux 是 祖 禿 忠 独 司 牝 P 孜 昌一.之 客 砲

鰭 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

便 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

辛 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

伝 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

見 ○ ○
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「ヅ」の用字一覧

図 争 左 即 此 共 歯 七 度 通 吐

○

○

○

〇 〇 〇 ○

〇 〇 〇 〇 〇 ○

4 1 7

足子吉

鰭○○

倭○○

字○○

信 ○

見 ○.○



[有声子音の前の鼻副

この種の鼻音が存在したことは否めない事実であろうとい

う前提のもとに,その消失時期に蕉舶当ててみたい。まず,語例
を示す。

(ガ行子音の前)

①Lやうが(生妾)

臥Hr^&ja・"oD・ka　信焼介　見ぢ暗

②あふぎ偏)

館昂及使昂季字柾其信Y告,柾其見寄書クリojee　軋叫ro二Cz・
③うさぎ(兎)

靭ヰ舶u・saD・ki館鳥撒及使吾撒急字吾撒急信Jl
態吾

◎むぎ(麦)

館采乞　便蒙巳　字皿其

⑤をぎ(衣)

館翁及使翁急字翁急信翁吉クリoojee漂蝣3--l'uk.'i
⑥あげ～仕口あけら,あげよ,あげて)

町叫　kuji ra,甘瑚'arj・kuii・ri館阿結fa,昂乞立

使阿傑約,阿傑約,昂乞利字安急弟信阿傑的
⑦をなご(女)

字時男姑,烏男姑信会商姑見鳥那姑_

刃mnago　漂叫司u-na-kui
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(ザ行子音の前)

⑧かしらげ(頭毛) (カラジゲ)

館嘘藍子乞使嘘藍子其字瞳蘭自之噴藍自之,嘘藍子某,

嘘十藍其　信略藍子其,略蘭自之,瞳藍自之

⑨くじやく(孔雀)

館公少　字枯雀姑　信姑雀姑

⑲かぜ(風)

酢蛸khan・cuii館頓使監済,嘘眉宇噴済信暗買子,

暗買　見蛤子, l唱子クリkassee,kazzee漂掴kan-'mi

⑪すすり(硯)

靭そそ司sa*ca・n館孫思立・孫司立使孫思利字綱利

信忠子里　見息子利

⑲ぼうず(坊主)

館包子　使飽子　字褒子　信巴子クリbodsee.bodzee

(ダ行子音の前)

⑬ひだり(左)

館分達立債分達里字分連盟信分搭里見的圏クリfeejeeree
⑬かぢ(舵)

館看失佳肴失字看息信看失見吟管クリkassee
⑮みづ(水)

館民足使民足字民私血子信閲子,血子見鵬,蜜子,7"7　　　　　　　　　　-7 "7

梅子クmeezee　漂口伺mi-ciui
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⑮ふで(筆)

翻昔軸hun・ti館分帖債分帖字怠壕信夫的　見弗的

⑲まど(窓)　　　1タリム。。dee　漂辛巾u.tLui

館慢多　伎慢多　信馬都　見麻毒塔

⑲もどる(戻) (もどり)

館慢多軍使憧多羅字悶都里信郷里　見木毒利クリmoodoeeng
由ru

(バ行子音の前)

⑲おばに(御飯)

載且叫o・pa・n (nii>.-ァ-可叶0m・pa・nくni) ,且廟,o・

pan・n (ni)館翁粧尼　使翁班尼字注珪尼,迂珪泥　信

砿斑　見翁珪クリumbang,oombang
⑳おぴ(管)

使文必,文必字文帯信文筆・烏必見烏比,鳥必クリobeeママ　　　　　　　ママ

㊧くび(首)

字空為　信枯必,科必クリcoobee

㊧あそぶ(遊) (あそぴ,あそべ)

載Oは中a・SAm・pi館烏孫必　使烏蓮皮

⑬ねぶる(梶) (ねぶり)

館眠不立　使眠不里　字眠不里

㊧ぴヤうぶ(界風)

館蔑布　使課布　字蔑布　信黒布　見妙不

以上の用例について・当該音節の用字を表にすると次のとおりで

ある　0は,用例なし。

4　2　0



語例 繭
棉 鰭 使 辛 伝 見. クリ 漢

① しやつが

② あふぎ

③ うさぎ

車 h A'

rr.i -:-v

⑥ あげ～

⑦ をなご

%

/

/せ

/

/

せ , OT

/

/ / / 焼 苛 / /
E1rり ∈ヨrり 柾 柾, Y 宿 0 0

I..」撒 撒 撒 無 / / /

7<t: 栄 皿 / / / /

/Jュt誹, 'j2-
ilH 一な二ゝ}川 /JゝJl'-l / / 0

T
昂. M 昂, 阿 安. 阿 / / /

/ / 男 .J: 那

/

na

/

し十

/

⑧ ぎ;男 ㌃〉

⑨ くじやく

⑲ かぜ

/ 藍 藍 藍.捉欄 監 蘭

/ 公

嘘

/

盟, 痩

枯

噴

姑 / / /

ヲL
Ll

略 買) 蛤, 咽

息

ka

/

#

/
⑪ すすり

⑲ ぼうず

ノし

/

孫 孫
.!- n

*u.-
包 鞄 褒

分

香

民ー血

忠

巴

分

看

血, 関

夫

/

虚

b0

fee

/ .
㊥ ド/i fl / 分

./,蝣

*・Il*

看
/

⑲.かぢ / 蛤

蝿, 孔 子

弗

ka

ne e

/ ′

可

^

⑮ みづ / 氏 氏

⑲ ふで 昔 分 分 b oo
⑲ まど

⑲ もどり

⑲ おばに

⑲ おぴ

::n < ;/

㊧ あそぴ(ベ)

/ 悼 憧

憧

ノコ、

/

悶

荏

渇 蘇 / / .

/

且 0

棲

J,Ll

開

口五

木 moo -/

ロ, ー」

/

-・J-'J こノ1那, ・jN5J9 / /
/ 文, 丈 文 文, 烏 鳥 /

COO

/

/
/ / / *r"-- 格, 料 /

昔 孫 進 / / / / /
⑬ ねぶ り / 帆 眠 眠 / / / /
㊧ ぴやうjf / 瓢

責 6 有声子音

親

の前の書

親

爺co f"早

規 妙 ど /
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それぞれの音訳漢字のF学研字勘による音価は以下のようであ
・o

①1焼thiog-JIEu」Ieu-ァau(shao) ,

2苛　dhi〇k-3lak- JIau-Sau(shao)

no一盲ua(shuo)

②3昂
ロaD~Dag-aローag(ang)

4柾iuaD- iuaD-mag-uaD恒ng)

5Y ?-・云-ia-ia(y云)

6碗　uar-　ua-uo-uo(wo)

③7撤saトsat-sa-sa(sa・s孟)

8繁白S急ト盲人t-ァa-ァa(sh孟)

日S孟d-?^i-ァai-Sai(s瑚

④9蒙

1')[;:!

l:>:11^3

⑥12阿

mos-mur)(mbuロトmu9r)一m叫meng・meng・m<!ng)

m軸-mlAローmisロ蝣..misn(min)

'u9- 'uD-0g-u9g(weng)

'ag一°aく∂-3(e)
こ-.・iwl.1

13昂　-3

14安　●an-　an-an-an(an)

⑦15男nam-n9m(ndamトnam-nan(刺

16南　n3m-n9m(ndam)-nam-nan(n叫

ユ7那nar-na(nda)-na-na(na・n云・ n云・nei)

⑧18藍色Iam-lam-一am-lan(叫

1腫　邑Iam--anトーam一一an(廟

2欄lan-lan-lan-lan(叫
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⑨21公kug-kurj-koi)-ku3i)(gong)

22枯　k'ag-k'0-k`u-k・u(ku)

23姑　kag-ko-ku-ku(gu)

⑲24嘘　kap-kap-ko-k。(ge 'k芭)

hap一丘ap-ho-k9(h芭)

25監　klam-k云m-kiam-t2ian(jian・jian)

26時　k'ak-k'Ak-k'iai・k・0-k・。(ke・kえ)

27蛤臼hap-hap-ha-ha(ha・hs)

□二gap-gap...

28咽　kaトkaトko-k。(ge*gき16)

⑪29孫

°　日日日日--.-.-.-.----　°

16j 「葛」による0

.日目.--I-..-..-----.. 4

susn~su∂n-susn-su3n(sun・s叫

30思　siag-siei-Sl-Sl(sT)

31息　si∂k-si。k-si。i一時i)

⑫32包　p軒画u-pau-pau(bao)

33飽　bOg-b云u尋au尋au(pao)

34東、 pog-pau-pau-pau(bao)

35巴　pag-pa-pa-pa(ba)

⑬36分pIuan-plu∂n-fan-fan(fen)

bluan-blu∂n-fan-fan(fen)

37虚　hlag-hlo-hiii一坤の

⑲38着　k'an-k・an-k'an-k'an(kan・kan)

39蛤-27

⑮40民mien-mien(mbicnトmJ・∂n-mi3n(min)

41血「皿」の誤記とみる。→ユ0

42閲　mIn-mlen(mblen)-mi3n-mian(mln)
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43婚

! Vfv

45梅

・'16、蝣1G分

mlue-mlui(mbluiトm∂i-m3i(mei)

mieトmiet(mbi珂-mil° -mi(ml)

mu∂g-muai(mbuai)一m∂i-msi(m珂
一蠎・)(蝣;

47忍p'lusn-p'Iu∂n-fan-fan(fen)

48夫pluag-(pluoトplu-fu-fu(ffl・f可

49弗　pluaトplugトru-fu(fii)

⑲50榎man一-mban)-man-man(叫

51馬　噂十ma(m坤-ma-ma(叫

52麻　mag-m軸b云トma-ma(叫
⑲53棲　-50

>i K!j

o.1問

56木

⑲57翁

58荘

59岨

⑳60文

61丈

mu∂n-niU9n(mbuan)-man-m9n(men * men)

「悶」の誤記とみる。 →54

muk-muk(mbukトmu-mu(叫
an

uarj-　uajj-uaD-りaロ(wang)

ロag-rp-u-u(wd ・軸)

mluan-mlu9n(mblu3n)-wan-U3n(w叫

「文」の誤記とみる。 →60

62烏　ag-　0-U-u(叫

㊧63空k・u再・U再・0両'u9g(kong・kong)
64枯　-22

65科　k'ua-k'ua-k'0-k's(ke)

⑳66孫　→29

67遍suan-su∂n-su∂n...2uan(叫
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⑳68眠man-men(mbienトmien-mian(mian)

㊥6璃ロbiog-bieu尋ieu尋iau(piao)

日p'iog-p leu寸jeu尋iau(piao)

70妙　miog-mieu(mbiEuトmieu-miau(miao)

以上のことを参考にして, r有声子音の前の音節の用字」の表を,

その韻尾に鼻音を有するか否かという観点からの表に作りかえてみ
*o

Eコは石目'.']-右i上!Mi...V,1普　し　」(・!鞘町1:し,

翻 館 使 字 伝 見 クリ ・¥!h

O L や つが

② あ ふ ぎ

Q ) う さ ぎ

① tT ぎ

(B を ぎ

'I)' <」, ( )'-

○ / / / × × / /

/

○

/

/

O , ×

○ ○ ○ ○ , × × × ×

× × × × / / /

○ ○ ○ / / / /

○ ○ ○ ○ / / ×

○ , × ○ , × ○ × / / /

亘) を な し

⑧ か し ら 甘 くカ ラ ジ ゲ 〉

⑨ く じや く

⑲ か ぜ

㊥ す す り

⑲ ぼ う ず

⑲ ひ だ り

⑭ か ぢ

⑬ み づ

⑲ ふ て

⑲ ま ど

/

/

/ / ○ ○ / × ¥

○ ○ ○ ○ / / /

/

○

○ / × × / / /

× ○ , × × × × × ( O )

×

/

/

/

/

○

/

○ ○ ○ × × / /

× × × × / × /

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

○ ○ × × /

○ ○ × × /

×
○ ○ ○ × ×

○ ○ × × × ×

/ × //'
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⑲ もと。 / 〇 〇 〇 〇 × × /

吋 tu f l∴

⑳ おぴ

㊥ くび

⑳ あそぴ(ベ)

⑬ ねぶり

⑳ ぴやうぶ

○▼×

/

/

○

/

/

〇、 ○ ○ × ○ / /

/ ○ ○ ○, × × / /

/ / ○ × / × /
○

○

○

○

/ / / / /

○ / / / /

× × × × × / /

表7 有声子音の前の音節末の鼻音の有無

見においては, 「おifに」を除いて・鼻音を有する例がない。こ

の「おばに」は・ 「御飯」であって, 「御」の読みとも関連し,ここ

で扱っている鼻音とは性質を異にするものと考えられ私信の用字

が「勘で,鼻音を有しないそれであることは示唆的である個で

「且」T'%」両方現われていることにも注目)。また,兄の用字「翁」

が館債と同じであることも関心を引く。
兄は,

界線が,

ろう。

鼻音を有しない段階と見てよかろうから,鼻音の有無の境

字と信との間に引けそうであるoその典型が「ふで」であ

信で・ r鼻音あり」 「鼻音なし」両方の音訳字が用いれらている場

合, 「鼻音あり」のそれは・先行文献のものをそのまま転載したと

考えられるo 「あふぎ」 「おぴ」がその例であるoもう少し詳しく見

てみようoその全用例を「漢語」とともに示す。

あふぎ　館　242　倭扇　昂及

483　倭扇　昂及

使189　倭扇　昂季

字186　倭扇　柾其
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信　273　扇子　Y吉

277　倭扇　柾其

見　289　扇子　親書

お・YJ、1'.')使1丁　-It)-

2H出　蝣III一

字172　帯

信　265　帯

文必: ・---・・-------…..‥‥‥‥‥‥‥‥.

・V.-J　帯T..笹

丈
門
文
　
文

17) 「ききおぴ」の例は除いた。 :

436　帯　鳥必

見　281帯　烏比

293　王帯　塔麻烏比

316苦烏必

転載の事実が如実に現われているのが了倭扇柾其」(字186,信277)

であるo 「漠軌部分も同じであるoこれほど明確ではないが, rか

しらげ(カラジグ)」 「ひだり」 「かぢ」 「みづ」も同様である。
かしらげ(カラジゲ)

臥386　再叩頭　馬連瞳藍子乞

使　277　再叩頭　麻達噴藍子其馬

字　239　低頭　噴蘭自之

241叩頭　嘘臣自之

272　再叩頭　麻達噛藍子其

325　髪　噴十藍其

信　376　再叩頭　麻達略藍子其

379　底頭　晴師自之

381叩頭　嘘藍自之

(字239と信379,字241t信381.字272と信376とに注射
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ひだり　　館　52　左　分連立

かぢ

みづ

567　左　分連立

使　50　左　分達里

字　50　左　分達里

信　47　左　分搭里

見　蝣19　蝣>'?盟:7錘5

館　224　舵　看失

使171舵　看失

字168　舵　看息

信　262　舵　看失

見　277　舵　吟管

館　31, 62, 64, 269, 434, 476

水　民足

63　海洋　′馳民足

使　30,309,342　水　民足

字　30　水　民足

342　水晶　血子達馬
Kfd

信　30,246　水　範子

508　水晶　血子達馬
rr-y

見　32　水　姉吉

62　水　蜜子

263　水注　梅子利

(字342と信508とに,特に音訳字「血」に,注目)

以上により,信の「鼻音あり」の例は先行文献からの転載であろ

うことがはっきりし,その「主要参考文献」が字であるらしいこと
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もわかる。

ところで,いままで触れなかった「をなご」と「もどり」とは事

情が異なるように思われる0個的可能性もなくはないが,当言婚

節の頭子音が鼻音であること(「な」の.ln〕, rも」の〔m〕)によ

り,音節末の舟音も保たれていた例なのではないか。 「信30, 246

水間子」も同様の例と考えられるO (これらの例も,見誹,浩

では「鼻音なし」となっている。)

「うさぎ」 「あLト」 「かぜ」 「すず。」などは,鼻音消滅の時期

を教えてくれ'る例であろうoその時肺ま. 16牡妃半ば以降に設定で

きようがo　(「Lやうが」「びやうぷ」「u+うず」は,二重母音の

長母音化とも閲机があろうから,一概には言えないが.ここの仲

間としてよかろうoちなみに・rぴやうぷ」が軌こ収録されていれば,

「Lやうが」から推して再音ヰpja蝣un-lPuあるいは亜pja

om・puと表記されたであろうo 「ぼうず」は唯牟pa・un・zuあ

たりか。)

なお,現代語で,有声子音の前に鼻音の存在する方言の例として,

加治=真市「琉球,小浜方言の音韻研究序説」参照O

今回は、 『中原普塀』により館使手の普価を考えた(それも、ひ

とつの目安として『学研字典』によった)が、厳密には、館使手と

年代のより近い『交泰塀』 (1603)、 『西儒耳目資』 (1626)などにも

当t:Z>-V:t'Wィ:、律JIL、 ・骨描: ;一畑・ ∴UL 、

ハングルで表示した『鹿国正塀』 (桐7-48) 『朴通草諺解』栂7

7「 『老乞大新輝』 (1761) 『朴通草研摩諺剛(1765) 『老乞大

諺解』 0795接ども参照することが望れい。信見についても同様

のことが言えるO今後の課題とLf=いO
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第二節　音声・音韻史と文法史の交渉

(十九世紀沖縄語の動詞の成り立ち)

音声・古韓の変化が文法の変化を招来する例として、 「十九世紀沖縄語の

動詞の成り立ち」について考える0本論文の次に来るべき『沖縄語の文法に

関する歴史的研究』の前章となるべきもので奉る。

「クリフォード琉球語軌を中心とし、 『ベッテルハイム坑球語辞書』、

『沖縄対話』、 『チェンバレン琉球語文典』、 『南島八重垣』、 『沖縄語

典』などの後続酎斗も動貞して十九世紀沖縄語の文法について考察する。そ

の中でも、動詞の終止形・ 「-て」の形・ 「-ている」の形などを取りあげ

て、それぞれの現代語に到る形成過程について考えるO

1、動詞の終止形

1 - 、1

『世界言語概説』下巻「坑球語」の文法の項で里「《--する》形式
(連用語幹に、ヲリ<居>に当る　u N　の接尾したもの)」あるいは、

いわゆる「終止形」に相当する形式を「クリフォード琉球語童」に求めると
次のようである。

「語尾」相当部分の現われ方に着目して、いくつかに分類してみる。通し

番号は、第三章に同じO 「II」は'PARTII. SENTENCESつこある語童である
ことを示している。

く1)-ingの例

(12)

(588)oo

(219)ta曇ng"(喜三).(374)king(.

),(816)naging

)>(672)chirrar:(&#-*ま,

る主(669)katcheeming(っかむ),(836)1くooraming-

薫),(261)

ireeing(

hajeeing(

<)慈(S:5),(426)

)-(779)tatee

),(II-37)t≡(」

elng号三三,)∫

4　3　0



(2)-(oe)oong-の例

(151)cheeoo栂(切る)'(177)cheeoong(着る上

(253)

oong-

akec。薫ng(r^ft5-,,m%),(409)nagee-

)>(426)mecoong(|,t5),(510)

*J&),(538)katcheemee。。ng(。75^tr)

(686)meecheeoong

(745)tattec。。ng(豊),(701)eeoong(

),(782)hassee。。ng鵠:ご40)mcesheeoong(%蝣&%),(

g(5-x.Z),(266)t。。bce。。ng(㌫48)qucc-

),(291)moodoceoong(もどる)

(3)yoongの例

0-eeyoong

(718)nadeeyoong(撫でる主(Ⅱ-23)meey一

這ong(%

'~-iy。。孟る)>Cll-106)eeyoong(植える)

(458)hackkiyoong-(はやる)

⑦ooyoo壷

(119)noobooyoong(登る主(350)hooyoong(祝

る主(392)nooyoong(塗る)>(600)fooyoong

(降る)サ(673)sooyoong(剃る),(927)soosoo-

yoong(拭く),(n-28)oocooyoong(送る)

A)-oyoong

(27)so0-g0-yoong(なぐる,打っ),(845)me-

egoyoong(巡る,回る(145)hoyoong(這う),

(372)moyoong(祈る)

ayoong

(400)warrayoong(笑う)サ(464)hayoong(流れ

る主(662)wocklくayoong(別れる)>(699)ootay-

oong(歌う)>(767)sagayoong-(下がる主(769)

agayoong(上がる)>(833)arayoong(洗う)
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㊥awyoong

(146)hawyoong(這う),(443)na、vyoong(縫う),

⑦その他

(7)wyoong(割る)>(1-76)hyoong(流れる主

(9)aanyoong(そう言う)

(4)-choongの例

(30)ootchoong(打っ),(98)dachoong(抱く),

(415)moochoong(持っ)>(461)nachoong(鳴く),

(876)atchoong(歩く),(930)katchoong(書く)

(129)choong(来る)J(284)eechoong(行

く)

く5)-joongの例

(390)coonjoong(結ぶ上(581)noojoong(抜く主

(587)kanjoong(被る主(708)ninjoong(眠る主

(774)weejoong(泳ぐ)

(6)shung,-shoongの例

(186)fooshoong(醜す),(376)koorashoong(殺

す)i(586)injashoong(出す(631)ootoosh-

oong(落とす主(932)nawshoong(直す),(630)

ootooshung(落とす(74)shoong(為る)

(7)moongの例

(179)noomoong(飲む),(198)kamoong(食べる),

(605)yoomoong(読む)

(8トnoong,-noungの例

(160)

(198)芸eenoo

n。ung霊誓)>(378)sheenoung(

)死ぬ),
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1 -2

<3>-<8>は、ほとんど現代(首里)語と同じ。当面問題にされる

べきものは<1>とく2>とである。

まず、 <1>-<3>に分類されているも,のが、現代(首里)語では、例

えば(アクセント省略) 、

〔2ukiraN〕 (起きない)

〔2ukiti y(起きて)

〔蝣2ukijuN

〔 2uki:n I　<起きる)

〔机raN〕(切らない)

〔机吋i〕 (切って)
l
ノ

u
^
^
^
^
^
B
^
^
B

」

　

<

-

_

3

　

.

.

e
J

・

r

-

i

　

　

　

.

-

<

り
り
　
可

r
　
ー
　
　
d
l
q

i
　
　
=
　
　
相
川
相
川
川
相
川
H

〔2iriraN〕 (入れない)

〔1itti〕 (入れて)

2irijuN 〕

2iri:N〕 (入れる)

などと変化し、小異を捨てれば、一つのグループにまとめることのできるも

の1)であることに気付くであろう(ただし、 (266) toobeeoongは除く) 。こ

れらをまとめて「J型変化動詞」 2,と呼ぼう。

°▼=.-.-..-..-.-.--..-.-.--..-----.------..-..-.----.---HH°

1) 『世界言語概説』下巻「坑球語」 p332でいう(4日8日9)、(ll)に相
当。

2)現代沖縄語の動詞を「語幹末子音」の現われ方によって、次のように

分類すると便利である。
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1QIo

次の、後にその例を示すように、同一「単語」で、 「語尾」の現われ方

が、二様あるいは三様あるものがあることに日が付こうo (共時態として扱

うのであれば、 「異形態」で処理してしまえばよかろうが、通時的観点に立

てば、そうもいかない。)

(町)投げる　(816) naging

(409) nageeoong

見える　　¥ (426) meeing

(426) meeoong

(旺23)品ceyoong

「見える」 (426)の例は、原典では次のようになっている。

Look, or see, to Mekong, or Me石ing

Meeoong, orMeting　の・orつ細を意味_しているのであろうか。相

性として次の三つが考えられようか。

°°=°-.-.-.-.-.-.. -.- -..-.-.-.-.-.-.. -～..--..-.一..-- -..--.-.- -=°‥°°

現代沖縄語動詞の「語幹末子音」の現われ方による分類

型 語 例

?a s ib u N ( 遊 ぶ )

k a c u N ( 書 く )

t a cu 'N ( 立 つ )

c u u 'N ( 来 る ) の み

? icu N ( 行 く ) の み

? w i iz u 'N ( 泳 ぐ )

語 幹 末 子 普

B 型

C l 型

C 2 型

C 3 型

C 4 型

z , m

Z 2型

Z 3 型

Z 1 型

b , d

C , k

C t Q

乙, 9

n i N z u ' n ( 眠 る )

k u N 乙u 'N ( 結 ぶ )

'n ( 'n ; Z u ,N

z , d , t

z , d ,

n u u一N ( 見 る ) の み

S L型 c a a s u ' N ( 消 す )
s , c

S 2型

J l型

J 2 型

J 3型

J < 型

J 5 型

J 6 型

sj u N ( 為 る ) の み

?a r aつ U N ( 洗 う ) つ r , t ,

U N ( 居 る ) ( r 言 )

C iつ u 'N ( 切 る ) I h r ,Q c ,

k i ju 'N ( 耽 る )
J . r , 'Q c'

7 ir i j u'N ( 入 れ る ) , .J , r ,Q t ,

C r ju ' N ( 着 る )
J . r . c ,1

J 7 型

M 型

N ▲型

N 2 型

N 3 型

7 ju N ( 言 う ) の み

, .ju m u N ,
m , d , n

つ u n u ' N ( 読 む )

s in u N ( 死 ぬ ) の み
n , :

? a 'N ( 有 る ) の み

つ a ' N ( ~ だ ) の み

(-'jM'Nは-'i'Nとも)
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(a)同一インフォーマントが二様の言い方をしたo

(b)インフォーマントAは`Meeoong　と言い、 Bは・Meeing'と言っ
た。

(C)インフォーマント自身は・ Meeoong'としか言わないが、 「甲とい

う土地の人は`Meeing'と言うo 」というかたちで情報を提供した。

同一人が二様の言い方をすることはあっても三様の言い方をすることは考

えにくいこと、クリフォードのインフォーマントが相当の知識人であったら

しいこと、 「クリフォード坑球語軌に大分推寂の跡が見えることなどを考

え合わせると、 <1ゝのグループは、別の方言ではないかと思われてくる。

1 -4

時代は少し下るが、その「沖縄語」が明らかに那覇方言である『沖縄

語典』 (1896年)には、次のようにある(印刷の都合上、書体を変えたとこ
ろがある) 0

人
に
花
ヲ
見
サ
ス

人
に
花
見
し
ん

ち
ゆ
　
　
は
t
.

ア
ク

あ
き
-
ん

)
明

ア
グ

あ
ぎ
ー
ん
上

)
　
(
二
百
廿
〓

(
二
百
廿
三
)

ミ
ユ

み
-
ん
)
見
　
(
二
百
四
十
七
)

キ
ル

ち
-
ん
)
着
　
(
二
百
三
十
)

キ
ル

ち
-
ん
)
切
　
(
二
百
竺
)
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起
　
う
き
-
ん

ニ
ユ

に
!
ん
)
秦

(
二
百
十
九
)

挙
s

に
-
ん
)
似
・
肖
・
(
二
百
四
十
=



これらの例は、 <1>グループが那覇方言であることを示す傍証になりは

しまいかo少々乱暴過ぎるきらいがないでもないが、当面の対象は首里方言

であるとして、那覇方言である蓋然性の削、<1>グループを除外して考え

てみることにしたい。

1 -5

さて、 <2>グループと<3>グループとの関わりはどうなっている

のかo例えば、 `Meeoong　と'Meeing'とは同じ発音なのか、適うのか。

綴字法を分析した結果に従えば、

meeoong〔mi uN 〕　meeyoong〔mi'.juN 〕

のようになるが、果たしてこれでよいのか。

これに解答を与えるために、今しばらく他の資料に目を転じてみよう。

<2>・<3>グループ相応の語例を摘記する。

『南島八重垣』 (1895年) (伊波普獣による「万国音標文字」 「転写」の

付された『方言』四ノ十　による。)

ィ
ラ
ヘ
ー
ル
　
i
r
e
:
j
u
n
　
)
応
ず
る
也
。

ペ
ケ
ル
(
h
a
k
i
j
u
n
)
大
略
掛
け
る
の
意
に
通
ず
。

ド
ケ
ル
　
(
d
u
k
i
j
u
n
)
避
る
也
O

け
レ
ー
ル
　
(
w
i
T
j
u
n
)
酔
ふ
な
り
。

ヵ
ミ
ル
　
〓
{
a
ヨ
こ
u
n
)
戴
也
。

フ
ケ
ル
　
(
F
u
k
i
j
u
n
)
帝
る
也
?

ァ
テ
ル
　
(
a
t
i
旨
n
)
打
の
意
也
。

モ
伊
レ
ー
ル
(
m
u
t
e
:
j
u
n
)
^
え
る
O
草
木
な
ど

の
場
合
に
多
く
い
ふ
。
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『チェンバレン琉球語文典』 (1895年)

nayung(なる　　　koyung(買う)

wasiyung, washg.(忘れる)

shiyung, s演ng (.知る)

『沖縄対話』 (188時) (r終止形」の例が見出せないので、 「連体

形」を示すo筆者により「～-・」を施した。 )

ゥ
シ
ャ
ギ
ー
ル
。
カ
ン
グ
ー
ヤ
ー
ビ
_
ン
。

進
上
致
ス
'
ツ
モ
リ
デ
ア
リ
マ
・
ス

フ
キ
・
 
-
ル
ハ
ヅ
。
デ
ー
ビ
ル
o

鳴
キ
マ
ス
デ
'
ゴ
ザ
リ
マ
シ
ャ
.
ウ

ト

ユ

ル

ハ

ヅ

ヤ

,

ピ

ー

ン

。

ウ
ホ
ー
ク
ド
。

ム
チ
-
ユ
ル
。

融
顧
ハ
ア
リ
マ
シ
ャ
ウ

△　　　　△

イ

ユ

ル

。

ヤ

マ

-

 

0

マ

ス

、

山

ハ

多
ク
「
.
用
井
マ
ス

ゥ

ク

ユ

ル

イ

ハ

-

0

起
ル
鐸
ヲ

それぞれほんの一例を示したに過ぎないが、十九世寿己の末には、沖縄(育

里)語の動詞の終止形が、現代語と同じく、トjuN]トJin]に

なっていたことを物語る十分な資料となろうoしかし、これだけでは、先に

提出した疑問に対する答は得られない。
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『ベッテルハイム琉球語辞書』 (184時)を見ることにする。

( rise) uki'ung(起きる),くkick) 1くiung(蹴る),

(lay)utchikiung(置く), ( throw) nagiung(投-

げる)・ ( seize) kast'imiung(つかむ),
＼

、

/

d
aei

m

⊥
L

intun

kuramiunS(踏む), ( boil)・nyiung(煮る)>(put

into) irlung(入れる)・ ( stand v.a) tatiung

(立てる), (undress) hazlung(脱ぐ)

( cuOch盲hg(切る), (dress) shTung(着る),

( hang) kaki'ung(掛ける), ( open) akiung(開け

る主(shut)mitchiung(囲める),くsit)yiung

(座る), (show)mishi'ung(見せ草),くgive)

kwiung(与える)
i^EQ^hS^Ej

くpat) nadi'ung(撫でる), (plant)wiung (植

える)

( climb) nubuyung (登る), ( lacker) nuyung

(塗る), (ram) fuyung(降る),くshave)suy-

ung(剃る), (wipe) susuyung(拭く), (。tr主

ke) suguyung(なぐる), (crawl) hoyung(這う),

( dance)moyung(踊る), ( sew) noyung-(縫う)、

( laugh ) uarayung (笑・う), ( separate )ualくayung

(別れる),くwash)arayung(洗う)

1 -6

ここに到って、先の疑問に対する答が与えられる。

「クリフォード　- 」の・meeoong　などの例は

〔mi 'uN〕/mi'i'i'u'N/

のように考えてよいであろうということであるoそして、ここで注意してお
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くべきことは、 「クリフォード　- 」で・-ing　の形で現われた例も

『ベッテルハイム　ー』では・-lung　3)となっていることであるO

<1>　-ing　グループを那覇方言としたことが強化されたといえよ

う。

ちなみに、ベッテルハイムは(那覇の) 「輝の上」の「護国寺」に住まわ

されていたのに4)、その記録した沖縄語は、那覇方言ではなく、首里方言で

あったということになるようであるo彼が接触を許された「琉球人」が「通

事」達のみであったことによろう。

1 -7

現代沖縄(首里)語の動詞の「終止形」は、 「連用形」に「ヲリ」を

中核とする　-　u N　が接続し、音変化を起こして出来上がったもの

と言えようが、今まで見てきたことにより、その変化なるものが十九世紀前

半に起こり始め、半ば以降に固まったらしいことがわかる。固まる前の状態

を見せてくれるのが、-「クリフォード　- `」であり、 『ペッテルハイム

-　』であることもわかった。

°°=・サ詛サ日.-.-.. -・ササ・・-.-.. - - --.. --.-.-.-.-.-.. -... - - --.-.-.-.-.‥°=°°

3)綴字つ'に関し、喜名朝昭・伊波和正・森庸夫・高橋俊三共訳

「ベッテルハイム　坑球語と日本語の文法の要綱(1日(『南島文化』

第2号)に次のようにある。

(母音上の) 2個の点は外見上の2重母音を(2個の母音に)分け、そ

の点の付された母音を短くすることを表わすo例えば、 ndjlung

(p49 L9 -Lll)

41仲原善悪『坑球の歴史　下』pl7 (昭和53年版ではplO7) 、東恩納寛

惇『坑球の歴史』p122-124　参照。
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1 -8

しかし、音変化の起こる前の姿を見せてくれるのはrJ型変化動詞」

だけであると言ってもよく、その他のものは変化した後の姿しか見せてく

れないoこれはどうした訳であろうかoこの,ことについて検討してみる必要

がある。

それには、 「クリフォード　- 」の・-oong　と・-yoong・

の書き分けが何に起因するのかを探るのがよいように思われる。

繰り返しになるが、今一度、 「クリフォード　- 」とF_ペッテルハイム

-　』との語例を比較対照してみる。

語義 資料

切 る

着 る

.座 る .

かける

開ける

閉める

見せる

与える

撫でる

植える

ク リフ ォー ド べ ツテ ルノ、イ ム

checo ong

cheeo ong

eeoong

kak eeoong

akeeoon g

m eecheeoong

m eesheeoong

ch iunfl

ch iu n fl

7 1ung

kak iunfl

ak iu nfl

m itch lun fl

m ish iung

queeoong k w iu ng

nadeey oon g

eey oong

nadiung

w iu nfl
笑 う

洗 う

別れる

上がる

w array oong

aray oong

w ock lくay oong

ag ay oong

uaray u ng

arayu ng

d akay im fl

a∈Jay u nfl
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塗 る nooy oong ′nu y un∈)
降 . る

剃 る

送 る

拭 . く

なぐる

fooy oo] ′fuy unfl

sooy oong suy u ng ・

oocooy oong uk uy unfl

soosooy oong su suy unfl

S00一g 0- y oong suy uy u nfl
這 う

踊 る .

縫 う

hoy oong ho y ung

m oy oong ′m o y uny

naw y oong ′no y uny
飛 ぶ toobeeoong tub iunfl
遊 ぶ ( な し ). asib iunfl

これで一目瞭然であるo 「語幹」の最終モーラ(あるいは拍)の母音5:)の

如何によることがわかるo 「撫でる」 「植える」の場合は今措くとして、語

幹最終モーラ母音が、/i/の場合は・ oong　ぉよぴ・-ingつ、

それ以外の場合は`-yoong' (および・-yungつと書き分けられて

いるoそして、 「撫でる」 「植える」などは、/i/がわたり音的になった

(もしくは半母音化した)例であって、 I-eeoon　のものも行く行

くはそのようになることを示している。

先に見た『チェンバレン　- 』の・wasiyung' (忘れる)、 ・shiyung-

(知る)や『沖縄対話』の「ムチ-ユル」 (用いる～)などがその証左

となろう。

日日°日.° -..-.-.-.-.. --　　-.-- --.-.-.-・詛・・-.. --.-.-.. - -.,-.-.-.=H HH°°

5)例えば、

,忍H,。笑う)
†

語幹最終(モーラの)母音

のように呼ぶこととする。
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1 -9

「J型変化動詞」だけでなく、他の型の動詞も、すぐに音変化を起こ

してしまったのではないことを教えてくれるという意味で、 「飛ぶ」

toobeeoon、g, tubiung、 「遊ぶ」asibiungの例は

貴重だと言えよう。

他の型の動詞が現代語と同じ形になっていることは、すでに見たとおりで

あるが、確認の意味で、代表的な例を、 『ペッテルハイム　- 』からのも

のといっしょに、次に示しておこう。

語義 料
ク リフ ォー ド ベ ツテ ル/、イ ム

書 く ka tchoong katchunfl
抱 く dachoong datch un g

m utchu nfl
持 つ

打 つ

m oochoong

ootchoong ,

oochoo鴫

utch unfl

来 る choong chu ng
行 く eechooi ich unfl
泳 ぐ

眠 る

結 ぶ

w ee joong w id iun g

n in joong n indju nfl

coonjoong ku n d ju ng

見 る ( なし) . rly凸ng

f凸Sh邑ng乾 す fooshoong

殺 す koorashoong kurush unfl

為 る shoong shu ng
読 む

飲 む

yoom oon g ,

yoon0- oong

no om oong

y uny un g

nuny un∈)
食べる kam oong ,

k anou ng

kan y unfl

死 ぬ sheenoong shin y ung

anfi
奉 る (な し)
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l　-lU

それでは、 「接続部分」が音変化を起こすにおいて、足並みが揃わな

かった原因はどこにあるのかo結論的に、 「語幹」の最終子音にその原

因があると言えよう。

「J型変化動詞」では、それは/ , /であるo音声的実態がなきに等し

いものであるから、 「連用形」の最終モーラを維持するのは/i/のみと

いっても過言ではないoその上、その前の母音( 「語幹」の最終母音)も

/i/であるということになれば、後続の/u/に対して劣勢に置かれるこ

ともなく、 /u/に吸収されずに済むoいや、逆に/u/を、広い意味で、

同化することになるoその例が、 『チェンバレン　- 』の・wasing' (忘

れる) ・ `shing' (知る)であり、 『沖縄対話』の「フキール」 (鳴く

～) ・ 「ウ之土ギ-ル」 (差し上げる～)であろうOそれが現代(首里)請

で/- Ju N N　両形が並存していることの理由ともなろ

う。

ただし、現代語では、 「語幹最終母音」が/i/でないものでも、例え

ば、 [nubujln]/nubu' 1N　登る)、 [warajin

wara' i' n/(笑う)などのように、　　　　N　もとるが、

これは類推によると考えられる。

さて、そうなると、 <1>グループは那覇方言で,あろうとしたことが揺ら

ぎはしないかo揺らがないことは『ベッテルハイム　- 』の例が示してく

れたが、次に例をあげるように、 『沖縄語典」においても、 「語幹最終母

音」が/i/以外の時は/一つu N　　ゆん)になっていることを見

れば、揺るがないどころか、確固としたものになろう。
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ヌ
フ

'
な
ふ
ゆ
ん

)
縫
　
(
二
百
四
十
二
)

す
す
ゆ
ん
)
拭
　
(
二
百
四
十
五
)

ハ
フ

は
ふ
ゆ
ん
)
這
　
御
薗
　
延
畢
　
(
二
・
・
 
b
四
十
四
)

K
　
^

ぬ
ゆ
ん

フ
ル

ふ
ゆ
ん

ソ
ル

ナ
ゆ
ん

へ
〓
こ

フ

)
剃
　
(
二
百
肝
六
)

)
降
　
(
二
百
四
十
六
)

)
塗
　
(
二
百
四
十
二
)

サ
ガ
ル

さ
が
ゆ
ん
)
下
　
(
二
百
肝
三
)

ア

ラ

フ

あ
ら
-
ゆ
ん

)
洗
　
(
二
百
廿
四
)

つまりは、こういうことになろうが　　　(i)　/+/' u n/

の接続後において、那覇方言では/i/が/u/を同化した/二(i)つ

I N/の形をとり、首里方言では/i/が半母音化した/- (i) JU

' N/を主として　- (i)　　N　も並存させた。

1 -ll

さらに注意すべき事柄が残っている。例えば、 「切る」 「降る」の

「連用形」6'は、それぞれ「キリ」 「フリ」であろうから、 *che er

eo ong, *chi riung-;*f o or o ong, *furung

などとあってしかるべきであるのに、そうはなっていないことである0

日..-・・サ・*・・・B*・--.-..-.-.-・・・・・・・・・・サ・*・*-...-...-.--.-　　---‖‥…

6) 「連用形」の変遷に関して、高橋俊三「沖縄方言動詞の変遷一連用形

を中心として-」 『沖縄国際大学文学部紀要(国文学篇) 』第21巻第1

号通巻第33号　参照。

4　4　4



つまり、　ri/-　　/という音韻変化が起こった後で、 「連用形」

に「ラリ」を核とする形が接続するという現象が生じたと言え7,、それは共

に1800年前後(少なくとも1818年以前)らしいと考えられる。さらに言える

ことは、本来「上一段」 「下二段」などであったものが「ラ行(四段)化」

したのはそれ以前だということである。例えば、 「切る」 「開ける」などは

ci ri　-/c　　　　　/?aki ri　-　?a ki- i/

という変化を済ませていた。これは、現代語の「連用形」に　　rl　相当

モーラが存することによって裏付けられる。 「連用形」に接続する形式

b us a N　　　たい)、　gi s a n/(そうだ)

が付いた場合に、

[t Si:busaNJ/ci' ibus a N　　着たい)

[?aki:bus aNJ/?aki' ibus a' n/(開けたい)

[tii:gis aN]/ci' igis a' n/(着るそうだ)

[?aki gls anコ/?ak igls a N　　開けるそう

だ)

となるように、 「キホシ」 「アケホシ」などに対応するのではなく、 「キリ

ホシ」 「アケリホシ」とでもいった形に対応する。 (先に

meeoongを〔mi uN〕/mi lつ　u N/

とした理由はここにある8)

=°　°日日°-・・詛詛詛・*・・・　・・・蝣・**- .-　　　　　-・　・・・*--..-　　　　　- .-... -. -　　　　　　　　　　日　　　日　°=　°=

7)　　rl' u n/-　- 1　u N　の可能性は残されている。

ちなみに、 「居る」は、 「クリフォード　- 」には見当たらず、 『ベ

ツテルハイム　-　』では、 `wu n g　である。

8) [?uki:gis aN]/?uki' igas a N　　起きるそ

うだ) 、 [kur ami :gi s aN]/kur ami s a

n/(踏むそうだ)、 [m gi s an]/mi igi

s a n/(見えるそうだ) (c.f.) [mi :gi s aN]/mi

gi s a n/(見るそうだ) (/'　　　　s a N　とも)
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2、動詞の「-て」の形

次に述べる「-ている」の形の前段階として触れておく。

「クリフォード　- 」にトて」の形の例を求めると次のようであるO

(2) itc卜itehee (生きて), (n-75) katchee (香
いて)

(76) mootchee (持って主(681) moochee (持って)

(566) cheejee (注いで), (775) weejee (泳いで)

(709) nintee (眠って)

(H-97) nooma chee(飲ませて), (428) hanna-r-

atchee (離して), (580) injatchee(出して),(592)

chachee(消して)

(正一43) shec(為て)

(77) toptee(取って)> (79) chirreetce(切れて),

(133) noobootee (登って) , (300)wocklくatee (別れて),

(401)warratee(笑って), (630) soosootec(拭いて),

(884) aratee(洗って), (ll-49) akittee(開けて),

はト106) hootee(掘って), (ll-108) sagatee (下が・

って), (ll-111) tawrittee(倒れて)

(749)ootee(居て, -で), (253) stitchee (釣っ

て主(589) ittee(入れて)

(83)yaddee( 「病んで」 ,痛んで), (H-32) noo
dee(飲んで)

現代語と同じようになっているoいわゆる「額音便・促音便・い音便」な

どに対応するもので、その「音便」相当部分が脱落あるいは消滅しているも

のがある。
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3、 「-ている」の形

「クリフォード　- 」における「-ている」の形の例は、次のようであ

る。相当部分の綴字の違いによって分類して示す。

-ungの例

(5) noodung(飲んでいる), (234) toomatung (捜.

している), (631) ootecLung(塔ちている), (832)

yadeetung(破れている)

- oongの例

(166K723) nintoong(寝ている主(407) yookata-

toong (寄っかかっている?)

ongの例

(97) kammeetong(頭に載せている) , (329) yado-

ng( 「病んでいる」 ,痛んでいる). (424) simmato-

ng(住んでいる)> (877) seegatong (すがりっいて
いる)一

一awngの例

(3) itclいchawng(生きている)> (60) neechawng

(似ている), (702) eechawng(座っている), (794)

cheereetawng (切れている)

その他

(882) indeetawoong (濡れている主(901) indeeト

aong(濡れている)

綴字法分析結果に依れば、次のようになろう。

~ung〔-uN〕　oong〔-uN〕

~ong〔-uN〕あるいは〔-'。N〕

awng〔一〇:N〕

(「その他」の二例は、ともに「一〇:N]か。 )
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これが正しいとすれば、もとの形とも言うべき「テ　ヲリ」に近い形、現

代語と同じ形、この二つの中間的な形という三枝の「-ている」が、 「クリ

フォード　- 」には存していることになるo音変化を経たトて」の形に

u N　の付いたのは、十八世寵後半あたり(少なくとも181時以前)

かという推定を可能にする資料のように思われるが、如何であろうか0

そうだとすれば、今度は、いっごろから現代語と同じようになったかを考

えてみる必要があろう。まず、例を見よう。

『ベッテルハイム　ー』

karatchong(乾いている),shtchong(知っている),

itchichong(生きている)サtslchong(開いている),

umutong(思っている)iyaritong(破れている),.s主

matong(」」A,x*v

ong(T^。TV^‡)'∴'nintong(

akit。ng(芸霊呈sagat-

),chi~

ritong(切れている),yadorig(病んでいるitad-

ong(痛ん・でいる)サshidjong(死んでいる)

『チェンバレン　- 』

tutong(取っている)>　yudong(読んでいる　　ch-

6ng(来ている), nchong(見ている), shoru (為て
いる)
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『沖縄対話』 ( 「/--」は筆者)

△

壷空サ

チ

ョ

ウ

ル
ハ
ヅ
。
デ
ー
ビ
ル
。

ワ

ス
控
け
ヤ
ピ
ー
サ
ー
。

・
Iビ

マ

シ

タ

デ

'

ゴ

ザ

リ

ゥ
ム
ト
-
ヤ
ピ
ー
ン
。

マ
シ
ャ
ウ

△

忘　　フ

レ　　　ト

マ

シ

タ

田

山

ヒ

マ

ス

-
ル
o
　
ム
ヨ
l
。

カ

ゝ

ト

ウ

ル

△

I-I:-:= Tt -

テ

'

ヲ

リ

サ

ウ

ニ

カ
　
ゝ掛

リ
タ
ル

チ

チ

ョ

ー

ク

ト

ム
　
ツ
チ

I
.
h
　
　
_

ウ
ヤ
ピ
ー

ン
。

△

着

テ

、

ヲ

リ

マ

ス

ガ

持

テ

ヲ

リ

マ

ス

∵
'
・
j
T
.
.
_
 
"
∵
　
　
　
ビ
イ
ン
-

ス

キ

デ

、

ゴ

ザ

リ

マ

ス

これで明らかなように、 「-ている十の形が現代語と同じように

[一〇　n]/-〇' 〇' N/

に落ち着いたのは、十九世紀の半ばごろと考えて大過なかろう。. (ただし、

「クリフォード　- 」の`-ung I-oong　が、首里方言以外の方言であ

る可能性は残っている。 )

ところで、なぜトuN]　U N　がト。 n]/-○, 〇・ N/

に変化したのであろうか。今のところ、憶説に過ぎないが、次のように考え

られないだろうか。

つまり、音変化の結果、 「連用形」と「-て」の形とが同じになる`ものが

生じ、 「連用形+ヲリ」と「-チ+ヲリ」との区別がつきにくくなった。そ

こで、 「テ+ヲリ」をト〇　n]/-。' 。' N/として、 「連用形+ヲ

リ」と区別した。例えば、
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k a ci&　　u N-k a c u N

(書キ)

kaci&　　u N-　acu N-(kac〇, N→)

(書キテ　　　　　　　　　　　　　kaco, ○, N

のようにであるoそして、類推によって、埠の多くの、 「連用形+ヲリ」と

「-チ+ヲリ」とが同形でないものも、後者が/一〇, 〇, N/になってい

ったのではないか。

4、形容詞の「連体形」

形容詞の「連体形」に関して「クリフォード　- 」に注目すべき例があ

るので、それを指摘しておく。

(121) akasa nonoo (赤い布主(640) spookarasa me-ニ・

ezee (塩辛い永), (936) choorasa innago (きれいな

女), (n-57) coosawarrabee (小さY、子ども)

(678) wesara hoonee (大きな船)

( THE NINE ORDERS OF RANIくPAYC且工NS, OR

CHIEFS )

8th akasa noo hatchee matchee

(赤さ　の　はちまき)(赤いはちまき)

osa noo hatchee matchee

(青さ　の　はちまき)(青いはちまき)

トさ」の形が「連体形」の機能を担っている時期があったと教えてくれ

る例なのか、どうなのか(678) wesara　が、現代語の/-ru/につなが

ることは間違いなかろうから、このころ/-sa　+/aru　の形が生じ

たと考えてよいか、 `sanoo　っま、それに到る暫定的なものか。あるい

は、この「～の」が省略されて「さ+名詞」の形になり、その後に「アル」

が付いたのかo興味は尽きない。今後の課題である。
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第三節　三母音化、ハ行の子音、有声子音の前の鼻音

いままで、資料の分析に重きをおき、その変化がいつごろ起きていっごろ

まで続いたかについては考察したが、.その原因・理由は何か・どうかについ

ては触れないできた。ここで、少しそれに関わってみたい。

[三母音化]

柳田征司「日本語肯稗史から見た沖縄方言の三母音化傾向とP昔」 ( 『室

町時代語を通して見た　E]本語音程史』所収)によれば、 「沖縄方言におけ

る口蓋化音は、はじめエ段音に起き、これが三母音化傾向を起こす原国とな

り、同時に他の段の子音の口蓋化をひきおこした。 」 (PIO31)とされる(こ

こでの「沖縄方言」は「琉球方言」と読み替えたほうがよさそうである) 0

これを出発点として論を進める。論点が拡散しないように焦点を「沖縄

語」に絞る。

まず、 「語音翻訳」のハングル表記「jo」 ・ 「joi」を員e]と見

て「エ段音が明確な口蓋肯一主eの形で存していたことを見のがしてはなら

ない。 」 (p1038　ということを叡りあげる。

確かにハングルの「j-」があり、口蓋化音を示しているように見える

が、ハングルの正書法を考慮に入れた場合、即断できない面がある。即ち、

当時のハングルには[e]を表記する(単独の)文字はなかったはずである

から(「Joi」は[oi]または[ai]、 「j〇i」は[J〇月また

はJ91で、 15・6世紀の朝鮮語に[e]　　はなかったから)、沖縄

語の[e]かそれに近い音を写すには、いささか考える(工夫する)必要が

あったのではないかと思うのである。必ずしも口蓋化の表示ではないのかも

しれないのである。これには、同一のモーラを表示するのに「-Jb i」と

も「-uii」ともしていることも考慮に入れる必要があると思われる(例え

ば、 */メ/を「mj oi」とも「miul」とも)。少々大胆な解釈である

が、次のようなことは考えられまいか。

[l]を表示するためには「tui」とする必要があったO 「Lu」だけでは
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後ろ.の音になる。これを前に寄せるために「i」が要請された(あるいは

li]の響きが「i」を当てさせた)0

[e]を表示するためには「oi」とする必要があった。 「o」だけでは

後ろの音になる。これを前に寄せるために「i」が要請された(さらに

[e]の前寄りが響き「j oi」とさせた)0

ちなみに、現代朝鮮語では助詞の「' 〇i」 (～に)も「 LUl」 (～

の)もともに[e]と発音されるのが普通である。

しかし、『西儒耳目資』で見た「琉球館訳語」の用字例の*/エ/に(ア

ルファベットの)「ie」が多かったことも事実だから、依然、口蓋化を示

しているという解釈も捨て難い。そこで、別の資料にも当たって見ることに

しよう015世紀の(朝鮮)漢字舌をハングルで表記した『東国正韻』(1447-

48年)である。

「琉球館訳語」の用字例の「ユ」段音相当字の、『東国正鞍』におけるハ

ングル表記の転写(第一章に準じる)を示すと以下のようになる。重複する

ことになるが、対照する意味で、『西儒耳目資』のアルファベット表示も併

・=J-
t'ii上手∴

音訳芋 『東国正# 』 『西儒耳目資』

エ 莱 , J ○p x e 1 e

V 千 k a , k ci

及 k k ujp k i e

潔 k j ○r ? k i e

ゲ 乞 k h uj i

k h utr ?

I

k ` i k ` i e n 1 e
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セ (なし)

ゼ 支 C i , C h i

揖 c h i p C i e

熟 S S J u k X O

チ 脂 t h j ○p t ` i e

的 t j.〇k t i e

T 支 →ゼ .I・

的 →フ- →T

ネ 尼 n i , n i e n 1

義 n J 〇p ∩ l e

眠 m J 〇n m i e n

ヘ 葉 →エ →二L

ベ 別 p j 〇r ?

!・t'!.1 ∵

p i e

メ 栄 m j ○ i ? m i

In ,m a i m o e i m u l

密 m l r ? m 1 e

眠 ・V. →ネ

レ 立 r i p l i e
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ほとんどの用字が「-J'〇一」を含むそれであり、大筋において『西儒耳

目資』と似た様相を呈していると言える。しかし、前述のようにこその背景

には朝鮮語の事情があり、事態は変わらない。

そこで、観点を変えて見ることにす.る15-6世紀ごろの沖縄語の*/エ/

が「口蓋化」していたと仮定し、それが「同時に他の段の子音の口蓋化をひ

きおこした」と言えるかどうかについて検討する。

本章第一節[口蓋化と破擦音化] ( p386 -417　で詳しく述べた分析結

果によると、 「語音翻訳」 ・ 「琉球館訳語」における「口蓋化・破擦音化」

の状況は、その要点を示すと、次のようであった。

「-iカ」-[-ikj a]、 「弓ガ」-[-igj a]

①翻の「7!ki」および「ヲI khi」が示すように、 16世紀初めごろの

「キ」は破擦音化してない。 (p399)

r-i夕」- [-i ts a]、 「弓ダ」= [-idza]

②翻の「非cja」により、 16世紀初めには口蓋化の段階[tj a]

Ltj a]を過ぎ、破擦音の時期に到っていたとみることができ

る(p390)

「-iテ」-[-it亨e]、 「-iデ」-トidテe]

③例に見るように、 [i]に先行された「テ」はその影響を受けて

破擦音化している。 (p403)

④「チ」はもと[ti]であったと考えられるが、翻では破擦音化

した形「スJci」で現われている(p402)

⑤ちなみに、　*e.から変化した/i/は後続の/t/を破擦音

化しない(p404)

以上のすべてが、 */エ/の口蓋化が他の段の子音の口蓋化もひきおこし

たということへの反論となる。即ち、以下のように言える。

1、口蓋化の原因となったという*/エ/がまだ口蓋化の段階にあるの

に、その影響を受けて口蓋化したはずのものが、その先まで(破擦音まで)

変化している。 */エ/の影響ではない。原因は他にある。それは前の母音

[-i]であろうO (-②)
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2、口蓋化の原因となったという*/エ/を含んだモーラの子音が、前の

[i]の影響を受けたとしか考えられない変化(破擦音化)をしている。

(-③)

3、 */エ/に他を口蓋化する力があったのであれば、それの変化したあ

との/i/にもその力が保持されていてよさそうなものである。 (少し言い

過ぎか。 ) (-⑤)

①④も「1、 2、 3」を支える条件となるはずである。

「テ」と関連して「三母音化」の担い手である「卜」にも言及しておこ

う0第一章で見たように(p37) 、 「-iテ」同様に「-iト」も破擦音化してい

るOそれを再確認する意味で、 「琉球館訳語」の「オ」段音の周字が『東国

正韓』でどのような現われをしているか見てみよう。 「エ」段音のそれに習

って『西儒耳目資』も対照する。

畠 訳 字 『東 国 正 韻 』 『西 儒 耳 目資 』

・i- 倭 ? o a g O e i u e 1 u O

悪 ? o o u i a

ノ瓜刀刃 ? 0 て7 u m

コ 千 → ケ - ¥*・"

姑 k 0 , k u

殻 k o k k ` i 0

礼 i; ri <> 〕 k ` u n

ゴ 悪 l→オ -I・i

ソ (な し)

ゾ (な し)
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ト
N.

宅

t h a i

t h a

七〇 七` o t a

t ` 0 i

t ` a t ` O X e

多 t a , 七〇

吐 t h o t ` u

周 C j u β c h e u

独 t t o k 七〇

磨 t t o t o t u c e

那 七〇 , t u

塗 (ナシ) t ` o t o h o e

ド % .→ 卜 → ト

皮 → 卜 → 卜

ノ 那 ,n a n a n o

奴 ,n 0 n u

ホ 波 ,p a p i p O P o e i

活 k o a r ? k u o h u O

管 h h a h 0

I. ftfr
F∃ P h o Ip u

モ 木 m 0 k m 0

冒 m 0 k m 0

莫 m A l k m u m o

毛 m 0 β m a o

i
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ヨ 由 , j u β 1 e u

約 ? j a k i a o O

ロ 禄 r o k 1 0

魯 ,.r 0 1 u

ヲ 外 ワ0 i , v a i u a 1

倭 → オ → オ

ノ酪
」Jl ^-t ... 蝣(

「うト」に適う用字は「周」であるo 『東国正韻』で「CJ Uβ」、 『西

儒耳目資』で「cheu」である。いずれも、破擦音を示しているばかり

か、母音にも変化が見える。他の「卜」だけでなく、その他の「オ段肯」と

も比べてみると、一層このことがはっきりするのである。

以上述べてきたように、少なくとも「語音翻訳」と「琉球館訳語」に依る

限りでは、 15・6世紀ごろの沖縄語の「エ段音」は、口蓋化してはいたが(*

/イ/の方向へ動こうとしていたのであるから当然ではあるが) 、他の段の

子音を口蓋化する作用は果たさなかった。そうであるから、三母音化の原因

ともならないということになる。

口蓋化の原因は「イ」母音に求めるべく、したがって、三母音化の原因も

他に求めなければならなくなる。今のところ代案を持たないが、従来言われ

てきた「融合母音〇 : (くau )　　くai )の発生によって三母音化傾向が

生じた」とする考え方にも賛同できないでいる。第一章第二節で見たように

(p87) 、 『漂海録』 「琉球」語に依れば、 19世紀初めの沖縄語では「二重母

音は長母音化しているのに、 */エ　　*　オ/は、 /イ/・/ウ/に移行

しているとは言いきれない」のである。これにどう対処するか、今後の大い

なる課題である。
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[ハ行の子音]

第一章で述べたように(p39、p40)、 「語音翻訳」の分析結果から、 15-6世

紀とろの沖縄語の「ハ行の子音」は両唇破裂音[p]であったと考えるが、

同じ資料をもとにしながら、柳田征司(前掲)では両唇摩擦音[◎]と両唇

破裂音[p]とを認めている。すなわち、十六世紀初頭の首里方言のハ行音

は次のようになっていたと推定される、とする　(plO64)

語頭　◎であったが、ヒ・フの場合にPが実現する語があった。

語中　ハ行転呼を起こしていたが、稀にPが実現する語があった。

「語音翻訳」については前述のようであるから繰り返さず、 「琉球館訳語」

の用字例を使って再検討することとする。それぞれの用字例に対応する『東

国正韻』と『西儒耳目資』の音を示す。

音 訳字 『東 国正 韻』 『西儒耳 目資』.

ノ、 抽 P a i ・"> 1

花 h o a h 0 a

法 p 〇 p f a

華 h h o a h o a k `u a f u

哩 ? o a y a u a

ヒ 必 P i r 7 p i p i e

罪 p h i f i

分 P a n p p a n f u e n

[]ロ口 p h m n I .i n

:i'|; j u k i e

葉 , J ○ p x e 1 e
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-

フ 付 , ,P u P P U f u

描 p 0 k f 0

分 → ヒ → ヒ

へ 也 J a ( ? )

葉 → ヒ → ヒ

ホ ・f-V ,p a p 1 p O P o e i

活 k o a r ? k u o h u O

管 h h a h 0

(・* ] → ヒ → ヒ

用字例が語頭か語中かも見ておこう。

ノ＼ ヒ フ ヘ ホ

三五
日【コ

軸 花 必 非 村 福 波 活

頭 法 華 分 品 '.,-

請

中

哩 亦 葉 付 福 也 葉 ,,'t蝣

「語中」の例の「哩、亦、葉、也」は、いずれもハ行転呼音と見なされる

もので、 「語頭・語中」ともに現れるのは「付、福」だけということになる

( 「ホ」の項の「亦」は「こはり」に対応する語形に含まれているので、こ

こに置いたが、音額的には「ホ」と対応するとは言えない) 0
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『西儒耳目資』では「p h」から「k」まで現れて複雑であるのに

対し、 『東国正韻』では基本的に「p, ph」であると言える。 「1447-48」

年刊行の『東国正韻』のほうが、 「1626」年刊行の『西儒耳目資』よりも「硫

球館訳語」の漢字音に近い姿を留めていると考えて、 『東国正韻』に重きを

置く。

第一章で次のように述べた。

「花」が[◎ana]であれば「hoa・na」と表記された可能性が

あることを考え合わせると5)、 「ph」は([◎]ではな・く) [ph]

を示している可能性が高い。

5) 『漂海錬』 「琉球」語には、 「hoa・chi・ko a・chi」

(八月)の例がある　(p39-40)

「ho a」は、両唇摩擦音[◎]を表示しようとした結果の表記である

ことは疑いを入れまい。これから類推すれば「hu」も[◎u]である

可能性が高くなる。

もっとも、現代語で、 「葉」は[◎a:]であるのに「歯」は[ha:]

であるという事象もあるから、慎重である必要があるが、 「クリフォー

ドごい」に`f a'や　　ha'などがあったことと照らし合わせれば、

この当時の*/ヒ、へ、ハ、フ、ホ/の子音は両唇摩擦音[◎]であっ

たとしてよいのではなかろうか。つp92)

これに若干の補足をしておく。 『漂海録』 「坑球」語にも「p」が現れる

が、これは、 「バ行」に対応するものだけである。

ところで、 『東国正韓』には「ho a　」を初めとして、 「h」を含む

漢字も多数収録されている。いくつか例を示そう。

hoa　　　　花、華、火、貸、化、 ・ ・ ・

hho a　　　　和、華、 ・ ・ ・
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hhj〇i '　顕、系、係、結、 - ・

huii　　　　犠、希、稀、喜、嬉- ・

hoi　　　　灰、賄、悔、 - ・

hhoi '　回、廻、掴、合_、 - ・

ho '　呼、虎、許、 - ・

hho　　　　朝、湖、糊、戸、下、互、

ha '　　何、嚇、珂、 ・ -

hha　　　　何、荷、河、偶、下、夏、賀、

hu '　　芋、休、

「語音翻訳」当時の朝鮮語に「h」があるのに(文字も、苗も) 、 「語音

翻訳」に「h」が使用されていない。 「蕃　Pha*ru」や「筆　pha

o・ki」や「鼻　pha・na」や「牙歯　pha」などが[◎a]

で始まるのであれば、 「hoa」が現れてもよい。全部とは言わないまでも

~つや二つo 「語苗翻訳」の表記の仕方からすると当然起こり得る昼ずのも

のである。それがないということは、 「ハ行者」が[◎-]ではなかったと

いうことになろう。

しかし、 「琉球館訳語」の場合は、先に見た「花　hoa、華　hhoa

I 、活　koar?、賀　hha　つのように[◎」　の存在を窺わせ

るものがある。これをどう考えるか。

「語昔翻訳」の「ハ行音」が[p]であったからと言って、これを「古代

のp」だとは思わない。 「ハ行転呼音」と同居しているのであるから、古い

はずはない。この点、柳田説に賛同するものである。 「p-◎」と変化した

後の「◎」を経た「p」であると考える。但し、この「p」は、更に変化し

て「p-◎-h」という道筋を辿ったのではないか。 『漂海録』 「琉球」語

や「クリフォードごい」や現代語を見ると、そのように思えるのであるOつ

まり、 「pl-◎1-P2-◎2-h」という道筋であるo 「琉球館訳語」

の[◎]は、 「◎1」なのか「◎2」なのか。即断はできない。しかし、後

者であるような印象は抱いている。
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参考として、バ行の音も示しておく。

・Iii-"--= 『東 国正 韻 』 『西 儒 耳 目資 』

バ 軸 ,p a l p a l

/'-, p a r ? P a

把 ,p p a `a p a

法 p 〇 p f a

班 p a n (ナ シ )

ど 必 P i r ? p i p i e

. 別 p j ○ r ?

p p J 〇 r ?

p i e

ブ /^ ,P u P o f u k u f O

布 ,p 0 p u

ベ 那 二 ビ → ビ

ボ 也
. Ej

p h o Ip u
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[有声子音の前の鼻音]

第一節で、第-童での分析をもとに、 「この種の鼻音が存在したことは否

めない事実であろうという前提のもと宣、その消失時期に焦点を当て」たの

であるが、福島邦道(1993)に次のようにある.a)に接し、今一度触れてみた

い。

以上、濁音表記をめぐって、単なる濁音をあらわすためのものか、濁音

に鼻音をともなうものをあらわしているのか、両説について樟述してき

たが、私は単なる濁音にするための表記にすぎないという考え方をとる

ものである　P167

と、理由を明示しないままの記述があって戸惑うのであるが、すぐ後に

一口に外国資料と言っても、その日本語表記はまちまち.であり、それぞ

れの資料に応じて対処すべきもので、一律にはあつかえないものと考え

ている　p168)

と続くので、いささか落ち着く。

私は、少なくとも、ハングル資料に限って言えば、 『伊呂波』 ・ 『捷解新

語』と「語音翻訳」とは資料の性質が違うと考えている。

前二者は、 「日本語教科書」であって、日本語を習得させるための工夫が

なされていると言えるOその一環として「語頭の有声子音の前に鼻音をお

く」方法を考えだしたと思われる。それは「日本語に習熟し、教育的配慮の

もとに教科書を編集した」者のなせる技である(特に『捷解新語』の場合は

そうである) 0

いくら日本語に習熟していても.、それと趣の違う方言(沖縄語)を聞いて

それをハングルで表記した場合に、どのような現れ方をするかを調べたこと

がある†多和田(1991) 「未知の言語の表記」 『広島大学　留学生日本語教

4　6　3



育』第3号　参照)。結論は、ありきたりで、 「聞こえたように、聞けたよ

うに」書くしかないということであった(例えば、 [du:]は「to・

I u」としか書いてない) 。聞き取れたように、あるいは、ハングルの正書

法の許す範囲で書くしかなかったのである。

「語音翻訳」の筆録者の立場もこれと同じであったろう。つまり、聞いた

とおり、正書法に従って書いたのである。 (『漂海録』 「琉球」語も同様で

あろう。 )その対象となる言語の様態と書記手段となった言語の事情とが上

手にかみあったのが、 「エ」の表記であったように思う。

これ以上付け加えることはないと思うが、再確認の意味で、 「坑球館訳

語」の「有声子音の前の音節の用字」が『東国正韓』 ・ 『西儒耳目資』でど

のようになっているかを示しておこう。

貰訳芋 『東 国正韓 』 『西儒耳 目資』

昂 ワa ヴ g a m

撒 s a r ? S a

こ,司ミ m o ij m a n m u n

.瓜
刀刃 ? 0 て7 u m

藍 I '' I l a n

公 k 0 て7 k u n

噴 ( ? ) h O

孫 岩o n S u n

包 f '* ! p a 0

分 . p p u n f u e n

看 k h a n k `a n

氏 m 上n m 1 n

慢 m a n m a n

派 I '."' ' ` ▼i a o
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A4-　貢　　資　料

一、懐音舶」索引

i Vぎ¥l

①　本文は, 『海東諸国紀』(申叔舟象　国書刊行会,昭和50年10月20日発行)

による。

⑦　本文の-ソグル部分は,ローマ字転写により示す。 (音節の射用を「・」

で示す。 -ソグルの誤記と思われる部分については直後に<　>で正しい

と思われる形を付す。)

③　本文の見出し語に通し番号を付し,索引にもその蕃号を用いる。

④　カタカナ転写の見出し語,ローマ字転写,対応する本文の見出し中国語

(対応するのがない時は,和訳),和汎　通し善号の順に示す。

例

ノ、　　　シ' ＼

カタカナ

転写の見
出し語

正しいと
黒.T.- fl 」

.'l''コ__ _ ち.I ;L1..i

(phi前sI
ローマ字転写

-fTV" '"~%

見出し
中国語

農　通詣号

⑤　配列は,五十音順である。

⑥　旧字体を新字体に改める(主に,本文見出しの中国語について)o

転　写　一　覧　表

(カタカナ,.ノ、ソグル,ロ--7字の順)
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1　伶是郡真的人　uォra-cA ma-phi'chju

2　我是日本国的人warf'ja-ma'to-phi'chju

3　徐的姓甚磨'u-ra-na*'oaォ'iォkjaォ'i-'uォka

4　徐的父演者歴　uォraォaォsjaォaォn

5　伶苛苛有塵'uサraサsin'caサ'aTi

6　徐姐姐宥歴'u-raォa-rAi*aォn

7　妹子有庶'OTaォriォa-ri

8　徐栽時崇了本国　u・ra・'it・ca・si・ma・tha・cj⊃iォki

9　我旧年正月起身wan・kuォcoォsjo 'orj'koaォcAォthat'CJoi

lO　伶蓑時到達襲'u'raォ'it'CA'ko'maサsiq・ka

ll　我m今年正月初三日績到這巽wanォku<亡U'si'Sja-'明・koaォCA- chuiォ

tha-ci-kit-cj〇i

12　玲初到江口是好磨'u・ra・phu・ra・mo・to・cirj・ka

13　-路契食如何　u・ra・mit・ci・mit・ci・'a・kuii・mO・ro-rat-to

14　多酒　opil'S1

15　好下飯　O'saォkaTaォna

16　無甚磨好下飯sa・ka・na・mo・'a・rja・ptui・ran・ruォmo

17　請-鍾酒saサkuiiォpuォtjol'CA* a*kuii-ra

18　清酒saォkuii''oa-kaォsi

19　両商事saサkuiiォ'oaォka'tiォku

20　撤漕風saォkaォkuTui
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21不要鮫他喫　aォruiiTO*maォSAサra

22　中位他喫'joi'kjOiォnaサkuォro*mi'SjOi

23　酒尽了sa'kiui-mi-na'rat-ti

24　諸襲頭要子　U'ciォpaォraォ'oai'chjO 'aォsAmォpi

25　平坐maォsAq ko*'ju*'oaiォri

26　面紅CA-ra-ru* aォkaiォsa

27　面自　CA*raォru'Siォruォsa

28　這箇叫甚庶子kuTiuiォ'jaTUォ'uk'ka

29　這箇人心腸好koサnO phi'cjoォkiォmo'ro''jo'ta・sja

30　這箇人心腸y ko*no'phi'CJO'ki'moォro''jo・oar*si

31天thjon

32　天陰〒 thjon-ku-mo'tjoi

33　天晴プthjonォpha-ri'tJDi

34　下雨　aォmuiiォphutォtjOi

35　雨晴了'aォmuii'phaTit'tjDi

36　下雪'juォki'phu-ri

37　雪住子'ju-ki'phi・rit-ti

38　日頭thjori'ta

39　日頭上了　thjon-taォaq kat-tjつi

40　日頭淳子thj〇 ta-jaォsATniO ISォCJOi

41夙khan-cuJi

42　天亮7 iォuォkaォmi

43　清早st0-mmi'ti

44　的午phirォma

45　晩夕つO'sanvpiui

46　黒夜I-UTU

47　向日　phiTU

48　暖和ruk'sa

49　天熱　akォsa

50　涼快sAn・taォsa

51向日phiサruォkuォmi

52　春phaTU
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53　夏natォcA

54　秋　aォki

55　冬phii'つu

56　今日　khjo'0

57　昨日　khi・nォu

58　明日'aォcja
I

59　後日'aォsaトti

60　這月　koTO'CA'ki

61来月　tjっi・'oaq koa<CA

62　期年mjaサuサnj〇n

63　拝年sjo'orj'ko高ATtophai
64　地ci

65　地平正ciTnaォsArjォko

66　山頂saォnO'chAnォci

67　m底saサno*siォcja

68　大路'O'pu'mi>ci

69　小路kuォmi'Ci

70　酒saォkiui

71白酒riq kA-na'sa-koii

72　清酒つO'kaォsaォkLui

73　飲酒nuTni

74　酒肴saォkmi''a-n

75　南無了saォkLuiサnai

76　酒酔テsaォkiui'・i-'u-ti

77　飯　0mォpaォri

78　喫飯'aりkwi'ri

79　敵飯'oォpaォriォsATJoi

80　大米飯kho・mjoiTOォ'oサpanサri

81小米飯'a」'oaTo'oォpanTi

82　放下飯saォkaサnaォ>joォraサri

83　節米koTniuiォsiォrag蝣ka・ti

84　肉sl'SI

85　魚'I'l1

86　度肉khaォ'uTU-si'si

87　猪肉'oォ'aォsiォsi

88　兎肉'uサsaq ki・Sl'Sl

89　油　aォpuォra

90　塩maォsiサ'0
1

91醤mi'Sjo

92　酷sAォU

93　芥末nanォta-ri*kha-ね.si

94　胡散khcsju

95　期放sanォsiォ0

96　生豊sjaサoq・ka

97　葱kirj'pi-na

98　蒜phlTU

99　菜読sonai

lOO　荒茶chjaォ'oaォkaォsi

101 aサmiォsa

lO2　苦riォkaォsa

lO3　酸sui'Sja

lO4　淡'aォpaォsja

lO5　醸si*paォka*naォsa

ユ06　着卒kha-ni-sa

lO7　現sA'CATi

lO8　墨sATni

lO9　筆phun'ti

llO　弓'i・'u*mi

Ill ffi 'i-'ja

l12　弓岱iォuォmiォnuォsA

l13　詐帯iサja*nuォsA

l14　弓弦]・uサmiォnuォcoTiu

l15　窓tho-'OTI

l16　門zjo



7

117　mm kha-sja

l18　帳maォku

l19　庸子mo詛situ

120　靴phi'Sjarj-ka

121紙khaォmi

122　匙khai

123　筋phi'si

124　筋phuTui

125　琵子ma-ka-ri

126　砂貼是suITUIl

127　木姑是pha-ci

128　操子kha-'i

129　刀子khaサtaォna

130　鍋児na-pun

131第pha''oォki

132　火盆phi'phaと・ci

133　衣服kiォru

134　袴児pha-ka-ma

135　襟児khaォma・mo

136　瓦khaォra

137　草子kuTUTna

138　卓子tha-ki・tai

139　炭sAォmi

140　柱phaォnja

141身子to-u

142　面chAォra

143　胆mui

144　鼻phaサna

145　ロ　khui'Ci

146　耳mi

147　頭ka*nanォzu

148　手thi

149　足phi'Sja

150　舌頭si'Cja

151手指頭'01'PUII

152　頭髪kha-siTa

153　牙歯pha

154　花pha-ra

155　隷　a*oォsa

156　黒kuTU-sa

157　青than-chjog

158　牛'U'sI

159　馬'uォma

160　籍'uォoa

161崇tho-n

162　狗iォno

163　羊pi*cA蝣cja

164　老鼠　oォja-pi'Cju

165　蛇phaォmu

166　措thaォCA

167　象ca

168　M si-si

169　虎toォra

弘治十四年四月二十二日

啓下京文院



8
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ア

ア　オ　サ　a*o*sa　隷(青さ) 155

アカ　イ　サ　aォkaiサsa　紅(赤さ)26

ア　　　キ'a-ki　秋(秩)54

7　・　モ　ノ

ア　ゲ　ラ

アサッティ

ア　シ　ヤ

ア　ス　ム　ビ

ア　チ　　ャ

ア　ッ　サ

ア　　　　ネ

ア/t　シ　ャ

引

aォkuiiォmoTOくno)輿食(上げ物) 13

'aォkuiiォra　(上げよう) 17

aォsaトti　後日(明後日) 59

aォsja　父栽(父親) 4

aォsAnvpi　要子(遊べ) 24

aォcja　明日(明日)58

'ak'sa　天熱(暑さ) 49

aォrAiくnAi)姐姐(節) 6

aサpaォsja　淡(淡さ) 104

7　ブ　ラ'aォpuォra　油(油)89

7　-　サ　a・miくma)・sa　甜(甘さ)101

7　　　メ　aォmuii　雨(雨)34, 35

7　　　リ　aォn　有(ある)4, 5, 6, 7, 74

7リャベラソ　aォrjaォpLinォran　無(ありません) 16

7　　　レ　aTiui　他(あれ)21

ブ　　　ワ'a-'oa　小米(莱)81

7・/ガッテニ'aq kat<亡ioi　上了　はがって) 39

7ソ　ゲリ'aり・kuii'ri　喫飯(上げよ)78

イ

イ　　　ウ'i・'u　(言う) 3

イ　　　ウ'i-'u　魚(負)85

イ　ウテ　ィ'iォ'U'ti　酔了(酔って)76

イ　ウ　ミ'iォu*mi　弓(「射弓」,弓)110, 112, 114

イ　ウ　ル!・UTU　黒衣(衣)46

イ　ウ　カ　ミ'i-'u'kami　天亮了(?夜明け)42

イ　キ　ャ'i'kja　甚蜜(如軌　どう) 3

イ　ッ　チェ'IS'CJつ1 (入りて)40



Q

イ　ツ　ツIt'CA　栽時(いつ) 8, 10

イ　　　ノiォno　狗(犬)162

イ　　　ヤiサja　箭(「射矢」,矢)111, 113

ウ

ウサ・/ギ'uォsaり・ki　兎(兎)88

ウ　　　シ　U'SI　牛(午)158

ウチ/;ラ　uォciサpaォra　薬頭(辛)?4

ウ　　　マ'ii'ina　馬(局) 159

ウ　　　ラ'uォra　伶(あなた)上　3, 4, 5, 6, 8, 10, 12, 13

ウ　　　ワ　uォoa　籍(原) 160

エ

ユキニラク　つoiォkjoiォnaくra)・ku　小(少なく) 22

オ

オアイチォ　oaiォchjO　(?いらっしゃって)24

/+　イ　　　Ol'PUIl　手指頭(揺) 151

オ　ナ　リ　oォraくna)・ri　妹子(「をなり」,妹) 7

オサガラナ'O'sa'kaォraォna　好下版(食べましよう) 15

オ/て　こ'oォpaォri(ni)版(御坂)79

オ/くニスリェ　O'paTi(ni)sA-rjOi　敵飯(?「おばに　すれ」) 79

オ!こ・/ニ　o*panォn(ni)伝(御意) 80, 81

オ　ブ　　　O'Pu'　大(「おほ～」,大　-)68

オ　ブ　シ　O'PU'SI　多酒(多し)14

オブ　ミ　チ'O'piiTni'Ci　大路(大道,大きな道) 68

オ　ム　ノてこ　0m'pa-nくni)版(御飯)77

オヤビチュ'o*jaォpiォcju　老鼠(窮鼠)

オ　　　ワ　o oa　猪(原)87

カ

カ　ーka　(-　カ(疑問))　3, 28

ガ-ka　(-　か(疑問)) 10, 12

カ　ーkiくka) (～か(疑問))　8

ガ　(ワ) ka　(?皮)120

カ　　　イ　khai　匙(さじ)122
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カ　　　イ　kha・'i　横子(長持) (檀) 128

カ　　　ウ　kha-'u　鹿(鹿)86

カ　シ　ラ　khaォsiサra　頭髪(髪)152

カ　タ　ナkhaォtaォna　刀子(刀)129

カ　チ　ャ　khaォsja(cja)掛帳(蚊帳)117

カ　マ　モkha-maォmo　裸児(下裳)135

カ　　　ミ　khaォmi　紙(紙) 121

カ　ワ　ラ　kha-ra　瓦(義)136

カ　ラ　サkhaォniくra)・sa　卵(辛さ)106

ヵ　ラ　シkha-taくra)・si　芥末(幸子)93

カラ　ソヅkaォnan(ran)・zu　頭(顔) 147

カ・/　ゼkhan-cuii　風(夙)41

キ

キッチ土kit-cjoi　祷到這襲(来て)ll

キ　ニ・ウkhiサriくni)・'u　昨日(昨日)57

キ　　　ヌ　kiォru(nu)衣服(衣) 133

キ　　　モkiォmo　心腸(「牌」,心)29, 30

キ　ョ　オkhjoォ'o　今日(今日)56

キ・/ビラkiq・piォnaくra)葱(?「切りにら」,?にら)97

ク

ク　　　ku　来(来い) 19

ク　　　　ku'小～(小')/-miォci'路(小道)69

ク　　　ゾku'co　旧年(去年)9

ク　　　チkhui'Ci　口(口) 145

クト　ウシku'tu'si　今年(今年)ll

ク　ミ　チku'ini-ci　小路(小道,小さい道)69

クモテェ　kuォmo*tjつi　陰了(曇って)32

ク　ル　サkuTU'sa　黒(黒さ)156

ク　ル　マkuTUTna　草子(車)137

ク　　　レku>rrni　這箇(これ) 28

-グヮツ　ーkoaォcA　月(～月)/tjdi・oaq～釆'61, sjaサoり～正～11,

sjo.'orj-9, 63
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コ

コ　シ　ュ　khcsju　胡敏(胡敏)94

コ　　　ノ　koォno　這箇(この)29, 30

ー　　　ノ　ko-roくno)這(この)60

コ　　　マ　koォma　這裏(ここ) 10

コ　ミ　ェ　k0-mjOi　大米(米)80

コ　　　メ　k0-muii　米(栄)83

サ

ザ　　　ウ　caくcaォu)負(負) 167

サカグルイ　saサkaサkuTui　撤南風(酒狂い) 20

サ　カ　ナsaォkaォna　下版(肴)16, 82

サ　　　ケsaォkLUi　酒(酒) 17, 18, 19, 23, 70, 74, 75, 76

-　サ　ケ　ーsaォkuii　酒(～漕)71, 72

サ　　　ソSaくsan)山(山) 66, 67

サ　ソ　シオsaivsi*0　期赦(山故)95

シ

シ　　　シSl'Sl　肉(肉)84, 86, 87,

シ　　　シSlォSl　獅(獅子) 168

シ　チ　ャ　si'Cja　底(千)67

シ　チ　ャ　si'Cja　舌頭(舌)150

シ/くカラサsi'paォkaォnaくra)・sa　誘(渋辛さ) 105

シ　　　マ　si-ma　本国(「島J,冒) 8

シャオ./ガsja*0g・ka　生童(生妻) 96

シャオソグヮツsja''0りkoaォCA　正月(正月) ll

ショオ・/グヮツSJ0-0q koa<oA　正月(正月) 9

ショオソグヮツSJO'Oりkoiくkoa:)・cA　正月(正月) 63

ショオ・/ワッノ/くイsjoォ'or)'koiくkoa) CATiO'phai　拝年(?正月の芹み,

年始のあいさつ) 63

シヲ./ギティ　siォraq・kaくki)・ti　節(精げて) 83

シ　ル　サsi*ruォsa　白(白さ)27

シ　ソ　ザsin-ca　苛苛(兄) 5
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ス

ス　　SA　岱(「巣」,棉) 112, 113

スイ　シャ　sui-sja　酸(酸さ)103

ス　イ・ u sui'pun　砂貼是(皿)126

ス　　　ウ　sA*U　酷(酢)92

ス　ズ　リ　sA'C人・ri　硯(醍)107

ストメティ　stomuii-ti　清早(つとめて,早朝)43

ズ　　　マCATna　郡襲(どこ) 1

ス　　　ミ　sattu　墨(墨) 108

ス　　　ミ　S八・mi　炭(炭) 139

ス　リ　ニSA-rjOi　散(?「すれ」(「為」の命令形),せよ,作れ)79

ス　ソダサsar<亡aサsa　涼快(涼しさ)50

ソ

ソ　ナ　イ　soォnai　東武(菓野菜)99

タ

ダ　　　イ　tai　(台) 138

タ　カ　　　thaォkiくka)～　(高　0 138

タカダイ　tha-kiくka)tai　卓子(「高台」?テーブル) 138

タ　チ　ニ　thaォcjoi　普了(発ちて,発って) 8

ク　　　ツ　tha-CA　柁(描) 166

タ　ッチニ　that'cjoi　起身(発ちて,発って) 9

ク・/チォソth'ivchjog　青(? 「丹青」,育) 157

チ

チ　　Ci　地(也)64, 65

-　チ　ニ　ーCJつi　(～て(接競助詞)) 40

チ　　　ャ　chja　茶(茶) 100

チャ　ソガcigくcjaq)・ka　到(釆たか) 12

チ十・/ガsiq(cjaq)・ka　到(釆たか) 10

ツ

ツイ　タチchuiォthaォci　初三日(ついたち) ll

ツ　ォ　ルco'nilくru)弦(弦)114

ッ　　　キCA'k主　月(月)60
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ニ・/グクリ　rigくnig)・kAォnaくri) (濁り) 71

ニ./グクリサケrir)<niq)・kA*naくri)・saォkuii　白酒(濁り酒) 71

ヌ

ヌ　ーnu　　　の(所有)) 112, 113, 114

ヌ　ーru(nu) (～の(所有)) 86

ヌ　ーruくnu) (～の, ～が(主格)) 26, 27

ヌ　ウ　ッ　ru(nu)'uk　甚庶子(何)28

ヌウッカru(nu)・'uk'ka　甚庶子(何か,何であるか) 28

ヌク　サrukくnuk)・sa　暖和(温さ,暖かさ)48

ヌク　ミ　ru(nu)・ku-mi　向火(温め,暖まれ)51

ヌ　　　ミ　nuォmi　飲酒(飲め)73

ノ

ノ　ーno　　　の(所有)) 63, 66, 67

ノ　ーrOくno) (～の(所有)) 80, 81

ノ　ーrOくno) (～の, ～が(主格)) 29, 30

ノてシニ　rOくno)・mi(ma)・sjoi　輿(飲ませ) 22

ノマスナrOくno)・maォsATa(na)不要銃他輿(飲ますな,飲ませるな)

21

ノ＼

pha　牙歯(蘇) 153

/、　　イ　phai　拝(拝)63

ア　*pha-'o-ki　&(SO131

バ　カ　マphaォkaォma　袴児(拷) 134

/{　　　シPhi(pha)・si　節(管) 123

,、　　チphaォci　木船是(「鉢」, ?皿) 127

,1　　ナphaォna　鼻(秦) 144

パ　　　ナphaサraくna)花(花) 154

ハ　　　ムphaォmu　蛇(蛇。 ?はぷ) 165

/<リ　テェphaサriサtjoi　暗了(晴れて)33, 35

/<リッチィ　Phi(pha)rit'ti (雪)住7 (晴れて) 37

バ　リ　ャ　phaォnjaくrja)柱(柱)140

-　　　ルphaサru　春(春)52
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ブ　　　ヨ　Zjo　門(門,入口)116

ッ　　　ラcA*ra　面(つら,顔)26, 27

ッ　　　ラchA*ra　面(つら,顔) 142

ッ　ソ　ジchAq・Ci　頂(」つじ」,頂き)66

テ

テ　　　ィ　thi　手(手)148

_　テ　ィ　ーti(-　て(接競助詞)) 23∴37

_　テ　ニ　ーt)Oi (～て(接続助詞)) 32, 33, 34, 35, 39

デェワソグヮツtjつiォ'oaq koa-cA　来月(来月) 61

ァ　ォ　ソthjコn　天(天)31,32, 33

テ*　ソダthjcn　目頭(太陽)38, 39, 40

ト

ド　　　ウto*u　身子(「胴」,からだ)141

-ドゥモーruくtu)mo　　ども)16

ト　ゥ　リ　thu'ri　鶏(とり)161

ト　オ　y tho-'oTi　窓(?通り)115

ト　　　ラ　toサra　虎(氏)169

ナ

ナ　　na　姓(名) 3

ナ　ーna　　　な(禁止)) 21

ナ　ーna　(-(よ)ラ, ～ましょう(勧誘)) 21

ナ　　　イ　nai　無了(無い)75

ナ　ッ　ツ　naいcA　夏(夏)53

ナッティrat(nat)とi (な?て)23

ナ　ッ　トratくnat)tb　如何(?「何と」,どう)13

ナ　　　べnaォpuii　鍋児(鍋) 130

ナ./ダニnan-taTiくni)芥末　(? 「菜覆」)93

チ./ダニカラシnan-ta-nくni) khaォtaくra)・si芥末(? 「菜竃章子」からし

な)93

ニ_ギャサriくni〉・kaαja〉・sa苦く苦さ> 102

-ニ　オ　ソーni叩　年(～年)/mjaォ'u一　閃～　62
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ヒ

ビ　　phi　火(火)51

ビ　シ　ャ　phi'Sja　足(足)149

tllシ　ャ　ソphi'sjar) (足　0120

ビシャ・/ガphi'sjar)ォka　靴(足皮) 120

ピ　チ　ェ　phi'chju　人(人)1, 2

ビ　チ　ョ　phi-cj0　人(人)29, 30

ピッ.}ヤ　pi*CAォcja　羊(辛)163

ビパッチphi'phat'Ci　火盆(火鉢) 132

ビ　　　ルphlTU　向日(屋)47

ビ　ル　マ　phir-ma　的午(昼間)44

7

ブッ　テ　ニphut・tjoi　下雨(降って)34

プチ　=　ツ　pU'tlOi'CA　-鍾(ひとつ)17

ブナそ.トphuォraくna)moォto　江口(「船元」,港) 12

ブ　　　-phu-つu　冬(冬)55

ブ　　リ　phti'ri　下雪(「降り」,降る)36

ブ　ル　イ　phuTui　筋(筋)124

ブソティ　phunォti　筆(筆)109

i2l

へ　　　ルphiサru　蒜(蒜,にんにく)98

マ

マ　カ　リ　maォkaサri　杭子(痢)125

マ　　　ク　ma-ku　帳(慕)118

7　シ　オ　maサsi*o　塩(「其塩」,堤)90

マス・/ゴmaォsAqIko　平(まっすぐ)25,平正(まっす(・,平ら)65
i=

ヽ

ミ　シ　ョ　miサsjo　醤(味噌)91

ー　　　チiru-ci　路(みち) 68

ミッチミッチmit'Ci'mit'Ci　一路(道々,途中) 13

、　　　ナ　miォna　　皆) 23

ミナナッティ　mi*naォra亡くna亡)・亡i　尽了(みなになって,なくなって) 23
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、　　　ミ　miくmiTni)耳(耳) 146

ミヤウニネv mja*uォnjOn　閏年(明年,来年)62

ム

ム　ーmo　　　も) 16

ム　　　イ　mui　眼(冒) 143

モ

モ　シ　ルmo*si*ru　庸子(這) 119

ヤ

ヤ　ーja　(-　は)28

ヤス　ミ　ォ　ja*sAォmiつ　(休み)40

ヤスミォイッチエつaォsAォmjO IS'CJつi　落丁(休み入りて,沈んで) 40

ヤ　マ　ト　つa*ma*to　日本国(「大和工　日本) 2

ユ

ユオアイリ　つu-oaiTi　坐(座われ)25

苧'ju-ki　雪(質)36, 37

ヨ

ヨ　カ　　'jcka一　　　　良か～,良い　-)72

ヨ　カサケ'jo'kaォsaォkLui　清酒(「良か酒」,良い酒, ?清酒) 72

ヨサム　べつoォsam*piui　晩夕(夕方)45

ヨ　タ　シャ　jo>taォsja　好(良さ)29

ヨ　ラ　リ　つ0-ra-n　散(?「よられ」(「よる」の命令形),作れ?)82

ワ

ワ　-oa　　　は) 3

ワ　カ　シ'oaォkaォsi　湯酒(沸かせ) 18,焼茶(沸かせ) 100

ワキテ　ィJoaォkaくki)・ti　酒(分けて?) 19

ワ　ル　サ'jo*'oar*siぐoarォsa)ダ(悪さ) 30

ワ　　　ソWan　我(我,私)2, 9, ll
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(参考) 『舵大』冒頭
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二、 「琉球賠尺語」用字一覧

「琉球館訳語」用字の『広軸』 『韻鏡』 『中原音槻』における所属一覧表

を示す。

「琉球館訳語」用字

- 『広醸』 ・ 『醸鏡』 ・ 『中原音韓』所属一覧表-

(1)広顔

① 『校正宋本広韻』 (重修者陳彰年等、校正者芸文印書館、中華民国六十

五年四月校正五版)による。

②韻目と半切を示す。

(2)韻鏡

①『肯柱　額鏡校本』 (藤堂明保・小林博共著　木耳社1971年)はるO

②所属箇所を略式表記で示すo例えば、「外‡開喉篇平-」は、 「外転第十

三関　喉昔　全活　平声　一等韻」のことで払o「三十九」な捜「三九」と表記する.

(3)中原音韻

① 『中原舌根の研究　校本編』 (服部四郎・藤堂明保著　江南書院1958

年)による。

②所属箇所を略式表記で示すO例えば、 「卓越大作上」は「車連銀入声作上

声」 0 「真文平陽」は「真文韻平声陽」のこと。

③ 『中原音韻の研究　校本編』による通し番号を(末尾に)付す。

※　用字に通し番号を付す。重出のt融こついては　先行例参照。

(例) 「13鳥-10」 -・・- 「鳥」は「10」に既出。

※　Eヨは、該当芋が見当たらないことを　示す。

※　「琉球館訳語」は、ロンドン本による。



果 鳥 巣
1

is *; 横

幕

珂

京 都

烏 路

(甘}fi

烏 各

烏 各

島 故

内 三 間 喉 高 入 一

漸 京 人 望 1063

16 翁 莱 鳥 紅
内 一 喉 素 平 】

東 鍾 平 陰 17

17 紺 檀 度 官 桓 歓 平 陽 794

お ん 18 温 魂 馬 子ユー王 内 ‡ 合 喉 志 平 ー
斉 文 平 除 606

か 19 十 箇 古 賀 歌 jt 去 1141

20 各 鐸 古 落 内 三 間 牙 余 人 】 漸 菜 大 空 1019

21 瞳 - * -1

㌶ 加 麻 古 牙 家 琳 平 陰 1157

23 角 昆

%

慮 谷

古 在i

古 壷

J- i- ¥ ' ; >;",

24 as 斉 古 労 外 云 牙 京 平 】
.漸 東 平 陰 917

25 干 & tt ?¥ 外 三 関 牙 宗 平 ー
寒 山 平 除 706

26 看 5J 苦 寒 外 三 間 牙 詰 平 -
寒 山 去 773

40 急 綿 居 立 内 元 牙 篇 入 三 斉微人望 301

41 結 層 古層 外 三 牙 宗 入 日 王柑 人望 1262

42 近 隠

t*

j.〔誰

rlt 折

蝣蝣Vi

巨 隠

内 TL 閉 牙 姦 上 三
末文去 679

きよ 4 3 蘭 育 m m

巨 蹄

外 嘉 牙 孟 平 三 滞京jF似 951

きん 4 JI巾 其 居 銀
外 主 朋 牙 轟 平 三

末文平陰 611

45 斤 欣

級

拳 欣

居 勤

内 ‡ 閃 牙 毒 平 三 真文平陰 611

ど 46 乞 l→ 38

47 及 → 39

s 48 古 姥 公 戸 内 三 牙 吉 上 】
蝕借上 422

49 姑 樺 古 AHl 小娘平 :wtリ

50 孤 模 古 訓
内 士 牙 轟 平 -

仙篠平陰 369

5 1刻 ffi 苦 得 内 堅 開 牙 落 人 】 / 一一′′/ 一/

52 公 莱 古 紅 内 ー 牙 素 平 一
東紙平除 14

(叫 く 53 約 % 於 笑

於 招

斎㌫ 望 1059

附 人望 169

歴 史

仮 名

用 字 広 鶴
観 鏡

過

川 音 駄 壷
鮎 字 抜 l反 切

あ 1 亜 祁 衣 嫁 外元開喉詰 去二 家琳 去 1213

2 阿 政 烏 何 内妻 閃喉毒 平】 欧 文-平陰 1074

3 哀 鴨 烏 開 外圭 開喉素 平 - 皆 来平陰 501

4 嘘 壷 胡 岨

古 畠

耽 je 去 1148

5 安 寒 烏 寒 外三 関 喉轟平一 寒山平陰 707

R Jr. 磨 五 剛

魚 両

江陽平陽 1(ち

あふ 7 昂 6

い 8 以 止 羊 巳 内 八開喉誇 上四 斉徴上 271

9 亦 it-日 羊 益

う lo 島 摸 京 都 内± 喉素平 一 70魚模平 除 372

11 鳴 / fli i" ?・蝣 ン

え 12 菜 莱 輿 捗

式 渉

外 竿 喉清 人四 東堪 人望 1287

お 13 烏 → 10

14 倭 支

‥セ

於 為

烏 禾

内貢 合喉 轟平 - 歌 jt 平陰 1075

翰 苦 畔

苦 早

若 干

n m 歌

箇

諾 何

奴 箇

奴 帯

奴 耳

内 石 開 舌 表 平 一 歌 jt 平 陪 10831140

家 麻 去 1219

か い 28 轟 塞 胡 岨 サ 「 叶 r^ *. 歌 文 人 等 1091

29 開 暗 苦 衷. 斗 |l" H-丁 ∵ + 町 史 平 PS 507

か う 30 稿 暗

早

古 老

苦 到

かひ 31 孟 ▼ 2H

32 凱 m 苦 亥 皆 来 上 536

か ふ 33 ノ卜 → 19

か ん 34 官 檀 古 九 外 百 合 牙 嘉 平 ー
桓 歓 平 陰 779

那 35 加 一→ 22

36 噴 - "1

が ん 37 時 勘 烏 紺 外 元 喉 鼠 旦 二
監 成 去 1577

杏 3B 乞 迄 J: ii. 内 末 開 牙 荒 入 三 .斉 微 入 管 312

39 及 綿 共 立 内 天 牙 義 人 三
斉 微 入 作平陽 263
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莱

於略

於略

於笑

内三関喉請人三

くわう54晃 蘇 古広 内三舎喉濁上ー 江陽去 l69

55嘘 .→ 4

ぐ 56姑 一, 49

<蝣!> 57畦 Hi

琳

於佳

烏瓜 家琳平陰 1159

け 58-̂ ー→ 19

59及 39

60深 尉 -& ョ 車退人望 1262

けふ 61交 肴 古肴 外云 牙轟平二
蒼東平陰 914

けん 62見 蘇 胡電

胡旬

外三間牙轟去四

外三関喉濁去四

先天去 888

げ 63乞 - 38

64結 ・.ll

654"- 19

66姑 ー 蝣19

67烏 → 10

68殻 隻 苦角

し 82^ 38

83少 小

%

番田

式照

失照

失沼

外云 歯滴上三

外云 巾的-:/;蝣三

爺東上 990

斎嚢去 1033

84失 ft 式賓 外圭開歯清人三 斉徴人望 303

85位 」 atffl
外±関僻消去三 斉撤去 341

86石 Jh
lヨ

常貸 外孟開牌濁入三 斉微入作平腸 258

87食 志

職

羊吏

乗力

ち

内Lq 間蹄完入三

支思去 202

斉微入作平協 258

88使 止

蕊

疎士

確吏

支思上 1巧

守思Jr 201

89是 m 承紙 支思去 Ⅹ)1

90思 之

tlr
.

息主左

目吏

紬史

内八開歯清平四 支思平陰 186

支恩去 202

91時 之 市之 内八開歯濁平三 支思平陽 193

92升 m 識蒸 内型閉歯清平三 庚育平障 1311

93探 (5

払

式針

式禁

内天 佑柄平三

内大 勝滑去三

授尋平陰 1485

69礼 悲 康丑 内一 牙法上ー
光紙上 3B

こほ 70科 潔

過

苦禾 内云合牙在平】

苦臥

苦臥

欧文平陰 1(鵬

-. 71烏 l→ 10

72憑 → 15

さ 73撤 早

檎

蘇早

群汗

茄肝

蘇畢

外三関勝滑去一

0 一

外竿 僻滴平】

寒山上 736

寒山~xi 776

74三 $ 茄廿 監成平陰 1530

閑 蘇暫

蘇甘

十芋 ." i'-}蝣蝣
監成去 1578

さい 75二琶 噌 昨故 皆瀬平陽 522

763K 代 倉代 外‡開由誇去∴
皆来去 571

さう 77唆 潔 慈Y;求 歌弐平焼 1071

さん 78杉 ffi 所街 外翠 歯稗平二 監成平喰 1532

79撒 → 73

ど 80撤 .→ 73

ざう 81槽 蝣Si 作曹 外豆 歯轟平】
斎東平除 920

式今

94只 $

顔

章移

之爾

諸氏 斉微人望 298

しう 95柔 尤 耳由 内妻 嵩忌平三
七候平陽 1419

しつ
(り) 96失 .→ 84

Lや 97舎 局 沓冶 ll王道人望 1278

捕 始夜 外元開勝頼去三 =粧逓上 1255

98秒 Iff 所加 家麻平桧 1160

Lやう99上 m

凍

時箪

(勘尚

時亮

内三関薗濁上三

紅陽去 153

10〇焼 育

巽

式招

式照

失照

失沼

失昭

外云 潜滑平三斎東平除 933

漸衷去 1033

しゆ lol悲 御 商署 魚膜去 464

しよ 102蝣'> 一一, 83

103* 級 傷魚 内と 鎗清平三 魚横平陰 373



し ん 104 申 慕 失 人 外 圭 開 歯 消 平 三
其 文 平 陰 586

10 5 臣 s 植 漸 真 文 平 陽 631

じ 1(満子 止 即 里 内 八 開 歯 轟 上 四 支 思 上 196

10 7 日 質 人 質 外 ‡ 開 叢 歳 入 三 斉 徴 人 望 351

K B 牛 ▼ 8 <1

1α}周 * 聯 流 内 壱 胎 毒 平 三
尤 段 平 陰 140 7

じ う 110 * 9 f)

じ ふ Il l * 一→ 9 5

11 2 fi t ・・ff 疾 蹴 内 壱 璃 去 四 尤 侠 -」・ 14餌

じゃ う 113 遼 小 番 田

式 冊

ア 973

じゃ く 114少 → 83

じ ゆ 115 角 一→ 23

じよう 116 勘 徳 慮 則 内 讐 開 笠 鳥 入 一 斉 微 人 望 356

千 117 日 至巨 疾 二 内 六 閉 歯 高 去 凹 支 思 去 204

1 18 令 → 97

119 思 一→ 90

12D 丑 ォ9

12 1速 屋 桑 谷 内 】 歯 将 入 】 爪 模 人 望 440

12 2 孫 ョ 忠
内 大 合 併 清 平 ー 真 文 平 陰 607

箇 唐 佐

膚 蓋

歌 jt 去 1133

13 5 遠 s, 他 達

磨 割

外 三 関 舌 義 人 - 家 麻 入 質 1178

13 6 塔 義 吐 嘉 家 麻 人 望 1196

(U fc 13 7 * 局 章 也 外 京 間 歯 高 上 三 車 連 上 1253

fc .fl 13 8 * 1 34

た い 13 9 大 l→ 134

140 太 * 他 蓋 I.外 妄 間 舌 落 去 一 皆 瀬 t; K w

た つ

{ちて)
l-ll 壮 a 徒 谷 内 - 舌 義 人 一 魚 帳 入 平 3労

14 2 掲 刀

蘇
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照 列

亡 列
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た糾) 143 宅 防 場 伯 外 三 間 舌 蒜 入 二 皆 来 入 質 526

た ふ 14 4 塔 l→ 136

/・- 145 達 i.→ 135

だ い 146 大 1ォ

147 代 代 徒 耐 外 ‡ 開 舌 蒜 去 一 皆 来 去 563

だ ん 148 且 翰 '(!} 外 三 間 舌 高 去 一 寒 山 去 753

ち 149 之 之 止 而 支 思 平 除 182

す ご 123 速

・?

121

ず 124 子 ー 10 5

125司t̂ -̂之 息 互

息 吏

支 皿 平 陰 186

126思 - 9 0

せ う 127焼 → 100

せ つ 128些 サ

弄

a

写 邪

鮮 計

節 筒

(普:細

it 逓 平 除 1237

釈 -R 去 1143

せ ん 129先 先

LP-

疎 的

蘇 滞

蘇 佃

蘇 前

外 三 関 歯 滴 平 四 先 天 平 陰 820

130 森 良 所 今 内 天 鎗 梢 平 二 侵 尋 平 陰 1487

ぜ 131支 支 % {%蝣 内 四 開 歯 * 平 三 支 思 平 陰 182

132 -46 鼻耳 寮 入 内 薫 歯 全 入 四
斉 微 大 作平板 260

133熟 良 殊 六 尤 候 入 質 1430

仙 模 人 語 欄

た 134 * 秦 徒 蓋 外 宝 閑 舌 藩 主 一
皆 凍 Sttf

15 0 」上 止 諸 市 内 八 開 偉 宗 上 三
支 思 上 192

15 1 只 l→ 94

15 2 ffi . l→ 132

15 3 38 → 4 1

ち や 15 4 ft 恕 側 八 家 麻 人 望 1198

155 *

ゥ

薬 直 略 内 ± 舌 嘉 去 三 歌 je 人 等 110 1

張 略

③

内 三 舌 怠 入 三

内 と 舌 怠 去 三

斎 衷 入 質 966

156 唖 → 4

tv ^ う 15 7 K l 摸 戸 呉 ,. I 蝕 段 平 似 3粥

158 朝 育 抄 造

直 追

外 蓋 舌 素 平 三
兼 東 平 除 922

兼 京 平 陽 947

ち よ 159 着 l→ 155

ち ん 160 定 径 徒 径 外 孟 間 者 毒 去 凶
庚 辞 去 1387

ち 16 1 只 .→ 94

162 失 → 8 4

ぢ や 163 fl l→ 154

ぢ ん lt> l 160

つ 165 子 l→ lC6

166 多 歌 得 何 内 石 開 舌 藩 平 】 歌 LR 平 陰 10 79
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167禿 良 他谷
内ー 舌落人- 魚膜人望 457

168足 過

欄

子句

子侯

即玉

w *

内二 歯請人四 魚模人望 455

16?的 鍋 都歴 外孟開舌請人四 斉微人望 308

170祖 拷 則古 内と 歯轟上】 魚模上 417

171都 横 当孤 内と 舌轟平ー
魚横平陰 379

172姫 → 89

173思 → 90

174真夏之 疾之

子之

内八開滑篇平四
支思平場 189

支恩平陰 183

つう175度 慕

鐸

徒故

徒落

魚摸去 470

斎衷入笠 959

/〕 176子 l→lC6

177* - 166

178足 一 163

179薬 → 12

て 180帖 描 他協 車逓人望 1268

181的 169

果 他果

徒果

内天合舌怠上一
歌覚去 1133

とは201・」蝣 ー→ 193

とを202吐 195

ど

どう

203多 166

204度 → 175

20G糠 → 175

f」 洲 乃 海 奴亥 外書開舌盗上一 皆来上 5㍊

Ⅹ)7那 歌

箇

琵何

奴宙

.& a?

奴苛

晴 間舌素平- 耽々平松 11XKI

歌光去 1140

家麻去 1219

208奴 模 乃都.
内士 舌塗平一

魚横平陽 386

2m 繭 翠 郷含 外亮 舌溢平ー 監成平陪 1542

ない210乃 l→ 2ai

211及 一→ 39

なん 212南 -. 那

に 213尼 脂 蝣k NS
内六開舌盗平三

斉徴平陽 236

214率 育 奴丁 外孟開舌盗平四
庚菅平陽 1343

08ゆう215由 尤 以周 内妻 喉京平四 尤侯平陽 1416

(き)て 182的 → 169

(ち)て 183 n → 94

(叫て 184只 → 94

(り)て 185只 一→ 94

てい 186的 l→ 169

187得 m 多n.} 斉微人望 30g

てw 188句 ft 堂練 先天去 891

で 189帖 180

190的 ▼→ ¥w

で(り) 191得 → 187

と 192大 134

193で 秩 託何
欧文平除 1073

4

194多 166

195吐 姥

慕

他魯

揚故

a 特上 419

瓜撤去 482

196周 → 109

197独 -サ141

lys/ff l→ 175

199ffl .→ 171

:菟X)症 支 許規

め 216郡 → ニ犯7

217奴 一一 208

218都 l→ 171

ね 219セ 局 珊也 外京間唇盗上四 咋遵上(1禦票‰

22(1M .→ 213

221荊 ォ 尼机 外元 百島入三 1柑 人望 1285

222配 先 莫賢 外≡ 層蕗平四 先天平陽 843

わん 223年 9c 奴細 外≡ 舌盗平四 先天平陽 859

の 224郡 → a)7

225奴 → 208

226顔 冬 奴冬 内二 青島平}
東鍾平陽 25

のふ 227奴 -> 2T唱

は 228玖 怪

む

秤

博怪

博抜

方別

2297」 麻 呼瓜 外手合喉滑平二 家肺平陰 1168

230法 乏 方乏 内野 唇素人三 家麻人望 1201

m m 叫

ネ男

化ニ

呼公

胡化

家琳平陽 1171

1218
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232畦 l→ 57

はい233ft 秦 胡蓋 外圭開喉濁去一 皆来去 562

234排 管 歩皆
外l=L開璃 平二

皆来平暢 515

はう235包 ・ft 布交 外云 層論平二 蔚東平陰 915

236 令 候間

㈲間

サ十 蝣・・:^ ∴‥ 欧文入質 1脱

237畦 → 57

はや238排 → 234

ぱ 239八是吉 博抜 外這合唇轟入二 家府人望 皿

240机 228

別1把 局 怖下 外元開唇轟上二 家麻上 1191

242法 l→ 230

2伯班醐 布濁 外面合唇l 平二 寒山平陰 712

ぱう2+1包 → 235

245栂 早 w ai
外云 唇轟去- 斎菜去 1046

ぱん246半 換 博漫 外云合唇音去- 桓歓去 815

247挙 7E 附裏 寒山平陽 729

ひ 248必 n 卑吉
外‡開唇轟入四

¥ .;<,

249非微 甫徴
内十台唇怠平三

斉徴平陰 220

250分 文 府文 中 蝣・蝣'・蝣& ∵+ 真文平醸 583

*

初

卑救

甫鳩

甫救

Is Ik

分物

府鳩

方久

262付 過 方遇 内至 唇素平三 魚摸去 471

263福 良 方六 .内】 唇轟入三 魚模人望 441

264分 l→2ま)

ふい 265肺 磨 芳廃
外某合唇活人三

斉微去 319

ふいん
.ー

266下 & 皮賛 外三関璃 去三
先天去 896

ふ(く) 267付 l→262

メ 268* 慕 博故 内王 璃 去三
魚模去 479

ぷ 269不 → 261

270ffi 一lヰ268

へ ㌘1セ 2¥9

272也 局 羊者 車逓上 1252

273乗 → 12

ペん27.1"K → 2∈近

間 挟間

方文

内手合唇.毒去三
耳文 673

:うーMil 寝 杢欽 内貢 唇誇上三
末文上 656

252亦 ーナ9

253m → 12

ひやう254鼠 育 符有

撫招

斎東平陽 956

兼東平除 924

ぴん 255兵 庚 T汀qrl 外妻開層篇平三

ぴ 256必 → 248

257別 秤 皮列

披列

方別

外三関唇義人三 堆遊入箪 1249

都連人望 1270

ぴや 258別 → 257

ぴやう259瓢 254

ぴん 2釣果 l→254

ふ 261不 尤

fr

甫鳩

子汀九

甫救

方久

甫鳩

内妻 唇論平三 魚模人望 442

ヘ 275別 → 257

ほ 276波 X 挿禾 内京合唇轟平一
歌jt平陰 1077

m 括 末 古括

乎托

戸括

外面合喉濁入一 歌lR 入質 1094

㌘8賀 (S 胡箇 内石閉喉濁去】 歌IR 去 1131

279亦 一.→ 9

ほう280夫 虞 防無

m符

爪段平陽 394

ft 畔平輪 37t>

ほっ281括 → 277

ほん282盈 3U 柿奔 内‡合唇毒平】
末文平粉 6期

(1 283普 揺 済古 内± 唇蔑上】
熊将士 -fri

ま 284馬 局 糞下 外元閉唇蒜上二 家麻上 1185

285麻 m 莫霞 家麻平陽 1170

286憤 I* 謀鼻 外面合璃 去二
寒山去 763

まう287網 K: 文両 托陽」二 132

まへ2地位 賄

隊

武罪

莫恨

武非

まvO 289麻 l→285
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み 2Ⅸ) セ → 2 19

29 1 * tf 策 礼 外 ± 開 唇 溢 上 四
斉 徴 上 2 85

29 2 梅 .→ 2 8 8

293 K4 脂

※

- -<. r".

L 新 添 斯 隔 今 更 音 和 切

29 4 寂 質 美 節 外 l = 閉 璃 入 三 斉 徴 人 望 ㍊

295 塁 徳 其 北 . 内 野 閑 眉 歳 入 一 斉 微 人 望 3 53

296 上毛 苅 弼 細 外 =L: 閉 層 溢 平 四
其 文 平 陽 6 2 1

み や う コ'7 i'l'i 宵 武 勢 外 嘉 唇 溢 平 三 薪 京 平 陽 ∈塑

む 298 * 品 莫 卜 内 .】 唇 蒜 入 ー 魚 模 入 『 4 90

299 不 → 26 1

3C0 蒙 莱 莫 紅 内 】 唇 忌 平 ー 東 耗 平 陽 32

め 30 1 セ. ー→ 219

30 2 米 → 29 1

=的3 佃 - サ 28a

30 4 8 ; → 29 4

3(方 t旺 ー 222

め ん 3C6 綿 仙 武 延 外 二 閉 層 忘 平 四 先 天 平 騎 843

ら 架)7 木 .→ 298

麻

士 J胃

組 加 家 麻 平 陰 116 1

3 27 噺
局
LL.ー

瓜 連 外 三 関 若 悪 人 一

328 監 読 徽 廿 監 成 平 陽 15 JH

ら う 32g 老 l→ 32 5

ら つ 330 m → 3 27

ら ひ 33 l 純 & 落 蓋 皆 束 569

り .13 2 カ 職 林 直
内 空 間 筈首 天 .主 斉 概 人 望 l&

333 立 捕 力 入

213

内 薫 笠 鳥 入 三 斉 概 人 望 354

33 4 尼

り う :u r> 昧 東 力 rー1 内 】 笠 島 5ーTJ 三
東 ・- 隣 22

り ん 33 6 林 侵 力 尋 内 天 害 鳥 平 三 侵 尋 平 陽 14 94

33 7 苑 m 良 刃

ら 338 奴 → 208

33 9 買 秩 魯 何 内 岩 開 芸 溢 平 一
歌 父 平 陽 1頒 1

340 校 良 腺 谷 内 一 芸 義 人 一 魚 模 人 望 489

れ 34 1 立 l→ 333

れ い 342 立 一→ 333

ら 3-n 罫 ー 339

344 炉 模 落 胡 魚 摸 平 勝 387

30 8 日 屋 莫 六 内 】 層 蛮 人 三 魚 模 人 望 490

30 9 莫 鐸 非 各 内 三 間 唇 鳥 人 】 前 菜 人 望 106 1

3 10 毛 莱

早

莫 紬

英 銀

外 云 層 蒜 平 】 本 末 :-i;. 糾 9 :n

3 1 1 憤 ー・ 2 86

も ん 3 12 買 盟 其 恕 外 去 開 璃 上 二
皆 史 上 t̂ i!1

・c - 3 13 セ .→ 2 19

3 M 亜 - 1

3 15 葱 → 15

3 16 甲 那 古 卵 外 呈 牙 素 人 = 家 膿 人 望 1 202

3 17 洋 陽 似 羊 江 陪 平 似 98

3 18 揚 陽 ・US IS ZI= 陽 平 陽 98

や く 3 19 的 ー> 5 3

ゆ OT LLl 一l→ 2 15

32 1 有 有 云 久 璃 喉 清 上 三
尤 侯 」二 143 1

322 瓜 魚 語 居 '; ,'t: ・ ' 蝣 仙 横 平 陽 3B 8

よ 323 由 一→ 2 15

324 的 5 3

c. 325 老 唯 慮 OS 外 嘉 若 蒜 上 一
斎 東 上 979

326 真 蛙 士 佳

345 禄 一→ 34 0

346 魯 姥 郎 古 内 王 芸 怠 上 一
魚 楼 上 420

i ) 347 外 秦 五 会 外 某 合 牙 慈 去 】
皆 来 去 5 65

3 48 生 → 195

3 49 畦 57

わ う 35 0 放 莱 五 労 外 云 牙 溢 平 } 斎 東 平 陽 95 0

351窓/ 歌jt平陰 1075
わ ん 3 52 昂 → 6

X j 35 3 亦 llヰ 9

ゑ 35 4 由 → 2 15

355 薬 l→ 12

を 356 外 l→ 347

357 億 ー→ 1 4

358 烏 10

359 S → 3 5 1

38 3 哉 → 16

(延べ字数=360)　異なり字数=213)

①「散」によるD　②「著」による。 ③「箸」による。

④「柁」による。 ⑤「刺」による。
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三---.*三・三享-二軍亭主

本文、見出し語、配列の仕方などは.以下の

ようである。

①　本文は、 「藷書翻訳」は『海東諸国紀』

(申叔舟著、国書刊行会、昭和50年JO月20日発

行)により、 「琉球館訳語」は『琉球館訳語

本文と索引』 (大友信一・木村最、小林印刷出

版、昭和53年3月20日発行)により、 「使琉球

録」 「音頭字海」 「中山伝信録」 「琉球大学見

聞録」は『碁輯　日本謹話』 (京都大学文学部

国語学国文学研究室縞、京都大学国文学会、昭

和43年6月l日発行)によったO他に、次の資

料も参照した。

『南島方言資料』 (東条授編、刀江書院、昭

和的年I月30日発行)

『 「琉球館詳語」 ・ 「使琉球録」 「普額字海」

・ 「琉球人草見聞録」 ・ 「中山樽信録」 ・寄語

封照手冊』 (坂井健一縞、近世中国における日

本語研究会、昭和50年3月3!日発行)

『徐凍光　中LLl倖信録　上・下』 (沖縄県立

図書館、昭和51年3月31日・昭和52年3月I7H

発行)

なお、各資料の本文に通し番号を付した。

②　見出し語は、ひらがなとし、 「歴史的か

なづかい」による(五十音順に配列する) 。漢

字の当てられるものはそのようにする。但し、

送りがなは省く。 ( 「形態素」まで分析し、見

出し語とする。しかし、 「ひとり」 「ふたり」

などは、 「ひと」 ・ 「ふた」 ・ 「り」などとは

しない。 )

③　「助動詞」 「助詞」のみについて、 <劫

動><Bカ>のように、品詞名を付すD判別の便

宜のために「意味」 (文法的)も示す。例えば

次のとおり。

た<功動><過去>

のく格月カ> <主格>

④　資料は、噂号とする。次のとおり。

翻　　藷普翻訳

館　　琉球館訳語

ft　　圧ミ蝣V-i墨

字　　普軍事海

信　　中山伝信鐙

見　　琉球大学見聞録

配列も、この碩序である。ある項目にある資

料名が無いのは、その見出しに相当するものが

その資料に見当たらないことを示しているO

⑤　資料の旧漢字は、原則として、新漢字に

改めたO　また、異体字も、馴染みのある漢字に

変えたものがある。例えば、 「冥任」は「鶏」に

「具烏」は「殺」にした。

⑥　「藷普翻訳」に関しては、見出し相当部

分についてハングルとその転写とを併書己した。

朝鮮語の影響で誤ったと思われる箇所、及び翻

刻上の誤りと考えられる箇所には、正しいと推

定される形を<　>で、転写字のところで示す

(転写では、音節の切れ目に「・」を入れる)
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⑦　動詞の、所謂「連用名詞形」は、動詞の

「終止形」 (言い切りの形)による見出しのと

ころに収める。例えば、 「うりかひ(売買) 」

について、 「うり」は「うる(売)」に、 「か

ひ」は「7トミ、 (買) 」に収める。 (この例の場

合は、 「うりかひ」も見出しとしてある。 )

⑧　動詞の「～て」の形のものは、 「て」を

含めた形で収める。例えば、 「みて(見) 」 ・

「ききて(聞)」は、このまま収銀し、 「み」

・ 「きき」のようにはしない。

⑨　見出し語と音頭的に対応しない(と考え

られる)ものには、その部分に下線～.～を施し

その旨を示す。

⑥　口は、原本の字が印刷不鮮明で、判読で

きない(空白)、あるいは、判読しにくい(推

定字である)ことを示す。

(抄　用例は、原則として、資料本文の順序に

従って配列した。

⑰　「?」は、疑問を残すという印であるo

以上を例によって示すと、次のようである。

はる(柄) -・-ア

翻　可可軸)lla・　ri・　tjji　33　天哨r

mw
l　_

見　花力的　　　　　21天晴　　膳一

葉　　　　　　　　78　陽
ヽ.ノV

イ　　　ウ　　　ェ　オ　　カ

itli f母)
_一一一一一--.7

I.'.と冊ilTi'W-.i叩!:こ: i;

ア-・見HiL語O

イ-・菅料略号。

ウ(音訳)用例。

(pha・ri・tjoiは,ハングル,ヰ可司の

転写。) (「花力的」は「ての形」)

エーその資料の本文の通し番号。

オ・・・その資料の中国語。

カー用例の所在箇所。「-」は,ウと同じ意O

(オ,カに関しては,原則として全部を載

せるが,長すぎる場合は,該当部分だけに

留めることがある。そのとき, 「～」で省

略のあることを示す。)

キー見出し語と青書封机二対応しない印の下

線、-。

ち..-重MV: '、I.J石工:'|.i-i:/-i.i:ij T 、二、.

!-j'

あか(赤・紅)

f!V,　蝣:蝣・'- '.i ;

i.r.　玉l・H

c　、". ! >'・-

見　　阿鴫

4　　1

ヽ

L

U

 

c

く

J

J

T

 

C

O

3　　45　　6

S
b
^
K
k

尼
　
尼
　
　
　
泥

加
　
加
　
着
　
暗

i

一

l

 

I

鋼
　
鋼
　
痛
　
銅

あかがね(鍋)

棺　:;点;...li'・!・蝣;封

使　,.-*蝣血:A.!ミ5.こ;M　51:

字　　押JHロ劃己　331銅　-
ヽノヽノヽノヽ-′'

1¥.　"車買　∴ ''"I'"I  :
ヽノヽ-(、ノV

見　　陣場翫尼　364　銅　-

あ示し(赤・鉦)

翻　　0回巨Ka'kai (ka) sa　26　両紅

そ叶キー
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信h"'上ミ..7(i由

見伸vrl呈'
.<','<蝣1打

あかち(赤iflL)

信叶蝣'・蝣/
II-lli,).1痛・

あかつき(暁)

靭可♀7回i蝣'u・kami 42天亮

了一

信¥ォnJ*.I・
It榊朝一

あがる(上)

靭ooLせ瑚'ag・kaいtjoi39日頭上

了ELlヰ-

あき(秩)

朝O巨l'a・ki54秋一

緒-"If・とK7R

MR60fk

字阿及60秋一

信阿紀59秋一

見W.'f7.1仕

あきなひ(商)

侍亜)と耐in?.Vi

あく(開)

館阿全軍201開門勘那-

あぐ(上)

翻O国'a・kuii17請-掛啓

J「l-,-:llfl
*・1ト

ooL当司'ag・kuii・ri78喫飯-

館　　阿結的　358

359

昂乞立　440

441

442

蝣M3

蝣15

進表　漂那一

進本　盆耶-

!蝣'.'・・1.こ　iL

喫飯　--m洗場

i;l-j再　JU上

IM'J水　　圧V.

i'l伸''.'・'持J ;j-.'工

446　吃

1-1i　　　阜I,.咋'蝣蝣'- >)."蝣".'

臣;'v..・;:宜l jL半工

使　　阿傑約　252　進表　漂那一

阿傑的　253　進本　盆那一

昂乞利　312　喫茶　一礼

!、蝣・ijVi　　　　己

言　　¥-'.'''・:　章:

字　　安急弟　311喫茶　札-

・・'.i::哩柄li貢J¥i

.'蝣:i.-:申I, tj_′「

ih　?¥付n:;町.I:普'"]

あげもの

翻　叶⇒且圭一a・kuii・mo・ro (no) 13

itf主　再i再1-'.主上∴.・l
ゼ王

あこ(午)がひ(阿古屋貝)

で!n　、 I'Ji阜:. !!-　サT">j:

あさ(朝)

見　　附撒　81朝　-

こ　　早　　!'・S-㌔:

あさおき(朝起)

見　　再乱I'1.-*": :蝣'..'. ','接

あさし(浅)

信　　HJf'V;'二、、:∴　言. -

あきて(明後日)

碗　O十せ可'a蝣sat・ti　59　後日　一

信　　阿投的　22　後E] -

.M.　W:「軒I t"¥-I　主臼

24　大後日　欲哨-

あざな(辛)

信　　阿三那　268　字　-

あし(良)

翻　可A。vphi sjao 120　靴　一

可ヰphi・sja 149　足　-
ヽ′ヽ一レヽ一ノ.

館　　亜一失　456　脚　二-
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ンExa'f?;^^^^^^^H3ju^^Bfl記堅田-

字l些脅322脚-

ヽ…～
信蝶420脚-

ヽ_′V
見虚妄:ォiri川

ヽノヽ一′ヽ_～
あLがは(足皮)

翻可+}7¥phi・sjao・ka120靴-

●ヽ'一l′ヽ■0
あした(明日)

靭0回'a・cja58明日一

館阿者zl明日-

86明日-

381明日早起一連多密的

MTl1月II'l-.,!.'.i里;*.一甘J

多密的昂乞立礼半失

595明日起身一連多密的

掲只

仲H㌫;:i川=J

l"<"川津.i十r'!;vY-vKiV..;

拐知

字阿者21明El-

:wil峠LIl接'{・Ii1,1津>I'.'.

拐支

信阿着18明日-

hi)二・三川川・年!一手Iii-i*蝣''・"I'1.

川I.

見阿雑18明日-

あしだ(lii駄)

ir,トー蝣j;':k:・ll:*.1."

!"サ>flhitKIii-∴'・:.:i、巨・‥

あそぶ(遊)

期中かlL-a・SAm・pi.請裏頭婁了

r-'I"I-'l'..i蝣・:

鯨'Oiv.、:蝣'.i!伸;.一

便鳥遜皮240鞠恭一

A;寸・(けII]I

館安周303大柄大人大刀那-

信　　阿凡　292　人老爺　一噛郡什

あっし(暑・熱)

翻　oltヰ'ak・sa　49　天熱　一

棺　　蝣'*iW, vf :L≒　-I

梗　''.・.'蝣;j'KfS　蝣.:・ ',K

字　　鳴子撤　63　熱　一

倍　　K "千.V　　　生

見　　阿子撒　76　熱　-

あに(兄) (年上)

封　J41ヰsin・ca　　祢苛等右膝
ヽノ1-′W

;蝣蝣i　　申;I

館　　先札　305　兄　-
ヽノ1し′ヽノヽ_′'

使　　先札　216　兄　一

字　　先牝　209　兄　-
ヽJ′ヽノW

信　　洗之　307　兄　-
ヽJ~し.　　"　　　′

322　姉　一烏乃

328　伯　一棟局

見　　西察140　兄　-
ヽノーuW

:'蝣蝣!・

洗察156　伯　一種局
ヽノWヽ_′

あね(姉)

靭　O母a蝣tai(n^i) 6　称姐有感

:-可　,;:.|

信　　洗之烏乃　322　姉　-

見　　姑酉察烏乃154　姉　-

あほ(莱)

翻　oT斗'a・'oa　81小米飯　一旦且せ叶

あはし(演)

翻　申しヰ'a・pa・sja 104　淡
(-7-7)

fts　　　蝣・蝣.・:i; ・ト　"I..J二・

信　　阿法殺　574　淡的　-

Q　　　　　と　∴: i"・"

あぴがめ(浴瓶)

s.  :十工∴i;'J'-. 'i. I:
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・;.一T.‖＼蝣'J(¥{'
i∴)

は回付::川'Tl'・

hl/iif(jff*同日

aHi骨帖fち..-'】言Hli!

ヽノヽノヽノヽ…
あぶ(浴)

信Il"‖・蝣蝣1L'il浩

ド1'fJ一川I汗t'.

見阿美的177沈潜-

rJ.†l三二'ご.;-.'i!fiチI.一蝣
・I'JL」二

:it-.i!蝣・:''-i;中三

あふぎ(戻)

館:':・/*、:-!i=i言1

483倭扇-

仲昂1:ド::<{」・蝣蝣,

字栂t186倭扇一

信は一二、'・'蝣蝣''lil-

五日:.:.(/¥l、'蝣i

見',て*;,'fご:べL):-IJ

あぶら(油)

朝oトキ己La・pu・ra油-

信阿鴫打4661一

見M-:答'蝣:''>・:!l

あへん(阿片)

館阿-f-501阿芙蓉-

あま(彼所)

館il喝299日本人-奴必周

使弧喝213日本人--奴必用

あまし(旧

柄0回ヰa・mi(ma)salOl甜

信　　阿蛎殺　570　舌膵]

見　　附嫡投　371甜

あめ(柄)

研 O匝1a・nuiii　34　下的　--号叫

.J∴ l吊I .一　　　　十・!

館・'^UTi;j

I'.I卜!f.V,<

吋V..:|:

19下雨一福禄

字!-..-!itミv:;i

i:1i再出、

信h¥:-:i.昌

1:、卜f-Vi-r

・見阿',?-'
/*両一

阿!'}-蝣12下面一因的

あらふ(洗)

ILJ圭:蝣¥:¥!㌦十!ミ'・I:ド

阿東344下人洗面思答一来

蝣f-.-i.1!i;Hn・・iI...

見阿東178上人洗面鳥本的-

179下人洗面此殊-

あられ(罷)

見阿郡礼17竜一

あらわす(現)?

無!'・'.'蝣L'..'⊥一、日:,!"-

あり(宥・在)

翻o国'a・ri4個勺父親有厳

♀叶O巨t-

・;"';::ォ:'汗

♀己Mlオー

p; J十川'm日.I'"'"

い一・、蝣・蝣蝣:l　-

7妹子宥磨且巾1r
o回'a・rja 16無甚酎手下飯中国キー

・'「.　‥_

(・-蝣*蝣　　!　　　こ　J;i

571右　-
77)

591有無　～一及

使　　阿力　230　右　-



30

ノ
＼

字
　
信
　
り
　
字
　
信

あ

!'"! 'j

rc王

刺(

無有
　
有
　
有

4
　
　
9
　
　
3

0
　
　
2
　
　
8

」

り

.

　

　

り

し

　

　

1

_

T

;

亜立其　224　行

阿之　356　行路

a

・I">/lI-　wl fll.～

見　　阿之188　行路　-

あれ(彼)

翻　o国' run　21不要酎也喫　-
呈叶そ叶

あをし(青・緑)

輔　oT且斗'a' o・sa 155　線　一

信　　叩n :?<i I7　蝣

見　　舞殺　377　青　一

四

い　く終助) (疑問) (「み」も含む)

字　　夷　379　実話　馬訟清一

信　　迷　41遠　土殺一

蝣¥2　古　上古星

i: '>"・・'<　U　阿

夷　594　実話　馬訟清一

いか(如何)

翻　017¥'i・kja　3　体的姓甚磨

♀叶ヰ斗-ォu-7T

いき(息)

館　　亦及

仲　'V.r-.

字　　亦急

信　"]こI蝣

0　　38　　7

3　　27　　7

・

サ

v

 

1

.

 

'

"

"

　

1

v

 

v

いく(坐)

見　　亦吉之191

いくら(幾)

鱈　　亦加撒　375　多少

倭
MMeAに

亦如撒　268　多少
V -V- -　　-1 ,~こ~一.

字　　亦加撤　264　多少　-
ヽ一Jヽ一▼ヽq-ヽ一一

信　　亦加殺　407　多少　-
vvw.I-I-ヽ

いし(石)

・'.I　こ'l i.i　一--

・1ごl-'l　!i.'J-

264　玉帯　一乞各必

・1∴　上帯　'-"'!"l''・'.

469　圭　一

471石　-

477　玉石　達馬-

倭 石
　
石
　
石

依
　
亦
　
衣

O
C
 
i
-
I

3

　

　

4

491

石　-

J..'l m n、

上帯　'..LT'i

336　圭　一

338　石　-

343　玉石　達馬

字　　依石　33　石　-

336　玉　-

石
　
食
　
実

亦
　
衣
　
1

14

∩
コ

81

83

r
o

叫　子t'r

二上'・.'　L_.言上:・

;・

-(L77'343　玉石　桂馬-

信　　　IIこ　＼1 !':"

・fi .い　薄　野サ蝣'.

衣石　278　玉帯　一乞各必

i¥　　さ."!　上

一石　505　石　-

509　玉石　桂馬一

一深　604　捉七子　一虐古

見　　伊石　36　石　一

亦石　368　石　-

いしなご(石子)

信　　.・-:.'一・.'. !ミ:.l　肯ト子

いLや(医者)

1日　　　*.　‥v j'1.1:
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見亦殺164医生-

いす(椅子)

信倭203椅子t用',

見依225椅子-

いたし(柿)

rf:-111.
Ill汗:',?7輔-

いち(-)

館　　亦止　537

使　　亦ll二　368

字　　-」　357

信　　一一子　97

-如　498

534

-jI二　555

見　　亦之109

-一銭　一買毎

¥ f.V<　I lつり-

1純　II /:]蝣

「 -　∴ ;!>'・T.

銭　一層

一千　二貫

- VI　　　抽一

十一　藤一泥止

いちくわん(一貫)

信　　一貰　534　一千

いちせん(一銭)

信　　一層　498　銭

いちにち(一口)

信　　一子泥子　97

見　　亦之泥止109

いちもんめ(-匁)

館　　亦iL買毎

使　　亦止買毎

p亨'　・ l上'n }<・/.

信　　一止買毎

いつ(何時)

覇　ojそ'it・ca

7　　83　　65　　3

7　　55　　53　　5

先

　

主

　

受

　

支

c
h
r
　
　
享
　
　
<
/
*
*
　
　
享

l

　

豆

一

一

8　称幾時雅了本国

♀叶-メw叶可71

10　件幾時到這裏

-or叶　-ja.fH'7>

いつか(五日)

信　　一子介　91初五　之路之一

見　　-.'/.1互](i;j,　　　黒

いつつ(五)

館　　亦千千　511五　一
77]

斗　・.'j; T-　一蝣>'二1 「/:'. I:I

!"O.I　つ・上　達子:r-
(-.'一・>

使　　亦子亦子　352　佐　一

亦千千　　362　拾伍　吐-

字　　一子孜　351五　一

信　　　子　:i!、 /."

いと(蘇)

字　　西花　278　糸　-
iTサS*S<ら

いとま(暇)

字　i'.・・±　:r.i　昌　　一,1'-

信　　畏之謹　392　辞朝　一帰

いとまごひ(暇廃)

芋　　　　a;v　蝣::一蝣!損Il!

信　　畏之語帰　392　辞朝　-

いぬ(犬)

靭　　ol上'i・no 162　狗　一

館　　亦奴152　狗　一

便　　亦奴124　狗　一

字　　亦奴124　狗　一

信　　固166　狗　-

いぬ(寝)

信　　股帝　350　睡　一

見　　寧帯185　睡　-

いふ(言)

翻　ol♀ 'i・"u　3　称的姓甚磨

蝣;.蝣・・U iT!　lミ

い- (寡)

柏　　　　　　こ蝣I! :;;-

203　革房　姑撒一

二一・ l　上亨一.　:'!!-'"''.

?-71

vk　　　つ:.・、  ;;", '<:

斗>'・,' i."<1 I,.1'　∵仁刺

す　　蝣''Iこ　　1'.
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亦葉牙153　瓦房　嘘m-

いも(辛)

信　　母　483　番薯　番子-

罷　　り.'{fiS　雷蝣s　昔十

いもひと(妹)

信　屋多烏乃　323　妹　-

見　屋毒欣乃155　妹

いる(入)

輔　oJ瑚is・cjOi　40　白頭落了

皇可　ni '蝣蝣蝣!

信　礼耶　210　刀鞘　糸古一

里　242　絹子　科阿一阿轟

見　　目H. ::r>s iVUi lり

292　番金　柑-

f'J ::<vミ　ナこ注　椅子

fij :¥:ミ1紺J一・・; n‖二LT　去

いろ(也)

信　　羅　575　黄　椅一

見　　<'.>.・ :^ iVi　高

いを(負)

桐　ハI?-'i・-Hト　fll

総　　桐　　　　ffl. I

176　釣魚　一独立的

必撒莫只　439　鮮魚　　-

仲　l小網1二,S ffi

必沙莫知　311鮮魚

'テ　　tfr i:?x ft".、 -I

'M)<i　<l<

信　　一両,l脚　ffl　一

見　')-ili :<r-R ffし

いん(陰)

見　　閃　77　陰　-

ril

、- '蝣(".'

信　一得　403　辛来　一姑

うさぎ(兎)

靭　ヰせ71'u・S叩　ki　88　兎肉
蝣I蝣蝣i

棺　.'.'; !'沌

使　　吾撒急

f-　!¥ K.Z<

信　　尤殺吾

うし(午)

`
4
1
.
　
　
だ
U

i
i
i
　
　
引
H
H

=
　
　
　
　
引
り

6　　011　　6

日
H
H
リ
　
　
　
　
"

兎
　
兎
　
兎
　
兎

翻　♀ス'u・si 158　年　一

館　　鳥失143　牛　-

171半　　;K'v

】.こ! !.;蝣.'!蝣fj　　吊,'.蝣'.'

:・・:n　往信　Jj::'i:

媚　.'蝣r'J　　出

使　　吾失115　牛　-

辛

i:.*　半!蝣:　　　こ

345　犀角　一視奴

.Vl; !!:" 'ト

ト　　M'rl　-I出/I

JL漢i:'.:1牛
SSI

元共182　牛角　一左奴

吾失　511犀角　一祖奴

うしかね　件金?)

純　　:l'ili吊　Zir;出,'l'l

うしつの(牛角)

館　　鳥尖祖奴171牛角　-

184　犀牛角　一

・iSli ri'fi

使　吾失祖奴142　牛角　-

345　犀角

吾尖祖奴141半角
fvv)

元矢左奴182　牛角

吾失祖奴　511犀角

うしろ(後)

館　　鳥失禄　51後
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III.'ミ行

仲/l.'
1II:-f/・!''柱

字ft'
1I長け・}'.>拝

信撫什的46後-

ヽ′ヽノ1.ノVヽノヽ_′
規瑞i'.l;R.住

ヽ_′~ヽ′…
うた(敬)

信.11欄fiiili".'伸:

見口達389歌-

うち(中・内)

館.l・'.ll:てIlo州v:・・'、1*y!¥当

信屋之549中一

うちばら(内原)

禰♀ヌ1叶己1-'u蝣ci蝣pa蝣ra24請来

・.'fl'J!.1Jニ・l-・!・蝣・!.十一1

館鳥貝八藍208朝衷圭一亦及

うぢに

館烏定尼136嫁児茶-

505核児茶-

うつ(打)

信

("771

I"'. I′・L)一　:川i lj　一

烏控　605　下碁　古

う- (上)

幅　.I"'-U :-!　j

209　ア御遺　一-密集

'蝣'.Sri 」淵:tf:　圭

r>ri9　卜　-

使　　吾も　52　上　-

')!'こ　::vミ　=冊;・i　　・-::mi.上川:.
ヽノ…

字　　吾も　5Z　上　-

悪牙　271上御路　一密即的M
ヽJ′ヽリ′、′ヽノ

信　　威　49　上　-

550　上　一

悪牙　372　上御路　一密即的里
dWmW^TtiTi

う-みち(上道)

館　　烏也密集　209　二御遺　-

:::.ト:-、　上'.iI'!.:'r

仲　　・|M'i守岬　　　!.'II.:.!　　里
ヽノヽ_′ヽノヽノ

字　　蝣:i'"M.:.拙　・・;蝣i　宜j'S　　蝣:iili
ヽノヽノ…

信　　悪牙密即　372　上御路　一約里
nsnndEl

うま(馬)

翻　♀叶　u・n-a 159　罵　-

ftfi　　∴11二1Il　こ.ト・

::・l'l　:、恥　　蝣・<.u-<

:・i ?-]・-　iv.ti,??

",,"!幣!'蝣　I-'!.目し

.1∴蝣; K-!i>i　'liJt:i:.

:eez

¥!i:三;:t.昌i　　%.'.. 1工

使　　吾馬113　罵　-

3-I'1 ㌧ミ.高　1-日: T.''[<

字　　.サ;・111 .午

.''I'-㌔ t吊　　　・・Ji-:「号

音　:里i". i;,7 :'・.

-′;.輿.、　>蝣''.],:,  ; ll ''.

うみ(海)

鯖　　巨I-　‥

63　海洋　一民足

177　海蛇　一孫必

I1.--.'　ミ・・;rr-ォ蝣　- I-.-!

使　　吾也　28　海　--

幸　　一皇J-J .サ-・、

1.-三　I ';

見　勿蜜　31海　⊥

うみすぴ(海IV ?

館　　鳥也孫必177　海妃　-

499　海蛇　-

うめ(柿)

&　　¥.¥h

<-l>

I
:
・
・
・
・
 
・
・
.
=
・
・
 
I
.
 
・
.
1

9
　
　
2
　
　
2

n

U

 

l

　

　

つ

J

　

　

り

ん

i

-

i

 

i

-

i

 

x

r

 

C

T

i
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10]仙・

307菜-

字,′iU¥r>1さ

101梅一

括'蝣;fa:)Iil・

畦梅130梅花-

m恒Lll樟v/ン

軸:ya畑"lilfritt:iシ

うら(汝)

翻♀叶'u*ral称是那裏的人-

:I.回II'

3称的姓甚磨一

斗i・1°I,!<・・lTノ1

蝣iWjv:Jurne喜

八「車.!-

r.f出目l.日.l'吋主

I.巨!'-'M

(;f恒liilfi専喜

o用0回

8祢幾時離了本国

′Illいい川刀

川f'l
,'rW-}¥‖こ帖二VJ--

oJそヱ叶4A

12祢初到江口是好奥

手t半il't十1

13-路上喫食如何

皇A蝣il.十I-・:'∴こ;I・、I.l∴

館烏n327体-1$

569{ft-畦

仲/蝣.in-:∵X<!p圧

字吾嚇227称-

fri‖!l作一一

M.川Itt;

うら(塞)

棺　I.;N':' -13r. '!:&　　豆."・f主.:

・'　1 >¥¥!

館　　烏立118　瓜

使　　吾利　99　瓜

字　　吾利　99　瓜

信　　畷　476　菜瓜

うりかひ(売買)

館　　鳥立高貴　366

590

うる(義)

良S　　¥'¥立

使　　烏利

吾利

字　　hi i'i'j

信　　屋的

見　　屋的

U

3

　

　

O

O

 

r

o

 

o

0

3

　

　

だ

　

　

　

　

　

　

o

i

 

n

 

c

o

 

w

 

i

d

c

o

 

r

o

 

i

n

　

　

　

　

ワ

レ

　

3

　

2

　

3

Q91

完
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甘
売
売
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うるふつき(閏月)

館　　鳥奴烏多及101閏月　-

102　今年閏月　全多

夫-

103　今年閏三月　今

If.-I二l',tll丹'.:

104　明年閏十月　前

年一葉畦的

医】

えき(釈)

館　　薬及　200　館駅　-

えだ(枝)

信　　又打120　校　-

えび(蝦)

信　　一必　490　蝦　-
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V.」!:i*"
ヽ′ヽノr
えり(標)

信主用!461Iリ領-

固

お(御)

翻且079倣飯一叶可そ司1

80人米飯五叫呈-ォv可I

XI小r:朽斗上".'蝣・]

館鳥281王子敷那二吐・

308千・・一吐

.・i.ミ・Tl山,'i!:i-fi:

344鞠的一孫必

倭282朝廷丁毎奴

使打127号一昔帽

ヽ.へ′
吾199王子敷那一吐

蝣:r;>r吐

:1::i叫wl・Ii./'llト

は・蝣!lKI>'i車':}り:a

阜a-i:'7蝣冊1二トrll

吾246賞賜一一加毎奴

.';i、uA結打開¥i-:¥'r:':¥[¥¥

信倭285朝廷一毎奴

397勅許一眉脚者蹄l塁

畏392辞朝一之謹棉

烏405給賞-甥没谷古_lE

m463'飯一斑

見?刑234床一概

おいとまごひ(御暇請)

信II!
I--.之..里.,:-.HIJ出iLJ

おきなは(沖縄)

館倭及奴298琉球人一必用

廿J;・m:'.汁・i;JこHJ言'vU二

I-!.畑;J仕II

.".II早.「I、主1J*l・

'<I:"卜蝣i・'・'圭I'II、

::汁:.・'.}∴.　∴ .I

:日: LU;;i.:時　・・I'.言1

318　琉球正使　一申忠

."蝣i!・十・Si.'l'言　　>' '!'

使　　倭急掌　212　琉球人　一必用

220　琉球国碇　一致那

字　倭急宴　21年　琉球人　-必用

217　琉球国王　「故郷

i'蝣　'蝣「　辛II- I'・I:I-、　し∴

340　琉球国王　-敷郷..

見　　屋其惹　65　琉球地　-

おく(起)

棺　　　∴立　　　i|:・.h　-

383　且慢走　-乃

使　　烏其利　241底頭　-

""1　昔　廿　　:

字　　屋起里　222　興　-

1.".  '圭(.:.;,.;　-.. li

見　I'1-性的I'-1'　　二

.'.''l':ミ:てllA '.蝣.,蝣∴　f'月:i

おく(置)

館　　鳥着刻　371放下　一

仲　:"r/l 、り　一一い, J・:、

J亘蝣蝣>　¥i:m

字　　倭体197　軌廷　一奴

おキひと(那) (年下)

結　　r.-i.f:i L
ヽノヽノヽノーヽノW

使　　非郡只　217　7) -
ヽノヽノ′ヽJ~lJW

半　:v.!C　二け'1-:

信　l言V.

:::)・　IJ、

:'1‥l.:い,:　蝣I'1.¥

見　　屋-ll'j: 141弟　-

155　妹　一鳥乃

屋多157　叔　--vw)
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おなじ(同)

信　-魂　540　一様　-fi奴
レヽ'ヽ.一plヽ一

おはす(御座)
(了マ1

翻　躯1'oai・chjo　24　請裏酢安子

阜i!--|　・・li¥"1

陀　　く車>[r>> "xv,辛

便　　外亦立　227　来　-

おばに(御飯)

翻　且車10・pa・ri (ni)　79　倣飯

- ,さ哨l

書中可　0m蝣pa・n (ni)　78　飯

且tl珂o・pan・n (ni)　80　人米

飯五可lヱ-

M　十　ft

o匝丁旦一

鱈　　五HI..111. -i:<'旨　fk　一

蝣i:jk .W<　浩I/.

・11!哩r.1'-/日工:I.

1r At>中　間':蝣　m予二

¥.'

伸　;;|!Jl.'l- i蛸　飯

310　酒飯　撒急-

:蝣:i:-:町w　言/.川・

字　iY.斑尼　303　飯　-

:'・】二I'Wfi.1/　　工'.'('<

汗T.iV:川一　湖I.:柑H:

信　　n/iHトi'">:ミ　w

見　　枠*'! :ミ「さ1佃王　-i'.'-1出一i

:-i.1J.i; r.'i

おばにまかり(飯碗)

吋　　nljii..'-";;出・: 1'i/irtニ!. -

・':蝣' '..T.-:

錆　　∴加': rl-、 Ii:-

263　金帯　孔加尼-

:'('・　圭　I',午

266　花帯.法那-

267　角iu蝣-祖奴「

401帯　-

4日こ　　:"." '-IT,

蝣:.て!";・.'!'.- 'i'‖~1.

423　銀帯　両者-

1-t　　　　工:.-:ll!一

乞各必　264　王帯　亦石-

:!; I恒吊f　-fつ　こ.」

419　鶴頂帯　E立那姑只

i」　　"-i;、

1ZJミ　　言;I I.:;/;i;-

175　帯　-
771
1!:心'i-;I,.1.'

乞各必194玉帯.衣石一

字文帯172帯-

ti;一、・・、:.・・!.'・!."・こ.._

信`文筆265菅.一

鳥必436帯一

乞各必之78王帯衣石「

見I.':比∴-1.'・'-
1(J

:ち:'.'.'.!'ifミ蝣;-i¥i二一

烏必316帯-

おほ(大)

翻且キ'o・pu68大路一口1ス1

おはき(大)

f,昌}'7::':i'.

おほし(多)

翻且ヰ"Io・pu蝣si多酒一

信崖火殺543多-

!i撞1・1J:

Jjはみち(大道)

覇　且ヰl車　o・pu蝣mi・ci　　大路
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おみこと(御御言)

字　　倭眉脚部　256　勅許　一司墨

信　　倭眉脚郁　397　勅書　一司墨

おもし(垂)

信　　Flfl I・・段　別:'. '('<:

おもて(秦)

柑　　悪町1'J '11!　表',毎I蝣副

Ijもて(面) (顔)

信　.0 tこ的!・>VA H、沫ift I-'J羊

見　　島木的178　上人洗面　一阿来

おもふ(忠)

字　　□勃人196　王子　倭奴一一誇

信　　　判人?.?蝣¥　l~ィ　停Iit　詰

おや(親)

胡　且-(:'O 'ja 164　老鼠　一可各

館、 '"'.・IK H1 1.1111自　・

:¥y,ご　御前謝.L∴L I-l'品普砧

・lII・

390　今.El御前謝恩　交畦一

密温普姑立

仲　里Lvf :・:・/:<　御前l、年n　　基浩昔言;こ

里

宇　　島牙　207　父親　-更加-

r4-　¥W　¥}?i　用1JI;'i吉‥

? :',サ:蝣f ::v.{ i-t.1吊'"'I.1.I、　宮・II 「'/Il,

・ft

信　　烏耶　298　父　会凡帽-

312　母　会商姑-

..・一.隼'i' '1(11　年l:、射>l、

w

見　　吊Jj l　　　_ I'.吉:Yr^

吊・;;f　　　　　　∴川田出圭一:I!"!

おやくもり(御役守) (親雲上)

見　　牌金175　親雲上　-
ヽ′ヽノW

おゑかまへ(御賞前?)

字吾-加毎246ft賜一視

信11-'朴旬.二・iVl.'4星

おん(御)

翻Slo177飯一叶可

錆告:{.illll-'l、宮出こI.サ,.

:w:i;>;i:!i,‡汗∴悪:ii;・'-一・蝣汗.vI:

立

390今日御前謝恩交畦悪

・H・I!'.批立

.!"].;:>."fiL吊l!.

蝣i;j.^.;雨さ措r,i臣己

M!'・'骨,.昌t-'立-I-1LIl

u:-・iN生l…ユ・:V.'J.甲i.蝣..・;:二

立

使温:ち,^xJI'I、'v'断阜;.

::tm併l!∴射こIii:.汁>f.∴一言

里

翁305飯一班尼

310酒飯撒急一班尼

313喫飯昂乞利一斑尼

字温242謝恩-卜姑里

:.I、こt<I"汗、二;-'I'"十∴.トキ∴

里

庄303飯一鉱尼

310酒飯撒其一班:泥

:日Zni"?飯上i十t*"''l;主

信温382謝恩一卜姑里

蝣!'「iI.-I.Cl.iい.i票'if'蝣.'.:'
蝣Jillト.'蝣>
翌

月:昌∴、',負.'ニ;蝣.'!>;・蝣i!>:

.-...'I∴

おんほこり(御誇?)

館温普姑立350謝恩密J

382御前謝恩悪牙密
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390　今月御前謝恩　交

lり::&・!!輔こ

使　　品?Vil,-'ll　ご日,>O|ll;、耳

温汁行HI .'.,/二* I航'J,射'I、 ・臣摘.:I

字　　温卜姑里　242　謝恩　-

273　御前謝恩　悪牙密

信　　温卜姑里　382　謝恩　-

401御前謝恩　悪牙密

因

か(日)

信介3,89,90,91,92,93,94,

96,106,107,108,110

見責100,101,103,104

102,105,106,107,108,112,

118,119,122

か(終助)(疑間)

耕7}-ka3休的姓甚懸

♀叶ヰ卑017巨l♀-

10称幾時到這婁

♀己柁そヱ叶4-

1こ//,-'mi:川汗IllUiI:真

蝣i'!,'.'',Ill首:二!

:棉:這|.¥jii'jl¥:¥1'}i丁・

卜H-トT--

71ki(ka)8称幾時離了本国

♀叶olそ可ヰEL叫-

かいき(?改機)

結語乞412改機一

仲v-'--
I!I.f_J事":'."こ

字-Y-'-・";I子E.,

かいち(聯・客)

紺告IjlI.I)軒亨一

便i'
tlt】:-;s滞音

字`吉i:i.v.v摘;l書

信肝らI・・・
J*<-'隼与

かう(香)

鯨SIごir

128本香南木-

130連番中日密-

1.'ミ:itf'i

134乳香由一

L!3<)早)'・J-;i

241番金一法↑

243番珠「達馬

489沈香定一

490連番中日画一

491木香南木一

蝣1!一二蝣i'u吉由一

・to:ミ?r別4;'i且

lWfri'iミ且,'.'.'.

504奇南香加那木一

便8m:i吉

186香炉-炉

字NIO3香

183香炉一炉

];sr,Mfii

信fi:mi育bi

242箱子一阿里阿帯

〕EEiぢ出L'rii古>:,¥.法古

見河258香炉一以礼

292番金一以礼

かういれ(番人)

信五一11里.1:;:蝣・;・∴'..!:・・>.

見村以礼258香炉-

292番金一

かうだま(香玉)(香珠)
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陀†!・I'・.Ilユ:蝣',!:..i蝣
II叶

496香珠

かうばこ(香箱)

館稿法今241香.Jill.

かうばし(香)

見蛤袈殺382香

かうべ(鍾)

見料倍308頭-

かうらい(詫麓)

見{"K-ijI7d融!、

かうろ-(香炉)

陀　　fcvb '

使　Ifi li l

r-　　ft-U '

信　　科炉

一

一

　

I

　

二

炉
　
炉
　
炉
　
炉

・
香
　
香
　
香
　
香

c
r
>
　
　
t
o
 
r
o

r

o

 

o

o

 

o

o

<
N
)
　
　
i
-
H
 
i
-
I
 
C
O

かがみ(鏡)

信　　暗敢泥　247　投手

見　　蛤喰密　264　録子

かき(檀)

信　　括鶏135　絵本　一

桁)L Il.'11倍

見　　蛤書　213　鳩　-

かく(普)

相　　川川'l

仲　　問i'l'J

・i T

駅
"
L
i
m
a

2
　
　
9
　
　
6

3
　
　
7
　
　
7

2
　
　
1
　
　
1

かく(描)

信　　略之　267 lfi: ''i-Jl;

かく(料)

棺　　|J!IHl　21,9 1!/サ　　Ul、

250　交昧　仝

かく(描)

は　　押;'I　=-lT.早I・　い'f i,':¥

かご(能)

見　　h一出川'.'' "いつ)・-蝣>.鮎1-

かご(駕放)

見　　境谷　231椅子

かさ(傘)

信　　爽投　213

見　[翻散　233

かさ(笠)

信　　匿殺

;!;;蝣';

見　　暗殺

C

O

 

T

4

　

　

一

/

 

1

~

Z
蝣
i
t
血

/
W
　
　
　
/
W

′
割
~
　
　
v
r

・

・

サ

ー
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-
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-

-

i

つ

O

 

L

f

t

 

C

~

-

かささぎ(鶴) ?.

1館　　孔加奈思174　　雀　一

仲　　工サ:.if古I.I、主J,、1・s-iI

T　'蝣Ij]¥'¥最上I、ト;:て

信　　孔加頓司183　　鶴　-

がじまる(椿樹)

信　'蝣!l　哩.1二　廿i ',I:

かしら(頭) (頭髪)

翻　　71-Hi阜ka・nan (ran)　zu 147

頭　-⊥

オス回kha・si・ra・152　頭髪　一

錆　i-.r.子　こ　"II':

4*、・;

加藍　459　髪　⊥一

便　噴藍子　243　叩頭　-

315・頭　一

加藍　326　髪　一

字　　嘘藍子　314　蝣頭　一

信　:言ii;..' r-.' v　- ・!_守:i;'蝣二十

略技斉　409　髪　蛤郡子又一

倍一生i' ;:"　v>

見　　姶嚇了　295　頭髪　-

かしらげ(頭毛)

棺　'!.<Xi∵　(、・こ:一　工.':'l !:・

使　　嶋藍子其　277　再叩頭　麻遭一一情

T 1-'".サ・泊∴ニ　ー:M.輿.:.
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昭二一・日Ilil'l'i

rl・用言日∴:I2.川:¥:¥ii-'蝣

rftl'i:."ll-二...I工

信irv"
1t¥狛'-Il∴'.,-<;帖軸:!摘

lYfi附!,"'.::'<:-ii"V"i

峨¥-r:ll-':.:'.'蝣l中.'Ii

かI!|.;.I

甲."."蝣'fjlVjvトl>.

かぜ(帆)

翻71ろIkhan・cuii41風一

色官碩1riifL

If.,!叫Lto圧姑

23風竜一科立

件臨.:il叫

嘘済16起風fin禄姑

23風電-科立

耳嘱'1・・!if!

I'i.巨I.ざ・し情i古

~23風電一科立

(T-7)fF,11'rr.Hi

EfiJ
ItfYY川'l-i-H柚晶

捉暗l.[.i

-::、'弓的油-ITi
"rl

IT:!'-:冊F.し'li蝣'/

かぜろ(風炉?)

RL-r.ォ.:-:蝣>l¥町!血

かたな(刀)

翻ヲ回しfkha・ta・na129-))-
一予-

Tnfi・;;蝣fr、ll,リ

か*・i*・ll,柄

押I'fiit.蝣′:i:'1.-V.

>)/.蝣i説・-

:'-'.'ミ一㌦::

伸輔;川T:・・-1..',''

嘘達力388説-

噌連立　395

字　　噴首里蝣220

かぢ(舵)

錆　/;蝣;-

使　　看失

字　　五1 1、

信　　看失

見　　喰帯

かつぷ(幕布)

4

　

　

つ

i

　

　

8

2

　

　

7

　

　

6

2

　

　

1

　

　

1

ワ

し

　

　

7

'

.

」

蝣

　

　

r

-

/

2

　

.

2

館　嘘布　411

′
.
‥
h
一

tIH‖

′

て

r

U

　

　

　

′

l

r

U

r
s
S
　
'
i
討

蝣

　

　

J

 

1

舵
　
舵
　
舵
　
舵
　
舵

布莱

純　　鮎Ii :・:"・7　p,/;-　--

字　　嘘布　291葛布　⊥

かつら(桂)

信　　・・T-;i i!・ミ　仕
ヽノヽノW

がてう(鷲鳥)

信　　鳥欲164　雅　一

かなし(加那忌)

字　嘘舶　195'国王　倭碇一

信　噸那什　292　大老爺　阿凡二

かに(蟹)

信　　・)・t;晋IJ　川　蝣'tT
J＼′ヽノヽ′ヽ′ヽへ

見　　暗殺美　360　吃飯　-
ヽノヽノ1J一一′ヽ′ヽ_′

かね(金)

館　蝣fln尼　245`鉄猫　鳥失-

l'-i　同　感ci:

466　錫　集禄一

睡尼　465　鉄　姑福一

付　　加蝣i: :<::i i蕪.!帆!.三日・

∴　′':・*末

嘘・'蝣'. x::- ,し　銅十

字　瞳尼　331鋼　押Bト

332　鉄　緯線-

∴'・　i・' 'T・'!V

l溝　　星一一. ∴　,;'i.i

:J∴　ォr,丁・;!`
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499　鋼　阿里-

r>nu　牲　描¥x
臼EEに

.r-Oi n　<s a

見　　鴨IV; .-,111糾　サml-

:wr>　純　m

かなんかう(伽南香)

館　　加奴木稿137　香南香

加那本稿　504　番南香

かは(河・川)

餌　　場吐?.n　河　-

193　河　-

191 9ii.サJ

使　　嘘畦　27　河　-

:"">(1河
7　　7　　82　　2　　2

畦
　
畦
　
畦

確
　
暗
　
略

字
　
信
　
見

30　河　-

かは(皮)

朝　オka 120　靴可lot-

館　　嘘畦153　皮　-

172　最は　ttt菜・

1・/:*　ff勘　　t,!,JU

181海W.皮　嚇姑奴一

便　　嘘畦125　皮　一

字　　噴畦125　皮　一

信　　nfclM: l'">7

かはら(瓦)

翻　　ヲ巨Vkha ra 136　瓦　一

柁　　嘘lll叶　・):: h.

;>n|　j.-.i,;　.(:;!・・・・

仲　[肘Ii;l*i I.1三./('.

i:".'ミ,'...蝣・;　,,',、己.:-

rfl　　峨叶It!.!  ' H.

晴l里　　　　h'</　言・1.:

信晴時*i小l)L

臼eb;
iォサこ・.'-Il'.1亨′,;'.こ皇子

見中*蝣:]-H:Jl「∴

217瓦房一弗告牙

晴廿・<・'丁,--.

かはら(河原)

館喧痢35井亦-

192井亦一

便廿;-;i井;r.二

]・!'.?骨fll:

宇n-S叫;:i昔柾-

信略嚇35非依一

見"f-l-岡持Zご、.蝣i.-r*無

暗畦抹29江-

かはらいへ(瓦家)

館嘘畦嚇亦葉204瓦房-

--'-:吐町′昌＼:'・<".JV's

字噴嚇亦葉牙153瓦房I

SMIじ
信暗嚇亦棄牙195瓦房-

かはら,むきや(瓦芳崖)

見蛤嚇弗吉牙217瓦房-

かひ(匙)

翻刈khai122匙-

かひ?(梶)

翻ヲ回kha・'i128横千一

館凱248箱子一

作I'.'iVri

字凱187箱子-

かひ(貝)

1一言哩蝣!:・;蝣>蝣
:i

494m渠阿礼-

かふ(早)

館全169耳目冒噴也"IL

l-*!蝣I.∵し7'蝣'

l;l、十肯:皇.-T.'><':′;r-1:ち
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IMJ代Jri*53r瑞r去u叫

仲11ト‖JI'JilV†m

字tr‖JfUli舶用ニ

コfSi‖信各181封用ゴ晴也那-

かふ(買)

館　,・';; *

倭

字　　n ¥Y)

信　　科的

見　　料的

音
響
冗
・
撃
冗
肯
買
買
買
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n
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r

e

 

t

o
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l
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.
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~

▲

がふ(合)

字　　胡164　瓶

信　　胡　259　瓶

かぶと(兜)

字　　嘘鴫吐

信　　喝嶋吐

見　　喰不寿

かぶる(被・帽)

4　　4　　15　　5　　71　　2　　2

立
　
　
　
立

X

 

I

　

鳥

辛
」

　

8

-

　

I

 

I

幸
川
　
W
7
-
^
i
¥
s
i

館　l寸立　210　㌦

倭

看不立　400　帽
「7　　7)

不力千　157　塵

かべ(壁)

館
SSI

那別　36　墳

1M JA
MM1㍍

牟別　35　増
("771

章別　35　構

かみ(紙)

翻　ヲ回kha・mi 121紙

館　　噴t1 234　紙　一

便　　噴也181紙　一

字　　堪批178　純　一

信　　精皮　271紙

見　　蛤比　287　紙

かみなり(需)

館　　刊毎那立

使　　Hi'r! !'

字　　卜汗i li

信　　ォ&K鞘一

見　　堪理　7

かめ(也)

雷
　
Z
 
r
　
雷
一

6

　

雷

　

雷

　

7

　

富

館　嘘也160　亀　-

169　珊瑚　一那今

170　亀仝　-

IS3　対U;晶　　iiliト

259　金亀　孔加尼-

261銀亀　南者-

417　釈瑠帯　一敗全乞各必

418　亀仝帯　一乞角必

480　亀仝　-

481脈瑠-　-那全

快　　-su I/.ご.'T'.. -

i<i .'k-M!　　昌/T

に/i-U i:i:;亀　-I

140　粥瑠　一那各

信　　mil i・.蝣:! ra
("7-7】

蝣tf　む　け蝣¥　ri日昌　　瑞ir

かめ(瓶)

信　　V-r'・蝣V, :二　　だ

見　　恰阿美　239　瓦趣　-

かや(蚊帳)

耕　　ヲ巨};kha* sja (cj卑) 117　掛帳

信　　晴着　449　帳子

見　　晴第　320　暁子

かゆL WO

字　　諜沙　378　症
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fn　　川l.f-1時

からし(辛了う

研　　ヲトトー*1 kha・ta・si　92　芥末

1i!・蝣'

からし(辛)

桶　ヲ国ヰkha蝣ni(ra)-・豆a l06　酔

信晴刺殺572線的-

からす(良)

館癌倒思175老醜`一

字f"SVサ3f-120駅

かろし(軽)

信暗羅殺541軽・二

かんぎし(痩)

信Ifcttこft',1:-::r.rlf.in

蝣J'Jm"苦ZJllJ:-亨.l・

ヽノヽJrLrヽ′
見磯花266女短脊国連-

:^r'<!蝣用?:;i"吉

m

き(木)

En:館那及108樹一

及111栢馬足那一

括133檀香別始旦一

KB〔
便皐急91樹'-

急tlltl'l."itfW

lマ7I
字?蝣急!M!'l

.て.'蝣.?】・I¥{!})'蝣蝣}?ォ.TtI-

v¥:-;or>'il清・Il-

.SSi
信那吉121樹-

」=

「コ !ZI　*!'! I"'.'rォi;

鶏128　本　--

,-ih l　上

・!・  !・蝣・!　一l'1. '小目

I,V,i

信　　.i・t.J　¥'l.I l"l　..jl

見　　　言:I;丁　.".'　**・!

・l　・*¥・'

見　　共　84　気　-

きいろ(黄色)

信　　瑞!i<　n;1:I I'!

ft

きく(聞)

信　　乞介　581聴得　-

582　不聴祥　一藍

きさき(妃)

館　　札側　278　王妃　一

便　　札倒197　王妃`-
ヽノ'ヽ_′ヽノV

字　　倭男札剰194　王妃　-

信　　倭男礼嚇　283　王妃

きざはし(階)

信　　乞斉宅告194　塘　⊥叉噴ofifl条宙

見　　奇栽　216　堵`L-

きし(棋子)

館　　乞是　256　貴子　一

便　　乞是193　轟子　-

させる(煙管)

信　　啓力　234　個筒　一

見　　畜失礼　251個筒　-

きた(北)

館　　乞大　59　北　⊥

564　北　一

便　　乞大　57　北　一

字　　乞大　57　北　一

信　　屋金尼失　54　北

見　I:∴　Mこ!'蝣

きぬ(捕)
f"7"7

館　　及郡　404　員領

使　　急那　291員韻

圭子　∴・-・'i　}・'!

J∴　　車　iv;　日-
ヽノ~ヽノヽL′〉
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甲L　''j-ViJ .''・'"i fiミ・!
ヽノ1JW

きぬ(衣)

研　71キki・ru (71u) 133　衣服

結　　里!> IT, iつil主

仲　.''.''115 :).):t　子亜　-

寺　,!".)!l; :ト
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軽伝

:て!>!>　上りi呈

肝. u　　仕i'-'i':

豪　432　衣裳　一

琴　449　汁杉　阿米一

m　450　冬短衣　木綿-

451夏短衣　百索-

・./'蝣u　-i:u　=R VirJ'一滴吉V.

MI I湖吉　蝣!:',I　用i　　・''.'.'・'.'<:

見　　間　輔!">*　言

巾　・'x　　き'・・毒

きのふ(畔の

靭　ヲ国手khi・ri (ni) I,u　557　昨

日　-

館　　∴H :・'・　hi　　‥

!>/　Hi

389　昨日m暢　一非近的

仲　:-;u ::2　時I]

字　　乞奴　22　昨日　-

きも(肝) (心)

翻　71且ki・mo

-f i;'.¥

信　　一, ㌔ I!・サ'i

見　　気本
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血
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きやく(午)

信　　晴姑　319　客人

見　　悟谷167　客大

きやん(喜屋武)く地名)

-i　　¥:丁;…　　∴蝣・蝣.J上

きよくろく(曲録)

館　　喬古鮎　251交椅

きよら(宿)

見　　∵:t{.: iLM ':・:蝣

/.・　・'<V- '

館　　乞立

付　　′′|J ;
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.
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きりん(鮮鱗)

SEぢ館乞憐163麟麟-

<:.'・!1'<1:郎をも・

字離薙135麒麟-

信其都176顧麟-

きる(切)

信里i.:Tj:{出i,二汁';'.蝣--

・侵:りx(蝣-fl言、:・

きん(金)

ミヲ!!"<).・!圭子ト樟l".'蝣

きんさかづき(金盃)

甲.輔"K-ir-::
iSj・蝣:;:二王汁
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く(九)
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127　二十九　凧暮一止

・こ(T;¥

翻 7<瑚kit・cjoi ll　花的今年正月初

1_11柑」一帖洩'・・I '1 I-Ji ′主・^-".""'ォそ小国

・.>!si|) ・.L。・　tH　侶榊wこ蝣Ji..lVi

♀己捜そヱ4-

かi!1 I:ぐ・'Ml'　ミ　桐畑il.rlJl'.'/J

・;-?巨一十1 ..  1

子ku 19　滴酒来　ヰ=1図7回-

相　　川¥{ :<r.r.　占、!:　-

r.77 Jij-'l-　　・柁

!wR MJこ　　・Sl-fi

579　by';

595　明日超身　阿者達多密的「

全　368　章来　莫只一

便　　掲知　250　起来　一

卜　・>fil　乎・¥:出し

字　　掲知　247　起乗　一

同:・ヱ;>/亨、1 '.ォ;l'vfriV;

Tti u1 10 i二L主税Iftl"Hmil'.!

掲之　388　起乗　-

・Vf　-1!):i ?-i:　門

くぐわつ(九月)

館　　姑畦的

仲　　行tりfl'J

字　　谷畦的

信　'・・v'--j r- <蝣

見　　空舌u二

月
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九
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くさ(草)

館　　仙川　Hri v

203　草房　一亦葉

使　　谷撒　98　草　一

字　　谷撒　98　章　一

信　　谷殺129　草　-

くさい- (革家)

館　　姑撒亦葉　203　革房　-

くさし(良)

信　　一買: !>*'べ:1 i一l_

見　　せ盲目汀‡ :{;-::; i.i.

くし(怖)

信　　砂'"・J. '. :.-:蝣?(-,十位
ヽノヽノヽノ1hW

見　　撒八宕　244　統　一
ヽノヽノ＼′もハイ、′

ぐじふ(九十)

信　苦祖　531九十「

くじやく(孔雀)

館　　公少164　孔雀　一

便　　公少136　孔雀　一

字　　枯雀姑136　孔雀　-

11i f吉rl-'V.　　孔正・

くち(∩)

翻　　ヱヌ　khui・ci 147　ロ　ー

館　,1-1、 ISf'町!'l　亡-./.ij:;

11!".<　町Il''!::工.'.I黒　と二

必

:;):.

使　　谷只

谷之

字　　谷只

后11-.

信　　谷之
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可之

見　　窟止
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口
　
鶴
　
口
　
鶴
　
口
　
戸

N

 

T

r

 

c

i

 

c

o

 

o

o

　

'

?

　

　

t

D

 

c

o

O
O
 
v
1
　
　
8

-

*

　

　

r

-

<

　

　

O

O

 

r

-

I

 

C

O

　

　

蝣

-

I

　

　

・

>

#

　

　

i

-

I

301　口

*

-

m

'

　

　

　

　

　

　

　

'

"

*

・

*

立
　
　
　
立

琶
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琶
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頂

損　耗立奴-

窟歯　211戸　花束利一

くち(言語)

館　　姑ま4　376　言語　一

便　　谷H　269　言語　-

くつ(靴)

舘　　姑足　397　靴　-
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使　　行足　284　靴　-

くに(回)

1fn　:1A¥　;s" ;蝣I!.

くにち(九E日

信　　苦苦泥子105　十九　坐-

115　二十九　備侶-

見　?・:・蝣.<出-. 11v　「蝣% ".蝣

127　二十九　賦暮-

くにわう(国王)

(言　　・Wcv　　　廿l

くび(首)

す　　‥　　Jl'iS

信　J…圧　・t汁　　　.1'.

亨圧・ I.-'.". !ミ!!..'!

くぷ(貝) ?

信　'.''蝣!J　　　*-';1 i.

くま(熊)

柑　　nii- ir、 I-:

r;:<　　仁　一.=.'廿

使　　谷馬117　熊　一

T m-.'L- I!T ui:

信　　蝣・!(: I'".

くまがは(熊皮)

棺　　ft.V"/'i.!l卜iI.''I　<!‖1.:

くめむら(久米柑) (地名)

Q　　言・."K¥　川'・、い

くも(雲)

組　　・:'. J、　　ト

・ドl L・主';il !∵∴I,'活.

兄

使　　姑木　5

pF、  '">!.1 :-、

fjS

・・!　ざ:':J二.J

:,蝣', i'・'i
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pffi

・"蝣!?

I' I

-蝣i-i

LI. <

・M

J　、`

ふむ　　・I* '.'こ　.t

tti　　吊二両

32　天除了
・mo・tjOi tE1-

ロ▼

17　天陰　旬尼奴-

I.・　　蝣'.'　　　-

仲　　仕畑') 'S.　了

・'(・"; 〕ご

字　　姑木履17　天陰　旬泥奴-

66　陰　-

信　　始末的　20　天陰　町奴-

65　陰　一

札　　主「仕I H i・蝣・;;..

.'蝣i　77　¥¥';　-

ヽJV

くもんめ(九匁)

柑　　;l'l >!・

侍　　甘i'V Ii,.

手　!il. :"iつ.i.

信　　fi'i'u Nl-

L
r
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、
L
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I
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r
/
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3
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3
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・
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5

銭
　
銭
　
銭
　
銭

九
　
玖
　
九
　
九

くら(紘)

轄　I.つ汚:y;il ('・'.''- I.T,畑

くる(幕)

棺　　姑','l:J

使　　姑里的

字　　姑里的

約
　
約
　
的

晩
　
晩
　
晩

〔
5
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.
-
i
 
r
t

7

　

　

7

　

　

7

くるま(車)

翻　千早叶ku・ru・ma 137　草子

くろ(ffi)

棺　"..1;　　、  :H-: '

使　　谷榛　332　鉄　一噴尼

字　　t:㌫'? ".'::・　Ki　　吋・;.

信　　枯羅　481黒豆　-m馬

樟一f　　　　てi　.'.'*, ',読

困　　右左短Bl壁　EB^e」^^^^^Bq9ui

・:'・;/v :.-‥　<l'i、　tf"I'

くろがね(鉄)

lVr."　　ト、吉'-. I'"." ?'

'S　　　　　∴ '蝣..'." i;
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宇　　和i'w li!

信　　科株晴賦

見　　箱礁晴泥

鉄
　
鉄
　
鉄

リ
ム
　
　
n
Z
>
　
　
L
O

3

　

　

0

　

　

6

3

　

　

5

　

　

3

くろき(黒木)

f8　'^'ii.-rj l.xn I:汁

くろし(窯)

朝　子子中ku・ru・sa 156　黒

見　　持　　:w> 'n

くろまめ(黒豆)

信　　枯羅馬馬　481黒豆　-

ft ln?;.サ;-Il*!　1 .1臣/

くわ(花)

信　　花146　桂　鶏一

汀　MR　・;?'・] †、 I

くわいい(快意)

字　　括其　388

信　　括其　596

くわうてい(皇帝)

館　　倭的　277

301

鳥的　300

噴得　302

349

嘘.的　357

使　　倭的196

214

噴得　215

245

251

C
O

0
-
.
　
　
-
　
　
　
-
c

1

　

　

2

　

　

2

的
　
都
　
得

倭
　
倭
　
嘘

字

248

信　　倭的　281

1鋸等　339

i'-il'i

蝣I'!活

皇帝一毎

iT証蝣;・vip;こ心号':i>;

し川J'i'-w>二IVihi一

肘j;!:t小rV

柚II%

進貢一那

皇帝-I'j

大明帝王大苗一毎

>;>:]i用1ll.肘J∴一号・

初貢一耶

進貢-m>

皇帝I.']

大明w主人苗一毎

伸.汁:M.-.町井

;1日蝣i・!'.

皇言I'..'

靭主蝣If封If
r.耶使者

I-."I':' 1-." 、畑・ -;i"

くわうていまへ(皇蒋苗)

館　　倭的毎　277　皇帝　-

301苗歳皇帝　麻柔一

烏rr抽f. 300　大明皇帝　大苗一

便　　倭的毎196　皇帝　-

214　大明帝王　大苗一

幸　　け¥¥':.hi- !:蝣1 '・','iV

';'一蝣:控f;I '∴P、 L、t't‖l;斗　き二!l:-

信　　倭rr抽*　281皇帝　-

くわうばん(黄馨)

蝣'.・!蝣　=　∴Kl

ぐわつ(月)

翻　叫ネkoa・ca　9　正月　土-ァー-

11正月　丞%-

61来月　tll甘-

叫そkoi (koa)　ca　63　拝年

・.-・　' 'I'

棺　!・j.'l ・'蝣Il i日,i　壇.

90　　-ft vw?

91, 103　三月　撒-

92　四月　升-

93　五月　悪一

・it　　て']　*/i,!i-

95　七月　是止-

96　八月　法只-

97　九月　姑-

98. 104　十月　柔-

使　　畦的　76 IE月　焼-

77　二月　寧-

78　三月　撒-

79　　月　升-

・・'I '.'　じ-

.∴　　-.:I　蝣(

82　七月　式l廿-



48

83　八月　法只-

84　九月.谷-

t-ォ,サ　「Jl l1

号　　時的　7<こii-:ji h1

77　二月　寧-

78　三月　撒-

7g　川蝣)}　fj　-

80　五月　悪-

81六月　禄谷-

82　七月　式的-

83　八月　法只一

別　'Ul　言

H:-、 「'I r

信　店子　75　正月　夏-

/(l　　月l拭

77　三月

7f<　」13　工

79　五月

80　六月

_王i二-
Ll

⊥
ノヽ-

Rl L:ii　「一二

82　八月　情之-

H'ミ　蝣'uj

84　十月

ゲc I
:i .

M"

LV

85　十一月　路一之-

fifi　「1.日　間II'1,

見　紬上　87　正月　巧倭「

88　二月　膳-

89　三月　三-

90　四月　集-

9]五月　共-

92　六月　六骨-

93　七月　失止-

94　八月　防知-

95　九月　空-

!'ii Mi ij..

;l'. :　　　　　十.

98　十二月　暮風二

くわん(賞)

信　11　　　-「 I

くわんLや(官舎)

館　　官舎　311三使臣　-

団

け(毛)

館　　乞　386　再叩頭　馬連嘘藍子一

便　共　277　榊目頭　麻達噴藍子一馬

字　.・''. :::蝣!!一　作　ご鍋㍉自

241叩頭　臆藍自一

汁　　!蝣"=I-.:*-バ　叫江紙?, r

:tニ・11　　l・i i -il;

信　1L　二ミTl; i早障!<!.:Ul''-V.'i-

V　汀.)立1i¥{ ,;-¥i¥¥自

381叩頭　噌藍自-

けいとう(鶏頭)

信　　>'.'.'・''蝣[・[′' ff:..:: -I

けにん(下人)

見　　子人163　徒弟　波一律

けふ(今日)

翻　　且且khjo '0　56　今日　-

館　　交15　今E]一睡

85　今日　一吐

390　今日　一吐

M

こ(殻?)

紺　　損1ご】 ;,'蝣'.ネ　fiVニ

182　大海蝶　密洋一

こ(千)

館　　吐　281王子　故郷鳥-

308　千　鳥一

作　l:i li'll　十予　*'I∵・1

219　子　IT.-蝣i
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字　　枯吐　212　子　一

信　Ili '!:蝣::-'.持　-t !、.十J・l宜j

,".'.- :>蝣i　主上　はi.'V.ヱ1-∴P、

括　299　子　-

300　女児　会商姑-

見　　甘lち:' !'蝣

143　女児　烏那姑-

0

%
r清

㈲
字

こ

n

U

 

C

O

3

　

　

4姑信

り
=

ヽ

.
~
　
　
ー

′こ

信

ご(五)

館

使

E
諾
1

諾
其
諾

由
1
-l
由

粉
麺
粉

6
7
8

鰭155　純駅　一牙

餓152　舘駅　-牙

,4'i　こ128 」.;r一　　品:し

蝣・:>; :111:て　言Hffi JflJLl

悪　93　五月　一畦的

悪　x'l I:>¥　　時!V:

,", 37ニ・: Hi仕　　買ili

字　　悪　80　五月　一味的

五　361五銭　一買毎

1　II I in.　i'ij蝣

r.r<!1 /: t　-Iii.'!.

古101十五　坐一泥子

:-':　'i.- 1　　日

姑111二十五　月武狙一泥子

見　　共　91五月　一舌山上

古113　十五　専一泥止

1"言　　Ji:　¥-¥."t:言品.

二lHi

信

見

ご(御)?

古　240　囲棋
771

右　280　囲根

占　257　囲棋

見　　波163　徒弟　一千人律

こがたな(小刀)

信　　糸古　210　7J鞘　-一札邪

見　　糸古　230　刀輔　一徹耶
ヽ_へ′ヽ_～

こがたないれ(小刀人)

信　:v,':- !.i:!二:"ill　十i:J
ヽノヽJW

こがね(霞?)

HV,　日長皇1・サ

使　　嶋嘘尼15

字　　噛噴尼15

信　　噌晴泥_ 16

MS

I了_え・-

Qsefi

Mil

SaeC

p.;

'3T-

I'i

見　　蝪n泥16　霞　-

こがね(黄金,金)

館　孔加尼,259　金亀　一嘘也

262　金鶴　一思禄

!'・>!　十I)　　二):'ニ

268　金鍾　一麻加立

272　金粉盆　一法今

421純金雲甜　一姑木清

見

424　金苗　一乞角必

4写5　純金探段　-ft一耶恕

rH
3ォG

462　金　-

: ・ミ　　∴　　・;・・

使　　孔加尼195　金銀　一麻加m

329　金　一

字　　孔加尼192　金鍾　一麻加里

329　金　一

信　　孔加泥　279　金杯　一麻佳ill

巨蝣r !上　　　　圭

見　　枯晴泥　361金　一

こかねばこ(金箱)

ft　　工.仙il i-; ' ;I : '",*・,

こがねまかり(金碗)
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使　鮒加尼麻加里195　金錘

字　孔加尼麻加里192　金鍾

信　孔加泥月酎圭里　279　金杯

こぐ(漕)

見　　ロJL一巳　63　行船

ごぐわつ(五月)

館　.'IE畦的

使　　Wll川IJ

宇　　悪日kfi'J

信　　吾括子

見　　共利子

月
　
月
　
月
　
月
　
月

五
　
五
　
五
　
五
　
五

C
O

O
>
　
　
0
0
　
　
0
0

ここ(此所)

翻　ヱ叶ko・ma lO　這裏「

ここのか(九日)

信　IItl lIII ,.''一　打>l ..'.二措、と

見　　酷古慮暗107　初九　之搭之-

ここのつ(九)

館　　姑姑奴子　515　九　-

525　十九　吐-

535　二十九　連子畦一

便　　姑姑牧子　356　玖　-

bMif- :<r,r, tin　吐

字　　酷骨棟子　355　九　一

信　　科過疎子　521九　-

こころ(心)

朝　71且ki・mo　29　心　二
ヽノヽノW

30　心　一

緒　トド　・ir,7　心

使　　各各羅　324　心　一

字　　起模　323　心　-
F-L▼

信　　気腰　422　心　-
tJ一・こヽご1′ヽ′

見　　気木　307　心　T
.,JTr_J/_A

・...・* it勘f)

信　　荷作:・蝣・*　<;:高

見　IIf一作　ZW f'lli

こし(腰)

館　　十朱

使　!!・-'こ

字　　曲P

信　　曲P

こm:>　肘7　　>h¥.li

250　交床　仝

351平身　一島根必約

246　平身　-吾奴必約

...1只　軸1'J　蝣恥H'-i

378　柁J)"J　-Jft半的

こし(輿)

信　爽介子　211師子　riEiWBQWO

こしかけ(腰掛)

館　　全失加及　249　板程　「

250　交床　仝

こしき(玩)

見　　烏尖吉　261木盤　-

ごじふ(五十)

信　　古姐　527　五十　一

こせう(胡扱)

朝　　五青kho蝣sju　94　胡敏　一

館　　納税127 i鞘>

w　糊HH　一

便　　谷焼108　棚板　一

字　　描./* 1岬　副¥¥i

信　　甘:> IT):!間削　-

こぞ(去年)

翻　千三ku・co　9　旧年　「

こだらひ(小盟)

信　克塔里-202　浴桶「

こつ(管) ?

字　　胡t　345　犀角　-

こと(言)

字　脚都　256　勅書　倭眉「司墨

信　脚郡　397　勅書　倭眉一司墨

ごどう(梧桐)

信　　谷多145　梧桐　-

ことし(今年)
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欄　干キ・*!ku・tu蝣si ll　今年　一

館　全多尖　83.今年　-

102　今年　-

103　今年　一

介多少　380　今年　-

ことば(言葉)

見　　枯毒八198　言語　-

ごにち(五日)

信　古泥子101十五　坐一

姑泥子111二十五　蹴阻一

見　古泥止113　十五'暮-

123　二十五　泥専一

こねる(揺)

館　介也禄　38　泥　-

使　　也槌　37　>M　-

字　句禄　37　泥　-

この(此)

頼　立上ko・no　29　這筒人　一可去~

:ォ> ;m*＼　_-1エ

ヱ呈ko・ro (no) 60　這月　-そ71

こはく(琉泊)

字　　蛸1ミ　3M JWyi'i
ヽ′lJヽノヽノ.

見　　純化　　370 JJSJfl

こひげ(小髭)

字　胡品其　328　書亮子　-

こふ(請)

字　1　2Hl　糾判　¥'l*''.,S

信　　輔　　JTM in上-lirt

こぶし(拳)

信　蹄子供　345　筆頭打　-
ヽ　　ヽ′一一ヽノヽ′

見　　蹄川L: 18(1牛v(i
ーヽヽ一一ヽ一ヽ′

こはり(永) (電)

館　　科立11電　-

23　風電　噴集一

姑亦立　32　永　-

使　　F「立　n ;'・　-

:≡:i .*.V.;噴f/f
ンEfi〔

谷亦里　31　水　一

字　　科立11電　-

Z:'. w&.鳩洋一1

谷亦里　31氷　一

信　　子"r.i/: 17　電

古'/・;l!;. 31　*こ

見　　　・i:tり:t:ミJ'こ

こみち(小遺)

潮　干可ヌku*mi・ci　69　小路　-

こめ(莱)

翻　五"flkho mjOi　80　大米飯・

・∴て--.'"-'!

ヱB]ko・muii　83　時米　-^1哲7回

館　　姑米107　米-

使　　谷米　90　米一

字　　谷米　90　栄一

信　　可木　469　米一

見　　苗(: ～.1'' ◆':

ごもんめ(五匁)

館鳥買毎

使ti-v:
iiI沌一

字Mll毎

1　　24　　75　　3

て
~
J

65
」

信　　吾買毎　559

銭
　
銭
　
銭

五
　
伍
　
五

銭五

こや(小屋) ?

倖　軒r・ 】;.:">　出;i

字　(:蝣':'手l主' f'i駅1-

こゆ(肥)

信　　滑的　375　肥　一

見　　快的　202　肥　-

これ(此)

潮　　干雪ku・ruii　28　這箇叫甚麿子
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-ot子音7T

ころす(殺)

見　　姑魯止183　殺

こんにや<・(iTO

信　坤乳姑　486　芋嚢

m

さ(紗)

館　　撒

僚　　機

宇　　¥JA

信　　撤

見　　ft

さ　く終助)

館

倭

辛

信

見

紗
　
紗
　
紗
　
紗
　
紗

C
O
 
C
T
>

CT>
3

　

ワ

山

　

2

　

4

　

3

0
0
　
　
C
r
>
　
　
C
O

5

　

　

3

　

　

3

放

　

散

　

鼓

H

 

H

H

H

一

っ

U

 

t

o

 

r

o
9　　85　　3

放

　

散

一

　

　

H

H

H

ざ(座) ?

見　　域　234

さい(莱)

不
　
不
　
不
　
不
　
不
　
　
床

-
;
」
-
.
」
　
宮
　
詣
　
・
!
a
」

揚
　
揚
`
掲
　
揚
　
揚

敢
　
敢
　
敢
　
敢
　
敢

u
.
　
*

秤

翻　土両so・nai　99　菜茄
ヽ′ヽ_帆

館　　菜117　英　一

433　菜　一

便　　某100　某　-

308

字　　ft ion　$

304　薬　一

信　　紹17-1

見　　亜色　347　菜　-
ヽノ~l…

さいふ(才府)

相　　川　3U!　蝣Vcl!蝣

ぎう(象)

翻　ヰca(ca・'u) 167　象

館　槽135　血均　一奴結

1¥r, %し　-

1・';・1午IJ'一　　-Yi-

fii廿　　T--

1!tf I':;享　　　Y-ih

使　　槽118　象　一

査査140　象牙　-華
ヽJ-ヽ′1.ノ~ヽ′

字　　噴118　象　一

晒肯]Sさ-, *<:':'-　蝣　往

信　　噴　162　象　一

恥一汁iJSii rf当　1.1

ぎうげ(象牙)

宇　　和昔日、 J:>''>　∵r・

信　　噴玲其180　象牙　-

さうめん(索簸)

信　t侶　・i7f>　^埠

見　索関　348　素麺　-

ざうり(草履)

陀　　三折:'.'.I'.I VI.
ヽノヽ_′ヽ′ヽ′

使　　三択　386　牲　-
ビ岨・Mサj

字　?木低　282　革圭　一
ヽノへルヽ_′

EE^^^^^^^EZu頚　引網
)、「"v -.- )

見　　殺色　326　鞍　-
ヽノヽ-へへへノヽノ

さかぐるひ(酒狂)

覇　47け引sa・ka・ku・rui　20　撤

・酒風　-

さかづき(蕊)

鮒　Iff噴'"・・';'・　∴,ご　*['*・'**車

使　　撒鳴子急191酒鍾　一

字　　撒鳴子急190　酒錘　一

見　　殺略子吉　268　酒杯　一

撒略子吉　294　金杯　軽-

さかな(肴)

翻　斗7回sa・ka・na 16　下飯　-

82　rm　-
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ざくろ(石招)

信†11ill111tiW.

さけ(酒)

樹ヰ当sa・kuli17酒-

ISill-

19酒一

二3fi‥

70酒-

71lr佃十`.-.I-

72品¥'¥且;十一

V-1(t"iU可L'1

75酒無了一旬

76酒酔了-ol♀可

館撤及427滴-

138iri触翁川)[・

・nr>m轍叫:m帥Ml号二

立

使胤て:'.:5<>::柄

:iio剛I(二鉦fliw

字撤其301酒-

310ffi純J.I-J恥V:

信殺j1464酒一

見脚I-一二}Xi'i消-K-、if-.

羊mxu純一

さけぴん(酒瓶)

見椅ft.'f-if一灯i?i壷

さつまいも(薩摩芋)

信番子母483番薯一

見ffrT母:*r<&->fr*-

さと(盟)

見†汀u-fidIII

さふらふ(候)

能呼称tm¥;y一十的

使岐亦224興吾達里-

信　　小利　351上人吃　三衣米-

きみせん(三味線)

見　　三審　279　絃　-

さむらひ(侍)

信　　三波堤　318　公子　-

さや(鞘)

見　　撒耶　230　刀鞘　糸古-

さら(皿)

潮　　音1可sui * run
lレ一一}ヽ・ヽ′

さる(秩)

館　　撤禄159

172

使　　撤禄131

字　　撒禄131

信　　殺陸172

さるかは(桧皮)

是ほ
蘭

n

U

ハ砂621

畦噛

一

l

　

!

　

:

皮

喉
　
境
　
梶
　
根
　
稚

館　　撒禄唾畦172 皮猿

さん(≡)

館　　撒　91三月　-唾的

103　三月　一睡的

ざ・!i:1g　二v<　11in一

便　　m　　　蝣.))　時的

杉,T/0　^　　h日日

字　　撒　78　三月　一畦的

l!l ttO　二il V柚.

信　　三　77　三月　一括子

199　十三　之-泥子

109　二十三　蹴阻一泥子

116　三十　一組泥千

路　525　三十　一亀

山　557　三銭　丁買毎

見　　　　r¥{-　:.月　　j.i;i上

111十三　着一泥止

121二十三　泥専一泥止

128　三十　-蒔泥止
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さん(山)

輔　　車.1∴・an'　>>(> liJii

f-V　叶　　　′一斗

さんぐわつ(三月)

館　撒畦的　91, 103　三月　一

博　　柑叶的.;-; ∴日

脚　r'i'j　7.x　:II

IF,　　つ　　( I　　り

見　　三割止　89　三月　-

さんじふ(三十)

信　三祖116　三十　-rJS子

^fll　:!・'"ォ　ー;「　一

見　　三着128　三十　-泥止

さんじふにち(三十日)

信　　三根泥子116　三十　一

見　　二**?.'.!i上　r'.s　三・I

さんせう(山取)

翻　せJ41且san*si・,0　95　川轍　-

さんにち(三日)

信　三泥子　99　十三　之-

10!)　「 1.時?!l

見　三泥子111十三　蒔-

121二十三　泥専一

;・-/ I=一i'l　　・L>

館　杉買毎　539　三銭　-

仲　　子Vi'ihi :<7(1 :当I:.

宇　　山買毎　359　三践　-

信　　山買毎　557　三銭　一

喝

I ll"ll

館　　升　92

深　540

使　　升　79

探　37】

甘　　<¥　蝣,!'

ド川　　叶IV-;

四錆　-rH瑳

ド川　i申.'l

月V,　1. -叛

閏月　一畦的

I-.サー?I

匹　164　瓶　一胡平

年:  iH待　　VV)>蝣

信　　式　78　四月　一括子

四　259　瓶　一胡平

細　526　四十　一視

見　　失　90　四月　一利止

し(価) ?

柑　　・I-

失

失

信　　夫

¥ I';"'1

8　　8

8
　
　
n
U

2

　

　

2

i
r
.
　
-
.
」
>

0

　

　

つ

J

2

　

　

3

見　　目　284

包
包
褒
褒

農
地
.
.
=
'
:
:
.
:
I
'
=
-
+
'
.
i

F
t
一
l

・
I
.
'
'
.
'
'
'

師
師
師
師
字

しう(州)

見　　取　59　州　-

しうと(皐)

館　　使多　279　王旧　敢那一

信　　色多　335　文人　-

しか(鹿)

翻　オ♀kha 'u　86　鹿肉　一キス同

館　　加日140　鹿　一

便　　加目112　鹿　-

7-　/JiilJ II.'! M

信　　阿喋失失156　鹿　-

しきがはら(敷瓦)

見　　卜!・・'蝣?*{　-11碑・一一

しきもの(敷物) ?

fit?　　　　帯::...s　浦…1-:

是及莫奴　576　什物　-

しく(敷)

館　　是及　258　鋪孟　-n那

576　什物　一莫奴

見　　十□　41碍　一晴朗

識語　207　甘　1

11'!.・" "'・　早1,ll
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しぐわつ,(四月)

館　　升畦的

仲　1F.lり.if-}

字　　升畦的

信　〕ur, i一

見　　失,r.!白L

2

　

　

9

　

　

∩

コ

9

　

　

7

　

　

7

8　　0

7

　

　

n

J

月

　

月

　

月

　

月

　

月

間
　
四
　
四
四
　
四
　
g
I

LL (獅子)

輔　　ス1 si・si 168　獅　-

'k% 142　荒　-
7-7

c n二ir>r,獅子

仲　　T:% !!蝣l　獅

137　mi-　一

字　　失失114　獅　一

信　　施失158　獅　-

LL (肉)

碗　　メlメ1si・si　84　肉　-

86　康　弁・♀キー

87　猪肉　且斗-

88　兎肉　♀^7]一

柑　　失笑　428 1!i

442

444

使　　失失　303

314

字　　失笑　308

313

信　　失失　473

見　　失失　346

しじふ(四十)

信　　細視　526

LLや(使者)

館　　使者　302

313

使　　使者　215

字　　使者　218

V¥!i白,-1昌:言・..

岬柑出　ft-.!"

肉　一

矧匂JL昔Jり

肉　一

叶竹　・`/i.-.'0'Yl

肉　一

肉　-

四十

削l一汗l中　嶋i:;1吊

球球使臣　倭及那一

叫吊L晶r　吋凸:¥,

朝II拙.頓'蝣;:',:

信使者339期買使臣噌得耶-

LLやう(師匠)

見食萄162師父一亦云夫子

LLよく(紙燭)

信式執W.239蝋策239-

ししん(使臣)

館使臣285使者一

便侶;'"I、・'蝣・'・;・.者一

字使臣200使者一

信'ItI::・Lこ.く.'1.!.サ
.'Ill
した(下)

翻JAlヰsi・cja67両底斗土一

信昔着50下一

借着551下-

した(舌)

翻メ1ヰsi・cja150舌頭一

信夫着415舌-

.ElJ圭il一.'',1'iI.'i

Lち(七)

館是止95七月一畦的

543七銭一買毎

的
　
止
　
的
　
正
　
之

式
　
式
　
式
　
式
　
失

使

　

　

字

　

　

信

七
　
汁
　
之
　
1

-

・

・

い

蝣

s

-

.

.

-

蝣

・

-

;

・見

4

2　　7　　2

o

o

 

r

e

 

n

C
3

6　　1

c
r
>
　
　
o
c

七月　一畦的

*n　-冒;:)

I::;　帖i'j

七銭　一買毎

七月　-括子

113　二十七　蹴狙一泥子
3　　90　　21　　5

1
-
A

6

　

　

3

¥
r
,
　
c
~
.

十七　坐一泥子

七十　-jR

七銭　一買毎

し:'i I吊!!'

∴∴　"" I-1・I",!、圭　;'

十之115　十七　藤一泥正

しちぐわつ(七月)

fir;　!I.!紺こ・5　㌦:i　-



56

使　　式的畦的

字　　式的畦的

信　　央之店子

-fcj k flM

2　　2

8
　
　
C
O

1　　3

8

　

　

∩

コ

月
　
月
　
月
　
月

七
　
七
　
七
　
七

しちじjl(七十)

信錫汁机529七十-

しちにち(七El)

信十七泥子103十七坐一

失之泥千113二十七賦狙一

見十之泥止115十七暮-

'kii-ml二125二十七蹴藤一

しちもんめ(七匁)

I 館是l上1-1fy:543七銭一

任.LLlH柚.ミ'/蝣I・出r.

・?'Ail.tHり::-;fi:ILiL

信式之買毎561七銭-

しぬ(死)

信'[これ:>,ci‖w.

IfJ^^^^^Sqts]日義埠酎-

しはす(十二月)

館失畦思100十二月一

価恒I.Ill
蝣・Li-X7「蝣Jl

字失畦思87十二月-

じふ-(十)

館柔98,104十月一畦的

就546--両一買毎

547十両必亜姑一毎

仲*":・w卜月畔的.

就377意画一買毎

378捨両梓牙谷一毎

f二S:lHl叶的

就366---画一甜!}-
蝣
信悶84,85,86十一一一一一

之97,98,99,100十一一-

r C
O

ォl
l

サ
叫

0日
H
U

101

104, 105　十

狙109,110,HI,112,113,114,

115,116,524,525,526,527,

528,529,530,531十一一

^fill!HVV',、[

見暮95,96,97,98,109,110,111,

112,113,114,115,116,117,

121,122,123,124,125,126,

127,128十一一一

肉120二十二泥一泥泥jL

じふいち(十一)

信r.i∵二.'蝣'.rl「-}]・-.1".

∴-f-f'"."i一蝣;㍉1:'一

旦i!-.'riこI!.旧.

!・',蝣:・?:'蝣,Y_U:;i「・一寸Il.1

じふいちぐわつ(十一月)

信m・,i:ur-85「・;!

見;"・山上li蝣ilk!',-「・Jj

じふいちにち(十一日)

信之一子泥子97十一-

見暮亦之泥止109十一一

じふくにち(十九日)

信坐苦苦泥子105十九一

見蒔酷泥止117十九-

じふぐわつ(十月)

館柔畦的98十月-

104十月一

便柔畦的85十月-

す蝣f一
-?:l>¥-ft,こr,十・[3

信蹄括子84十月-

a!上p'l:

じふごにち(十五日)

信*>/.i:l'・日.'I.

見吉IV.I上iK!!/i
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じふきんにち(十三日)

信　　之三泥千　99　十三　一

見　I　-II II　「 I

じふしちにち(+七日)

信　　坐十七泥子103　十七　一

見　　暮十之泥止115　十七　一

じふに(十二)

信　　悶賦　86　十二月　一括子

之泥　98　十二　一泥子

見　　暮賦　98　十二月　一利止

110　十二　-泥止

じふにぐわつ(十二月)

信　　鍔賦括子　86　十二月　一

見　　暮蹴刑Jt　98　十二月　-

じふににち(十二日)

信　　之泥泥子　98　十二　一

見　　蒔拭泥止110　十ニ　ー

じふはちにち(十八日)

信　　坐耳害之泥子104　十八　一

見　　蒔滑之泥止116　十八　一

じふよか(十四日)

見　J if"*　　　　il

じふよにち(十四日)

信　=之哨泥子100　十四　一

じjlろくにち(十六日)

信　　坐六古泥子102　十六　一

見　　暮色古泥1l二114　十六　一

じふもんめ(十匁)

相　　中uihi一　蝣If)　i

汁hi　　　　巨　　Ill '蝣蝣'

使　　就買毎　377　藷画　一

叶/!!蝣1VォIn両!'r持j言

字　　就買毎　366　--両　-

信　　町.吊り!.・'　i"'l

Lは(揺)

翻　　口国且ma・si・'0　90　塩　一

信　　麻蝦　470　塩　一

見　　麻叔　343　塩　-

Lはからし(塩辛)

翻　メ回7Tヰヰsi・pa・ka・na (ra)

sa 105　和　一

'<n　　仕I'l.tf!*　∴　*w

見　　什□略圃殺　373　良成　一

しま(良) (本国)

翻　　メ1ヰsi蝣ma　　本国　-

Lも(霜)

棺′I"・'.蝣・

使失母

字朱母

信''II*'-'
11>'蝣!蝣

見矢木

4　　0　　0

1

　

　

　

　

1

　

　

　

　

.

-

L

リ

　

　

　

　

=

　

り

1

 

1

霜
　
霜
　
霜
　
霜
　
霜

Lも(下)

結　　集莫　55, 560

使　　世莫　53　下

千

字IlUi.'"V>>、一

信昔vi-"F

ヽJ-ノ`
見使木52下-

Lもつき(十一月)

館矢木多及99十一月

債矢木郡及86十一月

字矢木都及86十一月

Lもべ(僕)

信濃殺316僕-

ヽノ~ヽノ`ヽノヽ_′
Lもんめ(四匁)

舘<::Iつ:・i;
・i・rL;・;i-
1・,
使深買毎371津践一

字tl墳毎360HI.長一

信申買毎558四銭-

じゃう(鎖)

feV,阜I、

lォX*」*」35
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沙舎
ヽ_′ヽJ'、′ヽ..′

捜旦
信　　蝣Vi心

hlらkT^rsr,

沙四
ヽ.′ヽ′ヽ_′V

見　　除洗
ヽ.′ヽ′W

3　　08　　81　　　1

3　　3　　03　　3　　52　　2　　2

銀
　
紙
　
銀
　
鎖
　
鎖

一敗

-叉沙四内古

柴心叉一内古

Lやうが(生妾)

翻4-ァー7|-sja・'0g・ka96生善一

信焼介480生董那没一

見JIj晴35ごfflt

Lやうぎ(将棋)(象棋)

字L1.qR'*]蝣-

信神棋253象桝一

見充機269象棋-

Lやうぐわつ(正月)

耕ヰ%ヰそsja・oDkoa・call正

月一

五%ヰそsjo・'0g*koa・ca9,63

正月-

館焼畦的89正月一

便焼畦的76正月一

字焼畦的76正月一

信夏括子75正月一

見ぢ倭剖止87正月-

Lやうしよ(尚書)

柁-.;・!-2!)1l'1
II川'

Lやうもの(質物)?

字r酎司21V.1打It'鳥目問i;m

信掛受405給貿鳥一谷古里

Lやうゆ(醤油)

信沙由468醤油一

見"Jl¥¥:蝣Ul恥Il一一

Lやこ(碑確)

信阿札咽494時渠-

ヽノ'ヽ.′へ.′ヽ.′ヽノ、一.
Lやほう(紗帽)

館紗帽403秒帽

¥i^mv個

字　　官末
ヽ′ヽ.′W

信　　妾ft一m

じゆ(秦)

帽
　
帽
　
帽

紗
　
紗
　
紗

8
　
　
6
　
　
9

8
　
　
9
　
　
5

9

レ

　

　

2

　

　

4

館　柔・301, 550, 552　再(歳)～

麻一一

使　　柔　381菩(歳) -　麻-～

油!vs3　　血J　一一Jtt一一一・

字　　就　369　菩(歳)一　味一一

由　371高(歳) ～　麻一一

信　　就　567　蔑(歳) -　麻--

由　r>fi9　両・:漣) --・輔　一一

しゆす(橋子)

館　　恕思　391綴　-

407　彩段　法那「

413　段子　-

425　銭金彩段　孔加尼法那

使　　恕司　278　段

SSI

字　　受!il

Lよ(普)

舘　　書

少

仲　';.*

信　　什

見　　失

e

n

 

t

o

 

t

o

 

t

o

C

O

 

C

O

 

C

M

 

C

-

0
82

293　彩投　法皐那-

274　段l昌　一

一
姑
　
谷
　
子
　
子

卜
　
i
i
　
>
^
　
庶
　
I

l

 

i

書
　
青
　
書

尚
　
勅
　
勅
　
書
　
書

1

　

　

7

　

　

0

　

　

C

U

　

　

2

しよもつ(書物)

信　什虚子　266　書　一

見　　共末子　282　啓　一

しらぐ(捕)

観　1^7回si・rag・ka (ki) ・ti・ 83

R.t:T:　-.i.-i

しる(知)

呼　集達　378,584　暁的　一唖
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379, 593　不暁的　民耶一畦

'[三¥蝣　nan )¥¥氾

586　付答　-

587　回腸　一

失藍　594　不知遺　一子

使　　失速　270, 397　暁的・一畦

271不暁的　民約一畦

失知　398　知道　-

?サr>9　付訂

Ioo M)㍗

失監　406　不知遺　一子

字　　識達　266　暁得　-哩

識　　38ニI tlliu

失監　268　不暁得　一

失藍　390　不知道　一子

信　　乱モ?,9?,帆il;　畦

識之　588　知遇　一

失藍　399　不暁得　一

失藍　589　不知道　一子

見　　失之　204　暁得　-

・ib萌　2f)fi lサ蝿fI1-

しろ(城)

館　　遺　37, 185　城　-
ヽノヽ.′

姑速姑199　皇城　-
ヽ′ヽノ`ヽ-ノヽ.′、ノV

便　　通　36　城　一

谷僧谷154　皇城　-
＼′ゾヽ.′ヽ′ヽ′ヽ′

字　　A　3ii　蝿
ヽ～

窟栢孤151皇城　-
ヽノヽノヽノヽJ`ヽ′V

しろ(自)

館　　失禄　466　錫　1]u尼

使　　失禄　333　錫　-加尼.

字　　　　　xyA　叩　itfi'll.

信　　実六　252　酒盃　一加泥
{-7 .-I

{>　tl rサ"i fV-　　;暗

しろがね(描)

鮒　　　情:: ll-1

使　　失禄加尼

字　　石棟唾尼

信　　実六加泥
[u a.

右砧!?,蝣::.蝣蝣・.

しろし(自)

錫

錫6
　
　
3

6
　
　
3

4
　
　
3

盃

錫
　
酒
　
錫

3
　
　
2
　
　
1

3
　
　
5
　
　
0

S
サ
^
H
ォ
q
　
　
層
l
l
血

翻　Jlキヰsi・ru・sa　27　両白　そ叶

己
T　-

h:-.¥¥u T.-. I′l

見　　失魯殺　378　日　-

しんか(臣下)

lf-3　　王喝　と'.サ・!　こ!:蝣:

見　　声略136　臣子　-

しんし(真使?)

的　　申思　ごRT　正f'.!'

318　琉球正使　倭及那一

作　!iiv;j　　　　正伸

字　　申司　202　正使　一

信　　申司　290　正使　-

しんせき(親戚)

信　　噴街　317　親戚　一
ヽノヽノW

見　i・1離ii　　ミ　fUlil
ヽノ~ヽノW

しんちゆう(真録)

見　　井蝪　363　銭　一

団

す(栄)

翻　そsA 112　弓岱　ol_♀可キー

113　箭岱　-1->キー

す(醍)

翻　　そ♀SA　　　92　酷　-

す(為)

翻　　そ瑚sa・rjOi　79　倣飯　且叶可-

館　　是　322　拝　排一

失　388, 581　請来　子蓋-
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是立372作揖撤畦立一

便hk2<二:<W川

失237請来子差一

是礼265作揖撒畦利一

字失之221拝風上

:・"I
III卜V:f-Z:

十之261作揖利一

之389辛苦南及一

倍帆38二i仙"i"vfcOlii'r.

・|i)X講J-

す(助動)(使役)

靭そsA21不要緒他喫O国旦ロトー

p!

^蝣sjoi22小酎也喫O]図4千

旦.f一

字舎387説憧由活妹一

信舎593説議由活殊-

ず(助動)(打滑)

輔車ran16無甚麿好下飯車上1.

号-v*v当-キ且

鱈子594不知遺失藍一

子406不知遺失監-

使　　監　268

間:?sn

子　390

信　　監　399

藍　582

蘭　595

子　589

見　　藍　205

不暁得　失一

不見　迷一

不知遺　失藍一

川m :'こ

不聴得　乞介一

不見　迷-

イこl仕れ'..'・藍

†二的?'! y三-

すいくわ(西爪)

見　lnL川:*r.o i"i/i¥

すいし(酸) ?

翻　司-4sui・sja l03　酸

信　　間叫　¥)l ft?I"肯

見　　西殺　372　酸　-

すぎ(杉)

信　　忠鶏134　杉木　-

すくなし(少)

載　患丑上土'j〇i-kj〇i・na (ra) ・ku

::::小硝他聖　　二.1.ロト!.;

信　・t円¥ft U ,).-　;.、Il沌郁

i用i　51.I ′j・　　羊・・蝣u
ヽノヽノ…

すず(描)

見　　息子　366　錫　-

すずし(涼)

翻　せヰヰsaii・ta・sa　50　涼快

すずめ(雀)

館　　思孫也161雀　一

便　孫忠也133　雀　一

字　　L吊一用;.Fil ir..i rf:

信　　由門多里174　雀

すすり(梶)

翻そそ可sa・ca・rilO7硯・

館科L‖ごニー,,)lit!

持了'蝣蝣」's:?札圧[:丁法上

使孫思利182硯一

字撞l十汗j17P<w.

信HI,'.'
.!ご相

見息子利288硯-

すずりばこ(硯箱)

綿捗り立法、トZTlliliiLiCt

すな(砂)

館　　是郡

PJ^^^^^eHI邦

字　　是那

信　　是相

見　.出:,.

0
1
　
　
0
0
　
　
w

c

~

.

　

つ

J

　

3

7

　

　

∩

フ

3

　

　

3

すはう(蘇芳)

館　思畦129,

沙
　
沙
　
沙
　
沙
　
沙

木蘇7
n
J

iii
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思　　riiwi ft;合薫　　れ

使　　司畦109　蘇木　一

字　　司畦109　蘇木　一

信　　司畦153　蘇木　-

すほうやく(蘇芳薬) ?

館　　思合約　506　蘇合薬　-

すみ(塞)

翻　　そロIsa*mi l08　墨　一

館　　思墨　233　墨　一

便　　Lll'I!川　'Il　-

字　　司黙177　墨　-

fS　　細二Iこ　こ　,T一

司墨　397　勅書　倭眉脚都一

見　IFI密　Z只0 .'!!蝣

すみ(学問) (塁)

信　西米　579　念書　一耶那容

見　　西米　381念書　一那駒的

すみ(炭)

軒　　そ。lsa・mi 139　炭　-

すむ(済) ?

紐　　　蝣YM¥　飽J`サr.ui;糊

すもも(李)

信　　色莫莫138　杏　一

団

せき(咳)

信　　実凡　361傷風　喰耶一

見　　失機193　傷風　蛤那-

せち(節)

見　'I-(　Rlミ　捕

せちく(節句)

館　III-.姑　<SL'揃　!'.<{…

仲　Iit.暮/:蝣i　捕　　U'M

字　lH::暮　　IV　-III即

信　　些谷　74　節　一尼即

せちくにち(節句H)

館　　些姑尼集

使　　些谷尼即

字　　些谷尼即

信　　些谷尼即

ぜに(銭)

～
.
り
　
　
I
‖
_
　
)
‖
_
ノ
　
ー
‖
_

々

ロ

ー

　

ル

ロ

ー

　

ル

U

山

　

ん

ロ

ー

c

o

 

i

n

 

i

n

　

　

・

*

C

O

 

N

 

N

 

S

陀　　燕氾irサ7　錆

支尼　468　秒

使　　熱尼　334　銭

支尼　335　秒

字　　惹尼　334　銭

支尼　335　秒

信　　支蹴　502　秒

せばし(秩)

信　　一伯殺　548

せん(千)

館　　森

使　　森

字　　森

信　　先

森

4　　5

5　　5

C

O

 

O

O

3

　

　

3

7　　3　　63　　5　　5

c

t

>

　

i

-

(

　

o

　

ワ

山

　

0

　

3

　

8

千
　
歳
　
千
　
歳
　
歳
　
　
歳

一
千
　
萱
　
千
　
千
　
千
　
千

け
h
日
.
　
　
　
　
　
　
け
H
P

弱
り
　
　
　
　
　
　
i
l
刀

*
*
*
　
　
　
邦
'
g
・
　
　
耶

狭
　
全
l
箇
=
　
二

せん(銭)

信　　層　498　銭　一一

537　銭　-

せんどう(船頭) (勢頭)

館　　先度　309　大使臣

せんべつ(綾別)

字　　司眉目P　254　下程

信　　司眉目P　395　下程

団

そてつ(蘇鉄)

信　　靴底子149　鳳尾蕉

そふぼ(祖父母)

信　.+;:&,、-I_ :"j>; i
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そろばん(算盤)

信　I l ltt川f

見　　述奴故

旧

た(助動) (過去)

館　　達　206,

378,

379,

使　　達　239

270,

271

224　算盤

242　算盤

340　入朝　大立葉密-

58-1 1舶¥'.} 'Jニー-吐

:>r.ォ;ミ　トl軸'} J'-'Jil'l;症

入朝　大立葉密-

け('h川tJ　失:-:l一

不暁的　民納失一畦

字　達　237　入朝　大立葉密-

?/)(ミ　時　　n'W.畦

信　　連　377　入朝　大立葉画一

398　暁得　誰一畦

だい(台)

翻　　叶tai 138　卓子　叶7ト

館　　代　217　卓　一

便　　代164　卓　一

字　　代161卓　一

信　　ft　219　鳩夢.w,--

だい(大)

館　　大　289　唐人

296　大唐人

297

300

303

342

使　　大　207

214

字　　大　204

216

:ee □

h n¥;v、PJ
IVV)

力　BIM畑、]

大明人　一首必周

J二IlJJ出　　-HI鳥fi'J?.'/蝣

大唐大人　一刀郡安周

JJU「 ill

m f、、 -1) 1甘l一二、用

人「サ]tf I i'l'lほf¥'-M

J '"人　JJりIll廿)

大明帯主　　mft糾if

たいし(大使)

陀　　ktl三:Z只1 Kl;1.1

315　琉球長使　倭及耶-

たいふ(太夫)

館　　大福　283　大夫　-

314　琉球大夫　倭及那-

使　　大福　201大夫

字　　大福198　大夫

信　　大福　286　大夫

見　　帖夫131大夫

だいり(内裏)

館　　大立　205, 341

206, 340

見朝　-葉亦及

入朝　一葉密達

仲　　上,'r　ご3.c.廿　　　　　二一、

239　人朝　一葉密連

字　　大立　236　見朝　一葉亦急

237　入朝　-葉密達

信　　大立　377　人朝　一薬密達

たう(磨)
コEB

館　　力　289　唐人　太一那必用

'.'clp k>M?、土　si;必用

刀　303　大唐大入　大一郡安周

使　　刀　207　唐人　大一那必周

字　　刀　204　唐人　大一那必周

信　171ミ:I] ','!'人・‥・ォ!ii

見　　駄130　唐人　-楼周虚毒

たか(席)

館　　達唾148　鷲・1一

連今155　鷺　-

178　鴻鷹　一

便　　呑唖120　守　一

苔唾

字　　x.噴

3　;;噛

丁
H
H
川鷲721

I

 

Z

∫

 

T

十
丁
　
　
⊥
・
・
T

a
　
>
?

7

　

　

∩

フ

2

　

　

亡

U

1

 

1

たか(請)

癖　叶7]tha・ki(ka)138　卓子　一司

館　塔噴191楼J,g

便　塔嘘148　楼　-牙
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字　I>'k噛11-　は　　TT・

たかだい(高台)

潮　中国tha・ki(ka)　tai 138　卓

子　-

たかや(高屋)

館　塔感冒

使　　塔唾牙

字　　サ¥噴牙

たけ(竹)

館　　達及

信　　托凡

打書

見　　他書

楼
　
楼
　
楼

-
　
i
 
O
C

C
T
)
　
-
t
f
-
　
^
r

=
　
　
　
　
日
日
　
　
　
引

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

<

ゥ

i

n

 

t

o

 

c

i

 

i

n

蝣

"

#

　

　

C

T

i

 

C

7

5

　

　

　

　

　

∩

コ

0　　59　　2

2

　

　

つ

l
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引
U

248

I
 
F
　
布
-
r
　
布
　
i
 
I

夢

竹

竹

竹

筆

竹

竹

夢

貯
　
竹
　
夢
　
竹

布

統　　王4 !Mlt

たけかご(竹龍)

信　古衣八古　231竹龍

見　他吉蹄依慮　248　竹龍
ヽ′ヽ′ヽ′ヽノヽノV

たけもめん(竹木綿)

館　　達及木綿

使　　速急木綿

字　　達急木綿

たち(太刀)

館　i*I'

・tf tll

和
　
布
　
布

*
>
~
*
　
竹
　
打

8

　

　

C

U

 

n

U

O
　
　
9
　
　
9

4

　

　

ワ

b

 

2

刀
　
　
　
刀

刀
　
倭
　
刀
　
倭

<
N
)
　
　
　
　
　
<
y
>
　
u
3

i

-

i

 

0

0

CNl

i
r

だ
U

l七
す

-
-
.
　
ォ
ー

〓
一

ち

　

見

た

蝣Ki　甘;・pトー

たっ(龍)

嗣叶そtha蝣ca166龍--

館達多138龍一

偵達II'〕III.

'T一連V,10ML'.

信連精rサーi証

たつ(発)(立)

翻E囲tha・cj〇i8休幾時離了本国

ヰ己捜そ車上っl

E-V舶hat・cj〇i9我旧年正月起身

3/1千丁-.'r-g-rJ-て・

鱈・-1^J.I.
.'11i}:!Kl鳥蝣Iit・
達R348立住一外立

件沃Ml;ち:ご1H>",'ii吊、

苓只242立住1-歪立

積知391起身一亦急

.X!ltxl-i、-′事急

!,''.・:--

407明早起身阿者達多蜜

m

字答止240立住一歪立

間崩3911ァ#一

信答止380立住一歪立

手指と・ミ・蝣*>"*J!i'y

見堵低256膿草薙-

たね(種)

翻ヰ可ta・ri(ni)93芥末

--Ir.

たばこ(煙草)

信塔八孤465煙一

見啓八孤338煙-

たび(足袋)

館、都姑也398'祷-

ビ*X*iさら」<S切
使郡谷也285揖-

ヽ_′ヽ.′ヽ′ヽノW
':テー蝣'ト宰:料

ヽノ~ヽJW
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信　wl弓　′l-i:-5　確

見　蛸必　324　桟　-

たふば(塔婆)

館　塔把187　塔　-

たま(王・珠)

総　連馬　243,496　番珠　稿-

470　珠　一

・17ご」.唱揃.ru'iui: -

473　珊瑚　亜馬那一

引由4　VfJk　-

476　水晶　民足一

・17; lt.ti　-蝣't:石

17fI II*子

503　珊瑚珠　亜馬那-
EE3

沌'li T>02 JJii洲、 .!"J-サ:.8i;

便　　利l与　M7 J'lc

こLli;>　-f.1川司;",".サ川;

3-10　瑚川　TK

.'MI Jtfflこ　・

342　水晶　民足-

:m k<i J二ITl

字　肘Ii　337　柁・

:vao　持Jl:

342　水晶　血子-

343　玉石　一一
SSI.

ftサi ?,u) .りリ11 i";サ川; -

11・11 j即fll '・!蝣蟻tfil

信　l-f.'.'i r.fM　咋

509 .I.-.H　　　石

胤号1'1川　flbJi石.ll"-I用; I

5り7 I附yj !i・'',サji,

508　水晶　血子一

見　塔麻　293　王帯　一鳥比

J.H', ll)7　-I; --

たまいL　は石)

館　達馬亦石　477　玉石　一

便　撞馬衣石　343　玉石　一

字　　桂馬-　343　玉石　一

信　　頼号　蝣n r>l.-　蝣・・.H

たまおび(玉帯)

見　塔麻烏比　293　玉帯　-

たむけ(手向)

館　林斤　364　下桂　一

使　　林斤　258　下程　一

信　治奴吉之　355　採花　-

たらひ(盟)

館　大器　219　金　一

31食'V,1-

257　木盆　-

269　水筒　民足一

便　　大前166　盆　一

字　　大前163　盆　一

信　搭里　202　浴楠　克一

他里　217　面桶　他古又一

触WW :二.'叩　出IllL

大筋　258　盆　一

汗作IとIll :m:-i　帖去・

見　捕>J*　ニill　浦ij　州刺

大的　274　盆二

たんぜい(丹青)

載　せ^than・chjog 157　青

IS

L:.り'H)

翻　　ヌ1ci　64　地　-

65　地平正　一ヰ今立

只
　
貝
　
只
　
池
　
歯

館
　
使
　
字
　
信
　
見

l
t
:
　
　
J
J
 
J
I

2

　

　

2

　

　

2

4　　52　　2

壇'・[[

!、p-.己

Jr.;.'[・

¥i>一

地-
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ち(血) ?

館　　結135　血鴫　糟奴一

蝣UK Illl結　ffl fli;

信　　者　353　痛　阿格一

蝣2^^HJEg H'

信　　輔・1:V.I Irh

見　　祉　309　BJ　-

ちう(紬)

館　　柔

使　　柔

字　　柔

u
珊
　
如
仰
　
山
仰

5
　
　
1
　
　
7

9
　
　
8
　
　
7

3
　
　
2
　
　
2

ちかし(近)

館　　集加撤　47, 558　近　-

6日　UK古illtt二ill一

便　　即加撤　45　近　一

宇　　川り)ll撒　　J'c

見　　恥IWft　-ll i!i

ちち(父)

輸　　4^'a・sja　　称的父親有麿, 辛
′ヽ_′ヽ.′ヽノヽ_′

叶-。匝1

陀　　P-J吉:*.yi　ノJ当Ii　　ォ蝣
ヽノヽlノW

使　　阿舎　210　父親　一都
ヽJ~ヽ_・J～

使　　-更加鳥牙　207　父親　一
匹rj&^&^&^WMロぢ

信　　会凡咽鳥耶　298　父　-

靴羅買　331参　-
ヽノヽノヽノ.ヽl.ノW

見　　烏書略奴屋牙138　父

ちひさし(小)

信　　枯殺　302　′j、一

見　　枯撤172　小　一

ちや(茶)

靭　葬chja lOO　焼茶　一斗7回

館　　tL 105, 429　茶　-

:j.'i.ri　肯y."　、「一定

wl　吋^i: iii,二立

447　喫廷宴　昂乞立一半尖

使　　*L　88, 304　茶　一

二:,:1杜>.'蝣　一半失

312　喫茶　昂乞利-

^　　fL　88, 302　&　-

;:r.r>　主;.耳　　半半

311喫茶　一安息弟

-r　¥'A　晶一一E hi.加Iji

信　　札117, 472　茶　-

396　廷宴　-半失

茶　236　茶鐘　一晩

見　　茶　253　茶錘　一碗

345　茶　-

ちゃうし(長史)

博　　文HI

-r i二I.l

信　　　・・.I

見　''}"L

s
^
h
s
e

O
　
　
9

2
　
　
1

7　　48　　32　　1

ちゃうじ(丁香)

・
=
J
　
中
i
 
r
-
J
　
問

長
　
持
　
^
　
h
'
r
.

(-7-7)

胡尖131丁香

朝失　488　丁香　-

ちゃうらう(長老)

館　　朝老　293　長老　-

ちやばんじ(茶飯事)

館　　fL半失　365,'447　廷宴

仲　　fL半　::;><) Sv較二

字　　札半失　255　廷宴　一

信　　札半失　396　廷宴　-

ちやまかり(茶碗)

字　　茶麻加里191茶錘　-

ちやわん(茶碗)

信　　茶碗　236　茶錘　一

見　　茶碗　253　茶鍾　-

ちよくし(勅使)

見　　察賭事132　長史　-

ちよ(.しよ(勅書)
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館　着姑少　367　勅書　一

便　着谷少　260　勅書　-

ぢよらう(女郎)

信　俗里　311妓　-
lu<C」*3

ぢんかう(沈香)

館　定稿132,489　沈香　-

ちんずゐかう(洩水香)

館　中日密稿130,490　連番　一

団

ついたち(朔)

南　　朝叶叶chui・tha・ci ll　初三日

信　　Ift,1: S7　vi-

89, 90, 91, 92, 93, 94,

95, 96初～'-～

塩107　二十一　晴子介一

見　　Z)S,ヒ　oy to

lOl, 102, 103, 104, 105,

106, 107, 108　初～,～
・"蝣^y

ついたちいつか(初五日)

信　之搭之一子.介　91初五　一

見　之括之一之憂103　初五　一

ついたちここのか(初九日)

信　　之搭之笑古魯　95　初九　一

見　之指之酷古慮暗107　初九　一

ついたちとをか(初十日)

信`之搭之土介　96　初十　一

見　之搭之突暗108　初十　一

ついたちなのか(初七日)

信　　之¥<¥s.I紺itf　的t:

見　之指之雨晴105　初七　一

ついたちみか(初三日)

信　之播之密介　89　初三　-

見之描之密憂101初三-

ついたちむいか(初六日)

信之搭之美介92初六‥

見之搭之美憂104初六一

ついたちゃうか(初八E])

信之搭之塊介94初八「

見之持之的暗106初八-

ついたちよか(初四日)

信之搭之哨介90

見之搭之晒暗102初四一一

つうじ(通事)

館度目286通草-

304,317

使度目204通草便

字通資201通事二

信通資289通事一

見吐ロ133通事一

つかふ(遺)

館子蓋338,581請来「失

佳子蓋237請来一失

丁.Y.
irii二三・>.J,.i'汗'';-;':
(-7-7)信子・K':i.-'III三一-T一立

つかむ(描)

字鳴子密的257,書来一枯

信子供345筆頭打蹄一

見子洪180拳頭蹄「

つき(月)

翻そ71ca・ki60這月ヱ旦一

m裾1と3>¥

多及99十一月矢木-

101,102閏月鳥奴鳥-

103,104問～鳥取烏-～

価㌫:,':.:i'I

都及86十一月矢木-

字ft:.:;1.')り
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部Jと　Nfi　十　一月JJ謙

信　　子急　3　月　一

見　　此吉　3　月　一

つぐ(注)

信　.>. IPt

磁之

見　　f,V

1
　
=

∴∵l

藷
　
注
　
遵

油
　
水
　
油r

o

c

v

j

　

　

蝣

*

　

　

蝣

ォ

<

2

　

　

2

　

　

2

つくる(追)

館　立孤立　276　討修虹隻　福尼-

つじ(頂)

載　舌スlchAn*ci　66　山頂　ヰ土-

つじ(近)

見　　共汁　68

つち(土)

館　'I:'蝣.

便　IllI'

字　　ttH.

信　ill?也

見　　柄蝣fi

つと(夙)

i
n

n

∠

　

　

2

　

　

2

5　　62　　2

辻
　
　
土
主
　
土
　
土
　
土

館　　速% ll V一

便　速多　70　早　⊥

字　　速多　70　早　-

つとめて(夙) (早朝)

覇　空可qsto蝣mini・ti　43　清早　一

館　速多密的1, 363, 381,447　早

ih:一一

SざIS Mi川起」)蝣　M打

j上;u

俺　油*蝣一・亨川蝣) nr.7 '.'hi

407　明早起身　阿者一

相知

字　速都酎'・) 253　早起　一

連愚抱囲　3ql　明早起身　阿者一

棉支

信連都密的394早起一

湘"If-I酪G!∴li単一最」?ifて

橘支

つな(絹)

信・Vi.0-:・::>べ圭・一

見北hi;二is

つの(角)

m用IitIV半i'f>IV主

Ifvi牛if:㍗I二

:!(iT裾r,i廿:・

1*こ>111
蝣I巧'・Vh

使祖奴142半角吾失-

345犀角吾尖-

す冊illl半l¥.蝣三

{-.'v)信'
x.lJl¥W半角-.n:辛

祖奴511犀角吾尖-

つばめ(燕)

柑'U.辻串・i>->三三IV!-">*i¥-.i¥:

つぼ(壷)

信　　之畦　220　瓦確　-

つま(秦) (刀自)

館　　眠多木
ヽノヽノヽノヽ.′ヽノヽノ

使　　眠多木
ヽJ.ヽ、′ヽノヽノW

字　竪
悟　　性¥'i

ヽJヽJW

見　　吐止
ヽノWヽ.′

つゆ(露)

館　　禿有

使　　禿有

字　　禿有

信　　禿有

見　　u ;vi:

妻
　
妾

7
　
　
8

0

　

　

1

ュ

3

　

　

2

妻
　
妾
　
妻

・

-

I

 

T

 

L

T

j

1

　

　

0

　

　

4

2

　

　

3

　

　

1

⊥

露
　
露
　
露
　
露
　
露

r

o

 

c

o

 

l

o

 

t

_

n

<
N
)
　
　
r
-
<
　
　
t
-
I
 
r
-
(
　
　
r
-
!

つら(面) (顔)

翻　そ己k ra　26　両紅　一手-M巨T

:、・i.ii自　　軍>.!-Vく「
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そ叶chA・ra 142　両　-

信　思答　344　下人洗面　一阿来来

見　此錬179　下人洗面　一阿乗

此m　-mi ifiifili　一榊車l三

つる(鶴)

館　　思禄

使　　司禄

字　　司禄

l
　
尼

者
　
加

F
　
南
　
孔

鶴
　
鶴
　
鶴

仙
　
銀
　
金

7
　
　
0
　
　
2

6

　

　

ご

U

　

　

6

1

　

　

2

　

　

2

9　　8

S
i
^
K
K

1

.

▲

　

　

　

l

鶴
_
-
T

ー

e
′

1

-

信　司禄179　仙鶴　-

つる(弦)

靭　五千co・nu(ru)114　弓弦　ol♀
n一

館　禿奴　215　弦　一

便　禿奴162　弦　-

字　子奴159　弦

信　子奴　256　弦

見　　子魯　272　弦

つる(鍋)

館　　独立的176

て筒
粛　牀¥thi

館　　帖

使　　帖

字　　剃

信　　蹄

辛841

手
　
手

5
　
　
2

5
　
　
2

4
　
　
3

2　　43　　3

サ

宿亦
　
′

一
.
_
ヽ

有
川

釣

」子

一
打
　
L

頭

手
　
挙
　
手

1
　
　
5
　
　
9

-
)
-
r
-
>

千
I
-
'
.挙

　
手

W
鳳
　
　
E
5
i

o

c

 

o

っ
1
　
　
3

」見

て(接助)

載　可ti 23　尽了.ロ1ヰaCL

37　雪住了　舟7回聖一

曲joi　32　天険了　望子且-

・・>・> "1誹iT vJ三・年

・S4　十川・一幸I1㌢

:-:r.雨情了・、主1回.ll

39　日頭上了　Miヰー。V#-

くCl.")1 11確.輔占'If　営

40°　白頭落了　EL]中t心可oJ

:ee>:

司chjo .24詣裏頭要子キス1日頼朝

・O喜,-;"I

館　的17,73　陰　姑木-

18　時　74　陽　法立-

TP n　?i・'・i.一立

176　j-iff・.中綿独立1

232　字　間-

339, 389, 435　酔了　由一

358, 359　進一　阿結-

369　好看　約達撒密一

貝　356, 577, 578, 595　起一

掲-

574, 588　着　密-

585　知道　586　付答　587

l:岬I　-'(;

債　的17, 66　陰　姑木-

18　時, 67　陽　法立-

71晩　約姑里-

179　字　間-

252, 253　進一　阿傑-

知　250　起来　掲-

391, 392, 393, 407　起～　椀

398　知遺, 399　付答, 400

回賜　失-

Ii :/L-il r了　>v-

(ママ)

字　　的18　晴　法エー

|V,"ド　;I if
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71 iKf.打<Vi.'lI

2x>　n　{I-

233　売　屋一

二:<ォ　TW　曲J'ltit--

249　進表　漂那阿傑-

257　輩来　鳴子密-枯

371  : ]L叫

376　叫　院一

第176　字　間-

弟　311, 312, 313　喫一　安急一

之　221拝　排尖-

・>・1　piI'I J-ifc尖

?J>¥　Mi fiJ「

226　乗　吃-

382　知遇　純一

N

 

S

 

H

T

f

 

m

 

n

3

　

　

ワ

山

　

　

3

　

　

1

ロ
ハ
　
知
　
支
　
的信

看　密一

起来　掲一

山J'l tii

l,'t　卜　Il'l

19　起風　暗買福一活

20, 65　陰　姑木-

Zl　晴, 66　陽　法力-

352　疹　啄-

354　洗東西　阿約-

358. ffi　%-

:w7 i"〔 I、ト

3fi8　v'c h¥

374　痩　輝-

37H r!¥

378　鞠娼　曲P麻平-

390　進表　漂那阿傑-

598　笑　瓦嚇-

ROD nl　五1-I

帝　349　大酔　成一

350　睡　股-

得・Ii'!3早来-柚

執214竹二月Jlr

WSi
兄;vk;i

之355採花拾奴吾-

356行路阿-

357等待末-

359生一書一

二}.-::く屈し・*;欄tfk

408請来子失-

388起来掲-

r.r.:j満廿日,vi

."'・<;-一柚講

直360死失-

支602起身棉-

見約12,13下～福-

20陰窟木-

::i/!・蝣I;-

177洗浴阿美-

182脱衣軽花子-

186起乗烏横-

i・V,"咋kl;

ltmi.jWf

196買科-

197売屋-

201痩挨-

202肥快-

381念書酉米那嚇-

:ト11笑jl.1*11-

灘IR-1ft}し成、

185睦寧-

し'_I;:蝣Mナこyf.子:・.:告、

r'!I
i'Jv.f'j圧掩

63行船混利口JC巳

之188行路阿-

is:Il五Vtu:
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191生　亦吉-

204　鴨V.¥ ')こ

JL 183　殺　枯魯-

ll'l:川:三　<L 'I;-

てい(亭)

信　　w

見　　梯

・v-

2　　0

甘
地
　
　
E
S
f
1

1

　

　

3

8

　

　

4

6

　

　

つ

1

1

　

　

2

就
　
述

一

=

一

人
　
人

亭
　
主
　
主
　
亭

ていし(梯子)

信　惟書194　手管乞斉零音叉略畦-

ていしゆ(亭主)

信　　堤就　320　主人　一

見　　梯述168　主人　-

てぬぐひ(手拭)

見　　梯殺子　318　手巾　-
ヽ′ヽノヽノヽノ…

てん(天)

翻　　Uthjon　31, 32, 33　天　一

館　旬尼1, 17, 18　天　一

便　　句尼1, 17, 18　天　一

字　　句尼1天　一

旬泥17, 18　天　一

信　　町1, 20, 21天　一

席　208　天平　一馬蒼白

見　　磨1, 20, 21, 22　天　-

てんがはら(天河)

見　　磨恰阿提　22　天河　-

てんぴん(天秤)

信　療馬蒼白　208　天平　-

見　　磨平　228　天平

旧

と(戸)

信　　耶独可之188　戸

見　　花実利窟歯　211戸

と(門)

翻　息zjo l16　門　一
ヽ′V

緒　　勤188, 201, 202　門　一那
ヽノ`ヽ_′

便　　鞍145　門　一那
'て¥?)

字　　郁　Ill　門　-
inura

信　　濁187　門　一

見　　濁　210　門　-

と　く格助) ?

館　　多　294　父親　阿舎一

便　　都　210　父親　阿合一

どう(胴) (身体)

覇　王♀to I.u 141身子　一

能　1% ・r>8　j>　一

便　　度　325　身　-

字　　度　243, 324　身　一

信　　度　384　平身　-漫思吾

m槌　蝣121 J'f～

見　　魯　306　身体　-

とうかつき.(茶器粕) ?

館　　薄噴子及　253　茶錘　一

便　　薄唖子急192　茶鐘　-

どうぎぬ(胴衣)

見　　読間　66　巴聴　一

毒巾　328　汗杉　-

とうぐわ(冬瓜)

信　　失布衣　479　冬瓜　-
ヽノヽ_lヽJ`ヽノW

見　　失布衣　351冬瓜　-
ヽノヽノヽノヽ′…

とうふ(豆腐)

信　托福　471豆輝　-

見　.抱福　344　豆庸　一

とうろう(灯託)

信　　禿羅　216　灯　一

見　　吐息　235　灯　-

とき(時)

陀　　吐.';'・　Ttj　特

儀　　吐急　72　時　-



7　t

字　　H I-..'.こ..

信　　吐書

見　　土吉

時
　
時
　
時

2
　
　
1
　
　
3

7
　
　
7
　
　
8

とくり(徳利)

信　　書'j　2w m走

とこ(味)

館　　堕全

便　　坦各

字　　畔tvr

122

8　　56　　61　　　1

昧
　
・
J
J
-
:
v
-

X
n
肌
以

どこ(何所)

額　そ叶C∧　ma l　体是那裏的人　♀

iTト　叶存

とし(午)

有　子Jlltu・si ll　今年　千一

館　多失　81,83, 102, 103　年　一

多少　380　車　一

吐失　550　-寓　麻柔-

ttt ft&ifc　什lI・

使　　多失　74　年　一

時尖　381 Viiffiffi lftf:

383　Mifc Ui¥¥Il

字　　多失　74　年　-

吐′t; 3fi5サ　蝣&',間　聴.it

371 ffifl北　鍬h

信　　多式　73　年　一

叶')-　f)G7　滴個Iff?屯・

569　寓寓歳　麻由一

見　　土失　85　年　-

とづ(閉)

館　大業・　202　関門　軌那一

信　　抵子宮之　552　滴　-メ

との(殿)

字　　本197　朝廷　倭一枚

とのうち(殿内)

信　　全[上　v.n　_l互

とはし(逮)

館　琶加撒　46, 61, 557　遠　一

便　　　加撒　44　達　一

字　't加撤　44　遠　-

信　　士殺　41遠　一迷

土古　42　近　一尼迷

見　　射!iv　・;:<　立

とまり(泊)

見　　土馬爺　67　泊　-

とも(友)

信　　独需　308　朋友　-
ヽノ`ヽ.′W

見　　慮失148　朋友　-
＼′ヽノW

とも(供)

信　　士母　315　Y頭　-

見　　塗末165　僕　-

ども(接助)

朝　　子且ru (tu)　mo 16　無甚麿好

下飯中井4号0回当社-

とら(皮)

翻　王叶to・ra 169　虎　一

館　琶嚇139,420　虎　一

・17;:ミ　時TI:i

倖　肯w　= it.:-

344　琉泊　一

字　　b:剰111虎　一

信　　上!'/.　　iL:

!;.叶　:>K.1 fi;宜!

とり(鳥) (鶴)

翻　　キ可thuこri 161鶏　一

館　琶立147　鶏　-

180, 419　鶴頂　一那姑只

仲　'[立lHl :'f;

r:.;fi

-f-　!,・汁　日。　・Il.
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l/i立　トt.'t　叩jfi u暮!.i

信　　推163　鶏　一

施立184　鶴頂　一奴谷之

どろ(梶)

見　　毒露　38　泥　-

とを(十)

館　吐　516, 517,5ユ8,519,520,521,

522, 523, 524, 525, 526, 527,

528, 529, 530, 531, 532, 533,

534, 535　+-

使　吐　357, 358, 359, 360, 361, 362,

363, 364, 365, 366, 367　拾

字　　吐　356　十　一

信　士　96　初十　之搭之一介

押i r,:>ご　「　J

H23　卜　　wr一

見　　突108　初十　之格之一晴

とをいつつ(十五)
コSEiく

館　吐亦亦子　521十五　一

件　Iり二弥I-1- 1li:ち Iflf/L

とをか(十日)

信　　士介　96　初十　之搭之一

見　突暗108　初十　之痛之-

とをここのつ(十九)

館　　吐姑姑奴子　525　十九　一

とをななつ(十七)

館　　UJIWJUT r.2.i　「L.I

とをひとつ(十一)

館　III.的i-　ni7　「 -

とをふたつ(十二)

館　　吐連子　518　十二　一

とをみつ(十三)

館　　吐杏子　519　十三　こ

とをむつ(十六)

館吐末子522十六一

とをやつ(十八)

館吐甲子524十八-

とをよっ(十四)

館吐由子520十四一

どんす(鍛子)

信・F'jォ

見動子330鍛一

・7iI

I>蝣I

翻ヰna3姓-

な(莱)

翻せnan93芥末-ヰ可ヲ巨国

なく終助)(禁止)

翻叶ra(na)21不要他喫o国主ヰ

ノし-
ヽ

なく終助)(勧誘)

翻ヰna15好下飯且ヰ7匝t-

ない(助動)く打滑)

館ノン.'ミb'
.J<榊'一蝣:'.iI--I'昔'jv'.

使耐274且慢走鳥其利-

fsA--i;三I-.:,一上吉一達

ながかんざし(長替)

見叫5!tf樺:;*;丁女長vV

ヽノヽノ…
ながし(長)

[IIs^^^^^^EeJ召囁賀田丁

使章噂集46長一

囁9c46」一

信舎爽殺43長一

w>-kt<i^r>長

兄那暗撤45長一

肺tf:蝣Zl・'zu汁‥-fc?1"巨,

・'*・ii、ばバ

信aw;r.s:>半

なぎなた(長刀)
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館　　那及那達　244

なく(泣)

字　　那共

信　　那其

見　　WA

輔
　
噂
-
*
;
=

L

T

.

　

C

T

ヽ

　

　

8

7

　

　

9

　

　

8

3

　

　

5

　

　

3

なぐ(薙)

館　　那及　244 刀m

なし(無)

館　　乃　328, 572　無　一
臼EE).

及　591有無　阿立一

便　　乃　231無　-

404　有無　阿力一

字　　称　230　無

奈:w>　Hyj mt

信　　¥'-y.湘　r.81無

&/- (ttt

館　　flISjt　2-14　沿JJ　川;!トー

などね(菜種)

掃　　せヰ司nan・ta・n (ni) 93　芥末

l tヰメ1

なたわからし(薬種幸子)

翻　　せヰ可オヰー*]nan* ta蝣ri (ni) ・

kha蝣　ta (ra)　si　93　芥末

なつ(夏)

載　　せそnat・ca　53　夏　一

館　　那都　66　夏　一

那多　409　夏布　一木綿

使　　章郡　59, 295　夏　一

字　　皐郡　59, 289　夏　一

倍　　{'),': ド,8　Q

見　　那BP　72　夏　-

なっめ(棄)

棺　　flliV-ta l川　虫

侍　　耶抑fa !)/ 1!

字　　那都也　97　棄

信　　那多也127　窮

なつもめん(夏木綿)

館　　耶多木綿

使　　薯都木綿

字　　書都木綿

た
い
　
ト
;
.
 
-
*
*
v
-

夏
　
夏
　
夏

9
　
　
5
　
　
9

0
　
　
9
　
　
8

4

　

　

2

　

　

〔

ノ

ん

ななつ(七)

館　　耶那子　513,
325

使　　皐章子　354, 364

字　　掌納子　353　七

七
一

35

3

　

七

信　　納約千　519　七　一

なに(何)

翻　　子音ru (nu) ・'uk　28　這箇叫甚

8?i-　-Y-‥車1 -1

なにと.(如何)?

翻　　せ王rat(nan)　to 13　如何　-

なのか(七日)

信　・摘介　93　初七　之搭之一

見　　商略105　初七　之搭之-

なべ(鍋)

一　郁　ヰ当na・puii 130　鍋児　一

信　　那粋　218　鍋　一

見　　那倍　237, 238　鍋　-

なべぶた(鍋蓋)

見　　Wfjy'l臣*.-　*>・ミーミ　j酎

なま(坐)

信・　那没　480　生董　一焼介

ならふ(響)

信　　那那容　579　念書　酉米-

見　　那刺的　381念書　西米-

ならぷ(並)

棺　1W別　Mii; i」古

なり(也)

字　　押里　373　閑　漫高一

信　　押里　592　閉　謹図-
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なる(成)

翻　せ^rat (nat)　ti 23　酒尽了

<l -'い・トト

なんぎ(難儀)

字　南及　389　辛昏一之

信　南及　597　辛苦　一之

なんじゃ(銀) (南錬)

館　南者　260, 261, 265, 273, 423,

・4fi3　銀

便　m打　3:<o　誹　一

字　南者　330　銀　一

見　　南爽　362　銀　-

なんじゃばこ(銀箱) (南鍵箱)

館　南者法全　273　銀粉金　一

匡∃

に(二)

館　寧　911 :'.)]　脚:]

尼　538　二銭　一貫毎

使　寧　77　二月　-畦的

)¥L　3G9 ,<し阜　-II'り二

字　寧　77　二月　一畦的

)LI i.W　∴ft　- i¥H

信　蹴　76, 109, 110, 111, 112, 113,

114, 115　H-

泥　98, 108　二～　-～

尼　556　二践　一買毎

見　蹴　3,110,125,126,127　ニー

泥120, 121, 122, 123, 124

I: (ffi)

見　列　223　樟　一

に(格助) ?

館　　hi ilk ll

仲　IL　21 Jtk ii-.-

字　　尼　24　地・只-

にがし(苦)

靭　・`可7回ri (ni)　ka (kja) ・sa

lO2　#　-

にぐわつ(二月)

館　　寧畦的

使　　寧畦的

字　　寧畦的

信　　蹴括子

見　　帖.I'l l

0　　7

9

サ

H

S

S

 

I

D

 

C

O

7
　
　
7
　
　
8

月
　
月
　
月
　
月
.
月

二
　
二
　
二
　
二
　
二

にごりざけ(濁酒)

翻　召マ中国riD(nip) kA・na(ri) ・

sa・ki山i　71白酒　-

にごる(潤)

碗　召マ車iロ(Rig) kui・na(ri)71

白酒・ ・くトー'I

にし(西)

館　尼失　57,330,416,562,592　西

使　尼失　55,301,405　甲　一

字　尼失　55, 300　西　一

信　尼失　52, 591西　一

見　　逆失　54　西　一

にし(螺)

信　　子丁紺'. -1LI.) I細萱・
ヽノヽノヽノヽノW

にじふ(二十)

信　蹴姐109,110,111,112,113,114,

115, 542　H-f--

見　　fV;l句　20　二十一

泥蒔121, 122, 123, 124　二十一

-一　蹴専125, 126, 127

二十　～　__

にじふくにち(二十九日)

信　蹴阻苦苦泥子115　二十九　-

_a l出柵言'illI・　　　'L,
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にじぶごにち(二十五日)-

信　　拭糾姑泥子111二十五　一

見　　j'l-i&.W.ik　:l　.十Il

にじふきんにち(二十三日)

信　　蹴祖三泥子109　二十三　一

見　　泥車三泥止121二十三　一

にじふしちにち(二十七日)

信　　蹴阻失之泥子113　二十七　一

見　　帆蒔:>;iI蝣M¥V. i:二S　　上巳

にじふににち(二十二日)

見　　泥肉泥泥止120　二十二　-

にじふはちにち(二十八日)

信　　蹴租借之泥子114　二十八　一

見　　蹴暮滑止泥it 126　二十八　一

にじふよか(二十四日)

信　　蹴祖哨介110　二十四　一
いfSi.

見　　泥草車暗122　二十四　一

にじふろくにち-(二十六日)

信　　蹴阻六姑泥子112　二十六　一

見　　泥尊魯古泥止'124　二十六　一

にLもめん(西木締)一

館　　尼失木綿　416　西洋布　一

便　　尼尖木綿　301西洋布　一

字　　尼失木綿　300　西洋布　-

にち(H)

館　　尼集　82　節　些姑一

便　　尼即　75　節.些谷一

字　Ilil叩　75　ft]1 11{*'<ト

信　　尼即　74 ・節　些谷一

泥子　97, 98, 99, 100, 101, 102,

103, 104, 105, 108, 109, 111,

112, 113, 114, 115, 116

見　　泥jI; 109, 110, 111, 113,,114, 115,

116, 117, 120, 121, 123, 124,

125, 126, 127, 128

ににち(二日)

信　　泥泥子　98, 108　二

見　　蹴泥-it no　十二　暮-

泥泥止120　二十二　泥肉一

にな(蝿)

館　　密洋182　大海埠　一殻

・11ト　*'!!鰯再　'j・.'j-

には(磨)

信　iiL用　If'.1,

見　　逆畦　215　同一

にもんめ(二匁)

紺　"111'1!.

仲　i'. i n*　　　　こ'.二・iiこ

宇　i¥L'i持11" '-jr-H　つ、し

信　　尼買毎　556　二銭一

にゆうかう(乳香)

館　　=Iff:　一二　a蝣-",蝣

にら(義)

翻　可ヰpi蝣na(ra) 97・葱　7dl一

国

ぬぐ(脱)

信　　化子栄　347　脱衣　軽-
ヽノヽノヽ.′ヽノ…

見　　花子的182　脱衣　軽-
ヽノヽ…ヽJ′ヽ.′

ぬくし(温)

潮　　音ノ年ruk (∩uk)　sa　48　暖和-

ぬくむ(堤)

翻　　享子可ru (nu)　ku・　mi　51

向'K　ヨト

ぬし(主)

館　　・'.'/,半　　　'v:;v　山・<t

仲　;・・''i-　:.. J-こ半　白(..:

丁　:':十半　　　;rとi!i-v{

信　　奴失　400　聖旨　由奴-

ぬの(布)
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館　奴　406　綿布　一木綿

使　奴奴　294　綿布　木綿

字　奴奴　288　綿布　一木綿

信　奴奴　457　布　-

I5S　輔　　†こ細

見　Ili叫:n3　to

ぬのもめん(布木綿)

館　奴ヶ木綿　406　綿布　二

使　奴奴木綿　294　綿布　一

字　奴奴木綿　288　綿布　一

倍　Hi/IU柚　・i:>x　棉s<　-

ぬるし(温)

鱈　!・'{ >川t

使　　奴禄撤

字　　奴禄撒

信　　奴羅殺

蝣

>

-

-

k

 

y

.

N

 

i

n

 

i

n

7

　

6

　

と

U

　

6

圏

ね(良)

靭裏かi・cju164老鼠且O上

階Ji'i151jl「一

件ォ'lmIK

字IT-1I'DJi'

信rr.
flif108JH-

ねぎ(葱)

覇　か74kig蝣pi・na(ra)

13どこ(寝床) ?

信　　閑札古　215
1己awjjjjぢ

ねぶる(眠)

絶　　間UR.>:

仲　　BK'†> '|!

字　眠不里

O

 

T

f

3
　
　
3
　
　
3

臣
　
　
r
a
^
B
S
r

ねる(粘)

館　以立　431麺

便　以利　306　麺

ねん(午)

床
　
　
睡
　
睡
　
陣

97　'ォ?・蝣

輔　、古一函　tiZ　川I,.v i-.

館　年　84, 104　明年r苗一

昭

の(格助)、 (主格)

朝　子ru(nu) 26　面紅　そ叫「可フ梱

27　両自　そ4-メl羊斗

旦ro (no)　29, 30　心腹～71且⊥～

蛇　那12　電　波得-

188, 201, 202　　門　敬一～

奴17, 18　天一　旬尼一一

60, 61路～　密集一一

位　jji; i; ;堤,・・・!・:f!;1 -

奴17, 18　天～　句尼一一

-r　'ォ; l!右　肘等　一一・

枚17, 18　天一　句尼一一

信　奴　20,21天～　町-～

のく格助) (属格)

翻　土no　63　拝年　五%斗そ完可

tl(;山if! .くl :蝣・'蝣-'i

67　山底　ス白車t

JLi"<-Mill　糾　し‥廿、再　_v.・恒

tql　中辛銃　車トー'蝣-ij-J!

tu Mill・ ;こ蝣'(>　紺j T巨・-I-J一

十、r川　I!'弓fir　一「・iい1---1-

113　箭岱　01-h　そ

Ill　　当-rバ

館◎　奴30, 62亜馬-/121, 122,

123　花孫-7135　糟-/181

剛古-/246, 270, 271烏馬-

/299　亜馬⊥/377　由　7417

璃・

郡108- -及/111馬足-/169,

183, 481帽包-/180　琶立-

279, 280, 281, 312, 319　敷
,SSkに

-/289, 296　大　力　-/303
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大刀-/302, 349噴得-/357

唖的--/419　琶立-/472, 502

烏馬-/473, 503　亜馬-/495

糟-/549, 551森-

Il"1 ZX8 'iこ

使　　紋　29　牙馬　7104　花孫　-/144

だ立/ご川1ほJlj /コ13 'I!1'情

-/272　由一

耶　94　馬足-/141噛H3-/198,

199, 220　枚　7207　大刀-

/215, 245, 251噌得-7293

法ir /:wl ;r.情/I:川I '/蝣}})

7380, 382　森-

7　91　急

n　2<in 'i二

手　　叫　蝣>u　・{蝣."与　/l-i:与'{-../.--/1Oil

倭-/197　倭本-/246　吾-加

hi /".'J'u lll

那140　嘘--/204　大刀-/217

敏一/218, 248　噌得-/340

吾馬-/341牙馬-/370　森一

・? ll -　急伸1罵
EE
庁モ 205　失-

諾　306　由-/307　皿其-
(-77)

郡　IEE^S

信　　奴184　抱立-/248　蔚　7284　倭

7285　倭毎　7324　平素-

/325　唄既-/387　吾加-毎-

/400　由一

那121　吉/124　貿千一/18l
(`7~7)

暗也-/203　倭里-/339　咽

得　7389　暗得　7340　敏一

/506　吾馬-/507　牙馬-/568

森一

章133　口五悔-/137　莫莫-

内　233　沙四一

見　　奴138　鳥吉略-/139　匹鋤l;血一

楼130　駄-

のぎ(鯉)

字　　噌其　319　牙　一

信　　一出I lこih　　　-

のぶ(仲)

鱈　　叫&'蝣] tt¥　申r才.卜′-1'.一

便　　奴必約　246　平身　各失吾-

のむ(飲)

覇　王ヰro (no)　ma　21不要櫨他喫

o巨つ　'.i'l

旦可ro (no) ・mi (nla)　22　小紙

f!li-:r-'i "Hい「l　・.jl

干可nu・mi　73　飲酒　-

.>・

は(歯) (牙)

翻　ヰpha 153　牙歯　-

館　　華168, 475　象牙　糟-

453　牙　一

便　　華140　象牙　査査-

320　牙　-

字

　

　

信

　

　

見

館

倭

辛

iK

歯7
ワ
む

3G
S

仕
∴
v
J
 
l
f
:
-
粥
　
-
A
i
;
-
r
r
妃
.
一
肯

139　象牙　唾冷-

205　牙刷　-打五脚鶏母魯
7　　21　　04　　3

9　　21　　01　　　1

2　　90　　1

1
　
　
　
　
　
　
T
-
(

歯
　
歯
　
　
葉
　
栗
　
葉
　
栗

は　く副助)

㍍　　-*;l,:- '-; '恒.'l/ll「-I:至.さ　言f-ト・.・十l :-.i

o>ja　28　這筒叫甚庶子　千尋一手キ7T
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館　哩15,85　今日　交-

:wn fWl泣淵思　王.蝣."・'i!':

密温普姑立

327, 569　体　烏嚇-

329, 570　我　昂-

387　揖粋了　昂一由的

37-1蝣}]'・物　¥<w>-

378, 584　暁的　失達-

379, 593　不暁的　民那失速二

伸　時　228　件,",1*1

229　托　昂1

267　方物　木那-

270, 397　暁的　失達-

271不暁的　民約共達一

字　畦　262　方物　木那-

266　暁得　識達一

信　畦　398　暁得　識達--

406　方物　木那-

料
lH1.lltu

_
>

ま

司
,
排
　
排
　
聞

耳
館
一
便
　
字

2

ニ

1

　

　

2

a
　
　
3

.
∩

P

322

?
・㈲

ヽ
つ

∫

63拝年五%ヰそ上

梓′一是

w-n
''I-

22】拝n・
-1一之

農
　
農
　
農
　
農

夫
　
失
　
失
　
失

.
X

師
　
師
　
師
　
師

d

o

 

t

o

 

i

n

 

i

n

8
　
　
0
　
　
n
U
　
　
3

N

 

N

 

N

 

m

-
。
比
　
較
　
轍

館
　
使
　
字
も
信

ぽう(棒)

信　埠　201棒　-

ほうき(符)

輔　車且7Ipha・'o蝣ki 131拝

信　火気　222　掃寺　一

見　和書　240　掃帯　-

ぼうず(坊主)

館　包子　292　和尚

使　拍子　209　和尚

字　　薬子　206　和尚

信　　巴子　326　和尚

はうちやうー(庖丁)

信　　和着　209　刀・

見　　和竹　229　刀

はうめい(報名)

館　　包名

使　;蝣* *・,

字　　包名

信

0　　4　　0

だ

3

　

　

L

.

O

 

L

0

3

　

　

2

　

　

2

_
-
▲

93

^也

名
　
名
　
名
　
名

報
　
報
　
報
　
報

はかま(拷)

禰　ヰ7回pha・ka・ma 134　袴児　一

信　蛤加馬　435　相子　-

/;ii　-111に十　一

見　　花暗馬　317　硝子　-

はかり(秤)

信　法介依　207　戟子　一

見　　花暗依　227　敬子　-

はこ(箱)

館　法今　241, 272, 273, 274　∵盆
/-^

便　　法　IKH tTr企　ti.v -

字　　法㌫ 1・'¥',) ▲rn,¥. fiV,

信　阿寄　242　箱　科阿里一

帯Jt、 21!- l'If.
1k」3.

法名　276　香魚　福一

見　　汁汗f　25;I flu-

ご(>.?押

はし(檎)

館　刺只　41橋'--

川'I一　類ifft
:ss2㍍

使　　V:員　・}・!倍　・

机只153　御橋　-
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字　　い!I　蝣!<)悟

Ir>o jii的

uJ^^^^^HlflSfl　別　間　一

はし(箸)

翻　三車Ipl-i(pha)　si 123　筋　一

館　　f^l　・r>7　H?j

使　　キAM 174　節　-

字　　事is; i/i ft

信　　売生　232　威　一又皮雁失

見　　花失　249　筋　一

はしご(梯子)

信　l'^E I K'r (-,>辛t]{)　fi'f:,

はしら(柱)

耕　　4ヰpha・nja(壷) 140　柱　-

館　　mill. 223　K>.

使　花時170　偉　二

字　　花時167　枠一

信　I訓享　ーr.　<蝣,.

見　　花失殊　276　穐　-

はす(蓮)

館　　花孫121, 122, 123　蓮～　-～

便　　Lii碓　川　*nニ　!'<()/,「

字　　ft*　川1恥¥¥¥　　法早

信　　臨131蓮花　-
ヽノヽ′

ばせう(芭蕉)

信　i:1.1立　ト1日Il.',iy: -

Y'rM　-r-l Iニー:nサA一

巴殺　482　蕪定　一那

見　I",、ft　こう51蕪t in;!.:

ばせうぎぬ(芭蕉衣)

信　　百束景　451夏短衣　-

はち(八)

館　　法上1 96, 544　八一　一一

便　　法只　83, 375　八一　-～

字　　法主と　83　八月　一時的

法　　364　八銭　一買毎′

信　　粘之　82, 104, 114　八一　一一

河汁　530　八十　-・狙

法之　562　八銀　-mjf=

3.　M'*!! I'M　、リ　.'!・'ト.

滑之116　十人　専一泥止

滑_l上126　二十八　幡萄　一泥止

はち(鉢)

桶　　ヰヌpha・ci 127　本貼是　-

せス1phat・ci 132　火盆　5Ll-

館　　れ只　218　脂　-

怖　　E.H 10: *・'.蝣　一

字　　折只162　盤　一一名相盤

的鰹!<:>:ち,.竺:÷　上iI　′.
ヽノ…

見　　花」1: 260　磁盤　-

はちぐわつ(八月)

館　　法貝畦的

便　　法只畦的

字　　法只畦的

信　　暗之括千

旦　　情1こii '.'1占上

叫

此

　

　

r

a

^

K

K

c
r
.
　
サ
　
　
x

2　　4

C
O
 
C
T
.

月

　

月

　

月

　

月

　

月

/
　
-
＼
　
.
-
＼
　
　
r
I
/
　
　
＼

ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

はちじふ(A+)

信　　河汁坦　530　八十　一

はちにち(八日)

信　　甘苦　r- ;'>i I.f¥、・I-

114　二十八　蹴姐-

はちもんめ(八匁)

館　　法>蝣^*>'沌j: 544　八銭　一

便　　Ill買蝣i :ち('.1　汗

字　　法止買毎　364　八錆　-

Ir."　法∴II行:・i二: J・_J'.

はつか(二十日)

信　　帖子分106, 107, 108,二十

見　　晴子晴118, 119　二十　一

はつかついたち(二十一一日)
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信　階7-介*lf. 107　二十一　一

見　借子晴l】二119　二十一・ .-

はっかに王ち(二十二日)

信　精子介泥泥子108　二十二　一

はな(花)

輔　車トpha'ra(na) 154　花　-

館　捌106,123,240,266,407,426,

花「

・1:　純吊宣　　-lU'li.1己--忠
tu
asc

使　法令　89,104,187　花　-

293　彩段　一那恕司

字　法令　89, 104　花　一

地皐184　花瓶　-
1771

292　耗段　-卦乏Jil

信　如15 118, 143　花　一

間(F ZTr>　ftjfk

見　花那　291花瓶　一柄

(.1 'A. V'蝣','

輔　車ヰpha蝣na 144　鼻　一

館　花那　454　昇　一

使　Ii一川　n w

T　州?蝣:ち:、蝣it) W

信　;愉約　11 ft

吋川　3fil　榊札　'サ:/L

見　　化削　"Mi W

l桐1 193　傷風　一失概

はなかせ(糾風邪)

信　榊β失ノL　361傷風　-
t::_-_-_I

見　吋川p潤in:i Vbk札
、

はなしゅす(花綜子)

棺　L川:.町Ill、 lり'; 一守l(

侍　;]:鍋;恕蝣蝣-I ::さI.''.

字　地辛骨受肯　292線段_

はなっ(級)

字　　旧六　260　放下　-
ヽ_′、ノヽノヽノヽJヽ_.′

(言　　|.<x'　・1'';具l・
ヽ′ヽ′~ヽノヽJW

はなぴん(花瓶)

館　法郡%　240　花瓶　一

仲　i.)、('r¥M　←　1",'IA　一

見　　花那柄　291花瓶　-

はは(守)
(771

鱈　l-J也　'<>:-l l;jHi
ヽノヽ.ノヽ ′- ′ヽ JV

使　阿`首211母親一
ヽ′ヽノヽノV

字　団男姑吾牙・208　母親

信　会商姑烏耶　312　母

WiY :uZ　的　--
′、.'へ一′ヽ.′ヽ.′ヽ.′

見　田那固敗因野139　母

はひ(灰)

.tl　　性　・il)　三

はべり(倖)

翻　己何せrja・puii・ran 16　無甚磨好

卜r.v　十し車ト!　斗∴

はやし(早・速)
(~7マ)

館　　も姑　324　走　-ft及

排姑　384　上緊走　亦及
(-77)

使　iz姑　335　走　一

排姑　275　上緊走　一亦急

字　迫姑　223　走　一一・兆

排姑　270　上緊走　一亦急
1-7-7)

If.　頼-I :;.;:i　圭　　　11:

持　.".;・i　卜繁宣二　　1''l

見　准姑199　上緊走　一亦急

はる(秦)

翻　.ヰキpha・ru　52　番　一

館　　法禄　65　春　一

便　法禄　58　春　一

字　　　　∴、 it一

信　姶羅　57　春　-

RJ^^^viSCu^HJ日　暮　‥
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はる(晴)

輔　車可瑚pha・ri・tjoi　33　天晴了　Til-

車型^1pha蝣-rit・tjoi　35　雨晴了o国

511聖可phi (pha)　rit・ti　37　雪住了

キ71-

館　　法立的18

74

便　　法立的18

67

天
　
陽
　
天
　
陽

H.'i iijl己H-

的　fill)し甘く

(-7-?

字　　<}蝣:的IS K hyfiM

法立的　67

信　　法力的　21

66

見　　花力的　21

奴

　

　

一

町

　

　

磨

一

　

一

晴

　

　

哨

陽
　
天
　
陽
　
天

薬　78　陽　-
ヽノヽ.′

はる(原) (畑)

信　　巴羅　36　泥　-

はん(辛)

信　　汗件　21:1両給　　tf.'ll

団

ひ　柑) (防)

嗣　望ヰthj〇n-　ta　38, 39, ・->.
B
B
!

04

信　　m¥　2 ii

見　III: i- II

ひ(火)

翻　Jtlphi 132　火盆　-せス1

信　皮　232　廟　売生又一腰失

ひ(緋)
.^Bり

字　　晶　274　段　一受里
:eb:

?m　打1"7. 1¥¥<?-'J: lll.

ひえし(莱) ?

館　・E、亜阜iii nsi　冷

便　　蹄牙撤　62　冷　-

字　　辞牙撒　62　冷　-

T m;' (",1

見　　灰撒　75　冷　-

ひがし(莱)

館　　加尼　56, 333, 561, 592　東
ヽノ~ヽ_′W

使　　加失　54　東　-

tJ目星・105　叫n.i lii'J;-
ヽノ＼′ヽノt′

字　　加ノ主　r..i　与[:  I

W¥L :wI　恒4' -‥星圭
ヽノーヽJW

信　　窟之　51東　-
ヽ_′ヽ_帆

加尼　591東西　一尼失
.し′ヽノW

見　　乗略失　53　東　-

ひきで(引出)

館　　非近的　355, 389　賞賜　ニー

::.7'A　音u'ii;

使　・推進的　ご.1(>　賞m

非近的　266　給寛　一

ひげ(髭)

館　　品乞　461

便　　品其　328

字　　品其　326

信　　非凡

見　　虚及

ひさく(柄杓)

悟　性it:

無Ii

見　懸

8　　31　　04　　3

=

　

1

胡

:

子
　
子
　
　
　
子

'
Z
!
T
*
　
蝣
*
・
川
　
村
　
　
　
　
　
恨

:

v

l

 

i

J

木
　
瓢
　
木

9
　
　
1
　
　
1

9
　
　
2
　
　
2

日
s
^
H
s
a
　
　
別
甥

ひざまづく(脆)

館　　非撒博多及

使　　非撒慢都急

字　　匹舎蛮資　21

ひしゆす(排揺子)

辛

320　脆

舵

・N
..1

12ワ

山

　

　

9

コEJa

;.-.上と　聖　二r.'.i i'.・

'"'<!:て　亘は　feti?
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ひじゆ.るし(袷) ?

館　　必角禄撒

仲　　t:r/'i馴散

字　　砕角禄撤

信　　騨角羅殺

寒
　
寒
　
寒
　
寒

^

-

i

　

-

*

r

　

　

・

>

*

　

　

0

0

7

　

　

6

　

　

と

U

 

C

U

ひたひ(顔)

信　失脚衣　427　額　一

見　　虚直衣　310　額　-

ひだり(左)

館　分達立　52, 567　左　一

便　分速里　50　左　一

字　　分達里　50　左　一

信　　分搭里　47　左　一

見　　固臥圏　49　左　-

ひだるし(帆)

館　亜撒　437　飢了　-
lJへ一ヽ{′ヽ′

ひぢ(肘)

信　　-J|:;'二l30　円

ひつじ(辛)

載　dlそヰpi・ca・cja 163　羊　一

館　　非多只157　羊　一

便　　こけ榔Ill 129　羊

字　lr叩;鴫1・nI 、)蝣蝣-蝣

信　　皮着170　羊　-
fawv-ォWォら

ひと(人)

桶　　511希phi・chju 1, 2　人　一

可孟phi・cjo　29, 30　人　一

館　必周　289, 296, 297, 298, 299,

316　A　一

便　必周　207,212, 213　人　一

字　必用　204, 215　人　一

信　周　321,324,325　人　一

必層　337, 338　人　一

見　虚毒129, 130, 169, 170　人　-

ひとつ(-)

潮　ヰt]1そpu・tj〇i・ca 17　請二鐘酒

弓二十　一再='回

館　的子　507,517, 527　-.～

便　的子　348, 358　董　一

字　　的子　347　-　1

信　抵子　513, 523　-　-

ひばし(火箸)

信　皮雁失　232　簡　売生又-

ひばち(火鉢)

載　可せヌIphi・phat・ci 132　火盆　-

ひま(暇)

辛

信　勲
ひも(紐)

里
　
奈
　
里

I
.
I
.
I
.
I
 
:
.
 
:
　
:
I
 
:

開

閉
　
不
・
閉

3　　6　　2

7　　8　　9

3　　3　　5

字　　為那　284　帯

びようぶ(坪風)

館　　荒布

使　　荒布

字　　果布

信　　瑞ft

見　　妙不

ひやく(百)

風
　
峯
　
風
　
風
　
風

界
　
坪
　
辱
　
昇
　
界

o
o
 
i
-
n
 
c
o
　
-
^

r

o

 

o

o

 

o

o

 

n

J

<
X
I
 
C
O

館　必亜姑　547　十両　一就毎

>18　　・r津iJ-　一

便　牌牙谷　378　拾両　一就毎

辞牙姑　379　豆百両　--

字　撤姑　367　十両　一毎-.

撤牙姑　368　一百画　一毎

信　　じし古;>,i: -IT　一

粗砧;>(>:'十両　　毎

性再古　二卜′　　!蝣:.:

ひやくじふ　(百十)

館　必亜姑就　547　十両　一毎

使　辞牙谷耗　378　拾両　一毎
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ひやくじふもんめ(百十匁)

館　必亜姑就毎　547　十両

使　　辞牙谷耗毎　378　拾両

びやくだん(白梅)

館　別姑旦133,493　壇

びやくだんかう(自損香)

館　　別WiN.lfi lとl."{　帆Ii-

ひやくもんめ(百匁)

字　　撤姑毎　367　十両　一

撒け姑毎　3fi8　-I'll再

信　　冊6['i 'iij-　r>(i I -iff.∫

ひようへん(永斤)

館　ir--ド.1耶　片肌

ひる(畳)

靭　　5Ll羊phi・ru　47　向日

信　　柁羅　fi7　>,{-

見　　虚魯　79　昼　-

ひる(蒜)

靭　　亘キpuii・ru　98　蒜　-

信　　非徒　477　蒜　一

見　　灰魯　349　蒜　-

ひるま(昼間)

輔　婁叶phir・ma　44　的牛

ひろし(広)

信　　非羅殺　547　潤　一

ぴん(瓶)

館　　荒　220, 240　瓶　一

便　　荒167, 187　瓶　一

字　　　16-1純i;'!一朗-I

信　　　:',!i9　瓶l蝣HA']

見　、if　2or>　潤、丁　)!・'.I.一

柄　275, 291瓶　一

国

ぷ(分)

信　風　538　分・-

ふうし(夫子)

見　　t-Y-　M「二三　細.・・二　台''>'蝣!、云　-

ふく(吹)

綿.IJtl'lき吊!)

はto晶姑

字till帖占

信†IM的

見弗吉

ふく(茸)

6　　6　　6

1

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

.

・

-

-

c
r
>
　
　
a
-
,

日
日
　
　
　
　
　
=

集
　
済
　
済
　
買
　
子

噌
　
噌
　
碩
　
暗
　
唱

風
　
風
　
風
　
風
　
風

起
　
起
　
起
　
起
　
起

見　　弗吉　217　瓦房　吟味卜牙

ふくし(副使) ?

館　　仕Ill、 ?flO ,V,I.W!

使　　付司　206　副使　一

字　　付司　203　副使　一

信　　付司　291副使　一

見　　呼匙135　副使　-

ふた(蓋)

信　　福大　219　鍋蓋　一

見　　弗答　238　鍋蓋　那倍-

ぶた(豚)

翻　且耳O・'oa　87　猪肉　-メ巨1
ヽ′ヽ′ヽ{-4

♀斗'u・'oa 160　猪　一二
ヽ,′一-ハー~-

館　　鳥畦149　猪, 150　宜, 151 m
ヽノヽノヽノヽノヽノV

使　吾畦121猪, 122　堪, 123　牒

字　　畦121猪　122　碇　123　螺
ヽへ′

信　　叩Sr;'ォ:半l'o　描

ふたつ(二)`

館　連子　508,518,526,528,529,530,

531, 532, 533, 534, 535

使　　喜子　349/359, 367　滴じ　一

字　　杏子　348　二
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信　　打子　514　二

ふたっとを(二十)

館　　達子吐　526　二十　一

ふたっとをいつつ(二十五)
・7-7]

館　連子吐亦亦子　531二十五

ふたっとをここのつ(二十九)

館　連子吐姑姑牧子　535　二十九

ふたっとをななつ(二十七)

館　達子吐那那子　533　二十七

ふたっとをひとつ(二十一)

陀　)tJ'-Nl.d'.!)I-　r>;1'l　∴ 「 ・

ふたっとをふたつ(二十二)

館　連子吐連子　528　二十二　-

ふたっとをみつ(二十三)

館　連子吐宮子　529　二十三　-

ふたっとをむつ(二十六)

館　連子吐末子　532　二十六　一

ふたっとをやつ(二十八)

館　連子吐甲子　534　二十八　一

ふたっとをよっ(二十四)

館　連子吐由子　530　二十四　一

ふっか(二日)

信　　福子介　88　初ニ　ー

見　　福子茸100　初二　-

ふで(筆)

翻　昔qphun・ti 109　筆　二

館　分帖　231筆　一

博　',州1/8 ll

字　　脚セ17fi T.

信　J二的:w　*jv‥ I

見　'"'lw'i;j :-'srサ　筆

ふとん(蒲堵)

信　　福冬

鳥独
ヽノヽノヽノヽ′

見　　福冬

子
　
　
　
子

碍
　
被
　
持

・

」

^

K

汎

　

　

E

サ

T

 

C

O

 

n

ノ

】

4

　

　

4

　

　

3

鳥蝕:U;>　粍
ヽ′ヽ′ヽノヽノ

ふね(舵)

顧　早耳phu・ra(na)

館　福尼　222, 246,

侍　　fail-; ¥C'xj　*;i

-T一　　丁附!. lH to

信　　胡称　223　船　一

帯泥　260　船　-

1:　五El V',-

247, 276　鉱　一

ft一　混fl] <∴111行ォ;;　リい二

0-1氾I l叫1!L!,

弗体　241虹　-

ふばこ(文箱)

使　福法各188　番金　一

蝣:}:、　mi六4*r- I II ,'ni.
"7-7

信　福法名　276　香魚　⊥

ふみ(文)

棺　　t.Y. 5一軒

仲　　鉦i vk

-7-　　　rr. i:
ヽノ'ヽノW

ふゆ(冬)

書
　
書
　
書

0
　
　
7
　
　
4

3
　
　
7
　
　
7

2
　
　
1
　
　
1

翻　　号令phu・'ju　55　冬　-
(蝣7-7)

館　　由福　68　冬　-
GXlC

使　　由福　61冬　-
(-7-7)

字　　由福　61冬　一

信　)・/,、璃　仙　′l・・

見　　弗欲　74　冬　-

ふる(降)

初　号瑚phut・tj。i　34　下前O国一

号可phu・ri　36　下雪舟7ト

館　福禄19　下面　境地-

20　下雪　由乞一

伴　　侶-Ll、 1g I'llj　帽也

20　下雪　由其一

字　　福禄19　下雨　唖也1

20　下雪　由旗-
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梅
　
急
　
電
　
吉

阿
　
又
　
阿
　
欲

雨
　
雪
　
耐
　
雪

下
　
下
　
下
　
下

2

　

　

3

　

　

2

　

　

つ

J

r

-

H

 

t

-

H

　

　

　

サ

　

ー

　

<

　

　

　

i

-

H

的
　
　
　
的

福
　
　
　
福

信

　

　

見

ふるひ(柿)

潮　音引phu・rui 124

回

柿

へ(格助) (方向)

館　　葉　205, 341見朝　大立一亦及

206, 340　人朝　大立一密連

作　　単?:<s　^.・¥ ):Y/;恥こ,.

239　入朝　大立一審連

字　　葉　236　見朝　大立-亦急

237　入朝　大立一宮達

葉
　
)
　
漂
　
　
彪
　
漂
　
彪
　
団
　
彪
　
漂

懐

信

　

う

　

館

　

　

使

　

　

字

　

　

信

へ

377　入朝　大立-密達

453

圭章　　蝣>iu

:i!".ォ　壮表　　jji;w寺.'M

:1・18　M萱　.tI*I

252　進表　一那阿傑的

215　KK　　鳥

249　進表　一那阿傑的

386　衷章　一鳥

390　進表　一那阿傑的

団

は(帆)
771

館　　賀　226　蓬

使　　賀173　蓬　一

字　　Ti 17(i　拝

信　　n　26-i ?.*　-I

見　　呼　280　蓬'-

ほう(帽)

使　　帽　287　帽　-

ほうし(帽子)

字　　団東　283　帽・

信　　上*l! iKi i*　一

見　　膜子　315　帽　-

ほうわう(鳳風上

紀　　夫$1 】rlZ Wvl
KMt.

使　　失寓134　鳳風

字　　呼寓134　鳳風　一

信　　呼ft T　蝣V'Ufl

はこらし(請)

~字　　福古刺殺　386　膏歓

ほこり(填)

賠一　活全立

使　　清;>;j

字　　M -'r 'J

信　　活各力

∩

5

　

　

C

T

>

4

　

　

3

C

V

 

O

O

3

　

　

3
'
-
y

ほこり(請) ?

館　　普姑立　350, 382, 390　謝恩　密

II.'L

使　　普古里　244, 273　謝恩　密温一

字　　卜姑里　242, 273　謝恩　温一

問古聖　二.'蝣>.; Tn't'V　鳥:w.

信　　卜姑里　382, 401謝恩　密温二

谷古里　405　給賞　烏鶏没-

ぼさつ(菩薩)

信　　菩薩143　扶桑花　一缶郡

はさつばな(菩薩花)

信　　菩薩古郡143　扶桑花　-

ほし(星)

舘　　沌'!・蝣ii　昆

使　　渡世　9　星　一

字　;i紺i; |!呈

信　　夫矢　4　星　一

見　"'!1蝣': 1

ほぞつ槽)

信　　実素　428　暦　-

見'　呼述　311晴　-
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ほつけん(北柿)

館　活見　394,420,421絹

410　官絹　-

11-1惜用

便　清見　282　絹　-

ごw V沌】

300　倭絹一
(771

字　　蝣蝣*;-比　27!l　糾

ifi」　2'J-I V消i

・;><";I5　怯紺

信　　活見　456　絹　-

ほでり(電)

使　　波得

字　irtW

信　　賀的

見　　tia tl.

好
け
　
　
け
り
　
　
け
n
.

刀

　

　

刃

刀

　

が

I

 

F

 

I

 

I

 

I

電
　
電
　
電
　
電
　
電

C
S
3
　
　
　
　
　
　
　
　
o

1

 

l

　

'

1

　

　

<

-

I

 

T

-

I

 

1

-

I

ほん(本)

館　　給:{")?) i<r 1こ　'JIJ!J輔i¥'j

使　盆　253　進本　一耶阿傑的

はん(盆)

字　盤162　盤　桝只一名楠一

圏

i(ft)

胡　ヰmJa

信　　麻

見　　麻

*　c>:～

塩0
:
-
j
s

:
:
s
　
:
-
s

O

　

　

3

7

　

　

4

4

　

　

3

ー
i4

蝦

叔

F
　
:

使　馬　277　再叩頭　麻達嘘藍子其-

まう(既)

館　那　436　飽了　畦一密撤
ヽ′V

まうきん(網巾)

館　網rfJ　402　網巾　-
(TV)　　　　　[77)

嗣巾　290　網巾
ンssi:

君望　297　網rrJ

信　　網巾　460　網巾　-

まかり(疏)

詞　口国司ma・ka・ri 125　梶幸　一

館　　tl抽St. 2:汀　蝿

268　金錘　孔加尼一

便　麻佳里184　碗　一

麻加盟195　金鍾　孔加尼一
(771

字　!tfill-1!1.川t蝿

麻加盟191茶鍾　茶-

192　金鐘　孔加尼一

信　　二KS-:ノ、; L'.'J,7　餌儀

麻佳里　279　金杯　孔加泥一

見　　麿暗倍　254　飯碗　翁正一

まぎり(間切)

信　　間切　55　府　-
ヽ′ヽノヽノ`ヽ.′ヽ

見　　閉t早i*a*　rv　再　-

まく(慕)

翻　中予ma・ku 118　帳　-

まぐ(曲)

字　　麻平的　238　鞠窮　曲戸一

信　麻平的　378　鞠窮　曲P-

まくら(舵)

信　喝括　441枕　一

見　　町市:?::<・I It

まご(孫)

信　　fc'-jl.ト調l　2g ir.J・

見　　鳥麻暗147　孫　-

ますぐ(真直)

翻　叶合ヱma*sai)・ko・ 65'地平正　スト

字　漫思吾　243　平身　度一

馬訟活　379　実話　一夷

信　　漫思吾　384　平身　度二

馬訟活　594　実話　一夷

また(又) ?

餌　!'=.:・蝣ヒ:wi　川畑　巧」i藍子L
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使　　麻達　277　再叩頭　-嘘藍子其罵

字　　帖辛　zi.≡ ll州頭　鳩車・:!'II.

信　　帖七:w¥ !'}!il棚　　*fc&J'-lL

まつ(松)

館　　馬足110　松　-

111栢　一那及

便　.I.仙　y:j t」

9.1 M　　　てこ・.

字　　馬足　93　松　-

fM　捕　-?:ミ'.I

信　　貿子123・松　-

124　楢　一那吉

まつ(待)

字　　博的　269　且慢走　-

信　　末之　357　等待　一

見　　麻之189　等待　-

まづし(質)

信　　-f一糸　321汁　　W.J
ヽノ＼′ヽ.′ヽ.′

見　　*、述　73　け
ヽノヽ′ヽノ＼′

まつり(莱荊)

信　　木　　MS 'I':ft　　忙

まつりくわ(莱荊花)

信　　木一乗148　莱苅　-

まど(窓).

頼　長且司tho 'o蝣ri l15　窓　-

館博多189窓一

便博多146窓一

字けMS窓
■.′ヽヽ′
信馬都189窓一

見ォi!
II)鴫212窓・

ま-(前)

EEJ
館馬-aso前-

.im;iIFor.前

行:i;i.vr;こけrij

:-.!:.蝣:Wf;f」吋

'.',<'!I　上:里J ;・: K¥l汗fl'l

:・;・'!蝣"iift'i!.-.1; ,tl∴　的
KBl

使　　馬也　48　前　-

字

信

毎196　皇帝　倭的-

2i:サ'ivj桂　住‥u

214　大明帝王　大苗倭的I
SMt.

朽也　蝣]:-ミ　前

年1g:t　再　iJ'li'J
(ママ)

姫.13　45　前　一

毎　281皇帝　倭的-

285　朝廷　倭一枚

387　賞賜　吾加一一枚

見　　」　・'."/蝣　前　　-

まめ(豆)

信　　馬馬　481黒豆　枯羅-

見　　馬間　353　黒豆　枯魯-

まめな(豆菜) ?

信　　馬米那　484

見　　馬米那　356

まゆ(眉)

館　　馬由

I kj^^^^^^H盟冨

字　　馬由

信　　売由

見　　麻由

眉
　
眉
　
眉
　
眉
　
眉

0

　

　

7

　

　

亡

U

　

　

1

　

　

6

L
O
　
,
-
i
　
,
-
h
　
,
-
|
　
　
o
>

CSl

まゆげ(眉毛)

館　　不潔　460
ヽ_′ヽノW

使　　不潔　327
ヽノ＼′ヽノ`ヽ_′

まり(鞠)

毛
　
毛

^
L
U
　
眉

信　I'一　- 'こi f机∫:

まん(万)

館　　麻　301蕎歳皇帝　「柔倭的毎

:">;"・i　-!)(.　f:生半

I'iV'VAこ　　* -'; ド;≡

位　.''I .-.o!吉蝣i4:'・・・i　　票.畑'i:
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3m ,'j-;fi¥批　　tIl帥上'上

字　U :w>　ftfci　川り弐

'MI Mtfr.  Ill叶大

信　　S.　　Ill
13Z

H r.ii　　蝣W,脚　　執Ill'i三

.r州　M.'TjirV".　lml∴仁

まんじゆ(万寿) ?

館　　麻柔　301

倭

辛

信

固

く　('I二)

館

字

信

見

J・ f*f.)

Bs:

丘官

使

字

信

み(御)

館

倭

550

552

麻柔　381

麻油　383

麻就　369

聴由　371
SSI

麻執　567

麻由　569

・A鑑I'I ,高二　　酎ijm

I -.:rr;　叶/J

.'i-WJ'. nt Ii l. 'lミ

董寓箇　一吐失

ft¥ fi!, i>i.　時'h

M linn|　　叶半

蝣i'm'jVM　　叶牛

・11-'1,個　　性半

i'j.'j",'J蝣, I,呈　一時';-・

1こ　　　ylift　ミ住叫

的Ill :¥i)7i T,刊
ヽノヽ′ヽノヽノ

乃133　木頭　梅畦梅章-
ヽノヽ′

137　桃　莫莫舎-

:蝣'蝣i;:二

2

7　　4

C
O
 
U
~
.

4

　

　

3

ii;."蝣上　巳L:'よ

莱 刺-

&'}: L'if.ド

顛号pha・mu 165　蛇
JllTV^ri*

Il11や　IT,只　tf;

密密130　蛇　-

inI幣i:Ill w

tt1111 I'】蛇　-

密350,382,390謝恩一温普

姑立

省Z・ll乱!∴1、さ11
in;臣!lli'.

273　謝恩　一温普谷里

ごIT !紺L' -…出:i-.fll

r-　　¥S　と=　けどV　-　血V-P

273　謝恩　一温卜姑里

層　256　勅寮　倭一脚部司書

信　密　385　慶賀　一由烏牙

401謝恩　一温卜姑里

V! :蝣ぎIV　拙I; {吾　普凧.;'l'.

みおんほこり(御御誇)

館　密温普姑立　350, 382, 390　謝恩

使　密温普古里　244　謝恩　一

密温普谷里　273　謝恩　一

字　in,:iil川i-'ll :.'丁・<　M粧し

信　　密温卜姑里　401謝恩　-

みか(三日)

信　密介　89　初三　之搭之-

見　　密憂101初三　之摺之-

みぎ(右)

館　　民及立　53, 568　右　一

作　　尺.て't Mi

字　　　　　書　f.1

信　　名急里　48　右　一

見　　A'iVf.'" '蝣蝣>蝣>　右

みじかかんぎし(短替)

見　　Plifif葦荘::H LMft

みじかし(短)
EE3〔

館　　密失郡失　49　短　-
いeb:

使　　密失章夫　47　短　一
;eb:

字　　<yv圭-V- ''二17　W

信　陰爽殺　44, 546　短　一

見　　因爽撒　46　短　-

iォ.V　二　:W檀　　紙1',

みそ(味噌)

翻　　ul土mi・sjo　91醤　-
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信　　<ftrP M7　滑

見　　弥述　340　醤　-

みた(肘当?)

館　　vfrjt SM、帖

みち(追)

翻　　Dlス1mi・ci　68　大路且キー

69　小路　千一

館　　密集　33, 60, 61, 64　路　-

196, 385　細路　-

¥m　り二即

:・>(><>　刺Ill

使　　軒H¥　二st. ifu

151御路　-

152　冊塀　-

蜜即　276　御路　一

字　　mI三.'与　I/ft

148　御路　-

nn i川・r' -

・・I/.*川I　271僻tfr

信　　密之　32　路　-

Vh"l!|J　37ご　瑚け;'T

見　　蜜至　34　路　-

みちみち(道々)

翻　望ヌ憎スmit・ci蝣mit・ci 13

朝川?食*liM l　十十∴-㌫1.¥-

みつ(三)

館　　杏子　509, 519, 529, 536　三　一

便　　泰子　350, 360　参　一

字　　哲子　349　三　一

信　　也子　515　三　一

みづ(水)

館　　民足　31, 62, 64, 269, 434, 476

7k　-

63　海洋　鳥也一

便　　民足　30, 309, 342　水　-

字　　民足　30　水　-
EE?

血子　342　水晶　⊥桂馬

信　　間子　30, 246　水　-
(v-7>

血子　508　水晶　一連馬

見　　姻書　32　水　一

蜜子　62　水　一

梅子　263　水注　一利

みづいれ(氷人)

見　　梅子利　263　水柱　-

みつき(質)

信　　吾加妹　3白3　朝貢'一吸之
ヽノヽノヽ.′ヽノW

みづたま(水晶)

柁　」II.I'*!I:' lyii　寸こ品

使　　民足達馬　342　水晶　一
:ge>;

字　　血子桂馬　342　水晶　-
ン・Sl〔

信　　血子達馬　508　水晶　-

みづたらひ(水盤)

館　　民足大緑　269　水筒　-

みづつぎ(水注)

信　l*)T-f-ii^: "1'">　畑巨

みつとを(三十)

館　　杏子吐　536　三十　一

みづみち(水道)

館　I.'1,1・.蝣蝣蝣一皇li4.辛

みづをけ(水桶)

信　　他古　217　面相　一又他里
ヽノヽ山′

他嚇古　244　盤　-
ヽ′ヽノヽノ~lJW

見　　堵阿谷　220　担笛　-
ヽノ~ヽノ'ヽ_ノ~lノW

?::.i　浴柚l〕:Y-

みな(管)

翻　　可ヰmi・na　23　酒尽了　ヰ司-せ可

館　　民耶　379, 593　不暁的　一失達畦

使~　民約　271不暁的　一失達畦

みなと(港)

耕　号叶且王・phu・ra(na)　mo蝣to 12
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什m刊ir.iiyV.'t川モ　TpI ち:.ド.i

館　密乃度　27　江　一

任　　ft'!;lit　二・:G　汗

宇　inIJ性:・さG　汗　-

信　　密乃度　26　江　-

みなみ(柄)

館　　米南米

使　　米南米

字　　米南米

信　1養　rサ:{
ヽノV

見　　間JtllsvK-

みななる(揺)

輔。l-　・!),-I

南

一

一

3L
T
.
山
　
山

8　　6　　6

L
f
J
 
L
T
5
　
　
i
f
j

納
　
L
T
- 柄

信　密由烏牙　385　慶賀　-

みる(見)

館　密達　206,340　人朝　大立葉-
(77

VfrK　3X8 'iこ'/Hi i亘り潤し

使　密達　239　入朝　大立葉一

蜜只　389　着　一

字　　密達　237　入朝　大立葉一

宮只　372　着　一

信　密達　377　入朝　大立葉-L・

捗り:iS!l ff

みん(明)

館　苗　297,300,342　大明　大-

mi・na・rat(nat)　ti　23　酒・　使　苗　214　大明　大-

尽了　ヰ司　-

みね(鶴)

館　　vfr也　45　>H

みみ(育)

軒　1,1mi・(mi) 146　耳　一

館　　K¥　4'19　叶

使　　眉　316　耳　一

字　　米米　315　耳　一

信　　仰米　413　耳　一

見　iu(ii　18　TJ　・

JIや　Y'¥)

信　　迷耶185　宮　一

見　　wf　208

みやうねん(明年)

南　　中♀　mja・u・nj〇n　62　閏年

館　苗年　84, 104　明年　-

みゆ(見)

字　　詫間　385　-1^>

信　　迷関　595　不見　-

みゆわひ(御祝)

館　　密由外立

使　　蜜由歪利

字　　密由烏牙

加
只
　
賀
　
賀

慶
　
慶
　
慶

2
　
　
L
/
　
　
-
J
I

i
;
:
　
　
-
^
　
　
-
r
r

s
a
　
　
ク
叫
　
　
E
B

字　　首　216　大明　太一

圏

むいか(六日)

信　　美介　92　初六　之搭之一

見　　美憂104　初六　之i搭之-

むぎ(麦)

館　　蒙乞

便　　蒙巳

字　　皿其

むこ(婿)

一

　

l

　

活

立
　
利
　
諾

以
　
以
一

麺
　
麺
　
麺

i

-

i

　

'

J

5

　

　

円

/

3

　

　

0

　

　

0

4

　

　

3

　

　

3

信　　母姑　295

見　　慕穀161

疋
日射

婿

むしろ(蓬)

載　　且イ1キmo-si・ru 119　席子

むち(秤)

館　不只　271鞭子　烏馬奴-

むつ(六)

館　木子　512, 522, 532　六　一

使　　木子　353, 363　陸　一

字　!il¥ J'-　　　　J

信　　娘子　518　六　一

むつき(観循) ?
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信　　波君子-200　脚踏棉

むね(胸)

信　　唖尼　424　的　-

むら(村)

信　(:)判　si; tj

見　　¥-itt r.8　fJ

むらさき(栄)

見　　木刺殺吉　379 (栄)

匝I

め(冒)

1　　85　　14　　3

也
.
也

字　　也　317

眼

一

　

[

　

1

3

　

目

口

　

日

日

　

日

日

41

信　　美　412　眼　一

見　1　2ォJ7 1けま

めす(召)

覇　　且ヰ7回'o・sa・ka・ra 15　好下飯

4

信　　三衣米　351上人吃　一小利
ヽ′ヽノヽ・(′〃

めん(檀)

館　　以立蒙乞　431-　麺　-

使　　以利蒙巳　306麺

字　　皿其諾活　307麺

固

<, (蝣&)

靭　ヲトT且kha・mチ　mo 135　軌巳.ヽノ＼′ヽノヽJ'ヽ.～

信　　畦甲眉　462　桔　一
ヽノヽ′…

見　　時日輔　Mf) u¥
ヽ′ヽノヽノヽノ'

もうせん(毛髭)

信　†一・f..・蝣110　酔ii

見.木身　321稜　-

もくかう(木香)

館　南木稿128,491本香　…

もち(餅)

信　　木之　485　餅　一

見　　木之　357　耕　一

もつ(拷)

柁　?.V!I l岬　f>、;二　・卜

使　　莫貝　261葦来　-千

もと(元)

翻　　且王mo・to 12　江口早eト

もどる(戻)

館　博多夢　207,361辞朝　1

362, 580　回去　一

作　I'..1,V.lil. ZF蝣I)出蝣!;

256, 394　回圭　一

守　　門肘;'. ::蝣蝣蝣: M.;、・　　具

信　　関都里　393　回去　一一其

見　　木毒利　206　回圭　一

もの(物)

翻　　且且mo・　ro (no) 13　喫食如何

斗二　蝣:l蝣∴

館　　莫那　258　舗孟　是及一

木那　374　方物　一睡

位　　uji; ::D7　眉Li;　吐

字　　木那　262　方物　一睡

信　　母魯　205　牙刷　205　番畦脚鶏一

木那　406　方物　一畦

WM　　　　一手　　蝣Ill .

見　　十」!'&: isi　白V!

ものがたり(物語)

字　　Ftで!:U>古&!i'-　;5.言i"iiV

腰奴嘘達里　・380　説ァ&-　一

括　　s:き'<:.'.・l・:-;'/・蝣ii :;;.i':言h

歴Wtt'S'Ii　∴!・y.n:I.

見　　木奴略連盟　384　説話　-

もめん(木綿)

館　　木綿　396, 406, 408; 409, 416

布　-
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使　木綿　283, 294, 295, 296, 301

m　-
C7-7)

字　木　280　布「

木綿　288, 289, 290, 300　布　一

信　木綿　450　冬短衣　一寮

もめんぎぬ(木綿衣)

信　木綿畢450冬短衣二

もも(桃)

信　莫莫137　桃　一章乃

もも(腿)

信　l]vfn-l　431 W.

見　　木木　313　槌　-

もめん(匁)

館　買毎　537,538,539,540,541,542,

543, 544, 545　銭　-

546　-両　就一

毎　547　十両　必亜姑就一

便　買毎　368,369,370,371,372,373,

374, 375, 376　銭　-

377 ・、柚M　扶

毎　378　拾両　蹄牙谷就「

字　買毎　357,358,359,360,361ゆ362,

363, 364, 365　S%　-

;w<>　I':'J Vt

w　,ir,7' 「r*j mti

:<'i8　　　両　棉'H!.

信　買毎　555,556,557,558,559,560,

561, 562, 563　銭　-

r.fii p'j r>[ -

h r>r>r.十llIj m*w,

厨

午(矢)

朝　中日蝣ja 111,113　箭　一

館　亜　213　箭　一

便　牙160　箭　-

字　　牙15

信　　一牙

見　　依牙

f

‥

-

2

　

i

-

-

節

7
　
　
9

:
・
>
!

7

　

　

1

　

　

2

や(家・屋)
[-:;l

舘　　悪　191楼　塔埴一

便　牙148　楼　塔嘘一

字　牙147　楼　塔嘘r

lr>-"'軒損　廿-

信　耶186屋二
コEE*

才Ipf) Ji'.hi　叫til':こ,;>一

見　　牙　209　屋　-

217　瓦房　蛤痢弗書-

やう(陽)

見　　y.' 7ドi;l∴

やうか(八日)

信　鳴介　94　初九　之搭之一

見　約畦106　初九　之搭之-

やきいL (焼石)

館　　亜及亦石

使　　牙及亦石

字　　牙及亦石

信　啄及一什

やく(薬)

館　　約　506

やく(焼)

陀　　蝣Hi -1と

使　　牙及

芋　Jf tf.

信　　BV T;・

蝣
"
#
-
"
3
*
"
S
*
　
C
O
l
　
　
蘇

樽
　
碑
　
碑
　
碍

C
O
　
,
-
i
　
,
-
¥
　
　
C
T
i

合忠莱合

石
　
石
　
石
　
什

㍉
二

碍
　
碑
　
碑
　
時

C
S
3
　
　
r
-
<
　
　
r
-
H
 
C
T
l

蝣

*

*

蝣

　

"

s

f

 

C

O

やくわん(薬碓)

Is j'jfn　二・・蝣::;ォ:納?i'

見　堅光　255　鋼確.-

やす(痩)

iF,　里i'; .v,"i

見　　附・J J'  iX>
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やすむ(休)

輔　o圧中ja蝣sa蝣n-j〇　40　口頭落了

T:ざt十　　*,! 'l!

字　　由清辞　387　説慌　一舎
＼′ヽ′ヽノヽノヽ.′ヽノ

信　　由活秤　593　説宗　一舎

やつ(A)

館　　甲子　514,

使　　甲子　355,

字　　鳴子　354

信　　呼子　520

やど(描)

T言　　耶独188

やなぎ(柳)

信　　現其139

やま(山)

輔　ヰ土sa・no
も`ヽ′ヽ′一一

館　　亜馬　30

62

473,

使　　牙馬　29

349

字　　牙馬　29

34

信　　啄麻　29

牙馬　507

524, 534　八

356　捌　-

01

A

n I',':

柳

M III]'!'!　　1

67　ULJ底　-J^1ヰ

山　-級

山水　一枚民足

503　瑚瑚　一那達馬

Ill　　:丈

珊瑚　-那達馬

山　一枚

珊瑚　一那達馬

山　一間字亦読同麻音

欄間　-lEtfi'i

見　　牙嘱　27　山　一

やまと(大和)

靭　o巨T-ヱja・ma to　2　日本国的入　-

可音

字　　亜馬吐　215　日本人　一必周

信　　・II'.ll;!!!. :ris　　　こ!、　ビ・i.M

見　　亜馬吐169　日本人　一虚毒

やむ(柄) (痛)

信　　明的:¥[<i　咋

病
　
捲
　
病

8
　
　
7
　
　
0

⊂

n

 

c

c

 

c

r

>

つ

J

 

1

 

1

的呼見

やむ(近)

陀甘'vr'
III

使楊蜜

字揚密

信iJW

見i*'JIII

やり(檎)

C

O

 

d

L
f
i
　
　
つ
J

8　　9　　8

凹
兄
　
　
O
^
^
K
f
i
K

t
f
S
 
S
S
　
放
　
散
　
散

IJT・　　　　111-　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　1J'・

I

 

i

 

i

一

l

敢
　
敢
　
敢
　
敢
　
敢

不
　
不
　
不
　
不
　
不

r

o

 

t

o

 

r

o

館　　亜立　Z16 鎗

使　　牙立163　鎗　一

字　　牙立160　鎗　一

信　牙立257鎗「
見　　ft rr,喜il

匝】

¥>> :iiH

字　　由　306　粉　一語活

信　　由　488　粉　一諾姑

ゆ(油)

信　　蛙　225　油蓋　-之既

見　　思　243　油差　一子吉

ゆき(質) ((霞))

潮　　音71ju・ki　36, 37　雪

館　　由乞　　20

使　　由其　8, 20

雪

雪

字　　由旗　　20　雪

信　　又急　9, 13

見　　欲吉　9, 13

ゆく(行)

質

質

館　　亦及　205, 341,見朝　大立葉-

208, 325, 556, 578　去

こvM　圭　Ll.姑

384　上緊走　排姑-

hV,' '!.']蝣'}蝣　出!I
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使亦急226,387,392圭一

ご3ォW,刷人立A¥

275上緊走排姑-

391起身棉知一

字-II-:蝣>・三h,i>;,¥'¥ii.「

252回去関都里一

札225上・

270上緊走排姑-

EE2
信Jfc糊,L的i',1,

--II:ミrサ31叶上I!!J肘II

亦急371上緊走排姑一

見亦急199上緊走・准姑-

ゆたか(盟)

信サmこ32!".WAI
ヽ′ヽ_一一一ヽノ-
見境格174首一
一ヽJ一一ヽノヽ1-.
ゆつぎ(細注)

信雄之既225油蓋二

:eei:
見思l'.I蝣・'>1'JJII~'1.J乱髪・

ゆのこ(湯子)

字由諾活306粉一

信山.-;}'.Wi川.q持

ゆび(描)

翻且朝'oi・punI5I手指頭一

幅繊維・ii'!i-jtr仲

兄威倍312指頭-

ゆふべ(夕)

翻且せ叫jo・sam・puui45晩夕

信　有殺畔的　70　晩　一

見　　蝣/r>　r:;峨
ヽノ`ヽ.′ヽ

ゆみ(弓)

靭　ol♀ 1・-u・mi 110, 112, 114

弓　一

緒　iff'tSr.t　・)】1弓

使　由迷161弓　-

字　Ill-13

信　　憂米

見　　欲密

8　　6　　85　　9　　11　　1　　2

ゆめ(翠)

信　　一梅　373

見　　亦梅　200

ゆわう(硫黄)

館　　to 'Al

使　　魚敢

字　ii/i-
へ.′ヽ′ヽ′、′ヽ

信　　油畦

見　　由畦

n

 

n

 

w

 

n

5　　7

0
0
　
-
w

6

　

　

2

　

　

9

蝣

"

ォ

蝣

+

"

　

T

-

<

　

　

C

U

∴
　
　
蝣
*
'
・
I
*
1
　
㌣
　
　
圭

ゆわÅ(撹)

館　　由外立　352, 380　慶賀　密一

便　　由歪利　247　慶賀　蜜一

字　　由鳥牙　244慶賀　密一

信　　由鳥牙　385慶賀　密-

!fi

よ(夜)

的
　
的
　
的

立
　
里
　
里

姑
　
姑
　
姑

i

一

-

晩
　
晩
　
晩

nx>7

　

　

7

　

　

7

約
　
約
　
約

t III;i

館　Ill .'477　里汗　　現ミ圭

使　　由　272　聖旨　一敗奴失

由:;ir/ >?:fr　　叫t;りミ

信　　由　400　聖旨　一奴奴尖

よ　く終助) (命令)

館　約　351平身　今失鳥奴必一

便　　約　246　平身　各失吾奴必-

252　進表　音那阿傑-

よか(四日)

信　　郁加　23　大後日　一

時介　90, 110　四　一

見　　廿':i　∵1大住　　　MM
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晴略102初四之掩之-

育晴112十凹幕I

i";|;v'蝣i"ir∴ご∴十川fillI号.

よかさけ(良酒)(清酒)

桶且7巨国jo蝣ka・sa・kuii72清酒-

よき(斧)

信霞爽229斧頭-

見由吉246斧頭-

よし(良)

翻且中華'jo・ta・sja29好一

まま'jo・ka72清酒.一斗ユ1

館的達撒335,369,588好「

使約達撒232,262,401好一

字丘達撤258好看一

信優答殺365好-

よっ(四)

館由子510,520,530凹一

便由子351,361韓一

字rllJ蝣*-vr*いI"J

信JこJ'-s川I'"H--

よにち(四日)

信噌掘子100十四之-

よぷ(呼)

字院的376叫一

信M北音:j.f>!j-jj'1.ll.

3*352VaXasal
院的600叫-

よめ(嫁)

信Iifttこ3日:W-ii

見叫、T三M'i4ii!

よる(夜)

輔ol♀キ'i・'u・ru46ffi夜一

館由禄76夜-

使IIf/'i!>了と

ill打I,iv

信噂羅68夜-

見　　故障　80　夜` -

よる(寄) ?

使　　約里　276　上御路　悪牙蜜即一

字　　的里　271上御路.悲牙密即一

括　　v-Vi'  ::上世'・蝣; mi-こ牙宜常

よる(作) ?

翻　　且己国'jolra-ri 82倣下飯47t4-

よろひ(鎧)

鱈式守>">!¥:

使約羅衣

;Vj?i主J・:

信幼羅衣

H.it-Y'
.V:

[司

L、、(}'!?)

甲
　
甲
　
甲
　
甲
　
甲

o

o

 

l

o

 

i

_

n

L

O

 

L

O

 

L

O

c
s
i
　
　
-
m
 
i
-
H
 
c
o
 
o
o

館夢393羅-

使羅280羅一

字羅276羅-

('一-肯1苗

見洋.'->.'1Ji';i

らいぐわつ(来月)

翻t]1専ヰそtj〇i・oaPkoa・ca61

来月-

らつこ(猟虎)

棺斗4<:]"蝣「l演恥V(.-lT.aHfcl主

らふ(蝋)

信:M!<町野Ill.I---ll.一

見羅256腺策一路低

らふそく(蝋燭)

蝣・I..・・:.il::lM告

らふたて(蝋立)

」-;i'J*汗し-!、Jr.1.言ラー一

軒

・;'T.I

信"利554児-
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りやう(両)

信聯茶切536両-

りゆうがん(龍恨)

綿ド・'川TIIMin.‖Ll.

使龍晴105龍限一

字龍晴105龍眼一

信客梗132龍眼-

ヽノヽノ`ヽノ＼′
圏

る(助動)(可能)

館立383且慢走烏乞一乃

便利274且慢走烏其一耐

信藍r>8;:川畑'
,-'i'l一
困

れい(礼)

字利261作揖一十之

れいざ(礼儀)

信札及341作揖一

見礼及176作揖-

れいし(荒技)

棺立V:1L':、ォ詛・!一蝣

便利是106差岩枝一

字利是106孟銅友一

信利市150孟冒真一

れんこん(蓮根)

信蝣#:yこn>ヱiH-

圏

ろ(棉)

在官

倭

辛

信

見

5　　2　　92　　7　　6

つ

O

　

　

蝣

-

I

　

　

　

-

山
夕
羅
　
羅

3　　8

だ

U

　

　

7

2

　

　

2

羅
　
櫨

ろ(炉)

館　　炉

使　　炉

仲
…
x
:
　
x
=
s
i
　
」
;
州

F

　

1

格
　
稿

炉
　
炉

ト
、
-
　
w
!
~

9

　

　

C

U

3

　

　

8

2

　

　

1

字　　炉183　香炉　稿一

信　　魯　204　風炉　-

;<<!i　?　fi

見　　魯　226　風捕　喰子-

ろく(六)

館　　禄姑　94, 542　六　一

位　　　　　y<¥　∴

:>.;:>,早

芋　　鋸'*蝣　X> ・J:ii　　帖i';

六!:-　吋・) I、:i　.-',亘i喜J;

信　六姑　x 112, 560　六

六古102, 528

見　　六骨　92　六

色古114, 124

ろくぐわつ(六月)

館　　禄姑畦的

使　　禄谷畦的

字　　禄谷畦的

信　　六姑括子

見　　六甘利止

ろくもんめ(六匁)

蝣・蝣4吊.捕.

使　　禄谷買毎

字　　六谷買毎

信　　六姑買毎

4　　1

a

^

M

S

荒

1

　

　

0

　

　

ワ

レ

∩

n

 

c

o

 

c

r

.

六

_、l .

′ヽ

月
　
月
　
月
　
月
　
月

六
　
六
　
六
　
六
　
六

銭
　
銭
　
銭
　
銭

六
　
陸
　
六
　
六

C

¥

l

 

C

O

 

M

 

O

<
」
>
　
　
U
3

i

n

 

m

 

t

o

圏

わう(王)

館　教　279, 280, 281, 312, 319　王

一那

便　数198, 199,220,三　一那

字　倭王195　国王　一　幅的fコ

は　い　T.f　-蝣n軒::!,し

J-<　ZlT　　　';,:

信　　華　282　国王　笑泥一

倭　284　王子　一枚哲勃人誇
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w :MD J:

わうがなし(王加那志)

字　　倭王境的P 195　国王　-

わかす(柿)

靭　　斗7国　oa・ka・si 18　揚酒ヰユ1-

100　焼茶　和一

わく(分)

輔　　斗7国'oa*ka(ki)　ti 19　酒酒来

J主'1

わた(棉)

見　　¥:t与　こミ:n　細大　　I'ij蓑

わたいれ(綿入)

見　　rり:.答　刊:ui　細V.: -('蝣蝣

わたす(渡)

見　　畦答巳　62　回水　蜜千一

ォmi¥　fii　沌　混f:j

わらふ(笑)

T h.吋紳)

信　　jr.判的

見　;l'叶m

わらべ(童)

笑
　
笑
　
笑

蝣

f

 

C

O

 

t

-

-

C
-
-
　
　
C
.
　
C
O

3
　
　
5
　
　
3

信　　歪提培　334　小核子　-

見　　畦錬比159　小核子　一

畦操倍166　Y頭　烏那姑-

われ(裁)

桶　屯woan　2, 9, 11我　--

館　　昂　329, 387, 570　我　一吐

?吐'i:u; frif　　二宮間

作　I-IJ　ご2<J T':;　時

字　Jt抽'I　22X　八　-

信　駕　310　我　-伍

見　　往150　我　-

わろし(悪)
I-?-?I

載　且尊ヰ'jo・'oar・sa　30　心臓甘

71且エー

館　　畦禄撤　332　耳　-

370, 589　不妊　-

吐禄撒　388　不好看　一宮只

侍　　時子月・:i　21:3　~FT

263, 402　不好　-

字　　畦禄撒　231 X　-

2f.ii　付.[・

信　聖i't .'Miト'<;・

見　　掩殺195　不好　一

わん(碗・椀)

信　　純　ニ;.>!.)　こ鍾　vI-

見　　碗　253　茶鍾　茶一

国

.<.!川-I

館　　亦　35, 192　非　一増刷

使　　依　34, 149　井　一嘘刺

v^^^^^^^HuS　契　　ほ　一四四1

信　　f:'こ.'・)三1廿　一店*K

見　　晴　37 .1!.
こササ5

ゐがはh (井河原)

館　　亦噌痢　35, 192　井　一

便　　依嘩痢　34, 149　非　-

ttpfi叫.lil　け

信　　依暗痢　35　井　-

ゐる(座)

潮　音郎1-ju*。ai・n　25　平坐ヰ含エー

信　?nj¥K　211廿只

且;

ゑ(絵)

館　　葉

仲　　-t

'テ　　・V.:

夷夷
　
椅

9　　62　　72　　1

173

画
　
画
　
画

之-i-"Z画762

283　画

ゑか(戟?)

字　　-一加'246　賞賜　吾一毎奴
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-?7]
信加-387f紺抜喜一毎奴

ゑかき(絵描)

信'k'h*&,:.二11Lミ'ii所

ゑしゃく(会釈)

棺i*l,111(li.トi-s;::什川、t
ヽ′`、′ヽノヽノヽノ'ヽJヽ
使撒畦利265作描是礼

ノヽ′ヽ′ヽノヽ′＼へ
えふ(酔)

翻-l-f*l・>・ti76酒酔了ヰ三上

館山的339,435酔了-

387我酔了昂畦一

信威帝349大師一

見Iなml*1rril'

圏

を(夫)

信I,'隼:wr>J-

見烏毒144夫-

を(格助)(目的)

館烏351身全集一枚必約

那354末輩漂-

.x:",xfit'.V…津l一一両∴的

:仰iォー:1こ錆一・回柚i-;

使/r.
11ご1(;半>ftr-iiuw]

鳥::isノ-vi'?

耶I・^tで.;りit-1借・・]

253進本盆一阿傑的

す!'.;2-1:.ノ言・蝣fc

fli;::1リft表口-j',rH・・;'的

信Iff?.()'>川Iiff一軸f;urrf・

runl*E

烏386表章彪一

川:<<)(l乱.J三ォ・蝣;:蝣-wr川]

vJ)、 rs)

陀　　ft"ム

仲　　fa it*

字　　蝣fc ptf

岸
　
岸
　
岸

」
!
-
'
C
*
5
　
　
0
~

4

　

　

4

U

.

　

　

4

信　　倭略　33　岸

見　　倭晴　35　岸　-

をぎ(~廿All　荻)

館　　翁及126　甘酢　-

使　　翁急107　廿m　一

字　　翁急107 1白熊　一

信　　翁雷151甘m　-

をけ(捕)

信　　晒格198　担桶　一

他古　217　而桶　一又他出
ノヽノヽノヽ.′ヽ

他嘩紀,' 244　盤　-
ノヽ、ノヽノヽノヽ.′ヽノヽ

見　　橘阿谷　220　担桶　-
)へノヽ.′ヽノ…

224　浴桶　阿美-

をぢ(伯父・叔父)

信　　V¥'hi　:?s　　?I/:.
ヽ.′ヽノW

329　叔　崖多一

見　　r.r.ち 'II III
u′ヽ/ヽ′)へ.′ヽノ＼

.i|'J.. 1Sli IIl t'i's:
ヽ′ヽノW

157　叔　屋多-

をとこ(男)

字　　-吏加　207

信　　会ル喝　298

313

見　　烏ilf嘱138

151

親父
　
父
　
男
　
父
　
男

一鳥牙

-鳥耶

細工/y-

をとこおや(男親)

字　　一一吏加鳥牙　207　父親

信　　会ノい酎:描5　298　父

兄　　鳥雷略取屋牙138　父
′ヽノヽ′

をなご(女)

宇　　田男姑　208

鳥男姑　213

信　　会摘姑　300

312

314

母
　
女
　
女
　
母
　
女

vi.
n牙

ト
~
　
　
　
=

蝣

+

-

v

 

H

「

読
日
し

-
　
ノ
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見　　門川;サ') I二m 「,1　柑サ1!'f

鳥耶姑　M3, 152　女　-

166　y頼　-|l.|;射t'r-

姑154　姉　川>.<!ユ乃・

をなごおや(女親)

陪1リ川.,",'] 、rl

会両姑鳥耶,

田JII5喝奴田野
′ヽノヽJ′

親・

汁

ナ

　

」

.

1

8

　

　

2

母s
s

31

をなごこ(女児)

信　　会ih'姑Wi　300　女児　-一

見　　鳥耶姑U 143　女児　-

をなごわらべ(女苅)

見　　鳥耶姑叶練倍166　Y頭　-

をなり(姉妹)

翻　且己国0-raくna〉ri7　妹子右麿　一斗可

信　　鳥乃　322　姉　洗之-

:m h¥　　÷多

見　.VjI'j 15′1神　仙'哨1.:

lr,r. i'¥: !1'.Ill二

をば(叔け)

信　　唱梶　330　姉娘　-

をひ(Wj) (症)

信　　威　333　阿姪　一

見　　tht lミ)R fti!

をり　n,.;)

館　?縄時頼　343 i<IJ行　一

外立　348　3/.住　連11-

使　　寮:v. 242　二立件　昔日一

字　　訴;v. 240　二立仕　答11-

信　　詐V/'. 380　二、川・'_　蕃止-

㊤以下の「の」に関し、中国語を省噂する.
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玖「クリ7トド琉鳩麦」琉英配列語菜

!、 rクリフォード琉球藷嚢」を、 「琉球

藷」中JCに、五十音順に配列しなおしたもので

ある。但し、 "PART I　のみである。

2、英語式綴字を転写した、カタカナ書きの

「琉球語」を見出し語とする。転写にあたって

は、対応すると考えられる現代語も考慮に入れ

る。

3、カタカナ見出し語の次に、その「日本

語J訳を付す。当然のように、クリフオ-トに

よる英語訳と食い適うことがある。その原因に

ついては、第三章第一節参照。

「 」は音韻的に対応する「E]本語」 (&ず

Lも意味が対応しない場合) 。 「?」は疑問を

残す意。

ん、見出し語相当の英語式綴字の琉球語、そ

の通し番号、文脈/英語訳の境に示す。 「-」

は見出し語と同じ意。

ffWj) :K-、<< ("}‥!蝣)

bodsee 39　-,or bodzee/bishop at chess

(lit. priest)

bodzcc 39　bodsee, or-/bisl-op at chess

(lit. priest)

576　-/priest(bonzes of China)

5、原文では、頭文字は大文字になっている

が、頭文字である以夕トに意味を見出せないの

で、小文字に統一した。

6、アクセント記号も、正確ではないことが判

明しているので、省略した。

7、形態素段階まで分析し、見出し語とし

た。但し、複合語として熟していると認められ

るものについては、この限りでないことがあ

る。

8、長音は、 (前の)母音が続いたと考えて

配列する。例えば、 「ダーグ」は「タアグ」と

考え、 「タイ」より前にする。

?、用例は、原則として、 「出順」で並べ

る。

IO、本文は、 『クリフォード琉球語嚢』 (勉

;,*汗十時　71)二　<J.,

!".'"'"

アカ　(痛!)

aka　672　-, orchin・aring?/sharp

アカサ　(赤さ)

akasa　　53　/blush (lit. red)

606　-/red

akassa　121 -　nonoo/cloth red

アカサ　(?) (赤さ?)

ack-a-sa　　604　-/rat

アカチ-ルー(赤黄色)

aka clieeroo　　947　kassムcheeroo, or -

/yeHo＼v, dark

アカバナ　(赤花)

ackkabanna　262　-/flower,ared,the

name of

アガユン　(上がる)

a即yoong　　769　tceda-/suIトrise
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アキウン・ (開ける)

akeeoong　　510　-/open, to, or unlock

アキミ-グヮ　(開き盲)

akee meegua　　45　-/blind man

アキリ　(開けよ)

akirree　　511 -/open it

アクガニ　(鍋)

acoogannee　137　-/copper

アクビ　(欠伸)

acoobee　　939　-/yawing

アササ　(浅さ)

asassa　　671　-/shallow

アサッティ　(明後日)

asattee　157　-/day after to-morrow

アサティンナ-チヤ　(明明後日)

asa tinnacha　　-/day the following

アサブン　(「朝飯」,昼食)

assa bung　　455　- /meal, 2nd (two

hours after)

アジ　(賠)

ajee　　250　-/fish,thegillsofa

アジ(接司)

ajee　　310　- , or paychin/great man

(chinese tajin)

アタピッイ(蛙)

atta beetsee　　276　-/frog

アダニ　(阿旦)

adannee　　539　-/pine, the wi一d

541 -nay/pine, fruitofthe

アナャ　(明日)

acha　　474　-/morrow

826　-/t0-morrow

アナュ　(今日)

achoo　　825　-/to-day

アナルー　(熱いもの)

atcheeroo　　871 atsee meezee, or-/wa-

ter, hot

アッカ　(垢)

ackka　　530　-ddee/perspiration

アッカ　(痛!)

akka　　83　yaddee, or-/burn, to

アッチュン　(歩く)

atchoong　　876　-/walk, to

アツイミジ(熱水)

atsee meezee　　871　- , or atcheeroo/

water, hot

アティサ　(暑さ)

atteesa　　355　　/hot

アデイ　(あれ)

addee　　803　　/that

アデイクデイ　(あれこれ)

addee-coodee　　207　-/every thing

アトゥ　(後)

atoo　　86　-kara/by and by

169　- karree, or-kara/directly

(by and by)

アナ　(穴)

anna　　349　-/hole

350　-hooyoorig/ho一e to make in

the ground

アフィー　(冗?)

awhfee　142　-/country

アフィル　(家鴨)

afeeroo　188　-/duck, a tame

アマ　(向こう)

ama　　291 -ki eechoong,or

moodoeeong/go to, on shore

395　-ki/land,orshore

アマサ　(甘さ)

amasa　　771　-/sweet
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アマザキ　(甘酒)

amazackkee　　772　-/sweet wine

922　- , compounded of

amasa and sackkee

アマン　(栢借り)

amang　　675　-/shell fish (like a crab)

アミ　(雨)

amee　　599　-/rain

600　- fooyoong/ram, to

アムシヌ　(辛い?,疲れた?)

amusheenoo　　822　-/tired, or fatigued

アラティ　(洗って)

aratee　　884　ching-/washing clothes

アラユン　(洗う)

arayoong　　881 -/wash, to

883　ching　- /wash, to,

clothes

アリ(あれ)

aree　　9　-ga aanyoong/answer, to

342　- (meechay)/him (a third

person)

arree　　484　-ga na/name, his

アル　(桂)

a-roo　　338　shanna--/heel of the foot

アン　(そう)

aan　　9　aree ga-yoong/answer to

ang　　644　-/say it,Ican

K)

イ　(～に)

yee　　910　wang-quirree/will you give

me

イア　(「射矢」,矢)

eea l1　-/arrow

イ-　(椅子)

ee lO7　-(chinese)/chair

イ- (絵)

ee　175　--katchoong/draw,　to,

picture

533　kee--,　or kackkee--

/picture

イ-　(良い)

ee　　275　-dooshee/friend

イ-ア　(<感動詞>)

yeeah　　209　　, or chee-00-00/ex-

clamation of surprise

イ-イイイ　(<感動詞>)

lyトyトyーyi　　210　- /exclamation of

surprise

イ-チ　(息)

eechee　　696　hooee-/sigh, to

イ-チュ　(「良人」) (士族?)

eechoo　　299　yookachoo, or-/good man

イ-チュ　(捕)

eechoo　　577　-　cooroom/priest, the

silk dress ofa

610　-/ribbon, silk

697　　/silk

イ-チュ　(糸)

eechoo　　813　-/thread, sewing

イ-チュクルム_ ;(絹衣)

eechoo cooroom　　577　-/priest, the silk

dress of a

イ-ニヤ

eenea

ignea

or ignea (Italian gn)/all

(every one)

4　eenea, or-(Italian gn)/all (ev-

ery one)

5　-　noodung/ail drink, every

one drinks

イ-ビ　(指)
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eebee 235　-/finger

238　riackka　-/finger middle

818　hooee-!thumb

827　shanna　-(lit. foot finger)

イ-ビガニ　(「指金」,指輪)

eebee gannee　　593　-　sashoong/put,

to, a ring on the finger

617　- /ring for the

finger

618 - sashoong/ring,

to puton a

イーピグヮ-　(′ト指)

eebeegwaw　　237　-/finger, little

イーヤツイ　(八つ)

eeyatsee　　200　kwatchee,　or fatchee

(Loo-Choo): -(Japan)/eight

イヴン　(座る)

eeoong　　701 -/sitdown to

イオ　(負)

eeo　　244　-/fish

245　coosa-/fish, a small

246　tamung　- /fish, a small

blueish

247　matchee-/fish, a large red

253　-　kakeeoong/fish,to catch

255　-　stitchee/fishspear

イオーザキ　(弱酒)

eeawzackkee　　924　- , or sackkee ya/

wine, weak

イオツイ　(四つ)

eeots　　272　shee (Loo-Cho0日-see, or

joo (Japan)

イガ　(言うか)

eega　　902　noond -/What do you call

this?

イカイ　(描)

eeki　　　　-/anchor

イキ　(行け)

ickkee　　804　-/there

イキガ　(男)

lckkeega　　443　-/man (vir)

447　-yadong/man, sick

460　oowhoko-/men, a great

many

506　teeshooee-/old man

692　-yadong/sick man

イキガウングヮ　(男の子)

lckkとega oongua　　726　-/son

イキガワラビ　(男童)

lckkeega warrabee　　65　- /boy (lit. a

man child)

イキガヲラビ　(男童)

lckkeega worrabee

イグスイク　(城)

eegoosecoo 102

113　-/child, male

(literally man-

cllild)

or gooseecoo/

castle

イシ　(石)

ishee　　621 see,or weesa- /rock

751　-stone

830　cooroo- /tomb-stone

イシウン　(座らせら　据える)

isheeoong　　585　- /put, to, a thing

above or upright

イシピーア　(「石火矢」,大砲)

ishee-beea　　93　-/cannon

イシャク　(一尺)

eeshackkoo　　365　-/inches, ten

イシ封-　(衣装)
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eeshaw　869　- , or hoonta/叩Per

garment

イシリ　(一日?)

islleeree　156　-/day (in the north of

the island)

イスィ.ン　(一寸)

eesing　　364　-/inch,one

イダ　(枝)

eeda　　839　-/tree, branch ofa

イチ　(-)

itchee　　491 -yooroo/night one

508　- (Loo-Choo), teetesee,or

ta (Japan)

イチジュー　(「一十」)

itcheejoo　849　hacoo-/twentyone

イ-チ　(忠)

eetchee　523　-hootoong!pant,to

524　-/panting

itcliee　　74　-shoong/breathe, to

イナチ　(生きて)

itch-itchee　　2　-/alive

イナチョ-ン　(生きている)

itch-chawng -　3　-/alive,tobe

イチッイチ　(一月)

itchee stitchee　469　-, or gwautsee/

moon, or month one

イチニン　(一年)

lichee ning　　941 -/year one

イチュマ　(<鳥の名>)

itchooma　　891 -/web-footed bird

イチュン　(行く)

eechoong　96　mootchee-/carry to, or

take away

284　-/go,to

286　timma ki-/go, to, in a

boat

290　yawna -/go, to, slow

291 amaki　-,or

moodoeeong/go, to, on shore

680　hoonee　- /ship goes

away

681 moochee-/ship returns

878　yawna-/walk, slow

913　kassee-/wind togoout

イチュン　(撃つ)

eechung　377　ho亡00-/kilいO, birds

イチエル　(一夜)

"teheeyooroo　491 -/night,one

イチョ-ン　(座っている)

eechawng　702　-. or eeree/sit down,

in a chair

イッシャ　(医者)

ishsha　　444　-/man, medical

イッティ　(入れて)

ittee　589　-/put,to,athingin

イティツイ　(五つ)

lttitsee　256　goo (Loo-Choo)‥　・(Japan)/

five

イデイ　(座れ)

eedee　　703　een-eeshawdee, or　- /sit

down, on the ground

イデイクン　(入れ込む?)

iddeccoong　　233　-/mいo

イトゥシャン　(良い)

eetshang　862　-/very 、vel】 (well done,

gooCl)

イナゴ　(女)
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innago　　933　-/woman

934　ootooroosa　-　/woman,

plain

935　teeshooee-/woman, old

936　choorasa　/woman, hand・

some

937　wockka-/woman, young

954　wockka-/young woman

イナゴウングヮ　(娘)

innago oongua, or ungua　154

/daught

CI

イナゴヲラビ　(女童)

innago worrabee　114　-/child, female

(literally woman-

child)

イミショーデイ　(お座り下さい)

eemeeshawdee　　703　- , or eedee/sit

down, on the ground

イユン　(言う)

yoong　　9　aree ga aan-/answer, to

イラナ　(鎌)

eeranna　　386　- /knife, crooked, for

cutting grass

イリ　(小使い?)

eeree　　666　toomoo, or-, or sadge-ee/

servant

イリ　(座れ)

eeree　　702　eechawng, or-/sit down, in

a chair

イリイン　(九れる)

irreeing　　564　-/pour in, to

イリチャン　(妙めた)

irreechang　19　-/bake, to

イル　(色)

eeroo　　50　tama- -/blue (colour)

イルイル　(色々)

eeroo eroo　　128　-/colours

イン　(犬)

ing　171 -/dog

in　172　-/noo nachoong/dog barks

イン　(印)

ing　　411 -sitchoong/letter, to seal a

651 -,or fang/sealofawatch

インシュ　(火薬)

eenshoo　186　-　fooshoong/dry, to,

powder

569　/powder

570　- fooshoong/powder, to

dry or air

インジャサ　(短さ)

injasa　　446　-/man, short

683　-/short

インジャシュン　(出す)

injashoong　　586　/put, to, up a thing

above, high

インジャチ　(出して)

injatchee　　580　-/pu】1, to, or draw out

インディタウン　(濡れている)

indeetaoong　　901 -/wet, to

インデイト-ウン　(濡れている)

indeetawoong　　882　- /wash, to, or

bathe

インニティ　(濡れて)

inneetee　　900　-/wet

H

ウ　(御)

00　　470　-stitchee, or maroo/moon full

ウ-　(大)

00　　650　-nammee/sea, high
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861 - ganjoo/very well (speaking

of health)

ウ-　(雄)

woo　　82　-ooshee/bull

293　-feeja/goat, he

440　-/male

ウ-　(芭蕉)

woo　553　-noofa/plantain,leafofa

ウ-　(はい)

00　　949　-/yes

ウ-ウシ　(雄牛)

wooooshee　　82　-/bull

ウ-ジ　(甘薦)

oojee　　762　-/sugar-cane

ウ-ティ　(祈って)

ootee　　79　-, or chirreetee/broke

ウ-ナミ　(大波)

oonammee　　650　-/sea, high'

ウ-フィージャー　(雄山羊)

woo feeja　　293　-/goat, he

ウ-ユン　(折る)

ooyoong　　70　-/break, to, a stick

ウ-ン　(斧)

oong　　752　-/stone cutter's hammer

ウイ-　(上)

wee　　　-/above- or the top of a thing

ウイ-ジ　(泳いで)

weejee　　775　-/swimming

ウイ-ジュン　(泳ぐ)

weejoong　　774　-/swim, to

ウ-ガンジュー　(大頑丈)

ooganjoo　861 -/very well (speaking

of health)

ウェサラ　(大きい)

wesara　　678　hooboorlee, or - hoonee/

ship, large

ウカティ　(起きて)

oocatee　13　-/awaking

ウキーン　(起きる)

ooking メ 12　-/awake,to

ウグスク　(御城)

oogoos-coo　　380　-/king-s palace

ウシ　(午)

ooshee llO　-noo chee quatee/cheese

(literally cow's milk and fat)

143　mee-/cow

187　- noo coosoo/dung, cow,

for manure

341 -noo ka/hide of a bullock

353　- noo stinnoo/horn of a

bullock

689　-　noo ka/skin, of a

bullock

ウシグヮ-　(子牛)

oosheegua　　88　-/calf

ウシトゥ-シ　(「押し通し」,替)

oosheethushee　537　-/pin, ladle head,

do

ウシモー　(<只の種類>)

oosheemaw　　674　-/shell

ウシャ　(嬉しさ)

oosha　　559　-/pleased

ウシュ　(潤)

ooshoo　　647　-/sea, the, or ocean

ウタ　(敬)

oota　　414　Loochoo, or Doochoo-/Loo-

Choo song

699　-shoong, or-yooshoong, or

ootayoong/sing, to

727　-/song
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ウタユン_ (歌う)

ootayoong　　699　ootashoong, or

ootayooshoong, or-/sing, to

ウチ　(内)

oochee　　369　-/inside
l

ウチキーン　(置く)

oocheeking　588　-/put, 【0, 0r lay a

thing down

ウチュン　(打つ)

ootchoong　　30　chibbee - /beat to, with

the bamboo

817　-/thresh, to

ウチュン　(「打つ」 ?,排す)

oochoong　167　- /dig, to, up the

ground

ウチュン　(「打つ」 ?,縄を掬う)

ootchodng　　435　cheena - /make, to, a

rope

624　chinna-/rope, to make

ウチュンギブ、 (投げ捨てる)

oochung-ging　817　-/throw to, away

any thing

ウチル　(「落ち度」,過ち)

oocheeroo　182　- shoong/drop, to, a

thing

ウツイチ　(御月)

oostitchee　　470　-, or maroo/moon, full

ウティ　(「居て」, ～で)

ootee　　748　hoonee - /stay on board

ship

ウティトゥン　(落ちている)

ooteetung　　631 seeree ootooshoong, or

soosootee; -, or coonshoong/

rub, to, out

ウデイモー　(腕無し)

oodeemaw 783　-/tattoo marks on the

right arm

ウデイユン　(降りる)

oodeeyoong　131 -/come, to, down a

hII

ウトゥゲ-　(柿)

ootooga l16　-/chin

ウトゥシュン　(落とす)

ootooshung　　630　soosooing, or

soosootee-/rub, to

ootooshoong　　631 seeree　- Or

soosootee; ooteetung, or

coonshoong/rub, to, out

ウトゥチュン　(落とす)

ootoochung　　432　/lose, to

ウトゥバチ(云っとばして)

ootoo batch　348　-/(Letting a thing

escape)

ウトゥルサ　(怖さ)

ootooroosa　　865　-/ugly

934　-innago/woman,

plain

ウドゥイ　(踊り)

oodooee　152　-, or makatta/dance

ウナジェラ　(王の妻,奥方)

oonajerra　　596　-/queen, also at chess

ウニフェ　(祈り,御礼拝)

ooneewhfa　　336　ting-/heaven, praying

to

568　ting　- /praying to

heaven

ウヌ　(斧)

oonoo　　317　-/hammer of a stoilecutter

ウホーク　(多く)

oohawkoo　141 '--oong/count, to
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ウホ-コ　(多く)

oowhoko　311 -/greatmany

460　-ickkeega/men, a great

many

ウミ　(港)

oomee　　648　hama, or -/sea, shore

ウムティ　(「表」,・船首)

oomootee　　749　-/stem of a boat

ウユン　(折る?)

ooyoong　733　tooga-/spear to catch

fish with

ウリティ　(降りて)

ooritee　　295　-coo/going down below

ウル　(砂利?)

ooroo　138　-/coral

ウルシ　(港)

oorooshee　520　-noostang/paint,to

ウン　(言う)

oong lO4　nachoong dee-/cat, to mew

!4サs1

461 nachoong dee-/mew, to, as

a cat

ウン　(居る)

oong　141 oohawk0--/count, to

ウ-ンバ　(いや)

oongba　　496　-, or oomba/no

oomba　　496　oongba, or-/no

ウングヮイナン　(<鳥の名>,鴨?)

unguainan　150　-/curlew

ウンドゥレチャ　(噺暢)

undlecha　　425　-/lizard

ウンバン　(御飯)

umbang　613　-,orbang,oroombang/

rice, boild

oombang　613　umbang, or bang, or-

/rice, boild

ウンマ　(且　母親)

umma　　475　-/mother

画

工-　(良い)

ye　　889　-tinsee, or tinchee

エーティ　_(痩せて)

yaitee　406　-/lean(not fat)

エディ　(「病んで」,痛くて)

eddee　693　wattawsickbelly

匡I

オーサ　(青さ)

osa　　312　-/green

オージ　(戻)

ojee　　220　-/fan

221 -shoong/fan, to, one's self

222　-kara/fan, to offer

オク　(億)

okoo　　810　-/thousand, ten

オザガデイ　(召し上がれ)

ozagadee　　502　-/offer, to

503　-sackkee/offer, to,

wine

504　matta-/offer, to, more,

or again

オスタン　(覆った)

ostang　139　sinna shee - /cover, to,

オタユン

otayoong

オチュン

ochoong

over with sand

(「歌う」,鳴く)

147　-/crow,to

(打つ)

29　tanna-(lit, to play on the

gong)/beat on the gong

165　sheego roocoo-/dice, to

play with
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554　choonjee - /play, to, at

chess

555　sheego roocoo-/play, to,

with dice

オトゥバチ(ぷっとぼして,飛ばしてしまっ

て)

otoo batch　　413　-/lettinggo a thing

オナイ　(をなり)

onigh　　700　-/sister

オビ　(管)

obee　　280　-/girdle

352　-/hoopofacask

匝】

カー

ka

(皮)

341 ooshee noo-/hide ofa bullock

448　choo-no0--/man, the skin of

a

513　kooneeboo noo - /orange, the

nnd of an

518　-/outside of bread (lit. skin)

607　pow noo-/rind of a shaddock

608　kooneeboo noo - /rind of an

orange

609　-/rind (lit. skin)

688　-/skin

689　ooshee noo　- /skin, of a

bullock

690　choo noo-/skin of a man

カーラチャウン　(乾いている)

karachaoong　185　-/dry, to

カイ　(～-)

ki　　286　timma- eechoong/go, to, in a

boat

291 ama - eechoong, or moodoee

Ong

395　ama-/land,orshore

カウトゥチュン　(つかむ?)

kaootoochung　105　-/catch, to

カキイ-　(描き絵)

kackkee-ee　　533　kee-ee, or -/picture

カキウン　(「掛ける」,釣る)

kakeeoong　　253　eeo-/fish, to catch

カキティ　(「掛けて」)

kakittee 100 teeroo tenaki -/carrying

a basketon the arm

カグ　(駕龍)

kagoo　　521 -/palanquin chair

カグン　(鏡)

kagung　　283　-/glass

430　-/looking-glass

734　mee-/spectales (lit. eyeg-

lass)

740　toomee-/spy glass

カサ　(笠)

kassa　　324　-/hat, worn by the natives

カサ　(傘)

kassa　　866　shassee-/umbrella

カシャシュン　(嘆う)

kashashoong　　712　kannoong,　or　-

/smell, to

カジ　(陰)

kajee　　668　-/shade, or shady

カジ　(筋)

kajee　　860　-/veins

カジ　(風)

kazzee　　911 kassee, or-/wind

カスイ　(舵)

ka豆see　134　karahigh, or　-　tooee/

compass

カスイ　(風)
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kassee　　911 -, or kazzee/wind

912　-noochoong/wind to come

in

913　-eechoong/、vine! to go out

915　weesa-, or tayellfoo/wind

great

カスイグヮ-　(′わ風)

kasseegua　914　-/wind,一ittle

カスイジトーン　(妊娠している)

hasseejeetawng　571 -/pregnant

カスィトゥイ(舵取り)

kassee tooee　134　karahigh, or　-

/compass

カスイミウン　(終う)

kasseemeeoong　590　-′put, to, a thing

under

カタミウン　(担ぐ)

katammeeoong　99　-/carry to, with a

bar on the shoulders

カチ　(垣)

katchee　　357　ya, or-/house

カチ　(審き)

katchee　615　-yanjee′right, in writing

characters

カナミ-ン　(掴む)

katcheeming　669　-/shake,to

カナミウン　(掴む)

kateheemeeoong　538　-/pinch,to

カチャンジ　(書き損じ)

katchee yanjee　615　-/right, in writ-

ing cllaracters

カナュン　(昏く)

katchoong　412　jee-/letter,towrite

930　-/write,to

カク　(狗)

kackkoo　741 /square

カッサチ-ルー　(軽さ黄色)

kassacheeroo　947　-,orakacheeroo/

yellow, dark

カツ7ミウン　(掴む)

katsameeong　346　-ho】d, to take, ofa

person

カデジ　(潤?)

kadezee　　820　-/tide

カニ　(金)

kannee　　85　hogannee, or-/button

カヌン　(食べる)

kanoung　198　meeshee kamoong, or-

/eat, to, boild rice

カバシャ　(香ばしさ)

kabbasha　　713　-/smell

カビ　(戟)

kabee　525　-/paperofanykind

カ7-シ　(ありがとう)

kafooshee　802　-/thankyou

カベル　(煤)

kabaroo lO6　-skehdang′catch, to, a

butterfly

カマシシ　(勇将の替)

kammashishee　536　-/pinflowerhead

worn by nlen

カミ　(瓶)

kamee　362　-/jar,alargeearthen

カミウン(頭にのせる,お辞儀する)

kameeoong　642　-/salute,to,aperson

カミトン　価にのせている)

kammeetong　97　teeroo-′carry to, a

basket on the head

カムリ　(冠) (被り?)

kamooree　325　-/hat, worn by the
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カムン　(食べる)

kamoong　196　-/eat, to

197　moonocr /eat, I

198　meeshee-, or kanoung/

eat, to, bond rice

カラ　(～から, ～で).

kara　86　atoo-/byandby

169　atookarree, or atoo-/direct-

ly (by and by)

222　ojee-/fan, to offer a

カラバーイ　(羅針盤)

karahigh　134　- , or kassee tooee/

dompass

885　-/watch

カラブ-　(霊?,妖怪?)

karaboo　634　-/rum,orspirits

カラマチュン　(絡み付く)

karamachoong　917　-　′wind, to, a

string round the finger

カラン　(?)

karang　　507　-/olives

カリ　　トから)

karree　169　ato0-, or atookara/direct-

ly(by and by)

カリフ7-　(枯れ葉)

karree wha　405　-/leaf, withered (lit.

a dried 一eaf)

カンジ　(背鰭?,鶏冠?)

kanjee　　248　-/fish, the back ofa

カンジュン　(被る)

kanjoong　　587　-/put, to, on the hat

カンヌン　(嘆ぐ)

kannoong　712　- ∴or kasbashoong/

smell to

カンムデイ　(冠)

cam壷odee　94　-,ormawtsee/cap

囲

-h'　　　LTH

ga　　484　arree-na/nanle. his

ガ　トが)

ga y aree-aanyoong′answer, to

ガ　(～か)

ga　902　noondee-/What do you call

this?

ガウニ　(～金)

gaunnee　　742　banjaw - /square, of a

stone mason

ガク　(栄)

gacoo　49　- /blowing (through a

musical instrument)

ガサ　(軽さ)

gasa　417　-/light.notheavy

ガチ　(垣)

gatchee　　227　dackkee　- /fence of

'bamboo

ガデスイマルキー　(ガジマル木)

gadesee. maroo kee　　840 /tree,

Banyan

ガニ　(壁)

gaannee　　144　-/crab

ガこ　(金)

gannee　137　acoo-/copper

593　eebee-sashoong/put, to, a

ring on the finger

617　eebee　- /ring for the

finger

618　eebee - sashoong/ring, to

pLit on a

ガマク　(腰)
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gammacoo　　343　-/hips

ガラスイ　(鳥)

garrasee　148　-/crow

ガン　(轟)

gang　160　sheenoong, or-/dead

ガンジュー　(頑丈)

ganjoo　861 -/very well (speakingof

health)

囲

(木)

119　matsee - noobooyoong/climb,

to, a pine-tree

124　nash卜/cocoa-nut tree

168　moo noo - sauteeyoong/dig.

to, potatoes

404　-noo wha/leaf, green (lit. the

leaf of a tree)

OA2　matesee-/pine tree

838　-/tree

840　gadesee maroo　- /tree,

Banyan

842　dee-eeg0--/tree, with large

red flowers, which are cal一ed acka

3
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0 honna-/nostrils

926　-/wingfeathersofa bird

キーイ-　(絵)

kee-ee　533　-.,or kackkee-ee/picture

キーン　(蹴る)

king　　374　-/kick, to, with the foot

キスイイ　(「基礎」?,飛び石)

keesiee　777　-/aflightofstonesteps

キンスイ　(煙)

kinsee　　715　/smoke

同

ギシギシ　(<擬声語>)

gishee gish　　797　ha-/teeth, to set on

edge

ギスイギスイ　(<擬声語>)

gissee gissee　313　ha-′grind, to, the

teeth

H

ク　(九)

coo　492　- (Loo-Choo), koonitsee

(Japan)/nine

クー　(能)

coo　38　hoto0--/bird-cage

クー　(来い)

coo　76　mootchee-′bringhere

77　feetootee-/bring fire here

130　cung- /come here

133　noobootee-/coming up from

below

295　oorittee　-/goingdown

below

339　-/here

クー　(はかま?)

coo　　843　-. or hackkama/trowsers

? -　('b-)

coo　422　-feejee/lip, thebeardon the

lower

クーガ　(卵)

cooga　199　-/e箪S

クーク　(小さく)

kookoo　602　-fooyoong′rain, -ightly

''一　　　　十、-.1,1

cbosa　　245　-eeo/fish, a small



i I 3・

711　-/small

クーサラ　(小さい)

coosara　　679　hoonee gua. or - hoonee/

ship, small

クージ　(漕いで)

cooiee

クーティ

cootee

2ms

coobaa

g^sra宅

629　-/rowingin a boat

(街えて,噛んで)

720　haboo-/snake stings

(蜘昧)

735　/spider

(蜘妹巣)

cooba mang　　736　-/spider's web

クーフイジ　(′ト髭)

coofeejee　　422　-/lip, the beard on the

lower

クーユン　(噛む)

cooyoong　　40　/bite to, as a dog

クイウン　(「くれる」,与える)

queeoong　　282　-/give, tO

クゥイ-クチ　(「街え口」)

quee cootchee　　544　-/pipe, the mouth-

piece of a

クゥイリ　(くれ)

quirree　　910　wang yee-/Will you give

me

クゥイシャク　(九百)

queeshacoo　　494　coohacoo, or-/ninety

クェ-　(鍬)

qua　　345　-ya/hoe

クェ-ティ　(肥えて)

quaitee　　223　/fat

クサ　(草)

coosa　　304　goositchee, or-/grass

305　-cheeoong/grass, to cut

クサイ　(鎖)

coosayee　　616　-/ring

クシ　(腰)

cooshee　　824　-satchee, or foosa/tobac-

co pouch

クジ　(釘)

coojee　　479　-/nail to hangthings on

クジュー.(九十)

coojoo　　857　hacoo-/twenty nine

クス　(糞)

coosoo　187　∝)shee noo - /dung, cow,

for manure

クスイ　(後)

coosee　　746　- noochasa/stand back to

back

クスイヌチャー七一　(背中合せっこ?)

coosee noochasa　　746　-/stand back to

back

クタ　(宿)

kutta　　684　-/shoulders

クダミ　(踏み台,踏み石)

coodammee　　778　-/a single step

クチ　(口)

coochee　　381 - spootee/kiss, to, (lit.

cootchee

kissing the mouth)

892　-(lit. mouth)/web-footed

bird, beak of a

389　coonja-/knot

544　quee-/pipe, the mouth-

p】ece of a

クチャ　(裏部屋)

coocha　　31　/bed

クチュン　(「吹く」,煙草を吸う)

kootchoong　　714　footchoong,　or　-

/smoke, to

クツイ　(骨)
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cootsee　　58　-/bone

クデイ　(これ)

coodee　　808　-/this

クトゥ-　(翠)

kootoo　　477　- feetchoong/musical iin-

クトゥバ

cootooba

クニッイ

koonitsee

strument, to play on a

556　-feetchoong/play, to, on a

musical instrument

(言葉)

408　-/learning, or studying
r

(九日)

492　coo (Loo-Choo), -

(Japan)/nine

クニプ　(九年母,みかん類)

kooneeboo　512　-/orange,fruit

513　- noo ka/orange, the

rind of an

608　-noo ka/rind of an

orange

クバク　(九百)

coohacoo　　494　-, or queeshacoo/

ninety

クビ　(育)

coobee　　486　-/neck

487　-nang/neck short (lit. no

neck)

929　tee noo-/wrist (lit, neck

of the arm)

クマ　(此所)

cooma　　750　-toomoo/stern of a boat

クミ　(莱)

coomee　　612　-/rice

クミグン　(嘉頁顧)

koomeegung　　800　/temples, human

クム　(雲)

koomoo　122　-/clouds

クラシュン　(殺す)

koorashoong　376　sheemoong,

/k日,to

クラジ　(髪)

kurrazzee　　315　-/hair

クラスイン　(暗やみ)

coorasing　153　-/dark

クラマポー　(クラマ棒)

coora ma baw　　259　-/flail

クラミーン　(踏む)

kooraming　　836　-/tread, to

クル　(黒)

cooroo　　830　-ishee/tomb-stone

クルジ　(<木の名>)

cooroojee　　575　-/prickly pear bush

クルバシュン　(転ばす)

kooroobashoong　516　- /overturn, to,

or upset

kooroo bashoong　584　- /push, to,

with the hand

クルマ　(車)

koorooma　　46　-/block

903　-/wheelofaship

クルム　(衣)

cooroom　　577　eechoo-/priest, the silk

dress of a

578　basha-/priest, the cot-

ton dress ofa

クルユン　(震う?,狂う?)

koorooyoong　　837　- /tremble to, with

cold

クレー　(これは)

coora　　466　-wa moong/mine

955　-ya moong/yours
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クヮ　(千)

qua　115　-/children

クヮ-　(千)

quaw　　373　-/key

886　sasee noo-/watch key

クヮ-　(上)

quaw　　421 -seeba/lip, upper

クヮ-シ　(菓子)

quashee　　20　-sookooyoong/bake

bread, to

67　-/bread

87　magia - /cake, a sweet

f】owerd

クヮ-スイバ　(上唇)

quaw seeba　　421 -/lip, upper

クヮシブン　(菓子盆)

quashee boong .68　- /bread-basket,

or tray

クヮダクシャ　(?)

quadacoosha　531 -/peperpod

クヮチ　(八)

kwatchee　200　-　or fatchee (Loo-

Choo); eeyatsee (Japan)/eiか

クヮチジュー　(八十)

kwatchee joo　201 -, or fatchee joo/

eighteen

クヮティ　(食って)

quatee 110 oosheenoo chee - /cheese

(一iterally cow's milk and fat)

クヮラ　(掛絡)

quara　　579　-/priest, the belt of silk of

a

クヮンニン　(官人)

quangning　　445　paychin,　or

(Cllinese)/man, of rank

クン　(此所?)

cung　130　-coo/come here

クンシュン　(壊す)

coonshoong　631 seeree ootooshoong,

or soosootee ooteetung, or

-/rub, to, out

クンジャクチ　(縛り口,結び目)

coonja cootchee　　389　-/knot

クンジュー　(九十)

coonjoo　　493　-/nineteen

クンジュン　(縛る)

coonjoong　　390　-/knot, to tie a

819　-/tieto,aknot

クンスインダダカチ　(滑って)

koonsinda dakatchee　439　-/makinga

false step

クンス　(壊す)

coonsoo　　632　-na/rup, to, not out

クンダ　(俳,脹ら腔)

koonda　　　　-/calf, of a leg

クンムラサチ　(紺紫)

coonmoola satchee　　394　- /lake, or

light purple

国

グー　(五)

goo　　256　-(Loo-Choo); ittitsee

(Japan)/five

グールー　(独楽?,丸いもの)

gooroo　135　neenya-/conk she一l

グシャク　(五百)

gooshacoo　　232　-, or gooyacoo/fiity

グシュン　(?)

gooshung　　316　-/hammer

グスイク　(城)

gooseecoo lO2　eegoosecoo, or-/castle
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グスイチ　(薄)

goositchee　　304　-, or coosa/grass

グバク　(五百)

goohacoo　853　hacoo goonjoo, or　-

/twenty five

グヤク　(五百)

gooyacoo　　232　gooshacoo, or-/fiftv

グヮ　(千)

gua　154 .innago oon　, or un　-

/daughter

726 ickkeega oon-/son

グヮ-　(小一)

gua　　88　ooshee-/calf

375　feeja a-/kid (lit. small goat)

679　hoonee-, or coosara hoonee/

ship, small

914　kassee-/wind little

グヮ-　(小一)

gwaw　　237　eebee-/finger, little

グヮウツイ　(月)

gwautsee　　469 itchee stitchee, or　-

/moon, or month, one

グンジュー　(五十)

goonjoo　　231　-/fifteen

853　hacoo - , or goohacoo/

twenty five

匠I

ケ-　(匙)

kaa　　739　-/spoon

ケ一夕ユン　(取ってしまう)

katayoong　　721 -/snatch, to

ケ-ラ　(代えよう)

kayra　　208　-/exchange, to, fans

団

コウン　個王?)

kowung　379　- (Chinese)/king.or

monarch

j-　(i)

kaw　　452　-/match, or fire-stick used

in the temple

コ-イ-ルー　(紐?,紙桂り)

ko-eeroo　　757　-/string

コール　(香炉)

kawroo　　753　-/stone, carved

コロサ　(黒さ)

korosa　　42　-/black

国

ゴウシ　(躍)

go ooshee　　8　shanna-/anhle

ゴージ　(?)

gawjee　　458　-　hackkiyoong/measure,

to

団

サ　(～よ)

sa　　746　coosee noocha-/stand back to

back

サージ　(手拭)

sajee　844　-/turbanworn bythelow-

er order of the natives

サースイ　(錠)

sasee　　886　-noo quaw/watch key

サークー　(砂糖)

sata　437　-skoyoong/make,to,sugar

761 -/sugar

763　-skoyoong/sugar, to make

サーユン　(触る)

sayoong　833　-,orsitchoong/touch,to

サ.カスイチ　(蕊)

sackka sitchee ' 920　tamma　- /wine

glass
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サガユン_ (下がる)

sagayoong　　767　teeda-/sunset

サキ　(酒)

sackkee　180　-　noomoong/drink, to

wine

181 -noomang/drink, not to,

wine

503　ozagadee　- /offer, to,

wine

919　-/wine

924　eeawzackke, or　-　ya/

wine, weak

サキチュ-　(酒強)

sackkeechoo　　759　choozackkee, or

/strong wine

923　choozackkee, or

/wine, strong

サキデイエ　(酒代?)

sackkeedia　　423　-, or samtchoo

(Chinese)/liquor

サシュン　(差す)

sashoong　593　eebee gannee-/put, to,

a ring on the finger

618　eebee gannee-/ring, to

puton a

サジュン　(削り取る)・

sajoong　　653　-/scrape, to

サチ　(差して)

satchee　　824　cooshee-, or foosa/tobac-

co pouch

サックイ-　(咳)

sack-quee　140　-/cough, to

サヅィ　(小使い)

sadge-ee　　666　toomoo, or eeree, or -

/servant

サパー　(草履は?)

sabaugh　　682　sabock, or - /shoes, or

sandals

サバク　(三百?)

sabacoo　271 speeakoo, or-/forty

サバニ　(サバニ舟)

sabannee　　54　timma- or-/boat

サポック　(草履?)

sabock　　682　-, or sabaugh/shoes, or

sandals

サムチュ　(酒物?)

samtchoo　　423　sackkeedia, or-

(Chinese)/Iiquor

サムリー　(侍)

samooree　　388　-/knight, at chess

サラ　(皿)

sarra　　546　/pipe, bowl of a

サル　(猿)

saroo　　472　-/monkey

サン　(≡)

sang　811 -(Loo-Choo);meetesee

ぴapan)/three

サンカク　(三角)

sang cackkoo　　812 /three sided

lilてIIIO

サンシン　(三味線)

sangshing　　323　-/harp

サンジュー　(三十)

sanjoo　　806　-/thirteen

851 hacoo-/twenty three

944　-/years, thirty

サンバク　(三百)

sangbacoo　　807　-/thirty

団

ザキ　　ト酒)
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zackkee　　759　cho0-, 0r sackkeechoo/

strong wine

772　ama-/sweet wine

922　ama - , compounded of

amasa and sackkee/wine, sweet

923　cho0-, 0r sackkeechoo/

wine strong

924　eeaw-, or sackkee ya/

wine, weak

国

シ　　トで)

shee　139　sinna　-　ostang/cover, to,

over with sand

シー　(四)

shee　272　-(Loo-Choo); eeots see, or

joo (Japan)

シー　(「巣」, ～入れ)

shee　　368　simmee-/inkstand

シート　(バッタ?)

sheeto　306　-,orsayeh/grasshopper

シウン　(擦る)

sheeoong　418　-/light,to,apipe

シク　(帆)

sheekoo　931 -/writing-desk

シグルク　(双六)

sheego roocoo　164　-/dice

165　- ochoong/dice, to

play with

555　-ochoong/play, to,

with dice

シシ　(肉)

shishee　　260　-/flesh

261　-ning/flesh,no

シジク　(至極)

sheejeekoo　601 -fooyoong/rain,

シツイキウン

sheetskeeoong

heavy

(押しつける)

572　- /press, to, or

squeeze

シドゥカニ一(「白金」,錫)

sheedookannee　　821　-/tin

シヌン　(死ぬ)

sheenoong　160　-,organg/dead

シノウン　(死ぬ)

sheenoung　378　doogaitee-/kill, to, by

the fireofagun

シバク　(四百)

sheehacoo　852　hacoo sheenjoO, or -

・ /twenty four

シビ　(秩)

sheebee　489　-/net,fishing

シミリ　(閉わよ)

sheemirree　　382　-/kiss

シムツイ　(書物,本)

sheemootsee　　57　-/book

シムン　(死ぬ)

sheemoong　376　- , 0r koorashoong′

kill, to

シャ　(足)

sha　　8　-nna go ooshee/ankkle

338-nna-a-roo/heel of the foot

725　-nna watta/sole of the foot

(lit. belly of the foot)

827　-nna eebee (lit. foot finger)/

toe

828　-nna thimmee/toe-nail

894　-/weトfooted bird leg

895　- ndee/web-footed bird two

legs

シャ　(～よ)
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sha　770　noonootoo-/swallowing

シャク　(尺)

shackkoo　　365　ee-/inches, ten

シャシ　ト差し)

shasl-ee　　236　choo-/finger, fore

シャスiカサ(差し傘)

shassee kassa　　866　-/umbrella

シャンナ-　(足裏)

shanna　　267 ・-/foot

268　-watta (lit. belly of the

foot)/foot. the sole of the

726　- watta/so一e of the foot

(lit. belly of the foot)

シャンナアル　(鍾)

shanna-a-roo　　338　/hee! of the foot

シュー　(父)

shoo　　224　/fa【her

シュン　(為る)

shoong　61 dee-/bow to,toa person

pass川g

74 itchee-/breathe, to

182　oocheerod - /drop, to, a

thing

221 ojee-/fan, to, one-s self

699　oota-　or ootayoo-, or

ootayoong/sing, to

シュンマギチ　(足曲げて?)

shummagitchee　385　-/kneeling

シュンマギチウン　(足山=デて座る?)

shummagitcheeoong　384　-/kneeLto

シラジ　(白髭)

sheerajee　308　feejee-/greybeard

シリ　(煙管)

shirree　　543　/pipe

547　-bookooroo/pipe, case of

a

シリブクル　(煙管袋) .

shirree bookooroo .547　- /pipe, case

ofa

シルサ　(白さ)

sheeroosa　　908　-/white

シンジュー　(凶十)

slleenioo　　274　-/fourteen

852　haco0-, or sheehacoo/

twenty four

EZ]

ジー　(地)

jee　194　-/earth .

ジー　(辛)

一ee

ジーコ

jeeco

ン'-ン'

jeeshee

ジーファ

jeepha

ジーワ

jeewa

ジツァ

zitzn.

ン'ユー~

joo

410　-/letter, or character

412　-katchoong/letter, to write a

(逆細?)

549　-/pivoton which the scull

of a boat traverses

(厨子)

859　-/vase,orurn

(管)

535　-, or jeewa/pin worn in

the hair of boys

(秤)

535　jeepha, or-/pin worn iin

the hair of boys

「バ巨,-Vi

921 dackkee-/wine kettle

(十)

272　shee (Loo-Choo); ceots see. or

-(Japan)/four

801 -(Loo-Choo); too (Japan)/ten

ジューシ　(十四)

joo shee　　943　-/years, fourteen
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ジュ「ハチ　(十八)

joo hatchee　942　/years, eighteen, of

age

ジューバク　(重箱)

joobackkoo　　864　- /victua一, the draw-

ersinit

ジリ　(ねじ?)

jirree　　656　-/screw

ジン　(銀)

jing　　698　-/silver

国

ス　(為)

スイ-

sec

スイ一

cce

765　haradatchee-na/sulky, not

(為て)

287　hayee-choong/go, to, fast

635　hayay-choong′run, to

879　hayee-choong/walk, quick

(岩)

621 -, or weesa ishee/rock

(「巣」, ～入れ)

788　tacoo - /tea, in an octagon

bucket

スイ-ゴ　(小刀)

seego　　730　-/sour

スイ-ヌン　(潜る?)

seenoong　170　-/dive, to, under water

スイカクデー　(四角台)

sicca coodair　　273　-　/fouトsided

figure

スイガトン　(鎚りついている.)

seegatong　　877　-/walk, to, or craw一 as

a butterfly

スイスイ　(<擬声語>)

seesee　　344　-/hissing

スイダシャ　(涼しさ)

seedasha　136　-/cool

スイチ　(鋤)

sitchee　　560　-/plough

スイチ　(七)

sitchee　663　- (Loo-Choo); nannatsee

(Japan)/seven

スイチカラン　(聞こえない)i

sitcheekarang　333　sitcheerang, or

/hear, I cannot (or under-

stand)

スイチジュー　(七十)

sitchee joo　　664　-/seventeen

sitcheejoo　855　hacoo-/twentyseven

スイチバク　(七百)

sitcheehacoo　665　-/seventy

スイチュン

sitchoong

スイチュン

sitchoong

スイチュン

sitchoong

スイナ　(砂)

slnna　　139

蝣・fj　つ

411 ing-/letter,toseal a

(着く)

833　sayoong, or-/touch, to

(鋤く)

561 -/p一ough,to

sheeostang/cover, to,

over with

643　-/sand

スイバ　(唇)

seeba　　419　-/lips

420　stitcha-/一ip, lower

421 quaw-/lip, upper

スイブル　(顔)

seebooroo　　329　-　yadong/head-ache

(lit. sick head)

スイマトン　(住んでいる)

simmatong　　424　-/live, or reside, to

スイミ　(墨)
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simmee　　367　　/ink

368　-shee/inkstand

スイミシー　(墨入れ)

simtnee shee　　368　-/iakstand

スイリ　(擦り)

seeree　　631 -　ootooshoong, or

soosootee ooteetung, or coon-

shoong/rub, to, out

スイン　(千)

sing　/359　-/hundred

スイン　(寸)

sing　　364　ee-/inch, one

スインペ-イ　(哩)

stmpayee　　738　-/spittle

スインペ-ウン　(吐く?)

simpay-oong　　737　-/spit, to

スーティーツイ　(蘇鉄)

sootitsee　　685　- /shrub, with leaves

resembling a palm tree, prob-

ably sago tree

スカタ　(仕方?,様子?)

skata　　550　-/place

スキーラ　(面?,顔?)

skeera　　218　steera, or-/face

スキクツイ　(付けロ)

skeecootshee　　909　-/wick of a candle

スキチュン　(聞く)

skitchoong　　331 sitchoong,-/hear, to

332　moonoo-/hear, I

スキティ　(付けて?)

skittee　　488　hayee-/needle

スク　(棉?)

soocoo　　91　-/candlestick

スク　(底)

soocoo lOl　-/cask

スクユン　(作る)

sookooyoong　　20　quashee- /bake

bread, to

438　tacoo-/make, to, a

tea-pot

スコユン　(作る)

skoyoong　　437

763

sata-/make, to, sugar

sata-/sugar, to make

スゴユン　(殴る)

so0-g0-yoong　　27　-/beat, to

ススイン　(拭く)

soosooing　　630　-, or soosootee

ootooshung/rub, to

スステイ　(拭いて)

soosootee　　630　soosooing, or　-

ootooshung/rub, to

631 seeree ootooshoong, or

~ooteetung, or coonshoong

ススユン　(拭く)

soosooyoong　　927　-/wipe, to, the face

スチガニ　(鈴金?)

stchee-gannee　　32　-/bell

スチャ　(下)

stcha　　35　-/below, or the bottom of a

thing

スチャ　(舌)

stcha　　831 -/tongue

スチャフイジ　(下髭) (顎髭)

stcha feejee l17　-/chin, the beard of

the (lit. lower beard)

ステイミティムン　(「っとめて物」,朝食)

stimmee teen-oong　　454　-/meal, 1st (at

sun-rise)

スパチ　(?)

spachee　　724　- , 0r honna tobacco/
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snuff (lit, nose tobacco)

スピアク　(四百)

speeakoo　271 -,orsabacoo/forty

スプカラサ　(塩辛さ)

spookarasa　　640　-meezee/salt water

641 -/salttothetaste

873　-meezee/water, salt

スプティ　(吸って)

spoolee　381 coochee - /kiss, to (lit.

kissing the mouth)

スユン　(剃る)

sooyoong　　673　-/shave, to

スルスル　(<擬態語>)

sooroo sooroo　　625　-/rough

スンマガ　(孫)

soong tnaga　　303　-/grand-Children

薗　なし

固

セ-　(飛蛙)

sayeh　306　sheeto,or-/grasshopper

固　なし

Fj7

ソ-　(竿)

saw　545　-/pipe,woodenpartofa

ソ-キ　(肋骨) (あばら)

sawkee　　611　-/ribs

ソ-ティユン　(育てる?)

sauteeyoong　168　moo noo kee - /dig,

to, potaoes

EZ)なし

固

夕　(二?)

ta　508 itchee (Loo-Choo), teetesee, or

-(Japan)

タ-グ　(水桶)

tagoo　　81　-/bucket

タ-クー　(茶器箱)

takoo　　438　-　sookooyoong/make, a

tea-pot

787　-/teapot

788　　cee/tea, in an octagon

bucket

789　-mee/tea, the metai pot in

the inside of the bucket

790　-whfoota/tea, the cover of

a

791 -tee/tea, the handle of a

792　- toodee/tea, the ears of

the bucket of a

タイ　(二人)

tay　952　ya(-)/you(asecondperson)

タジーン　(漬る)

tajeeing　　56　-/boil, to

タチ　(太刀)

tatchee

タチュン

tatchoong

タチュン

tatchoong

タッキー

tackkee

タッティ

tattee

776　-/sword

(「炊く」)

436　mashoo-/make, salt

(立つ)

619　」/rise,to,from achair

(血統,血縁)

281 -/girl

(舵)

695　-/side,ofa thing

タッティウン　(立てる)

tatteeoong　　745　-/stand up, to

タティ　(立て)

ta-tee　　279　-/get up

タティイン　(立てる)

tateeing　779　-/tostickathingin the

ground
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タテスイ　(二つ)

tatesee　846　nee (Loo-Choo);- (J叩an)

/two

タニ　(杜)

tanee　　515　-/orange, the peed of an

タマ　(玉,珠)

tamma　　24　-/beads

398　--dooroo/lantern, glass

920　-　sackka sitchec/wine

glass

tama　　50　--eeroo/blue (colour)

タマイル` (「珠色」.育)

tama-eeroo蝣　50　-/blue(colour)

タマサカスイチ　(珠盃)

tamma sackka sitchee　　920/wine glass

タマドゥ-^　(珠灯能)

tamma-dooroo　　398　-/lantern, glass

タミウン　(「矯める」.曲げる)

tammeeong　　36　-/bend to,a thing

タムン　(蘇)

tanning　　246　-　eeo/fish,　　small

blueish

tamoong　　938　-/wood of a【-y kind

タムンイオ　(<魚の名>. 「薪魚」)

tamung eeo　　246　- /fish, a small

blueish

タンナ　(どら?) (派?)

tanna　　29　-ochoong(lit. to play on the

gong)/beat, on tlle gong

タンナン　(船首錨?)

tannan　　64　-/bower

国

ダキ　(竹)

dakec　　21　-/bamboo-cane

ダキガチ　(竹垣)

dackkee gatchee　　227 /fence of

bamboo

ダキジツ7　(酒注ぎ?)

dackkeezitza　　921 -/wine kett一e

ダチュン　(抱く)

dachoong　　98　-/carry to, a child in

the arnlS

I-'.

チ-　(血)

chee　　43　- -hooga-choong/bleed, to,

lit. to draw blood)

47　-/blood

176　-na hyoong/draw, to, blood

ト　　CM

cliee 110 ooshcenoo　-　quatee/cheese

(literally cow's milk and fat)

463　　-/mi一k

464　-hayoong/mi一k, to draw

495　-/nipples

チ-ウウ　(<擬声語>)

chee-00-00　　209　yeeah, or　- /ex・

clamation of surprise

チ-)i,一　俵ft)

cheeroo　　946　-/yel一ow

947　kassa -,or aka -/yd-

loW, dark

948　-　Clingee/yel】O、v, dirty

or dingy

チウン　(切る)

chccoong　151　, or feeong, or fee-

joong/cut, to

305　coosa-/grass, to cut

ナウン　(着る)

cheeooll　　177　clling-/dress, to

591 ching　- /put, to, on
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clothes

チカルン　(聞こえない)

chee karung　161 mimmee-/deaf (lite

rally, ear not to hear)

チジ　(注いで)

cheejee　566　-/pouring

チジャコ　(真銀)

cheejackko　66　-,ortoo∫一g/brass

チジュン　(注ぐ)

cheejoong　565　-/pourout,to

チタ　(北)

cheeta　　498　-/north

チチ　(檀)

chee-chee　441 -′mallet,wooden

ナナ　(綱)

cheena　254　-/fishhookandline

435　- oolchoong/make, to, a

rope

chinna　623　-/rope

624　-oochong/rope, to make

チヌー　(昨日)

cheenoo　950　-/yesterday

チビ　(尻)

chibbee　30　-ootchoong/beat to, with

the bamboo

チブス　(頭?)

chee-boo-soo　251 -/fish, the head

HE!

チャーチ　(消して)

cha-che　242　fee-/fire,toputout

chachee　592　fee-′put,to,oLitfire

チャーチジン　(消し炭)

chacheejing l08　-/charcoal

チャウン　(茶味)

chawung　785　-/teacup

チュ・(人)

choo　15　yawna moon, yawna-/bad

ill郵卸

236　-shashee′finger, fore

299　yooka-, or ee-/good man

442　-/man (homo)

448　--noo-ka/man. the skin of

a

690　-nooka/skin,ofaman

'-.I、・　悼I蝣i

choo　759　-　zackkee, or sackkee-

/strong wine

923　-zackkee, or sackkee-

/wine, strong

チューサ　(強さ)

choosa　758　-/strong

チュ-ザキ　(強酒)

choozackkee　759　-, or sackkeechoo/

sLrong wine

923　-, 0r sackkeechoo/

wine, strong

チューン　(来る)

choong　129　-/come, to

287　hayee sit-/go, to, 'ist

635　hayay sit-/run, to

879　hayee si卜/wa一k, quick

912　kassee noo - /wind to

come in

choo-oong　132　-/come,to,onboard

チューン　(刺す?)

choong　　744　-/stab, to

チュイ　巨人)

chooee　361 wangト)/Lorme(afirst

person

チ皿シャシ　(人差し)
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choo shashee　　236　-/finger, fore

チュラサ　(活らさ,美しさ)

choorasa　　298　-/good (proper)

322　-/handsome

936　- innago/woman, hand-

some

チュン　(打つ)

choong　　28　naco0-　- /beat, as the

heart

チュンジー　(象棋)

choonjee lll　-/chessmen

554　- ochoong/play, to, at

chess

チョ-　(兆)

chaw　　465　-/million

チョ-ナン　(提燈)

chawching　　397　-/lantern, folding

チラリン　(切られる)

chirraring　　672　aka, or-?/sharp

チラルン　(切れない,切られない)

chirrarung　　52　-/blunt

チリティ　(切れて)

chirreetee　　79　ootee, or-/broke

チリデー　(連台)

chirreedeh　　835　-/tray, or waiter

チリトーン　(切れている)

cheereetawng　　794　- /tear, to a thing

in pieces

チルー(紘)

cheeroo　　230　-/fiddle strings

チン　(「衣」,着物)

ching　120　-/cloth, or clothes

177　-cheeoong/dress, to

433　-　nawyoong/make,to,

clothes

591 -　cheeoong/put, to, on

clothes

867　-hajeeing/undress, to

883　-　arayoong/wash, to,

clothes

884　-aratee/washing clothes

チン　(金)

ching　　296　-/gold

l司　なし

凹

ツイチ　(月)

stitchee　　469 itchee - , or gwautsee/

moon, or month, one

470　00-, or maroo/moon, full

ソイチェこ　(月は)

stchay　　468　-/moon. the

ツイチャ　(下)

stitcha　　420　-seeba/lip, lower

ツイチャスイバ　(下唇)

stitcha seeba　　420　-/lip, lower

ツイッチ　(釣って)

stitchee　　255　eeo-/fish spear

ツイヌ　(角)

stinnoo　　353　ooshee noo　-/horn of a

bullock

ツイブル　(頭)

tseebooroo　　330　-/head, of a bird

ツイラ　(「面」,顔)

steera　　218　-, or skeera/face

ツインスイ　(膝)

stinsee　　383　-/knee

ツインスイープ　(墨縄)

stinseeboo　　95　- /carpenter's black

line box

E2]なし
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ヅ-　(梶)

dzoo　　251 -/fish,thetailofa

781 -/tailofabird

葛

テ　(辛)

te 100 teeroo-nakikakittee/carrying a

basket on the arm

ティー　(辛)

tee lO　-noo/arm

203　-noo feejee/elbow

522　-noo watta/palm of the hand

(lit. belly of the hand)

791 tacoo-/tea, the metal pot in

the inside of

929　- noo coobee/wrist (lit. neck

of the arm)

テイーサーヅイ　(手拭い)

tee-sadjee　　321 -/handkerchief

ティーダ　(太陽)

teeda　　427　-meeing/Iook, to, at, or see

the sun

462　-matchoo/midday, or noon

766　-/sun

767　sagayoong/sunset

768　-tettee/sunshine

769　-agayoong/sun-rise

ティーヌクビ　(手首)

tee noo coobee　　929　-/wrist (lit. neck

of the arm)

ティーフィーチェ-　(手繋ぎ)

teefeecha　　880　- /walking hand in

hand, as the natives

ティールー　(手能)

teeroo　　23　-/basket

97　- kammeetor一g/carry to, a

basket on the head

lO0　-　tenakikakittee/carrying

a basketon the arm

ティシュイ　(年寄)

teeshooee-　505　-/old

506　-ickkeega/old man

935　-innago/woman, old

ティチュン　(開く)

titchoong　905　mono-/whisper, to

ティツイ　(秩)

titzee　　371　-/iron

ティツイウン　(閉じる?)

teetsheeoong　429　-/look, to, closely

ティツクン　(翠)

titskoong

ティテスイ

teetesee

ティミ　(爪)

thimmee

ティラ

tirra

テイン

ting

595　-/quarreいo

(一つ)

508 itchee (Loo-Choo), -, or

ta (Japan)/one

240　-/finger nail

828　shanna-/toe-nail

(寺)

799　-/temple yard

(天)

335　-/heaven

336　-　ooneewhfa/heaven,

praying to

568　-　ooneewhfa/praying

heaven

to

テインスイ　(天気)

tins,ee　　　　　-, or tinchee/weather

889　ye - , or tinchee/weather

fine

890　yanna-, or tinchee/weath-

er, foul or bad
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テインチ　(天気)

tinchee　　888　tinsee, or-/weather

テインドゥ

tindoo

テインベ-

timbayee

テインマ

timma

889　yetinsee, or - /weather,

fine

890　yanna tinsee, or-/weath-

er, foul or bad

(灯能?)

396　-/lantern

(盾)

676　-/shield

(伝馬舟)

54　-, or sabannee/boat

286　-ki eechoong/go, to, in a

boat

チ-7-　(台風)

tayehfoo　　915　weesa kassee, or　-

/wind, great

テッティ　(照って)

tettee　　768　teeda-/sunshine

【ヨ

デイ　　トと)

dee lO4　nachoong-oong/cat, to mew

gサf1

461 nachoong-oong/mew, to, as a

ddee　　53

デイ-

dee

L*
*
*
*
-
　
　
1
-

(

　

亡

U

0

　

　

)

ackka-/perspiration

shoong/bow to, to a person

passing

デイ-ゴキー　(梯梧木)

dee-eego-kee　　842　-/tree, with large

red flowers, which are

called acka banna

ディンギー　(dingy)

dingee　948　cheeroo-/yellow, dirty or

dingy

デー　(一台)

deh　　835　chirree-/tray, or waiter

デーチョ-　(殊韮)

dehchaw　　509　/onions

D

トゥイ　(鳥)

tooee　　123　-/cock

225　-noo hannee/feathers of a

fowl

トゥイ　　ト取り)

tooee　134　karahigh, or kassee　-

/compass

トゥイチ　(時)

twitchee　　356　-/honr

トゥ-　(+)

too　　204　-/eleven

801 joo (Loo-Choo);- (Japan)/ten

トゥ-ミカグン　(「遠眼鏡」)

toomee kagung　　740　-/spy glass

トゥガ　(鈷)

tooga　　733　- ooyoong/spear to catch

fish with

784　-/tattoo marks on the left

郵iwiii

トゥクイ　(徳利)

tookooee　　874　- /watar, a large jar

containing

トゥクヮ　(冬瓜?)

tooqua　　459　-/melon

トゥティ　(取って)

tootee　　77　fee-coo/bring fire here

トゥデイ-　(取っ手?)

toodee　　792　tacoo-/tea. the ears of the

bucket of a
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トゥtf-ウン　(飛ぶ)

toobeeoong　266　⊥/fly,to,asabird

トゥム　(伴)

toomoo　　528　-/pawns at chess

666　- or eeree, or sadge-ee/

servant

トゥム　(胞)

toomoo　　750　cooma-/stern of a boat

トゥ-メ'1-トゥン(探している)

toomatung　　234　-/find, to

トゥラ　(虎)

toora　　858　-/tyger

トゥン　(真鈴)

toong　　66　cheejackk, or-/bra主s

ト-　(<感動詞>)

ta、　211二/expression of respect, or

sa】ution

ト-シュン　(倒す)

tawshoong　219　-,ortawring/fal!,to

ト-リーン　(倒れる)

tawnng　219　tawshoong,or一二/fall, to

トバコ　(煙草)

tobacco　716　-fookee/smokingtobacco

724　spachee, or honna

/snuff (lit. nose tobacco)

823　- (as in England)/to

bacc0

個

ドゥ-　(櫓)

doo　　657　　云cull of a boat

ドゥ-チューウタ　(醜球歌)

doochoo oota　　414 loochoo, or-/Loo-

Choo song

ドゥ一二一　(「胴音」,叩き)

doonee　314　-/groaning

ドゥ一一ルl　ト灯能)

dooroo　398　tamma--/lantern,g一ass

ドゥゲーテイ　(転んで)

doogaitee　378　-sheenoung/kill, to, by

the fireofagun

ドゥシ　(友)

dooshee ' 275　ee-/friend

ドゥル　(梶)

dooroo　　476　-/mud

ド　蝣(蝋)

daw　　90　-/candle

ドニセク`(蝋燭)

dawsecoo　　92　- /cand一e and stick

together

田

ナ.トの, ～が)

na　176　chee-hyoong/draw, to, blood

ナ　(-の)

na　　267　shan-/foot

338　shan--a-roo/heel of the foot

526　yama-　meetchee/patb

725　shan-　watta/sole of the foot

(lit. belly of the foot)

827　shan-　eebee(lit.foot

finger)/toe

828　shan-　thimmee/toe_nail

ナ　(～な)

na　　632　coonsoo-/rub, to, not out

5

　

＼

ノ

　

1

7

6

　

名

　

4

 

8

(
1

　

n

a

ナ

harradatchee soo-/sulky, not

-/name

482　wa-/name, my

483　ya-/name, your

484　arreega-/name, his

ナ→チャ　(「の明日」,翌日)
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nacha　158　asa tin-/day the following

ナイ　(「成り」,実)

naee　　125　　/cocoa-nuts

nay　　541 adannee-/pine, fruit of the

nigh　　661 -/seed

ナカイ　(一に)

naki 100 teeroo te- kakittee/carrying

a basket on the arm

ナカイ-ビ　(中指)

nackka eebee　　238　-/finger, middle

ナカンマ　(船底?)

nakamma　　55　/boat, the bottom of a

ナガサ　(長さ)

nagasa　　431 -/long, or length

ナギ-ン　(投げる)

naging　　816　-/throw to, a stone at a

mark

ナギウン　(投げる)

nageeoong　　409　-/let, to, fall a thing

ナク　(派)

nacoo　　28　　　-choong/beat, as the

heart

334　-/heart

ナゴ　(合せ目?)

nago.　652　-/seam betweentwoplanks

ナシ　(～無し)

nashee　　26　feejee-/beardless

239　nan-/finger ring

ナシキー　(梯子木)

nashikee　124　-/cocoa-nut tree

ナジチュン　(餅く)

najeechoong　　497　-/nod, to

ナスイビ　(茄子)

nasibbee　　78　- /brinjal (an Indian

vegetable)

ナダ　(演)

nada　　795　　/tears

ナチュン　(鳴く)

nachoong lO4　- deeoong/cat, to mew

aS a

172 innoo-/dog barks

461 -deeoong/mew, to, as a

cat

594　- /quack, to, like a

duck

ナチュン　(泣く)

nachoong　149　-/cry, to

ナツカシャ　(憤しき)

natskasha　　729　-/sorry

ナデイユン　(撫でる)

nadとeyoong　　718　-/smooth down, to

ナナシ　(「名無し」,薬指)

nanna shee　　239　/finger ring

ナナツイ　(七つ)

nannatsee　　663　sitchee (Loo-Choo); -

(Japan)

ナミ　(披) '

namee　　72　-/breakers

nammee　　646　　/sea

ナユン　(乗る)

nayoong　　614　ma-/ride, to, a horse

ナラシュン　(鳴らす)

narashoong　　243　-/fire, to, a gun

ナラン　(「成らん」,できない)

narang　　645　-/say it, I cannot

ナンドゥルサ　(滑りやすさ,つるつる)

nandooroosa　　717　-/smooth

E

(二)

nee　　846　-(Loo-Choo);tatesee (Japan)/
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two

^^m^m

neesha

ニーツァ

neetsa

-～-ヤ

neenya

ニーブイ

neebooee

(不味さ)

14　-/bad

(妬き?)

7　-/angry

(<貝の名>)

135　-　gooroo/conkshell

(眠り,眠気)

217　-/eyes, closing the

ニーン　(煮る)

ning　261 shishee-/flesh,no

ニカー　(陽)

neeka　　633　-/rubber, Indian

ニシ　(西)

neeshee　　899　-/west

こシーン　(似せる?)

neeshing　　228　-/fiddle

ニジュー　(二十)

neejoo　　847　-/twelve

850　hacoo-/twenty two

ニジューグ　(二十五)

neejoogoo　945　-/years,twenty-five

ニチ　(日)

nitchee　155　-/day(atNapakiang)

ニチョ-ン　(似ている)

neechawng　60　- , 0r yoonoomoong/

both alike, or all the same

ニヤーフィン　(もっと,さらに)

gnafing　　473　-/more

ニュー　(糞?)

new　309　-/greatcoat(madeofstraw,

worn also by the Chinese)

こン　(午)

ning　　940　-/year

941 itchee-/year, one

ニンジュン　(寝る)

ninjoong　708　/sleep,to

ニンティ・ (寝て)

nintee　709　-/sleeping

ニントゥンー(寝ている)

nmtoong　166　-/die, to

723　-/snore,to

園

ヌ　　トの)

noo 10 tee-/arm

llO ooshee - chee quatee/cheese

(literally cow一s milk and fat)

168　moo - kee sauteeyoong/dig.

to, potatoes

187　ooshee - coosoo′dung, cow,

lor manure

191 feejeeree-mimmee/ear, left

192　meejeree-mimmee/ear, right

203　tee-feejee/elbow

225　tooee - hannee/feathers of

fow1

341 ooshee-ka/hide of a bullock

353　ooshee - stinnoo/horn of a

bullock

404　kee-wha/leaf, green (lit. the

leal of a tree)

448　choo---ka/man, the skin of

a

513　kooneeboo - ka′orange, the

rind of an

522　tee-watta/palm of the hand

(lit. belly of the hand)

553　woo-fa/plantain, leaf of a

607　pow-ka/rind ofa shaddock

608　kooneeboo - ka/rind of an
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orange

689　ooshとe-ka/skin, of a bullock

690　choo-ka/skin,ofa man

886　sasee-quaw/watch key

929　tee-coobee/wrist (lit. neck of

the arm)

ヌ　(-の, ～が)

noo　172 in-nachoong/dog barks

912　kassee-choong/wind to come

IT

ヌー　(何)

noo　　902　- ndeega/What do you call

this ?

ヌージ　(虹)
l

no0-oojee　　603　-/rainbow

ヌーディー　(喉)

noodee　　815　-/throat

ヌジュン　(抜く)

noojoong　　581 - /pull, to, out of the

ground

ヌスタン　(塗った)

noostang　　520　ooroo shee-/paint, to

ヌチャーセ-　(寄せ合い)

noochasa　　746　coosee-/stand back to

back

ヌチュン　(指す)

noochoong　　562　/point, to, with the

finger

ヌデイ　t(飲んで)

noodee　　760　-/sucking

ヌデュン　(飲んでいる)

noodung　　5 ignea - /all drink, svery

one drinks

ヌヌトウ　(飲む) (飲んだ)

noonootoo　　770　-cha/swallowing

ヌブティ　(登って)

noobootee　133　- coo/coming up from

below

ヌブユン　(登る)

noobooyoong 119 ` matsee kee-/climb,

to, a pine-tree

288　- (lit. toclimb) /go,

to,upa hill

ヌブラン　(登らない)

nooboorang　　289　-/go, not to, up a

hill

ヌマン　(飲まない)

noomang　181 sackkee　- /drink, not

to, wine

ヌム　(飲む)

noomoo　　178　-/drink

ヌムン　(飲む)

noomoong　179　-/drink, to

180　sackkee　- /drink, to

wine

ヌユン　(塗る)

nooyoong　　392　-/lacker, to

園

ネ-ラン　(～ない)

narang　　301 maco-/good for nothing

ネ-ラン. (無い)

narang　　326　nang, or-/have not got

・327　meezee - /have not got

water

ネ-ン　(無い)

nang　　326　-, or narang/have not got

487　coobee-/neck, short (lit. no

neck)

,'i

ノアユン　(縫う)
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no-a-yoong　667　nawyoong,

/sew. to

ノーシュン　(直す)

or

nawshoong　932　-/wrong in writing

characters

ノーティ　(治って) (乗って?)

nautee　728　-/sorefromriding

ノーユン　(縫う)

nawyoong　433　ching　- /make, to,

clothes

667　-　or no-a-yoong/

sew, to

ノヌ　(布)

nonoo

l/. i

′ヽ-

ha

バーイ

hayee

バーイ

hayee

ノヽ-エ-

121 akasa-/cloth, red

(ffi)

313　-gissee gissee/grind, to, the

teeth

796　- (an aspirate) /teeth

797　-gishee gish/teeth, to set on

edge

(走り)

287　sitchoong/go, to, fast

597　-/quick

879　-sitchoong/walk, quick

(針)

488　-skittee/needle

(走り)

hayay　635　-sitchoong/run,to

636　-/running

ハウン　(走る)

haoong　　598　yoo-/quick, to be

ハカ　(鷹)

hackka　189　-/eagle

ハカ　(墓)

haka　　307　-/grave

829　-/tomb

ハカク　(八角)

hacackoo　　501 -/octagon

ハカマ　(拷)

hackkama　　843　coo, or-/trowsers

ハキユン　(楓く,掛ける)

hackkiyoong　458　gawjee - /measure,

to

バク　(百)

hacoo　　848　-/twenty

バクイチジュー　(百一十)

hacooitcheej00　849　twentyone

バククジュー　(百九十)

hacoo coojoo

ハクグンジュー

hacoo goonjoo

バクサンジュー

hacoo sanjoo

ハクシンジュー

hacoo shee叫00

857　-/twentynine

(百五十)

853　- , or goohacoo/

twenty five

(百三十)

851 -/twentythree

(百四十)

852蝣-, or goohacoo/

twenty five

ハクスイチジュー　(百七十)

hacoositcheejoo　855　-/twentyseven

バクニジュー　(百二十)

hacoonijoo　850　-/twentytwo

バクファチジュー　(百八十)

hacoofatcheejoo　856　-/twentyeight

バクルクジュー　(百六十)

hacooroocooj00　854　-/twentysix

ハシ　(檎)

hashee　　75　-/bridge

ハシ　(梯子)

hashee　　393　-/ladder
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ハシリ　(戸)

hashirree　　174　-/door

ハジイン　(脱ぐ)

hajeeing　　867　ching-/undress, to

ハスイウン　(脱ぐ)

hasseeoong　　782　-/take off the hat, to

ハスイダ　(柱)

hasseeda　　450　- /mast of a ship, or

boat

ハタ　(旗)

hata　　258　-/flag

ハチマナ　(鉢巻)

hatchee matchee　　59　- /bonnet, or

headdress worn by

the natives

ハッバック　(八百)

habback coo　　202　hapack coo, or　-

/eighty

ハデイ　(行け)

haddee　　285　-/go, to, away

ハトゥン　(蒲団)

hatung　　451 mooshooroo, or -/mat

ハナラチ　(離して)

hanna-ratchee　　428　- /look, to, at a

distance

ハニ　(羽)

hannee　　225　tooee noo-/feathers of a

fowl

バネ-　(羽は)

hannay　　249　-/fish, thefinofa

925　-/wingofabird

ハハ　(幅)

habba　　69　-/breadth

ハパック　(八百)

hapack coo　　202　-, or habback coo/

eighty

ハビクン　(響く)

habbeecoong　　434　-/make, to, a noise

ハブ　(ハブ,蛇)

haboo　　719　-/snake

720　-cootee/snake stings

ハベール　(煤)

habaroo　　84　-/butterfly

ハマ　(演)

hama　　648　-, or oome占!sea, shore

ハエン　(流れる)

hyoong　176　chee na-/draw, to blood

hayoong　　464　chee-/milk, to draw

ハラカ　(裸)

harraka　　480　-/naked

バラガ-　(例)

harraga　　694　-/side, of a person

バラシェン　(注ぐ)

harashoong　　205　-/empty, to, or pour

to

バラシュン　(走らす)

harashoong　　638　-/sail, to, in a boat

バラダチ　(腹立ち)

haradaLchee　　764　-/sulky

765　-soona/sulky, not

バンショー　(笛)

hanshaw　　264　-/flute, to play on the

557　-/play, to, on the flute

ハンブン　(半分)

hamboong　　278　-/full, half

四

バシャ-　(芭蕉)

basha　　578　- cooroom/priest, the cot-

ton dress of a

バシャ-クルム　(芭蕉衣)
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basha eooroom　　578　-/priest, the coレ

ton dress of a

パティ　(奪って?)

batee　　467　-/mixed

バン　(飯)

bang　613　urn-,or-,oroom-/rice,

boiled

バンジョーガウニ　(番匠金)

banjaw gaunnee　742　-/square, of a

stone mason

四　なし

固

ヒル　(昼)

heeroo　159　-/daylight

416　feeroo, or - /light, not

dark (daylight)

田

ビンタ　(鷲)

binta　　904　-/whiskers

固

ピント-　(弁当)

pintaw　　863　-/victual or dinner box

団

フ　(大～)

hoo　696　-eeeechee/sigh,to

ファー　(莱)

wha　403　-/leaf(ofatree)

404　kee noo-/leaf, green (lit. the

leaf of a tree)

540　-/pine, leaves of the

fa　553　woonoo-/plantain,leafofa

ファシェ-　(著は)

fashay　118　- , or mayashung/chop-

sticks

77チ　(八)

fatchee　200　kwatchee, or　- (Loo-

Choo);eeyatsee (Japan)/eight

ファチジュー　(八十)

fatchee joo　201 kwatchee joo, or　ニ

/eighteen

fatcheejoo　856　hacoo-/twenty eight

フアナ　(花)

fanna　263　-/flowerofaplant

ファナ　(負)

fanna　　550　-/plank ofa boat

ファン　(判)

fang　　651 ing.or-/seal ofa watch

フィー　(火)

fee　　77　-tootee coo/bring fire here

241　-/fire

242　-cha-chee/fire, to put ott

592　-chachee/put, to, out fire

フイーサ　(寒さ) (冷さ)

feesa　126　-/cold

フイーサミジ　(冷水)

feesa meezee　　872　- , 0r feezeeroo

meezee/water, cold

フィージャー　(山羊)

feeja　　292　-/goat

293　woo-/goat, he

294　mee-/goat, she

フィージャアグワ-　(子山羊)

feejaagua　375　-/kid(litsmallgoat)

フィーフィー　(口笛)

feefee　　906　-/whistling

フィーラ　(箆)

feera　　548　-/pitchfork

フイウン　(削る?)

feeoong　151 cheeoong, or - , or fee-

joong/cut, to
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フイウン　(引く)

feeoong　193　mimmee-,or feetchoong/

ears. to pull the

フイウン　(ひる)

feeoong　722　honna-/sneeze,to

フイクサ　(低さ)

leecoosa　　449　-/man, small

フイシャ　(足)

fisha　　269　/foot, of a bird

フイジ　(肘)

feejee　　203　teenoo-/elbow

フヤジ　(iV.)

feejee　　25　-/beard

l17　stcha-/chin, the beard of

the 一it. lo、-ver beard)

308　-sheerajee/greybeard

478　wa-/mustachios

フイジナシ　(髭無し)

fecjec nashce　　26　-/beardless

フイジュン　(「へぐ」,削る)

fcejoong　151 cheeoong, or feeoong, or

-/cut, to

フイジリ　(左)

feejeeree　191 -noomimmee/ear, 一eft

320　-/hand,left

フイジルミジ　(冷水)

feejeeroo nleezee　127　-/cold water

872　fecsa meezee, or

-/water, cold

フイチェ-

fitchayeh

フイチュン

feetchoong
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-/forehead

mimmce feeooog, or -

/cars, to pul川1e

582　-, or fitchoong/pull,

to, a person

63　yoomee-/bow, to pull

a

fitchoong　582　feelchooog, or - /pull,

to, a person

フイチュン　(弾く)

feetchoong　229　一世topull)/fiddle,

to playon the

477　kootoo - /musical in.

strument, to play on a

556　kootoo-/play, to, on a

musical instrument

558　- /p一ay, to, on the

violirl

フイノユン　(捻る)

feenoyoong　916　- ′wind, to, up a

watch

フイラムムン　(昼間物,昼食)

fecra moomoong d56　-′meal, 3rd (at

noon

フィル　(壁)

feeroo　416　- -　or heeroo′light, not

dark (daylight)

フィンガスイ　(莱)

fingassee　195　-/east

フィーチ　(大息) (溜息)

hooeeecchee　696　-/sigh,to

フィービ　(大指) (射旨)

hooee eebee　　818　-/thumb

7-　(斬)

hoo　109　-/cheeks

7-　(帆)

foo　637　-/sai】ofashiporboat

フェ-　(柄)

whfa　　731 -or fa/south
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la　　731 whfa or-/south

フェ-サ　(早さ)

wfasa　173　-/don'tstir(saidtoaper-

son rising to deparり

フォーキ　(柄)

whokee　875　meez-of　- (cont, of

meezee and ofoowooke占) /water

tub

フカ　(外)

fooca　　517　-/outside

フカサ　(深さ)

fookassa　162　-/deep

フガシュン　(穴をあける)

hoogashoong　573　-/prick, to, with a

knife

フガチュン　(流す?)

hooga-choong　43　chee- -/bleed, to,

(lit. to draw blood)

フキ　(「吹け」,煙草吸え)

fookee　716　tobacco-/smokingtobacco

フサ　(戻)

foosa　824　cooshee satchee,or-/tobac-

co pouch

フサ　(口笛?)

hoosa　997　-/whisting,asabird

フシ　(節)

fooshee　　391 -/knuckles

フシ　(星)

fooshee　　747　-/stars

フシュン　(乾す)

fooshoong　186　eenshoo　- /dry, to,

powder

570　eenshoo -/powder, to

dry or air

フジティ　(閉じて?)

hoojittee　351 mee　- /hole in the

jeeshee, or urn

フス　(磨)

whoosoo　　485　-/navel

フタ　(蓋)

hoota　363　-/jar,itstoporcover

whfoota　　790　tacoo-/tea, the cover of

a

フチュン　(吹く)

foo-tchoong　48　- /blow up, to, or

light a fire

フチュン　(「吹く」,煙草吸う)

footchoong　714 - , or kootchoong/

smoke, to

フデイ　(筆)

hoodee　　529　-/penci一

7トゥチュン　(解く)

hootoochoong　868　-/untie,to,aknot

フニ　(舵)

hoonee　　677　-/ship

678　hooboonee, or wesara -

/ship, large

679　-gua, or coosara-/ship,

smal

680　-　eechoong/ship goes

away

748　-　ootee/stay on board

ship

フニ　(羽)

honnee　897　-/一web-footed birdwing

フニグヮ-　(小舟)

hoonee gua　　679　- , 0r coosara

hoonee/ship, small

フブこ　(大船)

hooboonee　678p -, or wesara hoonee/
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ship, large

フユー　(芙蓉)

hooyoo　　841　/tree, with red and

white flowers

フユン　(掘る)

hooyoong　　350　anna-/hole to make in

the ground

7ユン　(降る)

fooyoong　　600　amee-/rain, to

601 sheejeekoo　-　/rain,

heavy

602　kookoo-/rain, lightly

プラチュン　(開く,開ける)

hoora choong　　216　mee-/eyes, to open

the

フンタ　(外套)

hoonta　　869　eeshaw, or　- /upper

garment

m

プ-サー　(菩薩)

boosa　163　- /deity (the Indian God

Boudha)

567　- , or bosa mee whfa/

praying to Deity

プクル　(一袋)

bookooroo　　547　shirree-/pipe, case of

a

プサ　(重さ)

boosa　　337　-/heavy

ブスイ　(「武士」,達人?)

boosee　　328　-/head, human

ブタ　(豚)

boota　　534　-/pig

プチ　(秤)

boochee　　22　-/bamboo (instrument of

punishment)

tJ'∴　　トtf})

boonee　　678　ho0-, 0r wesara hoonee/

ship, large

団　なし

国

へ-　(蝿)

hayeh　　265　-/fly

巨∃　なし

困

ペ-チン　(親雲上)

paychin　　310　ajee, or　- /great man

(chinese Taijin)

困

ホ-　(<感動詞>)

how　　212　-/expression of thanks in

returning any thing

ホ-トゥ　(鳩)

hotoo　　37　-/bird

377　-eechung/kill, to, birds

;ト・ト1 '/　　　村tillD

hotoo-coo　　38　-/bird-cage

ホ-ユン　(這う)

hoyoong　145　-/crab, to crawl as a

hawyoong　146　/creep, to

ホガニ　(鋼)

hogannee　　85　-, or kannee/button

ホナ　(鼻)

honna　　499　-/nose

722　-feeoong/sneeze, to

724　spachee, or　-　tobacco/

snuff (lit. nose tobacco)

ホナキー　(鼻毛)

honnakee　　500　-/nostrils

ホナトバコ　(鼻煙草)
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honna to bacco　724　spachee, or

・/snuff　(lit.　nose

tobacco)

国

*-　(m

baw　　259　coora ma-/flail

951 - /yoke, across the shouト

ders of porters

ポーズィ　(坊主)

bodsee　39　- , or bodzee/bishop at

chess (一it. priest)

bodzee　39　bodsee, or - /bishop at

chess (lit. priest)

576　/priest(bonzesofchina)

ポーサーミ-フェ- (菩薩御拝)

bosa meewhfa　567　boosa, or

/praying to Diety

困

ポー　(ザボン?)

pow　　607　-　nooka/rindofashad

dock

回

~丁　(サi)

ma　354　-(Chinese)/horse

614　-nayoong′ride, to, a horse

マ-コ-　(美味しくは)

mac0　301 -narang/good for nothing

マーサ　(美味しさ)

masa　297　-/good(foreating)

マ-シュ　(塩)

mashoo　436　-tatchoong/make, to, salt

639　-/salt

マ-シュヤー　(塩屋)

mashooja　358　-/housewheresaltis

made

マイオー　帽は)

mai-oh　　214　-/eyebrows

マカラジ(頭毛?) (此所　髪?)

makarajjee　　893　- /web-footed bird

head

マギチ　(曲げて)

magitchee　385　shum-/kneeling

マギチウン　(曲げて座る)

magitcheeoong　384　shum-/kneel,to

マギャクヮ-シ(大きい菓子?) (曲がっ

た形をした薬子?)

magia quashee　　87　- /cake, a sweet

flowered

マゲサ　(大きさ)

magesa　34　watta- /beHy,big

マジュー　(局) (此所　尾?)

majoo　　896　-/web-footed bird tail

マタ　(又)

matta　504　-ozagadee/offer, to, more,

or again

マナ　(「巻」 ?)

matchee　247　-eeo/fish,alargered

マチイオ　(<魚の名>)

matcheeeeo　247　-/fish,alargered

マナュ-　(真頂)

matchoo　462　teeda-/midday,ornoon

マツイキー　(松木)

matsee kee l19　- noobooyoong/climb,

to, a pine-tree

マツイブイ　(捷毛)

matsidjee　　215　-/eyelashes

マテイ　(待て)

matee　　754　-/stop

マテスイ　(松)
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matesee　　542　-kee/pirte tree

マテスイキー　(松木)

matesee kee　　542　-/pine tree

マドゥイ　(丸椅子?)

madooee　　780　-/tdble, round

マルー　(九)

maroo　　470　oostitchee, or--/moon, full

マルイ　(丸い)

marooee　　628　-/round, all round

マルデ-　(九台?)

maroodair　　627　-/round, a circle

マン　(巣?)

mang　736　cooba-/spider'sweb

マン　(万)

mang　　809　-/thousand

E]

ミア　(描)

mia　-103　-,ormya(Chinese)/cat

ミアットゥ　(那?)

meeattoo　　834　-, or metto/town

ミ-　(目)

mee　　213　-/eye

216　-'hoora choong/eyes, to open

the

ミ-　(女,煤)

mee　143　-ooshee/cow

226　-/female

294　-feeja/goat, she

ミ-　(穴)

mee　　351 -　hoojittee/hole

jeeshee, or urn

ミ-　(身)

mee　　370　-/inside, or soft of bread

789　tacoo-/tea, the metal pot in

the inside of the bucket

ミ-　(実)

mee　　514　-/orange, divisions

ミ-ア　(「宮」)

meea　798　- (Chinese)/temple

ミ-イン　(見える)

meeing　　426　n-eeoong, or - /look, or

see, to

427　teeda-/look, to, at or see

the sun

ミ-ウシ　(雌牛)

mee ooshee　143　-/cow

ミ-ウチ　(瞬き)

mee coochee　　918　-/winking

ミ-ウン　(見える)

meeoong　426　- or,ローeeing/look, or

see, to

659　-/see to, or look, (lit. to

eye

ミ-カグン　(「目鏡」,遠眼鏡)

mee kagung　734　- /spectac】es (lit.

eyeglass)

ミ-グヮ　(育)

meegua　　44　-/blind

45　akee-/blind man

ミ-フィージャー　(雌山羊)

mee feeja　　294　-/goat, she

ミ-ブシャ　(<植物の名>?)

mee boosha　　552　-/plant

ミ-ラン　(見えない)

meerang　340　-/hide,to, orcover(lit.

cannot see)

660　-/see, I cannot

ミグラシュン　(「巡らす」,回す)

meegoorashoong　　655　-/screw, to

658　- /scull, to, a
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boat

ミゴユン　(「巡る」,回る)

meegoyoong　　845　-/turn round to

ミシ　(飯)

meeshee　198　-kamoong, or kanoung/

eat, to, boiled rice

ミジ　(水)

meezee
327　- narang/have not got

livater

640　spookarasa-/salt water

870　-, or meesee/water

871 atsee-, or atcheeroo/wa-

ter, hot

872　feesa- , or feezeeroo -

/water, cold

873　spookoorasa-/water, salt

ミジイル　(水色,育)

meez-eeroo　51 -/blue(lightcolour)

ミジェリ　(右)

meejeree　192　-noomimmee/ear,right

ミジカー　(井戸)

meezee ka　898　- /well (lit. water's

skin)

ミジカニ　(「水金」,鉛)

meejeekannee　402　-/lead(metal)

ミジョーキ　(水桶)

meez-ofwhokee　　875　- (cont. of

meezee and

ofoowookeと)/ water tub

ミショーデイ　　トなさい)

meeshawdee　　703　ee-, or eedee/sit

down, on the ground

ミジリ　(右)

mcejeeree '319　-/hand,right

ミスイ　(水)

meesee 870　meezee, or -/water

ミチ　(遺)

meetchee　526　yamana-/path

meechee　　620　-/road

ミチウン　(閉めろ)

meecheeoong　　686　-/shut, to

ミチティ　(満たして,一杯にして)

meetchittee　　277　-/full

ミチャイ　(三人)

meechay　342　aree　- /him(a third

person)

ミチョ-リ　(見ておれ?)

meechawree　347　-/holding,a thing

butterfly)

一、  (育)

m】mmee
161 -　chee karung/deaf

(一iterally, ear not to hear)

190　-/ear

191 feejeeree noo-/ear, left

192　meejeree noo-ノear, right

193　-feeoong, or feetchoong/

ears, to pull the

ミミジュン　(接む)

mimmeejoong　　743　/squeeze, to

ミャ　(描)

mya　103　mia,or-(Chinese)/cat

'A'

ム　(辛)

WEE
168　-　noo kee sauteeyoong/

dig, to, potatoes

563　-, or -ndee/potatoes, sweet

773　-I or-ndee′sweet potatoes

ムー　(漢)

moo　　649　-/sea weed

ムーツイ　(六つ)
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mootsee　705　roocoo (Loo-Choo);-

(Japan) /six

ムシュル　(延)

mooshooroo　451 -,orhatung′mat

ムシュン　(ラシャ?)

mooshung　18　-/baize, red

ムチ　(持って)

mootchee　76　-coo/bringhere

96　-eechoong/carry to, or

take away

moochee　681 -eechoong′ship returns

ムチュン　(持つ)

moochoong　415　-/lift,to,athing

532　-/pick up any thing,

to

ムドイオン　(戻る)

moodoeeong　291 amaki eechoong, or-

/go, to, on shore

ムニ　(胸)

moonee　　73　-/breast

ムヌ　(もの)

moonoo　197　-kamoong/eat, I

332　-sitchoong/hear, I

732　-yoong/speak, to

ムム　(腿)

moomoo　　805　/thigh

ムラサチ　(栄)

moola satchee　394　coon- /lake, or

light purple

583　-/purple

ムン　(もの)

moon　15　yawna-, or yanna choo/bad

man

ムン　(もの)

moong　　466　coora wa-/mine

M

メーカタ

makatta

メ-シュ

955　coora ya-/yours

60　neechawng, or yoonoo

/both alike, or all the same

(舞方?,舞)

152oodooee/or-/dance

l>'
'rll

mayshu l18　fashay,or　-ng/

chopsticks

メカスイチ　(三日月)

mecasitchee　　471 -/moon, half

メチリ　(閉めよ)

mechirree　　687　-/shut it

メット　(都?)

metto・　834　meeattoo, or-/town

国

モー　(～無し)

maw　　783　oodee-/tattoo marks on the

right arm

モーツイ　(帽子)

mawtsee　94　cammoodee,or-/cap

モーユン　(踊る) (跳ぶ)

moyoong　372　-/jump,to

モノ　(もの)

mono　905　-titchoong/whisper,to

モルサ　(丸さ)

morroosa　　626　-/round

匝】

ヤ　(～は)

ya　　345-　qua-/hoe

924　eeawzackkee, or sackkee

/wine, weak

ヤ　(/!蝣'

ya　483　-na/name,yours

952　- (tay) /you (a second person)
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ヤー　(崖,寡)

ya　16　wasa-/bad building

357　-, or katchee/house

ヤー　(～屋)

ya　　358　mashoo-/house where salt is

made

ヤーサ　(ひもじさ,空腹)

yasa　　360　-/hungry

ヤティ　(破っ.て?)

yatee　　574　-/pricking

ヤデイ　(「病んで」,痛くて)

yaddee　　83　-, or akka/burn, to

ヤデイトゥン　(破れている)

yadee tung　832　-/torn, part of any

thing

ヤドン　(「病んどる」,痛い,病んでいる)

yadong　　329　seebooroo　- /head-ache

(lit. sick head)

447 ickkeega-/man, sick

691　-/sick

692 ickkeega-/sick man

ヤナ　(いやな,悪い)

yanna　15　yawna moon, or-choo/bad

LLU廻卸

890　-tinsee, or tinchee/weath-

er, foul or bad

ヤマ　(山)

yama　　526　-na meetchee/pat!l

ヤユン　(破る)

yayoong　　793　-/tear, to

ヤンジ　(「破り」, ～損じ)

yanjee　615　katchee-/right,in writing

characters

e

ユー　(良く)

yoo　　598　-haoong/quick, to be

699　ootashoong, or oota-shoong,

or ootayoong

ユートゥイ　(絵取り?)

yoo-tooee　17　-/bailer of canoe

ユーナ　(ゆっくり)

yoona　　710　-, or yawna/slow

ユーブン　(夕飯)

yoo bung　457　- /meal, 4th (at

sunset

ユカカトゥン　(寄り掛かっている)

yookakatoong　407　-/lean, to, against

a thing

ユカチュ　(「良か人」,士族?)

yookachoo　299　- , or eechoo/good

man

ユク　(樵)

yookoo　206　-/endsofathing

ユクティ　(休んで)

yoocootee　　704　- /sit down, or be

seated

ユタイ　(四人)

yootay　887　-/we,orafourthperson

ユトゥユトゥ　(ゆさゆさ?)

yootooyootoo　670　-/shakingathing

ユヌムン　(同じ)

yoonoomoong　　60　neechawng, or　-

/both alike, or all the

same

ユヌン　(読む)

yoono-oong　　605　yoomoong,　or

/read, to

ユミ　(弓)

yoomee　　62　-/bow

63　- feetchoong/bow, to pull
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a・

ユムン　(読む)

yoomoong　605　-. , or yoon0-oong/

read, to

ユル　(夜)

yooroo　　490　/nigllt

蝣491 itchee-/night, one

ユン　(言う)

yoong　732　moonoo-/speak,to

国

ヨ-ナ　(いやな,悪い)

yawna　15　-moon, or yanna choo/bad

man

ヨ-ナ　(ゆっくり)

yawna　　290　-eechodng/go, to, slow

710　yoona, or-/slow

878　-eechoong/walk, slow

臣I　なし

なし

四

ルーチュ-ウタ　(琉球歌)

loocho0-oota　　414 loochoo, or doochoo

oota/Loo-Choo song

ルカク　(六角)

roo-ka-coo　257　-/fivesided figure

ルク　(六)

roocoo　　705　- (Loo-Choo); mootsee

(Japan) /six

ルクジュー　(六十)

roocoojoo　　706　-/sixteen

854　hacoo-/twenty six

ルッパック　(六百)

rookpackcoo　　707　-/sixty

rLj

レジクン　(翠)

rejeecoong　　756　/strike, to

国　なし・・

;'7l

ワ　(上)

wa　　478　-feejee/mustachios

ワ-　(我,我が)

wa　　466　coora-moong/mine

482　-na/name, my

ワサ　(悪さ)

wasa　16　-ya/bacl building

ワタ　(脂)

watta　　33　-/bell

34　-magesa/belly, big

268　shanna- (lit. belly of the

foot) /foot, the sole of the

552　tee noo-/palm of the hand

(lit. belly of the hand)

693　-eddee/sick belly

725　shanna-/sole of the foot

(lit. be一ly of the foot)

ワフイジ　(上髭)

wa feejee　　478　-/mustachios

ワヤク　(揺?)

wayacoo　　519　-/paddle of a canoe

ワユン　(割る)

wyoong　　71 -/break, to, a tea-cup

786　-/teacup,tobreaka

ワラ　(義)

warra　　755　-/straw

ワラティ　(笑って)

warratee　　401 -/laughing

ワラビ　(童)

warrabee　　65 ickkeega - /boy (lit. a

man chi一d)

ワラユン　(笑う)
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warrayoong　　400　-/laugh, to

ヮン` (戟)

wang　361 -(chooee)/I,om-e(afirst

persoil)

453　-/me.orI

910　-yee quirree/Will you give

me

ワンシューイ-　(「接頭瓜」,パパイヤ)

wangshooee　527　-/paupawapple

囲

ヰ-　(梶?,柄?)

wee-ee　　622　-/root (buib)

ヰ-ウン　(酔う)

weeoong　184　-/drunk, to get

ヰ-ゴサ　(軽さ)

weegosa　　654　-/scratching

ヰ-サ　(大きさ)

weesa　　399　-/large

621 see, or-ishee/rock

915　-　kassee, or tayehfoo/

wind, great

ヰ-ティ　(酔って)

weetee　183　-/drunk

ヰキー　(ゑけり)

weekee　　80　-/brother

回　なし

L=jj

ヲカ　(若)

wockka
937　-innago/woman, young

954　-innago/young woman

ヲカー　(若者)

wockka　　953　-/young

ヲカイナゴ　(若女)

wockkainnago　937　-/woman,young

954　-/youngwoman

ヲカティ　(別れて)

wockkatee　300　- /good bye (taking

Leave)

ヲカユン　(別れる)

wockkayoong　662　-/separate, Lo

928　-/wish, to, or bid

good bye

ヲラビ　(童)

worrabee
112　-/child (infant)

113 ickkeega - /chi一d, male

伸erally man-child)

114 innago- /child, female

(literaIIy woman-child)

366　-/infant

ヲルサ　(悪さ)

worroosa　　302　-/good, not

>

ン　　トも)

ng l18　fashay, or mayshu-/chop-

sticks

ン　(～の)

158　asatトnacha/day the following

ンジャサ　(苦さ)

injassa　　41　-/bitter

ンデイ　(-と)

ndee　　563　moo, or moo - /potatoes,

sweet

773　moo, or moo-/sweet pota-

toes

895　sha-/web-footed bird two

legs

902　no0-ga/What do you call

this?

ンナ　(～の)

nna　　338　sha- -a-roo/heel of the foot



五、 『漂補』 「言軌「舶」語索引

「言語」の覇字(転写)

検索の際の便宜を考えて,各項目に通し番号を付す。漢語項目rl

・112」, 「琉球」語項目「(1ト帆, 「呂宋」語項目「①～⑭」。

ハングル部分に準アルファベットの翻字(転写)を添える。

覇字一覧

1　　　　77kk　　ヨkh L ∩

冒 th　　　己　r

ノーS　　△`Z

えch

Ta

ll 。i

JU

、1八i

言

工人

2. m

3.女

4.国王

5.丞相

6.大官

7.小官

語

r
t
　
岬
　
∽

舌
-
u
・
朝
・
T

ロIll a

o I (母音の前)

6 i) (昔iiii;s)

qai　、∧

⊥　O JL JO

llM>"　乱心

琉　　球

(1) ;珪・

SCJO

(2) ♀ヴ1 7T

u ski ka

(3) ♀ヰ司

u na kui

(4)且

Io

(5) ♀令

U SJU

(6)司O甘

c t cc tt

WH pp　　　正ph

ス　C　　　　ろ乙　cc

1。　] ,・,

Aoa u

li　」。i

呂　　宋

①七五

sin kjo

②O国オ
tai s一ag koaロ　　　'a ri ka

(7) A音　　　　　③て巨ぜ悼

sjo koag kAi spi tan

145・
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8.通草

9・英霊芸EJ岩国

10.修道人

11・土人窯蒜

12.冨人

13.童見

14.無姓人

15二　彼人

16. n

17.耳

18.負

19.陽董

20.婦人私処

21.坐

(主) JkH亘I

spA rLUi

⑤zJ中ロ国

cLuin ta ma ri

・All司

kom SPA rui

(8)与三

tu cm

(9H「斗

pi sa

(10)早朝oJ

hu skui 'in

(l]) 7}-n)-早

ka ma tu

(12)可奇手

mi cju pu

(13)千スI

ku ci

(H)-1可

mi mi

(】5) 4可

phi 'i

(16)豆?I

tin 'Ai

(17)ヰq

ma run

(18)叫土且可

main so o n

r7)雪d4

sslui m ta



Kサ

22.哩

23.唯

24.語

25.眠

26. 9t

27.敬

28.舞

29.謝罪-

30.辱人

31.不知

32.可憐

33.描

34.風

35.月

(19) ♀ヰアト司

u sa ka n

(20) 辛
i.

u

(21)且上e_i

'o 'o tso

(22) ol d叫

'i nA1 tSl

(23) ^ -T

sin 'juU

(24) 7巨H

ka cai

(25) ♀与01可

'u tu'1n

(26)モ011車`

kun 'oi hja

(27)卑^Iヰ昔

oa ska ra mum

(28)辛

hu

(29)社可

kan 'mi

(30)ヰil

koa chi

⑧O]望

'jo 'or

⑨吾土可

tor no pi

Qo一昔し回.叫

mur m ta ra

⑬.41可且ヰ

sin 1 o ra

(!2)7可ヰ

kA n hu

⑬可O巨国

mi a ssa pi

⑯且昔oll

po pur oi

⑮三司

cm muii
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36.正月

37.二月

38.三月

39.四月

40.五月

41.六月

42.七月

43.八月

44.九月

45.十月

46. -¥--ft

47.十二月

48.毎日

49.水

(3!)土斗可

sjo koa chi

(32) <y斗可

Im koa chi

(33)せヰ可

san koa chi

(34)土ヰ司

slu koa chi

(35)手車司

u koa chi

(36)寺子ヰ可

sjuk ku koa chi

(37)可可ヰ司

chi si koa chi

(38)卑可ヰ司・

hoa chi koa chi

(39)子ヰ可

kur) koa chi

(40) A]ヰ司

si koa chi

(41)スl且ス1スl

si mo ci ci

(0スl卑ス1

si oa si

(43)で1 q ji7

mAi ni chi

(44)ロ1司

ml CLul

⑩せ音

stan nom
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50.山

51.馬

52.午

53.家

54.鶴

55.栄

56.橘

57.甘藷

58.甘蕉裟糖

59.頓草

60.雨傘

61.管

62.個董

63.草履

(45)せJ^i可

san sir 1

(46) n}

ma

(47)キス1

u sI

(48)スl可

SI SI

(49)キ司

tun

(50)子可

ku mi

(51)せ卓主羊

kun huユi pu

(52)車♀脊

nan 'u sju

(53) ^r '

'uk "i

6　4^
ta pak kui

(55) 7巨ト

ka sa_

(56)舌巨1

ha si

(57)^司

si n

(58)斗叫

sa pa

at) 7巨ト

ka ma

(IS) I-A"Iエ

ma skA '0

⑩ヰキ

ma pu

,vl,

man

①ヰ7巨1
ma ka si

&ヰォ}11

ta pak kui
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64.純

65.露酒

66.豆腐

67.油

68.福建

69.北京

70.朝鮮

71.襖門

72. -時唱

73.西南馬宜

74.王都

75.福建金宝

76.日本

77.白村

(59)土手

SJO CU

-・蝣*

tu hu

(61) oVヰ

an ta

(62)早。T

tu ma

⑳上皇

no pir

eo l羊

Iui mu

⑳ヰヰ司
ma ta n

⑳ oltせ

'jak pap

⑳中7岬ニ
ma ska '01

⑳ol土'1

'ir no sko

&yM甘ヰ71

sJつram ma ki

⑳専o国ヰ
I

pa口　a si na

㊤せLlヰ

mar ni ra

⑳督昔

hap pun
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78.大

79.小

80. -

81.二

82.≡

83.一銭

84.大銀鎮宍軍学

85.中銀銭竿四

86.小銀章二

87・小小銀鎮竿

88.最小銀銭雲

89.銭

90.償幾何

91.交易

(63) ^1 oJ

stun 'is

(帥芸

scAS

(65) 7V旦1

khan 'uii

(66)瑚ヰ

khoi ra

CO) -i尊王!

KA ran tiui

⑭oTヰ

a ta

⑮ロ㍗÷

mai sA

⑳土01

no 1

⑳せ土

tar no

坤朝JJ亡Il-国・斗

mai sa sko 'a ri sa

⑳可奇

pi siu

⑲せ土聖

sar no dsa

◎ロBl匂

mjoID thou

⑫M　は
sik ka PAS

⑯±17UJ土

suii ka 'uor no

⑭阜olt

pu ak

MS告.ヰ可尊王01回

skom spa ruii koan to -joi si
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92.家舎

93.舵

94.文字

95.筆

96.紙

97.蛮

98.幣

99.戻

100.育

101.無

102.好

103.大好

104.出入

105.平安乎

(67)手当

hu nLui

(68) <*!可

si mi

(69)辛司

hu tiui

(70) 7}望

ka pir

(71).^J
mis scig

(72)o耳
i hoa

(73)エスl

O Cl

(74)til　蝣#

pi pu rag

(75)早耳ヰ

cu ra sa

(76)子羊ヰヰ

cu cu ra sa

(77) 7¥青ot

kan cju 'ja

⑬7f4

ka san

⑰せtjl

sam pan

⑳otヰ

ata

ゥ>]-*}・

a oan

(So)可土

moi no

60喜キtll

hur ru pi

⑳o国♀4
a n u si
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106.那裏去乎

107.何処在乎

108.白村在

109.彼処

110.此処

111.取来

112.未去

(78)専ヲ国ot

maロkha ruii 'ja

(79)キロけt司

tu ma kha ruii

(80) -巨巨叶ヰ

a ma ska ra

剛昔,中h*
mu scin ci sko

⑳吾′ヰ司Ul司ヰAjo):
e lt

komspa riui m〕n tail pa si ja

⑳昔JLはd巨l oF

mun si mos pa si ja



I 54.

ri更渦剛itit喜」 r郎!-」 jfrfii'l

五十音順に配列するoそれぞれに対応する(と考えられる)日本古語を

見出し語とするo活用語は「終止形」を見出し語とするO

あ

あふぎ[扇]

且可99扇(73)-

あぶら[油]

olヰ67油(61)-

あま[彼処]

O巨Tl脚彼処(80)-4ヰ

あやまる[謝]

モーf129謝罪(26ト朝

し＼

いく[行]

Jt巨!】llJft圭f'J
蝣If臣r-:.'.

いづく[何処]

専舶可&fr平間--I*回

いぬ[寝]

O国25眠(25ト叫

つ

う[応]

♀23唯(20)-

うし[牛]

キス152牛(47)-

うま[馬]

可51馬(46ト

えナシ

おii.L-I

V? '.'1蝣'''-" i二lrr二と

おしゆ[御主]

♀令　5丞相(5)-

おはす[御座〕

せ土且己1 21坐(18ト

か

かさ[傘、笠]

7巨ト　60雨傘(55)-

かぜ[風〕

7dア¥　34風(2gト

かね[金、銭]

一汁:・)畔こ¥¥　帰一
I

かへる[代、替、換、変]

瑚叫　91交易(66)-

かまど[カマド(人名)]

中車r- i:川川(iU-

かみ[紙]

車上　蝉:托170)-

かみさし[管〕

01卑　98管(72)-

」から　く格助詞)

J7rヰ1脚彼処(80)-巨ト

-かり　く格助詞)

ヲ国　・107何処在乎(78柑-ot

lO8白村在(79)与可-

かんしよ[甘藷]

中辛令　57甘藷(52ト

がんじよう[岩乗]
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、お手　冊/顎.蝣>1.:. (11ト斗

き

きせる〔khsier〕

^図　62個台(57ト

きよらさ[清、美]

-1-'「Ji l触(75)

103大好(76)早-

く

く[来]

Ill取来(8D早),Jスト

くぐわつ[九月]

昔J-一国　蝣l-l.'U] (3!l)

くち[口]

干ス1 16口(13)-

くねんぼ[九月母]_

x卓上　5(描(伸一

くぼ

~iT-U}-　ホ:離

(二十二貫6行目)

琉球有九波-木

(二十八頁2行目)

-<-h-D [別
斗司　35月(30)-

31ul一月(31).fc　蝣

37二月(32)^-

38三月(33)専一

39四月(34)と-

40五月(35)♀-

41六月(36)章子-

42七月(37)司A]一

蝣VAJL月　CIS料可-

44九月(39)号-

45十月　M-

け　ナシ

ごぐわつ[五月]

♀ヰ可　40五月(35)-

こめ[米]

子可　55米(50ト

さ

ぎうり[草履]

J'[ヰ　63草履(58ト

さん[山]

皇:-サ!1両　仙-*:*!

さんぐわつに月]

小I,l「　w:-:.冒(鉦-

L

Lぐわつ[四月]

土ヰ可　39四月　M-

LL [猪]

^M　53家(48ト

しちぐわつ[七月]

司ス国司　42七月(37上

しぬ[死]

4-8-　26死(23ト

しはす[師走、十二月]

ス1卑ス1 47十二月(42ト

じふぐわつ[十月]

刃ヰ司　45十月(40上

しもつき[霜別
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刃且ス国46十一月(41ト

Lやうぐわつ[正則

二iW「可361日:j(甘-

Lやうくわん[将官〕(?)

At
oせ6大官(6朝一

しり[尻〕(?)

ゼ50山(45)せ-

す

すみ[墨][文字]

JLT可94文字(68)-

せ

せうくわん[小官]

よせ7小官(7ト

せうちう[焼酎〕

二V.--J-655Sffl"ト

そナシ

・R

だいLやうくわん[大将宮](?)

瑚At
o甘6大宮(6)-

たう.[豆腐]

ヰO.v,'J,封(60)

たね[種日陰茎、男根]

19陽茎(16)-

たばこ[煙草]

ヰ専司59個草(54ト

ち　ナシ

つ

つうじ[通事]

r:三　Sjifi-ljf iH)

つき[月]

1「可・日日--/-蝣　OiMJF--

つよきよらさ[強滞、大美] (?)

子羊ヰヰ103大好(76)-

て

-て　く接続助詞)

り1-5眠　ffi!)<中、十・一

** 111取来(8帰一ス厄

可1日取来　手▲{1-il

と

とまり[泊]く地名) (?)

手中　77白村(62ト

108白村在(7gトヲ牌

とり[鳥]

'"・;>l　増　価一一

な　ナシ

に

にぐわつに月]

oJ斗可　37二月(32ト

にち[臼]

リ　　48毎日(43hl-
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ぬ

-ぬ　く打滑)

すIOl無(7梱キー(?)

ね　ナシ

の　ナシ

は

はし[箸]

可461箸(56ト

ぱせう[芭蕉]

uLtト汗で沖i'V'蝣蝣ill

(二十八貫5行目)

はちぐわつ[八別

j「中国13A/U CISl

ひ

ひと[人]

it I大(iト

ひと(つ) [-]

甥-A　80- (63ト

ふ

ふく[福]

辛.33福(Z8ト

&tz (o) [-]

81二(64)-

ふて[筆]

手当　95筆(6gト

ふね[船]

手当　93船(67)-

BJ

へ[屈] (?)

司　18鼻　05ト

ほ

ほと[女陰]

中三　20婦人私処(I7J-

ま

まいにち[毎日]

可LI司　48毎日(43)-

み

みづ[水]

可雪'49水　M-

みみ[耳]

t車Irir　掴・-

む　ナシ

め

めさる[召]

♀斗7国　22喫(19)-

も

もつ[持]

号'a in取来(81トスIJl

や

- iJ-　　蝣V描柚い

車　29謝罪(26)子017-

0上105平安乎(77)^音-
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107何処在乎(78)専ヲト雪-

ゆ　ナシ

よ　ナシ

ら　ナシ

り　ナシ

る　ナシ

れ　ナシ

ろ

ろくぐわつ[六月]

寺子ヰ可　4i六月(36)-

わ

わう[王]　且　4国王(4ト

を

をぎ[荻] [甘蕉]

キ01 58　甘蕉墓碑(SSト

をとこ[男]

♀>AA　2男(2)-

をどる[舞]く踊)

♀与01可　28舞(25ト

をんな[女] (をなご),

♀Ll司.3女(3ト

【未詳語】

(9)中ト　9美雷憲2篇国
(10)早朝　12富人

(12回音羊14無姓人

(15)司01 18鼻

・(24)7巨吋　27歌

(27)叫へ「ヰ昔30辱人

(71)31^　97褒

ar　キ菅101?壁




